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は じ め に 
 

 

 

少子化，核家族化，都市化，情報化等の経済社会の変化や，人間関係・地域における地縁的な

つながりの希薄化などにより，家庭や地域社会における教育力が低下し、地域全体で親子の「学

び」や「育ち」を支えることが難しくなっています。また厳しい経済・雇用情勢のなかで子育て

にゆとりを持つことが難しくなっていることも指摘されています。こうしたなか、次世代育成支

援対策推進法、少子化社会対策基本法が成立し、家庭教育支援を地域や企業を含め、社会全体で

行っていく方向での対応が必要になっています。 

 国立女性教育会館では平成 16年度・17年度の２年度にわたり、日本、韓国、タイのアジア３

カ国とアメリカ、フランス、スウェーデンの欧米３カ国、計６カ国の親を対象に「家庭教育に関

する国際比較」を実施し、社会・経済状況、そして文化の異なる６カ国の家族のあり方や家事・

育児の実態、家庭教育の実態等を比較することにより、日本の家族・家庭教育の特徴と課題を明

らかにしました。また、この調査は 1994 年の「国際家族年」を踏まえて文部省（現・文部科学

省）が平成５年度・６年度に実施した「家庭教育に関する国際比較調査」の２回目の調査となり

ます。国際比較だけではなくこの 10年間の変化を明らかにすることができました。 

 本調査の実施に当たりましては牧野カツコ氏を座長にプロジェクト委員会を構成し、鋭意、精

力的な調査研究を進めてきました。プロジェクトメンバーの方々、事前調査、本調査にご協力い

ただいた多くの皆様に心から感謝いたします。また、本書の取りまとめに当たり、財団法人日本

女性学習財団より「1994年調査」の結果の引用につきましてはご快諾いただきました。 

本書が、今後の家庭教育を支援する施策の立案、各種事業の企画、教育・学習のための参考資

料として広くご活用いただければ幸いです。 

 

 

 

平成 18年３月    

                       独立行政法人国立女性教育会館 

                            理事長 神田 道子 
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第Ⅰ部 調査の概要 
 

第１章 調査実施の概要 

 

 

１．調査の目的 

日本および諸外国の家庭・家族の変化、家庭教育の実態、親の意識等を調査し、現代日本

の家庭教育の特色や課題を明らかにするため、家庭教育に関する国際比較調査を行う。ここ

でいう「家庭教育」とは親等が子どもに対して行う教育とする。 

平成６（1994）年に、文部省（当時）の委嘱を受け、財団法人 日本女子社会教育会（現 

財団法人日本女性学習財団）が同名の「家庭教育に関する国際比較調査」を行った。本調査

は、前回の調査結果を踏まえ、調査対象国をイギリスから出生率の回復が見られたフランス

に入れ替え、大幅に調査項目を見直し実施したものである。 

 

２．調査対象国及び調査対象者 

（１）調査対象国 

 日本、韓国、タイ、アメリカ、フランス、スウェーデン 

（２）調査対象者 

 ０～12 歳までの子どもと同居している親、またはそれに相当する人（法的な結婚の有無、

性別を問わない。１世帯で１人とする）。 

 その世帯に同居している子どもが２人以上いる場合は、調査日に誕生日が近い子、双子の

場合は、上の子のことについて、親またはそれに相当する人に尋ねた。 

 

３．調査方法など 

（１）標本数及び抽出方法 

標本数は各国とも、1000サンプルを回収することを目的とした。この調査を実施した各国

調査機関の標本抽出方法及び回収結果は次の通りである。 
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表Ⅰ－１－１ 標本抽出方法と回収結果 

回収数

（回収率）
住民基本台帳より層化二段 1,013
無作為抽出（地域×都市規模） (69.9%)

割当法

（地域×都市規模）

割当法

（地域×都市規模×男女）

割当法

（地域×都市規模）

割当法

（地域×都市規模）

割当法

（地域）
ス ウ ェー デン 全国 80地点 1,026

ア メ リ カ 全国100地点 1,000

フ ラ ン ス 全国100地点 1,001

韓 国 全国124地点 1,009

タ イ 全国281地点 1,000

国　名 抽　出　方　法 地　点　数

日 本 全国100地点

 

 

（２）使用言語と翻訳 

日本は日本語、韓国は韓国語、タイはタイ語、アメリカは英語、フランスはフランス語、

スウェーデンはスウェーデン語で調査票を作成した。 

各国語への翻訳は、まず日本語より英語に翻訳、続いて英語より各国語に翻訳した。最終

的に各国語調査票と日本語調査票との調整を行った。各国語への翻訳および調整に当たって

は、調査プロジェクト委員会、調査委託先、現地調査機関との連携のもとに行った。 

 

（３）調査時期＆調査方法 

表Ⅰ－１－２ 調査時期と調査方法 

国　名 調査時期

日 本 平成17年３月17日～４月３日

韓 国 平成17年６月８日～６月27日

平成17年６月８日～６月27日
（追加調査：平成18年１月14日～31日）

ア メ リ カ 平成17年４月25日～６月８日

平成17年５月31日～６月20日
（追加調査：平成17年８月12日～26日）

ス ウ ェ ー デ ン 平成17年４月26日～６月１日

タ イ

個別訪問面接聴取法

個別訪問面接聴取法

調査方法

個別訪問面接聴取法

個別訪問面接聴取法

個別訪問面接聴取法

個別訪問面接聴取法

フ ラ ン ス

 

タイについは、第１回目の調査で「男性」及び「非都市部（Rural）」の回収が大幅に予定

数を下回り、「女性」及び「都市部（Urban）」が予定数を大幅に上回たったため、追加調査

を行った。その際、センサスの地域・都市規模の人口比例に応じて、上回った票数を削除し、

下回った票数を追加調査より追加した。 

フランスについては、第１回目の調査で「子どもの年齢」に著しい偏りが生じたため、追

加調査を行った。その際、センサスの年齢構成に従い 91票入れ換えた。 
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（４）調査委託機関 

実査・集計等は（社）新情報センターに委託して実施した。日本は各委員が一部の訪問面

接調査に立ち会った。日本以外の国は、調査終了後、各国調査機関を訪ね担当者から調査の

実施状況についてヒアリングを行った。 

 

日 本  （社）新情報センター 

韓 国  Gallup Korea 

タ イ  AC Nielsen, Thailand 

ア メ リ カ  Kane , Parsons & Associates, Inc. 

フ ラ ン ス  Synovate in France 

スウェーデン   International Market Research Institute AB 

 

４．調査プロジェクト委員会 

［プロジェクト委員］ 

座長 牧 野  カツコ  お茶の水女子大学 教授 

委員 舩 橋  惠 子  静岡大学 教授 

委員 渡 邊  秀 樹  慶應義塾大学 教授 

委員 江 藤  双 恵  東京外国語大学／獨協大学 非常勤講師 

委員 大 槻  奈 巳  聖心女子大学 助教授／国立女性教育会館 客員研究員 

委員 酒 井  計 史  国立女性教育会館 客員研究員 

委員 藤 本  隆 史  国立女性教育会館 客員研究員 

委員 中 野  洋 恵  国立女性教育会館 研究国際室長 

［事務局］ 

中 野  洋 恵  国立女性教育会館 研究国際室長 

岡 本  圭 子  国立女性教育会館 研究国際室研究補佐員 
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５．サンプル構成 

（１）親の性別 

表Ⅰ－１－３ サンプル構成（親の性別） 

人　数 ％ 人　数 ％

日 本 (1,013) (438) 43.2 (575) 56.8

韓 国 (1,009) (506) 50.1 (503) 49.9

タ イ (1,000) (495) 49.5 (505) 50.5

ア メ リ カ (1,000) (478) 47.8 (522) 52.2

フ ラ ン ス (1,001) (466) 46.6 (535) 53.4

ス ウ ェ ー デ ン (1,026) (423) 41.2 (603) 53.8

全体（n）
父　　親 母　　親

 

 

（２）子どもの性別 

表Ⅰ－１－４ サンプル構成（子どもの性別） 

人　数 ％ 人　数 ％

日 本 (1,013) (514) 50.7 (499) 49.3

韓 国 (1,009) (543) 53.8 (466) 46.2

タ イ (1,000) (480) 48.0 (520) 52.0

ア メ リ カ (1,000) (533) 53.3 (467) 46.7

フ ラ ン ス (1,001) (522) 52.1 (479) 47.9

ス ウ ェ ー デ ン (1,026) (537) 52.3 (489) 47.7

全体（n）
男　　子 女　　子

 

 

（３）地域別 

 

表Ⅰ－１－５ サンプル構成（日本） 

(N/n)
北海道・
東北

関東 中部 近畿 中国・四国 九州

母集団構成 (15,268,894) 11.8 30.9 19.2 16.6 9.2 12.3

有効サンプル (1,013) 11.5 29.0 19.4 17.0 9.6 13.4
 

※母集団：0～12歳の子どもの人口 

（出典：平成 16年 3月 31日現在「住民基本台帳」） 

 

58.8 
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表Ⅰ－１－６ サンプル構成（韓国） 

(N/n) Seoul Busan Daegu Incheon Gwanju Daejeon Ulsan

母集団構成 (9,345,157) 18.8 6.6 5.3 5.7 3.3 3.2 2.6

有効サンプル (1,009) 18.9 6.5 5.4 5.8 3.3 3.2 2.5

Gyeonngi Gangwon Chungbuk Chungnam Jeonbuk Jeonnam Gyeongbuk Gyeongnam

24.7 3.0 3.1 3.9 3.9 3.9 5.2 6.8

24.8 3.0 3.1 3.9 4.0 3.9 5.2 6.7
 

※母集団：0-14歳の子どもの人口 

（出典：Resident Registration Statistic, December, 2004) 

 

表Ⅰ－１－７ サンプル構成（タイ） 

(N/n) Bangkok Central North Northeast South

母集団構成 (60,606,947) 14.5 19.2 18.8 34.2 13.3

有効サンプル (1,000) 14.5 19.2 18.7 34.2 13.4
 

※母集団：全人口 

（出典：Population and Housing Census 2000） 

 

表Ⅰ－１－８ サンプル構成（アメリカ） 

(N/n)
New

England
Division

Middle
Atlantic
Division

East North
Central
Division

West North
Central
Division

South
Atlantic
Division

East South
Central
Division

West South
Central
Division

Mountain
Division

Pacific
Division

母集団構成 (46,468,390) 4.4 12.5 15.2 9.6 18.3 6.4 12.3 8.6 12.7

有効サンプル (1,000) 4.0 11.9 15.1 12.9 17.0 6.0 11.1 7.0 15.0  
※母集団：12歳以下人口（0-14歳人口より推計） 

（出典：US Census 2000） 

 

表Ⅰ－１－９ サンプル構成（フランス） 

(N/n)
East

Parisian
Basin

West
Parisian
Basin

East North West
Paris
Area

South East
Mediterra
nean

South West

母集団構成 (51,428,600) 8.3 9.8 9.0 7.3 12.7 20.0 11.9 11.4 9.6

有効サンプル (1,001) 7.9 9.6 8.9 8.1 12.8 20.2 11.3 10.8 10.5  

※母集団：15歳以上人口 

（出典：Census 1999） 
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⑥スウェーデン 

表Ⅰ－１－10 サンプル構成（スウェーデン） 

(N/n) North Middle East Southeast South West Unknown

母集団構成 (9,024,186) 10.7 17.1 25.2 17.8 10.9 18.3 0.1

有効サンプル (1,026) 11.5 16.7 24.1 20.4 9.1 18.3 -
 

※母集団：全人口 

（出典：SCB 2000） 

（４）都市規模別 

 

表Ⅰ－１－11 サンプル構成（日本） 

(N/n) 14大都市
10万人
以上
の都市

10万人未満
の都市

郡部

母集団構成 (15,268,894) 21.0 39.5 20.2 19.3

有効サンプル (1,013) 19.9 39.5 20.7 19.8
 

※母集団：0～12歳の子どもの人口 

（出典：平成 16年 3月 31日現在「住民基本台帳」） 

 

表Ⅰ－１－12 サンプル構成（韓国） 

(N/n) 大都市
中小都市
・郡部

母集団構成 (9,345,147) 45.5 54.5

有効サンプル (1,009) 45.6 54.4
 

※母集団：0-14歳の子どもの数 

（出典：Resident Registration Statistic, December, 2004) 

 

表Ⅰ－１－13 サンプル構成（タイ） 

(N/n) Urban Rural

母集団構成 (60,606,947) 32.8 67.2

有効サンプル (1,000) 32.9 67.1
 

※母集団：全人口 

（出典：Population and Housing Census 2000） 
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表Ⅰ－１－14 サンプル構成（アメリカ） 

(N/n)
50万人
以上

10万人
以上

10万人
未満

5万人
以上

2万5千人
以上

1万人
以下

母集団構成 (46,468,390) 11.0 13.0 9.0 9.0 7.0 3.0 23.0 18.0

有効サンプル (1,000) 11.0 13.1 7.0 9.6 9.0 2.4 23.1 17.1

農村部 その他

都市部 都市周辺地域

 

※母集団：12歳以下人口（0-14歳人口より推計） 

（出典：US Census 2000） 

 

表Ⅰ－１－15 サンプル構成（フランス） 

(N/n) Rural ２万人未満
２万～10万
人未満

10万人
以上

Paris
Area

母集団構成 (51,428,600) 24.3 16.8 13.3 28.2 17.5

有効サンプル (1,001) 25.4 17.3 12.2 27.6 17.6
 

※母集団：15歳以上人口 

（出典：Census 1999） 

 

表Ⅰ－１－16 サンプル構成（スウェーデン） 

(N/n) ３大都市
１０万
以上

７万５千～
１０万人
未満

５万～
７万５千人
未満

２万５千～
５万人未満

１万～
２万５千人
未満

１万人
未満

母集団構成 (9,024,186) 16.8 12.8 11.3 12.7 20.7 19.8 5.9

有効サンプル (1,026) 18.9 18.9 7.3 21.1 15.9 12.6 5.4
 

※母集団：全人口 

（出典：SCB 2000） 
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６．報告書を読む際の留意点 

（１）本文中、択一選択肢の質問の場合、各選択肢の回答率（各回答の百分比）の合計は 100％

となるが、いくつかの質問で正確に 100％とならないものがある。これは、回答率を小数点

第１位で四捨五入したことによる。 

なお、図表、巻末の単純集計及び親の性別、子どもの性別については、回答率は小数点以

下第２位を四捨五入した。このため、回答率の合計が 100.0％にならないことがある。 

 

（２）本文、図表、集計表で用いた記号の意味は、次の通りである。 

・ｎ   ：その質問に対する回答者数。回答率の合計 100%が何人に当たるかを示す比率

の算出の基数となる。 

・0.0   ：回答者はいるが、その割合が表章単位に満たない比率（％）を示す。 

・－   ：回答者がいないことを示す。 

・カード ：質問に対する回答の選択肢を記載してあるカードを示す。実査では、調査対象

者に提示しその中から回答を選んでもらっている。 

 

（３）この調査では法的な結婚の有無を問わず子どもの親の役割を果たしている人を対象と

しているので、「配偶者／パートナー」と表記している。 

 

（４）本文中、「1994年調査」、「前回調査」、「10年前の調査」とは、文部省（当時）の委嘱

を受け、財団法人 日本女子社会教育会（現 財団法人日本女性学習財団）の同名の「家庭教

育に関する国際比較調査」を指す。本報告書では比較可能な質問項目について比較を行って

いる。 

また、各図表のタイトルの先頭に［1994 年］と記載のある図表は、「1994年調査」のデー

タに基づく図表である。そのほとんどは、1996年発行の財団法人 日本女子社会教育会編「家

庭教育に関する国際比較調査 報告書」に記載されている。図表および図表のデータを転載、

一部引用している場合、各図表の下に下記のように表示している 

（出典：日本女子社会教育会，1996：［報告書記載ページ］） 

 

（５）1994年調査との比較について 

当調査はフランスを除き「1994年調査」と一部比較できるよう企画・設計した。そのため、

今回の調査のサンプルにどのような特徴があるのか検討した。 

 

①サンプリング手法 

基本的に「1994年調査」となるべく同じ手法をとることとしたが、委託調査機関の都合や

「1994年調査」より正確に母集団を捉えるため、異なる方法を用いている場合がある。その
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際でも、その国の全国規模の世論調査等で標準的に行われる手法をとるようにした。 

その結果、サンプルが特に大きく異なるのはタイである。1994年調査では、都市規模の比

率が、総世帯数の母集団構成で都市部：地方＝26：74であるのに対して、サンプル構成では

40：60 と、かなり都市部に偏った構成となっていた1。今回の調査では、全人口の地域・都

市規模・男女の母集団構成の比例割当とし、結果としてほぼ割当通りのサンプル数を得た。

よって、今回の調査のほうが、全国的な実態に近いサンプルであると考えられる。タイの 1994

年調査と今回の調査の比較においては、この点に注意する必要がある。 

また、スウェーデンは、1994年調査では住民登録を抽出台帳とした層化無作為抽出を行っ

ているが、その後スウェーデンでは住民登録を抽出台帳とした層化無作為抽出が困難な状況

となり、地域別による割当法が主流となっているとの指摘を受け、割当法を採用した。だが、

「1994年調査」と今回の調査の比較において、この点はあまり大きな問題にならないものと

考える。 

日本、アメリカ、韓国についてはサンプリング上大きな差異はない。 

 

②各国センサスとの比較に見る当調査のサンプルの評価 

当調査の調査対象「０～12歳までの子どもと同居している親、またはそれに相当する人（法

的な結婚の有無、性別を問わない。１世帯で１人とする）」という条件にあう各国センサスの

集計を得ることは困難である。よって、各国の全国的な男女別分布で、下記の項目について

当調査のサンプルにどのような特徴があるか検討した。 

 

・０～12歳の子どもの年齢別人口構成 

・親の配偶関係（男女別）、または世帯の家族構成 

・親の学歴構成（男女別）、親の就業状態（男女別） 

 

各国の０～12歳の子どもの年齢別人口構成と各国サンプルについて比較した結果、ほぼセ

ンサス分布に沿っており、大きな偏りは見られなかった。 

親の配偶関係については、各国センサスデータで 30～49 歳位の年齢層の未婚を除く集計

を用いて検討した。「離死別」は各国サンプルではセンサス分布をやや下回り、世帯の家族構

成についても、「ひとり親世帯」がセンサスよりやや少ないという結果となった。1994 年調

査の各国サンプルでも同様の傾向が見られたので、訪問面接調査という調査手法に伴う問題

と考えられる。それでも、アメリカは「ひとり親世帯」が比較的よくとれている。 

親の就業状態は、女性の無業者の割合、就業者に占める雇用者の割合などは、サンプルの

年齢を考慮すると、各国サンプルともセンサスと著しくはかけ離れていない。 

                                                  
1 これは当時、タイの農村での調査が困難であったためと思われる。 
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親の学歴構成は、各国ともセンサスよりも学歴の高い傾向が見られた。各国サンプルとも

義務教育の学校を最終学歴とする人が少ないが、1994年調査のサンプルでも同様の傾向があ

り、今回の調査のサンプルだけの特徴とはいえない。とはいえ、親の地位は重要なので、各

国別に特徴を記述しておく。 

日本は、「中学卒」は「就業構造基本調査 2002」では約 7％であるが、サンプルでは約 3％

であった。日本のサンプルの場合、「短大・高専」がやや少なく、その分、男性は「大学卒以

上」に、女性は「高校・専門学校卒」にやや多いが、比較的センサスの分布に近い。 

韓国は、センサスよりかなり高学歴である。センサスでは「中学卒」約 25％、サンプルで

は約 3％しかいない。「大学以上卒」はセンサスでは 25～35％であるが、サンプルでは約 40％

もある。1994年調査も同様の傾向で、センサスとサンプルでは「中学卒」と「大学以上卒」

で、10％以上の開きがある。さらに、今回の調査は、韓国社会の近年の急速な高学歴化が背

景にあるようである。例えば、”Population and Housing Census Report 2000”によると、

30-34 歳男性の「中学卒」は約 7％なのに対し、40-44 歳男性の「中学卒」は約 23％で年代

による差が大きい。女性はもっと大きい。こうした点を加味すると、韓国のサンプルは実態

よりやや高学歴ではあるが、1994年サンプルとはほぼ同質であると考えられる。 

タイは、「小学校」でセンサスよりもサンプルでは約 10％少ないが、その分は、他の学校

に均等に分散しているおり、日本と同様、比較的センサスの分布に近い。 

アメリカも、韓国ほどではないが高学歴の傾向がある。センサスでは「中学卒」は約 20％、

サンプルでは 4％である。その分は、「短大卒」と「大学以上卒」に分散している。この傾

向は 1994年調査も同様の傾向で、センサスとサンプルでは「中学卒」で 10％以上の開き

がある。こうした点から、アメリカのサンプルもやや高学歴ではあるが、1994年サンプル

とはほぼ同質であると考えられる。 

フランスは、評価がやや難しい。”Census 1999”では「Diplomaなし・無回答」という

カテゴリーに約 15％も分類されており、これを除いて比較してみると、サンプルでは「中

学卒業試験」が約 10％少なく、その分が他の学歴・資格に分散している。 

スウェーデンは、「４～９年生まで」「高校」がサンプルでは 5～7％少なく、その分「大

学・短大」「大学院」に分散しているが、日本と同様、比較的センサス分布に近い。 

 

 

 

（酒井 計史） 
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第２章 調査結果の概要 

 

 

第１章 家族の状況と子どもの特性 

（１）調査対象となった親 

親の年齢： 調査対象となった親の平均年齢について、父親で最も高いのはタイの 39.5歳で、

最も低いのはアメリカの 37.1歳であった。 

母親の場合もタイが 36.5歳で最も高く、最も低いのは韓国の 35.2歳であった。 

配偶者／パートナーの状況： 法的な結婚の有無を問わずに、子どもの親の役割を果たして

いる人をサンプルとした。配偶者／パートナーのいる割合が最も高いのは韓国の 99％で、日

本は 95％で次に高い。配偶者のいない「ひとり親世帯」の割合はアメリカが 13％で最も高

く、次に高いのがスウェーデンの 10％である。 

親の最終学歴： 親の教育程度は、「14 年以上」と長い割合が韓国とアメリカで約 5 割と多

い。一方、タイとフランスで 10年未満の割合が高い。 

 父親と母親の学歴程度の差は、どの国でも母親と父親の学歴差がない割合が最も高い。父

親のほうが母親より高学歴なのが、日本、韓国、タイ、アメリカで、日本の割合が最も高い。

スウェーデンは母親のほうが高学歴である割合が、父親のほうが高学歴である割合を上回っ

ている。 

親の就業状況： 「共働き家族」の割合は、タイ（66％）、スウェーデン（58％）の順に高

く、日本は 42％で韓国（37％）の次に低い。一方、「専業主婦家族」の割合は韓国（61％）

が最も高く、日本（51％）は２番目に高い。最も低いのはスウェーデンの 16％である。 

父親の就業状態は、タイ以外は「勤め人」の割合が最も高い。韓国は自営業の割合が比較

的高く、タイでは「家で仕事をしている」割合が他の国よりも高い。 

 母親の就業状態は、アメリカ、フランスで「常勤の勤め人」の割合が４割程度で最も高く、

スウェーデンは「常勤の勤め人」（36％）と「パート・臨時などの勤め人」（33％）がほぼ同

じ割合となっている。「パート・臨時などの勤め人」は、日本の割合も 28％と比較的高い。 

有業率で見ると、割合の高い順に、スウェーデン（74.2）、アメリカ（68.2）、フランス（67.4）、

タイ（65.9）、日本（46.9）、そして韓国（36.0）となっている。韓国と日本では「専業主婦」

が５割を超えているが、スウェーデンでは７％と他の国に比べて割合が低い。 

親の労働時間： 親の 1 週間の平均労働時間は、父親の場合、日本と韓国が約 50 時間で最

も長く、49時間以上が５割を超える。アメリカは 44.2時間、タイは 43.4時間であり、フラ

ンス（39.3時間）とスウェーデン（37.7時間）は 49時間以上の割合が１割に満たない。 

 母親の平均労働時間は、韓国（42.8 時間）とタイ（38.2 時間）で長い。35 時間未満の割

合は、日本が 56％で最も高く、スウェーデンが 51％、フランスが 49％となっている。 
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（２）対象となった子ども 

親と子どもとの続柄： 子どもとの続柄は、「夫婦の実子」である割合がほとんどを占めるが、

アメリカとスウェーデンでは、夫婦のどちらかの実子であるか養子である割合が１割程度あ

り、タイは「その他」の割合が 12％ある。 

子どもの所属： 子どもが通っている施設や学校については、「０～３歳」で保育園などの施

設に通っている割合は、日本、韓国、タイ、アメリカでは 2割程度だが、フランスやスウェ

ーデンでは約 5 割である。「どこにも通っていない」あるいは「常時家にいる」割合は、日

本、韓国、タイで 7割となっている。 

（３）世帯の状況 

同居人数： 世帯人数は、平均値で比べると、タイが 4.8 人で最も多く、日本が 4.5 人で次

に多い。最も少ないのはスウェーデンの 3.9 人である。日本とタイでは 6 人以上の割合が比

較的高い。 

子どもの人数： 同居と別居を含めた子どもの人数は、アメリカとスウェーデンが 2.27人で

最も多く、フランスが 2.24人で次に多い。逆に最も少ないのは韓国の 1.82人で、タイが 1.98

人、日本は 2.11人である。別居している子どものいる世帯の割合は、日本と韓国以外で１割

前後ある。 

世帯構成： フランスとスウェーデンはほとんどが「二世代世帯」である。アメリカと韓国

も「二世代世帯」が９割近い。日本とタイは「直系三世代世帯」も比較的多く、タイは「傍

系拡大家族世帯」も多い。 

世帯収入に占める父母の収入割合： 世帯収入に占める父母の収入の割合は、日本と韓国の

父親の値が 85％で最も高く、母親の値が日本は 14％、韓国が 16％で低い。アメリカとフラ

ンスとスウェーデンは、父親の値は 60～70％であまり違いはないが、母親の値はアメリカが

38.5、フランスが 46.6、スウェーデンが 51.9 と、スウェーデンの値が最も高い。タイは、

父親の値が 57％と最も低いが、母親は 34％でスウェーデンやフランスほど高くない。 

 

（藤本 隆史） 

 

第２章 親との子の日常生活 

（１）親子の接触内容 

子どもと一緒に過ごす時にどのようなことをしているか 15 項目をあげて尋ねた結果、各

国とも「食事を一緒にする」「話をする」「一緒に外出する」「一緒に遊ぶ」の割合が高く、上

位第６位までを占めている。「一緒にテレビを見る」はフランスだけ 3割台の第 10位と低い。 

「同じ部屋で寝る」は、アジア３ヶ国では 5割以上で第５～８位を占めているが、欧米３

ヶ国では 3 割未満の最下位であった。「家事を教える／一緒にする」は、日本、韓国、フラ

ンスでは 3割台以下の第 12位以下、特に韓国は約 2割で第 15位と低いが、アメリカ、タイ、
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スウェーデンでは 4～5割台と高い。 

 1994年調査と比較すると、上位項目に大きな変化は見られないが、日本、特にスウェーデ

ンで「保育園・幼稚園・学校の送り迎えをする」が増加、アメリカ、特にタイでは「勉強を

教える／勉強をさせる」が増加している点などが目立つ。 

 親の性別で見ると、「スポーツを教える／一緒にする」「一緒に遊ぶ」「一緒にテレビをみる」

は各国とも父親と母親の差が小さく、父親のほうが母親よりもやや上回っている国が多い。

15項目のうち父親の割合のほうが母親の割合を上回っている項目数は、タイが６つで最も多

く、韓国とアメリカ１つで最も少ない。また、父母の差が 20％以上の項目数は、日本が４つ

で最も多く、韓国が３つ、フランスが０で最も少ない。 

 子どもの性別でみると、各国とも「入浴させる／一緒に入浴する」「同じ部屋で寝る」「着

替えを手伝う／用意する」「一緒に遊ぶ」のは年齢が低いほど、割合が高くなる傾向が見られ

る。「勉強を教える／勉強をさせる」は、スウェーデンでは 10～12歳、日本、アメリカ、フ

ランスで７～９歳、韓国とタイで４～６歳に最も割合が高くなっている。 

 1994年調査と比較すると、変化の大きい項目は、タイで「勉強を教える／勉強をさせる」

で、全体として増加しているが、特に０～３歳では約 20％増加している。 

 この質問は 15 の選択肢から当てはまるものをいくつでも選んでもらう形式（複数回答形

式）をとっているので、平均回答項目数を求めることができる。そこで、平均回答項目数を

みてみると、各国とも母親のほうが父親よりも多い。平均回答項目数が最も多いのは父母と

もタイで、最も少ないのは父母ともフランスである。また、日本と韓国は父母間の項目数の

差が大きい。 

1994 年調査と比較すると、各国とも平均回答項目数は増加している。1994 年調査では最

下位であったタイの平均項目数の増加が目立つ。日本と韓国は両親間の項目数の差が大きい

が、これは今回も変わらない。 

 

（２）親子の接触時間 

 平日に子どもと一緒に過ごす時間を尋ねた結果、父親では、タイが５時間台、アメリカと

スウェーデンが４時間台、日本とフランスが３時間台、韓国２時間台となった。母親では、

日本、韓国、アメリカ、タイが７時間台、フランスとスウェーデンが５時間台となった。 

父母間の差を見ると、各国とも母親のほうが父親よりも上回っているが、日本と韓国は父

母の差が４時間以上と差が大きい。 

 1994年調査と比較すると、日本は父親がやや減少、母親がやや増加、韓国は父母ともが１

時間以上減少、タイでは父親がやや増加、母親が１時間増加、アメリカでは両親ともやや減

少、スウェーデンでは父親が約１時間増加、母親がやや減少、となりその結果、父母間の差

の 10 年間の変化は、タイとスウェーデンは１時間以上縮小、韓国もやや縮小、アメリカは

あまり変化がなく、日本はやや拡大している。 
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 子どもの年齢別では、各国とも年齢が上がると母親・父親の接触時間が短くなる傾向が見

られるが、母親のほうがその傾向が強い。また父親でも、日本、韓国、アメリカ、フランス

ではその傾向が弱いが、タイとスウェーデンでその傾向が強い。 

 1994年調査と比較すると、全体的な傾向に変化が見られないが、日本の父親は 1994年調

査ではどの年齢層でも３時間台であったが、今回の調査では６歳までは３時間台、７歳以上

は２時間台と子どもの年齢が上がると接触時間が短くなる傾向が強くなっている。スウェー

デンの父親も同様の傾向が強くなっているが、０～３歳で４時間台から６時間台へと、より

乳幼児期の接触時間が増している。 

 母親の就労の有無別で母親の接触時間を見ると、各国とも無職の母親のほうが有職の母親

を上回っているが、日本と韓国は両者の差が３時間以上と大きい。 

 1994年調査と比較すると、日本、タイ、アメリカ、スウェーデンでは両者の差は縮小した。

特にタイは約１時間以上縮小と変化が大きい。韓国だけはやや拡大している。だが、日本と

韓国は、有職と無職の差は相変わらず大きい。 

 

（３）家族の共同行動 

 最近、一緒に住んでいる家族がそろって、「ａ 家族で食事をとる」こと、「ｂ 家族で余

暇」を過ごすことが週何回くらいしたかを尋ねた。 

家族で食事をとることは、週平均回数で見ると、フランスとタイが６回台、スウェーデン

とアメリカが５回台、日本と韓国が４回台となった。 

家族で余暇を過ごすことは、週平均回数で見ると、タイ、アメリカ、スウェーデンが５回

台、フランスが４回台、日本が２回台、韓国が１回台と大きな差が出た。 

どちらも日本と韓国の平均回数が低いのが目立つ。 

 

（４）父母の子育ての役割分担 

 子育てに関しての夫婦の役割分担について４項目をあげて尋ねた。 

「ａ 食事の世話をする」は、各国とも「主に母親がする」が 5割以上であるが、日本が

8 割台と６ヶ国中最も高く、スウェーデンが 5 割台と最も低い。1994 年調査と比較すると、

各国とも大きな変化はないが、スウェーデンでは「主に母親がする」が 10％以上減少し、そ

の分「主に父親がする」が 10％増加した。 

 「主に父親がする」と「両方でする」を合計して父親の分担率を共働きの有無別に見ると、

韓国、タイ、アメリカ、フランスでは共働き家族のほうが専業主婦／主夫家族よりも父親の

分担率が高いが、日本とスウェーデンは父親の分担率に変わりはない。ただし、日本は 1割

台、スウェーデンでは 4 割台と両国の父親分担率の違いは大きい。1994 年調査と比較する

と、日本とスウェーデン以外では、共働き家族のほうが父親の分担率が高いという傾向が強

まっている。 
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 「ｂ しつけをする」は、各国とも「両方がする」が 4割以上であるが、日本とタイでは

「主に母親がする」のほうが上回り、韓国、アメリカ、フランス、スウェーデンでは「両方

がする」のほうが上回っている。1994年調査と比較すると、韓国では「両方がする」が 20％

近く増加し、その分「主に母親がする」が減少している。韓国以外では大きな変化が見られ

ない。 

 父親の分担率を共働きの有無別に見ると、スウェーデンでは違いは見られない、日本、韓

国、タイ、アメリカ、フランスでは共働き家族のほうが父親の分担率が高い傾向が見られる。

特にタイではその傾向が強い。1994年調査と比較すると、スウェーデンでは共働き家族のほ

うが分担率が高い傾向があったのが、今回はなくなっていることがわかる。 

 「ｃ 幼稚園や学校の保護者会に出かける」は、各国とも「していない／必要がない」と

いう回答が 1～3割となっている。日本と韓国は「主に母親がする」が 6割台、フランスが 5

割台、タイが 4割台、アメリカとスウェーデンで 3割台となっている。 

 父親の分担率を共働きの有無別に見ると、各国とも共働き家族のほうが父親の分担率が高

い傾向が見られる。この項目は 1994年調査では調査項目にない。 

 「ｄ 生活費を負担する」は、日本と韓国は「主に父親がする」が 7割台、タイとアメリ

カは「主に父親がする」と「両方がする」が 4割台と拮抗している。フランスは「両方がす

る」5割台、スウェーデンは「両方がする」6割台となる。1994年調査と比較すると、タイ

では大きく変化しており、「主に父親がする」「両方がする」がそれぞれ 20％増加、「主に母

親がする」「していない・必要がない」がそれぞれ約 20％減少している。 

父親の分担率を共働きの有無別に見ると、各国ともほとんど差は見られない。1994年調査

と比較すると、タイで全体として父親の分担率が他の国並みになったことがわかる。 

 父親の分担率を各項目別でまとめると、「ａ 食事の世話をする」は、スウェーデンが 4

割台が最も高く、日本が 1 割台と最も低い。「ｂ しつけをする」は、スウェーデンが 8 割

台で最も高く、韓国が 4 割台と最も低い。「ｃ 幼稚園や学校の保護者会に出かける」は、

スウェーデン 5 割台と最も高く、日本 1 割台、韓国 1 割未満である。「ｄ 生活費を負担す

る」では、韓国と日本が 9 割台、残り４ヶ国が 8 割台である。1994 年調査と比較すると、

食事の世話がスウェーデンで増加、しつけが韓国で増加、生活費がタイで急増などが目立つ

が、日本とアメリカはほとんど変化がない。 

 

第３章 子どものしつけと子どもへの期待 

（１）子どものしつけ 

①５歳のとき１人でできるもの 

子どものしつけに関して４項目をあげ、５歳のときに１人でできたか（６歳以上の場合）、

あるいは６歳までに１人できると思うか（５歳以下の場合）を尋ねた。 

「日常のあいさつができる」は、どの国でも 8 割以上と高い。「行儀よく食事ができる」
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は、日本と韓国が 7 割であるのに対して、他の国では 9 割と、日本と韓国は低い。「身体を

清潔に保つことができる」は、タイが 9割を超えて最も高く、次いでアメリカ、スウェーデ

ンが 8 割以上となった。日本は 78％である。「遊んだあとの片づけができる」は、タイ、ア

メリカが 8割以上で高く、日本、韓国、フランス、スウェーデンは 6割台である。 

1994 年調査と比較すると、全体的に大きな変化は見られないが、「日常のあいさつができ

る」はタイが約 10％増加、「身体を清潔に保つことができる」は日本が約 10％増加、韓国が

20％近く増加、などが目立つ。 

 全体として、５歳のとき「１人でできる」と最も答えている国はタイであり、日本と韓国

は「１人でできる」の割合が低い。 

子どもの性別では、日本では、女の子は男の子に比べてどの項目もできるという割合が高

い。他の５ヶ国ではこの男女差があまり見られない。1994年調査と比較すると、ほぼ同様の

結果である。 

子どもの年齢別で見ると、タイを除く５ヶ国では「遊んだ後の片付け」は親が期待するほ

ど現実はできていない。タイはいずれの項目も親が期待する以上に現実にできていることを

示しており他の５ヶ国と回答傾向が異なっている。アメリカはすべての項目について０～５

歳と６～12歳の差が大きく、いずれも親が期待するほど現実にはできていない。韓国は期待

と現実の差が少ない。 

 

②15歳のときに１人でできると思うもの 

子どものしつけに関して４項目をあげ、15 歳の時に１人でできると思うかを尋ねた結果、

「身の回りの整理整頓をする」「マナーを守る」は６ヶ国とも 85％以上である。「家族のため

に食事を作る」はタイ、スウェーデン、アメリカで 8割前後、フランスと日本は 5割台、韓

国は約 4 割と低い。「働いて報酬を得る」は、アメリカが 8 割と群を抜いて高い。スウェー

デンとタイは 4割台 、フランスは 3割台、日本は 1割台、韓国は 1割に満たない。 

1994 年調査と比較できるのは、「家族のために食事を作る」だけであるが、大きな変化は

ないものの、日本とアメリカはやや減少、韓国は変わらず、タイとスウェーデンはやや増加

となっている。 

全体として、日本と韓国は 15歳のときに「１人でできる」と考えられる割合は低い。 

子どもの性別では、「身の回りの整理整頓をする」「マナーを守る」「働いて報酬を得る」に

ついては子どもの性別差はない。「家族のために食事を作る」は、どの国でも女の子への期待

がより高いが、日本は子どもの性別差が最も大きく、タイは最も小さい。「家族のために食事

を作る」で、男の子に着目すると、最も高いのは、タイ、スウェーデンで 8割台、次いでア

メリカで 7割台、日本とフランスで 4割台、韓国で 3割台である。 

1994 年調査と比較すると、「家族のために食事を作る」は、日本と韓国では、女の子で約

10％減少、タイでは男の子約 15％増加、などの変化が目立つ。 
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（２）子どもへの期待 

子どもが 15 歳ぐらいになった時、どのような子になって欲しいと期待するか、９項目を

あげて尋ねた。「強く期待すること」として第１位にあげられた項目は、日本「自分の意見を

ハッキリ言う」、韓国「自分の人生の目標を持つ」、タイ「男らしく、女らしくする」、アメリ

カとスウェーデン「困っている人を助ける」、フランス「親の言うことを素直にきく」であっ

た。 

日本で期待が高かったのは、「他人と協調できる」（第２位）、「困っている人を助ける」（第

３位）で、期待が低かったのは「学校でよい成績をとる」（第８位）、「他人との競争に勝てる」

（第９位）であった。また、男の子のほうが「男らしく」あれと期待されている傾向が強く、

父親のほうが母親より「男らしく、女らしく」を「強く期待」する傾向があった。この傾向

は６ヶ国中日本が最も強かった。 

 韓国では「他人との競争に勝てる」（第８位）、「学校でよい成績をとる」（第９位）に対す

る期待は低かった。また、「男らしく、女らしく」を「強く期待」することにおいて、父親が

より期待する傾向、および男の子により期待する傾向が強かった。 

タイで「強く期待されている」項目の第１位は「男らしく、女らしくする」であったが、

「学校でよい成績をとる」以外の項目では、男の子のほうにより「強く期待」する傾向があ

った。 

アメリカは、どの項目においても「強く期待する」傾向が強かった。「男らしく、女らしく」

を「強く期待」するが全体で 6割を占め、６ヶ国中最も高いが、アメリカの中では、順位は

低く第８位である。父親・母親の期待のあり方、子どもの性別による期待の違いにはあまり

差がない。また、日本や韓国で期待する傾向が低かった「学校でよい成績をとる」ことが第

３位で 7割台である。 

フランスは「親のいうことを素直にきく」が第１位であり、「学校でよい成績をとる」こと

が第３位で 7割である。全体的に、父親・母親の期待のあり方、男の子・女の子に対する期

待の差は小さいが、「リーダーシップがとれる」「他人との競争に勝てる」では父親のほうが

より強く期待する傾向がある。 

スウェーデンでは「困っている人を見たら助けてあげる」が第１位であり、男の子により

期待する傾向がある。「男らしく、女らしくする」は第８位の１割であり、６ヶ国中最も低く、

否定的であった。他の項目では男の子と女の子への期待において差は小さい。一方で、母親

は父親より「強く期待」する傾向が強く、これは６ヶ国中最も傾向が強かった。 

 

（３）子どもの将来への期待 

親として将来子どもにして欲しいという生き方を６項目あげて尋ねた結果、各国とも「強

く期待する」の割合の第１位は「幸せな家庭をきずく」であった。第２位は、日本、韓国、

アメリカ、スウェーデンは「人のためにつくす」、タイ、フランスは「高い収入を得る」であ
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った。期待が低い生き方は「有名になる」で、日本、韓国、アメリカ、フランス、スウェー

デンで最下位の第６位、タイでは第５位であった。 

水準は異なるが、日本、韓国、スウェーデンの順位はまったく同一であった。 

子どもの性別では、タイで「高い収入を得る」「有名になる」「高い地位につく」「人のため

につくす」で、男の子のほうが女の子より期待されていた。スウェーデンでは「人のために

つくす」「幸せな家庭をきずく」で、男の子のほうが女の子より期待されていた。一方、日本

では「幸せな家庭をきずく」で、女の子のほうが男の子より期待されていた。 

 

（４）将来子どもにして欲しくない家庭生活像 

親として将来子どもにして欲しくない家庭生活のタイプを 11項目あげて尋ねた。 

日本は、「同性愛カップルで生活する」、「一生独身でいる」、「子どもがいて離婚する」、「未

婚で子どもを持つ」、「子どもを持たない」の順で、いずれも 6割以上であった。 

韓国は、「同性愛カップルで生活する」、「未婚で子どもを持つ」、「子どもがいて離婚する」、

「婚姻届けをせずに同棲する」、「一生独身でいる」の順で、いずれも 9割以上であった。 

タイは、「同性愛カップルで生活する」が 8割台、「一生独身でいる」、「子どもがいて離婚

する」、「婚姻届けをせずに同棲する」、「血縁関係のない子を育てる」が 7割台であった。 

アメリカでは、「一生独身でいる」、「同性愛カップルで生活する」、「未婚で子どもを持つ」、

「子どもがいて離婚する」、「仕事の関係で夫婦が別居」の順で、いずれも 6 割台であった。 

フランスでは、5割台が「一生独身でいる」と「子どもを持たない」、4割台が「配偶者の

親との同居」と「自分との同居」となった。「未婚で子どもを持つ」、「婚姻届けをせずに同棲

する」、「血縁関係のない子を育てる」、「子どもを連れて再婚する」といった項目の割合は 5％

前後と非常に低かった。 

スウェーデンは、「一生独身でいる」が 8割台と高い。また、「配偶者の親との同居」と「自

分との同居」についても約 7割で６ヶ国中圧倒的に高かった。第４位の「子どもを持たない」

が 6割台で、韓国、タイに次いで高い。他の項目は、フランスと同様非常に低くかった。 

フランスとスウェーデンは「して欲しくない」項目がはっきりしており、韓国、タイのよ

うにほとんどの項目が高いのでなく、限られた項目で割合が高いが、それ以外の項目は低い。 

アジア３ヶ国で第１位であった「同性愛カップルで生活する」は、フランスとスウェーデ

ンでは 3割台と低かった。また、欧米３ヶ国では「血縁関係のない子を育てる」も 1割未満

と低かった。反対に、欧米３ヶ国では「配偶者の親との同居」、「自分との同居」が高かった。 

 1994年調査と比較すると、日本と韓国は大きな変化はない。タイは全体として「して欲し

くない」の割合が高くなった。アメリカとスウェーデンも大きな変化はなかったが、「同性愛

カップルで生活する」で、スウェーデンは 68％から 32％に半減した。アメリカも 76％から

65％に減少した。 

子どもの性別で見ると、「未婚で子どもを持つ」という項目では、日本、タイ、アメリカで、
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女の子に対して「して欲しくない」が高い。「婚姻届をせずに男女が同棲する」では、日本と

タイで、女の子に対して「して欲しくない」が高い。フランスとスウェーデンでは、どの項

目においても、子どもの性別で差はなかった。 

1994年調査と比較すると、韓国で、「配偶者の親との同居」は男の子のほうが、「自分との

同居」は女の子のほうが、して欲しくないという割合が 1994 年調査では高かったのだが、

今回はそうした傾向は弱まった。 

 

（５）子どもへの学歴期待 

対象となった子どもにどの学校まで行って欲しいかを尋ねた。 

日本は、「大学」までが最も多く 4割台、「高校」までは 2割台となった。女の子には「短

大」までが 2割おり、子どもの性別による差があった。1994年調査と比較すると、「高校」

までが約 10％から 20％へ増加した。とくに男の子において、「大学」までが 66％から 52％

へと低くなった。 

韓国では、「大学院」までが多く、非常に高い学歴期待を示す国であるが、1994 年調査と

比較すると、「大学院」までが減少、「大学」までが増加した。 

タイでは、「総合大学学士修了」が約 5割と高い。1994 年調査と比較すると、選択肢が違

うので変化を見るのは難しいが、「どれでもよい」が減り、親の学歴期待がはっきりしてきた

と言えるかもしれない。子どもの性別による差はなかった。 

アメリカでは、「４年制大学」と「大学院」を合わせて 8 割以上となった。子どもの性別

による期待の差はなかった。10年前とほとんど変化はなかった。 

フランスでは、「大学入学資格」以上がほとんどである。「どれでもよい」が 3割近くと多

かった。子どもの性別による学歴期待に差はなかった。 

スウェーデンでは、「大学・短大」までが 5割台、「高校」までが 2割台となった。子ども

の性別による期待の差はなかった。 

 

（６）子ども観（子どもとは何か） 

子ども観について５項目をあげて尋ねた。 

「子どもを育てるのは楽しい」は、タイを除く５ヶ国で＜そう思う（計）＞（「とてもそう

思う」と「ややそう思う」の合計）9割以上で、タイのみが 57％と低い。親の性別で見ると、

韓国では父親のほうが「とてもそう思う」の割合が高かった。 

「子どもは家族の結びつきを強める」は、各国とも＜そう思う（計）＞の割合が非常に高

かった。フランス以外は 95％以上で、フランスは少し低く 89％であった。 

「子どもを育てるにはお金がかかる」は、アメリカ、韓国、日本で＜そう思う（計）＞が

9 割以上と非常に高かった。しかし、スウェーデンでは、＜そう思う（計）＞が 6 割台と低

く、＜そう思わない（計）＞が 3割以上であった。フランスとタイも＜そう思わない（計）
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＞が 1割以上である。親の性別では、タイや日本では母親のほうが「とてもそう思う」が高

い。 

「子どもは老後の精神的な支えになる」は、タイで＜そう思う（計）＞が 98％と高かった。

最も低いのが日本と韓国で 8割前後であった。親の性別で見ると、タイでは母親のほうがが

「とてもそう思う」という割合が高い。他の国も、わずかであるが、母親のほうが「とても

そう思う」という割合が高かった。 

「子どもは老後の経済的な支えになる」は、タイで＜そう思う（計）＞が 8割と最も高く

突出している。スウェーデンで 2割台と最も低く、日本も 2割台であった。 

 

（７）子育てについての考え方 

「愛情があれば子ども叩いてもよいと思う」は、アジア３ヶ国では、＜そう思う（計）＞

とする親が 7割以上だったのに対し、欧米３ヶ国では 3割台以下と低かった。特に、スウェ

ーデンは、「全くそう思わない」が 9割以上となった。 

「子どものわがままは、許される」は、アメリカとスウェーデンは＜そう思う（計）＞と

いう親が半数を超えた。特に、スウェーデンは 8割台と最も高かった。韓国は、＜そう思う

（計）＞が 2割台と６ヶ国中最も低かった。日本、タイ、フランスも 3割台と低かった。 

「小学校の先生も、子どもをしつけてほしい」は、韓国、タイ、スウェーデンでは＜そう

思う（計）＞という親が多く、韓国とタイでは 100％近く、スウェーデンも 9 割近くを占め

た。日本、アメリカ、フランスはおおむね 7割台で、フランスは６ヶ国中最も低かった。 

「５歳以下の子どもを一人にして出かけてはいけない」という考え方に対しては、６ヶ国

とも＜そう思う（計）＞が 9割以上を占めた。そのうち「そう思う」では、日本と韓国は割

合が低かった。特に、日本は＜そう思う（計）＞が６ヶ国中最も低く、＜そう思わない＞が

６ヶ国中最も高かった。 

「近所で悪いことをしている子どもをみつけたら、他人の子どもでも叱るのがよい」は、

日本、韓国、スウェーデンでは＜そう思う（計）＞の割合が高く 9割以上を占めた。６ヶ国

中最も低かったのはアメリカで、＜そう思う（計）＞の割合は約 6 割であった。また、「そ

う思う」は、スウェーデンでは約 8割と６ヶ国中最も高かった。 

 

（８）子どもの成長についての満足度 

子どもの成長についての満足度は、＜満足（計）＞（「満足」と「やや満足」の合計）とす

る親が各国とも約 9 割以上となった。日本は約 97％が＜満足（計）＞しているが、「満足」

が 59％と６ヶ国中最も低く、「やや満足」が 39％と最も高かった。 

1994 年調査と比較すると、５ヶ国とも「満足」が高くなった。特に、タイは「満足」が

10％以上増加し、５ヶ国中最も変化が大きかった。 

子どもの年齢別では、タイを除く５ヶ国では、子どもが小さいほど「満足」している親が
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多く、子どもの年齢が上がるとともに「満足」している親が減るという傾向が見られた。特

に、日本と韓国にその傾向が強かった。 

 

（９）理想の子ども数 

各国とも「２人」が最も高かった。「３人」は日本が約 4 割と６ヶ国中最も高かったが、

1994年調査と比較すると、日本は３人以上をあげる親が減少した分、「１人だけ」「２人」を

あげる親が増加し、こうした変化が６ヶ国中最も大きかった。タイは「１人だけ」が 14％と

６ヶ国中最も高かった。 

全体に、欧米３ヶ国のほうがアジア３ヶ国よりも４人以上をあげる親が多い傾向がやや見

られた。 

 

第４章 家庭と職業のバランス 

（１）子育てと仕事の負担感・拘束感 

４項目について、対象の子どもを育てていてこの１ヶ月ほどの間に負担感、拘束感を感じ

たかを尋ねた。負担感、拘束感を示すものとして「何度もあった」と「ときどきあった」と

いう回答を合計して見た。 

「ａ 家事・育児などの負担が重いと感じた」は、母親では、韓国、アメリカ、フランス

が 6割台、スウェーデン 5割台、タイ 4割台、日本 3割台となった。 

父親では、スウェーデンで 4割台、アメリカ、韓国、フランス、タイで 3割台、日本は約

1割台と６ヶ国中最も低かった。 

母親と父親の負担感の差をみると、韓国、アメリカ、フランスでは 30％前後の差があり、

日本は 20％差、タイとスウェーデンは 10％前後の差であった。 

「ｂ 職場での仕事の負担が重いと感じた」は、父親の仕事負担感が非常に高いグループ

は欧米３ヶ国で、アメリカとフランスが 5割台で並び、スウェーデンが 4割台である。韓国

3割台、日本とタイは２割台とアジア諸国では低かった。 

母親では、スウェーデンが 4割台、アメリカとフランスが 3割台、タイ、韓国、日本の順

でいずれも 1割台と、アジア諸国では低かった。 

有職者のみの集計で見ると、母親の負担感が高かったのは、アメリカとスウェーデンで 5

割台、以下、韓国とフランスが 4割台、日本は 3割台、タイは 2割台となった。 

負担感の父母差は、「職業についていない」を含めた全体集計では、フランス、アメリカ、

韓国の順に 10％台差、日本、タイ、スウェーデンの順に 10％未満の差と、いずれも父親の

負担感のほうが大きかった。 

有職者のみの集計では、フランスとアメリカは 10％未満の差で父親の負担感のほうが上回

った。韓国は、全体集計とは逆転して母親の負担感が上回り、母親の負担感が６ヶ国中最も

大きかった。日本も逆転が起こり、母親の負担感が上回った。タイとスウェーデンは、多少
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の逆転現象は起こったものの、負担感の父母差がきわめて小さかった。 

「ｃ 仕事のために家族と一緒に過ごす時間がとれないと感じた」は、父親では韓国、ス

ウェーデン、アメリカが 6割台、次いでフランスと日本が 4割台となった。タイが 2割台と

最も低かった。母親では、スウェーデンが 5割を超えて最も高く、アメリカが約 4割、フラ

ンスが約 3割、アジアは韓国が 2割台、タイと日本は 1割台となった。 

しかし、有職者のみの集計を見ると、母親の拘束感は大きく変わった。拘束感が最も高い

のは韓国で、スウェーデンとともに 6割台、アメリカが 5割台、フランスが 4割台、日本が

3 割台、タイが 2 割台の順となった。韓国と日本は、有職者のみの集計では母親の仕事拘束

感の大きさが目立つ。 

拘束感の父母差は、「職業についていない」を含めた全体集計では、韓国 40％差、日本 20％

台差、アメリカ、フランスが 10％台差、スウェーデンとタイが 10％未満の差と、いずれも

父親の拘束感のほうが母親を上回った。 

有職者のみの集計でみると、日本 10％台差、アメリカ、フランス、スウェーデンが 10％

未満差と父親の負担感のほうが母親を上回るが、「職業についていない」を含めた全体集計よ

りも父母差は縮小した。韓国だけ、母親の拘束感が父親を上回った。韓国は有職の男女の仕

事拘束感が非常に強い。タイとスウェーデンでも多少の縮小は生じるが、全体集計と有職者

集計のみの集計には、大きな違いがない。 

「ｄ 家庭生活のために仕事に費やす時間がとれないと感じた」は、父親ではスウェーデ

ンのみ 2割台、韓国、タイ、アメリカ、日本、フランスの順でいずれも 1割台となった。 

母親もほぼ同様で、父親と母親の間で拘束感の差はほとんどなかった。しかし、有職者の

みで集計では、母親の家庭拘束感は一変し、韓国が約 5割台、スウェーデンが 2割台、以下、

日本、タイ、フランス、アメリカの順でいずれも 1割台であった。 

ほとんどの国において家庭拘束感の父母差が小さいが、韓国のみ有職女性の家庭拘束感が

際立って高く、父母差が大きかった。 

 

（２）性別役割分業意識 

「男は外で働き、女は家庭を守るべきである」という意見に、賛成か反対かを尋ねた結果、

「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合計した分布では、韓国、日本、タイ、アメリカで

は父母とも 5～6 割台、スウェーデンでは父母とも 1 割未満と、スウェーデンでは「反対」

が圧倒的であった。フランスはそのちょうど中間で、父親で 3割台、母親で 2割台となった。

「賛成」だけの分布では、タイが父母とも 4 割で６ヶ国中最も高く、韓国が父母 2 割前後、

アメリカが父母とも 2割台、日本は父母とも 1割前後、フランスは父母とも 1割以下、スウ

ェーデンは父母とも 3％以下であった。 
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（３）子育てと職業のバランス 

①子育てと職業バランスをどうとりたいか 

 子育てと職業のバランスについて、どのようにしたいか尋ねた結果、父親では、各国とも

「両方とも同じくらい関わりたい」という両立志向の回答が最も高かった。それでも、日本

と韓国は「子育てよりも職業優先したい」が 25％前後と職業優先が多かった。日本は「職業

より子育てを優先したい」が 1割に満たないが、韓国は約 25％もある。 

タイ、アメリカ、フランスは「子育てよりも職業優先したい」が 1 割未満で、「両方とも

同じくらい関わりたい」が 7 割前後、「職業より子育てを優先したい」が 2 割台とかなり似

た分布となった。スウェーデンは、「子育てよりも職業優先したい」が１％未満、「両方とも

同じくらい関わりたい」「職業より子育てを優先したい」が双方とも 5割前後であった。 

 母親では、各国とも「子育てよりも職業優先したい」は 3％未満ときわめて低かった。「職

業より子育てを優先したい」は韓国が 7割、アメリカ、スウェーデンが 6割台と「職業より

子育てを優先したい」のほうが「両方とも同じくらい関わりたい」を上回った。タイ、フラ

ンスは「職業より子育てを優先したい」と「両方とも同じくらい関わりたい」が拮抗してい

るが、「両方とも同じくらい関わりたい」が 5割以上であった。 

②パートナーに子育てと職業バランスをどうとりたいか 

 配偶者／パートナーに子育てと職業のバランスについて、どのようにして欲しいか尋ねた

結果、①の父親本人のバランスと母親から父親に望むバランス、①の母親本人のバランスと

父親から母親に望むバランスと、おおむね似たパターンになり、あまり大きくずれていなか

った。配偶者／パートナーがいない人を除いて集計してみると、タイ、アメリカ、スウェー

デンでは、両立志向と育児優先との間に少しズレが見られた。両立志向が、女性本人よりも

父親から母親への希望が 10％以上高くなった。 

 

（４）出産・育児のために仕事を休むこと 

①出産・育児のために仕事を休んだ経験 

 対象の子どもが３歳にいたるまでの間に、出産・育児のために仕事を休んだことがあるか

尋ねた結果、「休んだ」という回答は、父親では、スウェーデンが 7 割台（有職者 9 割台）

と飛び抜けて高かった。次いでアメリカ、フランス、日本が 4 割台（有職者で 4～5 割台）

で「休まなかった」と拮抗している。タイ、韓国は「休んだ」が 1割台（有職者で 1割台）

となった。 

 母親では、「全体に仕事をもっていなかった」という回答が多いので、有職者のみの集計で

見ると、スウェーデンが 9割台と飛び抜けて高く、フランスとアメリカが 7割前後、日本が

5割台、韓国が 4割台、タイが 3割となった。また、「仕事をやめた」母親は、韓国、日本が

3割台、次いでアメリカ 2割台、他の３ヶ国は 5％前後である。「仕事を休まなかった」母親

は、タイ 5割台、フランス 2割台と目立つ。 
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②出産・育児のために仕事を休んだ期間 

 出産・育児のために仕事を休んだ経験のある人に、その休みの全部を合わせた期間を尋ね

た結果、父親では、韓国と日本は「３日以内」に集中し、韓国 8 割、日本 6 割台であった。

タイ、アメリカ、フランスも「３日以内」「１週間以内」が高いが、１～３ヶ月までの広がり

が見られた。スウェーデンは、「３日以内」「１週間以内」はそれぞれ 2％程度で、少なくて

も２週間が 3割台、１～２ヶ月が 3割、３～６ヶ月が 25％、１年以内も約 5％と６ヶ国中最

も期間が長かった。 

 母親では、スウェーデンは「１年以内」「２年以内」で 8 割以上を占め、フランスは「２

年以上」約 4割と「６ヶ月以内」「３ヶ月以内」（合わせて 35％前後）に集中していた。アメ

リカは「１ヶ月以内」～「２年以上」の間に分散していたが、「３ヶ月以内」が約 2 割と最

も高くなった。タイは「３ヶ月以内」4 割台と集中しており、「２ヶ月以内」2 割、「１ヶ月

以内」1割台と、この３つで 8割以上を占めた。韓国は、「３ヶ月以内」「２ヶ月以内」「１ヶ

月以内」で 6 割前後を占めたが、「２年以上」が約 2 割あった。日本は、アメリカと同様、

分散しているが、「１年以内」が 2割台と最も高かった。 

 

③出産・育児のために仕事を休んだ制度 

 出産・育児のために仕事を休んだ経験のある人に、その休みがどのような制度の利用であ

るか尋ねた結果、父親ではアメリカと日本は「有給休暇、病気休暇（有給）、夏期休暇（有給）

など」が 6割台で第１位、タイも 4割台で第１位となった。アメリカと日本は出産・育児に

関する休暇制度が利用されていない。それとは対照的に、スウェーデンとフランスは「父親

向け出産時休暇（有給）」がそれぞれ約 8 割、約 7 割で第１位、韓国も 5 割台で第１位とな

った。 

 母親では、韓国を除く５ヶ国は「出産休暇（有給）」が第１位で、韓国は「自由業・自営業

のため自分で仕事日を調整した」が第 1位となった。だが、スウェーデンは 9割台、タイは

6 割台、フランス 5 割台、アメリカと日本は約 4 割と、同じ第１位でも国よって割合はだい

ぶ異なる。韓国では「出産休暇（有給）」は第２位であるが、アメリカ、日本と同じくらいで

ある。「育児休業制度（有給）」はアジア３ヶ国では利用順位が低かったが（第５～６位）、フ

ランスとスウェーデンでは利用順位は高かった（第２～３位）。 

 

（５）出産立ち会い 

 対象の子どもが生まれたとき実の父親がお産の場（分娩）に立ち会ったかどうか尋ねた結

果、父母ともほぼ同じ結果となった。スウェーデンが約 9 割、アメリカ 8 割台、フランス 7

割台、タイ 6割台、日本 3割台、韓国は父親 3割台、母親 2割台となった。 
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第５章 子育て支援 

（１）子育てに関わった人 

子どもが生まれてからこれまでにどのような人が子育てに関わったか 11 項目をあげて尋

ねた結果、各国とも「配偶者／パートナー」が 8～9 割と最も高くなった。「ベビーシッタ

ー・お手伝いさん」はアメリカでは第３位で約 4割と高かったが、日本、韓国、タイのアジ

ア３ヶ国では 5％未満と低くなった。「近所の人・子育て仲間」は、アメリカで 3 割台（第

５位）、日本でも 2 割台（第７位）と比較的多いのに対して、タイと韓国は 1 割未満と非常

に低かった。「子育て支援施設の指導員」は、スウェーデンで 3割台（第５位）と高かった

が、韓国、タイは 1％未満と非常に低かった。 

 世話をした人の平均（11項目の選択肢の平均選択数）は、スウェーデン、アメリカ、日本

の順でいずれも３人台、フランスと韓国は２人台、タイが平均 1.88人と最も少なかった。 

 共働きの有無別で見ると、アメリカ、韓国、フランス、タイでは共働き家族のほうが「別

居の親やきょうだい」が高かったが、日本とスウェーデンでは共働き家族のほうが低かった。

また、日本とスウェーデンでは共働き家族のほうが「同居の親やきょうだい」は高かった。 

 1994年調査の結果と比較をすると、６ヶ国とも「配偶者／パートナー」が最も多い点は変

わっていなかった。日本、韓国、アメリカは関わった人の平均回答項目数は増加した。いず

れの国についても公的な制度、機関との関わりが増え、いろいろな人との関わりで子どもが

育てられている。 

 

（２）子育ての上での悩みや問題点 

子育ての上でどのような悩みや・問題点を感じるか、10項目をあげて尋ねた結果、日本、

タイ、アメリカ、フランスで第１位「子どもの身の安全の不安」、韓国では第１位「教育費

の負担が大きい」、スウェーデンでは第１位「子どもと接する時間が短い」となった。「教

育費の負担が大きい」は各国とも比較的上位の項目であるが、スウェーデンのみ最下位（第

10位）で 2％であった。 

 親の性別で見ると、６ヶ国とも母親のほうが父親よりもより割合が高い項目が多いが、「子

どもと接する時間が短い」についてだけは、６ヶ国とも父親のほうが割合が高かった。父親

で「子どもと接する時間が短い」の割合が高いのは、韓国、スウェーデン、日本で、いずれ

も 4割台であった。日本は、父母の差が大きくその差が 25％もあった。 

 共働きの有無で見ると、「子どもと接する時間が短い」は６ヶ国とも共働き家族で割合が

より高かった。 

子どもの年齢を 10～12歳に限定して見ると、日本は第２位に「受験や進学問題」にあが

っているが、アメリカ、フランス、スウェーデンでは、子どもの年齢が上がっても「受験や

進学問題」は第５位までにあがってこなかった。 
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1994年調査と比較すると、「子どもと接する時間が短い」をあげた父親は日本では 28％

ほどであったのが、今回 41％に上昇した点が目立つ。 

 

（３）悩み・困ったことの相談先 

悩みや困ったことが起こった時の相談先を 14項目あげて尋ねた結果、各国とも第１位は

「配偶者／パートナー」、第２位は｢自分の親やきょうだい」となった。平均回答項目数（14

項目の選択肢からの平均選択数）を国別に比較すると、アメリカとスウェーデンは 3.0台、

日本、韓国、フランス 2.0台、タイは 1.76と６ヶ国中最も低かった。 

 1994年調査との比較をすると、各国とも第１位が「配偶者／パートナー」、第２位が「自

分の親やきょうだい」で変っていない。相談先（平均回答項目数）の多いのは、前回もアメ

リカ、次いでスウェーデンであり、今回も変わっていない。相談先が最も少ない国は、前回

は韓国であったが、今回はタイに変わった。日本の場合、10年前と順位にほとんど変化はみ

られなかったが、家族から、親族や友人、親しい仲間などのネットワークがやや増えていた。 

 

（４）充実して欲しい子育て環境 

子育てをする上で、あるとよいもの、もっと充実して欲しいものについて６項目をあげて

尋ねた結果、第１位は、日本、韓国、アメリカ、フランスは｢友達と遊ぶ場所」で、タイは｢経

済的援助｣、スウェーデンは「職場環境」となった。 

 1994年調査と比較して、第１位の各国の項目はまったく変わっていない。日本、韓国、タ

イのアジア３ヶ国は平均回答項目数（６項目の選択肢からの平均選択数）が大きく増加した

のに対して、アメリカで減少した。 

 親の性別で見ると、日本は特に「子どもを預けられる施設」に関して、母親の割合が高く、

父親との差が大きかった。その他のいずれの項目についても母親のほうが父親よりも高かっ

た。韓国、タイでは、父母の差は小さかった。 

 「特にない／分からない」とする割合は、６ヶ国とも父親のほうが多かったが、日本とア

メリカでは父母の差の大きかった。 

 共働きか否かで見ると、日本では「友達と遊ぶ場所」、「経済的援助」、「子どもを預け

られる場所」、「育児休暇制度」、「相談や学習の場所」など５項目についていずれも専業

主婦／主夫家族のほうが少しであるが割合が高かった。韓国、タイでも日本と同様、専業主

婦／主夫家族のほうが高い傾向が見られた。アメリカ、フランスでは共働き家族のほうが高

かった。スウェーデンでは、1994年調査でも６つのすべての項目で、専業主婦／主夫家族の

ほうが共働き家族よりも高かったが、共働き家族のほうが低いという傾向は変化がなかった。 

 子どもの年齢別では、子ども年齢が低いほど「子どもを預けられる場所」の割合が高い傾

向が強かった。この傾向は、日本、韓国、タイ、フランスで共通していた。また「育児休業

制度」も年齢が低いほど高く、これも日本、韓国、タイ、フランスに共通していた。多くの
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国で第１位であった「友達と遊ぶ場所」については、年齢別の傾向は顕著ではなかったが、

日本、韓国では４～６歳の幼児期に比較的要望がより強く、タイ、フランス、スウェーデン

では０～３歳、アメリカでは７～９歳に要望が強かった。 

子どもの年齢別の特徴は、基本的に 1994年調査と大きく変わっていなかった。 

 

（５）親になることについての経験・学習 

親になる前に子どもの世話の仕方を経験したり教わったりしたことがあるかを８項目をあ

げて尋ねた。 

日本では、第１位「育児の本を読んだ」が 3割、第２位「親から教えてもらった」と第３

位「親戚や知人の子どもの世話をした」が 2割台、第４位「小さい弟や妹の世話をした」と

第５位「テレビなどで学んだ」が 1割台と、育児書中心で体験の少なさが目立った。 

韓国では、第１位「育児の本を読んだ」が 25％、第２位「テレビなどで学んだ」が 15％

と体験の少なさは日本より顕著だった。 

日本も韓国もベビーシッターの経験は 1％前後で、ほとんど経験がない点で共通していた。 

タイでは、第１位「親戚や知人の子どもの世話をした」と第２位「小さい弟や妹の世話を

した」が 3割台で、子どもの世話の体験が上位にきている。 

アメリカでは、第１位「親から教えてもらった」が 5割、第２位「親戚や知人の子どもの

世話をした」と第３位「よその家のベビーシッター」も 3割台と、子どもの世話の体験が上

位にきている。アメリカは「よその家のベビーシッター」の割合が高いのが特徴的である。 

フランスでは、第１位が「小さい弟や妹の世話をした」、第２位が「親から教えてもらっ

た」で 2割台、第３位が「親戚や知人の子どもの世話をした」、第４位が「よその家のベビ

ーシッター」で 1割台となっており、やはり実際の世話の体験が上位にきている。しかし、

回答割合はどの項目もあまり高くはなく、平均選択回答数（８項目の選択肢からの平均選択

数）は 1.21で、日本より少なかった。 

スウェーデンでは、第１位が「親戚や知人の子どもの世話をした」、第２位が「親から教

えてもらった」、第３位が「よその家のベビーシッター」で 3割台となっており、アメリカ

に次いで回答項目数も多かった。「地域の学級講座に参加した」や「学校の授業で学んだ」

も比較的高く、家族以外の公的な場所でも子育て経験を学ぶことが多いことが分かった。平

均回答項目数（８項目の選択肢からの平均選択数）は、2.27でアメリカに次いで多かった。 

1994年調査と比較すると、日本の順位は 1994年の調査とほとんど変わっていないが、い

ずれの項目も、その割合は 10％近く減った。平均回答項目数（８項目の選択肢からの平均選

択数）も 1.84から 1.36に減少しており、親になる前に、ほとんど何も学んだり経験してい

なかった人が増加し、さらに経験の種類も減らして親になっている。 
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韓国は 1994年調査では第２位が「小さい弟や妹の世話をした」だったが、今回の調査で

は第６位だった。平均回答項目数（８項目の選択肢からの平均選択数）も、1.59から 0.80

へと減少しており、さらに学習、体験が乏しくなっている。 

タイでも全体に経験する割合が減少しており、平均選択項目数（８項目の選択肢からの平

均選択数）も 1.64から 1.17へ減少した。 

アメリカの順位は 1994年調査と第５位まで全く変わっていない。第６位には「学校の授

業で学んだ」が順位を上げた。「テレビなどで学んだ」が第６位から最下位の第８位になっ

た。平均回答項目数（８項目の選択肢からの平均選択数）は 1994年 2.79から今回 2.28に

減少した。しかし、それでも６ヶ国中最も多かった。 

スウェーデンでは、多くの項目について割合が減少しており、前回の第１位「よその家の

ベビーシッター」は 45％から 37％へと大きく減少した。 

 経験が「特にない」は、韓国、日本で父母とも増加した。スウェーデンの父親では「特に

ない」は今回の調査で減少しており、全体として経験した親が増加した。ベビーシッターを

経験している男性は、スウェーデンの父親で 25％あり、６ヶ国中最もその割合が高かった。 

 その他の項目については、どの項目も６ヶ国とも、母親の経験がより多く、父親が著しく

少なかった。それでも、スウェーデンとタイは、父母による経験の差が比較的少なかった。 

 

（酒井 計史） 
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第Ⅱ部 調査の結果 
 

第 1章 家族の状況と子どもの特性 

 

 

１．調査対象となった親 

（１）親の年齢（Ｆ６a） 

調査対象となった親の平均年齢は、父親で最も平均年齢が高いのはタイの 39.5歳で、最も

低いのはアメリカの 37.1 歳である。母親の場合も、平均年齢が最も高いのはタイで 36.5 歳

であり、最も低いのは韓国の 35.2歳となっている。 

 

 

表Ⅱ－１－１ 親の年齢（平均）［親の性別］ 

（歳）

父　親 母　親

日 本 38.7 35.7

韓 国 38.3 35.2

タ イ 39.5 36.5

ア メ リ カ 37.1 35.6

フ ラ ン ス 38.0 35.6

スウェーデン 38.2 36.4
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（２）配偶者／パートナーの状況（Ｆ４） 

 この調査では、前回の調査と同様に、法的な結婚の有無を問わずに、子どもの親の役割を

果たしている人を対象としたので、「配偶者」ではなく「配偶者／パートナー」とする。 

 配偶者／パートナーの状況は、配偶者のいる割合は韓国が 99％で最も高く、日本が 95％

で次に高い。逆に、最も割合が低いのはアメリカの 87％で、スウェーデンがその次に低い

90％である。 

 配偶者のいない「ひとり親世帯」の割合は、アメリカが 13％と最も高く、そのうち 10％

が「母子家庭」である。逆に最も低いのが韓国の 1％である。 

 前回の結果との差は小さく、すべて 5ポイント以内である。 

 

 

表Ⅱ－１－２ 配偶者／パートナーの状況 

（％）

Ｎ なし計 父子家庭 母子家庭

1994 1,067   97.9 2.1    0.3 1.8

2005 1,013   94.8 5.2    1.0 4.2

1994 1,004   99.2 0.8    0.5 0.3

2005 1,009   98.9 1.1    0.6 0.5

1994 1,000   96.9 3.1    0.7 2.4

2005 1,000   93.1 6.9    2.0 4.9

1994 1,000   87.2 12.8    3.2 9.6

2005 1,000   87.3 12.7    3.2 9.5

1994 － － － － －

2005 1,001   92.9 7.1    2.1 5.0

1994 1,113   88.6 11.4    1.4 10.0

2005 1,026   90.4 9.6    3.3 6.3

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

配偶者／パートナー　なし
配偶者／パートナー

あり

日 本

韓 国

 
（1994年調査の出典：日本女子社会教育会，1996：p.18より） 

 



 

－31－ 

（３）配偶者／パートナーの年齢（Ｆ６b） 

 親の性別に配偶者／パートナーとの年齢差を見ると、６ヶ国とも母親のほうが若い。配偶

者／パートナーとの年齢差は、アメリカの父親の回答で 1.7 歳、タイの父親の回答で 3.6 歳

となっているほかは 2～3歳である。 

 

 

 

 

 

 

 

表Ⅱ－１－３ 配偶者／パートナーの年齢（平均） 〔親の性別〕 

（％）

父親本人
配偶者／
パートナー

年齢差
（平均値の差）

配偶者／
パートナー

母親本人
年齢差

（平均値の差）

日 本 38.7 36.3 2.4 38.2 35.7 2.5

韓 国 38.3 35.5 2.8 38.0 35.2 2.8

タ イ 39.5 35.9 3.6 38.8 36.5 2.3

ア メ リ カ 37.1 35.4 1.7 38.0 35.6 2.4

フ ラ ン ス 38.0 35.5 2.5 38.3 35.6 2.7

スウェーデン 38.2 35.7 2.5 38.4 36.4 2.0

父親の回答 母親の回答
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（４）親のきょうだい数（問 22） 

 親のきょうだいの数は、「自分 1人だけ」はフランスの割合が 8％と最も高く、スウェーデ

ン、日本と続いている。逆に、割合が少ないのは韓国の 2％とタイの 3％である。日本は「２

人」の割合が約半数（48％）であり、「３人」も 34％と高く、4 人以上の割合が他の国に比

べると低い。タイは「８人以上」の割合が 19％と高く、平均値も 4.9人と最も多い。平均値

では、韓国が 4.2 人でタイに次いで多い。最も少ないのは日本の 2.6 人である。前回の結果

と比べると、スウェーデン以外は平均の人数が若干少なくなっている。 

 

表Ⅱ－１－４  親のきょうだいの数 

（％）

1994 5.3 34.5 33.0 15.2 5.2 3.3 1.9 1.5 0.1 3.1

2005 6.5 47.8 34.2 8.2    1.3    0.9    0.7 0.3 0.2 2.6

1994 2.0 3.3 11.8 20.4    25.0    18.5    11.2 7.9 － 5.0

2005 1.7 11.4 24.1 25.2    18.9    9.9    5.6 3.1 0.2 4.2

1994 2.4 5.0 12.9 18.1    16.2    13.5    12.1 19.8 － 5.3

2005 2.9 12.0 16.4 16.3    14.8    11.6    6.9 19.1 － 4.9

1994 4.3 20.6 25.3 16.2    11.8    8.0    4.7 8.7 0.4 4.0

2005 4.7 25.2 27.5 19.8    10.2    4.6    3.4 4.0 0.6 3.5

1994 － － － － － － － － － －

2005 8.2 25.4 25.9 15.2    11.1    5.8    2.2 6.1 0.2 3.5

1994 9.7 32.3 30.4 13.5    6.3    2.9    1.5 3.3 0.1 3.1

2005 7.3 38.1 29.2 13.1    6.2    3.3    0.9 1.9 － 3.0

フ ラ ン ス

スウェーデン

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

７　人 無回答

平　均
きょう
だい数
（人）

８人以上４　人 ５　人 ６　人
自　分
１　人
だ　け

２　人 ３　人

 

（1994年調査の出典：日本女子社会教育会，1996：p.132より） 

 

（５）親の最終学歴（Ｆ７ａ） 

 親の最終学歴は、各国で学校制度が異なるため、それぞれの国の制度に合わせて選択肢を

設定した。 

 日本では、母親の約半数が「高等学校」であり、「短期大学」が 21％で「大学」が 10％と

なっている。一方、父親は「高等学校」は約 4 割であり、「大学」と「大学院」を合わせる

と 38％となり、父親のほうが高学歴である。 

 韓国も日本と同様に、父親のほうが高学歴である。母親の約半数が「高等学校」で、「大学

卒業」と「大学院」を合わせると 31％である。父親は「高等学校」は 36％で、「大学」と「大

学院」を合わせると 48％となる。 

 タイは、「小学校」が父親、母親とも半数程度で、「学士」以上は、父親も母親も 9％であ

り、父親と母親の差は小さい。 
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アメリカは、「高等学校」は男女とも 3割強で、「４年制大学」と「大学院」を合わせた割

合は、父親が 39％、母親が 31％となる。 

フランスは、父親も母親も「職業適性証書、職業教育修了」の割合が最も高く、父親が 42％

で母親が 37％である。「学士号」以上では、父親が 12％、母親が 6％となっている。 

スウェーデンは、父親も母親も「高等学校」と「大学・短大」が 4割程度である。 

 

表Ⅱ－１－５ 親の最終学歴 ［親の性別］ 

＜日本＞ （％）

高
等
学
校

専
門
学
校

短
期
大
学

大
　
学

大
学
院

そ
の
他

Ｎ

父 親 438 4.6 39.5 10.7 4.6 1.8    36.1 2.1 － 0.7

母 親 575 2.4 50.8 13.6 1.9 20.7    10.3 － － 0.3

中
学
校

無
回
答

高
等
専
門
学
校

　
　
　

（
高
専

）

 

 

＜韓国＞ （％）

高
等
学
校

専
門
大
学

大
学

大
学
院

そ
の
他

Ｎ

父 親 506 3.4 36.0 0.8 12.1 43.9 3.6 － 0.4

母 親 503 2.2 53.3 0.2 12.9 28.8 2.2 0.2 0.2

中
学
校

無
回
答

職
業
／
技
術
学
校

 

 

＜タイ＞ （％）

小
学
校

そ
の
他

Ｎ

父 親 495 0.6 47.3 19.0 13.3 5.9 4.2 0.8 7.9 1.0 － －

母 親 505 2.0 49.7 18.0 11.9 5.1 3.6 0.8 8.1 0.8 － －

　
行

っ
て
い
な
い

学
校
に

無
回
答

中
等
学
校
前
期

中
等
学
校
後
期

職
業
学
校
前
期

職
業
学
校
後
期

准
学
士

学
士

修
士
ま
た
は
博
士
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＜アメリカ＞ （％）

高
等
学
校

専
門
学
校

短
期
大
学

４
年
制
大
学

大
学
院

そ
の
他

Ｎ

父 親 478 4.0 30.1 6.5 6.9 13.4 26.2 12.6 0.4 －

母 親 522 4.4 34.3 8.2 4.8 15.9 23.9 7.3 1.1 －

中
学
校

無
回
答

高
等
専
門
学
校

 

 

＜フランス＞ （％）

そ
の
他

Ｎ

父 親 466 7.3    42.3 14.8 13.7 2.4 5.6 11.6    1.9    0.4

母 親 535 11.2    36.8 20.9 14.4 0.6 6.5 6.0    3.4    0.2

中
学
卒
業
試
験

無
回
答

　
　
職
業
教
育
修
了

職
業
適
性
証
書

、

　
　

（
高
校
卒
業

）

大
学
入
学
資
格

高
等
技
術
者
証
書

大
学
一
般
課
程
修
了

、

技
術
短
期
大
学

学
士
号

高
等
教
育
機
関
卒
業

学
士
号
以
上

、

 

 

＜スウェーデン＞ （％）

そ
の
他

Ｎ

父 親 423 5.7 42.1 42.6 3.5 5.4 0.7

母 親 603 4.6 39.5 45.6 1.7 7.5 1.2

　
　
９
年
生
ま
で

４
年
生
か
ら

無
回
答

高
　
校

大
学
・
短
大

大
学
院
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 親の教育程度を就学年数によって 3つのカテゴリーに分け、国別に分布を見ると、タイと

フランスで 10年未満の割合が高い。逆に、「14年以上」の割合が最も高いのは、韓国の 52％

で、アメリカが 50％で次に高い。 

 

 

 

表Ⅱ－１－６ 親の学歴程度 

（％）

Ｎ ０ 年 １～９ 年 10～13 年 14 年以上

日 本 1,013    － 3.4 61.3 34.8 0.5

韓 国 1,009    － 2.8 45.1 51.7 0.4

タ イ 1,000    1.3 67.0 18.1 13.6 －

ア メ リ カ 1,000    － 4.2 45.5 49.5 0.8

フ ラ ン ス 1,001    － 48.8 18.1 30.2 3.0

スウェーデン 1,026    － 5.1 40.5 46.8 7.6

就　　学　　年　　数 その他

無回答
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 父親と母親の学歴程度の差について見てみると、すべての国で母親と父親の学歴差がない

（つまり同等である）割合が最も高い。その割合が最も高いのは韓国の 62％であり、前回の

調査でも最も高かった。同等でない場合に、父親のほうが母親より高学歴である割合が高い

のが、日本、韓国、タイ、アメリカで、日本の割合が 36％で最も高く、韓国が 31％で次に

高い。スウェーデンは母親のほうが高学歴である割合が、父親のほうが高学歴である割合を

上回っている。フランスの場合は、双方がほぼ同じ割合となっている。また、スウェーデン

とフランスについては、「その他」もしくは「無回答」の割合が 1割を超えている。 

 

 

表Ⅱ－１－７ 父親と母親の学歴差 

（％）

Ｎ

1994 1,045 35.5 48.0 15.5 1.0

2005 960    35.7 48.5 14.6 1.1

1994 996    34.9 59.3 5.4 0.3

2005 998    30.9 62.3 6.1 0.7

1994 969    29.5 50.8 16.8 2.9

2005 931    25.2 55.9 18.9 －

1994 872    31.5 37.6 27.8 3.1

2005 873    23.8 50.9 18.8 6.5

1994 － － － － －

2005 930    21.5 44.4 22.3 11.8

1994 986    20.6 40.7 28.4 10.3

2005 927    12.8 50.5 19.5 17.2

フ ラ ン ス

スウェーデン

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

その他

無回答

　父 　 母
　　 ＞
　親　  親

　父 　 母
　　 ＝
　親　  親

　父 　 母
　　 ＜
　親　  親

 
（1994年調査の出典：日本女子社会教育会，1996：p.21より） 
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（６）親の就業状況 

①家族の就業状況（Ｆ８ａb） 

 配偶者／パートナーのいる家族の就業状況と見ると、「共働き家族」の割合が最も高いのは

タイ（66％）で、次に高いのがスウェーデン（58％）である。逆に最も低いのは韓国（37％）

で、日本（42％）はそれに次いで低く、「専業主婦家族」の割合は韓国（61％）が最も高く、

日本（51％）が２番目に高い。「専業主婦家族」の割合が最も低いのはスウェーデンの 16％

である。「専業主夫家族」の割合はどの国も低く、最も高いスウェーデンで 6％となっている。 

 前回の結果と比べると、最も差が大きいのは韓国で、「共働き家族」が約 10％高くなり、

逆に「専業主婦家族」が約 10％低くなっている。 

 

表Ⅱ－１－８ 家族の就業状況 

（％）

Ｎ

1994 1,067    47.4 49.7 0.3 0.2 0.4 97.9 2.1

2005 1,013    42.3 51.1 0.4 0.2 0.7 94.8 5.2

1994 1,004    25.7 72.9 - 0.6 - 99.2 0.8

2005 1,009    36.9 61.1 0.6 0.2 0.2 98.9 1.1

1994 1,000    67.4 28.3 0.7 0.2 0.3 96.9 3.1

2005 1,000    66.2 23.8 1.4 1.7 － 93.1 6.9

1994 1,000    53.2 25.3 3.2 2.1 3.4 87.2 12.8

2005 1,000    54.0 25.8 2.1 0.8 4.6 87.3 12.7

1994 － － － － － － － －

2005 1,001    55.8 25.3 3.2 0.8 7.8 92.9 7.1

1994 1,113    61.0 17.8 5.9 2.6 1.3 88.6 11.4

2005 1,026    58.0 16.3 6.2 2.6 7.2 90.4 9.6

注） 「専業主婦家族」 とは、父親が有職で母親が無職の家族。
　 　「専業主夫家族」 とは、父親が無職で母親が有職の家族。
　 　「無職家族」 とは、父親と母親とも無職の家族。
　 　「不明」 には、配偶者の性不明、本人の職業不明、配偶者の職業不明が含まれる。

フ ラ ン ス

スウェーデン

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

配偶者 ／ パートナー あり
な　し

計
共働き
家　族

専業主
婦家族

無　職
家　族

不　明
計

専業主
夫家族

 
（1994年調査の出典：日本女子社会教育会，1996：p.22より） 
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②父親の職業（Ｆ８ａ） 

父親の就業状態について、有業率はスウェーデン以外は 9割を超え、タイを除くと「勤め

人」の割合が最も高い。その中で、スウェーデンは「パート・臨時など」の割合が他の国よ

りも高い。 

自営業は韓国の割合が高く、「事業を経営している（30人未満）」が約 3割である。タイは

「家で仕事をしている」割合が 35％で他の国よりも高い。また、「仕事をしていない」父親

の割合は、スウェーデン（14％）が他の国よりも高く、「無職」の割合も最も高い。 

 

③母親の職業（Ｆ８ａ） 

 母親の就業状態は、有業率ではスウェーデン（74％）が最も高く、アメリカ（68％）、フ

ランス（67％）、タイ（66％）と続く。日本は 47％で、韓国は 36％である。アメリカ、フラ

ンス、スウェーデンでは「勤め人」の割合が最も高く、それぞれ半数以上となっている。ア

メリカとフランスでは「常勤」が 4 割を超えていて、「パート・臨時など」は 2 割程度であ

る。スウェーデンは「常勤」が 36％で「パート・臨時など」が 33％となっている。「パート・

臨時など」については、日本の割合も 28％と比較的高い。 

「自営業」は韓国とタイが 1割程度で、他の国はほとんどいない。タイは父親の場合と同

じく「家で仕事をしている」割合が 33％と最も高い。 

「仕事をしてない」割合は韓国と日本が半数を超えていて、そのほとんどが「専業主婦」

である。スウェーデンは「専業主婦」の割合が他の国に比べて低く、7％である。 
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図Ⅱ－１－１ 父親の就業形態 

（ （

30
人
以
上

30
人
未
満

） ）

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

勤め人 自営業・家で仕事

常
　
勤

な
ど

パ
ー

ト
・
臨
時

て
い
る

事
業
を
経
営
し

て
い
る

事
業
を
経
営
し

て
い
る

家
業
を
手
伝

っ

て
い
る

家
で
仕
事
を
し

仕事をしていない

専
業
主
夫

無
　
職

無
回
答

学
　
生

-

-

2.2

1.1

3.5

1.0

2.3

3.4

35.2

1.3

1.2

2.1

-

-

-

-

4.7

0.8

0.5

0.8

2.6

4.1

6.1

2.3

78.5

61.1

19.2

81.1

62.9

79.7

1.6

3.6

15.8

2.8

13.7

1.9

0.2

1.4

0.4

1.7

0.5

0.6

14.6

29.4

19.6

5.8

7.1

10.3

2.3

0.4

5.1

1.9

0.2

1.3

（％）

-

-

-

0.2

-

-

 
 

 

図Ⅱ－１－２ 母親の就業形態 

（ （

30
人
以
上

30
人
未
満

） ）

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

無
　
職

無
回
答

学
　
生

仕事をしていない

専
業
主
婦

勤め人 自営業・家で仕事

常
　
勤

な
ど

パ
ー

ト
・
臨
時

て
い
る

事
業
を
経
営
し

て
い
る

事
業
を
経
営
し

て
い
る

家
業
を
手
伝

っ

て
い
る

家
で
仕
事
を
し

11.0

10.9

10.7

41.7

36.0

40.6

27.8

8.0

8.1

21.7

32.8

19.0

-

0.4

0.4

0.7

0.7

0.4

0.7

10.3

8.7

1.1

2.7

3.4

5.9

3.6

5.3

1.5

0.5

1.5

（％）

1.6

2.8

32.7

0.7

1.5

3.3

0.2

-

-

0.2

12.1

1.0

51.5

64.0

32.9

26.4

6.6

23.9

1.4

-

1.2

5.4

7.1

6.1

-

-

-

0.6

-

0.8
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 子どもの年齢別に母親の就業状態を見ると、日本と韓国では、子どもの年齢が低いほど「専

業主婦」の割合が高く、3 歳以下では 7 割を超えている。4 歳以上の「専業主婦」の割合が

最も高いのは韓国で、日本の場合、4 歳以上で「パート・臨時など」の割合が 3 割を超えて

いる。タイでも 3歳以下の「専業主婦」の割合が最も高いが、49％と日本（80％）や韓国（76％）

ほど高くない。「専業主婦」の割合の水準が最も低いのはスウェーデンで、最も割合の高い 3

歳以下でも 15％である。 

一方、「常勤」の割合は、アメリカ、フランス、スウェーデンで、6歳以下で若干低いもの

の、概ね 3割を超えていて、子どもの年齢による大きな違いはない。 

 

 

 

表Ⅱ－１－９ 母親の就業形態［子どもの年齢別］ 

（％）

学
　
生

専
業
主
婦

無
　
職

0 ～ 3 歳 159 6.9 9.4 － － 2.5 0.6 － 79.9 0.6 －

4 ～ 6 歳 146 6.8 33.6 － 1.4 4.8 0.7 0.7 50.0 2.1 －

7 ～ 9 歳 134 19.4 34.3 － － 3.0 3.7 － 38.8 0.7 －

10～ 12歳 136 11.8 36.8 － 1.5 14.0 1.5 － 32.4 2.2 －

0 ～ 3 歳 165 10.9 3.0 0.6 7.3 1.2 1.2 － 75.8 － －

4 ～ 6 歳 116 7.8 7.8 － 9.5 4.3 2.6 － 68.1 － －

7 ～ 9 歳 115 14.8 10.4 － 11.3 2.6 3.5 － 57.4 － －

10～ 12歳 107 10.3 13.1 0.9 15.0 7.5 4.7 － 48.6 － －

0 ～ 3 歳 147 11.6 6.8 － 5.4 6.1 21.1 － 49.0 － －

4 ～ 6 歳 115 12.2 7.0 0.9 12.2 1.7 37.4 － 27.8 0.9 －

7 ～ 9 歳 116 6.9 10.3 － 8.6 6.0 31.0 － 35.3 1.7 －

10～ 12歳 127 11.8 8.7 0.8 9.4 7.1 43.3 － 16.5 2.4 －

0 ～ 3 歳 125 36.0 20.8 － 1.6 1.6 4.0 0.8 27.2 6.4 1.6

4 ～ 6 歳 124 35.5 18.5 － 3.2 － 5.6 － 30.6 6.5 －

7 ～ 9 歳 123 40.7 18.7 1.6 4.1 0.8 2.4 2.4 22.8 6.5 －

10～ 12歳 150 48.7 18.0 － 4.7 3.3 1.3 0.7 16.7 5.3 1.3

0 ～ 3 歳 127 36.2 22.0 － 1.6 1.6 － 0.8 29.9 7.1 0.8

4 ～ 6 歳 136 34.6 17.6 0.7 2.2 1.5 1.5 － 36.0 4.4 1.5

7 ～ 9 歳 129 45.0 27.9 0.8 － 1.6 0.8 － 18.6 5.4 －

10～ 12歳 143 50.3 19.6 1.4 0.7 1.4 0.7 － 21.0 4.9 －

0 ～ 3 歳 158 34.8 25.9 0.6 1.3 0.6 1.9 10.8 14.6 9.5 －

4 ～ 6 歳 139 28.8 41.0 0.7 2.2 － 2.2 13.7 6.5 5.0 －

7 ～ 9 歳 150 38.0 31.3 0.7 2.7 0.7 2.0 14.7 3.3 6.7 －

10～ 12歳 156 41.7 34.0 0.6 4.5 0.6 － 9.6 1.9 7.1 －

日 本

な
ど

パ
ー

ト
・
臨
時

（

3
0
人
以
上
）

　
　
　
し
て
い
る

事
業
を
経
営

手
伝
っ

て
い
る

家
事
を

無
　
回
　
答

（

3
0
人
未
満
）

　
　
　
し
て
い
る

事
業
を
経
営

スェーデン

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

常
　
勤

　
　
し
て
い
る

家
で
仕
事
を

Ｎ
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（７）親の職種（Ｆ９ａ） 

 親の職種を性別で比べて 5％以上の差があるものを見てみると、日本の場合は父親に「技

能・作業」の割合が高く、母親は「販売」と「サービス」が高い。韓国は、父親の割合が高

いのは「技能・作業」と「事務」で、母親の割合が高いのは「販売」である。タイは、父親

も母親も「農林漁業」の割合が最も高いが父親の割合が特に高く、母親は「サービス」の割

合が父親よりも高い。アメリカは、「管理」と「技能・作業」の割合が父親に高く、「事務」

と「サービス」は母親の割合が高い。フランスは、アメリカと同じく、「管理」と「技能・作

業」の割合が父親に高く、「事務」と「サービス」は母親の割合が高い。スウェーデンも「事

務」と「サービス」の割合は母親のほうが高いが、「専門・技術・自由業」も母親の割合が高

い。一方、父親の割合が高いのは「技能・作業」である。 

 全体の傾向として、「技能・作業」の割合は父親に高く、母親の割合が高いのは、日本、韓

国、タイでは「販売」と「サービス」、アメリカ、スウェーデン、フランスでは「事務」と「サ

ービス」である。 

表Ⅱ－１－10 親の職種［親の性別］ 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

父 親 17.0        15.1        1.9 28.4        12.9        25.7        

母 親 15.2        15.5        4.8 32.0        14.1        34.2        

父 親 5.5        6.0        4.2 16.4        14.3        9.7        

母 親 0.4        1.1        1.2 8.4        6.4        4.5        

父 親 25.0        32.9        7.2 2.6        13.6        11.9        

母 親 24.4        22.1        8.1 23.9        38.2        21.7        

父 親 11.2        15.9        12.5 8.5        7.5        6.9        

母 親 20.4        33.1        17.4 8.1        8.6        8.1        

父 親 5.7        14.1        5.1 6.6        4.5        9.1        

母 親 18.9        18.8        15.9 15.7        19.9        15.7        

父 親 2.1        4.2        42.5 5.0        2.9        1.4        

母 親 3.7        2.8        31.2 0.8        0.8        1.1        

父 親 31.2        10.6        24.8 27.1        42.2        26.2        

母 親 15.9        2.8        20.4 3.9        10.2        7.8        

父 親 1.6        0.8        1.7 2.8        0.9        1.1        

母 親 － － 0.9 0.8        0.3        0.2        

父 親 0.5        0.4        － 2.0        0.9        8.0        

母 親 0.7        3.9        － 4.8        0.6        6.7        

父 親 0.2        － － 0.7        0.2        －

母 親 0.4        － － 1.4        0.8        －

父 親 436 502 471 458 441 362

母 親 270 181 333 356 361 447

サ ー ビ ス

農 林 漁 業

Ｎ

技能・作業

保 安

そ の 他

無 回 答

専門・技術
・自由業

管 理

事 務

販 売
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（８）親の労働時間（Ｆ10ａ） 

①父親の 1週間の労働時間 

 父親の１週間の労働時間は、日本と韓国の平均値が約 50時間で、49時間以上が約５割を

超える。日本では「49 時間以上 60 時間未満」の割合が 31％で最も高く、韓国は「60 時間

以上」が 32％で最も割合が高い。タイとアメリカは、平均値がそれぞれ 43.4時間と 44.2時

間で近いが、タイの場合は「49時間以上 60時間未満」の割合が 30％で最も高いのに対して、

アメリカは「35 時間以上 43時間未満」の割合が最も高い。フランスとスウェーデンは、平

均値では 40時間を下回り、日本や韓国と約 10時間の差がある。「35時間以上 43時間未満」

の割合が 5割以上で、49時間以上の割合は１割に満たない。 

 

②母親の１週間の労働時間 

 母親の１週間の労働時間は、アメリカとスウェーデン、フランスは「35時間以上 43 時間

未満」の割合が 4 割を超えている。日本も平均値では上記の３ヶ国と近いが、「35 時間以上

43 時間未満」の割合は 3 割に満たない。これらの国に比べると、韓国とタイの平均値は 40

時間前後と高い。タイでは 15 時間未満の割合が他の国と比べると少し高いが、家での作業

が多いためか労働時間の長い人も比較的多い。韓国もタイと同様に労働時間の長い人が比較

的多いが、自営業が多いことによると思われる。 
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図Ⅱ－１－３ 父親の 1週間の労働時間 

平 均

日 本 (436) 48.9時間

韓 国 (502) 48.8

タ イ (471) 43.4

ア メ リ カ (458) 44.2

フ ラ ン ス (441) 39.3

スウェーデン (362) 37.7

7.0

3.0

10.0

5.7

15.9

22.4

17.0

18.7

17.6

34.9

59.4

53.6

15.4

13.5

30.7

21.3

30.1

21.4

6.3

22.7

31.7

14.6

6.3

0.7

0.9 0.7

27.1

23.3

20.6

29.9

6.4

（％）
１時間以上15時間未満

0.9

2.9

1.1

2.0　-

-

0.9

2.2

15時間以上35時間未満

35時間以上
43時間未満

43時間以上
49時間未満

49時間以上
60時間未満

60時間
以上

無回答

-

0.3

 

 

図Ⅱ－１－４ 母親の 1週間の労働時間 

平 均

日 本 (270) 31.3時間

韓 国 (181) 42.8

タ イ (333) 38.2

ア メ リ カ (356) 33.2

フ ラ ン ス (361) 32.8

スウェーデン (447) 32.3

11.1

18.3

9.8

44.8

14.4

11.7

30.9

45.4

46.8

26.7

22.1

21.6

46.9

40.2

41.4

6.4

4.5

5.2

12.7

18.0

19.9

15.3

6.7

15.0

24.3

9.6

（％）

１時間以上
15時間未満

2.6  -

5.5

3.1  1.7  0.8

2.2  1.1  1.1

-

3.6

4.0

15時間以上
35時間未満

35時間以上
43時間未満

43時間以上
49時間未満

49時間以上
60時間未満

60時間以上

無回答

1.1

1.3  1.1  0.9
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（９）親の通勤時間（Ｆ11ａ） 

①父親の片道の通勤時間 

父親の片道の通勤時間は、タイは家での作業が多いために 5分以内が 3割を超え、平均値

も 19.3分で最も短い。スウェーデンも平均値が 20分を下回っていて、15分以内が 5割を超

えている。逆に通勤時間が比較的長いのは日本で、30分以上の割合が 3割を超え、平均値も

26.8分で最も長い。 

②母親の片道の通勤時間 

母親の片道の通勤時間は、父親の場合と同様にタイで 5 分以内の割合が高く、4 割を超え

ている。全体として、父親と比べて短い傾向が見られる。平均値でも父親よりも短いが、最

も短い日本が 13.7分で、最も長いのがフランスの 17.7分であり、各国間の差は小さい。 
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図Ⅱ－１－５ 父親の片道の通勤時間 

 

平 均

日 本 (436) 26.8分

韓 国 (502) 24.2

タ イ (471) 19.3

ア メ リ カ (458) 21.3

フ ラ ン ス (441) 24.4

スウェーデン (362) 19.7

10.1

15.9

5.7

8.5

15.7

17.6

10.7

10.2

16.0

19.3

27.1

27.2

25.5

29.0

35.9

34.0

27.6

24.3

18.5

8.9

15.5

17.0

6.2

6.0

4.3

3.9

4.6

39.3

25.3

27.3

29.6

13.5

（％）

-  0.5  1.6

1.5  0.2  0.2  1.3

3.6  0.2  1.1  0.5

3.2  0.4  1.5  -

無回答

0.2  0.4  0.2

2.5  0.3  0.3  -

０分 （通勤していない）

～５分 ～１５分 ～３０分 ～１時間

３時間以上

～２時間

～３時間

 
 

 

 

図Ⅱ－１－６ 母親の片道の通勤時間 

 

平 均

日 本 (270) 13.7分

韓 国 (181) 15.5

タ イ (333) 16.5

ア メ リ カ (356) 16.7

フ ラ ン ス (361) 17.7

スウェーデン (447) 17.3

10.7

26.7

8.1

21.5

22.1

18.3

17.1

13.3

19.0

35.6

34.3

20.7

34.0

28.5

36.0

31.9

23.9

5.2

8.3

8.4

11.5

11.6

12.2

6.7

12.2

24.8

20.4

21.9

27.0

11.9

（％）

1.5  -  -  0.7

1.4  -  -  0.8

1.4  -  0.3  0.8

2.1  0.3  1.5  -

無回答

2.2  -  0.6  -

1.6  -  0.4  0.4

０分 （通勤していない）

～５分 ～１５分 ～３０分

～１時間

３時間以上～２時間

～３時間
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２．対象となった子ども 

（１）子どもとの続柄（Ｆ５） 

子どもとの続柄については、「夫婦の実子」である割合がほとんどを占めるが、アメリカと

スウェーデンでは、夫婦のどちらかの実子であるか養子である割合が 1割程度あり、タイは

「その他」の割合が 12％と比較的高い。 

 

表Ⅱ－１－11 親と子どもの続柄 

（％）

夫婦の実子 父親の実子 母親の実子 養　子 その他 無回答

日 本 97.4 0.6 1.6 0.1 － 0.3

韓 国 98.3 0.6 0.7 0.1 － 0.3

タ イ 84.9 0.5 0.9 1.6 12.1        －

ア メ リ カ 88.1 1.5 5.5 2.5 0.9        1.5

フ ラ ン ス 95.3 1.0 2.4 0.5 0.4        0.4

スウェーデン 87.0 3.9 7.4 1.1 0.4        0.2
 

 

（２）対象となった子どもの年齢（問２ｂ） 

調査対象となった子どもの年齢構成は、アメリカの「10～12歳」の割合が若干高いが、平

均値で比べると大きな違いは見られない。最も低いのがタイの男児で 6.1 歳、最も高いのが

アメリカの女児で 6.6歳である。 

図Ⅱ－１－７ 対象となった子どもの年齢 

平　均

日 本 6.3歳

韓 国 6.2

タ イ 6.1

ア メ リ カ 6.6

フ ラ ン ス 6.4

スウェーデン 6.4

26.5

28.3

29.7

25.0

25.0

27.1

25.6

23.9

23.4

22.4

25.2

23.0

23.1

23.8

22.4

23.4

23.7

23.1

24.9

24.0

24.5

29.2

26.2

26.8

0 ～ 3 歳 4 ～ 6 歳 7 ～ 9 歳 10 ～ 12 歳
（％）
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（３）同居している子どもの性別（問３ａ） 

調査対象となった子どもの性別は、タイ以外は男児のほうが女児よりも多いが、それぞれ

ほぼ 5割となっている。 

表Ⅱ－１－12 対象となった子どもの性別 

（％）

Ｎ 人　数 ％ 人　数 ％

日 本 1013 514 50.7 499 49.3

韓 国 1009 543 53.8 466 46.2

タ イ 1000 480 48.0 520 52.0

ア メ リ カ 1000 533 53.3 467 46.7

フ ラ ン ス 1001 522 52.1 479 47.9

スウェーデン 1026 537 52.3 489 47.7

女　の　子男　の　子

 
 

（４）子どもの出生順位（問３ｂ） 

出生の順位は、「ひとりっ子」の割合はタイが 33％で最も高いが、タイは「その他（中間

子）」も 17％で最も高い。「その他（中間子）」の割合が最も低いのは韓国（4％）である。 

前回の結果と比べると、「ひとりっ子」の割合はスウェーデンで若干高くなっているが、タ

イでは低くなっている。タイは「その他（中間子）」で前回と 10％の差がある。 

 

表Ⅱ－１－13  子どもの出生順位 

（％）

ひとりっ子 長　　　子 末　　　子
そ　の　他
（中 間 子）

無　回　答

1994 21.3 25.9 44.9         7.9         0.1

2005 25.1 27.5 40.8         6.6         －

1994 27.4 28.0 40.4         4.2         －

2005 28.2 29.9 38.3         3.6         －

1994 40.4 20.8 32.0         6.8         －

2005 32.9 13.4 36.9         16.8         －

1994 29.6 25.3 34.4         10.7         －

2005 27.2 23.4 37.9         11.2         0.3

1994 － － － － －

2005 27.1 23.7 39.3         9.4         0.6

1994 15.5 29.7 42.9         11.9         －

2005 22.5 21.7 46.7         9.0         0.1

フ ラ ン ス

スウェーデン

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

 

（1994年調査の出典：日本女子社会教育会，1996：p.32より） 
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（５）子どもの所属（通っている施設・学校など）（問３ｃ） 

子供の所属は、子どもがどこに通っているかを示している。教育制度などが国によって異

なるため、選択肢はそれぞれの国の実状に合わせたものとなっている。 

全体で見ると、小学校が 4～5 割で最も多いのは共通しており、日本、韓国、タイ、アメ

リカでは自宅にいる割合が 2割強となっている。スウェーデンは「保育園」の割合が約 3割

で他の国と比べると高い。アメリカとフランスは「中学校」が 1割程度いる。 

年齢別で見た場合に、「０～３歳」で保育園などの施設に通っている割合は、日本や韓国、

タイ、アメリカでは 2割程度だが、フランスやスウェーデンでは約 5割となっている。 

 

表Ⅱ－１－14 子どもの所属 〔全体、子どもの年齢別〕 

（日本） （％）

全 体 1,013    13.6     12.1     49.6     1.9     0.2     22.6     

０ ～ ３ 歳 268    18.3     3.0     － － 0.7     78.0     

４ ～ ６ 歳 259    34.4     44.4     13.5     － － 7.7     

７ ～ ９ 歳 234    － － 100.0     － － －

10 ～ 12 歳 252    － － 92.5     7.5     － －

中

学

校

そ

の

他

通

っ
て
い
な
い

ど
こ
に
も

Ｎ

保

育

園

幼

稚

園

小

学

校

 
 
（韓国） （％）

全 体 1,009    15.9     12.0     47.9     0.5     22.1     1.4     0.2     0.1     

０ ～ ３ 歳 286    20.3     0.3     － － 74.5     4.9     － －

４ ～ ６ 歳 241    41.9     49.0     3.7     － 4.1     － 0.8     0.4     

７ ～ ９ 歳 240    0.4     0.8     98.8     － － － － －

10～ 12歳 242    － － 97.9     2.1     － － － －

そ

の

他

無

回

答

て
い
る

等
が
面
倒
を
み

家
以
外
で
親
戚Ｎ

幼

稚

園

小

学

校

通

っ
て
い
な
い

ど
こ
に
も

子

供

の

家

ノ

リ

バ

ン

、

乳

児

院

、

中

学

校

 
 
（タイ） （％）

全 体 1,000    4.4     19.8     48.0     1.7     － 26.1     

０ ～ ３ 歳 297    10.1     7.7     － － － 82.2     

４ ～ ６ 歳 234    6.0     74.8     12.4     － － 6.8     

７ ～ ９ 歳 224    － － 99.6     － － 0.4     

10～ 12歳 245    － － 93.1     6.9     － 0.0     

　
中
学
校
後
期

中
学
校
前
期
・

そ

の

他

常
時
家
に
い
るＮ

幼

稚

園

小

学

校

　
　
／
保
育
園

育
児
施
設
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（アメリカ） （％）

全 体 1,000    6.7     4.6     7.2     43.9     9.2     23.8     3.4     1.1     0.1     

０ ～ ３ 歳 250    16.8     3.6     0.4     － － 67.6     10.8     0.4     0.4     

４ ～ ６ 歳 224    10.3     16.5     30.8     13.4     － 25.0     3.1     0.9     －

７ ～ ９ 歳 234    0.4     － 0.9     93.6     － 3.4     － 1.7     －

10～ 12歳 292    0.3     － － 65.1     31.5     1.7     － 1.4     －

Ｎ

保

育

園

幼

稚

園

中

学

校

託

児

所

小

学

校

そ

の

他

無

回

答

み
る

ー

シ

ッ
タ
ー

が

家
で
親
や
ベ
ビ

み
る

ー

シ

ッ
タ
ー

が

家
以
外
で
ベ
ビ

 

 

 
（フランス） （％）

全 体 1,001    3.5     5.9     22.9     41.2     12.3     12.4     － 1.9     

０ ～ ３ 歳 250    13.2     20.8     20.4     － 0.4     38.8     － 6.4     

４ ～ ６ 歳 252    0.4     2.4     69.0     23.8     － 4.4     － －

７ ～ ９ 歳 237    － 0.4     1.7     92.8     － 4.6     － 0.4     

10～ 12歳 262    0.4     － － 50.4     46.6     1.9     － 0.8     

そ

の

他

無

回

答

保
育

ッ
タ
ー

が
自
宅

親

、
ベ
ビ
ー

シＮ

（

保

母

）

保

育

士

幼

稚

園

中

学

校

保

育

園

小

学

校

 
 

 

（スウェーデン） （％）

全 体 1026 29.6 8.2 45.7 0.4 2.8 0.7 4.2 8.2 0.2

０ ～ ３ 歳 278 49.6 1.8 - - 5.4 2.2 12.9 28.1 -

４ ～ ６ 歳 236 69.5 18.2 1.3 - 5.9 0.4 1.7 2.5 0.4

７ ～ ９ 歳 237 0.8 15.2 82.3 - - - 1.3 - 0.4

10～ 12歳 275 - - 98.5 1.5 - - - - -

ま
ら
な
い

上
記
に
当
て
は

無

回

答

公

共

幼

稚

園Ｎ

幼

稚

園

　
　
６
年
生

）

（
１
年
生
〜

小
　
学
　
校

保

育

マ

マ

保

育

園

　
　
９
年
生

）

（
７
年
生
〜

中
　
学
　
校

そ

の

他
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３．世帯の状況 

（１）世帯人数（Ｆ３） 

世帯人数は、6 人以上の割合が日本とタイで比較的多い。同居している子どもの人数は韓

国とタイで少ないが、タイの場合は、親や兄弟姉妹やその他の親族と一緒に住む割合が高い。

日本も、タイ以外の国に比べると、親と一緒に住む割合が少し高い。平均値では、タイが 4.8

人で最も多く、日本は 4.5人で次に多い。最も少ないのはスウェーデンの 3.9人である。 

前回の結果と比べると、平均の人数はほとんど変わらないが、日本や韓国では 4人以下の

割合が少し高くなり、5 人以上の割合が少し低くなる傾向が見られる。スウェーデンは「３

人」の割合が前回より 10％高くなり、4人以上の割合が低くなっている。 

 

表Ⅱ－１－15 世帯人数 

（％）

平

均

（人）

1994 0.4 16.6 35.9 23.2 14.6    6.8 2.3 0.1 4.7

2005 0.8 20.2 36.4 22.7 12.5    5.4 1.9 － 4.5

1994 0.5 22.0 47.5 16.9 7.9    3.5 1.7 － 4.3

2005 0.8 26.0 53.8 13.4 4.4    1.4 0.3 － 4.0

1994 0.6 16.4 30.1 22.4 14.2    8.3 8.0 － 4.9

2005 1.1 19.1 30.2 22.2 11.3    8.1 8.0 － 4.8

1994 8.0 23.9 36.9 21.4 6.1    2.3 1.3 0.1 4.1

2005 2.7 24.9 32.4 25.8 8.5    3.8 1.3 0.6 4.3

1994 － － － － － － － － －

2005 5.3 29.1 36.9 19.2 7.2    1.5 0.9 － 4.0

1994 5.4 18.1 45.6 22.9 6.3    1.3 0.4 0.1 4.1

2005 6.1 28.0 42.4 18.2 3.6    0.9 0.7 0.1 3.9

フ ラ ン ス

スウェーデン

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

２

人

３

人

４

人

５

人

６

人

７

人

８
人
以
上

無

回

答
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（２）子どもの人数（問１ｂ） 

 子どもの人数の合計では、アメリカとスウェーデンが 2.27人で最も多く、フランスが 2.24

人で次に多い。逆に最も少ないのは韓国の 1.82人で、タイが 1.98人、日本は 2.11人である。 

 別居している子どものいる世帯の割合は、日本と韓国で少なく、他の国では 1割前後とな

っている。 

 

 

 

 

 

表Ⅱ－１－16 子どもの人数 

（人）

同居している

子どもの人数

別居している

子どもの人数

子どもの人数

合　　計

別居している
子どものいる
世帯の割合

1994 2.1 0.02 2.12 1.5%        

2005  2.1  0.01 2.11 1.2%        

1994  1.9  0.03 1.93 1.7          

2005  1.8  0.02 1.82 1.7          

1994  1.8  0.10 1.90 6.0          

2005  1.7  0.28 1.98 15.0          

1994  2.1  0.19 2.29 11.4          

2005  2.1  0.17 2.27 9.8          

1994 － － － －

2005  2.1  0.14 2.24 8.4          

1994  2.2  0.17 2.37 11.1          

2005  2.1  0.17 2.27 10.6          

フ ラ ン ス

スウェーデン

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

 
（1994年調査の出典：日本女子社会教育会，1996：p.36より） 
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（３）同居家族（Ｆ４） 

 同居しているそれぞれの構成員の割合は、まず「配偶者／パートナー」の場合、韓国と日

本で同居率が 9 割を超えているのに対して、スウェーデンが 81％、アメリカが 83％となっ

ている。 

 祖父母（対象者もしくは配偶者の父または母）の同居率は、日本とタイで高い。また、タ

イの場合、「対象者の兄弟姉妹」や「その他の親族」の割合も高い。 

 前回の結果と比較すると、全体として同居家族の割合が低くなる傾向が見られる。 

 

表Ⅱ－１－17 同居家族 （複数回答） 

（％）

子
ど
も

配
偶
者
／
パ
ー

ト
ナ
ー

対
象
者
の
父
ま
た
は
母

配
偶
者
の
父
ま
た
は
母

対
象
者
の
兄
弟
姉
妹

配
偶
者
の
兄
弟
姉
妹

そ
の
他
の
親
族

そ
の
他

1994 100.0 97.6 18.2    15.4    1.7    1.4 2.1    0.5

2005 100.0 93.2 17.2    12.1    1.4    1.1 1.2    －

1994 100.0 98.2 10.3    9.4    2.8    4.1 1.1    0.2

2005 100.0 97.9 6.4    4.8    1.3    1.3 0.9    －

1994 100.0 92.5 27.1    11.9    15.3    6.5 8.4    2.6

2005 100.0 88.7 26.4    12.8    14.7    5.9 21.7    0.2

1994 100.0 81.4 6.3    1.7    2.8    0.4 2.9    2.7

2005 100.0 83.2 3.7    1.4    1.5    0.7 2.9    1.6

1994 100.0 － － － － － － －

2005 100.0 85.5 1.1    0.1    0.7    0.2 0.9    0.8

1994 100.0 87.7 0.3    0.4    0.1    0.2 0.2    0.5

2005 100.0 81.1 0.3    0.1    0.1    0.2 0.3    0.9

フ ラ ン ス

スウェーデン

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

 
（1994年調査の出典：日本女子社会教育会，1996：p.37より） 
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（４）配偶者／パートナーと同居していない理由（Ｆ４－１） 

配偶者／パートナーと同居していない理由は、日本の場合「離婚した」の割合が 64％と最

も高い。その他の国では 3～4割程度である。「別居している」割合は、韓国やフランス、ア

メリカで約 5割となっている。また、アメリカでは「その他」の割合が 3割を超えている。 

 

 

 

 

図Ⅱ－１－８  配偶者／パートナーと同居していない理由 

 

離
婚
し
た

亡
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ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン
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）
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49.0

24.4

63.8

28.6

32.7

33.1

39.2

33.9

10.1

23.8

26.5

10.3

3.6

6.5

1.4

-

1.8

3.4

8.2

32.1

（％）

1.4

-

-

2.1

-

3.0
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（５）世帯構成（Ｆ４） 

 世帯構成を祖父母の有無によって分類すると、フランスとスウェーデンはほとんどが「二

世代世帯」である。アメリカや韓国でも 9割を超える。日本は「直系三世代世帯」が 26％あ

り、タイは「直系三世代世帯」が 19％で、「傍系拡大家族世帯」が 37％ある。 

 前回の結果と比べると、韓国では「二世代世帯」の割合が上昇し、その他の世帯の割合が

減っている。タイでは「傍系拡大家族世帯」の割合が高くなっている。 

 

 

 

表Ⅱ－１－18 世帯構成 

（％）

二世代世帯 直系三世代世帯 傍系拡大家族世帯

1994 66.2 29.0 4.9

2005 70.5 26.1 3.5

1994 77.1 14.9 8.0

2005 87.2 9.5 3.3

1994 48.5 22.2 29.3

2005 43.6 19.2 37.2

1994 85.9 5.9 8.2

2005 89.3 3.9 6.8

1994 － － －

2005 96.8 0.9 2.3

1994 98.8 0.4 0.7

2005 98.3 0.3 1.4

（注）  ・ 「二世代世帯」とは、親と子どものみの世帯

　　　  ・ 「直系三世代世帯」とは、親と子どものほかに、祖父母、祖父または祖母を含む

　　　  　　世帯（おじ、おばなど傍系の親族が同居している世帯は含まない）

　　　  ・ 「傍系拡大家族世帯」とは、親と子どものほかに、おじ、おば、その他の親族や

　　　  　 　その他の同居人のいる世帯（祖父母が同居していても、他の親族が同居してい

　　　  　 　れば傍系拡大家族世帯に属する）

フ ラ ン ス

スウェーデン

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

 

（1994年調査の出典：日本女子社会教育会，1996：p.38より） 
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（６）父方／母方家族の同居傾向（Ｆ４） 

父方／母方家族の同居傾向については、日本と韓国で祖父母の「父方の同居」の割合が「母

方の同居」よりも高い。ただ、韓国の場合、その差はあまり大きくない。タイの場合は、母

方の祖父母の同居の割合のほうが高いが、差は 5％程度である。またタイでは、おじ・おば

の同居の割合が他の国と比べて高いが、父方と母方の差はほとんどない。アメリカやフラン

ス、スウェーデンでは、祖父母やおじ・おばとの同居は少ない。 

前回の結果と比較すると、日本や韓国で父方の祖父母の同居の割合が若干低くなっている。

その他に目立った変化は見られない。 

 

表Ⅱ－１－19 父方／母方家族の同居傾向 

（％）

祖父母 おじ・おば 祖父母 おじ・おば

1994 26.1 2.3 7.4 0.7

2005 20.4 1.5 8.9 1.0

1994 17.1 5.2 2.5 1.7

2005 8.9 1.2 2.3 1.4

1994 14.7 9.8 24.3 12.0

2005 17.2 10.2 22.0 10.4

1994 2.8 0.8 5.2 2.4

2005 1.7 0.5 3.4 1.7

1994 － － － －

2005 0.5 0.5 0.7 0.4

1994 0.1 0.1 0.5 0.2

2005 0.3 0.1 0.1 0.2

父方の同居 母方の同居

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

 
（1994年調査の出典：日本女子社会教育会，1996：p.39より） 
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（７）世帯収入（Ｆ12） 

 各国の世帯収入の分布は、以下の表Ⅱ－１－の通りとなっている。タイのみ月収である。 

 

 

表Ⅱ－１－20 世帯収入 

＜日本＞ 

（％）

300万円未満
300～500万円

未満
500～700万円

未満
700～1000万
円未満

1000万円以上 答えたくない わからない

全体 8.0 24.3 23.0 16.0 5.2 14.7 8.8

父親 6.2 22.6 25.1 18.3 6.8 16.9 4.1

母親 9.4 25.6 21.4 14.3 4.0 13.0 12.3  

 

 

＜韓国＞ 

（％）

2000万ウォン
未満

2000万～3000
万ウォン未満

3000万～4000
万ウォン未満

4000万～5000
万ウォン未満

5000万ウォン
以上

答えたくない わからない

全体 10.1 26.1 27.3 15.3 16.5 2.8 2.1

父親 9.7 29.1 26.3 15.0 17.2 1.6 1.2

母親 10.5 23.1 28.2 15.5 15.7 4.0 3.0  
 

 

＜タイ＞（月収） 
                                                                    （％）

4000バーツ
未満

4000～　5999
バーツ未満

6000～　9999
バーツ未満

10000 ～19999
バーツ未満

20000 バーツ
以上

答えたくない わからない

全体 9.7 17.9 21.9 27.0 23.1 0.3 -

父親 9.7 17.8 23.0 24.8 24.2 0.4 -

母親 9.7 18.0 20.8 29.1 22.0 0.2 -  
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＜アメリカ＞ 

（％）

３万ドル未満
３万ドル～
５万ドル未満

５万ドル～
７万ドル未満

７万ドル～
10万ドル未満

10万ドル以上 答えたくない わからない

全体 15.6 19.1 17.7 20.5 14.4 10.4 2.3

父親 10.5 18.0 19.2 23.8 15.1 12.6 0.8

母親 20.3 20.1 16.3 17.4 13.8 8.4 3.6  
 

＜フランス＞ 

（％）

14400ユーロ
未満

14400 ～22800
ユーロ未満

22800 ～30000
ユーロ未満

30000ユーロ
以上

答えたくない わからない

全体 12.2 18.1 15.1 19.0 28.8 6.5

父親 6.9 19.3 17.0 20.8 29.8 5.8

母親 16.8 17.0 13.5 17.4 27.9 7.1  

 

＜スウェーデン＞ 

（％）

20万クローネ
未満

20万～30万
クローネ未満

30万～40万
クローネ未満

40万～50万
クローネ未満

50万～60万
クローネ未満

60万クローネ
以上

答えたくない わからない

全体 11.7 13.6 18.8 23.8 11.9 13.2 1.8 5.3

父親 9.7 13.5 19.6 26.5 11.6 14.9 1.7 2.6

母親 13.1 13.8 18.2 21.9 12.1 11.9 1.8 7.1  
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（８）世帯収入に占める父母の収入割合（Ｆ13） 

世帯収入に占める父母の収入の割合は、日本と韓国の父親の平均値が 85％で最も高く、母

親の平均値が 15％前後で低い。割合の分布では、父親が「100％」、母親が「0％」である割

合が高い。 

アメリカとフランスとスウェーデンでは、父親の平均値にあまり違いはないが、母親の値

はアメリカが 39％、フランスが 47％、スウェーデンが 52％と、スウェーデンの値が最も高

い。割合の分布では、アメリカの場合、父親が 51％以上で分散しているのに対して、母親は

49％以下で分散している。スウェーデンとフランスは、父親が「51～74％」が最も多いのに

対して、母親は「25～49％」が最も多い。 

タイは、父親の平均値が 57％と最も低いが、母親は 34％でスウェーデンやフランスほど

高くない。 

表Ⅱ－１－21 世帯収入に占める父母の収入割合［親の性別］           (％) 

0 1 25 50 51 75 100

〜 〜 〜 〜

Ｎ ％ 24％ 49％ ％ 74％ 99％ ％

1994 504 0.8    0.8    4.8    4.8    12.1    29.6    46.8    0.4 84.9    

2005 438 0.5    0.5    3.2    6.4    13.7    30.1    44.7    0.9 84.8    

1994 482 0.4    0.4    1.9    11.2    10.0    8.7    67.4    － 87.7    

2005 506 0.6    0.4    2.6    11.5    15.0    12.8    56.9    0.2 84.5    

1994 500 1.4    0.6    4.6    30.8    20.8    10.6    31.2    － 70.8    

2005 495 4.8    5.1    9.9    40.6    16.4    8.5    14.7    － 57.1    

1994 461 3.0    1.7    7.8    15.4    19.7    19.3    33.0    － 73.2    

2005 478 1.0    7.5    8.8    11.9    24.3    16.5    27.2    2.7 68.9    

1994 － － － － － － － － － －

2005 466 1.7    1.7    7.7    17.6    35.6    17.8    13.9    3.9 66.3    

1994 590 0.5    0.8    8.0    11.9    55.3    15.8    6.8    1.0 65.1    

2005 423 － 3.3    19.4    12.3    37.4    11.3    16.3    － 63.5    

1994 563 48.7    27.2    14.0    5.0    1.1    0.4    2.7    1.1 15.1    

2005 575 50.6    25.6    9.9    3.7    1.0    0.9    3.5    4.9 14.4    

1994 522 77.2    6.7    7.7    7.1    0.6    0.2    0.6    － 8.4    

2005 503 60.0    8.3    15.3    9.5    1.8    0.4    3.2    1.4 16.4    

1994 500 28.4    5.6    16.8    32.6    8.2    3.2    5.2    － 36.5    

2005 505 29.9    13.1    14.5    26.7    5.3    2.8    7.7    - 33.9    

1994 539 25.2    16.1    18.0    14.1    5.9    5.4    14.7    6.0 39.2    

2005 522 19.9    24.3    16.9    8.4    4.6    5.9    14.9    5.0 38.5    

1994 － － － － － － － － － －

2005 535 12.5    12.0    29.7    12.3    6.0    6.5    16.3    4.7 46.6    

1994 523 3.1    6.7    43.4    13.8    9.4    4.0    17.2    2.5 51.9    

2005 603 1.7    9.6    42.8    13.9    9.1    4.8    17.2    0.8 51.7    

母
　
　
　
親

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

日 本

韓 国

平
　
均

無
回
答

日 本

父
　
　
　
親

フ ラ ン ス

スウェーデン

韓 国

タ イ

ア メ リ カ
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まとめ 

（１）学歴の男女差 

 父母間の学歴の男女差を「父親 ＞ 母親」から「父親 ＜ 母親」を引いた値で比較すると、

韓国が 24.7ポイントで最も高く、日本は 21.1ポイントで次に高い。タイは 6.3ポイントで、

アメリカは 5.0ポイントとなる。フランスとスウェーデンは、母親の学歴が高い（「父親 ＜ 母

親」）割合のほうが若干高く、フランスが 0.8ポイントで、スウェーデンが 6.7ポイントであ

る。 

 

（２）女性の社会進出 

 父親の有業率は、スウェーデン以外は 9割以上である。母親の有業率は、日本と韓国では

5 割に満たないが、その他の国は 7 割前後であり、父親の有業率が最も低いスウェーデンで

母親の有業率が最も高い。 

 「共働き家族」はタイの 66％が最も高く、スウェーデンが 58％、フランスが 56％となっ

ている。ただし、タイの場合は「勤め人」ではなく「家で仕事をしている」ことが多い。「専

業主婦家族」は韓国が 61％で最も割合が高く、日本が 51％で次に高い。「専業主夫家族」の

割合が最も高いのはスウェーデンの 6％で、他は 5％未満である。「父母とも無職」はどの国

でも 5％未満である。 

 母親の収入が家計に占める割合は、最も高いのがスウェーデンの 52％で、フランスが 47％

で次に高い。それに対して、日本や韓国では 2割未満となっている。 

 

（３）世帯構成の違い 

 フランスやスウェーデンでは、ほとんどが二世代世帯であり、アメリカや韓国も 9割近い。

祖父母や親族との同居については、日本や韓国では父方のほうが母方より多いが、タイは父

方と母方の差があまりない。 

 「ひとり親家族」は、日本と韓国以外は 1割を超えている。最も割合が高いのはスウェー

デンの 19％である。 

 

（４）少子化 

 きょうだいの数について、親の兄弟姉妹数は、日本以外は 3人以上であるが、実際の子ど

もの人数は 2人程度である。特に、韓国とタイでその差が大きい。日本ではほとんど差がな

い。理想の人数と現在の人数を比べると、大きな差はないが、すべての国で現在の子どもの

人数のほうが理想の人数より値が小さい。 

 

（５）3歳以下の保育 

 3 歳以下の保育については、フランスとスウェーデン以外は何らかの施設に通っている割
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合は少ない。スウェーデンでは、3歳以下でも保育園に通っているのが 50％であり、幼稚園

などその他の施設に通っている子どももいる。4 歳以上になると、どの国でも保育園や幼稚

園に通うようになるが、アメリカの割合が高いのはベビーシッターの利用である。 

 

表Ⅱ－１－22 家族の状況 

数字下の線は、６か国中

（％）

学　歴　　　父親＞母親 35.7 30.9 25.2 23.8 21.5 12.8

　　　　　　父親＝母親 48.5 62.3 55.9 50.9 44.4 50.5

　　　　　　父親＜母親 14.6 6.1 18.9 18.8 22.3 19.5

父親の有業率 99.5 99.2 95.0 95.9 94.6 85.7

母親の有業率 46.9 36.0 65.9 68.2 67.4 74.2

共働き家族 42.3 36.9 66.2 54.0 55.8 58.0

専業主婦家族 51.1 61.1 23.8 25.8 25.3 16.3

専業主夫家族 0.4 0.6 1.4 2.1 3.2 6.2

父母とも無職 0.2 0.2 1.7 0.8 0.8 2.6

母親の収入の割合 14.4 16.4 33.9 38.5 46.6 51.7

収入のない母親の割合 50.6 60.0 29.9 19.9 12.5 1.7

配偶者／パートナーあり 94.8 98.9 93.1 87.3 92.9 90.4

配偶者／パートナーなし 5.2 1.1 6.9 12.7 7.1 9.6

二世代世帯 70.5 87.2 43.6 89.3 96.8 98.3

直系三世代世帯 26.1 9.5 19.2 3.9 0.9 0.3

傍系拡大家族世帯 3.5 3.3 37.2 6.8 2.3 1.4

両親と同居 93.2 97.9 88.7 83.2 85.5 81.1

ひとり親と同居 6.8 2.1 11.3 16.8 14.5 18.9

父子家族 1.0 0.6 2.0 3.2 2.1 3.3

母子家族 4.2 0.5 4.9 9.5 5.0 6.3

父方祖父母と同居 20.4 8.9 17.2 1.7 0.5 0.3

母方祖父母と同居 8.9 2.3 22.0 3.4 0.7 0.1

子どもの人数（現在） 2.1 人 1.8 2.0 2.2 2.3 2.2

子どもの人数（理想） 2.5 2.5 2.2 2.7 2.6 2.6

親の兄弟姉妹数 2.6 4.2 4.9 3.5 3.5 3.0

どこにも通っていない　０～３歳 78.0 79.4 82.2 78.4 38.8 28.1

どこにも通っていない　４～６歳 7.7 4.1 6.8 28.1 4.4 2.5

家
　
族
　
形
　
態

少
子
化
・
保
育

日　本 韓　国

学
　
歴

職
　
業
　
・
　
収
　
入

フランス スウェーデン

１位 ２位 ３位

タ　イ アメリカ
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第２章 親と子の日常生活 
 
 
１．親子の接触内容（問４） 

 

問４〔カード２〕 

あなたが●●さんと一緒に過ごす時には、どんなことをしていますか。次のうちよ

くしていることを、すべてあげてください。（Ｍ.Ａ.） 
 

1 食事を一緒にする 

2 着替えを手伝う／用意する 

3 一緒に遊ぶ 

4 話をする 

5 一緒にテレビをみる 

6 家事を教える／一緒にする 

7 家事以外の仕事を教える／一緒にする 

8 勉強を教える／勉強させる 

9 スポーツを教える／一緒にする 

10 趣味を教える／一緒にする 

11 保育園・幼稚園・学校の送り迎えをする 

12 一緒に外出する 

13 同じ部屋で寝る 

14 入浴させる／一緒に入洛する 

15 その子が見えるところにいる 

16 その他（具体的に                     ） 

 

（１）接触内容 

  子どもと一緒に過ごすときにしていることは何か、15の項目をあげて尋ねた。各国別に回

答の割合順に並べたのが表Ⅱ－２－１である。日本では、90％以上の親が、「食事を一緒に

する」（93%）「話をする」（91%）、80％以上の親が「一緒にテレビを見る」（84%）「一緒に

外出する」（83%）と答えている。他の５ヶ国も、順位に多少の違いはあるものの、ほぼ同じ

項目で割合が高い。例外は、フランスの「一緒にテレビを見る」の第 10位（37％）である。 

 「同じ部屋で寝る」は、フランス（6%）、アメリカ（14%）、スウェーデン（29%）では、

最下位であり、特にフランスでは、「同じ部屋で寝る」と答えた親は非常に少ない。これに対

し、韓国（58%）、日本(65%）、タイ（78%）では半数以上の親が「同じ部屋で寝る」と答え

ており、欧米とアジアの親子の生活スタイルの違いが浮き彫りになった。 
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表Ⅱ－２－１ 子どもとの接触内容 （複数回答） （％） 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

食事をする 食事をする 話をする 食事をする 食事をする 食事をする
92.9 92.8 94.3 92.5 90.0 94.8

話をする 話をする 一緒に遊ぶ 外出する 話をする 話をする
90.6 86.5 90.5 86.8 78.8 82.0

テレビを見る テレビを見る 食事をする 話をする 一緒に遊ぶ 外出する
84.2 85.5 90.4 84.0 73.2 79.8

外出する 外出する テレビを見る 一緒に遊ぶ 外出する 一緒に遊ぶ
82.6 82.9 90.4 81.7 72.1 64.7

一緒に遊ぶ 一緒に遊ぶ 同じ部屋で寝る テレビを見る 趣味を教える テレビを見る
75.2 78.3 77.8 68.2 57.3 64.6

入浴させる 入浴させる 外出する 勉強を教える 学校等の送迎 学校等の送迎
71.8 67.9 62.1 55.5 56.7 59.4

同じ部屋で寝る 着替えを手伝う 着替えを手伝う 見える所にいる 着替えを手伝う 着替えを手伝う
64.8 60.5 61.6 50.4 46.9 58.8

見える所にいる 同じ部屋で寝る 勉強を教える 着替えを手伝う 勉強を教える 家事を教える
55.5 57.7 53.4 49.5 44.4 57.6

着替えを手伝う 見える所にいる 家事を教える スポーツをする 入浴させる 見える所にいる
45.0 56.2 51.9 49.5 40.0 56.4

勉強を教える 勉強を教える 入浴させる 趣味を教える テレビを見る 入浴させる
42.4 53.9 49.8 46.1 37.1 46.0

スポーツをする スポーツをする 見える所にいる 家事を教える 見える所にいる 勉強を教える
38.0 36.8 36.8 45.6 32.8 44.5

家事を教える 学校等の送迎 学校等の送迎 学校等の送迎 家事を教える 仕事を教える
36.5 25.3 33.6 41.3 24.2 35.3

学校等の送迎 趣味を教える 仕事を教える 仕事を教える スポーツをする 趣味を教える
24.7 22.5 30.2 34.1 21.4 31.0

趣味を教える 仕事を教える スポーツをする 入浴させる 仕事を教える スポーツをする
24.6 20.9 29.6 30.1 17.7 30.0

仕事を教える 家事を教える 趣味を教える 同じ部屋で寝る 同じ部屋で寝る 同じ部屋で寝る
21.6 19.4 21.7 14.0 5.5 29.1

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

第 ４ 位

第 ５ 位

第 ６ 位

第 ７ 位

第 ８ 位

第13位

第14位

第15位

第 ９ 位

第10位

第11位

第12位

 
 

日本で最下位（22%）となった「家事以外の仕事を教える／一緒にする」については、他

の５ヶ国でも割合が低い。また、日本では「趣味を教える／一緒にする」と答えた親は 25％

と少なかったが、韓国（23 %）、タイ（22%）でも同様に 30％未満であり、相対的にアジア

の親子は趣味による結びつきが弱いものと推察される。スウェーデンも 31％と多くはないが、

フランスでは 57％、アメリカでは 46％の親が「趣味を教える／一緒にする」と答えている。

また、「勉強を教える／勉強させる」の項目で比較すると、そうすると答えた親の割合は、日

本が６ヶ国中最も少なく 42％である。タイ（53%）、韓国（54%）、アメリカ（56%）では、

過半数の親が子どもに「勉強を教える／勉強させる」時間を費やしているのに対し、日本、

フランス（44%）、スウェーデン（45%）はどちらかといえば消極的である。 



 

－63－ 

表Ⅱ－２－２ ［1994 年］ 子どもとの接触内容 （複数回答） （％） 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ イギリス スウェーデン

食事をする 食事をする 食事をする 食事をする 外出する 食事をする
91.8 89.1 88.3 93.1 90.0 93.2

話をする テレビを見る 話をする 外出する 食事をする 話をする
84.3 87.0 86.8 91.1 89.9 77.1

テレビを見る 話をする 一緒に遊ぶ 話をする 話をする 外出する
82.8 80.8 82.4 88.9 89.8 75.7

外出する 一緒に遊ぶ 同じ部屋で寝る 一緒に遊ぶ 一緒に遊ぶ テレビを見る
77.1 76.7 71.5 84.7 86.8 72.4

入浴させる 外出する 外出する テレビを見る テレビを見る 一緒に遊ぶ
67.6 75.3 68.1 69.1 72.3 70.5

一緒に遊ぶ 入浴させる テレビを見る 家事を教える 着替えを手伝う 着替えを手伝う
64.1 62.9 67.9 52.1 56.9 59.6

同じ部屋で寝る 勉強を教える 着替えを手伝う 着替えを手伝う 勉強を教える 見える所にいる
56.6 58.4 61.1 52.0 52.5 50.8

見える所にいる 同じ部屋で寝る 入浴させる 見える所にいる 入浴させる 入浴させる
46.5 57.4 50.0 50.0 50.3 48.6

着替えを手伝う 着替えを手伝う 見える所にいる スポーツをする 見える所にいる 学校等の送迎
39.4 56.1 38.8 49.0 44.0 38.6

勉強を教える 見える所にいる 家事を教える 勉強を教える 学校等の送迎 勉強を教える
37.7 50.5 37.0 48.8 43.4 37.8

スポーツをする スポーツをする 勉強を教える 仕事を教える 家事を教える 家事を教える
31.4 19.1 28.2 42.8 39.2 36.7

家事を教える 趣味を教える 学校等の送迎 趣味を教える スポーツをする スポーツをする
30.6 18.6 21.2 41.5 38.3 36.3

趣味を教える 家事を教える 仕事を教える 学校等の送迎 趣味を教える 仕事を教える
19.7 17.7 20.0 39.7 37.6 27.6

趣味を教える 仕事を教える スポーツをする 入浴させる 仕事を教える 趣味を教える
17.4 15.3 15.5 35.7 24.8 23.6

学校等の送迎 学校等の送迎 趣味を教える 同じ部屋で寝る 同じ部屋で寝る 同じ部屋で寝る
15.7 9.9 14.5 11.7 5.6 19.6

第13位

第14位

第15位

第 ９ 位

第10位

第11位

第12位

第 ５ 位

第 ６ 位

第 ７ 位

第 ８ 位

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

第 ４ 位

 

（出典：日本女子社会教育会，1996：p.49 より） 
 

 

「家事を教える／一緒にする」は、タイ（52%）、スウェーデン（58%）の親がより多く関

わっており、韓国（19%）とフランス（24%）では、「家事を教える／一緒にする」と答えた

親は 2割程度である。日本も 37％と多くはない。 
 

表Ⅱ－２－２は 1994年に行った調査結果の順位である。10年間の変化を見ると、スウェ

ーデンでは、「学校等の送迎」が約 20％増えて第９位から第６位へと上昇している。日本で

も 10％近く増加しているが、順位 15位から 13位へと底辺の移動である。韓国では「勉強

を教える」の順位が下がり、タイでは割合が増加している。 
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（２）親の性別による接触内容の違い 

表Ⅱ－２－３は、母親が「している」と答えた回答割合から父親の回答割合を引いた値（％）

を、日本の差の大きい順から一覧にしたものである。日本の場合、父親に比べて母親の割合

が高いものが 15のうち 13項目ある。父親と母親の間で大きな開きが見られたのは「家事を

教える／一緒にする」であり、父親と母親の間で 35％の差があった。次いで、「着替えを手

伝う／用意する」、「その子が見えるところにいる」、「同じ部屋で寝る」の３項目も両親間で

20％以上の違いが見られた。「保育園・幼稚園・学校の送り迎えをする」、「勉強を教える／

一緒にする」も 10％台の開きがあった。一方、父親の方が割合の高かった項目は、「一緒に

遊ぶ」と「スポーツを教える／一緒にする」の２項目だった。 

韓国では、父親が母親を上回っていたのは「一緒に遊ぶ」だけで、程度の差こそあれ、日

本と同様、母親の接触が父親を上回っている実態が浮かび上がる。「着替えを手伝う／用意す

る」が最も両親間の差の大きい項目であった。ついで、「その子が見えるところにいる」「勉

強を教える」「入浴させる」の開きが大きい。 

タイは、父親の割合の高い項目が最も多い国であった。15のうち６つの項目で父親の割合

の方が母親に比べて高い。20％以上の開きがあったのは「着替えを手伝う／用意する」の１

項目で、10％台が「同じ部屋で寝る」と「入浴させる」の２項目である。両親間の役割分担

が緩やかであると考えるべきか、それとも父親の参加の度合いが高いと考えるべきか。 

アメリカとスウェーデンでは、20％以上の開きがあったのは「家事を教える」の項目のみ

で、あとはおおむね日本と韓国に比べると相対的に両親間の差が少なかった。フランスでは、

父親が母親を上回った項目が３項目、スウェーデンでは２項目であったのに対し、アメリカ

は１項目のみである。 

以上のことから、欧米３ヶ国では、日本・韓国に比べて両親間の役割分担が緩やかである

が、子どもの世話が母親中心に行われていることについては６ヶ国とも変わりがないと推察

される。本章の４節とあわせて考察する必要があるだろう。 
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表Ⅱ－２－３ 親の性別による子どもとの接触内容の違い 

（母％―父％）  

日 本 韓 国 タ イ アメリカ フランス スウェーデン

家事を教える／一緒にする 35.4 19.9 9.6 27.2 15.5 20.8

着替えを手伝う／用意する 27.8 34.8 20.4 11.5 19.8 7.5

その子が見えるところにいる 26.5 29.1 8.1 12.4 11.1 9.1

同じ部屋で寝る 20.8 16.2 10.8 7.6 5.5 0.1

保育園・幼稚園・学校の送り迎え 16.9 11.1 -1.5 10.2 9.0 11.3

勉強を教える／勉強させる 16.5 24.1 4.9 12.9 13.9 4.6

一緒に外出する 13.6 8.8 5.0 11.2 11.7 8.3

話をする 12.0 7.8 -1.7 7.8 16.6 9.5

食事を一緒にする 10.0 3.7 1.8 2.9 7.0 4.1

家事以外の仕事を教える／一緒にする 9.5 13.8 5.8 12.4 -1.8 5.3

趣味を教える／一緒にする 5.9 2.7 -1.0 8.6 0.1 0.4

入浴させる／一緒に入洛する 5.0 23.2 11.4 11.6 15.7 8.7

一緒にテレビをみる 3.9 2.3 -2.6 4.8 7.9 1.3

スポーツを教える／一緒にする -2.6 1.6 -4.2 -3.4 -17.8 -3.6

一緒に遊ぶ -3.0 -0.7 -0.8 0.2 -3.5 -8.5
 

（* 項目の並び方は日本の差の大きい順） 

 

（３）子どもの年齢別による違い 

図Ⅱ－２－１から、特徴的な項目について子どもの年齢別で見ると、６ヶ国とも「入浴さ

せる／一緒に入浴する」「同じ部屋で寝る」「着替えを手伝う／用意する」「一緒に遊ぶ」のは

年齢が小さいほど多い。一方、０～６歳の子どもに「勉強を教える／勉強させる」かどうか

については、国によって開きが大きい。０～３歳で、もっとも少ないフランスの 1％、スウ

ェーデンの 2％、アメリカが 7％、日本が 9％といずれも 10％未満なのに対し、タイと韓国

では 20％を超えている。また、４～６歳の場合は、スウェーデン 9％、フランス 29％、日

本 39％、アメリカ 56％、韓国 66％、タイ 69％の順でかなりの開きがある。 

スウェーデンの場合、６歳以下の場合には 10％未満だったのが、７歳を過ぎると 80％近

くの親が「勉強を教える・勉強させる」と答えているのが特徴的である。 
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図Ⅱ－２－１ 子どもとの接触内容 （複数回答） 
［子どもの年齢別］ 
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23.4

28.3

33.2

79.9

79.7

82.7

77.5

86.0

61.4

28.7

7.3

93.9

82.2

54.9

28.7

61.2

30.9

13.9

8.4

87.4

73.7

50.2

24.4

2.2

9.3

78.9

88.0

45.0

64.8

55.7

65.8

（％）

 

 

 

一方、図Ⅱ－２－２は 1994年調査の値である。10年間の変化を見ると、タイでは「勉強

を教える・勉強させる」の項目で、全体的に割合が増えており、早期教育の重要性の認識と

期待が高まったことが伺える。特に０～３歳では、6％だったものが 26％へと大きく増加し、 
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図Ⅱ－２－２ ［1994 年］ 子どもとの接触内容 （複数回答） 
［子どもの年齢別］ 

（Ｎ）
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強
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え
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／
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に
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る

家
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え
る

０ ～ ３ 歳 (300)

４ ～ ６ 歳 (216)

７ ～ ９ 歳 (256)

10～12歳 (295)

０ ～ ３ 歳 (338)

４ ～ ６ 歳 (226)

７ ～ ９ 歳 (230)

10～12歳 (210)

０ ～ ３ 歳 (397)

４ ～ ６ 歳 (224)

７ ～ ９ 歳 (186)

10～12歳 (193)

０ ～ ３ 歳 (275)

４ ～ ６ 歳 (260)

７ ～ ９ 歳 (227)

10～12歳 (238)

０ ～ ３ 歳 (368)

４ ～ ６ 歳 (247)

７ ～ ９ 歳 (251)

10～12歳 (186)

０ ～ ３ 歳 (323)

４ ～ ６ 歳 (287)

７ ～ ９ 歳 (254)

10～12歳 (249)
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ス
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日
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国
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リ
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81.3

86.6
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67.5

86.0

86.1

68.8

34.2

87.3

79.2

58.2

34.6

80.3
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28.5
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73.5
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93.8
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68.3

44.8

89.9

65.0
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66.4
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8.0
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69.6
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43.5
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5.8
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65.1

57.5
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45.0
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2.5
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69.6

29.5
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42.7

77.5

79.4

33.5

60.4

55.1

61.8

89.7

93.9

92.8

81.7

81.8

57.9

31.5

3.2

97.0

94.7

86.1

57.0

11.7

3.6

1.6

1.6

84.0

65.2

41.8

12.9

7.1

70.4

82.5

78.0

31.0

45.7

43.8

40.3

74.0

79.4

74.4

75.1

82.4

64.5

28.0

7.6

94.1

86.4

56.7

35.7

39.9

18.5

11.4

2.8

87.3

77.4

46.5

16.5

-

7.7

75.6

83.1

26.3

40.4

41.3

41.0

（％）

 

（出典：日本女子社会教育会，1996：p.51より） 

 

韓国の 33％に次ぐ割合となっている。逆に韓国はどの年齢でも若干減少している。早期教

育の熱がやや冷めたというところであろうか。 

日本、アメリカ、スウェーデンは 10年間であまり大きな変化はない。 
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（４）平均回答項目数 

平均回答項目数を見ると、タイ（8.74）、日本（8.51）、韓国（8.47）、スウェーデン（8.46）、

アメリカ（8.31）、フランス（6.99）の順となっており、タイの親がもっとも多様な行動を通

して子どもと接している。もっとも項目が少ないのはフランスの父親の 6.39項目である。 

表Ⅱ－２－５は 1994年調査のデータである。このときに 6.70項目と、もっとも項目数が

少なかった日本の父親は、今回調査で 7.38 まで項目数を増やした。日本の母親の項目数も

8.46 から 9.36 へと増えており、両親ともに行動の多様さが増したとみることができる。韓

国でもほぼ同様の傾向がみられる。 

10年前と比べると、日本、韓国、タイ、アメリカ、スウェーデンともに平均回答項目が 

増えているが、10年前には項目数が最も少ない国であったタイの変化が大きい。両親間の項

目数の差が大きいのは日本と韓国で、10年間に変化はない。 
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表Ⅱ－２－４ 子どもとの接触内容の平均回答項目数 

 〔全体、親の性別〕 

（項目）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

全 体 8.51        8.47        8.74 8.31        6.99        8.46        

父 親 7.38        7.48        8.41 7.59        6.39        8.02        

母 親 9.36        9.47        9.07 8.98        7.50        8.77        

*平均回答項目数は、「無回答」を除いた数を標本数で割ったもの  

 

表Ⅱ－２－５ ［1994 年］子どもとの接触内容の平均回答項目数 

 〔全体、親の性別〕 

（項目）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ イギリス スウェーデン

全 体 7.63        7.75        7.52 8.57        8.23        7.74        

父 親 6.70        6.79        7.07 8.20        7.69        7.18        

母 親 8.46        8.64        7.97 8.89        8.75        8.36        

*平均回答項目数は、「無回答」を除いた数を標本数で割ったもの  
（出典：日本女子社会教育会，1996：p.50より） 
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２．親子の接触時間（問５） 

 

問５ 

あなたは●●さんと、ふだん１日にどのくらい、一緒に過ごしていますか。平日に

ついてお答えください。ただし、寝ている時間は除いてお答えください。 

 

平均    時間    分くらい 

 

 

平日、一日にどれくらい子どもと一緒に過ごしているかを尋ねた。 

 

（１）接触時間 

子どもと一緒に過ごす時間（寝ている時間は除く）の平均は、日本では 5.63時間と６ヶ国

の平均 5.52 時間を上回っている。最も時間が長いのはタイの 6.49 時間、次いでアメリカが

5.90時間、スウェーデンが 5.31時間、韓国 4.96時間であり、最も短いのがフランスの 4.82

時間であった。 

 

（２）両親間の差 

表Ⅱ－２－６から父親と母親の接触時間の違いを見ると、日本では、父親の平均が 3.08

時間、母親が 7.57時間と、その差は 4.49時間と６ヶ国中最も大きい。次いで韓国では 4.35

時間、アメリカでは 2.50時間の差が見られる。残る３ヶ国はいずれも２時間未満の差である。 

1994 年調査の結果（表Ⅱ－２－７）と比較する。日本では父親が子どもと過ごす時間は

3.32 から 3.08 と減り、両親間の格差は 4.12 から 4.49 へと、やや広がっている。韓国の父

親は 3.62 から 2.78 に減ったが両親間の格差は 4.78 から 4.35 へと縮まっている。この違い

はどこから生まれるのであろうか。タイと韓国では母親の接触時間が約 1時間減少した。ス

ウェーデンでは父親が増え、母親が減り、差は 2.85 から 1.20 へと縮まっている。アメリカ

ではあまり大きな変化は見られない。 
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表Ⅱ－２－６ 子どもと一緒に過ごす時間（平均） 

〔親の性別〕 

（時間）

父　親 母　親
　母親と父親
　の差

日 本 3.08 7.57 4.49

韓 国 2.78 7.13 4.35

タ イ 5.89 7.09 1.21

ア メ リ カ 4.60 7.10 2.50

フ ラ ン ス 3.79 5.71 1.92

スウェーデン 4.61 5.81 1.20
 

 

表Ⅱ－２－７ ［1994 年］ 子どもと一緒に過ごす時間（平均） 

〔親の性別〕 

（時間）

父　親 母　親
　母親と父親
　の差

日 本 3.32 7.44 4.12

韓 国 3.62 8.40 4.78

タ イ 6.00 8.06 2.06

ア メ リ カ 4.88 7.57 2.69

イ ギ リ ス 4.75 7.52 2.77

スウェーデン 3.64 6.49 2.85
 

（出典：日本女子社会教育会，1996：p.46より） 
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表Ⅱ－２－８ 子どもと一緒に過ごす時間（平均） 

［親の性別・子どもの年齢別、母親の就労の有無別］          （時間） 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

0 ～ 3 歳 3.73        3.34        7.09 5.24        4.14        6.18        

4 ～ 6 歳 3.30        2.67        5.72 4.41        3.61        4.46        

7 ～ 9 歳 2.67        2.64        5.31 4.34        3.79        3.85        

10 ～ 12 歳 2.58        2.51        5.06 4.38        3.62        3.72        

0 ～ 3 歳 10.91        10.83        10.27 9.52        7.46        8.11        

4 ～ 6 歳 7.50        6.66        6.55 7.72        5.94        5.65        

7 ～ 9 歳 5.92        5.07        5.39 5.90        4.87        4.94        

10 ～ 12 歳 5.37        4.22        5.47 5.54        4.70        4.44        

父
　
　
　
親

母
　
　
 
親

 
 

（３）子どもの年齢による違い 

表Ⅱ－２－８から、子どもの年齢による違いを見ると、各国とも年齢が小さいときは母親

の接触時間が非常に長いが、年齢が上がるにつれて短くなる。父親の接触時間は母親と同様

に、各国とも子どもの年齢が上がるにつれて短くなっているが、日本、韓国、アメリカ、フ

ランスでは、年齢による時間差が小さいのに対し、タイとスウェーデンでは相対的に大きい。

タイとスウェーデンの父親が子どもの成長に合わせた時間調整をしている可能性がある。 

ところで、1994年調査のデータ（表Ⅱ－２－９）では、日本の父親の接触時間は子どもの

年齢による差はほとんどなかったが、今回の調査結果では、わずかではあるにせよ、差が大

きくなってきている。一方、スウェーデンの場合、10年前にも子どもの成長にあわせた時間

の変化は見られたが、今回の調査結果では、さらにその傾向が強まっている。 
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表Ⅱ－２－９ ［1994 年］ 子どもと一緒に過ごす時間（平均） 

［親の性別・子どもの年齢別、母親の就労の有無別］          （時間） 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ イギリス スウェーデン

0 ～ 3 歳 3.80        4.12        7.17 5.35        6.45        4.20        

4 ～ 6 歳 3.40        3.65        5.99 5.06        4.12        3.74        

7 ～ 9 歳 3.02        3.50        5.08 4.45        3.58        3.43        

10 ～ 12 歳 3.07        2.93        4.83 4.55        3.59        3.10        

0 ～ 3 歳 11.61        11.66        10.45 9.96        11.40        9.02        

4 ～ 6 歳 7.40        9.20        7.35 8.21        6.65        6.23        

7 ～ 9 歳 5.53        5.87        5.85 5.90        4.98        4.92        

10 ～ 12 歳 4.90        4.72        5.30 5.74        4.94        4.79        

父
　
　
　
親

母
　
　
　
親

 

（出典：日本女子社会教育会，1996：p.47より） 

 

（４）母親の就労の有無別の時間差 

表Ⅱ－２－10 は、母親の就労の有無別に時間差（無職－有職）を一覧にしたものである。

表Ⅱ－２－11は 1994 年調査の結果である。両者を比べてみると、日本、韓国では依然とし

て有職者と無職者との差が大きく３時間以上となっているが、タイとスウェーデンでは２時

間未満に減少した。 

 

表Ⅱ－２－10 母親が子どもと一緒に過ごす時間の差 ［母親の就労の有無別］ 

日  本 韓  国 タ  イ アメリカ フランス スウェーデン

無職の母親 9.30 8.31 8.39 8.58 6.85 6.96

有職の母親 5.61 5.04 6.42 6.41 5.14 5.40

時間差 3.69 3.28 1.96 2.17 1.71 1.56  
 

表Ⅱ－２－11 ［1994 年］ 母親が子どもと一緒に過ごす時間の差 ［母親の就労の有無別］ 

日  本 韓  国 タ  イ アメリカ イギリス スウェーデン

無職の母親 9.52 9.05 10.21 9.22 8.23 8.35

有職の母親 5.46 5.94 7.15 6.68 6.80 5.92

時間差 4.06 3.11 3.06 2.54 1.43 2.43  
（出典：日本女子社会教育会，1996：p.47より） 
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３．家族の共同行動（問６） 

 

問６  

最近、一緒に住んでいる家族がそろって、次のようなことを週何回くらいしました

か。 

ａ 家族で夕食をとる      週    回 

ｂ 家族で余暇を過ごす     週    回 

 

  

まず、「ａ 家族で夕食をとる」に関しては、タイの週に 6.3回と最も頻度が高く、次いで

フランスの 6.2 回、アメリカの 5.5 回、スウェーデンの 5.4 回、となり、日本は最下位の韓

国（4.1回）をかろうじて上回って５位（4.4回）であった（図Ⅱ－２－３）。 

「ｂ 家族で余暇を過ごす」に関しては、日本は同様に、最下位の韓国（1.3 回）をやや

上回って５位（2.5 回）であった。タイが週 5.8 回と最も頻度が高く、アメリカとスウェー

デンが 5.5回、フランス 4.8回であり、これらと比較すると日本と韓国の頻度はかなり低い。

家族そろっての食事や余暇を楽しまない傾向が東アジアの２ヶ国に共通して見られた（図Ⅱ

－２－４）。 

各国とも、両親や子どもの性、子どもの年齢層によって際立った差は見られない。 
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図Ⅱ－２－３ 家族がそろってすること 

＜ａ 家族で夕食をとる＞ 

平　均

日 本 4.4回

韓 国  4.1

タ イ  6.3

ア メ リ カ  5.5

フ ラ ン ス  6.2

スウェーデン  5.4
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20.7

16.6
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9.8

13.8

9.0

7.0

7.9

11.2

7.4

8.3

6.5

11.4

17.3

8.5

12.6

7.0

7.4

4.2

6.7

39.6

25.6

83.8

50.8

73.1

53.1

3.7

2.2 3.4

-

0.1

1.3

-

0.5

0.1

週１回

（％）

週２回 週３回 週４回 週６回 週７回 無回答

週０回 週５回

2.8  1.6  2.8  3.9  2.2  2.4  0.5

3.0  1.1  3.9

3.5  0.7  3.1  2.1  3.5

3.7  3.5  

 

図Ⅱ－２－４ 家族がそろってすること 

＜ｂ 家族で余暇を過ごす＞ 

平　均

日 本 2.5回

韓 国  1.3

タ イ  5.8

ア メ リ カ  5.5

フ ラ ン ス  4.8

スウェーデン  5.5

32.2

51.8

34.7

16.2

8.9

5.3

8.6

6.5
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6.7

13.4

8.7

10.2

5.1

15.4
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7.0

16.8 13.3 7.3

3.8
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0.1
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-
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-

週１回

（％）

週２回 週３回

週７回

無回答週０回

週４回

1.5  3.7          3.8  2.7  2.7  0.2

1.4  1.5

2.1  3.6

週５回 週６回

3.2  1.1  0.6  1.0  2.4

2.3  1.2  0.7
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４．父母の子育て役割分担（問７） 

 

 

問７［カード３］ 

●●さんに対して次のことがらをしている人は、主にあなたですか、主に配偶者／

パートナーですか、それとも両方ですか。次にあげるそれぞれについて、お答えく

ださい。 

 

 主
に
自
分 

主
に
配
偶
者 

／
パ
ー
ト
ナ
ー 

両 
 

方 

し
て
い
な
い 

／
必
要
な
い 

ａ 食事の世話をする 1 2 3 4 

ｂ しつけをする 1 2 3 4 

ｃ 幼稚園や学校の保護者会に出かける 1 2 3 4 

ｄ 生活費を負担する 1 2 3 4 

 
 

子育てに関する夫婦間の役割分担について４項目をあげ、父親と母親がそれぞれどのよう

に分担しているのか「主に自分」「主に配偶者･パートナー」「両方」「していない／必要ない」

の４つのカテゴリーで尋ねた。 

以下の図は（図Ⅱ－２－５～図Ⅱ－２－20）、それぞれの項目について、父親の回答で「主

に自分」は「主に父親がする」に、「主に配偶者／パートナー」は「主に母親がする」として、

また、母親の回答で「主に自分」は「主に母親がする」に、「主に配偶者･パートナー」は「主

に父親がする」として再集計したものである。また、表Ⅱ－２－12～表Ⅱ－２－15、は、答

えた人が父親であるか母親であるかが明確になるように作成したものである。 

 

（１）各項目の分析 

ａ．食事の世話をする 

図Ⅱ－２－５からわかるように、日本では「主に母親がする」という答えの割合がもっと

も多く、86％におよぶ。次いでフランスの 71％、韓国の 65％、タイの 65％、アメリカの 64％

の順で減り、最も少ないスウェーデンは 53％であった。スウェーデンでは、「両方でする」

という答えも 30％と他の国に比べて多いが、「主に父親がする」という答えも 16％と他の国
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を引き離して著しく多い。「主に父親がする」も「両方」も日本は最下位である。 

1994年（図Ⅱ－２－６）と比較すると、スウェーデンの「主に父親がする」の割合が 6％

から 16％へと 10％増えた。韓国の「していない／必要ない」が 25％から 14%へと約 10％

減った。この回答割合の大きさは韓国に特徴的なものであるが、10％の減少をどう解釈すべ

きだろうか。 

 

図Ⅱ－２－５ 父母の子育て役割分担 

＜a 食事の世話をする＞ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

5.6

8.0

6.5

6.6

16.0

7.6

14.8

19.6

28.3

20.4

29.6

85.9

65.1

64.6

63.8

70.9

53.4

13.6

4.8

2.5

主に父親がする

両方でする
していない
・必要ない

（％）
主に母親がする 無回答

2.0 0.7 0.5

 - 1.1  0.3

1.5  -

0.7  0.1

0.5 0.4

3.0  -

その他

 

 

図Ⅱ－２－６ ［1994 年］ 父母の子育て役割分担  

＜a 食事の世話をする＞  

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

イ ギ リ ス

スウェーデン

4.9

9.0

9.5

5.7

5.7

6.7

12.0

12.0

24.9

19.3

25.7

88.3

58.0

65.3

63.9

74.4

67.4

25.2

10.9

2.7

-

-

-

2.8

主に父親がする

両方でする
していない
・必要ない

（％）

主に母親がする

1.9  0.3  0.1

0.7  0.9  0.1

0.3  0.2  0.1

0.6  0.4  0.2

その他

無回答

 

（出典：日本女子社会教育会，1996：p.53より） 
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表Ⅱ－２－12を見ると、日本、フランスでは 8割以上の母親が「食事の世話」の主たる担

い手は自分であると答えていることがわかる。残る４ヶ国でも、母親の 70％前後は自分が主

たる担い手であると答えている。「主に配偶者・パートナー」と答えた母親の割合は、スウェ

ーデンの 5％を除いていずれの国でも 5％未満である。子どもの食事の世話は母親が中心的

に担っているという考えが、どこの国の母親にも強く保持されている。 

また、「両方」という回答には、両親間に格差がある。すなわち、６ヶ国とも、「両方」と

答えた父親の割合が母親の割合を上回っている。父親の方が、「手伝っている」「協力してい

る」という意識を持っていても、母親はあまりそれを評価していないということであろうか。

韓国とタイでは、「両方」と答える父親が約 20％あり、日本に比べて育児に参加していると

いう父親の意識が高いものと推定されるが、母親の答えと合計すると低くなる。 

欧米では、フランス、アメリカ、スウェーデンの順に、両親とも「両方でする」と答える

人の割合が増加する。父親自身の参加意識も、それに対する母親の側の評価もともにアジア

諸国に比べて高いことがわかる。 

 

表Ⅱ－２－12 父母の子育て役割分担［親の性別］ 

＜ａ 食事の世話をする＞                         （％） 

父親 母親 父親 母親 父親 母親 父親 母親 父親 母親 父親 母親

主に自分 3.9 88.5 6.7 71.2 12.7 77.8 10.3 74.9 11.6 81.9 31.4 67.3

主に配偶者・
パートナー

82.4 1.4 59.1 4.6 51.1 3.4 51.7 3.1 58.4 2.2 33.6 5.1

両方 9.8 5.9 19.0 10.5 29.1 10.3 37.2 20.1 27.7 14.0 33.8 26.7

していない 3.0 2.8 14.4 12.7 5.3 4.4 - - 0.6 0.6 0.2 0.2

フランス スウェーデン日本 韓国 タイ アメリカ

 

 

さらに、図Ⅱ－２－７から、共働きの有無別に父親の分担率を見ると、日本は共働きの有

無に関わらず父親の分担率が低い。韓国、タイ、アメリカ、フランスの４ヶ国では、共働き

であれば分担率も増える。スウェーデンの場合は共働きであろうとなかろうと父親の分担率

は 40％を越えている。 

1994年（図Ⅱ－２－８）と比較すると、日本の状況にほとんど変わりはない。日本とスウ

ェーデン以外の国では共働きの有無による差が大きくなり、共働きであればあるほど父親が

よく分担するという傾向が強まっている。 
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図Ⅱ－２－７ 父母の子育て役割分担［共働きの有無別］ 

＜a 食事の世話をする＞ 
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日　本 韓　国 タ　イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン
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）

 
 

 

図Ⅱ－２－８ ［1994 年］父母の子育て役割分担［共働きの有無別］ 

＜a 食事の世話をする＞ 
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（出典：日本女子社会教育会，1996：p.53より） 
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ｂ．しつけをする 

しつけに関しては、「食事の世話」と比べると、いずれの国でも「両方」と答える人の割合

が高く、父親の分担率が高い（図Ⅱ－２－９）。1994 年（図Ⅱ－２－10）と比べると、韓国

の変化が著しい。父親の分担率が 20％増えて、その分「主に母親がする」の割合が減ってい

る。 

図Ⅱ－２－９ 父母の子育て役割分担 

＜b しつけをする＞ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

4.2

8.1

7.8

11.8

9.2

7.6

49.2

54.7

40.3

54.5

63.3

72.9

43.4

32.4

40.6

28.9

24.8

18.4

4.2

8.3

主に父親がする

両方でする
していない
・必要ない

（％）
主に母親がする

その他

2.3  0.7 0.2

3.2  1.1 0.5

1.2 1.5  -

0.4  0.7 -

無回答

   0.5 0.1

  3.0  -

 

図Ⅱ－２－10［1994 年］父母の子育て役割分担 

＜b しつけをする＞ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

イ ギ リ ス

スウェーデン

3.5

5.8

8.8

11.5

11.5

2.6

48.1

37.5

36.7

56.3

53.0

73.3

46.6

50.5

35.9

28.7

31.2

23.3

6.2

17.6

-

-

1.0

-

主に父親がする

両方でする
していない
・必要ない

（％）
主に母親がする

その他

1.4  0.3  0.2

2.3  0.4  0.8

4.0  0.2  0.1

0.7  -  0.1

無回答

 
（出典：日本女子社会教育会，1996：p.54より） 
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タイでは 63％の母親が「主に自分」と答えているのに対し、父親は「両方」と考える割合

が 57％もあり、両者にはかなりの温度差がある（表Ⅱ－２－13）。また、しつけを「してい

ない」と答える親が両親とも 10％弱存在するのも興味深い。学校への期待、または安心感の

反映だろうか。あるいは、「命令できない」という子ども観の反映だろうか。問 16との関連

を見る必要もあると考えられる。 

タイほど顕著ではないにしろ、いずれの国でも、母親自身が「主に自分」と考えていても、

父親は「両方」でやっていると考える傾向がある。特に欧米の国ではそうである。日本と韓

国では、「しつけは母親がするもの」という考え方が夫婦ともに共有されてきたのであろう。

タイの父親はどちらかといえば欧米型、母親は日本・韓国に近い。 

 

表Ⅱ－２－13 父母の子育て役割分担［親の性別］ 

＜ｂ しつけをする＞                        （％） 

父親 母親 父親 母親 父親 母親 父親 母親 父親 母親 父親 母親

主に自分 4.6 48.2 5.1 36.0 13.5 62.6 17.8 43.1 14.4 37.8 17.0 27.9

主に配偶者・
パートナー

37.2 4.0 28.9 11.1 18.2 2.2 13.4 6.3 9.9 4.7 5.0 1.0

両方 55.3 44.5 60.5 48.9 57.4 23.6 64.2 45.6 72.1 55.7 77.3 69.8

していない 2.3 2.3 5.1 3.2 9.1 7.5 3.6 2.9 1.9 0.6 - 0.7

フランス スウェーデン日本 韓国 タイ アメリカ

 

 

変化のない日本と違って、韓国ではこの 10 年に大きな変化があったようだが、違いはど

こにあるのだろうか。 
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 図Ⅱ－２－11から、共働きの有無別に父親の分担率を見ると、スウェーデン以外の５ヶ国

では共働きである方が父親の分担率が高い。そのスウェーデンでも 10 年前には 10％近くの

差があった（図Ⅱ－２－12）。 

 

図Ⅱ－２－11 父母の子育て役割分担［共働きの有無別］ 

＜b しつけをする＞ 
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図Ⅱ－２－12［1994 年］父母の子育て役割分担［共働きの有無別］ 

＜b しつけをする＞ 
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（出典：日本女子社会教育会，1996：p.55より） 
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ｃ．幼稚園や学校の保護者会に出かける 

幼稚園や学校の保護者会に関しては、相対的に欧米で両親間の協力度が高いのに対し、日

本・韓国では母親任せという傾向がある（図Ⅱ－２－13）。他の４ヶ国では、他の項目と同様

に父親の自己認識と母親の自己認識の間に大きなずれが見られる（表Ⅱ－２－14）。いずれの

国でも母親が「主に自分」と答えている割合に比べて、父親が「主に配偶者・パートナー」

と答える割合は低く、「自分が主」または「両方」と答える傾向がみられる。 

スウェーデンでは 1割程度が「していない」と答えているのに対し、他の５ヶ国では 2割

近くかそれ以上の人が「していない」と答えている。特に韓国では「していない」と答えた

人の割合が 29％にものぼる。 

 
図Ⅱ－２－13 父母の子育て役割分担 

＜ｃ 幼稚園や学校の保護者会に出かける＞ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

16.0

5.3

6.5

9.8

9.4

5.4

13.8

30.3

20.4

44.8

65.8

61.9

41.5

37.6

52.3

34.2

20.8

29.0

25.7

19.1

10.2

2.6

2.6

22.8

主に父親がする

両方でする
していない
・必要ない

（％）
主に母親がする

その他

無回答

0.7  0.7

0.5  0.6

3.0  -

1.1 2.9

1.5  0.2

0.7  0.2

 
表Ⅱ－２－14 父母の子育て役割分担［親の性別］ 
＜ｃ 幼稚園や学校の保護者会に出かける＞          （％） 

父親 母親 父親 母親 父親 母親 父親 母親 父親 母親 父親 母親

主に自分 4.1 68.5 2.8 62.6 25.9 54.7 9.0 47.9 9.9 62.2 20.6 46.6

主に配偶者・
パートナー

62.3 1.4 61.3 2.4 28.1 6.3 26.4 1.9 41.0 3.6 16.5 2.3

両方 11.6 7.7 7.5 3.2 18.8 8.9 36.0 25.1 26.8 14.8 50.1 41.1

していない 21.0 20.7 27.5 30.6 25.5 25.9 25.5 20.3 20.2 18.1 11.8 9.1

フランス スウェーデン日本 韓国 タイ アメリカ
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共働きの有無別に父親の分担率を見ると、いずれの国でも共働きの世帯の方が分担率が高

いが、日本と韓国では共働きの有無に関わらず分担率が低い（図Ⅱ－２－14）。 

 なお、この項目については 1994年調査では調査していない。 

 

 

図Ⅱ－２－14 父母の子育て役割分担［共働きの有無別］ 

＜ｃ 幼稚園や学校の保護者会に出かける＞ 
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ｄ．生活費を負担する 

図Ⅱ－２－15と図Ⅱ－２－16から、生活費については、日本、韓国では 10年前と変わら

ず 70％以上が「主に父親がする」と答えているのに対し、その他の国々では両親ともに負担

している度合いが大きいことがわかった。1994 年調査と比べると、日本は「主に父親」が

72％から 74％とほぼ同じ、韓国では 78％から 71％へと減少している。タイではいずれの項

目も大きく変化している。「主に父親」が 23％から 40％と増える一方、「主に母親」が 25％

から 7％へと減少した。「両方」という回答が 29％から 48％へと増え、欧米型に近づいてい

る。 
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図Ⅱ－２－15 父母の子育て役割分担 

＜d 生活費を負担する＞ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

74.1
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40.1
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していない・必要ない
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主に母親がする

1.4  0.7  0.4

- 0.5  -

2.2 3.0  -

0.4  1.1 0.9

0.2  1.5 0.1

0.2  0.7 -

その他 無回答

 

 

図Ⅱ－２－16 ［1994 年］父母の子育て役割分担 

＜d 生活費を負担する＞ 
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17.7

14.4

12.8

5.4

21.7

5.7

主に父親がする 両方でする

していない・必要ない

（％）

主に母親がする

その他　　無回答

 0.2  0.7

2.1  -  -

-  1.5

2.7  0.7  0.7

0.4  0.3

1.8  0.2  0.2

 

（出典：日本女子社会教育会，1996：p.62より） 
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表Ⅱ－２－15を見ると、日本、タイ、アメリカ、フランス、スウェーデンでは、母親自身

が「主に自分」と答える割合よりも父親が「主に配偶者・パートナー」と答える割合が低く、

「両方」と答える父親の割合が母親を上回っている。韓国はこれとは反対の傾向があり、母

親自身が「主に自分」と答える割合よりも父親が「主に配偶者・パートナー」と答える割合

が高い。 

生活費の負担における両親間の協力関係が最も顕著に見られるのはスウェーデンである。

父親、母親ともに「自分が主たる担い手である」と意識する人が約 2 割存在し、「両方」と

答えた人が両親のそれぞれ 6割以上にいたる。 

 

表Ⅱ－２－15 父母の子育て役割分担 ［親の性別］ 

＜ｄ 生活費を負担する＞                      （％） 

父親 母親 父親 母親 父親 母親 父親 母親 父親 母親 父親 母親

主に自分 77.2 8.0 69.0 1.8 39.4 9.7 47.1 23.8 35.0 22.1 23.2 24.5

主に配偶者・
パートナー

2.5 71.8 5.9 72.8 3.6 40.8 5.9 37.4 4.9 28.4 6.1 8.1

両方 18.7 17.0 24.7 24.9 53.1 43.0 45.8 35.4 58.4 47.7 70.0 66.3

していない 1.1 1.6 - - 2.0 2.4 - 0.8 - 0.4 - 0.3

フランス スウェーデン日本 韓国 タイ アメリカ
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共働きの有無による父親の分担率の違いは、いずれの国でもほとんどない（図Ⅱ－２－17

および図Ⅱ－２－18）。タイでは 10年前には有無に関わらず父親の分担率が 53％と、他の国

に比べて 40％も低かったが今回の調査では 90％を越えて他の国に肩を並べている。 
 

図Ⅱ－２－17 父親の子育て役割分担［共働きの有無別］ 
＜d 生活費を負担する＞ 
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図Ⅱ－２－18 ［1994 年］ 父親の子育て役割分担［共働きの有無別］ 
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（出典：日本女子社会教育会，1996：p.63より） 
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（２）父親の子育て分担 

図Ⅱ－２－19では、父親の子育て分担について、「主に父親」と「両方」の割合を合わせ、

各国の状況をまとめた。 

父親の分担率の高いものは「生活費を負担する」と「しつけをする」である。スウェーデ

ンでは、最下位の「生活費を負担する」以外の項目はいずれも１位である。ここに夫婦間の

子育て分担が最も平等に近い姿が見てとれるのではないか。 

 

 

図Ⅱ－２－１９ 父親の子育て役割分担 

（「主に父親がする」と「両方でする」の割合の合計） 

　ａ）食事の世話を
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図Ⅱ－２－20は 1994年のデータである。1994年調査と比較をすると、生活費負担におけ

るタイの位置が上方に移動して他の国との差がなくなったのが、特に目立つ。 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－２－20 ［1994 年］ 父親の子育て役割分担 

（「主に父親がする」と「両方でする」の割合の合計） 
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（出典：日本女子社会教育会，1996：p.64より） 
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まとめ 

依然として母親任せの日本の子育ての実態が浮彫りになった。日本の父親は韓国の父親に

次いで子どもとの接触時間が短い。この２ヶ国には、家族そろっての食事や余暇を楽しまな

い傾向もみられた。 

欧米の３ヶ国では、日本・韓国に比べて両親間の子育て役割分担が緩やかであるが、６ヶ

国とも子どもの世話は母親中心に行われている。 

10年前と比べて、６ヶ国とも接触行動の多様性が増した。 

日本と韓国の父親は相変わらず子どもと接触する時間が短いが、韓国では母親との格差は

縮まり、父親の子育て分担率で子どものしつけは上昇している。 

就労の有無別に母親が子どもと接触する時間を見ると、日本、韓国では有職者と無職者と

の差が大きく３時間以上の開きがあるが、タイとスウェーデンでは２時間未満である。 

ほとんどの場合、共働きの家族では、父親が子育て役割をより多く分担している。専業主

婦・主夫家族では父親の分担は少ない。日本とスウェーデンでは、共働き家族、専業主婦・

主夫家族間での父親の分担に関する格差が小さいが、日本はどちらにしても分担率が低い、

スウェーデンはどちらにしても分担率が高いという傾向が見られる。 

フランスの父親は子どもと接触する時間も短く、子どもとする行動の多様性も小さいが、

母親にも同様の傾向が見られるため両親間の格差はそれほど大きくない。 

父親の接触時間は母親と同様に、各国とも子どもの年齢があがるにつれて短くなっている

が、日本、韓国、アメリカ、フランスでは、年齢による時間差が小さいのに対し、タイとス

ウェーデンでは相対的に大きい。タイとスウェーデンの父親が子どもの成長に合わせた時間

調整をしている可能性がある。 

この 10年間でスウェーデンの両親間の子育て分担がより平等になった。 

10年間のタイの変化が著しい。特に早期からの教育熱の上昇と生活費の夫婦間の分担状況

に変化が見られる。 

 

（江藤 双恵） 
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第３章 子どものしつけと子どもへの期待 

 

１．子どものしつけ 

（１）５歳のときに１人でできると思うもの（問 16ａ） 

 

 

問 16ａ〔カード 13〕 

（●●さんが６歳以上の場合）●●さんが５歳の時、次のようなことを１人ででき

ましたか。できたものをいくつでもあげてください。（Ｍ.Ａ.） 

（●●さんが５歳以下の場合）６歳までの間に次のようなことを 1人でできると思

いますか。できると思うものをいくつでもあげてください。（Ｍ.Ａ.） 

 

1 行儀よく食事ができる 

2 日常のあいさつができる 

3 身体を清潔に保つことができる（顔を洗う、歯を磨くなど） 

4 遊んだ後の片づけができる 

 

 

子どものしつけに関して基本的な生活習慣が５歳のときに１人でできたか、あるいは６歳

までに１人でできるかを、４項目あげて尋ねた。 

４項目のうちもっとも「１人できる」と考えられているのは「日常のあいさつができる」

で、どの国でも 80％以上の親が「日常のあいさつができる」と答えている。これは前回調査

と比べても同じ傾向である。 

「行儀よく食事ができる」は日本と韓国が 70％台であるのに対して、他の国では 90％台

と、日本と韓国は低い数字にとどまっている。この傾向も前回調査とほとんど同様でこの 10

年に変化が見られない。 

「身体を清潔に保つことができる」については、タイが最も高く 90％を超え、次いでアメ

リカ、スウェーデンが 80％を超えている。日本は 78%でタイ、アメリカ、スウェーデンほ

ど高くはないが、前回の 65%から 10ポイント以上増加している。 

 「遊んだ後の片づけができる」はタイ、アメリカが 80％を超え最も高く、日本、韓国、フ

ランス、スウェーデンは 60％台である。 

 全体を見るともっとも「１人でできる」と答えている国はタイで、「遊んだ後の片づけがで

きる」（82%）以外は 90％を超えている。どの項目も６ヶ国中第１位となっており、前回の

調査で１位であったアメリカを上回っている。 
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 日本で「日常のあいさつができる」「行儀よく食事ができる」は６ヶ国中最下位、「身体を

清潔に保つことができる」「遊んだ後の片づけができる」は６ヶ国中４位という結果になって

いる。総じて日本と韓国は「１人でできる」と考えられている割合が低い。 

 

図Ⅱ－３－１ 子どものしつけ ５歳のときに１人でできると思うもの（複数回答） 
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図Ⅱ－３－２ ［1994 年］ 子どものしつけ ５歳のときに１人でできると思うもの（複数回答） 
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（出典：日本女子教育会，1995：p.85より） 
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表Ⅱ－３－１ 子どものしつけ ５歳のときに１人でできると思うもの（複数回答） 

［子どもの性別、子どもの年齢別］                 （％） 

日常のあい 身体を清潔 遊んだ後の

さつができ に保つこと 片付けがで

る ができる きる

男 の 子 514 67.3 82.5 77.4 65.8 4.3

女 の 子 499 71.3 83.6 79.4 71.3 4.2

０ ～ ５歳 443 68.2 84.0 78.8 73.1 7.0

６～12歳 570 70.2 82.3 78.1 64.9 2.1

男 の 子 543 68.7 85.5 71.8 62.4 3.5

女 の 子 466 73.2 85.2 76.2 66.1 3.2

０ ～ ５歳 448 69.4 84.4 73.0 65.6 4.7

６～12歳 561 71.8 86.1 74.5 62.9 2.3

男 の 子 480 94.4 97.1 95.0 81.9 0.2

女 の 子 520 93.1 96.0 94.6 82.9 －

０ ～ ５歳 458 92.1 95.4 92.4 77.9 －

６～12歳 542 95.0 97.4 96.9 86.2 0.2

男 の 子 533 85.7 85.6 86.3 82.2 3.2

女 の 子 467 89.1 88.7 85.7 81.6 3.9

０ ～ ５歳 411 91.2 90.5 92.0 88.8 2.7

６～12歳 589 84.6 84.6 81.8 77.1 4.1

男 の 子 522 89.7 93.1 74.5 68.0 2.9

女 の 子 479 90.0 91.4 76.0 66.2 4.2

０ ～ ５歳 421 90.7 93.8 80.0 75.5 2.4

６～12歳 580 89.1 91.2 71.7 61.0 4.3

男 の 子 537 89.4 90.3 82.9 69.6 2.2

女 の 子 489 89.8 90.6 87.1 68.9 4.1

０ ～ ５歳 426 92.5 90.6 87.6 78.2 5.2

６～12歳 600 87.5 90.3 83.0 63.0 1.7

スェーデン

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

行儀よく食
　

事ができる
無 回 答

Ｎ

日 本

 
 

子どもの性別で比較すると、日本では、女の子は男の子に比べてどの項目についてもでき

ると考えられる割合が高い。他の５ヶ国ではこの男女差があまり見られない。これも前回の

調査と同様の結果である。 

子どもの年齢別に見ると、タイを除く５ヶ国が「遊んだ後の片付け」は０～５歳よりも６

～12歳のほうができると考える割合が低く、親が期待するほど現実はできないことを示して

いる。アメリカはすべての項目について０～５歳と６～12歳の差が大きく、いずれも親が期

待するほど現実はできないことを示している。タイはいずれの項目も０～５歳よりも６～12

歳のほうができると考える割合が高く、親が期待する以上に現実できることを示しており他

の５ヶ国と回答傾向が異なっている。韓国は期待と現実の差が少ない。 
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（２）15歳のときに１人でできると思うもの（問 16ｂ） 

 

問 16ｂ〔カード 14〕 

では、●●さんが 15 歳の時には、次のようなことを１人でできると思いますか。

できると思うものをいくつでもあげてください。（Ｍ.Ａ.） 

 

1 家族のための食事を作る 

2 身の回りの整理整頓をする 

3 時と場所に応じたマナーを守る 

4 働いて報酬を得る（手伝い、アルバイトを含む） 

 

 

自立のしつけについて、15歳の時に１人できると思うかを４つの項目をあげて尋ねた。 

「身の回りの整理整頓をする」「マナーを守る」ことができると思う親は６ヶ国とも 85％

以上で、ほとんどの子どもは「１人できる」と考えられている。 

 「家族のために食事を作る」はタイ（85%）、スウェーデン（84%）、アメリカ（78%）で

約 80％前後の親ができると思っているが、フランス（57%）、日本（55%）、韓国（39%）で

は低く、国によって差が生じている。この項目は前回と同じなので比較ができるが、日本で

は前回の 63%から 55%へと減少している。 

「働いて報酬を得る」も国によって差が現れた項目である。最もできると答える親が多い

のはアメリカ（81%）で、群を抜いている。スウェーデン（49%）、タイ （43%）、フランス

（34%）、日本（15%）と続き、韓国（7%）では 10％に満たない。アメリカでは 15 歳の時

に「働いて報酬を得る」ことが「できる」と考えられているが、韓国ではほとんど考えられ

ていない。 

 総じて日本、韓国の 15歳のときに「１人でできる」と考えられる割合は低い傾向にある。 
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図Ⅱ－３－３ 子どものしつけ 15 歳のときに１人でできると思うもの （複数回答） 
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（1994年調査グラフ出典：日本女子教育会,1996：p.88より） 
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子どもの性別で見ると、６ヶ国ともほとんどの子どもはできると期待されている「身の回

りの整理整頓をする」「マナーを守る」については男女の差がほとんど見られない。 

「家族のために食事を作る」はどの国でも女の子への期待が大きいが、その差がもっとも

大きいのは日本で 28ポイントと他の国を大きく上回っている（韓国 17ポイント、タイ 5ポ

イント、アメリカ 12ポイント、フランス 16ポイント、スウェーデン 7ポイント）。 

「家族のために食事を作る」ことができる男の子に着目すると、もっとも「できる」と考

えられているのはタイ（82%）とスウェーデン（81%）で、アメリカがそれに続く （73%）。

フランス（49%）、日本（41%）、韓国（31%）は「家族のために食事を作る」ことを「でき

る」と考えられている割合が少ない。 

前回の調査と比較すると日本では女の子（81%→69%）も男の子（48%→41%）も「家族

のために食事を作る」ことを「できる」と考えられなくなっている。 
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図Ⅱ－３－４ 子どものしつけ 15 歳のときにひとりでできると思うもの（複数回答） 

［子どもの性別］ 

                         ［1994 年調査］ 
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（1994年調査グラフ出典：日本女子教育会,1996：p.89より） 

 

（中野 洋恵） 
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２．子どもへの期待（問 17） 

 

 

問 17〔カード 15〕 

●●さんが 15歳くらいになった時、どのような子になって欲しいと期待しますか。 

次にあげる項目について、あなたがお子さんに期待する程度を、お答えください。 

 

 

 

 

強
く
期
待 

す
る 

少
し
期
待 

す
る 

あ
ま
り 

期
待
し
な
い

ま
っ
た
く 

期
待
し
な
い

ａ 学校でよい成績をとる 1 2 3 4 

ｂ 親のいうことを素直にきく 1 2 3 4 

ｃ 自分の意見をハッキリ述べる 1 2 3 4 

ｄ 他人と協調できる 1 2 3 4 

ｅ 自分の人生の目標を持つ 1 2 3 4 

ｆ 男の子は男らしく、女の子は女らしくする 1 2 3 4 

ｇ 困っている人を見たら助けてあげる  1 2 3 4 

ｈ リーダシップがとれる  1 2 3 4 

ｉ 他人との競争に勝てる  1 2 3 4 

 

 

子どもが 15 歳ぐらいになった時、どのような子どもになって欲しいと期待するかを 9 項

目をあげてたずねた。 

（１）国別の特徴 

① 日本 

日本の親が子どもが 15歳のときに強く期待することとしては、「自分の意見をハッキリ言

う」（69%）、「他人と協調できる」（68%）、「困っている人を助ける」（67%）、「自分の人生の

目標をもつ」（57%）が、上位４項目を占めている。一方、「学校でよい成績をとる」（12%）、

「他人との競争に勝てる」（12%）を「強く期待する」と回答した親は 1割程度であった。 

② 韓国 

韓国では、「自分の人生の目標をもつ」（64%）が最も割合が高く、次いで「自分の意見を

ハッキリ言う」（59%）、「他人と協調できる」（56%）、「リーダシップが取れる」（55%）であ

った。また、「強く期待する」ことが低い順位のものは「他人との競争に勝てる」（30%）「学

校でよい成績をとる」（22%）であった。 
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表Ⅱ－３－２ 子どもへの期待「強く期待する」の割合（％） 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

自分の意見を 自分の人生の 男らしく、 困っている人 親のいうことを 困っている人

ハッキリ言う 目標を持つ 女らしくする を助ける 素直にきく を助ける

69.3 64.2 59.5 79.6 80.1 80.6

他人と協調 自分の意見を 他人と協調 親のいうことを 自分の人生の 他人と協調

できる ハッキリ言う できる 素直にきく 目標を持つ できる

67.9 59.0 53.6 75.2 74.7 78.2

困っている人 他人と協調 親のいうことを 学校でよい 学校でよい 自分の人生の

を助ける できる 素直にきく 成績をとる 成績をとる 目標を持つ

67.3 55.8 52.5 72.7 70.1 74.2

自分の人生の リーダシップ 困っている人 他人と協調 他人と協調 自分の意見を

目標を持つ がとれる を助ける できる できる ハッキリ言う

56.6 54.9 43.8 72.1 64.2 70.9

男らしく、 困っている人 リーダシップ 自分の人生の 自分の意見を 親のいうことを

女らしくする を助ける がとれる 目標を持つ ハッキリ言う 素直にきく

35.1 54.6 38.9 69.8 54.3 59.6

親のいうことを 男らしく、 自分の人生の リーダシップ 困っている人 学校でよい

素直にきく 女らしくする 目標を持つ がとれる を助ける 成績をとる

29.6 46.7 38.6 65.6 48.8 45.9

リーダシップ 親のいうことを 自分の意見を 自分の意見を 男らしく、 リーダシップ

がとれる 素直にきく ハッキリ言う ハッキリ言う 女らしくする がとれる

21.4 36.6 35.2 65.0 39.2 21.7

学校でよい 他人との競争 学校でよい 男らしく、 他人との競争 男らしく、

成績をとる に勝てる 成績をとる 女らしくする に勝てる 女らしくする

11.9 29.5 28.9 62.2 36.1 11.5

他人との競争 学校でよい 他人との競争 他人との競争 リーダシップ 他人との競争

に勝てる 成績をとる に勝てる に勝てる がとれる に勝てる

11.5 21.5 21.6 43.8 33.6 8.4

第 ７ 位

第 ８ 位

第 ９ 位

第 ６ 位

第 ５ 位

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

第 ４ 位

 
 

③ タイ 

タイで「強く期待すること」としては、「男らしく、女らしくする」（60%）、「他人と協調

できる」（54%）、「親の言うことを素直にきく」（53%）、であり、日本と同じように「学校で

よい成績をとる」（29%）「他人との競争に勝てる」（22%）について「強く期待する」親は少

なかった。 

④ アメリカ 

アメリカはどの項目についても他の国と比較して期待度が高い傾向にあり、第１位は「困

っている人を助ける」（80%）、第２位は「親の言うことを素直に聞く」（75%）、第３位は「学

校でよい成績をとる」（73%）であった。日本、韓国、タイでは下位の項目であった「学校で

よい成績をとる」が第３位である。アメリカで下位の項目であったのは「男らしく、女らし

くする」（62%）「他人との競争に勝てる」（44%）であった。 

⑤ フランス 

フランスで期待されることとして順位が高いのは、「親の言うことを素直に聞く」（80%）、

「自分の人生の目標をもつ」（75%）「学校でよい成績をとる」（70%）であり、順位が低いの

が「他人との競争に勝てる」（36%）「リーダーシップが取れる」（34%）であった。アメリカ

と同様、日本、韓国、タイでは下位の項目であった「学校でよい成績をとる」が第３位であ

った。 
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⑥ スウェーデン 

スウェーデンでは、「困っている人を助ける」（81%）「他人と協調できる」（78%）「自分の

人生の目標をもつ」（74%）が「強く期待すること」の上位３つであり、「男らしく、女らし

くする」（12%）「他人との競争に勝てる」（8%）が下位２つである。 

 

（２）項目別の特徴 

次に９項目について項目別の特徴をみてみたい。 

 

ａ．学校でよい成績をとる 

国ごとの「強く期待する」項目ごとの順位として高い順に、アメリカとフランスの第３位、

スウェーデンの第６位、タイと日本の第８位、韓国の第９位である。 

「強く期待する」割合は、アメリカ（73%）、フランス（70%）、スウェーデン（46%）、タ

イ（29%）、韓国（22%）、日本（12%）であった。日本は「あまり期待しない」「まったく期

待しない」が 27%あり、タイ（21％）、韓国（11%）に比べて高く、スウェーデンでは 4％、

アメリカ、フランスでは 1％程度である。 

子どもの性別によって期待にやや差があったのが、アメリカと韓国であり、アメリカ、韓

国ともに女の子のほうが男の子よりやや「強く期待されている」傾向にある。 
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図Ⅱ－３－５ 子どもへの期待  

＜ａ 学校でよい成績をとる＞ 
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無回答
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0.8  -  -
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図Ⅱ－３－６ 子どもへの期待 ［子どもの性別］ 

 ＜ａ 学校でよい成績をとる＞ 「強く期待する」の割合％ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン
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ｂ．親のいうことを素直に聞く 

フランスの「強く期待する」項目の第１位であり、アメリカ第２位、タイ第３位である。

一方、韓国第７位、日本第６位、スウェーデン第５位であった。フランスでは「強く期待す

る」が 80％以上、「少し期待する」と合わせると 100%近い。アメリカでも「強く期待する」

は 75％以上、「少し期待する」と合わせると 100%近い。日本では「強く期待する」は 30％

程度、「あまり期待しない」「まったく期待しない」をあわせると 14%と、６ヶ国中最も期待

が低い。また、スウェーデンでは母親が父親より「強く期待する」傾向がある。 

子どもの性別による期待の差は各国ともほとんど見られなかった。 
 

図Ⅱ－３－７ 子どもへの期待 ＜ｂ 親のいうことを素直に聞く＞ 
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図Ⅱ－３－８ 子どもへの期待 ＜ｂ 親のいうことを素直に聞く＞ 

［子どもの性別］ 「強く期待する」の割合％ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン
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－103－ 

ｃ．自分の意見をハッキリ述べる 

日本の「強く期待する」項目の第１位であり、韓国では第２位であった。一方で、アメリ

カとタイで第７位、フランス第５位、スウェーデン第４位であった。日本では、「強く期待す

る」割合が 69%、「少し期待する」割合は 29%であり、「強く期待する」と「少し期待する」

をあわせると 100％近い。 

子どもの性別による期待の差をみてみると、アメリカで女の子のほうが男の子より「自分

の意見をハッキリ述べる」ことをやや「強く期待されている」傾向にある。他の国では差は

ほとんどない。  
図Ⅱ－３－９ 子どもへの期待 ＜ｃ 自分の意見をハッキリ述べる＞ 
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図Ⅱ－３－10 子どもへの期待 ＜ｃ 自分の意見をハッキリ述べる＞  
［子どもの性別］ 「強く期待する」の割合％ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン
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ｄ．他人と協調できる 

国ごとの「強く期待する」項目ごとの順位を見てみると、日本、タイとスウェーデンで第

２位であり、韓国第３位、アメリカ・フランス第４位と全体的に「強く期待する」項目とし

て順位が高い。割合で最も高いのはスウェーデンの 78%であった。また、スウェーデンでは

母親が父親より「強く期待する」傾向がある。 

子どもの性別では、フランスで女の子のほうが男の子より「他人と協調できる」ことをや

や「強く期待されている」傾向がある。逆に、タイは男の子のほうが女の子より「他人と協

調できる」ことをやや「強く期待されている」傾向にある。他の国では差はほとんどない。 
  

図Ⅱ－３－11 子どもへの期待 ＜ｄ 他人と協調できる＞ 
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図Ⅱ－３－12 子どもへの期待 ＜ｄ 他人と協調できる＞ 
 ［子どもの性別］ 「強く期待する」の割合％ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン
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ｅ．自分の人生の目標をもつ 

「自分の人生の目標をもつ」が「強く期待する」ことの第１位であったのは韓国であり、

フランス第２位、スウェーデン第３位、日本第４位、アメリカ第５位、タイ第６位と、各国

における順位が上位から中下位に分散する結果となった。 

子どもの性別による期待の差をみてみると、アメリカとフランスで女の子のほうが男の子

より「自分の人生の目標をもつ」ことをやや「強く期待されている」傾向にある。一方で、

タイでは逆に男の子のほうが女の子よりやや「強く期待されている」傾向にある。他の国で

は差はほとんどない。  
図Ⅱ－３－13 子どもへの期待 ＜ｅ 自分の人生の目標をもつ＞ 
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図Ⅱ－３－14 子どもへの期待 ＜ｅ 自分の人生の目標をもつ＞ 

 ［子どもの性別］ 「強く期待する」の割合％ 
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ｆ．男の子は男らしく、女の子は女らしくする 

タイでは「男の子は男らしく、女の子は女らしくする」ことが「強く期待する」ことの第

１位であった。一方で、アメリカとスウェーデン第８位、フランス第７位と、アメリカ・ス

ウェーデンとフランスでは「強く期待する」ことの下位の項目である。日本では第５位、韓

国では第６位であった。スウェーデンの「まったく期待しない」「あまり期待しない」が他国

と比べて最も高い割合である。 

子どもの性別による期待の差を見てみると、「男の子は男らしく、女の子は女らしくする」

ことを男の子により期待する傾向にあるのが、日本、韓国、タイである。一方で、フランス

は女の子にやや期待する傾向がある。アメリカでは子どもの性別による差はない。 
 

図Ⅱ－３－15 子どもへの期待 ＜ｆ 男の子は男らしく、女の子は女らしくする＞ 

順　位

日 本 第５位

韓 国 第６位

タ イ 第１位

ア メ リ カ 第８位

フ ラ ン ス 第７位

スウェーデン 第８位

35.1

46.7

59.5

62.2

39.2

11.5

41.2

42.9

31.0

22.6

37.6

25.8

19.9

9.6

6.4

11.3

18.9

49.6

4.4

13.0

強く期待する
（％）

少し期待する あまり期待しない

まったく期待しない

無回答

3.5  0.3

0.7  0.1

3.1  -

1.8  2.1

-

0.1  
 

図Ⅱ－３－16 子どもへの期待 ＜ｆ 男の子は男らしく、女の子は女らしくする＞ 
［子どもの性別]  「強く期待する」の割合％ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

41.4
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ｇ．困っている人を見たら助けてあげる 

アメリカとスウェーデンにおいて「困っている人を見たら助けてあげる」が「強く期待す

る」ことの第１位であった。アメリカもスウェーデンも 8割近くが「強く期待する」と回答

している。一方で、フランスにおいては「強く期待する」ことの第６位であり「強く期待す

る」との回答は 5割程度であった。また、日本第３位、タイ第４位、韓国第５位であった。 

タイにおいて、子どもの性別による期待の差がある傾向があり、「困っている人を見たら助

けてあげる」ことを男の子により期待する傾向にある。また、スウェーデンも、男の子によ

り期待する傾向がややある。 
 

図Ⅱ－３－17 子どもへの期待 ＜ｇ 困っている人を見たら助けてあげる＞ 

順　位

日 本 第３位

韓 国 第５位

タ イ 第４位

ア メ リ カ 第１位

フ ラ ン ス 第６位

スウェーデン 第１位
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無回答

2.7  0.1  0.2

2.2  -  0.3

3.5  0.8  -

0.7  0.3  0.5

0.2  -

0.8  0.2  -

強く期待する 少し期待する

あまり期待しない

まったく期待しない

 
 

図Ⅱ－３－18 子どもへの期待 ＜ｇ 困っている人を見たら助けてあげる＞ 

 ［子どもの性別］ 「強く期待する」の割合％ 

 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン
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－108－ 

ｈ．リーダーシップがとれる 

「リーダーシップがとれる」ことは「強く期待する」項目として、どの国でも比較的順位

が低かった。フランスでは最下位の第９位、日本とスウェーデンで第７位であった。順位が

比較的高かったのは、韓国の第４位、タイ第５位であった。アメリカでは第６位であった。 

子どもの性別による期待の差をみてみると、日本とタイで「リーダーシップがとれる」こ

とを女の子より男の子により期待する傾向がある。韓国も、日本とタイほどではないが、男

の子により期待する傾向がややある。 

 

図Ⅱ－３－19 子どもへの期待 ＜ｈ リーダーシップがとれる＞ 

順　位

日 本 第７位

韓 国 第４位

タ イ 第５位

ア メ リ カ 第６位

フ ラ ン ス 第９位

スウェーデン 第７位
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（％）
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まったく期待しない

無回答
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0.1  0.1
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2.6  -

1.9  -  
 

図Ⅱ－３－20 子どもへの期待 ＜ｈ リーダーシップがとれる＞ 
 ［子どもの性別］ 「強く期待する」の割合％ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン
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ｉ．他人との競争に勝てる 

「強く期待する」項目として、「他人との競争に勝てる」ことはどの国でも順位が低かった。

日本、タイ、アメリカとスウェーデンでは最下位の第９位、韓国とフランスで第８位であっ

た。また、フランスでは父親が母親より「強く期待する」傾向がややある。 

タイにおいて、子どもの性別による期待の差がややある傾向があり、「他人との競争に勝て

る」ことを男の子により期待する傾向にある。他の国では差はない。 

 

図Ⅱ－３－21 子どもへの期待 ＜ｉ 他人との競争に勝てる＞ 

順　位

日 本 第９位

韓 国 第８位
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ア メ リ カ 第９位
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少し期待する あまり期待しない
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図Ⅱ－３－22 子どもへの期待 ＜ｉ 他人との競争に勝てる＞ 

 ［子どもの性別］ 「強く期待する」の割合％ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン
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３．子どもの将来への期待（問 19） 

 

 
問 19〔カード 17〕 

次にあげる生き方について、あなたが親として将来●●さんにして欲しいと期待し

ますか。それぞれについて、あなたがお子さんに期待する程度を、お答えください。 
  

 
 
 
 
 

強
く
期
待 

す
る 

少
し
期
待 

す
る 

あ
ま
り
期
待

し
な
い 

ま
っ
た
く 

期
待
し
な
い 

ａ ●●さんが、高い収入を得ること  1 2 3 4 

ｂ ●●さんが、有名になること  1 2 3 4 

ｃ ●●さんが、高い地位につくこと  1 2 3 4 

ｄ ●●さんが、人のためにつくすこと  1 2 3 4 

ｅ ●●さんが、幸せな家庭をきずくこと  1 2 3 4 

ｆ ●●さんが、仕事よりも趣味・余暇を楽しむこと 1 2 3 4 

 

 

子どもに将来どのような生き方をして欲しいと期待するかを６項目あげて尋ねた。 
 
（１）国別の特徴 

①日本 

 日本の親が子どもの将来に「強く期待すること」は「幸せな家庭をきずく」（83％）が第

１位、次に「人のためにつくす」（29%）である。期待するものの第１位と第２位に約 50％

の差があり、「幸せな家庭をきずく」が他の項目を引き離して期待されていることがわかる。

第３番目に期待されているのは「仕事よりも趣味・余暇を楽しむ」（12％）である。一方、「高

い収入を得る」（6％）、「高い地位につく」（2％）、「有名になる」（1%）、は期待されていなか

った。期待される項目の順番は韓国、スウェーデンとまったく同じであった。 

②韓国 

韓国の期待されている項目は、第１位が「幸せな家庭をきずく」（79％）、次に「人のため

につくす」（50%）、「仕事よりも趣味・余暇を楽しむ」（29％）、「高い収入を得る」（21％）、

「高い地位につく」（16％）、「有名になる」（12％）である。割合は違うものの韓国と日本の

期待されている生き方の順番はまったく同じであった。 
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表Ⅱ－３－３ 子どもの将来への期待（％） 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

幸せな家庭を 幸せな家庭を 幸せな家庭を 幸せな家庭を 幸せな家庭を 幸せな家庭を

きずく きずく きずく きずく きずく きずく

83.0 79.3 69.6 93.9 92.5 84.7

人のために 人のために 高い収入を 人のために 高い収入を 人のために

つくす つくす 得る つくす 得る つくす

28.5 49.7 36.8 82.1 54.5 64.0

仕事よりも趣味・ 仕事よりも趣味・ 人のために 高い収入を 高い地位に 仕事よりも趣味・

余暇を楽しむ 余暇を楽しむ つくす 得る つく 余暇を楽しむ

11.5 28.8 36.3 44.0 37.3 44.1

高い収入を 高い収入を 高い地位に 高い地位に 人のために 高い収入を

得る 得る つく つく つくす 得る

5.9 21.1 23.9 15.6 28.6 21.4

高い地位に 高い地位に 有名になる 仕事よりも趣味・ 仕事よりも趣味・ 高い地位に

つく つく 余暇を楽しむ 余暇を楽しむ つく

1.6 15.6 21.2 12.4 12.9 9.4

有名になる 有名になる 仕事よりも趣味・ 有名になる 有名になる 有名になる

余暇を楽しむ

1.0 11.5 13.6 6.3 6.7 3.1

第 ６ 位

第 ５ 位

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

第 ４ 位

 
 

③タイ 

タイでは「幸せな家庭をきずく」（70％）が他国と同じように期待されている項目として

第１位であるが、以下「高い収入を得る」（37％）、「人のためにつくす」（36％）、「高い地位

につく」（24％）、「有名になる」（21％）が続き、最も期待されていない生き方は「仕事より

も趣味・余暇を楽しむ」（14％）であった。 

④アメリカ 

アメリカの場合は、「幸せな家庭をきずく」（94％）、「人のためにつくす」（82％）、「高い

収入を得る」（44％）、「高い地位につく」（16％）、「仕事よりも趣味・余暇を楽しむ」（12％）、

「有名になる」（6％）の順番であった。 

⑤フランス 

フランスの期待されている項目は、第１位が「幸せな家庭をきずく」（93％）、次に「高い

収入を得る」（55％）、「高い地位につく」（37％）、「人のためにつくす」（29%）、「仕事より

も趣味・余暇を楽しむ」（13％）で、「有名になる」（７％）である。他の国に比べて「高い

収入を得る」、「高い地位につく」への期待が高く、「人のためにつくす」への期待が低めの傾

向がある。 

⑥スウェーデン 

スウェーデンの期待されている項目は、第１位が「幸せな家庭をきずく」（85％）、次に「人

のためにつくす」（64%）、「仕事よりも趣味・余暇を楽しむ」（44％）で、「高い収入を得る」

（21％）、「高い地位につく」（9％）、「有名になる」（3％）である。割合は違うもののスウェ

ーデン、韓国、日本の期待されている生き方の項目の順番はまったく同じであった。 
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（２）項目別の特徴 

 次に６項目について項目別の特徴をみてみたい。 

 

ａ．高い収入を得ること 

「高い収入を得ること」への期待が高いのはフランスで、「強く期待する」「少し期待する」

をあわせると 97％が期待している。国別の項目ごとの「強く期待する」順位は第２位である。

「強く期待」のみを見てみるとアメリカ、タイと続き、アメリカは「強く期待する」「少し期

待する」をあわせると 83％、タイは 79％である。国別の強く期待する項目ごとの順位は、

アメリカ３位、タイ第２位であった。 

一方、期待が低いのが日本、スウェーデンである。日本は「強く期待する」が 6％と大変

少なく、「少し期待する」とあわせても 50％と半数である。スェーデンは「強く期待する」

が 21％、「少し期待する」とあわせて 53％である。 

韓国は順位としては日本とスウェーデンと同じく第４位であるが、「強く期待する」「少し

期待する」をあわせると 88％であった。 

子どもの性別で、期待のあり方を見てみると、タイで、男の子のほうが 5％ほど高く期待

されているが、大きな差はない。 
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図Ⅱ－３－23 子どもの将来への期待 ＜ａ 高い収入を得ること＞ 

順　位

日 本 第４位

韓 国 第４位

タ イ 第２位

ア メ リ カ 第３位

フ ラ ン ス 第２位

スウェーデン 第４位

5.9

21.1

36.8

44.0

54.5

21.4

44.0

66.8

42.3

39.2

42.5

31.5

43.9

11.3

14.2

14.6

41.0

6.1

6.7

5.9

0.5

-

0.5

-

0.1

強く期待する
（％）

少し期待する あまり期待しない

まったく期待しない

無回答

2.7　0.3　-

1.7

0.3

 

 

 

図Ⅱ－３－24 子どもの将来への期待 ＜ａ 高い収入を得ること＞ 

 ［子どもの性別］ 「強く期待する」の割合％ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン
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ｂ．有名になること 

「有名になること」は期待される項目としては各国とも低く、国別の期待される項目とし

ては、タイで第５位、「強く期待する」（21％）と「少し期待する」（42％）をあわせて 63％

である。他の日本、韓国、アメリカ、フランス、スウェーデンでは第６位であった。これら

の国の中では韓国の期待する割合が高く「強く期待する」（12％）と「少し期待する」（47％）

をあわせて 59％である。子どもへ性別に期待のあり方をみてみるとタイで、男の子のほうが

7％ほど高く期待されている。他の国では差はない。 

 

図Ⅱ－３－25 子どもの将来への期待 ＜ｂ 有名になること＞ 

順　位

日 本 第６位

韓 国 第６位

タ イ 第５位

ア メ リ カ 第６位

フ ラ ン ス 第６位

スウェーデン 第６位

11.5

21.2

6.3

6.7

13.1

47.3

42.0

8.6

24.3

7.0

67.1

38.5

24.5
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38.8

48.9

18.8

12.3

40.9

3.1

1.0

37.4

30.3

-

-

1.3

-

-

（％）
少し期待する あまり期待しない

まったく期待しない

無回答

2.1  0.7

強く期待する

 
図Ⅱ－３－26 子どもの将来への期待 ＜ｂ 有名になること＞ 

 ［子どもの性別］ 「強く期待する」の割合％ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン
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－115－ 

ｃ．高い地位につくこと 

「高い地位につくこと」が比較的期待されているのはフランスであり、国別の期待される

項目として第３位であり、「強く期待する」（37％）、「少し期待する」（53％）をあわせて 90％

である。国別の期待される項目が次に高いのは、タイ、アメリカの第４位である。タイは「強

く期待する」（24％）、「少し期待する」（42％）をあわせて 66％である。日本、韓国、スウ

ェーデンでは第５位であった。 

子どもの性別ごとの期待のあり方をみてみるとタイで、男の子のほうが 7％ほど高く期待

されている。また、韓国でも 5％ほど男の子のほうが高く期待されている。他の国ではほと

んど差はない。 

図Ⅱ－３－27 子どもの将来への期待 ＜ｃ 高い地位につくこと＞ 

順　位

日 本 第５位

韓 国 第５位

タ イ 第４位

ア メ リ カ 第４位

フ ラ ン ス 第３位

スウェーデン 第６位

15.6

23.9

15.6

37.3

9.4

19.3

52.3

41.5

25.3

52.6

18.1
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30.9

23.5
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8.8

48.7

14.8

11.1

23.7

1.6

19.2

1.3 -

0.1

1.5

-

0.1

（％）
少し期待する あまり期待しない

まったく期待しない

無回答

0.7  0.5

強く期待する
（％）

 
 

図Ⅱ－３－28 子どもの将来への期待 ＜ｃ 高い地位につくこと＞ 

 ［子どもの性別］「強く期待する」の割合％ 

 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

17.9
27.7

15.4

38.5

10.40.8 12.9
20.4

15.8

35.9

8.2
2.3

0

20

40

60

80

100

男
の
子
↓

女
の
子
↓

（％）

５
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ｄ．人のためにつくすこと 

「人のためにつくこと」は日本、韓国、アメリカ、スウェーデンで国別の期待される項目

（「強く期待する」）の第２位であり、親が子どもに強く期待する生き方であることがわかる。

タイで３位、フランスで第４位であった。「強く期待する」の割合が最も高いのはアメリカで

あり、「強く期待する」（82％）、「少し期待する」（16％）をあわせて 98％である。次に「強

く期待する」の割合が高いのはスウェーデンで、以下、韓国、タイ、日本の順である。 

子どもの性別ごとに期待のあり方をみてみるとスウェーデンとタイで、男の子のほうがそ

れぞれ 6％と 5％ほど高く期待されている。他の国ではほとんど差はない。 
 

図Ⅱ－３－29 子どもの将来への期待 ＜ｄ 人のためにつくすこと＞ 

順　位

日 本 第２位

韓 国 第２位

タ イ 第３位

ア メ リ カ 第２位

フ ラ ン ス 第４位

スウェーデン 第２位

28.5

49.7

36.3

82.1

28.6

64.0

59.3

48.3

57.4

16.3

59.9

29.6

10.4

5.3

10.4

5.5

強く期待する
（％）

少し期待する

あまり期待しない

無回答

1.8  -

2.0  -  0.1

1.0  -

1.1  -

0.8  0.1

0.8  0.2  0.6

まったく期待しない

 
図Ⅱ－３－30 子どもの将来への期待  ＜ｄ 人のためにつくすこと＞ 

 ［子どもの性別］ 「強く期待する」の割合％ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

29.0

49.0
39.2

80.3

28.4

67.0

28.1

50.4

33.7

84.2

28.8

60.7

0

20

40

60

80

100

（％）

男
の
子
↓

女
の
子
↓
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ｅ．幸せな家庭をきずくこと 

対象６ヶ国のすべての国において国別の期待される項目（「強く期待する」）の第１位であ

り、親が子どもに最も強く期待する生き方であった。 

子どもの性別ごとに期待のあり方を見てみると、日本では女の子に「幸せな家庭をきずく」

ことを男の子より期待している傾向がある。一方、スウェーデンでは逆に男の子のほうによ

り期待している傾向があった。他の国ではほとんど差はない。 
 

図Ⅱ－３－31 子どもの将来への期待 ＜ｅ 幸せな家庭をきずくこと＞ 

順　位

日 本 第１位

韓 国 第１位

タ イ 第１位

ア メ リ カ 第１位

フ ラ ン ス 第１位

スウェーデン 第１位

83.0

79.3

69.6

93.9

92.5

84.7

15.3

20.5

27.2

4.9

6.7

13.6

（％）

1.1  0.5  0.1

0.2  -  -

2.6  0.6  -

0.5  0.2  0.5

0.7  0.1  -

1.4  0.1  0.2

強く期待する 少し期待する

あまり期待しない

無回答

まったく期待しない

 
 

図Ⅱ－３－32 子どもの将来への期待 ＜ｅ 幸せな家庭をきずくこと＞ 

 ［子どもの性別］ 「強く期待する」の割合％ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

80.2 79.0
72.1

93.1 91.6
87.086.0

79.6

67.3

94.9 93.5

82.2

0

20

40

60

80

100

（％）

男
の
子
↓

女
の
子
↓
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ｆ．仕事よりも趣味・余暇を楽しむこと 

「仕事よりも趣味・余暇を楽しむこと」は、日本、韓国、スウェーデンで国別の期待され

る項目（「強く期待する」）の第３位、アメリカ、フランスで第５位、タイで第６位であった。

「強く期待する」の割合が最も高いのはスウェーデンであり、「強く期待する」（44％）、「少

し期待する」（26％）をあわせて 70％である。次に「強く期待する」の割合が高いのは韓国

であり（29％）、「少し期待する」（62％）とあわせて、91％であった。 

子どもの性別ごとに期待のあり方をみてみると、どの国でもほとんど差はない。 
 

図Ⅱ－３－33 子どもの将来への期待 ＜ｆ 仕事よりも趣味・余暇を楽しむこと＞ 

順　位

日 本 第３位

韓 国 第３位

タ イ 第６位

ア メ リ カ 第５位

フ ラ ン ス 第５位

スウェーデン 第３位

11.5

28.8

13.6

12.4

12.9

44.1

49.4

61.9

52.1

33.1

36.1

26.3

35.3

8.9

22.2

35.0

36.7

23.9

12.1

5.4

15.7

13.6

0.4

0.8

3.8

-

強く期待する
（％）

少し期待する あまり期待しない

まったく期待しない

無回答

3.8  -

-  0.3

 
図Ⅱ－３－34 子どもの将来への期待 ＜ｆ 仕事よりも趣味・余暇を楽しむこと＞ 

 ［子どもの性別］ 「強く期待する」の割合％ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

10.9

27.6

14.6 13.1 11.7

42.8

12.2

30.3

12.7 11.6 14.2

45.4

0

20

40

60

80

100

（％）

男
の
子
↓

女
の
子
↓

 
（大槻 奈巳） 
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４．将来子どもにして欲しくない家庭生活像（問 20） 

 

 

問 20〔カード 18〕 

次にあげる生活のうち、あなたが親として将来●●さんにして欲しくないと思うもの

はどれでしょうか。いくつでもお答えください。（Ｍ.Ａ.） 

 

1 一生独身でいる 

2 婚姻届けをしないで男女が一緒に暮らす 

3 仕事の関係で夫婦が別居する 

4 子どもを持たない 

5 養子など血縁関係のない子どもを育てる 

6 同性愛カップルで共同生活をする 

7 自分と●●さん夫婦が一緒に暮らす 

8 ●●さんが配偶者の親と一緒に暮らす 

9 子どもがいて離婚する 

10 子どもを連れて再婚する 

11 未婚で子どもを持つ 

12 １つもない 

 

 

 将来、子どもにして欲しくない家庭生活のタイプを 11個あげて尋ねた（複数回答）。 

 まず、各国別に上位５項目の結果を見よう。 

 日本で、「して欲しくない」割合が高いのは、順に「同性愛カップルで生活する」、「一生独

身でいる」、「子どもがいて離婚する」、「未婚で子どもを持つ」、「子どもを持たない」であり、

ここまでが 6割以上の割合となっている。 

 韓国は、「して欲しくない」という割合が 9割を越えるのは５個あり、それは高い順に「同

性愛カップルで生活する」、「未婚で子どもを持つ」、「子どもがいて離婚する」、「婚姻届けを

せずに同棲する」、「一生独身でいる」となる。これらの家族ライフスタイルに対しては、非

常に忌避観が強いということができる。 

 タイの「して欲しくない」割合の上位５項目は、「同性愛カップルで生活する」、「一生独身

でいる」、「子どもがいて離婚する」、「婚姻届けをせずに同棲する」、「血縁関係のない子を育

てる」である。 
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表Ⅱ－３－４ 将来子どもにして欲しくない家庭生活像（複数回答）の各国別上位５項目 （％） 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

同性愛カップル 同性愛カップル 同性愛カップル 一生独身で 一生独身で 一生独身で

で生活する で生活する で生活する いる いる いる

76.0 96.5 87.8 65.5 53.9 86.1

一生独身で 未婚で 一生独身で 同性愛カップル 子どもを 自分との同居

いる 子どもを持つ いる で生活する 持たない

69.9 93.5 77.4 65.2 53.4 74.2

子どもがいて 子どもがいて 子どもがいて 未婚で 配偶者の親 配偶者の親

離婚する 離婚する 離婚する 子どもを持つ との同居 との同居

69.0 92.9 74.7 61.6 42.7 68.9

未婚で 婚姻届けをせずに 婚姻届けをせずに 子どもがいて 自分との同居 子どもを

子どもを持つ 同棲する 同棲する 離婚する 持たない

62.3 91.8 70.9 61.2 41.8 67.3

子どもを 一生独身で 血縁関係の 仕事の関係で 同性愛カップル 子どもがいて

持たない いる ない子を育てる 夫婦が別居 で生活する 離婚する

60.5 90.5 69.5 60.8 36.5 51.1

第 ５ 位

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

第 ４ 位

 
 

これら３ヶ国の「して欲しくない」上位５項目は、若干の入れ違いはあるが、似ている。

３ヶ国のすべてで、「同性愛カップルで生活する」が最もして欲しくない家族ライフスタイル

となっている（欧米３ヶ国はそうではない）。また割合は、５項目すべてが 9割以上の韓国、

7 割近く以上のタイ、6 割以上の日本、というように忌避観（＝家族規範）の強さには違い

がある。 

 アメリカでは、「して欲しくない」の割合が 7 割を越える項目はない。6 割台が５個あり、

高い順に、「一生独身でいる」、「同性愛カップルで生活する」、「未婚で子どもを持つ」、「子ど

もがいて離婚する」、「仕事の関係で夫婦が別居」であり、項目はアジア３ヶ国とそれほど異

ならない。「配偶者の親との同居」および「自分との同居」が 5 割前後と高いのが、アジア

３ヶ国との違いである。 

 フランスでは、「して欲しくない」割合が 6 割を越える項目は無い。5 割台が２個、「一生

独身でいる」と「子どもを持たない」である。続いて 4割台が２個、「配偶者の親との同居」

と「自分との同居」である。逆に、「未婚で子どもを持つ」、「婚姻届けをせずに同棲する」、

「血縁関係のない子を育てる」、「子どもを連れて再婚する」といった項目の割合は 5％前後

と非常に低く、忌避観がほとんどない家族ライフスタイルとなっている。 

 スウェーデンはフランスに似ている。明確な家族規範の存在とともに家族規範の多様化を

示す社会である。「一生独身でいる」というライフスタイルを「して欲しくない」という割合

は非常に高く 86％であり、韓国に次ぐ。また「配偶者の親との同居」および「自分との同居」

については、7 割前後が「して欲しくない」と答え、６ヶ国のなかでは、圧倒的に忌避観が

強いといえるだろう。４番目が「子どもを持たない」という項目で 67％。この比率は韓国、

タイに次いでおり、日本よりも高い（61％）。他の項目は、フランスと同様、非常に低くな

っている。アジア３ヶ国で、忌避観の強いライフスタイルの第１位であった「同性愛カップ

ルで生活する」は、フランスとスウェーデンでは「して欲しくない」割合は 3割台と低いこ

とも特徴である。 
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図Ⅱ－３－35 将来子どもにして欲しくない家庭生活像（複数回答） 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

同性愛カップ
ルで生活する

一生独身で
　　　　いる

子どもがいて
　　離婚する

未婚で子ども
　　　を持つ

子どもを
　　持たない

仕事の関係で
　夫婦が別居

婚姻届けをせ
ずに同棲する

子どもを連れ
　て再婚する

血縁関係のな
い子を育てる

配偶者の
　親との同居

自分の
　親との同居

１つもない

無回答

76.0

69.9

69.0

60.5

47.7

45.9

33.1

26.0

14.8

14.6

5.0

0.2

62.3

96.5

90.5

92.9

87.1

75.1

91.8

79.1

64.6

43.4

41.8

-

0.5

93.5

87.8

77.4

74.7

69.2

66.1

70.9

63.5

69.5

35.4

23.0

3.9

-

66.0

65.2

65.5

61.2

57.9

60.8

45.4

22.7

6.2

50.4

49.6

10.5

2.0

61.6

36.5

53.9

27.1

53.4

22.2

6.6

4.4

4.6

42.7

41.8

17.1

-

5.1

32.2

86.1

51.1

67.3

35.9

7.0

15.3

3.4

68.9

74.2

3.6

-

17.6

（％）

 

 

図は、日本の結果において、「して欲しくない」という割合の高い順に項目を並べ替えてあ

る。「して欲しくない」の合計（11 個の棒グラフ全体の面積）は、家族規範の強さを示して

いると考えられるので、まず見てみよう。日本で、「して欲しくない」が 6 割以上に達した

のは５項目。韓国とタイは９項目と非常に多い。とくに韓国は、「して欲しくない」が 9 割

以上に達するのは５項目あり、子どもが多様な家族ライフスタイルを経験することに対する

忌避観が強いといえるだろう。アメリカは「して欲しくない」の割合が 7割を越える項目は

無い。6割台が５項目ある。フランスは、「して欲しくない」の割合が高いのが 5割台で、２

項目である。この質問に関する限り、６ヶ国中、最も家族規範の弱い社会ということになる

（「１つもない」も 17％で最も多い）。スウェーデンは、フランスに次いで家族規範は弱い。 
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次に、11個の棒グラフ全体が示す形状（プロフィール）を見てみる。この形状は、各国の

家族規範の特質（文化）を表していると考えられる。図を見ると、日本、韓国、タイという

アジア３ヶ国の形状は似ている。先に見たように家族規範の強さは異なり、韓国、タイ、日

本の順となっているが、家族観のかたちは似ているのである。他方、アメリカ、フランス、

スウェーデンの形状はアジア３ヶ国とは異なる。特にそれは、「配偶者の親との同居」および

「自分との同居」という、親との同居に関する２項目に見られる。親との同居をして欲しく

ないのが、欧米３ヶ国なのである。居住パターンに見る世代間の連続志向（アジア）と分離

志向（欧米）と見ることができる。また欧米３ヶ国は、「血縁関係のない子を育てる」ことに

ほとんど忌避観がないのが特徴である（すべて 1割未満）。 

 フランスとスウェーデンは、「して欲しくない」項目がはっきりしている。韓国、タイのよ

うにほとんどの項目がおしなべて「して欲しくない」のではなく、いくつか限られた項目は、

「して欲しくない」割合が高いが、それ以外の項目の割合は非常に低い。家族規範が弱体化

しているというより、アジア３ヶ国とは異なる特徴を示す家族規範を持っているといえるだ

ろう。「配偶者の親との同居」および「自分との同居」を忌避する割合が最も低いのが日本で

1割台。最も高いのがスウェーデンで 7割前後となって、両極端を示している。 

 

1994 年調査と比較してみよう。1994 年調査も同様の質問をしているが、1994 年調査は

13 項目の家族ライフスタイルをあげて答えてもらっている。「子どもが女の子だけ」と「子

どもが男の子だけ」の２項目が今回は無い。そして、イギリスが今回はフランスになってい

る。 

 日本と韓国は、家族規範の強さ、形状ともに大きな変化はない。日本の「して欲しくない」

割合の高い上位５項目に変化はない。韓国も同様である。そして家族規範は、相変わらず非

常に強い。タイは大きな変化を示す。すなわち全体として「して欲しくない」の割合が高く

なっている。項目によっては、割合が２倍以上になっている。家族規範の強度が増している

のである。 

アメリカは、家族規範の強度も形状も、10年間で大きな変化はない。スウェーデンも同様

である。ひとつだけ変化を指摘できるのは、「同性愛カップルで生活する」という項目で、「し

て欲しくない」割合が、前回の 68％から今回は 32％に大きく低下（半減）したことである

（アメリカにおいては、76％から 65％に低下）。家族の多様化を許容する規範のいっそうの

進展を示すものと言えるかもしれない。一方でスウェーデンの一貫した特徴は、親との同居

関係の項目を除くと、「一生独身でいること」と「子どもを持たない」という２項目のみにお

いて、「して欲しくない」の割合がたいへん高いことである。 
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図Ⅱ－３－36 ［1994 年］ 将来子どもにして欲しくない家庭生活像（複数回答） 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ イギリス スウェーデン

同性愛カップ
ルで生活する

一生独身で
　　　　いる

子どもがいて
　　離婚する

未婚で子ども
　　　を持つ

子どもを
　　持たない

婚姻届けをせ
ずに同棲する

仕事の関係で
　夫婦が別居

子どもを連れ
　て再婚する

血縁関係のな
い子を育てる

配偶者の
　親との同居

自分の
　親との同居

子どもが
  女の子だけ

子どもが
  男の子だけ

１つもない

無回答

80.4

71.6

63.8

54.5

52.8

43.0

25.0

23.0

11.9

11.9

11.9

11.4

6.7

0.1

61.2

96.4

93.8

93.8

89.2

95.1

75.0

79.0

58.0

33.4

37.6

22.2

14.9

-

-

94.8

79.9

56.9

39.3

29.6

47.0

26.8

31.1

30.7

9.6

7.1

14.3

14.1

6.6

0.2

52.1

75.6

67.2

53.8

54.1

48.5

53.6

21.3

8.5

48.5

50.7

24.2

22.5

8.4

-

63.9

59.2

50.6

47.0

33.8

12.8

33.0

17.3

3.0

31.3

37.2

5.8

5.6

10.7

0.1

33.4

67.7

89.8

57.3

72.3

9.9

35.3

19.1

5.9

64.7

73.1

19.4

19.0

1.8

-

22.9

（％）

 

 （出典：日本女子社会教育会，1996：p.145より） 
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図Ⅱ－３－37 将来子どもにして欲しくない家庭生活像（複数回答） 

［子どもの性別］ 

（Ｎ）

　
　
　
を
持
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未
婚
で
子
ど
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同
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せ
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と
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居

配
偶
者
の
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と
の
同
居

男 の 子 (514)

女 の 子 (499)

男 の 子 (543)

女 の 子 (466)

男 の 子 (480)

女 の 子 (520)

男 の 子 (533)

女 の 子 (467)

男 の 子 (522)

女 の 子 (479)

男 の 子 (537)

女 の 子 (489)

フ
ラ
ン
ス

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

日
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（％）

40.7
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13.6

16.0

14.0

15.2

92.8

94.2

90.6

93.1

42.7

44.2

38.9

45.3

59.2

72.3

62.5

78.7

36.5

34.4

24.8

21.3

57.8

66.0

44.3

46.7

50.5

50.3

48.6

50.7

3.8

6.5

5.7

7.5

41.0

44.5

41.4

42.2

20.3

14.7

7.3

6.7

68.5

69.3

74.5

73.8

 

 

 

子どもの性別で「して欲しくない生活」にどのような差があるか、いくつかの項目で見た。

図に見るように、「未婚で子どもを持つ」という項目では、日本、タイ、アメリカで、女の子

に対して「して欲しくない」が多くなっている（韓国は、男の子・女の子ともに、９割を越

えて、差が出ない）。「婚姻届をせずに男女が同棲する」という項目では、日本とタイで、女

の子に対して「して欲しくない」が多くなる。家族規範における性別のダブル・スタンダー

ドといえるかもしれない。 
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図Ⅱ－３－38 ［1994 年］ 将来子どもにして欲しくない家庭生活像 （複数回答） 

［子どもの性別］ 

（Ｎ）
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未
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男 の 子 (564)
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男 の 子 (549)

女 の 子 (455)

男 の 子 (514)

女 の 子 (486)

男 の 子 (501)

女 の 子 (499)

男 の 子 (550)
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93.8
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95.6

38.1

27.7

32.2

44.2

37.4
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36.2
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9.9

9.3

6.4

7.8

57.9

69.9

40.5

56.5

46.5

50.5

49.3

52.1

27.6

39.6

10.2

15.7

31.8

30.7

38.0

36.3

21.4

24.3

10.8

9.0

64.9

64.5

71.9

74.3

 

（出典：日本女子社会教育会，1996：p.146より） 

 

親との同居に関する２項目（「配偶者の親との同居」と「自分との同居」）では、韓国にお

ける父系規範は見られず、男の子・女の子で差は出ていない。前回は、多少は見られた。す

なわち、「配偶者の親との同居」は男の子のほうが、「自分との同居」は女の子のほうが、し

て欲しくないという割合が高かったのだが、今回はそうした傾向は弱まっている。フランス

とスウェーデンでは、どの項目においても、子どもの性別で結果に差は出ていない。 
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５．子どもへの学歴期待（問 18） 

 

問 18〔カード 16〕 

あなたは、●●さんにどの学校まで行って欲しいと思っていますか。（日本） 

 

1 中学校 

2 高等学校 

3 専門学校 

4 高等専門学校（高専） 

5 短期大学 

6 大学 

7 大学院 

8 どれでもよい 

 

 

 子どもへの学歴期待を尋ねた。各国で学校制度が異なるので、選択肢もそれぞれ変えて質

問している。 

日本では、大学まで行って欲しい、というのが 45％、高校までが 24％となっている。子

どもの性別により、期待に差がある。大学まで行って欲しい、という割合は男の子で 52％あ

るが、女の子では 38％となっている。他方で、短大は女の子で 20％あるが、男の子はほと

んど無い。高校までというのは 24％である。男子では 27％になる。 

1994年調査と比べると、高校までという期待が倍増している。10年前は 11％だったので

ある。男子では、大学まで行って欲しい、というのが 66％だったが、14％減って 52％にな

っている。学歴期待の低下が見られるのである。 
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図Ⅱ－３－39 子どもへの学歴期待（日本） 

［全体、親の性別、子どもの性別］（％） 

Ｎ

父 親 438 0.2    21.9 5.3    1.8    11.4   45.7 2.5    11.2   －

母 親 575 － 24.9 8.5    2.8    9.0   44.0 1.7    9.0   －

男の子 514 － 26.8 5.6    2.7    0.2   51.6 2.9    10.1   －

女の子 499 0.2    20.2 8.6    2.0    20.2   37.7 1.2    9.8   －

ど
れ
で
も
よ
い

無
回
答

高
等
専
門
学
校

短
期
大
学

大
　
学

中
学
校

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
院

0.1

23.6

7.1

2.4

10.1

44.7

2.1

10.0

-

全
体

 

 

図Ⅱ－３－40 ［1994 年］ 子どもへの学歴期待（日本） 

［全体、親の性別、子どもの性別］（％） 

Ｎ

父 親 504 0.2    9.7 5.0    3.2    13.3   49.4 3.4    15.7   0.2    

母 親 563 - 12.1 4.4    2.1    12.8   50.6 2.3    15.6   -

男の子 564 0.2    10.1 3.2    2.5    0.4   65.6 3.7    14.4   -

女の子 503 - 11.9 6.4    2.8    27.2   32.6 1.8    17.1   0.2    

中
学
校

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
院

ど
れ
で
も
よ
い

無
回
答

高
等
専
門
学
校

短
期
大
学

大
　
学

0.1

11.0

4.7
2.6

13.0

50.0

2.8

15.7

0.1

全
体

 

（出典：日本女子社会教育会，1996：p.135より） 
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 韓国の学歴期待は非常に高い。子どもの性別に差はなく、8 割以上が大学または大学院に

行って欲しいと考えている。「どれでもよい」が 13％強。1994年調査でも学歴期待は非常に

高く、大学院までというのが 4割近くあり、そこに子どもの性別で差があったのである（男

の子で高い）。また「どれでもよい」が 2割強あったが今回は減っている。 
 

図Ⅱ－３－41 子どもへの学歴期待（韓国） ［全体、親の性別、子どもの性別］（％） 

Ｎ

父 親 506 － 1.0    0.2    1.6    58.1 24.9 13.8 0.4    

母 親 503 － 0.8    0.6    1.6    54.3 29.6 12.9 0.2    

男の子 543 － 1.1    0.6    1.1    56.4 26.7 13.8 0.4    

女の子 466 － 0.6    0.2    2.1    56.0 27.9 12.9 0.2    

中
学
校

高
等
学
校

職
業
／
技
術
学
校

ど
れ
で
も
よ
い

無
回
答

専
門
大
学

大
　
学

大
学
院

- 0.9 0.4 1.6

56.2

27.3

13.4

0.3

全
体

 
 

図Ⅱ－３－42 ［1994 年］ 子どもへの学歴期待（韓国） ［全体、親の性別、子どもの性別］（％） 

Ｎ

父 親 482 - 1.2    1.2    39.6 34.6 23.2 -

母 親 522 - 2.1    0.8    33.0 44.6 19.5 -

男の子 549 - 0.9    0.2    32.6 45.2 21.1 -

女の子 455 - 2.6    2.0    40.4 33.4 21.5 -

中
学
校

高
等
学
校

ど
れ
で
も
よ
い

無
回
答

専
門
大
学

大
　
学

大
学
院

1.7 1.0

36.2
39.8

21.3

-

全
体

 

 （出典：日本女子社会教育会，1996：p.136より） 
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タイでは、「総合大学学士修了」が 52％とたいへん多い。1994 年調査とは、選択肢が違う

ので、変化を見るのは難しいが、「どれでもよい」が 26％あったのが減り、親の学歴期待が

はっきりしてきたと言えるかもしれない。子どもの性別による差はない。 
 

図Ⅱ－３－43 子どもへの学歴期待（タイ） 
［全体、親の性別、子どもの性別］（％） 

Ｎ

父 親 495 0.6    8.3    2.0    4.6    1.0    52.5 15.6 15.4 －

母 親 505 1.0    8.1    1.0    4.8    1.6    51.9 18.4 13.3 －

男の子 480 1.0    7.1    2.3    5.0    1.0    52.1 15.0 16.5 －

女の子 520 0.6    9.2    0.8    4.4    1.5    52.3 18.8 12.3 －

中
学
校
前
期
修
了

中
学
校
後
期
修
了

職
業
学
校
前
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修
了

も
し
く
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博
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他

無
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学
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修
了
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学
士
修
了
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合
大
学
学
士
修
了

0.8

8.2

1.5
4.7

1.3

52.2

17.0
14.3

-

全
体

 
 

図Ⅱ－３－44 ［1994 年］ 子どもへの学歴期待（タイ） 
［全体、親の性別、子どもの性別］（％） 

Ｎ

父 親 500 3.2    5.2    2.2    4.2    2.8    41.2 16.0 25.2 -

母 親 500 3.4    8.4    1.4    4.2    2.0    34.8 18.8 27.0 -

男の子 514 2.5    6.6    1.8    3.5    2.3    39.5 17.5 26.3 -

女の子 486 4.1    7.0    1.9    4.9    2.5    36.4 17.3 25.9 -

中
学
校

高
等
学
校

職
業
学
校

(

2
年

）

大
学
院

ど
れ
で
も
よ
い
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（
３
年

）
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大
学

3.3
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2.4

38.0
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-

全
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 （出典：日本女子社会教育会，1996：p.137より） 
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アメリカにおける子どもへの学歴期待では、４年制大学と大学院を合わせて 8割を越えて

いる。子どもの性別による期待の差はない。1994年調査とほとんど変化はない。若干、期待

がより高学歴化している程度である。 
 

図Ⅱ－３－45 子どもへの学歴期待（アメリカ） 
［全体、親の性別、子どもの性別］（％） 

Ｎ

父 親 478 － 2.7    1.7    2.9    1.9    52.1 29.9 7.7    1.0    

母 親 522 － 4.0    1.7    1.1    5.4    46.0 35.2 5.9    0.6    

男の子 533 － 4.3    0.9    2.4    3.4    48.6 31.1 8.1    1.1    

女の子 467 － 2.4    2.6    1.5    4.1    49.3 34.5 5.4    0.4    

中
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校
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学
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学
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ど
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図Ⅱ－３－46 ［1994 年］ 子どもへの学歴期待（アメリカ） 
［全体、親の性別、子どもの性別］（％） 

Ｎ

父 親 461 0.2    5.9    2.6    0.9    2.8    49.0 30.6 8.0    -

母 親 539 0.2    6.3    1.7    1.7    4.5    51.9 27.3 5.8    0.7    

男の子 501 0.2    5.4    2.2    1.6    3.4    51.7 27.5 7.6    0.4    

女の子 499 0.2    6.8    2.0    1.0    4.0    49.5 30.1 6.0    0.4    
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 （出典：日本女子社会教育会，1996：p.138より） 
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フランスでは、「大学入学資格」以上がほとんどである。「グランゼコール卒業」が 25％近

くになっている。「どれでもよい」が 3 割近くなっていて多い。子どもの性別による学歴期

待に差はない。「グランゼコール卒業」が父親で 29％、母親で 22％だから、父親のほうが母

親より学歴期待が多少高いといえるかもしれない。今回新たな調査国となったので、1994

年調査の結果はない。 

 

図Ⅱ－３－47 子どもへの学歴期待（フランス） 

［全体、親の性別、子どもの性別］（％） 

Ｎ

父 親 466 0.4    1.5    13.7 13.7 3.9    9.4    28.8 28.5 －

母 親 535 － 3.6    19.8 13.1 3.0    8.2    21.5 30.8 －

男の子 522 0.2    3.6    16.1 12.1 4.6    8.6    25.9 28.9 －

女の子 479 0.2    1.5    18.0 14.8 2.1    9.0    23.8 30.7 －
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無
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スウェーデンでは、「大学・短大」が最も多く 55％。「高校」が 24％である。子どもの性

別による期待の差はない。1994年調査とは、選択肢が異なるので比較が難しい。 

 

図Ⅲ－３－48 子どもへの学歴期待（スウェーデン） 
［全体、親の性別、子どもの性別］（％） 

Ｎ

父 親 423 0.7    22.7 55.8 5.7    14.9 0.2    

母 親 603 0.3    24.5 54.9 3.5    16.4 0.3    

男の子 537 0.9    26.3 53.3 3.5    15.6 0.4    

女の子 489 － 21.1 57.5 5.3    16.0 0.2    

学
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図Ⅲ－３－49 ［1994 年］ 子どもへの学歴期待（スウェーデン） 

［全体、親の性別、子どもの性別］（％） 

Ｎ

父 親 590 - 1.0    12.7 21.9 40.0    4.6    18.0 1.9    

母 親 523 - 2.5    13.2 20.8 31.9    2.7    27.5 1.3    

男の子 538 - 1.1    11.9 23.8 37.7    4.1    19.3 2.0    

女の子 575 - 2.3    13.9 19.1 34.8    3.3    25.4 1.2    
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（出典：日本女子社会教育会，1996：p.140より） 
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６．子ども観（子どもとは何か）（問 23） 

 

 

問 23〔カード 20〕 

あなたは、子育てに関する次のような表現を、どのように思いますか。それぞれに

ついて、お答えください。 

    

 と
て
も
そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

あ
ま
り 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く 

そ
う
思
わ
な
い 

ａ 子どもを育てるのは楽しい 1 2 3 4 

ｂ 子どもは家族の結びつきを強める 1 2 3 4 

ｃ 子どもを育てるにはお金がかかる 1 2 3 4 

ｄ 子どもは老後の精神的な支えになる 1 2 3 4 

ｅ 子どもは老後の経済的な支えになる 1 2 3 4 

 

 

 子ども観について、「育てるのは楽しい」、「家族の結びつきを強める」、「育てるにはお金が

かかる」、「老後の精神的な支え」、「老後の経済的な支え」の５項目をあげて尋ねた。まず国

別の結果を見よう。 
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①日本 

子どもは「家族の結びつきを強める」というのが、最も多く、「とてもそう思う」が 74％

になっている。次いで「育てるにはお金がかかる」が 63％と続く。「とてもそう思う」が最

も少ないのが「老後の経済的な支え」でわずか 6％となっている。 

 

図Ⅱ－３－50 子ども観 （日本） 

育てるのは楽しい

家族の結びつきを強める

育てるにはお金がかかる

老後の精神的な支え

老後の経済的な支え

46.0

74.0

63.0

41.0

6.1

44.8

24.1

30.6

37.8

20.5

8.4

6.2

19.2

59.7 13.5

1.5

とてもそう思う

（％）

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

無回答

0.7  0.1

0.3  0.1

2.1  -

0.1

0.2  -

 

②韓国 

韓国も同様に、「家族の結びつきを強める」と「育てるにはお金がかかる」において、「と

てもそう思う」の割合が高い。そして「老後の経済的な支え」は、そう思うという割合は少

ない。 

 

図Ⅱ－３－51 子ども観 （韓国） 

育てるのは楽しい

家族の結びつきを強める

育てるにはお金がかかる
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老後の経済的な支え
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49.8 10.3

とてもそう思う

（％）

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

無回答

2.2  0.1  -

0.3  -  -

1.4  0.6

0.6

1.9  0.1  -
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③タイ 

タイは「家族の結びつきを強める」と「老後の精神的な支え」が非常に多い。また、「老後

の経済的な支え」も多く、「とてもそう思う」が 53％に達する。逆に「育てるのは楽しい」

を「とてもそう思う」とする割合が少なく、21％となっている。 

 

図Ⅱ－３－52 子ども観 （タイ） 

育てるのは楽しい

家族の結びつきを強める
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-
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1.9  0.2  -

-

1.1  -

 

 

④アメリカ 

アメリカでは、「育てるにはお金がかかる」について 94％が「とてもそう思う」と答えて

いる。全体にそう思うという割合が高く、「老後の経済的な支え」以外は、「とてもそう思う」

と「ややそう思う」を合わせると、すべて 9割を超している。 

 

図Ⅱ－３－53 子ども観 （アメリカ） 

育てるのは楽しい

家族の結びつきを強める

育てるにはお金がかかる

老後の精神的な支え
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31.1

15.3

5.1
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33.7 10.8 5.1
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ややそう思う
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無回答

1.9  0.3  0.1

2.3  0.4  0.5

1.2  2.4

0.7  0.1  0.2
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⑤フランス 

フランスは「とてもそう思う」が最も多いのが、「育てるのは楽しい」で 60％。「老後の経

済的な支え」が最も少なくなり 9％。６項目全体で見ると、「とてもそう思う」の割合の合計

が小さいといえよう。図では黒塗りの部分の面積が、他の国と比べて小さいということであ

る。 

 

図Ⅱ－３－54 子ども観 （フランス） 
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ややそう思う
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無回答

3.2  0.1  0.1

2.9  0.1
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⑥スウェーデン 

スウェーデンは、「家族の結びつきを強める」が最も多い。次いで「老後の精神的な支え」

も多い。「老後の経済的な支え」が最も少なくなり 7％である。 

 

図Ⅱ－３－55 子ども観 （スウェーデン） 

育てるのは楽しい

家族の結びつきを強める

育てるにはお金がかかる

老後の精神的な支え

老後の経済的な支え
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 次に項目別に各国比較をしてみよう。 

ａ．子どもを育てるのは楽しい 

 各国とも、＜そう思う（計）＞（「とてもそう思う」と「ややそう思う」の合計）という割

合が非常に高い（9割以上）なかで、タイのみが 57％と低いのが目立つ。 

親の性別で見ると、韓国では父親が「とてもそう思う」の割合が高くなっている。 
 

図Ⅱ－３－56 子ども観 ＜ａ 子どもを育てるのは楽しい＞ 

日 本

韓 国
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050100
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図Ⅱ－３－57 子ども観 ＜ａ 子どもを育てるのは楽しい＞ 

［親の性別］ 
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(97.9) (97.5) (96.6) (96.6) (96.0) (96.0)

父
親

↓

母
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↓
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ｂ．子どもは家族の結びつきを強める 

 これも各国とも＜そう思う（計）＞の割合が非常に高い。フランス以外は 95％以上。フラ

ンスが少し低く 89％である。親の性別であまり差はない。 

 

図Ⅱ－３－58 子ども観 ＜ｂ 子どもは家族の結びつきを強める＞ 
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図Ⅱ－３－59 子ども観 ＜ｂ 子どもは家族の結びつきを強める＞ 
［親の性別］ 
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母
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ｃ．子どもを育てるにはお金がかかる 

 少し各国で差がある。アメリカ（99％）、韓国（98％）、日本（94％）では、＜そう思う（計）

＞が非常に多い。しかしスウェーデンでは、＜そう思う（計）＞が 67％と低くなって、＜そ

う思わない（計）＞が 3割を越える。フランス、タイも＜そう思わない（計）＞が 1割を越

えている。 

親の性別では、タイや日本では母親のほうが「とてもそう思う」割合が高くなっている。 
 

図Ⅱ－３－60 子ども観 ＜ｃ 子どもを育てるにはお金がかかる＞ 
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図Ⅱ－３－61 子ども観 ＜ｃ 子どもを育てるにはお金がかかる＞ 
［親の性別］ 
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ｄ．子どもは老後の精神的な支えになる 

 タイが、特に＜そう思う（計）＞が多い（98％）。最も少ないのが日本であり 79％、そし

て韓国で 81％である。 

親の性別で見ると、とくにタイでは、母親が「とてもそう思う」という割合が高く 87％と

なっている（父親は 76％）。ほかの国も、わずかであるが、母親のほうが「とてもそう思う」

という割合が高くなっていることもわかる。 
 

図Ⅱ－３－62 子ども観 ＜ｄ 子どもは老後の精神的な支えになる＞ 
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図Ⅱ－３－63 子ども観 ＜ｄ 子どもは老後の精神的な支えになる＞ 

［親の性別］ 
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ｅ．子どもは老後の経済的な支えになる 

 この項目は各国でばらつきがある。タイが＜そう思う（計）＞が 81％ で最も多く突出し

ている。最も少ないのはスウェーデンの 22％、そして日本の 27％である。親の性別では、

それほど大きな差は出ていない。 

 

図Ⅱ－３－64 子ども観 ＜ｅ 子どもは老後の経済的な支えになる＞ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

44.5

65.4

73.2

78.1

18.8

60.1

0 50 100

26.7

81.2

50.4

34.3

39.3

21.9

050100

（％） ＜ そう思わない （計） ＞＜ そう思う （計） ＞ （％）

 

 

図Ⅱ－３－65 子ども観 ＜ｅ 子どもは老後の経済的な支えになる＞ 
［親の性別］ 
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（渡邊 秀樹） 
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７．子育てに対する考え方 

 

 

問 24〔カード 21〕 

あなたは、次のような意見についてどのように思いますか。 

 

 そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

あ
ま
り 

そ
う
思
わ
な
い

全
く
そ
う 

思
わ
な
い 

ａ 愛情があれば、子どもを叩
たた

いてもよいと思う 1 2 3 4 

ｂ 子どものわがままは、許される 1 2 3 4 

ｃ 小学校の先生も、子どもをしつけてほしい 1 2 3 4 

ｄ ５歳以下の子どもを一人にして出かけては 

いけない 
1 2 3 4 

ｅ 近所で悪いことをしている子どもを見つけ 

たら他人の子どもでも叱るのがよい 
1 2 3 4 

 

 

子育てに対する考え方について、５つの項目をあげて尋ねた。 

 

ａ．愛情があれば子ども叩いてもよいと思う 

アジア３ヶ国では、＜そう思う（計）＞（「そう思う」と「ややそう思う」の合計、以下同

様）という親が 70％以上と高く、欧米３ヶ国では 30％台以下と低い傾向がはっきりとして

いる。特に、スウェーデンは、「全くそう思わない」94％と、拒否感が強く現れた。 

親の性別（父親・母親別）では、６ヶ国とも＜そう思う（計）＞では大きな差異は見られ

ない。「そう思う」に着目すると、日本では父親のほうが、韓国とタイでは母親のほうがやや

高い。 
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図Ⅱ－３－66 子育てに対する考え方 

＜ａ 愛情があれば、子どもを叩（たた）いてもよいと思う＞ 
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図Ⅱ－３－67 子育てに対する考え方 ［親の性別］ 

＜ａ 愛情があれば、子どもを叩（たた）いてもよいと思う＞ 
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ｂ．子どものわがままは、許される 

アメリカとスウェーデンは、＜そう思う（計）＞が半数を超えており高い。特に、スウェ

ーデンは 80％台とかなり高い。韓国は、＜そう思う（計）＞が 20％台と６ヶ国中最も低い。

日本、タイ、フランスも 30％台で、アメリカ、スウェーデンに比べてかなり低い。 

親の性別でみると、アメリカで、父親のほうが母親より＜そう思う（計）＞の割合が 5％

程度高くなっているが、アメリカも含めて親の性別による差異はほとんどないといえる。 

 
図Ⅱ－３－68 子育てに対する考え方  ＜ｂ 子どものわがままは、許される＞ 
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図Ⅱ－３－69 子育てに対する考え方 ＜ｂ 子どものわがままは、許される＞ 
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ｃ．小学校の先生も、子どもをしつけてほしい 

韓国、タイ、スウェーデンでは＜そう思う（計）＞という親が多く、韓国とタイでは 100％

近く、スウェーデンも 90％近くを占めている。日本、アメリカ、フランスはおおむね 70％

台で、フランスは６ヶ国中最も低い。日本とアメリカは＜そう思う（計）＞の割合は高いが、

「そう思う」は 30％台とフランスに次いで低い。 

親の性別で見ると、＜そう思う（計）＞の割合は６ヶ国とも親の性別による差異はない。

「そう思う」では、日本は父親のほうが、母親よりも「そう思う」とする割合がやや高い。

反対に、タイでは母親のほうが、父親よりも「そう思う」という割合がやや高い。 

 
図Ⅱ－３－70 子育てに対する考え方 ＜ｃ 小学校の先生も、子どもをしつけてほしい＞ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

32.9

79.6

73.5

38.1

21.7

61.8

45.8

19.9

25.4

36.3

47.0

28.1

19.1

14.6

18.7

5.5 4.7

9.1

12.7

-

-

1.9

そう思う
（％）

ややそう思う あまりそう思わない

全くそう思わない

無回答

2.3  -

0.4  -   0.1

0.7  0.4  -

 
 

図Ⅱ－３－71 子育てに対する考え方 ＜ｃ 小学校の先生も、子どもをしつけてほしい＞ 
［親の性別］ 
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36.2 39.8

21.2 22.1
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35.2

45.9 47.9

31.2
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23.6
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100

そ
う
思
う

や
や
　
そ
う
思
う

（％）

日　本 韓　国 タ　イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン

(73.6) (75.1)

(67.2)
(69.9)

(88.2)
(91.0)

(78.5) (78.8)

(99.6) (99.4) (98.2) (99.6)
父
親

↓

母
親

↓
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ｄ．５歳以下の子どもを一人にして出かけてはいけない。 

６ヶ国とも＜そう思う（計）＞が 90％以上を占めている。「そう思う」に着目すると、日

本と韓国は、タイ、アメリカ、フランス、スウェーデンと比較して割合が低い。日本は＜そ

う思う（計）＞が６ヶ国中最も少なく、＜そう思わない（計）＞も 10％には満たないものの

６ヶ国中最も多い。 

親の性別でみると、６ヶ国とも親の性別による差異はほとんど見られない。 
 

図Ⅱ－３－72 子育てに対する考え方 
＜ｄ ５歳以下の子どもを一人にして出かけてはいけない＞ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

67.0

72.6

83.6

96.7

81.6

93.8

24.1

20.5

13.1

14.6

4.3

7.7

4.4

そう思う
（％）

ややそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

無回答

1.2  -

2.5  -

1.3  2.0  -

1.7  0.3  0.8  0.5

2.5  1.3  -

0.7  1.3  -  
 

図Ⅱ－３－73 子育てに対する考え方 
＜ｄ ５歳以下の子どもを一人にして出かけてはいけない＞ 

［親の性別］ 

67.1 67.0
73.9 71.4

81.8 85.3 81.3 81.9
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22.6 25.2
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15.6 10.7 14.2 15.0
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そ
う
思
う

や
や
　
そ
う
思
う

（％）

日　本 韓　国 タ　イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン

(99.0) (97.9)

(95.5) (96.8)
(97.9) (98.2)

(89.7)
(92.2) (93.5) (92.8)

(97.4) (96.0)

父
親

↓

母
親

↓
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ｅ．近所で悪いことをしている子どもを見つけたら、他人の子どもでも叱るのがよい 

日本、韓国、スウェーデンでは＜そう思う（計）＞の割合が高く 95％以上を占めている。

それに続いて、タイ、フランスも＜そう思う（計）＞の割合が高く 80％台を占めている。ま

た、「そう思う」でも、スウェーデンが６ヶ国中最も高い（79％）。 

親の性別では、タイで父親のほうが、母親より＜そう思う（計）＞の割合がやや高い。タ

イ以外では親の性別による差異は見られない。 
 

図Ⅱ－３－74 子育てに対する考え方 
 ＜ｅ 近所で悪いことをしている子どもをみつけたら、他人の子どもでも叱るのがよい＞ 

ｅ　近所で悪いことをしている子どもを見つけたら、他人の子どもでも叱るのがよい

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

53.7

57.0

49.5

23.8

37.9

78.8

39.2

39.2

33.9

36.8

42.8

17.6

6.4

10.7

21.0

14.9

5.9

15.9

4.4

0.1

2.5

-

そう思う
（％）

ややそう思う 無回答

0.5  0.2

3.5  0.2  0.1

 あまりそう思わない

全くそう思わない

2.6  0.8  0.1  
 

図Ⅱ－３－75 子育てに対する考え方 
＜ｅ 近所で悪いことをしている子どもをみつけたら、他人の子どもでも叱るのがよい＞ ［親の性別］ 
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（％）

日　本 韓　国 タ　イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン

(60.7) (60.5)

(81.1) (80.2)

(94.6)
(97.8)

(93.2) (92.7)
(96.0) (96.4)

(87.1)

(79.8)

父
親

↓

母
親

↓
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８．子どもの成長についての満足度 

 

問 21〔カード 19〕 

あなたは、●●さんのこれまでの成長について、どの程度満足していますか。 

 

1 満 足 

2 やや満足 

3 やや不満 

4 不 満 

 

 

子どもの成長についての満足度を尋ねてみると、６ヶ国とも＜満足（計）＞（「満足」と「や

や満足」の合計」の合計」、以下同様）とする親が各国とも約 95％以上にのぼっている。 

日本の親は約 97％が＜満足（計）＞しているが、「満足」が 59％と６ヶ国中最も少なく、

「やや満足」が 39％と最も多い。 

1994年調査と比較すると、５ヶ国とも「満足」が高くなっている。日本と韓国は、「満足」

がやや増え（日本 7％増、韓国 10％増）、その分「やや満足」「やや不満」「不満」が減って

いる。タイは「満足」が 1994 年調査では 69％であったが、2005 年では 82％と５ヶ国中最

も変動が大きい。アメリカとスウェーデンは大きな変化はない。 
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図Ⅱ－３－76 子どもの成長についての満足度 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

58.5

74.0

82.4

89.6

74.5

89.1

38.6

21.1

12.9

8.9

24.5

10.6

満　足

（％）

やや満足

やや不満

不　満

無回答

2.6  0.3  -

4.3 0.4  0.2

1.3  0.1  0.1

0.8  -  0.2

0.2  -  0.1

4.2  0.5  -

 
 

図Ⅱ－３－77 ［1994 年］ 子どもの成長についての満足度 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

イ ギ リ ス

スウェーデン

51.5

64.5

69.4

87.5

86.7

88.2

43.2

29.9

29.2

10.8

11.1

11.3

5.1

4.8

満　足

（％）

やや満足

やや不満

不　満

無回答

  　0.5  -

　　0.5  -

1.2  0.2  0.3

1.5 0.4  0.3

   -  0.3  0.2

0.8  0.6  -

 
（日本女子社会教育会，1996：p.147 より） 

 

子どもの年齢別に見ると、タイを除く５ヶ国では、子どもが小さいほど「満足」している

親が多く、子どもの年齢が上がるとともに「満足」している親が減るという傾向が見られる。 

６ヶ国中その傾向が最も強いのは日本で、韓国とフランスも比較的強いといえる。アメリ

カ・スウェーデンは弱い。 
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図Ⅱ－３－78 子どもの成長についての満足度 ［親の性別］ 
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や
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満
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９．理想の子ども数（問 22） 

 

問 22 

あなたは理想としては、何人のお子さんを持ちたいと思いますか。 

 

1 １人だけ 

2 ２人 

3 ３人 

4 ４人  

5 ５人以上 
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理想の子ども数は、各国とも「２人」が最も多くあげられている。「３人」は、６ヶ国中日

本が最も多かった（42％）。「１人だけ」はタイが最も多く（14％）、次にアメリカ（11％）

で、他の４ヶ国は 10％未満である。欧米３ヶ国のほうが、アジア３ヶ国よりも４人以上をあ

げる親が多い傾向がやや見られる。 

1994年調査と比較すると、日本は３人以上をあげる親が約 15％減少した分、「１人だけ」

が 3％増、「２人」12％増と６ヶ国中最も変動が大きい。平均子ども数でも、1994 年の 2.8

人から 2005年の 2.5人へ 0.3人減となり、６ヶ国中最も下げ幅が大きい。 

 

表Ⅱ－３－５ 理想の子ども数 

（％） (人)

無 回 答 ／ 平 均

わ か ら な 子 ど も 数

い

1994年 1.6 34.8 51.1 8.7 3.6

2005年 4.2 46.9 41.5 5.3 1.8

増減 2.6 12.1 -9.6 -3.4 -1.8

1994年 6.9 54.2 26.2 9.4 3.3

2005年 8.1 50.2 30.7 8.2 2.5

増減 1.2 -4.0 4.5 -1.2 -0.8

1994年 9.8 56.2 23.7 5.5 4.8

2005年 13.8 58.8 20.9 3.6 2.9

増減 4.0 2.6 -2.8 -1.9 -1.9

1994年 9.4 40.7 29.1 11.2 8.6

2005年 10.6 41.0 25.2 10.3 9.2

増減 1.2 0.3 -3.9 -0.9 0.6

1994年 － － － － －

2005年 9.8 41.6 28.9 11.9 6.5

1994年 2.0 39.1 37.6 14.5 5.4

2005年 4.0 46.6 35.0 9.5 4.7

増減 2.0 7.5 -2.6 -5.0 -0.7

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

フ
ラ
ン
ス

ア
メ
リ
カ

タ
イ

2.6

-0.2

0.0

-0.1

－ 

－

0.0

－

2.6

2.8

2.2

-0.2

2.7

2.7

0.0

2.7

－

2.8

2.5

-0.3

2.5

2.5

0.0

2.4

0.3

0.3

0.2

3.7

－

1.0

1.4

1.5

５人以上

0.3

0.1

１人だけ ２　　人 ３　　人 ４　　人

韓
国

日
本

 
（1994年調査の出典：日本女子社会教育会，1996：p.134より） 

 
 

（酒井 計史） 



 

－152－ 

まとめ 

（１）子どものしつけ 

①５歳のとき 

「日常のあいさつができる」は、どの国でも 8 割以上となった。これは 1994 年調査と同

じ結果である。「行儀よく食事ができる」は、日本と韓国が 7 割であるのに対して、他の国

では 9割と日本と韓国は低い数字にとどまっている。この傾向も前回調査とほとんど同様で

あった。「身体を清潔に保つことができる」は、タイが 9 割を超えて最も高く、次いでアメ

リカ、スウェーデンが 8割を超えている。日本は 78％で、タイ、アメリカ、スウェーデンほ

ど高くはないが、1994 年調査の 65％から 10％以上増加している。「遊んだあとの片づけが

できる」は、タイ、アメリカが 8割を超え最も高く、日本、韓国、フランス、スウェーデン

は 6割台である。 

 全体を見ると、５歳のとき「１人でできる」と最も答えている国はタイで、「遊んだあとの

片づけができる」（82%）以外は 9割を超えている。どの項目でも６ヶ国中第１位である。 

 日本は、「日常のあいさつができる」「行儀よく食事ができる」で６ヶ国中最下位、「身体を

清潔に保つことができる」「遊んだあとの片づけができる」は６ヶ国中第４位である。総じて、

日本と韓国は「１人でできる」と考えられている割合が低い。 

子どもの性別では、日本では、女の子は男の子に比べてどの項目もできるという割合が高

い。他の５ヶ国ではこの男女差があまり見られない。これも 1994 年調査と同様の結果であ

る。 

子どもの年齢別では、タイを除く５ヶ国が「遊んだ後の片付け」は親が期待するほど現実

はできない。タイはいずれの項目も親が期待する以上に現実にできることを示しており、他

の５ヶ国と回答傾向が異なっている。アメリカはすべての項目について０～５歳と６～12歳

の差が大きく、いずれも親が期待するほど現実にはできていない。韓国は期待と現実の差が

少ない。 

 

②15歳のとき 

「身の回りの整理整頓をする」「マナーを守る」は６ヶ国とも 85％以上である。「家族のた

めに食事を作る」は、タイ、スウェーデン、アメリカで 8割前後、フランス、日本、韓国で

は 4～5割と低い。日本では 1994年調査の 63%から 55%へと減少している。「働いて報酬を

得る」は、アメリカが 8 割と群を抜いている。スウェーデンとタイは 4 割 、フランスは 3

割、日本は 1 割台、韓国は 1 割に満たない。総じて、日本と韓国は 15 歳のときに「１人で

できる」と考えられる割合は低い傾向にある。 

子どもの性別では、「身の回りの整理整頓をする」「マナーを守る」については男女の差は

ない。「家族のために食事を作る」はどの国でも女の子への期待が大きいが、日本が最も男女

差が大きい。 
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「家族のために食事を作る」ことができる男の子に着目すると、最も「できる」と考えら

れているのはタイとスウェーデンで、アメリカがそれに続く（73%）。 

1994年調査と比較すると、日本は女の子も男の子も「家族のために食事を作る」ことを「で

きる」と考えられなくなっている。 

 

（中野 洋恵） 

 

（２）子どもへの期待 

「強く期待すること」として第１位にあげられた項目をみると、日本は「自分の意見をハ

ッキリ言う」、韓国は「自分の人生の目標を持つ」、タイは「男らしく、女らしくする」、アメ

リカ・スウェーデンは「困っている人を助ける」、フランスは「親の言うことを素直にきく」

であった。 

この他に、日本で期待が高かった項目は、「他人と協調できる」（第２位）、「困っている人

を助ける」（第３位）で、期待が低かった項目は「学校でよい成績をとる」（第８位）と「他

人との競争に勝てる」（第９位）であった。日本の親は自分の意見はハッキリ言い、かつ他人

と協調ができ、他人への思いやりを持てる子どもを期待し、人との競争に勝ったり、学校の

成績が良いことは、子どもにあまり期待していない姿が浮かび上がる。 

 日本では、男の子のほうが「男らしく」あれと期待されている傾向が強く、タイ・韓国と

同じ傾向である。また、日本では父親のほうが母親より「男らしく、女らしく」を「強く期

待」する傾向があった。この傾向は６ヶ国中日本が最も強かった。 

 韓国では日本と同様に、「他人との競争に勝てる」（第８位）、「学校でよい成績をとる」（第

９位）に対する期待は低かった。また、「男らしく、女らしく」を「強く期待」することにお

いて、父親がより期待する傾向、および男の子により期待する傾向が強かった。 

タイで「強く期待されている」項目の第１位は「男らしく、女らしくする」であったが、

「学校でよい成績をとる」以外の項目で、男の子のほうが女の子より「強く期待」する傾向

があった。 

アメリカは、どの項目においても「強く期待する」傾向が強かった。「男らしく、女らしく」

を「強く期待」するが全体で 6割を占め、６ヶ国中最も高いが、父親・母親の期待のあり方、

子どもの性別による期待にはあまり差がない。また、日本や韓国で期待する傾向が低かった

「学校でよい成績をとる」ことが第３位である。 

フランスは「親のいうことを素直にきく」が第１位であり、アメリカと同様「学校でよい

成績をとる」ことが第３位である。全体的に、父親・母親の期待のあり方、男の子・女の子

に対する考えにあまり差がないが、「リーダーシップがとれる」「他人との競争に勝てる」で

は父親のほうがより強く期待する傾向がある。 

スウェーデンでは「困っている人を見たら助けてあげる」が「強く期待する」ことの第１
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位であり、8 割近くが「強く期待する」と回答しているが、この項目において男の子により

期待する傾向がある。「男らしく、女らしくする」は第８位であり、６ヶ国中最も否定的な回

答の割合が高かった。他の項目では男の子と女の子への期待において差は小さい。一方でス

ウェーデンの母親は父親より「強く期待」する傾向が強く、これは６ヶ国中最も傾向が強か

った。 

 

（３）子どもの将来への期待 

全ての国で、親が子どもの将来に「強く期待すること」は「幸せな家庭をきずく」が第１

位であった。期待する生き方の第２位としては、日本、韓国、アメリカ、スウェーデンにお

いて「人のためにつくす」であり、タイ、フランスにおいて「高い収入を得る」であった。

期待が低い生き方は「有名になる」で、日本、韓国、アメリカ、フランス、スウェーデンに

おいて最も期待されていなかった。タイでは第５位であった。 

割合（％）は違うものの、日本、韓国、スウェーデンの期待されている生き方の順番はま

ったく同じで、「幸せな家庭をきずく」「人のためにつくす」「仕事よりも趣味・余暇を楽しむ」

「高い収入を得る」「高い地位につく」「有名になる」の順であった。 

 アメリカは、日本、韓国、スウェーデンと比べて、日本、韓国、スウェーデンで第３番目

の「仕事よりも趣味・余暇を楽しむ」が第５番目で、「仕事よりも趣味・余暇を楽しむ」より

「高い収入を得る」「高い地位につく」が期待されている。 

タイとフランスは「高い収入をえる」が第２位であり、タイの場合は第３位に「人のため

につくす」、第４位に「高い地位につく」、一方、フランスの場合は第３位に「高い地位につ

く」、第４位に「人のためにつくす」であった。 

子どもの性別によって期待が異なったのはタイであり、「高い収入をえる」「有名になる」

「高い地位につく」「人のためにつくす」で男の子のほうが女の子より期待されていた。また、

スウェーデンでは「人のためにつくす」「幸せな家庭をきずく」への期待で男の子のほうが女

の子より期待されていた。一方、日本では「幸せな家庭をきずく」への期待で女の子のほう

が男の子より期待されていた。 

（大槻 奈巳） 

 

 

（４）将来子どもにして欲しくない家庭生活像 

日本の親は、子どもが「同性愛カップルで生活すること」や「一生独身でいる」、「子ども

がいて離婚する」、「未婚で子どもを持つ」、「子どもを持たない」などを特に強くして欲しく

ない、と答えている。韓国も同様の項目において、「して欲しくない」の割合が高い。韓国で

はすべての項目において、「して欲しくない」の割合が高く家族規範の強い社会ということが

いえる。フランスやスウェーデンは、全体に、して欲しくない、の比率が低く、家族規範が
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弱い、つまり多様な家族のライフスタイルを受け入れる社会といえる。結婚後の親との同居

については、日本やタイは世代間の独立志向は無く、スウェーデンやアメリカにおいて、強

い独立志向が見える。 

 

（５）子どもへの学歴期待 

日本では、大学までは行って欲しいという回答が最も多い。高校までは 25％近くである。

女の子には短大までが 2 割おり、子どもの性別による学歴の期待に差がある。1994 調査と

比べると、高校までが増え（10 年前は 1 割程度）、学歴期待が低下している。とくに男子に

おいて、大学までが 66％から 52％へと低くなっているのがわかる。他の国も多くは大学ま

で行って欲しいという結果となっており、学歴期待は全般に高いといえるだろう。韓国は大

学院まで、というのも多く非常に高い学歴期待を示す国であるが、1994年調査の結果と比較

すると少し低下して、大学院までが減り、大学までが増えている。 

 

（６）子どもとは何か（子ども観） 

「子どもを育てるのは楽しい」、「家族の結びつきを強める」、「育てるにはお金がかかる」、

「老後の精神的な支え」、「老後の経済的な支え」という５項目について尋ねた結果、日本で

は「家族の結びつきを強める」を、「そう思う」とするのが最も多く、「老後の経済的な支え」

が最も少ない。「育てるにはお金がかかる」というのは、「そう思う」が 94％と非常に多い。

「子どもを育てるのは楽しい」は、各国とも、「そう思う」が 9 割を越えて非常に多いが、

タイだけは 5 割強と相対的に少なくなっている。「育てるにはお金がかかる」は、スウェー

デンのみが 67％で、相対的に低くなっている。「老後の経済的な支え」は、タイで「そう思

う」が 8割以上で目立つが、他の国では低くなっている。 

 

（渡邊 秀樹） 

 

（７）子育てについての考え方 

「愛情があれば子ども叩いてもよいと思う」という考えに対して、アジア３ヶ国では、＜

そう思う（計）＞とする親が 70％以上だったのに対し、欧米３ヶ国では 30％台以下と低か

った。特に、スウェーデンは、子どもへの体罰が法律で禁止されているため、「全くそう思わ

ない」が 94％と強い否定となって現れたものと考えられる。 

「子どものわがままは、許される」という考え方に対して、アメリカとスウェーデンは＜

そう思う（計）＞という親が半数を超えた。特に、スウェーデンは 80％台と最も高かった。

韓国は、＜そう思う（計）＞が 20％台と６ヶ国中最も低かった。日本、タイ、フランスも

30％台と低かった。 

「小学校の先生も、子どもをしつけてほしい」という考え方に対して、韓国、タイ、スウ
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ェーデンでは＜そう思う（計）＞という親が多く、韓国とタイでは 100％近く、スウェーデ

ンも 90％近くを占めた。日本、アメリカ、フランスはおおむね 70％台で、フランスは６ヶ

国中最も低かった。 

「５歳以下の子どもを一人にして出かけてはいけない」という考え方に対しては、６ヶ国

とも＜そう思う（計）＞が 90％以上を占めた。そのうち「そう思う」では、日本と韓国は割

合が低かった。特に、日本は＜そう思う（計）＞が６ヶ国中最も少なく、＜そう思わない＞

が６ヶ国中最も多かった。 

「近所で悪いことをしている子どもを見つけたら、他人の子どもでも叱るのがよい」では、

日本、韓国、スウェーデンでは＜そう思う（計）＞の割合が高く 95％以上を占めた。６ヶ国

中最も低かったのはアメリカで、＜そう思う（計）＞の割合は約 60％であった。また、「そ

う思う」は、スウェーデンが 79％と６ヶ国中最も高かった。 

 

（８）子どもの成長についての満足度 

子どもの成長についての満足度は、＜満足（計）＞とする親が各国とも約 95％以上にのぼ

っている。日本も約 97％が＜満足（計）＞しているが、「満足」が 59％と６ヶ国中最も少な

く、「やや満足」が 39％と最も多い。 

1994年調査と比較すると、５ヶ国とも「満足」が多くなっていたが、特に、タイは「満足」

が 13％増加し、５ヶ国中最も変化が大きかった。 

子どもの年齢別では、タイを除く５ヶ国では、子どもが小さいほど「満足」している親が

多く、子どもの年齢が上がるとともに「満足」している親が減るという傾向が見られる。特

に、日本と韓国にその傾向が強い。 

 

（９）理想の子ども数 

各国とも「２人」が最も多くあげられた。「３人」は日本が６ヶ国中最も多かったが（42％）、

1994年調査と比較すると、日本は３人以上をあげる親が減少した分、「１人だけ」「２人」を

あげる親が増加し、こうした変化が６ヶ国中最も大きかった。日本は意識面でも少子化の傾

向が現れているといえるのかもしれない。 

タイも「１人だけ」（14％）が６ヶ国中最も多かった。しかし、同じく少子化の問題が大

きい韓国は、日本ほど変化は見られなかった。 

全体に、欧米３ヶ国のほうがアジア３ヶ国よりも４人以上をあげる親が多い傾向がやや見

られた。 

 

（酒井 計史） 
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第４章 家庭と職業のバランス 

 

 

１．子育てと仕事の負担感・拘束感（問 11） 

 

 

問 11〔カード８〕 

 ●●さんを育てていて、この１ヶ月ほどの間に、あなたは次のようなことがどのく

らいありましたか。それぞれについて、教えてください。 

 

 何
度
も
あ
っ
た 

と
き
ど
き 

あ
っ
た 

ご
く
ま
れ
に 

あ
っ
た 

ま
っ
た
く 

な
か
っ
た 

職
業
に 

つ
い
て
い
な
い 

ａ 家事・育児などの負担が重いと感じた 1 2 3 4 ＊ 

ｂ 職場での仕事の負担が重いと感じた 1 2 3 4 5 

ｃ 仕事のために家族と一緒に過ごす時間

がとれないと感じた 
1 2 3 4 5 

ｄ 家庭生活のために仕事に費やす時間が

とれないと感じた 
1 2 3 4 5 

 

 

 

ａ．家事・育児などの負担感 

一般にどの国でも、家事・育児などの負担感は、母親の方が父親より高い。しかし、負担

感の表明の程度は、国によって相当違う。この１ヶ月の間に「負担が重いと感じた」ことが

「何度もあった」人と「ときどきあった」人をあわせて「負担感」を示すものとして、国際

比較をしてみよう。 
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母親の負担感が非常に高いグループに、韓国（67％）、アメリカ（62％）、フランス（60

％）が並び、次いでスウェーデン（56％）がくる。タイ（42％）と日本（36％）では、相対

的に母親の負担感は低い。 

父親の負担感についてみると、最も高いのがスウェーデン（47％）で、タイや日本の母親

の負担感をやや上回っている。次に、アメリカ（33％）、韓国（32％）、フランス（32％）、

タイ（30％）が並び、日本の父親（15％）は負担感が最も低い。 

そこで、母親と父親の負担感の差を国別に一覧表にしてみた。 

 

 

図Ⅱ－４－１ 家事・育児などの負担感（母親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

9.4

18.5

10.7

21.1

23.6

14.3

26.1

48.1

31.1

41.0

36.8

42.0

28.0

23.5

11.9

19.5

19.1

25.4

36.2

9.3

46.3

16.1

19.4

16.9

1.5

1.1

2.3

-

0.6

0.3

何度もあった

 ときどきあった ごくまれにあった まったくなかった

（％）

無回答

 
 

図Ⅱ－４－２ 家事・育児などの負担感（父親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

4.1

4.5

7.1

7.3

7.3

12.1

10.7

27.3

22.6

25.3

24.2

35.0

19.2

39.1

11.7

25.1

23.6

27.7

65.5

27.7

58.6

41.0

44.8

23.6

1.7

-

1.3

-

1.4

0.5

何度もあった

 ときどきあった ごくまれにあった まったくなかった

（％）

無回答
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表Ⅱ－４－１ 家事・育児負担感 

［親の性別による差］ 

 

母　親 父　親 ジェンダー差

日 本 35.5 14.8 20.7

韓 国 66.6 31.8 34.8

タ イ 41.8 29.7 12.1

ア メ リ カ 62.1 32.6 29.5

フ ラ ン ス 60.4 31.5 28.9

ス ウ ェ ー デ ン 56.3 47.1 9.2

 
 

 母親と父親の負担感の差が大きいグループに、韓国（35％）、アメリカ（30％）、フラン

ス（29％）が並び、次いで日本（21％）がくる。タイ（12％）とスウェーデン（9％）は、

負担感の親の性別による差が小さい。 

 これらのデータから国別の特徴を見ると、スウェーデンは、父親の負担感が抜きん出て高

いが、負担感の親の性別による差が最も小さく、父母の負担感が均等化されている。タイは、

父母ともに日本に次いで負担感が低く、しかも親の性別による差が少ない。言わば、スウェ

ーデンは＜高負担感で均等＞、タイは＜低負担感で均等＞である。一方、韓国、アメリカ、

フランスは、母親が高い負担感を表明し、父親の低い負担感との落差がある。日本は、父母

ともに負担感は最も低いが、負担感の親の性別による差は歴然としている。 

母親－父親 

（％） 
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ｂ．職場での仕事の負担感 

まず、この１ヶ月の間に「負担が重いと感じた」ことが「何度もあった」人と「ときどき

あった」人をあわせて「負担感」を示すものとして、国際比較をしてみよう。上の２つの図

を見る限り、どの国でも一般に、職場での仕事の「負担感」を表明している父親は母親より

多く、また、どの国でも母親は「職業に就いていない」場合が父親より多い。 

父親の仕事負担感が非常に高いグループは欧米諸国で、アメリカ（57％）とフランス（54

％）が並び、次いでスウェーデン（48％）がくる。アジア諸国では、父親の負担感は相対的

に低く、韓国（33％）、日本（27％）、タイ（23％）の順である。 

 

図Ⅱ－４－３ 職場での仕事の負担感（父親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

10.7

5.3

19.0

21.5

15.8

16.0

28.1

18.8

38.1

32.8

32.6

21.5

34.4

11.5

16.5

15.5

23.9

49.5

31.2

62.0

22.8

26.2

18.4

4.1

9.2

4.2

-

-

（％）何度も
 あった

 ときどき
 あった

 ごくまれに
 あった まったくなかった 無回答

職業についていない

0.5  1.8

0.8  0.2

3.4  -

3.3 0.2

 

図Ⅱ－４－４ 職場での仕事の負担感（母親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

6.1

5.6

4.8

15.1

10.7

13.4

11.0

11.7

13.9

23.9

24.5

33.2

9.6

12.9

11.9

13.6

15.0

21.2

22.4

5.0

43.8

18.4

24.3

18.1

48.3

64.0

25.7

27.6

25.6

14.1

2.6

0.8

-

1.3

-

-

（％）何度も
 あった

 ときどき
 あった

ごくまれに
 あった

 まったく
 なかった 無回答

職業について
いない
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母親の仕事負担感についてみると、最も高いのがスウェーデン（47％）で、アジア諸国の

父親の負担感を大きく上回っている。次に、アメリカ（39％）、フランス（35％）がくる。

アジア諸国の母親は、タイ（19％）、韓国（17％）、日本（17％）と負担感が低い。また、

専業主婦の占める割合は、韓国（64％）で最も高く、日本（48％）がそれに続いている。ア

メリカ（28％）、フランス（26％）、タイ（26％）では同程度、スウェーデン（14％）が最

も少ない。 

専業主婦は仕事の負担を感じようがないので、職業に就いていない人を非該当として外し、

職業についている人のみで集計しなおしてみると、母親の様相は大きく変化する。どの国で

も母親の負担感は拡大し、父親の負担感はあまり変わらないため、母親の負担感が父親の負

担感を上回る国が続出する。 

有職者のみの集計で見ると、母親の負担感が最も高いのは、アメリカ（55％）とスウェー

デン（54％）であり、次に韓国（49％）とフランス（47％）がくる。そして、日本（35％）、

タイ（25％）の順になる。韓国と日本は、職業についていない母親が多かったため、全体で

見ると母親の負担感が低く見えたが、有職の母親だけで見ると負担感が相当高い社会である

ことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４－５ 職場での仕事の負担感（母親） 

［職業についている人のみ］ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

12.4

15.8

21.3

14.3

15.6

22.3

33.3

18.7

33.7

32.9

38.6

19.5

36.7

16.0

19.1

20.1

24.7

45.7

14.1

58.9

25.9

32.7

21.0

6.4

（％）何度も
 あった

 ときどき
 あった

 ごくまれに
 あった まったくなかった
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次に、父親と母親の仕事負担感の差を国別に一覧表にしてみた。 

 フランスとアメリカは、父親の仕事負担感が母親のそれより大きい。親の性別による差は、

全体集計で、フランス（19％）、アメリカ（18％）、有職者のみの集計では差が縮まるもの

の、フランス（9％）、アメリカ（4％）と父親の高負担感は残る。韓国は、全体集計では父

親の負担感が高く親の性別による差が大きい（16％）が、有職者のみの集計では逆転して母

親の負担感が父親より高く、その差が最も激しい国（-15％）となっている。日本は、全体集

計では韓国に次いで父親の負担感が高く親の性別による差が大きかった（10％）が、有職者

のみの集計ではやはり逆転が起こり、その差は母親の高負担感を示す（-7％）。タイとスウ

ェーデンは、多少の逆転現象は起こるものの、もともと負担感の親の性別による差が極めて

小さい。全体集計における差は、タイ（4％）、スウェーデン（2％）であり、有職者のみの

集計でも、タイ（-1％）、スウェーデン（-1％）である。 

 これらの結果から、やはりスウェーデンは仕事の面でも父母が＜高負担感で均等＞であり、

タイは＜低負担感で均等＞である。アメリカとフランスは、父親の高負担感に対して母親の

負担感と差があり、韓国と日本は、専業主婦が多いために全体集計では父親の負担感が母親

のそれより高くでるが、有職者のみの集計では逆転し、母親の負担感が父親のそれを上回る。 

 解釈において注意しなければならないのは、ここで問われているのがあくまでも主観的な

負担の感じかたであることである。実際の負担については、別の変数を見る必要がある。 

  次に、家庭生活と仕事の両立の難しさをどのくらい感じているかを見てみよう。 
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 表Ⅱ－４－２ 職場における仕事の負担感 

［親の性別による差］ 

父　親 母　親 ジェンダー差 父　親 母　親 ジェンダー差

日 本 26.7 17.1 9.6 27.4 34.7 -7.3

韓 国 33.4 17.3 16.1 33.7 49.1 -15.4

タ イ 23.0 18.7 4.3 23.9 25.1 -1.2

ア メ リ カ 57.1 39.0 18.1 59.2 55.0 4.2

フ ラ ン ス 54.3 35.2 19.1 56.6 47.2 9.4

ス ウェーデン 48.4 46.6 1.8 53.3 54.2 -0.9

職業についている人のみの集計全体集計

 
 

 

父親－母親

（％）

父親－母親
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ｃ．仕事のために家族と一緒に過ごす時間がとれないと感じること 

「仕事のために家族と一緒に過ごす時間がとれないと感じる」ことが、この１ヶ月の間に

「何度もあった」人と「ときどきあった」人をあわせて、家庭生活に対する仕事拘束感を示

すものとして、国際比較を行う。上の２つの図を見ると、一般に父親のほうが母親より多く

「拘束感」を表明し、また、母親は職業についていない場合が父親より多い。 

 父親の仕事拘束感が非常に高いグループは、韓国（64％）、スウェーデン（62％）、アメ

リカ（60％）であり、次いでフランス（47％）、日本（43％）と続く。タイ（22％）は最も

低い。 

図Ⅱ－４－６ 家庭生活に対する仕事拘束感職（父親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

16.4

21.9

19.7

17.6

29.3

26.7

41.9

18.0

40.6

29.4

32.6

25.3

20.8

13.3

18.8

18.0

14.4

29.9

14.2

61.2

16.7

30.9

14.4

4.1

9.2

4.0

-

-

（％） 何度も
 あった

 ときどき
 あった

 ごくまれに
 あった まったくなかった 無回答

0.5  1.1

職業についていない

0.8  0.4

3.4  -

3.3  0.8

 
 

図Ⅱ－４－７ 家庭生活に対する仕事拘束感職（母親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

5.6

11.3

17.2

11.2

26.2

10.4

12.3

14.9

23.4

19.6

27.7

13.2

7.6

12.9

11.1

14.4

14.6

20.0

4.0

44.2

19.5

29.2

17.4

48.3

64.0

25.7

27.6

25.6

14.1

2.4

-

-

1.1

-

0.8

2.4

（％）何度も
 あった

 ときどき
 あった

 ごくまれに
 あった 無回答

職業について
いない

 まったく
 なかった
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 母親の仕事拘束感についてみると、最も高いのがスウェーデン（54％）で、フランス、日

本、タイの父親を凌ぐほどである。次に、アメリカ（41％）、フランス（31％）がきて、ア

ジア諸国の母親は、韓国（24％）、タイ（17％）、日本（16％）と拘束感が低いように見え

る。 

 しかし、専業主婦を外して有職者のみの集計を見ると、母親の拘束感は大きく変わる。 

職業についている母親の仕事拘束感が最も高いのは韓国（67％）であり、次いでスウェーデ

ン（63％）、アメリカ（57％）、フランス（42％）、日本（33％）、タイ（23％）の順であ

る。やはり韓国と日本は、専業主婦が多いために全体集計では母親の仕事拘束感が小さく出

るが、有職者のみに絞ると仕事拘束感の大きさが際立つ。特に韓国のドラスティックな違い

には驚く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４－８ 家庭生活に対する仕事拘束感職（母親） 

［職業についている人のみ］ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

11.3

32.2

24.2

15.1

30.5

21.2

35.0

20.0

32.8

26.4

32.2

26.9

21.5

17.3

15.6

19.3

17.0

40.6

11.3

59.5

27.4

39.2

20.3

3.2

（％）何度も
 あった

 ときどき
 あった

 ごくまれに
 あった まったくなかった
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そこで、父親と母親の仕事拘束感の差を国別に一覧表にしてみた。 

全体集計では父親と母親の仕事拘束感の差が最も大きいのが韓国（40％）であるように見

えるが、有職者のみの集計では逆転し、母親の仕事拘束感が父親のそれを上回る（-3％）。

韓国は、有職の父母の仕事拘束感が非常に強い。日本では、親の性別による差は全体集計（27

％）から有職者のみの集計（11％）へと縮小され、アメリカも全体集計（20％）から有職者

のみの集計（6％）へ、フランスも全体集計（16％）から有職者のみの集計（7％）へと差が

小さくなる。タイとスウェーデンでも多少の縮小は生じるが、タイの全体集計（5％）と有職

者集計（0％）、スウェーデンの全体集計（8％）と有職者集計（6％）には、大きな違いがな

い。ここでも、タイは＜低拘束感で均等＞、スウェーデンは＜高拘束感で均等＞と言える。 
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表Ⅱ－４－３ 家庭生活に対する仕事拘束感 

［親の性別による差］ 

父　親 母　親 ジェンダー差 父　親 母　親 ジェンダー差

日 本 43.1 16.0 27.1 43.8 32.5 11.3

韓 国 63.8 23.6 40.2 64.4 67.2 -2.8

タ イ 22.0 17.3 4.7 22.8 23.2 -0.4

ア メ リ カ 60.3 40.6 19.7 62.9 57.0 5.9

フ ラ ン ス 47.0 30.8 16.2 48.9 41.5 7.4

ス ウェーデン 61.9 53.9 8.0 68.2 62.7 5.5

全体集計 職業についている人のみの集計

 
 

 

父親－母親

（％）

父親－母親
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ｄ．家庭生活のために仕事に費やす時間がとれないと感じること 

全体集計を見る限り、どの国でも一般に「家庭生活のために仕事に費やす時間がとれない

と感じる」ことは少ない。それでも、家庭生活拘束感を持つ父親（「何度もあった」人と「と

きどきあった」人の合計）は、相対的にスウェーデンに多く（26％）、次いで韓国（17％）、

タイ（16％）、アメリカ（15％）、日本（14％）、フランス（11％）の順になっている。母

親の家庭生活拘束感も同様で、相対的にスウェーデンに多く（21％）、韓国（17％）、タイ

（14％）、フランス（11％）、アメリカ（9％）、日本（9％）の順である。父親と母親の間

で家庭生活拘束感の差はほとんどない。父親の拘束感が母親のそれより最も高いのがアメリ

カであるが、それでも 6％の差に過ぎない。 
 

図Ⅱ－４－９ 仕事に対する家庭生活拘束感（父親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン 5.0

10.3

15.6

13.9

12.3

9.2

20.8

16.2

46.2

11.9

25.5

21.2

23.4

68.5

35.6

68.5

55.0

63.5

41.6

4.1

9.2

1.9

2.5

2.2

1.2

3.2

3.4

-

-

（％）

何度もあった

 ときどき
 あった

 ごくまれに
 あった まったくなかった 無回答

職業についていない

0.5  1.4

0.8  0.6

   -

3.3  1.3

 

図Ⅱ－４－10 仕事に対する家庭生活拘束感（母親） 
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5.2

49.5
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47.9

44.4

48.3

64.0
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27.6

25.6

14.1

2.6

2.7

1.8

4.0

1.7

0.2

-

1.0

-

1.0

2.4

（％）

何度もあった

ときどき
あった

ごくまれに
あった まったくなかった 無回答

職業について
いない
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しかし、有職者のみで集計しなおしてみると、父親はあまり変わらないが、母親の家庭拘

束感は一変する。 

韓国の働く母親が最も家庭拘束感が強く（48％）、次いでスウェーデン（24％）、日本（19

％）とタイ（19％）、フランス（15％）、アメリカ（13％）の順になる。ほとんどの国にお

いて家庭拘束感の親の性別による差が小さいなかで、韓国のみ働く母親の家庭拘束感が際立

って高く、その差が大きい。 

 

以上、仕事と家庭生活の両立の難しさについては、全体に仕事のために家庭生活が充分に

できないと感じられており、その逆ではないことが伺える。これらの感じ方の背景には、実

際の負担量の問題、どの程度の負担を当然視するかという自明性の問題、家庭生活と仕事へ

の期待値の違い、性別分業意識などが絡んでおり、複雑である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４－11 仕事に対する家庭生活拘束感（母親） 

［職業についている人のみ］ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

3.5

11.4

3.8

3.5

5.8

15.2

36.9

16.3

9.4

11.1

18.4

21.6

36.9

14.7

18.2

21.1

24.0

59.7

14.8

66.7

68.6

64.3

51.8

2.4

（％） 何度も
  あった まったくなかった

 ときどき
 あった

 ごくまれに
 あった
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２．性別分業意識（問 26） 

 

 

問 26〔カード 24〕 

あなたは、「男は外で働き、女は家庭を守るべきである」という意見に賛成ですか、

反対ですか。 

 

1 賛成 

2 どちらかといえば賛成 

3 どちらかといえば反対 

4 反対 

5 わからない 

 

 

固定的性別分業意識を尋ねたところ、父親と母親の回答は似たパターンを示した。 

 まず、「賛成」と「どちらかといえば賛成」を足した回答の分布は、父親回答（図Ⅱ－４－

12）においても母親回答（図Ⅱ－４－13）においても、いわゆる環太平洋地域（韓国、日本、

タイ、アメリカ）がトップグループを形成している。韓国では、父親が 63％、母親が 51％を

示した。日本では、父親が 63％、母親が 52％、タイでは、父親も母親も同じ 59％、アメリ

カでは、父親が 55％、母親が 59％であった。スウェーデンは、父母とも性別分業に反対の意

識が最も強く（父親 8％、母親 9％）、フランスは中間に位置する（父親 36％、母親 27％）。 

 次に、「賛成」だけの回答分布に注目すると、タイ（父親 43％、母親 48％）が抜きん出て

多く、タイは性別分業意識が強固な社会であることを示している。次いで、韓国（父親 26％、

母親 17％）とアメリカ（父親 20％、母親 25％）が並ぶ。そして、日本（父親 16％、母親 9

％）、フランス（父親 10％、母親 8％）、スウェーデン（父親 2％、母親 3％）の順に低く

なる。 
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図Ⅱ－４－12 性別分業意識（父親） 
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-

2.2
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（％）
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図Ⅱ－４－13 性別分業意識（母親） 
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賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない
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さらに各国の性別分業意識（「賛成」＋「どちらかといえば賛成」）の親の性別による差

を一覧表にしてみた。 

 環太平洋４ヶ国の中でも、タイは、父母ともに強い性別分業意識を保持している。日本と

韓国では、性別分業意識の揺らぎが生じているが、母親のほうが父親よりやや先んじている。

アメリカは、父親より母親の性別分業意識が少し強い。フランスでは、母親が先んじて性別

分業意識が弱まってきており、スウェーデンでは、父母ともに性別分業に明らかに反対の意

識を持っている。 

 このように、性別分業意識の分布の仕方は多様であり、欧米３ヶ国は非常に異なっていて

一括りにできない。アジア３ヶ国では、韓国と日本が似ているが、タイは異なっている。 
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表Ⅱ－４－４ 性別分業意識 

［親の性別による差］ 

父　親 母　親 ジェンダー差

日 本 62.6 52.4 10.2

韓 国 63.4 51.3 12.1

タ イ 59.4 58.6 0.8

ア メ リ カ 54.8 58.8 -4.0

フ ラ ン ス 36.3 27.0 9.3

ス ウ ェ ー デ ン 8.0 9.0 -1.0

 
 

 

父親－母親 

（％） 
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３．子育てと職業のバランス 

（１） 子育てと職業のバランスをどうとりたいか（問 25ａ） 

 

問 25ａ〔カード 22〕 

子育てと職業のバランスについて、あなた自身はどのようにしたいと思いますか。 

職業についていない方もお答えください。 

 

1 子育てよりも職業を優先したい 

2 両方とも同じくらい関わりたい 

3 職業より子育てを優先したい 

 

 

まず、子育てと職業のバランスについて回答者自身はどうしたいのかを聞いてみた。一般

的な傾向としては、多くの父親は子育てと職業に同じように関わりたいと答えているが、国

によって違いがある。母親の方は、どこの国でも職業優先度は低く、明らかに子育て優先度

が高いが、両立志向も少なからずあり、揺れている。 

 父親の回答パターンは、３つのグループに分かれる。第１は職業優先度の高いグループで、

日本と韓国が該当する。日本の父親は、職業優先 29％、両立志向 64％で、育児優先は僅か 7

％しかいない。韓国の父親は、職業優先 26％、両立志向 49％であるが、育児優先は 25％あ

る。第２グループのタイ、アメリカ、フランスの父親は似た傾向を示し、職業優先は数％し

かおらず、両立志向が 7割程度、育児優先は 21～26％ある。第３の特異な国はスウェーデン

で、職業優先は 1％足らず、両立志向 52％、育児優先が 47％もある。 

 母親の回答パターンは、大きく２つのグループに分かれる。第１は育児優先度の高いグル

ープで、韓国（育児優先 70％）、アメリカ（同 64％）、スウェーデン（同 61％）が該当す

る。第２は両立志向と育児優先が拮抗しているグループで、タイ（両立志向 50％、育児優先

47％）とフランス（両立志向 54％、育児優先 44％）が典型的である。日本（両立志向 41％、

育児優先 56％）は、この２つの中間に位置づけられる。 
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図Ⅱ－４－14 子育てと職業のバランス（父親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン
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25.5

64.4
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5.5

66.3
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21.2

47.3

0.2

0.2
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-

0.8

0.2

子育てよりも職業優先
（％）

無回答
両方とも同じくらい

職業より子育て優先

 

 

図Ⅱ－４－15 子育てと職業のバランス（母親） 
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－176－ 

（２）パートナーに子育てと職業のバランスをどうとってほしいか（問 25ｂ） 

 

問 25ｂ〔カード 23〕 

あなたのパートナー／配偶者には「子育てと職業」のバランスをどのようにとって

ほしいと思いますか。パートナー／配偶者が職業についていない方もお答えくださ

い。 

 

1 子育てよりも職業を優先してほしい 

2 両方とも同じくらい関わってほしい 

3 職業より子育てを優先してほしい 

4 配偶者／パートナーはいない 

 

 

次に、自分のパートナーが子育てと職業とのバランスをどのようにとることを望むのか、

聞いてみた。 

図Ⅱ－４－14（父親のバランス意識）と図Ⅱ－４－17（妻から夫に望むバランス）を較べ

てみると、おおむね似たパターンになっており、父親本人の希望と一般的なパートナーから

の期待は、あまり大きくずれていないことがわかる。図Ⅱ－４－15（母親のバランス意識）

と図Ⅱ－４－16（夫から妻に望むバランス）についても同様である。 

また、ひとり親の割合は、欧米３ヶ国で高いが、日本もそれに次いでいる。どの国でもシ

ングルマザーの方がシングルファザーより多いが、特にフランスではシングルマザーの方が

目立って多い（シングルマザー16％、シングルファザー4％）。 
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図Ⅱ－４－16 パートナー（妻）に望む子育てと職業のバランス（父親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

3.7 37.2

28.1

60.0

56.2

50.4

57.1

69.4

3.6

2.3

2.1

0.9

1.6

44.8

38.5

37.1

47.3

34.5

3.8

3.6

9.7

1.9

0.9

0.5

子育てよりも職業優先

（％）

無回答両方とも同じくらい 職業より子育て優先

1.6  0.5

0.2  0.8

1.8  -

配偶者／パートナーはいない

 

 

 

図Ⅱ－４－17 パートナー（夫）に望む子育てと職業のバランス（母親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

20.7 68.5

53.1

57.2

67.7

50.4

4.3

25.619.5

1.7

4.3

9.2

12.7

60.7

26.9

16.3

11.2

34.2 13.1

15.9

10.5

5.6

0.7

0.9

3.3

子育てよりも職業優先
（％）

無回答両方とも同じくらい 職業より子育て優先

0.9

0.6  1.2

3.2  -

配偶者／パートナーはいない
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さらに、配偶者／パートナーがいない人を非該当として外した集計を見てみよう（図Ⅱ－

４－18，図Ⅱ－４－19）。タイ、アメリカ、スウェーデンについては、両立志向と育児優先

とのあいだに少しずれがある。両立志向は、女性本人よりも夫から妻への希望が 10％以上高

くなっている（タイ：母親本人 50％ パートナーから 61％、アメリカ：母親本人 32％ パー

トナーから 48％、スウェーデン：母親本人 38％ パートナーから 56％）。つまり、男性の側

から女性に寄せられている、子育てと職業を両立してほしいという期待に、女性は必ずしも

応えておらず、女性の内発的な育児優先傾向が強い。 
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図Ⅱ－４－18 パートナー（妻）に望む子育てと職業のバランス（父親） 

［配偶者／パートナーがいる人のみ］ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

3.7 38.0

28.3

61.1

58.9

56.1

58.3

70.1

3.7

2.4

2.2

1.1

1.6

47.5

42.9

38.9

50.1

35.2

子育てよりも職業優先 （％）両方とも同じくらい 職業より子育て優先

 
 

 

図Ⅱ－４－19 パートナー（夫）に望む子育てと職業のバランス（母親） 

［配偶者／パートナーがいる人のみ］ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

22.1 73.2

54.0

59.1

81.3

58.5

4.6

26.119.8

1.9

5.2

10.7

13.1

70.4

27.8

18.9

13.5

39.6

子育てよりも職業優
先

（％）両方とも同じくらい 職業より子育て優先
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（３） 子育てと職業の夫婦間バランス 

問 25の「ａ．自分自身のバランス意識」と「ｂ．パートナーに望む」バランスをクロス集

計すると、論理的には９通りの組み合わせ結果（注）が出てくる。図Ⅱ－４－20 は、父親の

側から見た夫婦の望ましい子育て／職業バランス配分意識をあらわし、図Ⅱ－４－21 は、母

親の側から見た夫婦の望ましい子育て／職業バランス配分意識をあらわしている。（ただし、

パートナーがいないケースを非該当として外してある。）これらの９タイプのうち、特に人

気があるものを取り上げて、内容に沿った名前を付けた。 

（注）この組み合わせは複雑なので、下の表を参照されたい。 

 

補表 子育てと職業の夫婦間バランスの９つの組み合せ 

1 4 6

① ② ③

2 5 8

④ ⑤ ⑥

3 6 9

⑦ ⑧ ⑨

母親は同じくらい関わり、

父親は職業優先

父母とも

同じくらい関わる

母親は同じくらい関わり、

父親は子育て優先

父
 
親

職業優先

両方
同じくらい

子育て優先

母　親

母親は子育て優先、

父親は職業優先

母親は子育て優先、

父親は同じくらい関わる

父母とも

子育て優先

職業優先 両方同じくらい 子育て優先

父母とも

職業優先

母親は職業優先、

父親は同じくらい関わる

母親は職業優先、

父親は子育て優先

 

 1 ～ 9  ：母親の回答（自分＝母親、パートナー＝父親を意味する） 

①～⑨：父親の回答（自分＝父親、パートナー＝母親を意味する） 
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図Ⅱ－４－20 夫婦の子育て／職業バランス（父親） 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

該 当 数  (429)  (498)  (486)  (449)  (445)  (379)

① 父母とも職業優先

②
父親は職業優先
母親は両方同じくらい

③
父親は職業優先
母親は子育て優先

④
父親は両方同じくらい
母親は職業優先

⑤
父母とも両方同じくら
い

⑥
父親は両方同じくらい
母親は子育て優先

⑦
父親は子育て優先
母親は職業優先

⑧
父親子育て優先
母親は両方同じくらい

⑨ 父母とも子育て優先

0.3

-

0.8

45.4

6.6

0.3

10.8

35.6

0.3

0.9

10.7

17.0

26.6

35.7

0.5

0.7

5.6

2.3

（％）
0.2

5.6

19.9

21.1

27.7

0.6

1.6

22.5

0.8

2.5

1.0

2.1

58.8

14.8

0.4

1.2

18.3

0.8

0.9

0.9

4.7

43.0

23.4

0.2

3.6

22.3

1.1

0.9

2.5

1.3

50.8

22.0

0.2

5.6

15.5

1.1

 
図Ⅱ－４－21 夫婦の子育て／職業バランス（母親）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

該 当 数  (538)  (488)  (489)  (443)  (445)  (518)

1 父母とも職業優先

2
母親は職業優先
父親は両方同じくらい

3
母親は職業優先
父親は子育て優先

4
母親は両方同じくらい
父親は職業優先

5
父母とも両方同じくら
い

6
母親は両方同じくらい
父親は子育て優先

7
母親は子育て優先
父親は職業優先

8
母親は子育て優先
父親は両方同じくらい

9 父母とも子育て優先

-

0.6

0.4

36.7

1.0

1.4

21.2

38.2

0.6

0.9

1.3

0.2

29.4

1.1

11.7

42.6

3.3

9.5

（％）
1.4

1.0

0.4

20.3

1.8

13.7

32.8

24.2

4.3

0.8

1.0

0.6

42.5

3.7

8.2

15.5

23.5

4.1

0.7

0.7

-

28.9

-

8.6

40.9

19.2

1.1

0.4

0.7

0.2

49.4

1.8

3.4

31.2

11.5

1.3
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表Ⅱ－４－５ 夫婦の子育て／職業バランスの５類型 

 父親の側からみた組み合わせ  類型名 6ヶ国の％の総計

1位 ⑤父母とも両方同じくらい  「平等主義」 245.7

2位
⑥母親は子育て優先、
　父親は両方同じくらい

 「男性の二重役割」 130.2

3位 ⑨父母とも子育て優先  「育児中心」 119.8

4位
③父親は職業優先、
　母親は子育て優先

 「性別分業」 45.8

⑧父親は子育て優先、
　母親は両方同じくらい

 「女性の二重役割」 23.5

②父親は職業優先、
　母親は両方同じくらい

 「女性の二重役割」 20.7

 母親の側からみた組み合わせ  類型名 6ヶ国の％の総計

1位 5 父母とも両方同じくらい  「平等主義」 207.2

2位
8 母親は子育て優先、

 　父親は両方同じくらい
 「男性の二重役割」 184.2

3位 9 父母とも子育て優先  「育児中心」 119.9

4位
7 父親は職業優先、
　母親は子育て優先

 「性別分業」 47.0

5位
4 母親は両方同じくらい、
　父親は職業優先

 「女性の二重役割」 20.9

5位

 
 

 ６ヶ国全体の傾向を見ると、第１位は、父親も母親も共に子育てと職業に同じように関わ

る「平等主義」タイプである。特に父親の側からの人気が高い。第２位は、父親は子育てに

も職業にも同じように関わり、母親は子育てを優先する「男性の二重役割」タイプで、特に

母親の側からの人気が高い。第３位は、父母ともに育児を優先する「育児中心」タイプで、

父母の人気は等しい。第４位は、父親は職業優先、母親は子育て優先という伝統的な「性別

分業」タイプで、やはり父母のポイント差はない。第５位は、父親は子育て優先か職業優先

のどちらかで、母親は子育てにも職業にも同じように関わる「女性の二重役割」タイプで、

この場合、父親が育児優先になることは女性からは望まれていない。 
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 国別の傾向を概観すると、日本では、１位が「男性の二重役割」（父親 36％、母親 43％）、

２位が「平等主義」（父親 27％、母親 29％）、３位が「性別分業」（父親 17％、母親 12％）

である。韓国では、１位が「男性の二重役割」（父親 28％、母親 33％）、２位が「育児中心」

（父親 23％、母親 24％）、３位が「平等主義」（父親 21％、母親 20％）、４位が「性別分

業」（父親 20％、母親 14％）である。日本と韓国は似ているが、「育児中心」の有無という

違いがある。 

 タイでは、圧倒的に第１位が「平等主義」（父親 59％、母親 43％）で、第２位が「育児中

心」（父親 18％、母親 24％）、第３位が「男性の二重役割」（父親 15％、母親 16％）であ

る。アメリカでは、第１位が「平等主義」（父親 43％、母親 29％）で、第２位が「男性の二

重役割」（父親 23％、母親 41％）、第３位が「育児中心」（父親 22％、母親 19％）である。

フランスでも、圧倒的に第１位が「平等主義」（父親 51％、母親 49％）で、第２位が「男性

の二重役割」（父親 2％、母親 31％）、第３位が「育児中心」（父親 16％、母親 12％）で

ある。スウェーデンでは、第１位が「平等主義」（父親 45％、母親 37％）で、第２位が「育

児中心」（父親 36％、母親 38％）、第３位が「男性の二重役割」（父親 7％、母親 21％）

である。この４ヶ国は、いずれも「平等主義」が強く比較的似たパターンであるが、特にス

ウェーデンの「育児中心」は際立っている。 

 以上のデータから、日本の父親は職業優先度が最も高く、スウェーデンの父親は逆に育児

優先度が最も高いことが明らかになったが、その背景には、男女の就労状況と男女の相互の

期待が関わっている。 
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４．出産・育児のために仕事を休むこと 

（１） 出産・育児のために仕事を休んだ経験（問９ａ） 

 

 

問９ａ〔カード４〕 

あなたは、●●さんの誕生から３歳にいたるまでの間で、出産・育児のために仕   

事を休んだことがありますか／休んでいますか。 

 

1 休んだ（休んでいる） 

2 休まなかった（休んでいない） 

3 仕事をやめた 

4 仕事を持っていなかった 

5 非該当（対象児は養子・パートナーの前婚の子ども等） 

 

 

出産や育児のために仕事を休んだことがある父親は、意外に多い。特にスウェーデンの父

親は、飛び抜けて多く（全体で 77％、有職者のみの集計では 91％）、既に育児で仕事を休む

のが当然になっていることがわかる。次いで半数近い父親が育児のために仕事を休んでいる

のが、アメリカ（全体で 49％、有職者集計では 54％）、フランス（全体で 44％、有職者集

計では 46％）、日本（全体で 45％、有職者集計では 46％）であり、休まなかった父親（ア

メリカ 45％、フランス 53％、日本 54％、すべて有職者集計）と同程度にまで迫っている。

しかし、韓国とタイでは、育児のために仕事を休む父親は少数派（韓国 12％、タイ 19％、有

職者集計）であり、休まない父親（韓国 88％、タイ 80％、有職者集計）が圧倒的多数である。 

なお、タイとスウェーデンでは「仕事を持っていなかった」父親が１割程度いた（図Ⅱ－４

－22）。 
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図Ⅱ－４－22 出産・育児のために仕事を休んだ経験（父親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

14.1

49.4

43.8

77.3

52.5

86.2

59.8

40.8

49.8

7.8

11.7

10.2

12.1

45.4

0.2

1.0

13.3

5.4

4.0

-

休んだ

仕事を持っていなかった

（％）休まなかった

非該当

仕事をやめた 無回答

0.2  0.5  0.2  1.1

0.2  1.2  0.2  0.2

1.0  2.7    0.6

0.9  3.2  1.9  0.4

0.5

 
 

図Ⅱ－４－23 出産・育児のために仕事を休んだ経験（父親） 

［仕事を持っていた人のみ］ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

18.9

54.1

46.4

90.6

53.5

87.6

79.8

44.7

52.7

9.1

12.2

46.3

0.9

1.1

0.2

0.2

0.3

1.3

休んだ （％）休まなかった

仕事をやめた
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母親を見ると、全体に「仕事を持っていなかった」か「休んだ」母親が圧倒的に多い。「仕

事を持っていなかった」母親は、韓国（70％）が最も多く、次いで日本（56％）、タイ（44

％）とアジア諸国が並び、フランス（28％）、アメリカ（26％）、スウェーデン（15％）と

少なくなる（図Ⅱ－４－24全体集計）。反対に、有職者のなかで「仕事を休んだ」母親は、ス

ウェーデン（95％）がダントツに多く、次いでフランス（70％）、アメリカ（70％）とヨー

ロッパ諸国が並び、日本（52％）、韓国（47％）、タイ（37％）と少なくなる（図Ⅱ－４－25

有職者集計）。また、「仕事をやめた」母親は、韓国（39％）、日本（32％）、アメリカ（21

％）に目立つ（有職者集計）。他方、「仕事を休まなかった」母親は、タイ（57％）とフラ

ンス（24％）に目立ち（有職者集計）、おそらくタイでは親族の援助が、フランスでは乳児

を預かるシステムの発達が、その背景にあるものと思われる。 

以上の結果から国別の特徴を概観しよう。スウェーデンでは、父親、母親ともに出産・育

児期に仕事を休んで職業を継続するパターンが一般的である。 

アメリカとフランスでは、全体でみると半数の父親、母親が仕事を休んで出産・育児期を

乗り切っているが、残り半分の父親は仕事を休まないのに対して、母親は仕事を持っていな

いか仕事をやめたかしている。有職の母親に限って見ると、両国では 7 割が仕事を休んでい

るが、残り 3 割についてはフランスでは休まない傾向があり、アメリカではやめる傾向が強

い。 

韓国では全体に、出産・育児期に多数の母親が専業主婦であり、父親は仕事を休まない。

有職の母親に限ってみると、半数が休んで職業継続しているが、4割は仕事をやめている。 

日本も韓国に次いで専業主婦割合は高いが、韓国と較べると相対的に多くの父親が仕事を

休んでいる。有職の母親のうち半数が韓国と同様に休んで職業を継続しているが、3 割が仕

事をやめている。 

タイは、少しユニークなところがある。父親、母親とも非該当が 1 割以上あり、母親の 4

割、父親の 1 割が仕事を持っていなかった。有職者でみると、父親、母親とも仕事を休まな

い人が多い（父親 80％、母親 57％）。 

このように家庭と職業との関係を出産・育児のために仕事を休んだ経験という視点から捉

えると、スウェーデンと韓国が対極のパターンを示し、他の４ヶ国はそれぞれ個性を示しな

がらその中間に位置している。 
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図Ⅱ－４－24 出産・育児のために仕事を休んだ経験（母親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

15.4

49.4

49.0

79.1

7.0

4.2

24.0

7.5

16.6

13.9

11.3

14.8

4.1

55.7

70.0

44.0

28.2

14.9

13.7

22.3

2.4

25.5

14.3

-

休んだ 仕事を持っていなかった （％）

休まなかった

非該当

仕事をやめた

無回答

0.5  0.7

0.2  0.6

1.9  1.0

1.1  0.9

2.0  -0.7  3.3

 
 

図Ⅱ－４－25 出産・育児のために仕事を休んだ経験（母親） 

［仕事を持っていた人のみ］ 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

37.0

69.0

70.2

95.2

16.1

14.3

57.3

10.4

23.9

32.3

38.8

20.6

5.9

46.9

51.6

0.8

5.7

4.0

休んだ （％）休まなかった 仕事をやめた
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（２）出産・育児のために仕事を休んだ期間（問９ｂ） 

 

 

【ａで「１ 休んだ（休んでいる）」と答えた人に】 

問９ｂ〔カード５〕 

その休みは、全部でどのくらいの期間ですか。 

 

1 ３日以内  6 ３ヶ月以内 

2 １週間以内  7 ６ヶ月以内 

3 ２週間以内  8 １年以内 

4 １ヶ月以内  9 ２年以内 

5 ２ヶ月以内       10 ２年以上 

 

 

前問で「休んだ」と答えた人は、どのくらいの期間だったのか聞いてみた。どこでも母親

は長く父親は短い傾向があるが、国によってバラエティがある。 

  韓国と日本の父親は、休んだと言っても３日以内（韓国 80％、日本 62％）が圧倒的で、長

くても１～２週間である。タイ、アメリカ、フランスの父親は、やはり３日から１週間程度

（タイ 69％、アメリカ 50％、フランス 56％）が多いものの、１ヵ月から３ヵ月まで多少の

広がりを見せている。しかしスウェーデンでは、１週間以下の短い休みしか取らない父親は

僅か（5％）で、少なくとも２週間（35％）、あるいは１～２ヵ月（29％）さらに３～６ヵ

月（24％）、長ければ１年以内（5％）の休みを取得している。 

 母親について見れば、スウェーデンは１年以内（42％）と２年以内（46％）に集中してい

る。フランスは、２年以上（40％）３ヵ月以内（18％）６ヵ月以内（17％）に多くなってい

る。アメリカは、２ヵ月以内（18％）と３ヵ月以内（19％）が比較的多いが、分散している。

タイは３ヵ月以内（49％）に明らかに集中し、２ヵ月以内（23％）１ヵ月以内（14％）と短

めである。韓国も、３ヵ月以内（25％）２ヵ月以内（20％）１ヵ月以内（12％）で 6割近く

を占めるが、２年以上（19％）もある。日本は、アメリカのように分散しているが、敢えて

言えば１年以内（22％）が最も多い。母親のパターンをまとめると、スウェーデンが長くタ

イが短い両極を示している。フランスと韓国では長いタイプと短いタイプが並存、アメリカ

と日本では分散していて期間は多様であると言える。 

これらの結果から国別の特徴を見ると、スウェーデンでは父母ともに長い休暇を取るが、

タイでは父母とも短い休暇しか取らない。韓国では、父親の休暇は短く、母親は分散してい

るものの比較的長い休暇を取る。アメリカとフランスでは、父親の休暇がやや伸びる。日本

は、父親の休暇が短く、母親の取り方はとても分散している。 
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図Ⅱ－４－26 出産・育児のために仕事を休んだ期間（父親） 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

該 当 数  (199)  (61)  (70)  (236)  (204)  (327)

３ 日 以 内

１ 週 間 以 内

２ 週 間 以 内

１ ヶ 月 以 内

２ ヶ 月 以 内

３ ヶ 月 以 内

６ ヶ 月 以 内

１ 年 以 内

２ 年 以 内

２ 年 以 上

無 回 答

2.4

2.4

35.2

11.6

10.4

13.8

4.6

1.2

-

0.9

17.4

61.8

21.1

12.6

1.5

1.5

-

-

-

-

-

1.5

（％）
80.3

13.1

-

-

1.6

-

-

-

-

4.9

-

35.7

32.9

7.1

2.9

10.0

4.3

-

-

-

-

7.1

20.8

29.2

27.1

4.2

1.3

2.1

1.3

0.4

0.4

0.8

12.3

40.7

15.2

17.2

1.0

2.5

2.9

1.5

1.0

2.9

0.5

14.7

 
 

図Ⅱ－４－27 出産・育児のために仕事を休んだ期間（母親） 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

該 当 数  (128)  (69)  (78)  (258)  (262)  (477)

３ 日 以 内

１ 週 間 以 内

２ 週 間 以 内

１ ヶ 月 以 内

２ ヶ 月 以 内

３ ヶ 月 以 内

６ ヶ 月 以 内

１ 年 以 内

２ 年 以 内

２ 年 以 上

無 回 答

7.0

3.9

6.3

8.6

12.5

12.5

21.9

9.4

5.5

-

12.5

（％）
-

-

-

20.3

24.6

5.8

11.6

2.9

18.8

4.3

11.6

-

1.3

1.3

23.1

48.7

6.4

2.6

2.6

-

-

14.1

2.3

2.3

3.5

18.2

19.0

13.2

8.9

6.6

14.3

0.8

10.9

0.4

-

1.1

7.6

17.9

17.2

6.5

7.6

39.7

1.1

0.8

0.4

0.2

0.2

0.2

0.4

3.1

41.7

46.1

6.7

0.8

-
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（３）出産・育児のために仕事を休んだ制度（問９ｃ） 

 

 

【ａで「１ 休んだ（休んでいる）」と答えた人に】 

問９c〔カード６〕 

その休みは、どのような制度の利用ですか。あてはまるものをすべて 

あげてください。（M.A.） 

 

1 有給休暇、病気休暇（有給）、夏期休暇（有給）など 

2 出産休暇（有給） 

3 父親向け出産時休暇（有給） 

4 育児休暇（有給） 

5 欠勤（無給） 

6 育児休暇（無給） 

7 自由業・自営業のため自分で仕事日を調整した 

8 その他（具体的に                      ） 

 

 

全体に父親は、「有給休暇、病気休暇（有給）、夏期休暇（有給）など」と「父親向け出

産時休暇（有給）」の利用が多い。日本とアメリカでは、出産・育児に関する休暇制度が利

用されておらず、一般的な休暇や欠勤、自分で調整したものが上位を占めている。スウェー

デンとフランスでは、父親向けの出産時休暇（有給）が多数の父親に休暇を保障しているこ

とがわかる。韓国とタイは、もともと休む父親の数が少ないが、韓国では父親向け休暇（53

％）と有給休暇（23％）が、タイでは有給休暇（41％）と父親向け休暇（20％）が上位を占

めている。 

母親については、どこでも全体に「出産休暇（有給）」の利用が高いが、韓国だけが「自

由業・自営業のため自分で仕事日を調整した」がトップになっている。アジア諸国（日本、

韓国、タイ）では、有給の育児休業の利用順位が低く、アメリカでは有給の育児休業という

制度がないが、フランスとスウェーデンでは、制度が整備され比較的高い利用順位になって

いる。ただし、父親についても母親についても、スウェーデンの育児休業（有給）の利用率

が予想外に低いのは、質問紙翻訳時の微妙なミスと考えられる。 
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表Ⅱ－４－６ 出産・育児のために仕事を休んだ制度（父親％）[複数回答] 

国　名   日　本    　韓　国   　タ　イ   　アメリカ 　フランス スウェーデン 

該 当 数 (199) (61) (70) (236) (204) (327)

 有給休暇 父親向休暇 有給休暇 有給休暇 父親向休暇 父親向休暇

69.8 52.5 41.4 60.2 70.1 81.7

自分で調整 有給休暇 父親向休暇 欠勤(無給) 育休(有給) 有給休暇

12.6 23.0 20.0 15.3 12.7 24.5

 出産休暇 出産休暇 欠勤(無給) 自分で調整 出産休暇 育休(有給)

7.5 13.1 15.7 9.7 3.9 15.9

父親向休暇 自分で調整 自分で調整 父親向休暇 育休(無給) 欠勤(無給)

5.0 9.8 14.3 7.2 3.9 4.0

欠勤(無給) 育休(無給) 育休(有給) 育休(有給) 欠勤(無給) 自分で調整

4.5 3.3 5.7 4.7 3.4 3.4

育休(無給) 育休(無給) 育休(無給) 有給休暇 育休(無給) 

2.5 - 5.7 4.2 2.9 1.5

育休(有給) 出産休暇 自分で調整 出産休暇

1.5 - - 0.4 2.5 0.3

第 １ 位

第 ６ 位

第 ７ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

第 ４ 位

第 ５ 位

 

  

表Ⅱ－４－７ 出産・育児のために仕事を休んだ制度（母親％）[複数回答] 

国　名   日　本    　韓　国   　タ　イ   　アメリカ 　フランス スウェーデン 

該 当 数 (128) (69) (78) (258) (262) (477)

出産休暇 自分で調整  出産休暇  出産休暇 出産休暇  出産休暇  

39.8 42.0 64.1 39.1 56.5 92.2

 有給休暇  出産休暇  有給休暇 欠勤(無給) 育休(有給)  有給休暇 

21.1 39.1 14.1 27.5 39.3 14.5

育休(無給)  育休(無給) 欠勤(無給) 育休(無給) 欠勤(無給)   育休(有給)

20.3 10.1 11.5 18.2 6.5 9.9

自分で調整  有給休暇 育休(無給) 有給休暇   有給休暇  欠勤(無給)

14.8 2.9 7.7 15.5 3.1 5.0

育休(有給)  育休(有給） 自分で調整 自分で調整 父親向休暇  育休(無給)

14.1 2.9 7.7 10.9 1.9 1.9

欠勤(無給)  欠勤(無給) 育休(有給) 父親向休暇  育休(無給)  自分で調整

14.1 1.4 5.1 2.3 1.5 1.7

自分で調整  父親向休暇 

- - - - 1.5 0.8

第 ５ 位

第 ６ 位

第 ７ 位

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

第 ４ 位
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以上（１）（２）（３）のデータから、スウェーデンでは、両親共働きを前提に出産・育

児期は長い休暇を取って乗り切っていることがわかる。その対極が韓国で、出産・育児期に

父親は仕事を続け母親は育児に専念するパターンが支配的である。日本は韓国に似ているが、

一定数の父親が自主的に有給休暇を利用して出産・育児期に短い休みを取っている点が異な

る。アメリカとフランスは、中間のパターンで両親共働きと性別分業が混在するが、休み方

について言えば、フランスは出産・育児に焦点を当てた休暇制度が整っているが、アメリカ

では特別の制度が充分になく一般的な休暇制度が利用されている。タイは、両親共働きで短

い休暇を取るものと取らないもの、性別分業など、多様なパターンが混在しているようであ

る。 

 

５．出産立ち会い（問８） 

 

 

問８【女性に】●●さんが生まれたとき、●●さんの（実の）お父さんはお産の場（分

娩）に立ち会いましたか。 

  【男性に】●●さんが生まれたとき、あなたはお産の場（分娩）に立ち会いましたか。 

 

1 はい 

2 いいえ 

3 非該当（対象児は養子・パートナーの前婚の子ども等） 

 

 

子どもの誕生の場に立ち会った父親は、全体で、スウェーデンがトップ（平均 91％）、ア

メリカ（平均 87％）、フランス（平均 73％）、タイ（平均 66％）、日本（平均 34％）、韓

国（平均 28％）の順になる。タイは非該当が１割以上ある。 

父親の育児参加のひとつのバロメーターとして、興味深い。ちょうど、子どもの誕生に父

親が立ち会う国ほど、出産・育児のために父親が仕事を休む期間が長い傾向が見られた。 
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図Ⅱ－４－28 出産立ち会い経験（父親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

31.2

68.7

89.7

75.3

89.4

62.1

68.8

18.0

6.7

23.0

5.9

13.3

4.0

36.5

は　い （％）いいえ

無回答

非該当

0.2  1.1

-  -

-

3.1  0.4

1.7  -

0.7

 

 

図Ⅱ－４－29 パートナーの出産立ち会い（母親） 

日 本

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

スウェーデン

23.9

63.4

84.1

71.2

92.5

66.8

75.7

22.4

13.2

26.7

5.1

14.3

32.2

は　い （％）いいえ

無回答

非該当

0.2  0.9

0.2  0.2

-

2.3  0.4

2.1  -

2.3  -
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まとめ 

 本章では、前回の 1994年調査にはなかった新しいテーマ「家庭と職業のバランス」に関す

る項目について、結果を概観した。最後に、国別の特徴をまとめておこう。 

 

＜スウェーデン＞ 

 性別分業意識が最も低く、父親が職業より子育てを優先しようとする意識が強い。両親共

働きが基本で、出産・育児期に父母が休暇を取れる制度が充実しており、実際に利用されて

いる。多数の父親が子どもの誕生に立ち会い、夫婦で育児をシェアしている。また、第１章

を見ると、平均労働時間は６ヶ国の中で最も短く、育児の社会化も最も進んでいる。しかし

男女ともに、家事・育児と仕事の負担感、仕事と家庭の拘束感が非常に強い。こうした不満

感こそ変革の原動力であり、要求があるからこそ政策形成が進められるのかも知れない。 

 

＜韓国＞ 

 性別分業意識が高いグループに属し、実際に育児期の夫婦は性別分業パターンを取る傾向

が強い。育児優先志向はある程度存在するが、現実に父母ともに出産・育児のために仕事を

休むことは少なく、父親の出産立ち会い経験も少ない。母親の家事・育児負担感、仕事負担

感、仕事拘束感、家庭生活拘束感がとても強く、父親のそれらとの差が非常に大きい。多く

の父親は仕事のために家族と一緒に過ごす時間がとれないと感じている。 

＜日本＞ 

 韓国と同様に、性別分業意識が高いグループに属し、実際に育児期の夫婦は性別分業パタ

ーンを取る傾向が強い。父親の出産立ち会い経験も少ない。また、育児優先志向はある程度

存在し、実際に出産・育児のために仕事を休む父母が一定数あるが、父親は育児休業を利用

せず短い有給休暇を利用するにとどまる。母親の家事・育児負担感と父親の仕事負担感はあ

まり強く表明されず、両者の差は中位である。一定数の男性が仕事のために家族と一緒に過

ごす時間がとれないと感じている。 

 

＜アメリカ＞ 

 意外にも性別分業意識が高いグループに属し、特に母親の育児優先意識が強い。実際に、

育児期の夫婦は性別分業パターンを取るものと取らないものに分岐している。母親の家事・

育児負担感、仕事負担感、仕事拘束感は強く、男性のそれとの差がある。ただし、多くの父

親は出産に立ち会っており、育児期に有給休暇を利用して短期の休みを取っている。父親は、

仕事と家庭の両立志向が強く、強い仕事負担感を持ち、仕事のために家族と一緒に過ごす時

間がとれないと感じている。 
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＜フランス＞ 

 性別分業意識はかなり流動化している。父母ともに、家庭と職業の両立意識が非常に高い。

比較的多数の父親が出産に立ち会っており、父親休暇などの制度を利用して育児期に短い休

暇を取っている。母親は、育児期に長い休暇を取る層と、休暇を取らないで働き続ける層に

分化している。母親の家事・育児負担感は高く、性別による差がある。仕事負担感は父母と

も強い。働く父親の半分、働く母親の 4 割は、仕事のために家族と一緒に過ごす時間が取れ

ないと感じている。既に短い労働時間をもっと短縮したいようである。 

 

＜タイ＞ 

 父母とも性別分業意識が最も強いが、一方で、職業と家庭の両立意識は高い。実際に育児

期に、仕事を休まない父親は多く、母親も休まない割合が６ヶ国の中では最も高い。また、

父母とも育児のために休む期間は短い。仕事の必要性が、性別分業意識に先立っていると言

えよう。また、比較的多数の父親が出産に立ち会っており、家事・育児負担感の男女差は小

さい。仕事のために家族と一緒にいる時間が取れないと感じる父母も６ヶ国中最も少ない。

実生活上で父親も母親も仕事も家庭もシェアしているのだが、性別分業意識が強固であると

いう、伝統的パターンであろうか。 

 

以上、欧米とアジアといった括り方では捉えられない各国の個性を抽出してみた。しかし、

それぞれの国のなかにも様々な異なる傾向が並存しており、今後、他の調査項目や基本項目

とのクロス集計に基づいて細密な分析をしていく必要がある。 

 

（舩橋 惠子） 
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第５章 子育て支援 

 

 

１．子育てに関わった人（問 10） 

 

 

問 10〔カード７〕 

●●さんが生まれてからこれまでに、●●さんの世話をしたのは、どんな人たちで

すか。世話をした人を、何人でもお答えください。（M.A.） 

 

1 配偶者／パートナー 

2 子どものきょうだい 

3 一緒に住んでいる自分や配偶者／パートナーの親やきょうだい 

4 離れて住んでいる自分や配偶者／パートナーの親やきょうだい 

5 ベビーシッター・お手伝いさん 

6 保育園などの保育士 

7 幼椎園の先生 

8 子育て支援施設の指導員（学童クラブ、子育て支援センターの指導員）  

9 家庭福祉員（保育ママ） 

10 近所の人・子育て仲間（育児サークルなど） 

11 自分のみ（人に手伝ってもらったことはない） 

 

 

 子どもが生まれてからこれまでに、どのような人が子育てに関わったかをたずねた。 
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（１）順位別 

６ヶ国とも「配偶者／パートナー」をあげる人が最も多く、どの国も 80％を超える割合で

第１位となっている。第２位以下は国によりさまざまである。 

日本では、第１位の「配偶者／パートナー」をあげる人が 95％と６ヶ国中もっとも多い。

第２位は「別居の親やきょうだい」（58％）、第３位が「同居の親やきょうだい」（40％）と

なっており、親やきょうだいなど親族の世話が多くあげられている。親族関係が日本より強

いと思われる韓国では、日本と異なり、幼稚園の先生が第２位（32％）、第３位は保育園な

どの保育士（31％）があげられている。「別居の親やきょうだい」は第 4 位（29％）、「同居

の親やきょうだい」は第 5位（24％）で、その割合は日本より少ない。タイは「同居の親や

きょうだい」（33％）が第２位で、第３位に「別居の親やきょうだい」がきており、親族と

のかかわりが強いことがうかがえる。アメリカでは、第２位の「同居の親やきょうだい」

（56％）に次いで、第３位に「ベビーシッター・お手伝いさん」（41％）があげられている

ことが特徴的である。 

 フランスは第２位に「幼稚園の先生」（46％）、「別居の親やきょうだい」は第３位（43％）

スウェーデンでは｢保育園などの保育士｣（68％）が第２位に、「別居の親やきょうだい」は

第３位（53％）に、それぞれ高い割合であげられている。 

 「ベビーシッター・お手伝いさん」はアメリカでは著しく多いが、日本では 2％で第９位、

韓国でも 3％で第９位､タイでは 4％で第８位と、アジアの３ヶ国では特に低くなっている。 

 「近所の人・子育て仲間」はアメリカで 31％（第５位）、日本でも 22％（第７位）と比較

的多いのに対して、同じアジアでもタイ（4％）、韓国（7％）は非常に少ない。「子育て支援

施設の指導員」が多いのがスウェーデン（36％）で、韓国、タイは 1％未満と非常に少なく、

国による制度の差が著しい。 

 世話をした人の平均人数をみると、最も多いのが、スウェーデン（3.61人）で、次いでア

メリカ（3.39 人）、日本（3.17 人）で、最も少ないのがタイ（1.88 人）である。タイでは、

「自分のみ」という答えが 7％と比較的多くなっている。 
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表Ⅱ－５－１ 子育てに関わった人（複数回答） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

別居の親や 同居の親や 別居の親や 保育園など

きょうだい きょうだい きょうだい の保育士

57.5 32.9 55.6 67.9

同居の親や 保育園など 別居の親や 別居の親や 別居の親や

きょうだい の保育士 きょうだい きょうだい きょうだい

39.7 31.0 23.7 42.8 52.6

別居の親や 子どもの

きょうだい きょうだい

29.0 20.0

子どもの 同居の親や 子どもの 保育園など 子育て支援

きょうだい きょうだい きょうだい の保育士 施設の指導員

29.9 23.9 9.9 18.0 36.0

保育園など 子どもの 保育園など 子どもの

の保育士 きょうだい の保育士 きょうだい

28.6 11.3 25.7 19.5

子どもの 子育て支援

きょうだい 施設の指導員

23.4 14.5

子育て支援 同居の親や 同居の親や

施設の指導員 きょうだい きょうだい

7.2 19.4 11.2

保育園など 子育て支援 同居の親や

の保育士 施設の指導員 きょうだい

3.0 10.1 11.9

子育て支援 子育て支援

施設の指導員 施設の指導員

0.5 0.2

平 均
回 答
項目数

3.17 2.32 1.88 3.39 2.83 3.61

*　平均回答項目は 「無回答」 を除いた数を標本数で割ったもの

第10位

第11位

第 ６ 位

第 ７ 位

第 ８ 位

第 ９ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

第 ４ 位

第 ５ 位

配偶者/パートナー
89.7

配偶者/パートナー
84.7

配偶者/パートナー
89.5

第 １ 位
配偶者/パートナー

84.1
配偶者/パートナー

89.4

幼椎園の先生
33.0

幼椎園の先生
31.7

幼椎園の先生
18.5

幼椎園の先生
32.6

幼椎園の先生
45.7

幼椎園の先生
42.3

ベビーシッター等
41.3

配偶者/パートナー
95.3

近所の人
31.3

近所の人
11.2

近所の人
16.5

ベビーシッター等
2.1

ベビーシッター等
2.5

ベビーシッター等
17.1

自分のみ
7.2

近所の人
22.3

近所の人
6.6

ベビーシッター等
11.5

近所の人
4.4

自分のみ
1.0

自分のみ
5.3

家庭福祉員
5.6

家庭福祉員
9.6

家庭福祉員
12.0

ベビーシッター等
3.6

自分のみ
4.7

自分のみ
8.9

自分のみ
1.8

家庭福祉員
0.3

家庭福祉員
-

家庭福祉員
0.1
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（２）共働きの有無別 

子育てに関わった人を、共働き家族か、専業主婦／主夫家族かどうか別にみてみると、日

本では、共働きの場合「保育園などの保育士」が 46％と、専業主婦／主夫家族の 11％の４

倍以上に多くなっている。また、「同居の親やきょうだい」も増えるが、「別居の親やきょう

だい」はむしろ減っている。「ベビーシッター等」は、日本では共働きでもほとんど利用され

ていないことが分かる（2％）。 

 韓国、スウェーデン、フランス、アメリカで、いずれも共働き家族では、「保育園などの保

育士」との関わりが多くなることが顕著であるが、タイでは 4％とほとんど増加していない。

共働きでの場合「別居の親やきょうだい」が大幅に増えるのが、アメリカ、韓国、フランス、

タイであるが、日本とスウェーデンでは減少し、「同居の親やきょうだい」が増えているのは

興味深い。もちろんスウェーデンでは、共働きでは、「保育園などの保育士」（73％）が大き

く増加して、６ヶ国中最も高い割合を示している。アメリカでは「ベビーシッター」が専業

主婦／主夫家族の 31％に対して共働きでは 49％と関わりがさらに増加している。フランス

でもベビーシッターの関わりは共働き家族で多くなっているが、スウェーデンでは 10％程度

で全く変わらない。また、日本を除く５ヶ国で共働き家族では「自分のみ」という人の割合

が減少している。日本の共働き家族でごくわずかではあるが、共働き家族で「自分のみ」と

いう人が増えているのは、意識の上で自分一人と感じるためであろうか。 
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表Ⅱ－５－２ 子育てに関わった人（複数回答）［共働きの有無別］ 

（％）

共 働 き 家 族 429 97.2 33.6 43.1 55.7 1.9 46.4 33.3 8.2 0.5 20.5 1.2 －

専業主婦家族
専業主夫家族

522 97.5 27.0 35.2 60.7 1.9 10.9 33.9 6.3 0.2 24.1 0.8 －

共 働 き 家 族 372 90.1 10.5 29.6 30.1 3.8 37.6 35.5 1.1 － 8.1 1.9 －

専業主婦家族
専業主夫家族

622 90.2 11.7 20.3 28.0 1.6 27.0 29.7 0.2 － 5.8 7.2 0.2

共 働 き 家 族 662 90.2 11.6 33.5 26.7 4.7 3.8 19.3 0.2 0.2 4.5 4.2 －

専業主婦家族
専業主夫家族

252 86.9 5.6 31.7 21.8 1.6 2.0 15.9 0.4 － 5.2 8.7 －

共 働 き 家 族 540 95.9 23.9 19.6 61.1 48.5 31.5 35.6 12.4 6.3 30.4 2.2 0.2

専業主婦家族
専業主夫家族

279 94.3 24.4 15.8 48.0 30.8 11.1 28.0 1.8 3.6 30.5 6.5 －

共 働 き 家 族 559 90.3 17.2 10.7 46.9 20.4 20.4 47.8 16.5 12.9 10.9 5.5 0.9

専業主婦家族
専業主夫家族

285 89.5 23.9 10.2 36.5 10.2 10.9 40.4 8.8 3.2 9.1 10.2 1.4

共 働 き 家 族 595 96.1 21.0 13.1 53.8 10.3 72.6 45.2 39.2 13.8 16.1 0.7 0.2

専業主婦家族
専業主夫家族

231 94.4 10.8 8.2 55.0 10.4 54.5 29.9 22.1 8.7 13.0 1.3 0.4

施
設
の
指
導
員

子
育
て
支
援

家
庭
福
祉
員

無
回
答

Ｎ

　
パ
ー

ト
ナ
ー

配
偶
者
／

　
　
　
保
育
士

保
育
所
な
ど
の

幼
稚
園
の
先
生

　
シ

ッ
タ
ー

等

ベ
ビ
ー

近
所
の
人

フ ラ ン ス

スウェーデン

自
分
の
み

韓 国

タ イ

ア メ リ カ

日 本

　
き

ょ
う
だ
い

子
ど
も
の

　
き

ょ
う
だ
い

同
居
の
親
や

　
き

ょ
う
だ
い

別
居
の
親
や
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（３）1994年調査との比較 

子どもの世話をした人について、1994年調査の結果と比較をすると、６ヶ国とも「配偶者

／パートナー」が最も多い点は変わらない。 

 日本では、「別居の親やきょうだい」の割合が、46％から 58％へと 10％以上増加したのに

対して、「同居の親やきょうだい」が 43％から 40％へとやや減少していることが目立つ。そ

の他は、「近所の人」がやや増えている程度で順位、割合ともほとんど変わっていない。 

韓国では、幼稚園の先生が 10％から 32％へと著しく増加している。また「別居の親やき

ょうだい」が日本と同様増えているのは、韓国ではこの 10 年間に２世代世帯が、77％から

87％に大きく増えているためと言える。３世代世帯は 15％から 10％へとやや減少している

けれども「同居の親やきょうだい」とのかかわりは減っていない。これは、親と同居をして

いる場合には共働きをする割合が高くなっているためと思われる。 

 タイでも「同居の親やきょうだい」とのかかわりは 12％ほど減少し、「別居の親やきょう

だい」は、4％ほど増加している。また「幼稚園の先生」が 8％から 19％に増加しているこ

とが特徴的である。アジアの３ヶ国がいずれも、同居の親族とのかかわりを減少させている

ことが特徴といえる。 

 アメリカでは「ベビーシッター」が 29％から 41％に増加している。スウェーデンでは、「配

偶者／パートナー」および「別居の親やきょうだい」が 6～14％減少し、代わりに「幼稚園

の先生」が 23％から 42％へと増加している。 

 10 年前の調査では項目数が 12 項目で、１項目多かったのであるが、日本、韓国、アメリ

カは、関わった人の平均回答数は増加している。いずれの国についても公的な制度、機関と

の関わりが増えており、いろいろな人とのかかわりで子どもが育てられていることが分かる。 
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表Ⅱ－５－３ ［1994 年］ 子育てに関わった人（複数回答） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ イギリス スウェーデン

別居の親や 同居の親や 同居の親や 別居の親や 別居の親や 保育所などの

きょうだい きょうだい きょうだい きょうだい きょうだい の保母／保父

46.4 23.7 44.0 51.5 64.1 66.5

同居の親や 別居の親や 別居の親や 別居の親や

きょうだい きょうだい きょうだい きょうだい

42.5 22.8 19.5 66.0

子どもの 子どもの

きょうだい きょうだい

9.6 29.0

子どもの 子どもの

きょうだい きょうだい

30.6 9.1

保育所などの 保育所などの 同居の親や 学童クラブ

の保母／保父 の保母／保父 きょうだい の指導員

26.3 25.3 14.9 24.2

同居の親や 保育所などの

きょうだい の保母／保父

22.7 12.5

学童クラブ 保育所などの 子どもの 子どもの

の指導員 の保母／保父 きょうだい きょうだい

5.7 2.2 21.5 12.5

保育所などの 学童クラブ 学童クラブ 同居の親や

の保母／保父 の指導員 の指導員 きょうだい

3.7 9.0 3.2 13.2

学童クラブ 学童クラブ

の指導員 の指導員

－ 0.5

平 均
回 答
項目数

3.02 1.65 1.90 3.18 2.96 3.71

*　平均回答項目は 「無回答」 を除いた数を標本数で割ったもの
*　 「学童クラブの指導員」は韓国では欠番

職場の人
3.1

住み込みの
お手伝いさん

2.3

住み込みの
お手伝いさん

2.2

ベビーシッター等
1.0

職場の人
0.6

職場の人
0.6

職場の人
2.6

住み込みの
お手伝いさん

5.7

自分のみ
1.1

住み込みの
お手伝いさん

4.8

自分のみ
2.5

ベビーシッター等
22.6

自分のみ
4.2

近所の人
25.6

幼椎園の先生
23.1

職場の人
1.5

ベビーシッター等
0.9

幼椎園の先生
7.9

近所の人
18.9

近所の人
4.6

近所の人
25.8

配偶者/パートナー
88.6

配偶者/パートナー
95.9

幼椎園の先生
32.1

ベビーシッター等
29.0

幼椎園の先生
35.6

配偶者/パートナー
95.2

配偶者/パートナー
82.0

配偶者/パートナー
84.0

配偶者/パートナー
86.9

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

第 ４ 位

第 ５ 位

第 12位
住み込みの
お手伝いさん

0.3

幼椎園の先生
45.1

第 10 位

第 11位

第 ６ 位

第 ７ 位

第 ８ 位

第 ９ 位

自分のみ
2.7

職場の人
1.0

自分のみ
0.1

幼椎園の先生
9.9

自分のみ
9.0

住み込みの
お手伝いさん

0.8

近所の人
8.8

ベビーシッター等
1.2

ベビーシッター等
26.6

近所の人
22.2

 

（出典：日本女子社会教育会，1996：p.116より） 
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２．子育ての上での悩みや問題点 

 

 

問 12〔カード９〕 

あなたは●●さんを育てながら、次のようなことに関して悩みや問題を感じること

がありますか。次の中からあてはまるものをすべてあげてください。（M.A.） 

 

1 教育費の負担が大きい 

2 家が狭い 

3 子どもと接する時間が短い 

4 子育てと職業との両立が難しい 

5 子どもの学校または幼稚園などでの生活が心配 

6 子どもの病気や障害が心配 

7 子どもの発達が遅れているのではないか不安 

8 子どもの身の安全の不安 

9 受験や進学問題 

10 周りからのいじめや差別 

11 その他（                     ） 

12 特にない 

 

子育ての上でどのような悩みや・問題点を感じるかを、10項目をあげて、当てはまるもの

をいくつでも選んでもらうという方法でたずねた。 

 

（１）順位別 

 日本では子育ての悩み・問題点の第１位が、「子どもの身の安全の不安」（47％）で、第２

位が、「子どもと接する時間が短い」（27％）であった。次いで「教育費の負担が大きい」（26％）、

「家が狭い」（21％）、「子どもの病気や障害」（19％）、「子どもの学校などでの生活」（18％）

と続いている。 

 韓国では、第１位が「教育費」（53％）、第２位が「子どもと接する時間」（38％）、次いで

「子どもの病気や障害」（32％）、「家が狭い」（26％）と続いている。韓国では、日本で第１

位であった「子どもの身の安全の不安」は、第８位（18％）で順位も割合も低くなっている。

タイでは第１位が、「子どもの身の安全の不安」（73％）で、６ヶ国中最も高い割合であった。

次いで第２位は「子どもの病気や障害」（49％）、第３位が「教育費」（46％）、第４位が「受

験や進学問題」（32％）となっている。 
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表Ⅱ－５－４ 子育ての上での悩みや問題点（複数回答） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

子どもと

接する時間

41.3

子どもと 子どもと 子どもの 子どもの学校

接する時間 接する時間 病気や障害 などでの生活

26.7 37.8 48.7 37.5

子どもの 子どもの学校 子どもの

病気や障害 などでの生活 病気や障害

32.3 36.4 35.3

子どもと 子どもと 子どもの学校

接する時間 接する時間 などでの生活

34.8 30.2 26.7

子どもの 子育てと 子育てと 子育てと

病気や障害 職業との両立 職業との両立 職業との両立

18.9 28.9 25.1 26.0

子どもの学校 子どもの学校 子どもの学校 子どもの

などでの生活 などでの生活 などでの生活 病気や障害

18.2 21.2 27.2 24.1

子どもの 子どもの 子どもの 子どもの

発達の遅れ 発達の遅れ 病気や障害 発達の遅れ

18.5 20.9 27.0 19.4

子育てと

職業との両立

13.3

子育てと 子どもと 子どもの

職業との両立 接する時間 発達の遅れ

17.6 16.8 4.4

子どもの 子育てと 子どもの

発達の遅れ 職業との両立 発達の遅れ

5.2 14.6 8.5

平 均
回 答
項目数

2.05 2.62 3.26 2.90 2.58 2.23

*　平均回答項目は 「特にない」 を除いた数を標本数で割ったもの

いじめや差別
27.4

いじめや差別
16.2

教育費
2.3

教育費
21.9

家が狭い
27.1

家が狭い
17.9

家が狭い
20.5

受験や進学問題
11.4

受験や進学問題
12.9

受験や進学問題
7.2

いじめや差別
20.9

いじめや差別
15.3

第 １ 位
子どもの身の安全

50.7
子どもの身の安全

42.6

第 ４ 位

第 ５ 位

家が狭い
19.8

受験や進学問題
16.5

いじめや差別
12.8

子どもの身の安全
33.0

教育費
43.6

いじめや差別
34.6

第 ２ 位

第 ３ 位

第10位

第 ６ 位

第 ７ 位

第 ８ 位

第 ９ 位

子どもの身の安全
46.9

子どもの身の安全
18.1

子どもの身の安全
72.6

教育費
25.8

教育費
52.6

教育費
45.9

家が狭い
20.7

家が狭い
25.9

受験や進学問題
22.0

受験や進学問題
32.2

 

 

アメリカ、フランスとも第１位は「子どもの身の安全」で、アメリカでは第２位が「教育

費」（44％）、第３位が「子どもの学校などでの生活」（36％）と続いている。フランスでは

第２位が「子どもの学校などでの生活」（38％）、第３位が「子どもの病気や障害」（35％）

で、アメリカ、フランスとも「子どもと接する時間」が第４位になっている。 

 スウェーデンでは「子どもと接する時間が短い」が第１位（41％）で、第２位が「いじめ

や差別」（35％）、第３位が「子どもの身の安全」（33％）となっている。スウェーデンでは

教育費を悩み問題点としてあげる親は 2％ほどで、この項目はスウェーデンでは第 10位で最

下位であることが特徴的である。 
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（２）親の性別 

この回答を項目別に親の性別に分けてみてみると、６ヶ国とも父親よりも母親がより悩み

を感じる割合が高いが、＜子どもと接する時間が短い＞についてだけは父親のほうが、悩み

としている割合が高い。６ヶ国の父親の中で、高い割合で子どもと接する時間が短いことを

悩みとしているのは、韓国（49％）次いで、スウェーデン（45％）、その次が日本（41％）

である。特に父母の差が大きいのが日本で、母親 16％に対して父親 41％であるので、その

差が 25％ある。韓国も父母の差が大きく、その差は 23％ある。日本の父親だけについてみ

ると、「子どもと接する時間が短い」は「子どもの身の安全」41％と同率であり、父親の悩

みの第１位となっている。スウェーデンでも父親の悩みの第１位が「子どもと接する時間」

で、韓国でも第２位である。同じアジアでも、タイの場合は、父母の差は 2％と少なく、父

親の悩みの中では 10項目中第７位と高くない。 

 

 

 

図Ⅱ－５－１ 子育ての上での悩みや問題点（複数回答）［親の性別］ 

＜子どもと接する時間が短い＞ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

41.3
49.0

17.8

37.2 36.9
44.7

15.5
26.4

15.8

32.6
24.3

39.0
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40

60

80

100

（％）

父
親
↓

母
親
↓
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父親が子どもとの接触時間を多く取りたいと考えるようになっている割には、「子育てと職

業の両立が難しい」ことを悩みとしてあげる父親は日本ではわずか 9％、韓国でも 14％しか

いない。この項目は、アメリカの母親の悩みが大きく（37％）父親との差が 16％ある。日本

でも母親のほうが悩みが強く、その差は 7％であるが、スウェーデンでは父母の差は 1％ほ

どしかない。フランスでは父親のほうが（28％）、母親（23％）より強く両立の悩みをあげ

ていることは興味深い。 

 「子どもの身の安全」や「学校または幼稚園などでの生活が心配」などの項目は、どの国

でも母親のほうがより多く心配としているが、スウェーデンでは、父母の差は相対的に少な

い。 

「家が狭い」という項目は６ヶ国とも父母別の差が比較的少ない。 

 

 

 

図Ⅱ－５－２ 子育ての上での悩みや問題点（複数回答）［親の性別］ 

＜子育てと職業との両立が難しい＞ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

9.4
13.8 9.9

20.5
27.7 24.6

16.3
21.5 19.2

36.6

22.8 27.0
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（３）共働きの有無別 

「子どもと接する時間が短い」は、６ヶ国とも共働き家族でより強く悩みとなっており、

日本では共働き家族の 34％、専業主婦家族の 19％と差があり、韓国の場合共働き家族の 53％ 

専業主婦／主夫家族の 29％で、その差は 24％もある。 

「子育てと職業との両立が難しい」も６ヶ国とも共働き家族で悩みとする割合が高く、ア

メリカ、韓国、フランス、日本で高いが、スウェーデンでは専業主婦／主夫家族とその差は

ほとんどない。 

「教育費の負担が大きい」は、日本、アメリカでは共働き家族のほうが、専業主婦／主夫

家族よりもより多く悩みとしてあげており、タイ、フランスでは、専業主婦／主夫家族のほ

うが、より多く悩みとしてあげている。教育費などの負担が大きいので共働きをしている場

合と、一人働きなので教育費の負担をより強く感じる場合と両方があるだろう。その他の項

目は、６ヶ国とも共働きかどうかで比較的あまり差が見られないといってよい。 

 

 

 

 

図Ⅱ－５－３ 子育ての上での悩みや問題点（複数回答）［共働きの有無別］ 

＜子どもと接する時間が短い＞ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン
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図Ⅱ－５－４ 子育ての上での悩みや問題点（複数回答）［共働きの有無別］ 

＜子育てと職業との両立が難しい＞ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

19.8
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図Ⅱ－５－５ 子育ての上での悩みや問題点（複数回答）［共働きの有無別］ 

＜教育費の負担が大きい＞ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン
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（４）子どもの年齢別 

「子どもの受験や進学問題」は予想されるほどには余り出てこなかったので、子どもの年

齢が高くなると悩みが強くなるかどうかを見ておこう。 

 子どもの年齢を 10～12歳に限定してみると、日本の場合、第１位が「子どもの身の安全」、

第２位が「子どもと接する時間」で、ここまでは全体と変わらないが、同率第２位に「受験

や進学問題」があがってきている。この項目は全体では７位であるのが、子どもの年齢が 10

歳以上になると３位に上がっていることが分かる。順位の変化を見ると、韓国では教育費が

第１位で変っていないが、「受験や進学問題」は、第５位から第３位にあがっている。タイで

も４位から３位に上がっているが、アメリカ、フランス、スウェーデンの３ヶ国では、「受験

や進学問題」は、子どもの年齢が上がっても５位までの間に上がってこない点は、特徴的で

ある。 

 悩み・問題点としてあげた項目の平均回答数をみると、タイが最も多く（3.23）、次いで、

アメリカ、フランス、韓国、スウェーデンで、日本は６ヶ国中最もあげた項目が少なくなっ

ている（2.19）。また子どもの年齢が上がると、どの国でも悩みをあげる数が多くなっている。 
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表Ⅱ－５－５ 子育ての上での悩みや問題点（複数回答）［子どもの年齢別］ 

（10～12 歳の子ども） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

子どもの学校 子どもと

などでの生活 接する時間

60.3 41.5

子どもと 子どもと

接する時間 接する時間

31.7 47.1

子どもの学校

などでの生活

43.8

子どもの 子どもの 子どもと 子どもと 子どもの学校

病気や障害 病気や障害 接する時間 接する時間 などでの生活

26.9 42.0 39.7 35.5 29.5

子どもの学校 子育てと 子どもの 子育てと

などでの生活 職業との両立 病気や障害 職業との両立

25.3 26.7 34.0 25.5

平 均
回 答
項 目 数

2.19 2.93 3.23 3.16 3.14 2.33

*　平均回答項目は 「特にない」 を除いた数を標本数で割ったもの

第 ４ 位

第 ５ 位
家が狭い
20.6

子どもの身の安全
44.4

受験や進学問題
31.7

教育費
30.2

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

子どもの身の安全
71.0

教育費
64.9

子どもの身の安全
43.5

受験や進学問題
44.6

教育費
53.4

家が狭い
23.6

受験や進学問題
44.9

いじめや差別
36.0

子どもの身の安全
50.3

子どもの身の安全
37.1

教育費
51.0

教育費
40.8

 



－212－ 

［最掲］ 表Ⅱ－５－４ 子育ての上での悩みや問題点（複数回答） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

子どもと

接する時間

41.3

子どもと 子どもと 子どもの 子どもの学校

接する時間 接する時間 病気や障害 などでの生活

26.7 37.8 48.7 37.5

子どもの 子どもの学校 子どもの

病気や障害 などでの生活 病気や障害

32.3 36.4 35.3

子どもと 子どもと 子どもの学校

接する時間 接する時間 などでの生活

34.8 30.2 26.7

子どもの 子育てと 子育てと 子育てと

病気や障害 職業との両立 職業との両立 職業との両立

18.9 28.9 25.1 26.0

子どもの学校 子どもの学校 子どもの学校 子どもの

などでの生活 などでの生活 などでの生活 病気や障害

18.2 21.2 27.2 24.1

子どもの 子どもの 子どもの 子どもの

発達の遅れ 発達の遅れ 病気や障害 発達の遅れ

18.5 20.9 27.0 19.4

子育てと

職業との両立

13.3

子育てと 子どもと 子どもの

職業との両立 接する時間 発達の遅れ

17.6 16.8 4.4

子どもの 子育てと 子どもの

発達の遅れ 職業との両立 発達の遅れ

5.2 14.6 8.5

平 均
回 答
項目数

2.05 2.62 3.26 2.90 2.58 2.23

*　平均回答項目は 「特にない」 を除いた数を標本数で割ったもの

いじめや差別
27.4

いじめや差別
16.2

教育費
2.3

教育費
21.9

家が狭い
27.1

家が狭い
17.9

家が狭い
20.5

受験や進学問題
11.4

受験や進学問題
12.9

受験や進学問題
7.2

いじめや差別
20.9

いじめや差別
15.3

第 １ 位
子どもの身の安全

50.7
子どもの身の安全

42.6

第 ４ 位

第 ５ 位

家が狭い
19.8

受験や進学問題
16.5

いじめや差別
12.8

子どもの身の安全
33.0

教育費
43.6

いじめや差別
34.6

第 ２ 位

第 ３ 位

第10位

第 ６ 位

第 ７ 位

第 ８ 位

第 ９ 位

子どもの身の安全
46.9

子どもの身の安全
18.1

子どもの身の安全
72.6

教育費
25.8

教育費
52.6

教育費
45.9

家が狭い
20.7

家が狭い
25.9

受験や進学問題
22.0

受験や進学問題
32.2

 

（５）1994年の調査との比較 

1994年調査では選択肢を 18項目と多く用意していたので、単純な比較はできないが、今

回 1994 年調査で上位にあげられていた項目についてはほぼそのまま用いているので、順位

の上位項目の比較は可能である。 

前回は 18 項目でたずねているので、平均項目数の比較はできないが、最も多く回答した

のは、アメリカで、以下韓国、日本、イギリス、スウェーデン、タイの順で、タイは最下位

で最も悩み・問題点の少ない国であった。ところが 10 年後の今回は６ヶ国中最も多くの悩

み、問題点があげられていることも興味深い。 

 日本の場合、前回も「子どもの身の安全」が第１位である点は変りがないが、1994年調査

では、「子どもと接する時間」については第７位（23％）であったのが、第２位（27％）に

上がっていることは注目すべきところであろう。「子どもの病気や障害」は前回第２位（33％）

であったのが、今回は 19％と減少し第５位に下がっている。「教育費」の第３位は変わらな

い。 
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表Ⅱ－５－６ ［1994 年］ 子育ての上での悩みや問題点（複数回答） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ イギリス スウェーデン

子どもの 子どもと

病気や障害 接する時間

41.4 55.7

子どもの 子どもの

病気や障害 病気や障害

32.9 24.3

子どもと 子どもと 子育てと

接する時間 接する時間 職業との両立

55.7 31.7 24.3

子どもと

接する時間

15.5

子どもの学校 子どもの学校 子どもの学校

などでの生活 などでの生活 などでの生活

35.8 24.0 22.7

子育てを手伝 子どもの

ってくれる人 病気や障害

12.3 22.5

子どもと 子どもの学校 子育てと 子どもの

接する時間 などでの生活 職業との両立 病気や障害

23.2 24.4 31.9 18.8

子どもの学校 子どもと 子育てと

などでの生活 接する時間 職業との両立

21.6 22.1 16.3

子育てと 配偶者と

職業との両立 自分との関係

10.2 21.5

配偶者の子育て 子どもの 配偶者の子育て

への関わり 病気や障害 への関わり

17.2 21.1 7.9

子育てと 子育てと 配偶者と

職業との両立 職業との両立 自分との関係

15.1 15.8 11.0

配偶者の子育て 配偶者と 配偶者と

への関わり 自分との関係 自分との関係

14.2 6.5 7.1

配偶者と 子育てを手伝 子どもの学校

自分との関係 ってくれる人 などでの生活

7.5 13.3 5.9

配偶者の子育て 配偶者の子育て 子育てを手伝

への関わり への関わり ってくれる人

5.6 20.3 5.8

子育てを手伝 配偶者の子育て

ってくれる人 への関わり

18.2 7.9

配偶者と 子育てを手伝

自分との関係 ってくれる人

5.1 5.5

子育てを手伝

ってくれる人

4.1

平 均
回 答
項目数

3.20 3.56 2.00 5.30 3.07 2.74

*　平均回答項目は 「特にない／よくわからない」「無回答」 を除いた数を標本数で割ったもの

家庭の経済
19.7

子どもの友人関係
33.9

社会の中での差別
11.9

社会の中での差別
11.5

子どもの友人関係
9.8

社会の中での差別
23.6

家のまわりの環境
20.0

家のまわりの環境
9.9

子どもの友人関係
20.9

第 １ 位
教育費
59.7

子どもの身の安全
46.9

第 ４ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

家庭の経済
32.4

家庭の経済
59.0

子どもの友人関係
24.7

第 ５ 位

住居の問題
10.8

子どもの身の安全
14.2

第 ６ 位

第 ７ 位

第 ８ 位

住居の問題
27.6

受験や進学問題
23.5

第 ９ 位

子どもの身の安全
33.8

家庭の経済
37.3

教育費
29.5

教育費
21.8

子どもの友人関係
29.7

子どもの身の安全
38.5

家のまわりの環境
11.4

教育費
28.4

家のまわりの環境
26.3

子どもの身の安全
38.3

受験や進学問題
15.3

第 17 位
家や親族の慣習

2.7
社会の中での差別

4.1

第 16 位
社会の中での差別

6.7
家や親族の慣習

6.2
子どもの性の問題

3.6
地域社会の慣習

5.6

第 18 位
地域社会の慣習

4.3
地域社会の慣習

2.4
教育費
2.3

子どもの性の問題
1.0

地域社会の慣習
7.8

第 15 位
家や親族の慣習

9.3
受験や進学問題

4.5
子どもの性の問題

6.4

第 14 位
子どもの性の問題

11.9
教育費
9.2

家や親族の慣習
6.4

第 13 位
住居の問題
9.2

地域社会の慣習
6.5

受験や進学問題
19.8

受験や進学問題
8.2

第 11 位
住居の問題
7.6

住居の問題
20.6

第 10 位

家庭の経済
20.7

第 12 位
子どもの性の問題

10.2
家のまわりの環境

12.9

家や親族の慣習
1.2

家や親族の慣習
17.0

子どもの性の問題
20.3

地域社会の慣習
1.7

社会の中での差別
2.1

家のまわりの環境
20.4

受験や進学問題
11.8

家庭の経済
23.9

子どもの身の安全
50.9

住居の問題
25.0

子どもの友人関係
27.8

 
（出典：日本女子社会教育会，1996：p.111より） 
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［最掲］図Ⅱ－５－１ 子育ての上での悩みや問題点（複数回答）［親の性別］ 

＜子どもと接する時間が短い＞ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

41.3
49.0

17.8

37.2 36.9
44.7

15.5
26.4

15.8

32.6
24.3

39.0

0

20

40

60

80

100

（％）

父
親
↓

母
親
↓

 
 

 

 特に、1994 年調査で「子どもと接する時間」をあげた日本の父親は 28％ほどであったの

が、今回 41％に上昇したことは、10 年の間に父親の認識に大きな変化があったと言うべき

であろう。日本の父親は子どもと接する時間が６ヶ国中最も短いのに、なぜ悩みや問題とし

てあげないのかと、前回の調査の後行われた国際シンポジウムでスウェーデンの研究者に指

摘されたことがある。子どもと接する時間が少ないことが、今回父親に悩みとして意識され

るようになったという変化が見られたことである。韓国の父親も前回「子どもと接する時間」

が少ないことをあげたのは 25％であったのが、今回 49％に大幅に増えている。韓国の父親

の変化の幅は日本より大きい。 
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図Ⅱ－５－６ ［1994 年］子育ての上での悩みや問題点（複数回答）［親の性別］ 

＜子どもと接する時間＞ 

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ イギリス スウェーデン

27.6 24.7
18.0

60.1

36.9

58.8

19.4 19.7
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（出典：日本女子社会教育会，1996：p.112より） 

 

一方、アメリカの父親は、「子どもと接する時間」について前回の 60％から今回 37％へ

減少、スウェーデンの父親も 59％から 45％へと減少していることは、何を意味するのだろ

うか。欧米では、父親が子どもと接する時間が少ないという問題は、ここ 10 年の間にかな

り改善されたと解釈できるかもしれない。ようやく、韓国、日本で、父親の意識の変化が起

こっているようだ。 
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[最掲] 表Ⅱ－５－５ 子育ての上での悩みや問題点（複数回答）［子どもの年齢別］ 
（10～12 歳の子ども） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

子どもの学校 子どもと

などでの生活 接する時間

60.3 41.5

子どもと 子どもと

接する時間 接する時間

31.7 47.1

子どもの学校

などでの生活

43.8

子どもの 子どもの 子どもと 子どもと 子どもの学校

病気や障害 病気や障害 接する時間 接する時間 などでの生活

26.9 42.0 39.7 35.5 29.5

子どもの学校 子育てと 子どもの 子育てと

などでの生活 職業との両立 病気や障害 職業との両立

25.3 26.7 34.0 25.5

平 均
回 答
項 目 数

2.19 2.93 3.23 3.16 3.14 2.33

*　平均回答項目は 「特にない」 を除いた数を標本数で割ったもの

第 ４ 位

第 ５ 位
家が狭い
20.6

子どもの身の安全
44.4

受験や進学問題
31.7

教育費
30.2

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

子どもの身の安全
71.0

教育費
64.9

子どもの身の安全
43.5

受験や進学問題
44.6

教育費
53.4

家が狭い
23.6

受験や進学問題
44.9

いじめや差別
36.0

子どもの身の安全
50.3

子どもの身の安全
37.1

教育費
51.0

教育費
40.8

 
 

表Ⅱ－５－７ ［1994 年］子育ての上での悩みや問題点（複数回答）［子どもの年齢別］ 
（10～12 歳の子ども） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ イギリス スウェーデン

子どもと

接する時間

57.0

子どもと 子どもと 子どもの学校

接する時間 接する時間 などでの生活

57.1 31.7 39.0

子どもと

接する時間

15.0

子どもの 子どもの学校 子育てと

病気や障害 などでの生活 職業との両立

34.8 52.5 26.9

子どもの 子どもの

病気や障害 病気や障害

25.1 15.0

平 均
回 答
項 目 数

2.96 3.94 1.90 5.64 3.30 2.82

*　平均回答項目は 「特にない／よくわからない」「無回答」 を除いた数を標本数で割ったもの

家庭の経済
40.4

受験や進学問題
48.1

子どもの身の安全
39.5

子どもの身の安全
48.4

子どもの友人関係
41.9

教育費
65.5

教育費
37.8

家庭の経済
30.1

受験や進学問題
40.7

教育費
28.8

子どもの身の安全
27.5

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

子どもの友人関係
36.3

子どもの友人関係
26.5

家庭の経済
53.4

第 ４ 位

第 ５ 位

子どもの身の安全
30.9

教育費
28.1

子どもの身の安全
48.3

受験や進学問題
15.0

受験や進学問題
28.5

子どもの友人関係
29.6

 

（出典：日本女子社会教育会，1996：p.113より） 

 

前回調査で子どもの年齢を 10～12 歳に限ってみると、日本では「受験や進学問題」が第

１位（41％）であったのに対し、今回は同率第３位で、比率も 32％と減少している。受験や

進学問題は解消しつつあるとはいえないが、子どもと接する時間のほうがより深刻であると

意識されるようになったことは確かであろう。韓国も前回「受験や進学問題」は第１位（48％）

であったのが、今回調査では第３位になり比率も 45％とやや減少している。アメリカでは「教

育費の負担が大きい」が変わらず第１位である。 
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３．悩み・困ったことの相談先 

 

 

問 13〔カード 10〕 

●●さんを育てながら心配なことや困ったことが起こった時、あなたは誰に相談し

ていますか。ふだん相談をしている人・相談先をすべてあげてください。（Ｍ.Ａ.） 

 

1 配偶者／パートナー 

2 自分の親やきょうだい 

3 配偶者／パートナーの親やきょうだい 

4 医師、または助産師、看護師、保健師 

5 学校、幼稚園の先生または保育園の保育士、または家庭福祉員（保育ママ） 

6 友だち 

7 子育て仲間、育児サークルの人 

8 近所の人 

9 カウンセラー、または育児支援の相談員 

10 育児書、育児雑誌 

11 テレビ・ラジオ 

12 インターネットのサイト 

13 宗教関係者（聖職者、僧侶、司祭、牧師など） 

14 相談できる人はいない 

15 心配なことや困ったことはない 

 

 

悩みや困ったことが起こったときに、誰に相談しているかを尋ねた。相談相手として 14

項目をあげていくつでも選んでもらった。 
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（１）順位別 

最も多くあげられたのは６ヶ国とも、「配偶者／パートナー」で第１位であった。また、第

２位も６ヶ国共通して｢自分の親やきょうだい」があげられている。「相談できる人がいない」

と答えた人はタイの 2％（第 11位）が最も高い数字で、その他の国はいずれも 1％未満で最

下位（第 14 位）であった。上位２項目と最下位は子育て支援の基本的なこととして、世界

共通であることは興味深いことといえる。 

 日本では、第３位は「友だち」（43％）で、次いで｢配偶者の親やきょうだい」（28％）、「学

校、幼稚園の先生や保育士｣（23％）と続く。 

 韓国で「配偶者／パートナー」を第１位にあげた人は 95％にのぼり、６ヶ国中最も高い割

合である。第２位の｢自分の親やきょうだい」をあげた人の割合は 31％で、日本の 60％と比

較すると意外に少ない。 

 タイでは、第３位に「配偶者の親やきょうだい」があげられ、自分と配偶者双方の親世代

が相談相手として重要視されていることが分かる。タイでは「宗教関係者」をあげる人が多

いのではないかと予想されたが 1％未満と意外に少なく最下位であった。僧侶など宗教関係

者は、子育ての相談相手としては利用されていないことが分かる。 

アメリカでは｢自分の親やきょうだい」をあげた人は 64％に上り、これは６ヶ国中最も高

い割合である。日本も「自分の親やきょうだい」をあげた人は 60％とアメリカに次いで高い

割合で、これは子育てに関わった人（問 10）として「別居の親やきょうだい」（56％）が第

２位にあげられていたことと関連している（日本も 58％で第２位）。親世代と同居はしてい

ないけれども別居の親と孫とのかかわりは強いという、日米共通の傾向がみられた。アメリ

カの相談相手の第３位は「子育て仲間」（42％）で、順位も割合も６ヶ国中最も高い。 

 フランスでは第３位に「医師」（33％）があげられており、「自分の親やきょうだい」に次

ぐ高い割合である。 

 スウェーデンでは、第３位に「学校、幼稚園の先生や保育士」（39％）があげられており、

順位も割合も６ヶ国中最も高い。また、第 10 位「インターネットのサイト」をあげた人が

12％あり、アメリカに次いで、インターネットが子育てに困ったときの相談相手として役割

を果たしていることが分かる。 

 平均回答項目数を国別に比較すると、相談先の数の多いのがアメリカ（3.85）、次いでスウ

ェーデン（3.69）で、相談先種類ともに著しく少ないのがタイ（1.76）であった。 
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表Ⅱ－５－８ 困った時相談する人（複数回答） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

自分の親や 自分の親や 自分の親や 自分の親や 自分の親や 自分の親や

きょうだい きょうだい きょうだい きょうだい きょうだい きょうだい

60.1 30.8 34.3 63.6 36.8 55.5

配偶者の親や 学校、幼稚園の

きょうだい 先生や保育士

13.1 39.2

配偶者の親や 学校、幼稚園の

きょうだい 先生や保育士

28.2 26.4

学校、幼稚園の 学校、幼稚園の 配偶者の親や

先生や保育士 先生や保育士 きょうだい

23.4 13.7 29.4

学校、幼稚園の 学校、幼稚園の 配偶者の親や

先生や保育士 先生や保育士 きょうだい

8.6 29.4 13.1

配偶者の親や

きょうだい

12.5

インターネット 配偶者の親や

のサイト きょうだい

9.6 22.3

カウンセラー

または相談員

7.3

インターネット カウンセラー インターネット

のサイト または相談員 のサイト

4.6 11.8 11.6

相談できる人は インターネット

いない のサイト

1.7 11.7

カウンセラー インターネット インターネット カウンセラー

または相談員 のサイト のサイト または相談員

2.2 0.4 3.1 3.1

カウンセラー カウンセラー

または相談員 または相談員

1.3 0.2

相談できる人は 相談できる人は 相談できる人は 相談できる人は 相談できる人は

いない いない いない いない いない

0.1 0.3 0.8 0.8 0.3

平 均
回 答
項目数

2.94 2.36 1.76 3.85 2.33 3.69

*　平均回答項目は 「相談できる人はいない」「心配なことや困ったことはない」[無回答」 を除いた数を標本数で割ったもの

育児書、育児雑誌
5.4

医　師
38.3

医　師
33.2

医　師
38.9

近所の人
17.3

子育て仲間
42.3

友 だ ち
22.9

育児書、育児雑誌
7.5

育児書、育児雑誌
24.6

テレビ・ラジオ
3.5

宗教関係者
4.1

友 だ ち
8.5

友 だ ち
37.9

医　師
13.4

医　師
5.5

近所の人
10.8

子育て仲間
11.0

子育て仲間
13.3

子育て仲間
18.9

子育て仲間
31.0

育児書、育児雑誌
5.3

育児書、育児雑誌
3.5

育児書、育児雑誌
24.6

第 12 位

第 10位

近所の人
11.7

近所の人
9.3

子育て仲間
1.9

テレビ・ラジオ
2.5

テレビ・ラジオ
4.9

テレビ・ラジオ
5.8

テレビ・ラジオ
13.6

宗教関係者
17.6

友 だ ち
7.3

友 だ ち
20.9

宗教関係者
0.1

宗教関係者
0.9

宗教関係者
2.8

第 11 位

第 13位

第 14位

近所の人
3.4

近所の人
7.1

テレビ・ラジオ
8.7

宗教関係者
1.0

配偶者/パートナー
77.1

配偶者/パートナー
68.2

配偶者/パートナー
81.2

配偶者/パートナー
87.3

配偶者/パートナー
79.1

第 ７ 位

第 ８ 位

第 ９ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

第 ４ 位

第 ５ 位

友 だ ち
43.4

配偶者/パートナー
95.3

医　師
13.1

第 ６ 位

第 １ 位

 ｣｢
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（２）1994年調査との比較 

 今回は、1994 年調査の項目に新たに「子育て仲間、育児サークルの人」（以下「子育て仲

間」と略称）「インターネットのサイト」「宗教関係者」など社会環境の変化を考慮した項目

を加え、前回回答数が少なかった職場の人を削除して、選択肢を 12項目から 14項目に増や

した。その結果、「子育て仲間」は、アメリカ（42％）、スウェーデン（31％）、フランス（19％）

と、欧米で多く、「近所の人」「友人」とは異なるネットワークが大きな役割を果たしている

ことが分かった。また、「インターネットのサイト」は、割合は多くないが韓国で第８位（10％）

となっているのをはじめ、日本、韓国とアメリカでは、テレビ・ラジオ以上に相談相手とし

ての役割を果たしている。 

 ６ヶ国共通して、第１位が「配偶者／パートナー」、第２位が「自分の親やきょうだい」で

あることは、10年前と変っていないことも注目すべきであろう。 

相談先の平均回答項目数の多いのは、前回もアメリカ、次いでスウェーデンであり、今回

も変わっていない。相談先が最も少ない国は前回は韓国であったが、今回はタイに変わった。 

 日本の場合、10 年前と順位にほとんど変化はみられないが、「配偶者／パートナー」を選

択する割合が 7％ほど減少し、「自分の親やきょうだい」、「友だち」を選択する割合がそれぞ

れ 10％前後増加している。「近所の人」をあげた人は 11％で前回と変わらないが、新たな項

目「子育て仲間」をあげた人は 11％あり、閉じた家族から、親族や友人、親しい仲間などの

ネットワークがやや増えている傾向がうかがえる。 

 

４ 充実して欲しい子育て環境 

 

問 14〔カード 11〕 

●●さんを育てる上で、あるとよいと思われるもの、またはもっと充実して欲しい

と思うものにはどんなものがありますか。次の中であてはまるものをいくつでもあ

げてください。（Ｍ.Ａ.） 

 

1 子どもが友だちと自由に遊べる場所 

2 子育てについての相談や学習ができる場所 

3 子どもを安心してあずけられる施設 

4 父母どちらでもとれる育児休暇制度 

5 親が子育てに充分関われる時間がとれるような職場環境 

6 子育てや子どもの教育のための経済的援助 

7 特にない／わからない 
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表Ⅱ－５－９ ［1994 年］ 困った時相談する人（複数回答） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ イギリス スウェーデン

自分の親や 自分の親や 自分の親や 自分の親や 自分の親や 自分の親や

きょうだい きょうだい きょうだい きょうだい きょうだい きょうだい

52.6 27.9 41.7 59.8 46.0 41.5

配偶者の親や 配偶者の親や 学校、幼稚園の

きょうだい きょうだい 先生や保育士

26.0 12.7 32.7

学校、幼稚園の 配偶者の親や 学校、幼稚園の

先生や保育士 きょうだい 先生や保育士

19.0 17.5 23.0

学校、幼稚園の 学校、幼稚園の 配偶者の親や

先生や保育士 先生や保育士 きょうだい

10.8 31.7 21.0

配偶者の親や 配偶者の親や

きょうだい きょうだい

27.8 18.1

学校、幼稚園の 相談員または 相談員または

先生や保育士 カウンセラー カウンセラー

9.2 16.6 9.4

相談員または

カウンセラー

2.2

相談員または 相談できる人は 相談できる人は 相談員または

カウンセラー いない いない カウンセラー

2.2 3.9 4.5 4.7

相談できる人は 相談できる人は 相談員または 相談できる人は 相談できる人は

いない いない カウンセラー いない いない

0.5 0.5 1.7 3.1 1.8

平 均
回 答
項目数

2.72 2.04 2.40 3.77 2.70 2.97

*　平均回答項目は 「相談できる人はいない」[無回答」 を除いた数を標本数で割ったもの

配偶者/パートナー
90.4

配偶者/パートナー
94.7

配偶者/パートナー
84.9

第 ７ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

第 ４ 位

第 ５ 位

友 だ ち
31.7

配偶者/パートナー
97.5

第 11 位

配偶者/パートナー
76.3

配偶者/パートナー
66.7

第 ８ 位

第 ９ 位

近所の人
20.4

第 ６ 位

第 １ 位

友 だ ち
12.5

職場の人
5.5

テレビ・ラジオ
2.2

職場の人
4.6

近所の人
8.3

近所の人
14.9

職場の人
3.9

第 12 位

第 10位

近所の人
11.4

育児書、育児雑誌
20.5

テレビ・ラジオ
14.4

テレビ・ラジオ
3.3

テレビ・ラジオ
6.9

職場の人
11.6

育児書、育児雑誌
8.2

育児書、育児雑誌
8.6

病院の医師
44.0

病院の医師
48.0

近所の人
14.4

友 だ ち
30.2

病院の医師
15.7

テレビ・ラジオ
5.3

職場の人
8.7

友 だ ち
41.4

友 だ ち
9.2

友 だ ち
36.7

近所の人
8.5

病院の医師
9.9

病院の医師
29.1

育児書、育児雑誌
6.7

育児書、育児雑誌
34.6

テレビ・ラジオ
12.3

職場の人
14.5

病院の医師
22.7

育児書、育児雑誌
13.3

 
（出典：日本女子社会教育会，1996：p.120より） 

 

 

 

子育てをする上で、あるとよいもの、もっと充実して欲しいものについて６項目をあげて、

あてはまるものをいくつでも選ぶよう尋ねた。選択肢の６項目は、1994年調査と全く同じも

のを用いて、10年間の変化を見ることをねらいとしたので、結果を 1994年調査と合わせて

検討しよう。 
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表Ⅱ－５－10 充実して欲しい子育ての環境 （複数回答） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

友だちと 友だちと 友だちと 友だちと

遊ぶ場所 遊ぶ場所 遊ぶ場所 遊ぶ場所

67.6 70.7 53.6 48.5

友だちと 子どもをあず 友だちと

遊ぶ場所 けられる施設 遊ぶ場所

55.5 42.3 38.0

子どもをあず 子どもをあず 子どもをあず 子どもをあず

けられる施設 けられる施設 けられる施設 けられる施設

38.0 55.7 51.7 40.3

相談や学習 相談や学習 子どもをあず

の場所 の場所 けられる施設

42.0 37.5 23.9

相談や学習 相談や学習 相談や学習 相談や学習

の場所 の場所 の場所 の場所

25.0 13.0 18.4 11.6

平 均
回 答
項目数

2.37 3.04 2.60 2.01 2.01 1.67

*　平均回答項目は 「特にない／わからない」 を除いた数を標本数で割ったもの

第 １ 位

経済的援助
33.9

第 ２ 位

第 ３ 位

経済的援助
62.8

経済的援助
37.1

経済的援助
45.7

職場環境
47.6

育児休暇制度
12.0

第 ６ 位
育児休暇制度

22.5

経済的援助
48.5

経済的援助
70.1

第 ４ 位

第 ５ 位
育児休暇制度

25.5

職場環境
32.3

職場環境
30.2

職場環境
34.6

職場環境
27.5

育児休暇制度
27.8

育児休暇制度
20.1

育児休暇制度
20.7

職場環境
38.1

 
 
（１）順位別、1994年調査との比較 

 第１位にあげられた項目を見ると、日本、韓国、アメリカ、フランス４ヶ国が｢友達と遊ぶ

場所」をあげ、タイは｢経済的援助｣をスウェーデンは「職場環境」をあげており、第１位の

この項目は 1994 年調査と全く変わっていない（但し、フランスについては前回のイギリス

の順位と同じ）。選んだ割合は、日本、韓国、タイでやや増加し、アメリカ、スウェーデン

ではやや減少している。しかし第１位の項目が 10 年前と同じであることは、各国とも子育

て環境の基本的な問題については、親の意識も環境の改善についてもいっこうに変わってい

ないと言うべきであろう。 

 日本については、第１位は「友達と遊ぶ場所」（68％）で、前回よりやや増加。第２位は

「経済的援助」で 1994年調査と順位は同じであるが、31％から 49％へと要望が急増してい

る。第３位は「子どもを預けられる施設」（38％）で、前回第５位（23％）であった項目が

15％増加し、要望が強くなっていることがうかがえる。「親が子育てに充分関われる時間が

とれるような職場環境」は、順位を第３位から第４位に落としているが、割合としては 29％

から 32％へと増加している。その他の「育児休暇制度」も「相談や学習の場所」についても

割合は増加しており、全体に子育て環境の充実への要望が強まっていることが分かる。平均

回答項目数も 1994年の 1.93から、2.37へと増加している。 

韓国では「友達と遊ぶ場所」が第１位で 1994 年調査と比べると、これも順位は同じで割

合が増加。第２位は前回は「子どもを預けられる施設」（45％）であったのが、「経済的援

助」（70％）に代わり、強い要求が出されている。「子どもを預けられる施設」は、第３位

になったが、割合は 1994年の 45％から、56％へとこれも急増している。 
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表Ⅱ－５－11 ［1994 年］充実して欲しい子育ての環境 （複数回答） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ イギリス スウェーデン

友だちと 友だちと 友だちと 友だちと

遊ぶ場所 遊ぶ場所 遊ぶ場所 遊ぶ場所

66.2 65.4 63.6 63.6

子どもをあず 友だちと 子どもをあず 子どもをあず 友だちと

けられる施設 遊ぶ場所 けられる施設 けられる施設 遊ぶ場所

44.5 46.6 50.3 45.1 38.5

相談や学習 相談や学習 子どもをあず

の場所 の場所 けられる施設

39.0 42.1 29.2

相談や学習 子どもをあず

の場所 けられる施設

24.9 40.5

子どもをあず

けられる施設

22.6

相談や学習 相談や学習 相談や学習

の場所 の場所 の場所

19.1 13.0 6.6

平 均
回 答
項目数

1.93 2.17 2.35 2.44 1.99 1.54

*　平均回答項目は 「特にない／わからない」 を除いた数を標本数で割ったもの

経済的援助
44.1

職場環境
51.7

職場環境
29.4

経済的援助
29.6

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

経済的援助
61.7

第 ６ 位
職場環境
21.5

経済的援助
31.0

第 ４ 位

第 ５ 位
育児休暇制度

22.6

育児休暇制度
18.7

職場環境
27.0

経済的援助
18.2

職場環境
39.2

職場環境
29.3

育児休暇制度
14.7

育児休暇制度
27.7

育児休暇制度
18.3

経済的援助
26.5

育児休暇制度
9.9

 
（出典：日本女子社会教育会，1996：p.122より） 

  

タイでは、第１位が「経済的援助」で、1994年と変わらず、割合は微増。第２位の「友達

と遊ぶ場所」（56％）も 1994年と変わらず、割合は 10％近く増加。「子どもを預けられる

施設」（41％→52％）、「職場環境」（22％→30％）へと要求がそれぞれ増加している。 

 アメリカでは、「友達と遊ぶ場所」が第１位で順位は変わらないが、割合は 64％から 54％

へと減少している。第２位は「子どもを預けられる施設」（50％→42％）、第３位は「経済

的援助」（44％→37％）、第４位「親が子育てに関われる職場環境｣（39％→35％）、第５

位「育児休暇制度」（28％→20％）、第６位「相談や学習の場所」（19％→13％）といずれ

も順位は変わらず、どの項目も要望が減少していることは興味深い。いずれも 10 年間の間

に充実が見られたと言うことであろうか。 

 スウェーデンでは｢親が子育てに関われる職場環境｣（48％）が第１位で順位は変わらず割

合はやや減少している。第２位の「友達と遊ぶ場所」は順位、割合とも変化がないが、「経

済的援助」については前回の 18％から 34％へと激増し、順位も第４位から第３位に上がっ

ている。第４位の「子どもを預けられる施設」は 29％から 24％へと割合を減らしている。

これらのことは、職場環境や子どもを預ける施設についてはスウェーデンではほぼ満たされ

ているということであろうか。 

 1994年調査と比較して、日本、韓国、タイのアジア３ヶ国は要望の平均項目数が大きく増

加しているのに対して、アメリカで減少していることは、10年間の国による環境整備の程度

の変化と、親の要望をしようとする意識の変化の表れと言えるだろう。 
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図Ⅱ－５－７ 充実して欲しい子育ての環境（複数回答）［親の性別］ 
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（２）親の性別による比較 

充実して欲しい子育て環境について、親の性別で見てみよう。日本では特に「子どもを預

けられる施設」に関して、母親の要望が強く、父親との差は 13％ある。その他のいずれの項

目についても母親のほうが父親よりも要望が強い。韓国はどの項目についても母親のほうが

父親より要望が強いが、その差は日本ほど大きくはない。タイでは、「友達と遊ぶ場所」の充

実と「職場環境」については父親のほうが高い割合で、子育てに関心の強い父親像が浮かび

上がる。同様に、フランスとスウェーデンでも「友達と遊ぶ場所」「子どもを預けられる施設」

「育児休業制度」については父親のほうが母親よりも強く要望しており、父親の関心の強さ

が分かる。アメリカではどの項目も日本、韓国と同様母親のほうがより強く要望をしており、

差も大きい。 

父母別に平均要望割合をまとめてみると次のようになる。この表を見ると、日本の父母の

意識の差の大きく、子育て環境の充実へ日本の父親は関心が低く、もっぱら母親のみが要望

している状況が分かる。アジアの他の２ヶ国が父母そろって強く充実を求めているのと対照

的である。また、特にない／分からないとする割合は、６ヶ国とも父親の方が多いが、父母

の差の大きいのは日本とアメリカである。アメリカはヨーロッパの２ヶ国よりも、日本によ

り近い傾向がみられ、欧米とひとくくりにできないことは興味深い。 

 

表Ⅱ－５－12 充実して欲しい子育て環境の平均要望割合［親の性別］ 

（母親％－父親％） 

日  本 韓  国 タ  イ アメリカ フランス スウェーデン

　父　親 35.2 49.3 42.7 30.1 33.0 27.2

　母　親 42.8 52.2 44.0 36.6 33.9 28.3

父母の差 7.6 2.9 1.3 6.5 0.9 1.1
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表Ⅱ－５－13 充実して欲しい子育ての環境 （複数回答）［共働きの有無別］ 

（％）

共 働 き 家 族 429 65.5 46.6 32.9 32.4 24.9   21.7 10.3   

専業主婦／
専業主夫家族

522 69.0 48.5 41.0 31.2 25.9   27.2 9.8   

共 働 き 家 族 372 67.7 69.4 54.6 41.1 30.9   37.4 3.8   

専業主婦／
専業主夫家族

622 72.7 70.6 56.3 36.2 26.4   44.5 4.2   

共 働 き 家 族 662 55.9 61.6 51.4 30.8 22.4 39.3 5.7

専業主婦／
専業主夫家族

252 56.0 63.9 52.4 27.4 24.6 35.3 4.4

共 働 き 家 族 540 53.7 33.1 41.9 38.1 22.2   10.7 20.0   

専業主婦／
専業主夫家族

279 44.8 29.4 34.8 22.9 11.5   10.8 30.8   

共 働 き 家 族 559 45.6 40.4 41.5 29.5 23.3   18.8 23.1   

専業主婦／
専業主夫家族

285 49.8 48.4 39.6 22.8 20.0   16.5 20.4   

共 働 き 家 族 595 32.9 26.9 21.7 46.9 12.3   10.3 25.2   

専業主婦／
専業主夫家族

231 40.7 38.5 22.5 50.6 9.1   16.0 16.9   

フ ラ ン ス

スウェーデン
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ア メ リ カ
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（３）共働きの有無別 

充実して欲しい子育て環境について、共働きか否かでどのように異なるかを見ておこう。 

 日本では、「友達と遊ぶ場所」「経済的援助」「子どもをあずけられる場所」「育児休暇制度」

「相談や学習の場所」など５項目についていずれも専業主婦家族のほうが差はわずかである

が強い要望をもっている。環境が充実していないので共働きができないという意識があるか

らと読みとれる。「子育てをしやすい職場環境」だけが、共働き家族のほうがより強く要望し

ている。 

 韓国でも日本と同様、専業主婦／主夫家族のほうが、要望が強い傾向がある。特に「相談

や学習の場所」への要望が強い。「育児休業制度」は日本と異なり共働きの家族のほうが、よ

り強く要望している。1994年調査では、共働き家族で「子どもを預けられる施設」をより多

く要望していたのに対し今回は専業主婦／主夫家族の方がより強くなった。その他の傾向は

1994年調査と変わりがない。タイも共働きかどうかで要望の差がどう異なるかは、韓国の傾

向と全く同じである。専業主婦家族との要望の差は非常に少ない。 
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表Ⅱ－５－14 ［1994 年］ 充実して欲しい子育ての環境 （複数回答）［共働きの有無別］ 

（％）

共 働 き 家 族 506 61.9 29.8 28.5 20.4 18.8   18.4 17.6   

専業主婦／
専業主夫家族

533 70.2 31.9 28.9 28.7 26.3   18.6 13.7   

共 働 き 家 族 258 62.4 21.7 30.2 31.0 46.9   15.5 10.9   

専業主婦／
専業主夫家族

732 66.3 28.3 25.8 42.3 44.0   14.6 11.6   

共 働 き 家 族 674 46.6 60.2 20.2 39.6 41.7 22.0 15.0

専業主婦／
専業主夫家族

290 46.2 64.1 24.5 47.9 36.9 25.5 15.2

共 働 き 家 族 532 61.8 41.4 39.8 16.7 49.8   27.3 15.2   

専業主婦／
専業主夫家族

285 60.7 40.4 35.8 17.2 49.5   29.1 19.6   

共 働 き 家 族 479 60.5 28.8 33.4 12.3 45.9   21.7 14.8   

専業主婦／
専業主夫家族

368 66.8 27.7 26.9 14.4 45.9   16.3 14.7   

共 働 き 家 族 679 35.3 15.9 48.5 4.9 25.9   8.2 25.6   

専業主婦／
専業主夫家族

264 41.3 20.5 54.9 7.2 34.5   12.1 19.3   

　
わ
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な
い

特
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な
い
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場
所
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韓 国

タ イ
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（出典：日本女子社会教育会，1996：p.125より） 
 
アメリカでは「相談や学習の場所」を除き、その他の５項目すべて、共働き家族のほうが

要望が強い。特に、「職場環境」（＋15％）、「育児休業制度」（＋11％）、「友達と遊ぶ場所」（＋

9％）「子どもを預けられる場所」（＋7％）と、共働き家族と専業主婦／主夫の差が見られる。

一方、「特にない／分からない」が専業主婦／主夫家族に 31％もあることは特徴的である。 

 フランスでは、「経済的援助」と「友達と遊ぶ場所」を専業主婦／主夫家族がより強く望む

ほかは、残る４項目について共働き家族のほうが強く要望している。 

 スウェーデンでは、「育児休暇制度」を共働き家族がより強く望んでいるがその他の項目は、

専業主婦／主夫家族がより強く望んでおり、アメリカと逆の傾向で、むしろ日本と似た傾向

であることが興味深い。また、共働き家族で「特にない／分からない」とする人が 25％を占

めていることも、アメリカとは異なり、共働きにとっての子育ての環境が充実していること

を意味するようである。スウェーデンでは、1994年調査でも６つのすべての項目で、専業主

婦／主夫家族のほうがより強く充実を望んでいた傾向があり、共働き家族の要望が低いとい

う傾向は 10年後も変わっていない。 
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（４）子どもの年齢別 

 子どもの年齢により、子育て環境の充実の要望はどのように変化するかを見るために、 

０～３歳、４～６歳、７～９歳、10～12歳の４つの年齢段階別に見た。 

 日本では、年齢が小さいほど、「子どもを預けられる場所」についての要望が顕著に強く、

この傾向は、韓国、タイ、フランスで共通している。また「育児休業制度」も年齢が小さい

ほど要望が強くこれも日本、韓国、タイ、フランスに共通している。 

 多くの国で第１位であった「友達と遊ぶ場所」については年齢段階別の傾向は顕著ではな

いが、日本、韓国では４～６歳の幼児期に比較的要望がより強く、タイ、フランス、スウェ

ーデンでは０～３歳、アメリカでは７～９歳に要望のピークがある。 

 韓国では、ほぼ日本と同様の傾向であるが、特に強い「経済的援助」への要望は年齢段階

を問わずに希望されている。タイとアメリカでは、子どもの年齢が高くなると「経済的援助」

への要望はより強くなっており、10～12歳でピークが見られる。 

 「特にない／分からない」という人は子どもの年齢が高くなると増加するが、日本、フラ

ンスでこの傾向がより顕著である。 

 以上の子どもの年齢段階別の特徴は、基本的に 1994年調査と大きく変わっていない。 
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図Ⅱ－５－８ 充実して欲しい子育ての環境（複数回答）［子どもの年齢別］ 
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５. 親になることについての経験・学習 

 

問 15〔カード 12〕 

あなたは、親になる前に（妊娠中も含む）、小さい子どもの世話の仕方を経験したり

教わったりしたことがありますか。次にあげるもののうち当てはまるものをいくつ

でもあげてください。（M.A.） 
 

1 小さい弟や妹の世話をした 

2 親戚や知人の小さい子どもの世話をした 

3 よその家のベビーシッターをした 

4 学校の授業で学んだ 

5 地域で開かれている学級・講座に参加した 

6 育児の本を読んだ 

7 テレビやラジオなどで学んだ 

8 自分の親から教えてもらった 

9 特に学んだり経験したりしたことはない 

 

  

親になる前に、子どもを世話の仕方などを経験したり教わったりしたことがあるかどうか

を、８項目をあげ当てはまるものをすべてあげてもらった。この項目は 1994年調査と全く

同じ項目を用いて、10年間の変化を知ることを目的としている。1994年調査との比較をし

ながら、結果を見ていきたい。 

 

（１）順位別、1994年調査との比較 

日本では、経験の多い順に、「育児の本を読んだ」（30％）、「親から教えてもらった」（29％）、 

「親戚や知人の子どもの世話をした」（29％）「小さい弟や妹の世話をした」（18％）「テレビ

などで学んだ」（11％）となっており、育児書中心で、体験の少なさが顕著である。この項

目の順序は、1994 年の調査と全く変更がない。しかし、いずれの項目も、その割合を 10％

近く減らしている。「育児の本を読んだ」は 39％→30％（9％減）、「親から教えてもらった」

（37％→29％で 8％減）、「親戚や知人の子どもの世話をした」の（34％→29％で５％減）、「小

さい弟や妹の世話をした」（24％→18％で 6％減）、「テレビなどで学んだ」（21％→11％で 10％

減）といった状況である。 

平均回答項目も 1.84から 1.36に減少しており、親になる前にほとんど何も学んだり経験

していなかった人が、今回さらに経験を減らして親になっていることが明らかとなった。 
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表Ⅱ－５－１５ 親になることについての経験・学習 （複数回答） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

親戚や知人の 親から教えて 小さい弟や妹の 親戚や知人の

子どもの世話 もらった 世話をした 子どもの世話

35.1 54.6 28.1 38.8

親から教えて テレビなどで 小さい弟や妹の 親戚や知人の 親から教えて 親から教えて

もらった 学んだ 世話をした 子どもの世話 もらった もらった

29.4 14.8 32.4 39.2 27.4 38.7

親戚や知人の 親戚や知人の 親から教えて よその家の 親戚や知人の よその家の

子どもの世話 子どもの世話 もらった ベビーシッター 子どもの世話 ベビーシッター

28.6 14.2 23.1 37.7 19.3 36.5

小さい弟や妹の 親から教えて 小さい弟や妹の よその家の 小さい弟や妹の

世話をした もらった 世話をした ベビーシッター 世話をした

18.2 11.2 36.0 18.8 31.7

テレビなどで 学校の授業で テレビなどで

学んだ 学んだ 学んだ

11.3 5.7 8.0

地域の学級・ 小さい弟や妹の よその家の 学校の授業で テレビなどで 地域の学級・

講座に参加 世話をした ベビーシッター 学んだ 学んだ 講座に参加

10.9 4.9 5.0 13.2 6.3 19.8

学校の授業で 地域の学級・ 学校の授業で 地域の学級・ 学校の授業で 学校の授業で

学んだ 講座に参加 学んだ 講座に参加 学んだ 学んだ

6.6 3.4 1.0 11.4 4.2 19.3

よその家の よその家の 地域の学級・ テレビなどで 地域の学級・ テレビなどで

ベビーシッター ベビーシッター 講座に参加 学んだ 講座に参加 学んだ

1.4 0.9 0.6 10.8 2.0 11.2

平 均
回 答
項目数

1.36 0.80 1.17 2.28 1.21 2.27

*　平均回答項目は 「得に学んだり経験したりしたことはない」 「無回答」 を除いた数を標本数で割ったもの

第 ８ 位

第 ４ 位

第 ７ 位

育児の本を読んだ
25.5

育児の本を読んだ
15.5

育児の本を読んだ
31.1

第 ５ 位

第 ６ 位

育児の本を読んだ
29.9

育児の本を読んだ
25.0

育児の本を読んだ
１1.4

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

  

 

 韓国では、第１位が「育児の本を読んだ」（25％）、第２位が「テレビなどで学んだ」（15％）

で、実際に経験することの少なさは日本より著しい。1994年調査では第２位に「小さい弟や

妹の世話をした」がきていたが、この経験は第６位にまで落ちている。平均経験数も、1.59

から 0.80へと減少しており、10年間でさらに学習、経験が乏しくなっていることが分かる。

日本も韓国もベビーシッターの経験は 1％前後で、ほとんど経験がない点で共通している。 

 タイでは、第１位が「親戚や知人の子どもの世話をした」（35％）で、第２位が「小さい

弟や妹の世話をした」（32％）であり、子どもの世話をする経験があることが分かる。しか

しタイでも全体に経験する割合が減少しており、平均回答項目も 1.64 から 1.17 へ減少して

いる。
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 アメリカでは、第１位が「親から教えてもらった」（55％）で、第２位が「親戚や知人の

子どもの世話をした」（39％）、実際の世話の体験があることが分かる。アメリカでは「よそ

の家のベビーシッター」の経験をする人が多く 38％に上っていることが特徴的である。 

この回答順位は 1994 年調査と第５位まで全く変わっていない。第６位には「学校の授業

で学んだ」が順位を上げてきている。「テレビなどで学んだ」が、第６位から最下位の第８位

になっていることからも、アメリカでは、親になる前に実際に子育てを経験することが生か

されていることが分かる。平均回答項目は 1994 年 2.79 から今回 2.28 に減少している。し

かしそれでも６ヶ国中最も回答項目が多い。 

 フランスでは第１位に「小さい弟や妹の世話をした」（28％）があげられ、第２位に「親

から教えてもらった」（27％）第３位「親戚や知人の子どもの世話をした」（19％）があげら

れており、やはり実際の経験が生きていることが分かる。しかし、回答割合はどの項目もあ

まり高くはなく、平均回答数は 1.21で、日本より少ない。 

 スウェーデンでは、第１位が「親戚や知人の子どもの世話をした」（39％）、第２位が「親

から教えてもらった」（39％）、第３位が「よその家のベビーシッター」（37％）となってお

り、アメリカに次いで回答項目数も多い。「地域の学級講座に参加した」（20％）や「学校の

授業で学んだ」（19％）なども高く、家族以外の公的な場所でも子育て経験を学ぶことが多

いことが分かる。平均回答項目数は、2.27でアメリカについで多い。しかし、スウェーデン

でも、多くの項目について、経験の割合が減少しており、前回第１位であった「よその家の

ベビーシッター」は 45％から 37％へと大きく減少している。 
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表Ⅱ－５－16 ［1994 年］ 親になることについての経験・学習 （複数回答） 

（％）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ イギリス スウェーデン

小さい弟や妹の 親から教えて 親戚や知人の よその家の

世話をした もらった 子どもの世話 ベビーシッター

39.0 58.9 32.4 45.3

親から教えて 小さい弟や妹の 親戚や知人の 親戚や知人の よその家の 親から教えて

もらった 世話をした 子どもの世話 子どもの世話 ベビーシッター もらった

36.7 29.0 32.0 47.6 31.7 42.6

親戚や知人の 親から教えて 親から教えて よその家の 親から教えて 親戚や知人の

子どもの世話 もらった もらった ベビーシッター もらった 子どもの世話

34.3 24.4 30.2 45.9 28.7 38.7

小さい弟や妹の 親戚や知人の 小さい弟や妹の 小さい弟や妹の

世話をした 子どもの世話 世話をした 世話をした

23.6 24.4 40.3 24.8

テレビなどで テレビなどで テレビなどで 小さい弟や妹の

学んだ 学んだ 学んだ 世話をした

21.3 19.8 22.8 30.5

学校の授業で 学校の授業で 学校の授業で テレビなどで 地域の学級・ 学校の授業で

学んだ 学んだ 学んだ 学んだ 講座に参加 学んだ

13.8 18.1 9.8 21.6 12.2 23.6

地域の学級・ 地域の学級・ よその家の 学校の授業で テレビなどで テレビなどで

講座に参加 講座に参加 ベビーシッター 学んだ 学んだ 学んだ

12.7 6.9 4.3 19.0 10.0 13.2

よその家の よその家の 地域の学級・ 地域の学級・ 学校の授業で 地域の学級・

ベビーシッター ベビーシッター 講座に参加 講座に参加 学んだ 講座に参加

2.2 1.6 2.3 12.6 8.5 9.3

平 均
回 答
項目数

1.84 1.59 1.64 2.79 1.71 2.34

*　平均回答項目は 「得に学んだり経験したりしたことはない」 「無回答」 を除いた数を標本数で割ったもの

育児の本を読んだ
31.1

育児の本を読んだ
39.3

育児の本を読んだ
34.9

育児の本を読んだ
24.0

第 １ 位

第 ２ 位

第 ３ 位

育児の本を読んだ
22.9

第 ５ 位
育児の本を読んだ

33.3

第 ６ 位

第 ８ 位

第 ４ 位

第 ７ 位

 

（出典：日本女子社会教育会，1996：p.127より） 
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図Ⅱ－５－９ 親になることについての経験・学習 （複数回答）［親の性別］ 
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（２）親の性別 

親になることについての経験学習について、主な項目と「特にない」について父母の性別

にみておく。 

 まず、顕著なのは、父親では、「特に学んだり経験したりしたことはない」が多く、母親と

差が大きい。「学んだり経験したことがない」が最も多いのは韓国の父親（74％）。次いで、

フランス（58％）、日本（53％）の父親と続く。韓国では特にないという母親が 39％もいる。 

 1994年調査と比較して、経験が「特にない」という親は、韓国、日本で父親母親とも著し

く増加している。こうした中で、スウェーデンの父親では「特にない」の割合が 2005 年調

査で減少しており、経験した親が増加していることを意味している。ベビーシッターを経験

している男性は、スウェーデンの父親で 25％あり、６ヶ国中最もその割合が高い。 

その他の項目については、どの項目も６ヶ国とも、母親の経験がより多く、父親が著しく 
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図Ⅱ－５－10 ［1994 年］ 親になることについての経験・学習 （複数回答）［親の性別］ 
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（出典：日本女子社会教育会，1996：p.128より） 

 

少ない。父母による差が比較的少ないのが、スウェーデンとタイである。 

 アメリカでは、「よその家のベビーシッター」で母親 57％、父親 17％と 40％の差異があ

る。アメリカでは男子もベビーシッターをよくしているが、それでも女性の仕事として偏り

があることが見える。 

 日本の場合、「育児の本を読んだ」が６ヶ国中最も母親で多い（44％）。日本の学校の家庭

科の授業では、中学または高校で保育についての学習をするはずであるが、「学校の授業で学

んだ」母親が 10％にしかならないのは、保育が必修でなかった時代に学んだ親であること、

学んでも印象に残る学習をしてこなかったという問題が読みとれる。 

 日本、韓国の顕著なジェンダーによる子育てについての意識や経験の差異と、子育て役割

への男性の参加の顕著なスウェーデンの父親の姿の対比は、印象的である。 
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まとめ 

 子育て支援について、全体をまとめてみると、子育ての悩みとして、10年前には日本の父

親は、子どもと接する時間が短いことあげた人は 28％（第４位）であったのが、今回 41％

（第１位）に上昇したことは、注目すべき変化といえよう。接する時間が少ないことを悩む

わりには、充実して欲しい子育て環境について父親の意識は母親より低く、どの国よりもそ

の差が大きい。親になる前の子育ての経験体験は、日本の親は育児書などから学んだだとす

る人が多く、実際に乳幼児の世話をするなどの経験は著しく少ない。特に父親は「何も経験

がない」という人が過半数を超えており、10年前よりも増加していて、これも母親との差が

大きい。 

 子育てに関わる人びとや悩みの相談相手など、10年前よりも家族以外の人とのかかわりが

ややふえてはいるものの、子どもの育つ環境を社会全体で良くしていこうとする意識は父母

ともにあまり高くなく、特に、父親は、経験や意識の面で母親よりもさらに低く、父母の差

は他の国と比べて大きいといえる。 

 

（１）子育てに関わった人 

子どもが生まれてからこれまでに、どのような人が子育てに関わったかをたずねた。 

６ヶ国とも「配偶者／パートナー」をあげる人が最も多く、第２位以下は、国によりさまざ

まである。「ベビーシッター・お手伝いさん」はアメリカでは著しく多いが、日本、韓国、

タイのアジアの３ヶ国では特に低くなっている。「子育て支援施設の指導員」が多いのがス

ウェーデン（36%）で、韓国、タイは 1％未満と非常に少なく、国による差が著しい。 

 世話をした人の平均人数をみると、最も多いのが、スウェーデン（3.61人）で、次いでア

メリカ（3.39人）、日本（3.17人）で、最も少ないのがタイ（1.88人）である。 

 共働きで「別居の親やきょうだい」が大幅に増えるのが、アメリカ、韓国、フランス、タ

イであるが、日本とスウェーデンでは減少し、「同居の親やきょうだい」が増えている。 

 1994年調査の結果と比較をすると、６ヶ国とも「配偶者／パートナー」が最も多い点は変

わらない。日本、韓国、アメリカは、関わった人の平均回答数は増加している。いずれの国

についても公的な制度、機関との関わりが増えており、いろいろな人との関わりで子どもが

育てられていることが分かる。 

 

（２）子育ての上での悩みや問題点 

子育ての上でどのような悩みや・問題点を感じるかを、10項目をあげて、当てはまるもの

を選んでもらった結果、第１位は、日本、タイ、アメリカ、フランスで「子どもの身の安全

の不安」、韓国では「教育費」、スウェーデンでは「子どもと接する時間が短い」であった。 

 親の性別でみると、６ヶ国とも父親よりも母親のほうが、より悩みを感じる割合が高いが、

「子どもと接する時間が短い」についてだけは父親のほうが、悩みとしている割合が高い。
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６ヶ国の父親の中で、子どもと接する時間が短いことを最も強く悩みとしているのは、韓国

（49%）次いで、スウェーデン（45%）、その次が日本（41％）である。特に父母の差が大

きいのが日本で、母親 16％に対して父親 41％でその差が 25％ある。 

 「子どもと接する時間が短い」は、６ヶ国とも共働き家族でより強く悩みとなっている。 

子どもの年齢を 10～12歳に限定してみると、日本の場合、同率第２位に「受験や進学問題」

があがってきている。アメリカ、フランス、スウェーデンの３ヶ国では、子どもの年齢が上

がっても「受験や進学問題」は、５位までの間に上がってこない。1994年調査で「子どもと

接する時間」をあげた父親は日本では 28％ほどであったのが、今回 41％に上昇した。 

 

（３）悩み・困ったことの相談先 

悩みや困ったことが起こったときに誰に相談しているかで、最も多くあげられたのは６ヶ

国とも「配偶者／パートナー」である。第２位も、６ヶ国共通して｢自分の親やきょうだい」

があげられていた。平均回答項目数を国別に比較すると、相談先の数の多いのがアメリカ

（3.85）、次いでスウェーデン（3.69）で、相談先種類ともに著しく少ないのがタイ（1.76）

であった。 

 1994年調査との比較をすると、６ヶ国共通して、第１位が「配偶者／パートナー」、第２

位が「自分の親やきょうだい」で、10年前と変っていない。相談先の多いのは、前回もアメ

リカ、次いでスウェーデンであり、今回も変わっていない。相談先が最も少ない国は、前回

は韓国であったが、今回はタイに変わった。日本の場合、10年前と順位にほとんど変化はみ

られないが、閉じた家族から、親族や友人、親しい仲間などのネットワークがやや増えてい

る傾向がうかがえる。 

 

（４）充実して欲しい子育て環境 

子育てをする上で、あるとよいもの、もっと充実して欲しいものについて６項目をあげて、

選んでもらった。第１位の項目は、日本、韓国、アメリカ、フランス４ヶ国が｢友達と遊ぶ場

所」をあげ、タイは｢経済的援助｣をスウェーデンは「職場環境」をあげており、第１位のこ

の項目は 1994年調査と全く変わっていない。 

 1994年調査と比較して、日本、韓国、タイのアジア３ヶ国は要望の平均項目数が大きく増

加しているのに対して、アメリカで減少している。10年の間に、環境整備が整った国と、親

の要望意識が強まった国との違いと言えるだろう。 

 親の性別に見ると、日本では特に「子どもを預けられる施設」に関して、母親の要望が強

く、父親との差が大きい。その他のいずれの項目についても母親のほうが父親よりも、要望

が強く、子育て環境の充実へ日本の父親は関心が低く、もっぱら母親のみが要望している状

況が分かる。アジアの他の２ヶ国では、父母そろって強く充実を求めているのと対照的であ

る。 
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 特にない／分からないとする割合は、６ヶ国とも父親のほうが多いが、父母の差の大きい

のは日本とアメリカである。 

 共働きか否かでどのように異なるかを見ると、日本では「友達と遊ぶ場所」「経済的援助」

「子どもを預けられる場所」「育児休業制度」「相談や学習の場所」など５項目についてい

ずれも専業主婦／主夫家族の方が差は少しであるが強い要望をもっている。 

 韓国、タイでも日本と同様、専業主婦／主夫家族のほうが、要望が強い傾向がある。アメ

リカ、フランスでは共働き家族のほうが要望が強い。スウェーデンでは、1994年調査でも６

つのすべての項目で、専業主婦／主夫家族のほうが共働き家族よりもより強く充実を望んで

いた傾向があり、共働き家族の要望が低いという傾向は、10年後も変わっていない。 

 子どもの年齢が小さいほど、「子どもを預けられる場所」についての要望が顕著に強く、

この傾向は、日本、韓国、タイ、フランスで共通している。また「育児休業制度」も年齢が

小さいほど要望が強くこれも日本、韓国、タイ、フランスに共通している。多くの国で第１

位であった「友達と遊ぶ場所」については年齢段階別の傾向は顕著ではないが、日本、韓国

では４～６歳の幼児期に比較的要望がより強く、タイ、フランス、スウェーデンでは０～３

歳、アメリカでは７～９歳に要望のピークがある。 

 子どもの年齢段階別の特徴は、基本的に 1994年調査と大きく変わっていない。 

 

（５）親になることについての経験・学習 

日本では、「育児の本を読んだ」（30％）「親から教えてもらった」（29％）「親戚や知

人の子どもの世話をした」（29％）「小さい弟や妹の世話をした」（18％）「テレビなどで

学んだ」（11％）の順に経験しており、育児書中心で、体験の少なさが顕著である。この項

目の順序は、1994年の調査とほとんど変らないが、いずれの項目も、その割合を 10％近く

減らしている。 

 1994年調査と比較して、平均回答項目も 1.84から１.36に減少しており、親になる前に

ほとんど何も学んだり、経験していなかった人が、今回さらに経験を減らして親になってい

ることが明らかとなった。アメリカ、スウェーデンでは、親になる前に実際に子育てを経験

することが生かされている。 

 経験が「特にない」という親は、韓国、日本で父親母親とも著しく増加している。スウェ

ーデンの父親では「特にない」の割合が 2005年調査で減少しており、経験した親が増加し

ていることを意味している。ベビーシッターを経験している男性は、スウェーデンの父親で

25％あり、６ヶ国中最もその割合が高い。 

 その他の項目については、どの項目も６ヶ国とも、母親の経験がより多く、父親が著しく

少ない。スウェーデンとタイは、父母の差が比較的少ない。 

 

（牧野 カツコ） 
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１．調査票及び集計結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. 回答率（各回答の百分比）は小数点以下第２位を四捨五入した。このため、回答率の合計が 100.0％にならないことが

ある。 

2. 表中で用いた記号等の意味は、次のとおりである。 

（1） N ：その質問に対する回答者数であり、回答率の合計 100％が何人に相当するかを示す比率算出の基数であ

る。 

（2） NA ：無回答の略語である。 

（3） MT ：述べ回答率の略語である。 

（4） 0.0 ：回答者はいるが、その割合が表章単位に満たない値である。 

（5） － ：回答者がいないことを示す。 

（6）カード：質問に対する回答の選択肢を記録してあるカードのことである（調査対象者に提示してその中から回答

を選んでもらう）。 

3. 学校教育段階及び世帯収入についての質問（問３ｃ、問 18、Ｆ７ａ、Ｆ７ｂ、Ｆ12）は国によって異なるため、表

中は日本のみの数字とした。なお、各国の調査票及び集計結果は、巻末（P292～P298）に掲載した。 
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日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

    

N= 1013 438 575 514 499 1009 506 503 543 466

     

     

問１ あなたが、今、ご一緒に住んでいるお子さんは何人ですか。

   また、その他に別居しているお子さんはいますか。 

その人数もお答えください。（１つずつ） 

     

   同居している子供の人数     

     １ いない      調査終了 - - - - - - - - - -

     ２ １人                           25.5 24.0 26.6 22.8 28.3 28.9 27.9 30.0 28.7 29.2

     ３ ２人                           48.3 48.6 48.0 50.6 45.9 60.7 61.1 60.2 60.6 60.7

     ４ ３人                           22.0 23.1 21.2 22.6 21.4 9.6 9.9 9.3 9.9 9.2

     ５ ４人                           3.4 3.4 3.3 3.1 3.6 0.8 1.2 0.4 0.7 0.9

     ６ ５人                           0.7 0.7 0.7 0.8 0.6 - - - - -

     ７ ６人以上                         0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 - - - - -

       平均（人）                   2.06 2.09 2.04 2.09 2.03 1.82 1.84 1.80 1.83 1.82

     

   別居している子どもの人数                                   

     １ いない                           98.8 99.1 98.6 98.4 99.2 98.3 97.8 98.8 97.4 99.4

     ２ １人                           0.9 0.5 1.2 1.4 0.4 1.2 1.6 0.8 2.0 0.2

     ３ ２人                           0.3 0.5 0.2 0.2 0.4 0.5 0.6 0.4 0.6 0.4

     ４ ３人                           - - - - - - - - - -

     ５ ４人                           - - - - - - - - - -

     ６ ５人                           - - - - - - - - - -

     ７ ６人以上                         - - - - - - - - - -

       平均（人）                   0.01 0.01 0.02 0.02 0.01 0.02 0.03 0.02 0.03 0.01

     

     

問２ａ ご一緒に住んでいるお子さんの年齢を 

    すべてお答えください。（Ｍ.Ａ.） 

     

     １ ０歳                           9.0 8.9 9.0 9.5 8.4 6.6 5.5 7.8 7.0 6.2

     ２ １歳                           11.0 10.5 11.3 10.7 11.2 10.9 10.9 10.9 11.0 10.7

     ３ ２歳                           12.4 13.7 11.5 14.4 10.4 12.3 9.1 15.5 10.3 14.6

     ４ ３歳                           12.5 11.6 13.2 12.5 12.6 14.7 14.0 15.3 14.2 15.2

     ５ ４歳                           14.7 13.9 15.3 16.0 13.4 14.6 12.1 17.1 14.5 14.6

     ６ ５歳                           15.6 14.6 16.3 16.3 14.8 15.7 17.4 13.9 13.6 18.0

     ７ ６歳                           15.9 16.0 15.8 15.2 16.6 13.8 14.2 13.3 12.9 14.8

     ８ ７歳                           13.7 12.8 14.4 14.8 12.6 13.0 12.3 13.7 9.9 16.5

     ９ ８歳                           16.2 16.7 15.8 16.7 15.6 12.6 13.6 11.5 13.3 11.8

     10 ９歳                           16.1 16.7 15.7 17.1 15.0 12.9 14.8 10.9 12.5 13.3

     11 10歳                           14.5 14.4 14.6 14.8 14.2 13.0 14.2 11.7 13.6 12.2

     12 11歳                           14.0 14.8 13.4 13.4 14.6 12.0 13.0 10.9 13.4 10.3

     13 12歳                           12.1 12.3 12.0 12.8 11.4 10.5 12.1 8.9 11.0 9.9

     14 13歳以上                       19.0 20.3 17.9 17.3 20.6 15.7 16.6 14.7 19.3 11.4

     15 12歳以下はいない      調査終了 - - - - - - - - - -

       回答計                         196.7 197.3 196.3 201.6 191.8 178.1 179.8 176.3 176.8 179.6
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タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

1000 495 505 480 520 1000 478 522 533 467 1001 466 535 522 479 1026 423 603 537 489

         

         

         

         

         

         

         

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

44.7 44.6 44.8 45.4 44.0 32.9 32.2 33.5 34.9 30.6 30.9 33.9 28.2 30.8 30.9 27.9 29.8 26.5 27.6 28.2

41.4 43.0 39.8 40.2 42.5 39.6 40.6 38.7 38.6 40.7 39.0 40.1 37.9 39.1 38.8 46.7 47.0 46.4 47.1 46.2

11.7 10.5 12.9 12.1 11.3 20.4 21.5 19.3 20.3 20.6 20.3 17.2 23.0 19.0 21.7 20.3 17.5 22.2 21.6 18.8

1.5 1.6 1.4 1.5 1.5 4.4 3.1 5.6 3.2 5.8 7.7 7.1 8.2 8.6 6.7 3.3 3.1 3.5 2.6 4.1

0.6 0.2 1.0 0.8 0.4 1.9 2.1 1.7 2.3 1.5 1.3 1.5 1.1 1.1 1.5 1.1 1.7 0.7 0.4 1.8

0.1 - 0.2 - 0.2 0.8 0.4 1.1 0.8 0.9 0.9 0.2 1.5 1.3 0.4 0.8 0.9 0.7 0.7 0.8

1.72 1.70 1.75 1.72 1.72 2.05 2.04 2.07 2.02 2.09 2.12 2.03 2.21 2.14 2.10 2.05 2.03 2.07 2.03 2.08

         

         

85.0 84.4 85.5 81.7 88.1 90.2 90.4 90.0 91.9 88.2 91.6 90.8 92.3 91.2 92.1 89.4 88.7 89.9 88.1 90.8

8.0 8.3 7.7 9.8 6.3 5.3 5.0 5.6 4.7 6.0 4.0 5.4 2.8 4.2 3.8 6.0 5.9 6.1 7.1 4.9

3.8 3.6 4.0 5.0 2.7 2.9 2.7 3.1 2.1 3.9 2.8 2.8 2.8 3.1 2.5 3.3 4.5 2.5 3.4 3.3

1.6 1.8 1.4 2.1 1.2 0.7 0.6 0.8 0.4 1.1 1.5 0.9 2.1 1.3 1.7 1.0 0.5 1.3 1.1 0.8

0.7 1.0 0.4 0.6 0.8 0.6 0.6 0.6 0.8 0.4 0.1 0.2 - 0.2 - 0.1 0.2 - 0.2 -

0.3 0.4 0.2 0.2 0.4 0.2 0.4 - - 0.4 - - - - - 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

0.6 0.4 0.8 0.6 0.6 0.1 0.2 - 0.2 - - - - - - - - - - -

0.28 0.29 0.27 0.33 0.24 0.17 0.18 0.16 0.14 0.21 0.14 0.14 0.15 0.15 0.14 0.17 0.18 0.16 0.19 0.15

         

         

         

         

         

10.6 7.9 13.3 11.5 9.8 9.3 10.3 8.4 8.6 10.1 10.3 11.2 9.5 9.4 11.3 10.3 11.3 9.6 10.2 10.4

8.3 9.5 7.1 7.9 8.7 9.0 9.6 8.4 8.4 9.6 8.3 7.9 8.6 8.4 8.1 10.3 14.7 7.3 10.6 10.0

11.4 12.5 10.3 10.0 12.7 13.9 14.0 13.8 14.8 12.8 13.1 12.0 14.0 13.8 12.3 11.0 7.3 13.6 11.5 10.4

10.5 11.1 9.9 10.2 10.8 13.3 13.0 13.6 13.5 13.1 14.3 15.0 13.6 16.1 12.3 13.3 13.7 12.9 13.0 13.5

12.4 13.5 11.3 12.7 12.1 14.4 13.6 15.1 14.1 14.8 14.2 13.5 14.8 14.0 14.4 12.8 11.6 13.6 13.4 12.1

10.6 8.5 12.7 10.0 11.2 15.6 15.9 15.3 16.1 15.0 15.2 15.2 15.1 14.9 15.4 12.0 10.9 12.8 11.0 13.1

10.2 12.3 8.1 9.2 11.2 12.4 10.7 14.0 12.9 11.8 14.8 14.2 15.3 17.4 11.9 13.0 13.7 12.4 13.0 12.9

9.3 9.9 8.7 9.6 9.0 12.6 12.6 12.6 11.6 13.7 15.6 13.3 17.6 14.8 16.5 11.6 9.7 12.9 10.6 12.7

11.0 9.9 12.1 12.1 10.0 14.3 14.9 13.8 14.1 14.6 14.5 14.2 14.8 13.0 16.1 12.9 11.3 13.9 13.4 12.3

10.9 10.1 11.7 11.5 10.4 10.9 11.1 10.7 9.6 12.4 12.8 12.2 13.3 11.7 14.0 13.7 14.7 13.1 12.3 15.3

12.0 12.7 11.3 13.1 11.0 15.0 14.9 15.1 15.8 14.1 14.3 13.1 15.3 13.6 15.0 14.1 16.3 12.6 14.2 14.1

11.0 10.3 11.7 11.7 10.4 15.8 17.4 14.4 15.9 15.6 13.8 15.7 12.1 13.8 13.8 16.0 16.8 15.4 16.8 15.1

11.4 10.3 12.5 10.8 11.9 12.7 11.5 13.8 11.1 14.6 13.4 9.7 16.6 14.2 12.5 13.4 13.2 13.4 13.4 13.3

26.1 24.4 27.7 25.8 26.3 24.2 23.0 25.3 22.5 26.1 24.9 23.2 26.4 25.7 24.0 24.9 22.7 26.4 24.4 25.4

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

165.7 163.0 168.3 166.0 165.4 193.4 192.3 194.4 189.1 198.3 199.3 190.3 207.1 200.8 197.7 189.2 187.9 190.0 187.9 190.6
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  ｂ この調査では、１人のお子さんについてお話しを伺いたい

と思います。そのためにどなたか一人に決めたいので、同居

している12歳以下のお子さんの中で、今日 月 日に最も誕

生日が近いお子さんはどなたですか。何歳の方ですか。その

方のお名前をお教えください。 

    

     

  【調査員注：12歳以下の子が１人のみの    ０ 歳 5.1 5.3 5.0 5.3 5.0 5.2 4.0 6.4 5.5 4.7

        場合は、その子について聞く】  １ 歳 6.7 5.5 7.7 5.1 8.4 6.5 6.5 6.6 6.6 6.4

                        ２ 歳 7.0 7.3 6.8 7.6 6.4 7.7 5.1 10.3 5.7 10.1

           歳       さん   ３ 歳 7.6 6.8 8.2 7.6 7.6 8.9 8.3 9.5 9.2 8.6

                        ４ 歳 8.6 9.4 8.0 9.3 7.8 7.6 6.5 8.7 8.8 6.2

                        ５ 歳 8.7 8.0 9.2 9.5 7.8 8.4 9.1 7.8 7.6 9.4

                        ６ 歳 8.3 8.4 8.2 8.0 8.6 7.8 9.1 6.6 7.9 7.7

                        ７ 歳 7.3 6.8 7.7 7.0 7.6 7.2 7.3 7.2 5.5 9.2

                        ８ 歳 7.6 7.1 8.0 6.8 8.4 8.5 8.3 8.7 8.3 8.8

                        ９ 歳 8.2 8.9 7.7 9.3 7.0 8.0 9.1 7.0 8.1 7.9

                        10 歳 8.4 9.8 7.3 7.4 9.4 7.7 8.5 7.0 9.2 6.0

                        11 歳 9.2 10.3 8.3 9.3 9.0 8.2 9.5 7.0 9.0 7.3

                        12 歳 7.3 6.4 8.0 7.8 6.8 8.0 8.7 7.4 8.5 7.5

平均（歳） 6.29 6.41 6.20 6.33 6.25 6.24 6.61 5.86 6.37 6.08

     

     

問３  これから、       さんのことについて、お伺いし

ます。     

     

  ａ 男のお子さんですか、それとも女のお子さんですか。      

     

     １ 男  50.7 52.1 49.7 100.0 - 53.8 52.2 55.5 100.0 -

     ２ 女  49.3 47.9 50.3 - 100.0 46.2 47.8 44.5 - 100.0

     

  ｂ     さんはきょうだいの中で年齢が１番上ですか、１

番下ですか。      

  【調査員注：ひとりっ子の場合は「１」とする、 

        問１でわかっている場合は調査員判断。】     

     

     １ 年齢が一番上の子／ひとりっ子  52.6 50.9 53.9 52.9 52.3 58.2 59.5 56.9 54.3 62.7

     ２ 年齢が一番下の子  40.8 40.6 40.9 39.9 41.7 38.3 37.0 39.6 42.7 33.0

     ３ その他  6.6 8.4 5.2 7.2 6.0 3.6 3.6 3.6 2.9 4.3

       ＮＡ  - - - - - - - - - -

     

  ｃ 〔カード１〕 

         さんは現在どこに通っていますか。次にあげる

中であてはまるものをお答えください。      

     

     １ 保育園  13.6 13.9 13.4 14.0 13.2 - - - - -

     ２ 幼稚園  12.1 12.1 12.2 13.6 10.6 - - - - -

     ３ 小学校  49.6 50.5 48.9 48.1 51.1 - - - - -

     ４ 中学校  1.9 1.6 2.1 2.3 1.4 - - - - -

     ５ その他（具体的に           ） 0.2 - 0.3 0.4 - - - - - -

     ６ どこにも通っていない  22.6 21.9 23.1 21.6 23.6 - - - - -

       ＮＡ  - - - - - - - - - -
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タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

         

         

7.8 5.1 10.5 8.1 7.5 5.1 6.1 4.2 4.7 5.6 4.9 5.6 4.3 4.6 5.2 5.8 6.9 5.0 5.8 5.7

6.3 7.9 4.8 7.1 5.6 4.9 5.9 4.0 5.4 4.3 5.1 4.9 5.2 5.4 4.8 6.6 8.7 5.1 6.9 6.3

8.2 9.3 7.1 7.1 9.2 7.9 8.4 7.5 8.6 7.1 7.8 7.5 8.0 7.7 7.9 7.2 4.7 9.0 7.6 6.7

7.4 8.1 6.7 7.1 7.7 7.1 5.9 8.2 7.5 6.6 7.2 8.4 6.2 7.5 6.9 7.5 8.0 7.1 7.4 7.6

8.8 9.1 8.5 8.8 8.8 7.9 8.4 7.5 8.1 7.7 8.2 8.8 7.7 8.6 7.7 7.1 7.3 7.0 7.4 6.7

7.3 5.7 8.9 7.3 7.3 8.2 7.9 8.4 7.9 8.6 8.9 9.2 8.6 9.2 8.6 7.3 7.1 7.5 6.9 7.8

7.3 9.3 5.3 6.0 8.5 6.3 4.6 7.9 6.9 5.6 8.1 6.9 9.2 9.2 6.9 8.6 8.5 8.6 8.6 8.6

6.8 6.9 6.7 6.5 7.1 8.5 8.6 8.4 7.5 9.6 7.6 6.9 8.2 6.9 8.4 6.5 5.4 7.3 5.8 7.4

8.4 8.3 8.5 10.0 6.9 7.6 7.7 7.5 7.5 7.7 8.0 8.2 7.9 6.5 9.6 7.2 5.4 8.5 7.1 7.4

7.2 6.7 7.7 7.7 6.7 7.3 6.9 7.7 5.8 9.0 8.1 8.2 8.0 7.5 8.8 9.4 9.7 9.1 7.8 11.0

8.1 7.9 8.3 8.1 8.1 9.4 9.2 9.6 10.9 7.7 8.9 7.7 9.9 8.8 9.0 9.3 9.9 8.8 8.8 9.8

8.7 8.1 9.3 9.0 8.5 11.0 12.3 9.8 11.3 10.7 10.0 12.9 7.5 9.6 10.4 10.2 12.5 8.6 11.9 8.4

7.7 7.9 7.5 7.3 8.1 8.8 8.2 9.4 7.9 9.9 7.3 4.9 9.3 8.6 5.8 7.3 5.7 8.5 8.0 6.5

6.09 6.08 6.10 6.12 6.06 6.59 6.51 6.66 6.51 6.69 6.44 6.32 6.55 6.43 6.45 6.41 6.32 6.46 6.42 6.39

         

         

         

         

         

         

         

48.0 46.9 49.1 100.0 - 53.3 55.6 51.1 100.0 - 52.1 56.9 48.0 100.0 - 52.3 55.6 50.1 100.0 -

52.0 53.1 50.9 - 100.0 46.7 44.4 48.9 - 100.0 47.9 43.1 52.0 - 100.0 47.7 44.4 49.9 - 100.0

         

         

         

         

         

         

46.3 48.7 44.0 44.6 47.9 50.6 50.4 50.8 52.7 48.2 50.7 53.6 48.2 49.8 51.8 44.2 46.3 42.8 45.3 43.1

36.9 35.4 38.4 38.1 35.8 37.9 38.3 37.5 37.3 38.5 39.3 38.2 40.2 39.5 39.0 46.7 45.4 47.6 45.4 48.1

16.8 16.0 17.6 17.3 16.3 11.2 11.1 11.3 9.8 12.8 9.4 7.5 11.0 10.5 8.1 9.0 8.0 9.6 9.1 8.8

- - - - - 0.3 0.2 0.4 0.2 0.4 0.6 0.6 0.6 0.2 1.0 0.1 0.2 - 0.2 -

         

         

         

         

         

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
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問４ 〔カード２〕あなたが、     さんと一緒に過ごす時に

は、どんなことをしていますか。次のうちよくしていること

を、すべてあげてください。(Ｍ.Ａ.)     

     

     １ 食事を一緒にする 92.9 87.2 97.2 91.8 94.0 92.8 90.9 94.6 92.8 92.7

     ２ 着替えを手伝う／用意する 45.0 29.2 57.0 44.6 45.5 60.5 43.1 77.9 62.8 57.7

     ３ 一緒に遊ぶ 75.2 76.9 73.9 73.9 76.6 78.3 78.7 77.9 76.8 80.0

     ４ 話をする 90.6 83.8 95.8 91.2 90.0 86.5 82.6 90.5 86.2 86.9

     ５ 一緒にテレビをみる 84.2 82.0 85.9 83.1 85.4 85.5 84.4 86.7 86.6 84.3

     ６ 家事を教える／一緒にする 36.5 16.4 51.8 32.3 40.9 19.4 9.5 29.4 20.1 18.7

     ７ 家事以外の仕事を教える／一緒にする 21.6 16.2 25.7 19.8 23.4 20.9 14.0 27.8 21.7 20.0

     ８ 勉強を教える／勉強させる 42.4 33.1 49.6 42.2 42.7 53.9 41.9 66.0 54.3 53.4

     ９ スポーツを教える／一緒にする 38.0 39.5 36.9 43.6 32.3 36.8 36.0 37.6 40.5 32.4

     10 趣味を教える／一緒にする 24.6 21.2 27.1 24.7 24.4 22.5 21.1 23.9 22.5 22.5

     11 保育園・幼稚園・学校の送り迎えをする 24.7 15.1 32.0 24.7 24.6 25.3 19.8 30.8 23.9 26.8

     12 一緒に外出する 82.6 74.9 88.5 81.3 84.0 82.9 78.5 87.3 80.7 85.4

     13 同じ部屋で寝る 64.8 53.0 73.7 66.3 63.1 57.7 49.6 65.8 58.2 57.1

     14 入浴させる／一緒に入浴する 71.8 68.9 73.9 71.8 71.7 67.9 56.3 79.5 75.7 58.8

     15 その子が見えるところにいる 55.5 40.4 67.0 55.3 55.7 56.2 41.7 70.8 58.7 53.2

     16 その他（具体的に            ） 0.1 - 0.2 0.2 - 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

       ＮＡ - - - - - 0.1 0.2 - 0.2 -

       回答計 850.5 737.9 936.3 846.9 854.3 847.3 748.4 946.7 861.9 830.3

     

問５ あなたは     さんと、ふだん１日にどのくらい、一緒

に過ごしていますか。平日についてお答えください。ただし、

寝ている時間は除いてお答えください。     

     

     平均     時間      分くらい     

     

       ２時間未満 11.5 26.0 0.5 11.3 11.8 13.1 24.3 1.8 12.0 14.4

       ２時間以上４時間未満 22.1 42.5 6.6 22.2 22.0 31.2 47.6 14.7 32.8 29.4

       ４時間以上６時間未満 24.5 21.2 27.0 27.2 21.6 23.3 20.6 26.0 21.7 25.1

       ６時間以上10時間未満 24.8 7.3 38.1 24.5 25.1 18.2 5.1 31.4 19.3 17.0

       10時間以上 16.9 2.5 27.8 14.4 19.4 13.0 0.8 25.2 12.9 13.1

       ＮＡ 0.2 0.5 - 0.4 - 1.2 1.6 0.8 1.3 1.1

       平均（時間） 5.63 3.08 7.57 5.45 5.81 4.96 2.78 7.13 5.02 4.89

     

問６ 最近、一緒に住んでいる家族がそろって、次のようなことを

週何回くらいしましたか。     

     

  ａ 家族で夕食をとる          週     回     

     

     １ 週０回 2.2 1.4 2.8 2.5 1.8 3.7 4.5 2.8 3.1 4.3

     ２ 週１回 9.9 10.7 9.2 8.6 11.2 10.3 10.7 9.9 11.2 9.2

     ３ 週２回 20.7 23.3 18.8 21.4 20.0 16.6 15.2 17.9 16.2 17.0

     ４ 週３回 9.8 13.5 7.0 8.2 11.4 13.8 13.2 14.3 14.4 13.1

     ５ 週４回 7.9 8.7 7.3 8.9 6.8 11.2 12.1 10.3 10.5 12.0

     ６ 週５回 6.5 6.6 6.4 7.4 5.6 11.4 13.6 9.1 11.4 11.4

     ７ 週６回 3.4 3.9 3.0 4.3 2.4 7.0 8.3 5.8 7.2 6.9

     ８ 週７回 39.6 32.0 45.4 38.5 40.7 25.6 21.7 29.4 25.2 26.0

       ＮＡ 0.1 - 0.2 0.2 - 0.5 0.6 0.4 0.7 0.2

       平均（回） 4.42 4.13 4.65 4.45 4.40 4.10 4.02 4.18 4.09 4.11
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90.4 89.5 91.3 88.5 92.1 92.5 91.0 93.9 91.9 93.1 90.0 86.3 93.3 89.7 90.4 94.8 92.4 96.5 95.0 94.7

61.6 51.3 71.7 67.3 56.3 49.5 43.5 55.0 52.0 46.7 46.9 36.3 56.1 44.1 49.9 58.8 54.4 61.9 60.3 57.1

90.5 90.9 90.1 92.5 88.7 81.7 81.6 81.8 83.5 79.7 73.2 75.1 71.6 73.4 73.1 64.7 69.7 61.2 67.2 62.0

94.3 95.2 93.5 94.8 93.8 84.0 79.9 87.7 81.1 87.4 78.8 70.0 86.5 77.4 80.4 82.0 76.4 85.9 81.0 83.0

90.4 91.7 89.1 91.0 89.8 68.2 65.7 70.5 69.4 66.8 37.1 32.8 40.7 36.6 37.6 64.6 63.8 65.2 64.2 65.0

51.9 47.1 56.6 49.6 54.0 45.6 31.4 58.6 41.1 50.7 24.2 15.9 31.4 20.1 28.6 57.6 45.4 66.2 54.7 60.7

30.2 27.3 33.1 29.8 30.6 34.1 27.6 40.0 33.8 34.5 17.7 18.7 16.8 18.6 16.7 35.3 32.2 37.5 35.2 35.4

53.4 50.9 55.8 52.9 53.8 55.5 48.7 61.7 53.7 57.6 44.4 36.9 50.8 43.3 45.5 44.5 41.8 46.4 45.6 43.4

29.6 31.7 27.5 34.2 25.4 49.5 51.3 47.9 58.5 39.2 21.4 30.9 13.1 25.7 16.7 30.0 32.2 28.5 34.1 25.6

21.7 22.2 21.2 19.6 23.7 46.1 41.6 50.2 46.0 46.3 57.3 57.3 57.4 56.5 58.2 31.0 30.7 31.2 32.0 29.9

33.6 34.3 32.9 32.1 35.0 41.3 36.0 46.2 40.3 42.4 56.7 51.9 60.9 54.8 58.9 59.4 52.7 64.0 58.5 60.3

62.1 59.6 64.6 61.9 62.3 86.8 81.0 92.1 87.2 86.3 72.1 65.9 77.6 69.9 74.5 79.8 74.9 83.3 79.9 79.8

77.8 72.3 83.2 81.9 74.0 14.0 10.0 17.6 14.3 13.7 5.5 2.6 8.0 5.9 5.0 29.1 29.1 29.2 30.0 28.2

49.8 44.0 55.4 53.1 46.7 30.1 24.1 35.6 31.1 28.9 40.0 31.5 47.3 38.9 41.1 46.0 40.9 49.6 44.9 47.2

36.8 32.7 40.8 35.8 37.7 50.4 43.9 56.3 51.6 49.0 32.8 26.8 37.9 31.2 34.4 56.4 51.1 60.2 55.7 57.3

- - - - - 2.0 1.7 2.3 2.1 1.9 0.7 0.6 0.7 1.0 0.4 12.0 13.9 10.6 10.1 14.1

- - - - - 0.3 0.6 - 0.4 0.2 0.3 0.6 - 0.6 - 0.2 0.5 - 0.4 -

874.1 840.8 906.7 885.0 864.0 831.6 759.6 897.5 837.9 824.4 699.0 640.1 750.3 687.5 711.5 846.3 802.1 877.3 848.8 843.6

         

         

         

         

         

         

         

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 4.1 7.5 1.0 3.8 4.5 6.7 13.3 0.9 8.0 5.2 3.9 5.9 2.5 4.5 3.3

11.2 14.5 7.9 11.0 11.3 19.7 28.0 12.1 19.3 20.1 31.3 42.1 21.9 31.2 31.3 23.7 35.7 15.3 22.2 25.4

35.1 40.4 29.9 35.0 35.2 33.3 40.0 27.2 33.4 33.2 36.2 32.2 39.6 35.6 36.7 39.7 37.1 41.5 40.8 38.4

38.1 34.5 41.6 39.4 36.9 28.9 19.7 37.4 28.7 29.1 19.2 9.9 27.3 18.2 20.3 24.2 14.7 30.8 23.3 25.2

15.4 10.3 20.4 14.4 16.3 14.0 4.8 22.4 14.8 13.1 6.7 2.6 10.3 6.9 6.5 8.6 6.6 10.0 9.3 7.8

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

6.49 5.89 7.09 6.42 6.56 5.90 4.60 7.10 6.07 5.72 4.82 3.79 5.71 4.79 4.85 5.31 4.61 5.81 5.32 5.31

         

         

         

         

         

         

2.8 2.0 3.6 3.3 2.3 3.0 3.8 2.3 3.8 2.1 3.5 4.9 2.2 3.6 3.3 3.7 4.7 3.0 3.7 3.7

1.6 1.6 1.6 2.1 1.2 1.1 1.7 0.6 1.1 1.1 0.7 1.1 0.4 0.4 1.0 3.5 2.4 4.3 3.2 3.9

2.8 3.8 1.8 1.9 3.7 3.9 3.6 4.2 3.8 4.1 3.1 3.6 2.6 3.3 2.9 5.1 5.4 4.8 4.7 5.5

3.9 4.6 3.2 3.5 4.2 9.0 10.5 7.7 7.9 10.3 2.1 2.4 1.9 2.3 1.9 7.0 7.8 6.5 8.0 5.9

2.2 2.8 1.6 2.1 2.3 7.4 7.9 6.9 7.9 6.9 3.5 4.1 3.0 4.2 2.7 8.3 8.5 8.1 8.8 7.8

2.4 3.0 1.8 3.1 1.7 17.3 17.6 17.0 15.4 19.5 8.5 9.7 7.5 8.0 9.0 12.6 12.8 12.4 13.2 11.9

0.5 0.6 0.4 0.4 0.6 7.4 10.5 4.6 8.1 6.6 4.2 5.8 2.8 5.0 3.3 6.7 5.7 7.5 5.8 7.8

83.8 81.4 86.1 83.5 84.0 50.8 44.4 56.7 52.2 49.3 73.1 67.0 78.5 72.4 73.9 53.1 52.7 53.4 52.7 53.6

- - - - - 0.1 0.2 - - 0.2 1.3 1.5 1.1 0.8 1.9 - - - - -

6.29 6.23 6.35 6.28 6.31 5.53 5.34 5.69 5.54 5.51 6.15 5.92 6.34 6.12 6.17 5.43 5.38 5.47 5.41 5.45
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日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

問６（つづき）     

  ｂ 家族で余暇を過ごす         週     回     

     

     １ 週０回 8.1 6.8 9.0 7.4 8.8 17.9 17.6 18.3 20.3 15.2

     ２ 週１回 32.2 36.1 29.2 30.5 33.9 51.8 54.2 49.5 51.6 52.1

     ３ 週２回 34.7 36.5 33.4 36.8 32.7 16.2 14.2 18.1 14.4 18.2

     ４ 週３回 5.3 6.4 4.5 5.8 4.8 3.2 3.2 3.2 3.1 3.2

     ５ 週４回 2.3 2.7 1.9 3.1 1.4 1.1 0.8 1.4 0.7 1.5

     ６ 週５回 1.2 1.1 1.2 1.2 1.2 0.6 0.8 0.4 0.4 0.9

     ７ 週６回 0.7 0.7 0.7 0.8 0.6 1.0 1.6 0.4 0.9 1.1

     ８ 週７回 15.4 9.6 19.8 14.2 16.6 2.4 2.4 2.4 2.2 2.6

       ＮＡ 0.1 - 0.2 0.2 - 5.8 5.3 6.4 6.4 5.2

       平均（回） 2.45 2.16 2.67 2.44 2.45 1.31 1.32 1.30 1.23 1.40

     

     

問７ 〔カード３〕     さんに対して次のことがらをしてい

る人は、主にあなたですか、主に配偶者／パートナーですか、

それとも両方ですか。次にあげるそれぞれについて、お答え

ください。     

     

  ａ 食事の世話をする     

     

     １ 主に自分 52.5 4.1 89.4 51.8 53.3 39.0 6.9 71.4 40.9 36.9

     ２ 主に配偶者／パートナー 36.4 82.4 1.4 38.7 34.1 31.9 59.1 4.6 29.8 34.3

     ３ 両 方 7.6 9.8 5.9 6.0 9.2 14.8 19.0 10.5 15.1 14.4

     ４ していない／必要ない 3.0 3.2 2.8 3.1 2.8 13.9 14.6 13.1 13.8 13.9

       ＮＡ 0.5 0.5 0.5 0.4 0.6 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4

     

  ｂ しつけをする     

     

     １ 主に自分 30.0 5.0 49.0 28.6 31.5 21.0 5.5 36.6 21.4 20.6

     ２ 主に配偶者／パートナー 18.4 37.2 4.0 17.9 18.8 20.0 28.9 11.1 21.7 18.0

     ３ 両 方 49.2 55.3 44.5 51.2 47.1 54.7 60.5 48.9 52.9 56.9

     ４ していない／必要ない 2.3 2.3 2.3 2.3 2.2 4.2 5.1 3.2 3.9 4.5

       ＮＡ 0.2 0.2 0.2 - 0.4 0.1 - 0.2 0.2 -

     

  ｃ 幼稚園や学校の保護者会に出かける     

     

     １ 主に自分 41.4 4.6 69.4 40.9 41.9 32.9 2.8 63.2 34.6 30.9

     ２ 主に配偶者／パートナー 27.7 62.3 1.4 28.4 27.1 31.9 61.3 2.4 31.3 32.6

     ３ 両 方 9.4 11.6 7.7 9.7 9.0 5.4 7.5 3.2 4.4 6.4

     ４ していない／必要ない 20.8 21.0 20.7 20.2 21.4 29.2 27.9 30.6 28.9 29.6

       ＮＡ 0.7 0.5 0.9 0.8 0.6 0.6 0.6 0.6 0.7 0.4

     

  ｄ 生活費を負担する     

     

     １ 主に自分 38.6 77.6 8.9 38.3 38.9 36.0 69.4 2.4 34.6 37.6

     ２ 主に配偶者／パートナー 41.9 2.5 71.8 40.3 43.5 39.2 5.9 72.8 41.6 36.5

     ３ 両 方 17.8 18.7 17.0 19.6 15.8 24.8 24.7 24.9 23.8 26.0

     ４ していない／必要ない 1.4 1.1 1.6 1.4 1.4 - - - - -

       ＮＡ 0.4 - 0.7 0.4 0.4 - - - - -
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タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

1.5 1.2 1.8 2.3 0.8 1.4 1.9 1.0 0.6 2.4 1.5 1.5 1.5 1.7 1.3 2.1 1.4 2.7 2.0 2.2

3.7 4.4 3.0 4.2 3.3 1.5 1.9 1.1 0.8 2.4 4.7 4.7 4.7 4.6 4.8 3.6 3.8 3.5 2.4 4.9

10.9 15.6 6.3 9.8 11.9 7.0 7.5 6.5 6.0 8.1 16.8 21.5 12.7 19.3 14.0 8.9 7.8 9.6 8.6 9.2

3.8 4.4 3.2 5.2 2.5 8.6 9.0 8.2 9.4 7.7 13.3 15.0 11.8 13.0 13.6 6.5 5.7 7.1 5.4 7.8

2.7 3.8 1.6 2.3 3.1 9.2 9.6 8.8 8.3 10.3 7.3 9.7 5.2 8.0 6.5 6.7 7.3 6.3 8.0 5.3

2.7 3.2 2.2 1.7 3.7 13.4 14.6 12.3 12.0 15.0 8.7 8.8 8.6 8.4 9.0 10.2 10.6 10.0 10.1 10.4

0.2 0.2 0.2 - 0.4 5.1 6.3 4.0 5.1 5.1 2.8 3.6 2.1 2.5 3.1 3.8 4.3 3.5 5.0 2.5

74.5 67.1 81.8 74.6 74.4 53.6 49.0 57.9 57.8 48.8 42.5 32.6 51.0 40.8 44.3 58.1 59.1 57.4 58.5 57.7

- - - - - 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 2.5 2.6 2.4 1.5 3.5 - - - - -

5.84 5.51 6.16 5.79 5.88 5.52 5.37 5.66 5.70 5.32 4.77 4.37 5.11 4.64 4.90 5.48 5.58 5.42 5.58 5.38

         

         

         

         

         

         

         

         

         

48.2 13.7 82.0 47.3 49.0 44.9 10.5 76.4 43.5 46.5 50.5 13.1 83.2 48.3 53.0 53.2 32.2 68.0 54.7 51.5

27.1 51.3 3.4 26.3 27.9 26.4 51.9 3.1 26.6 26.1 28.4 58.4 2.2 30.1 26.5 16.9 33.6 5.1 16.8 17.0

19.6 29.1 10.3 22.1 17.3 28.4 37.2 20.3 29.5 27.2 20.4 27.7 14.0 21.1 19.6 29.6 33.8 26.7 28.3 31.1

5.1 5.9 4.4 4.4 5.8 - - - - - 0.7 0.9 0.6 0.6 0.8 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

- - - - - 0.3 0.4 0.2 0.4 0.2 - - - - - 0.1 0.2 - - 0.2

         

         

         

40.9 14.7 66.5 37.7 43.8 32.0 18.2 44.6 32.1 31.9 28.3 15.9 39.1 30.3 26.1 24.1 17.7 28.5 26.4 21.5

10.2 18.4 2.2 10.8 9.6 9.7 13.4 6.3 9.0 10.5 7.1 9.9 4.7 7.7 6.5 2.6 5.0 1.0 2.2 3.1

40.4 57.6 23.6 42.3 38.7 54.6 64.2 45.8 54.6 54.6 63.3 72.1 55.7 61.1 65.8 72.9 77.3 69.8 70.9 75.1

8.5 9.3 7.7 9.2 7.9 3.2 3.6 2.9 4.1 2.1 1.3 2.1 0.6 1.0 1.7 0.4 - 0.7 0.4 0.4

- - - - - 0.5 0.6 0.4 0.2 0.9 - - - - - - - - - -

         

         

         

42.5 26.9 57.8 44.6 40.6 30.1 9.0 49.4 28.0 32.5 39.3 11.4 63.6 38.1 40.5 36.5 21.3 47.3 36.9 36.2

17.1 28.1 6.3 16.5 17.7 13.7 26.6 1.9 12.6 15.0 21.0 41.0 3.6 22.4 19.4 8.2 16.5 2.3 8.4 8.0

13.8 18.8 8.9 15.2 12.5 30.3 36.0 25.1 31.5 28.9 20.4 26.8 14.8 20.5 20.3 44.8 50.1 41.1 44.7 45.0

26.6 26.3 26.9 23.8 29.2 23.0 25.7 20.5 24.8 21.0 19.2 20.4 18.1 19.0 19.4 10.2 11.8 9.1 9.9 10.6

- - - - - 2.9 2.7 3.1 3.2 2.6 0.2 0.4 - - 0.4 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

         

         

         

25.9 40.4 11.7 27.3 24.6 35.9 47.5 25.3 36.2 35.5 29.6 36.7 23.4 32.4 26.5 24.7 23.9 25.2 25.1 24.1

22.5 3.6 41.0 22.5 22.5 22.3 5.9 37.4 22.1 22.5 17.5 4.9 28.4 17.0 18.0 7.3 6.1 8.1 6.9 7.8

48.2 53.5 43.0 47.7 48.7 40.5 45.8 35.6 40.5 40.5 52.6 58.4 47.7 50.2 55.3 67.8 70.0 66.3 67.8 67.9

3.4 2.4 4.4 2.5 4.2 0.4 - 0.8 0.4 0.4 0.2 - 0.4 0.2 0.2 0.2 - 0.3 0.2 0.2

- - - - - 0.9 0.8 1.0 0.8 1.1 0.1 - 0.2 0.2 - - - - - -
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日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

問８ 【女性に】     さんが生まれたとき、     さん

の（実の）お父さんはお産の場（分娩）に立ち会いましたか。     

     

   【男性に】     さんが生まれたとき、あなたはお産の

場（分娩）に立ち会いましたか。     

     

     １ は い 34.1 36.5 32.2 33.3 34.9 27.6 31.2 23.9 27.3 27.9

     ２ いいえ 64.8 62.1 66.8 65.0 64.5 72.2 68.8 75.7 72.7 71.7

     ３ 非該当(対象児は養子・パートナーの前婚の子ども等) 0.2 0.2 0.2 - 0.4 0.1 - 0.2 - 0.2

       ＮＡ 1.0 1.1 0.9 1.8 0.2 0.1 - 0.2 - 0.2

     

     

問９ａ 〔カード４〕あなたは、     さんの誕生から３歳に

いたるまでの間で、出産・育児のために仕事を休んだことが

ありますか／休んでいますか。      

     

     １ 休んだ（休んでいる） 32.3 45.4 22.3 32.5 32.1 12.9 12.1 13.7 12.0 13.9

     ２ 休まなかった（休んでいない） 26.7 52.5 7.0 25.5 27.9 45.3 86.2 4.2 44.8 45.9

     ３ 仕事をやめた  8.0 0.2 13.9 7.8 8.2 5.7 0.2 11.3 5.5 6.0

     ４ 仕事を持っていなかった  31.8 0.5 55.7 33.3 30.3 35.5 1.2 70.0 37.4 33.3

     ５ 非該当(対象児は養子・パートナーの前婚の子ども等) 0.4 0.2 0.5 0.2 0.6 0.2 0.2 0.2 - 0.4

       ＮＡ 0.9 1.1 0.7 0.8 1.0 0.4 0.2 0.6 0.4 0.4

     

     

【ａで「１ 休んだ（休んでいる）」と答えた人に】 

  ｂ 〔カード５〕その休みは、全部でどのくらいの期間ですか。     

     

  該当数 327 199 128 167 160 130 61 69 65 65

     

     １ ３日以内 40.4 61.8 7.0 38.9 41.9 37.7 80.3 - 36.9 38.5

     ２ １週間以内 14.4 21.1 3.9 16.8 11.9 6.2 13.1 - 7.7 4.6

     ３ ２週間以内 10.1 12.6 6.3 9.0 11.3 - - - - -

     ４ １ヶ月以内 5.8 1.5 12.5 7.2 4.4 6.2 - 11.6 6.2 6.2

     ５ ２ヶ月以内 4.3 1.5 8.6 5.4 3.1 10.8 - 20.3 10.8 10.8

     ６ ３ヶ月以内 5.8 1.5 12.5 7.2 4.4 13.8 1.6 24.6 12.3 15.4

     ７ ６ヶ月以内 4.9 - 12.5 4.2 5.6 3.1 - 5.8 4.6 1.5

     ８ １年以内 8.6 - 21.9 7.8 9.4 6.2 - 11.6 7.7 4.6

     ９ ２年以内 3.7 - 9.4 3.0 4.4 1.5 - 2.9 3.1 -

     10 ２年以上 2.1 - 5.5 0.6 3.8 10.0 - 18.8 7.7 12.3

       ＮＡ - - - - - 4.6 4.9 4.3 3.1 6.2
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タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

         

         

66.0 68.7 63.4 65.4 66.5 86.8 89.7 84.1 86.7 86.9 73.1 75.3 71.2 71.1 75.4 91.2 89.4 92.5 91.2 91.2

20.2 18.0 22.4 20.4 20.0 10.1 6.7 13.2 10.3 9.9 25.0 23.0 26.7 27.2 22.5 5.5 5.9 5.1 5.6 5.3

13.8 13.3 14.3 14.2 13.5 2.7 3.1 2.3 2.8 2.6 1.9 1.7 2.1 1.7 2.1 3.0 4.0 2.3 2.8 3.3

- - - - - 0.4 0.4 0.4 0.2 0.6 - - - - - 0.3 0.7 - 0.4 0.2

         

         

         

         

         

         

14.8 14.1 15.4 14.2 15.4 49.4 49.4 49.4 47.5 51.6 46.6 43.8 49.0 45.6 47.6 78.4 77.3 79.1 81.2 75.3

41.7 59.8 24.0 42.9 40.6 23.4 40.8 7.5 26.5 19.9 32.1 49.8 16.6 31.8 32.4 3.6 7.8 0.7 3.5 3.7

1.7 1.0 2.4 1.0 2.3 8.2 1.0 14.8 8.3 8.1 2.6 0.9 4.1 1.9 3.3 2.0 0.2 3.3 1.7 2.5

28.0 11.7 44.0 27.7 28.3 14.6 2.7 25.5 13.3 16.1 16.6 3.2 28.2 17.8 15.2 13.0 10.2 14.9 10.4 15.7

13.8 13.3 14.3 14.2 13.5 3.6 5.4 1.9 3.6 3.6 1.5 1.9 1.1 1.9 1.0 2.8 4.0 2.0 3.0 2.7

- - - - - 0.8 0.6 1.0 0.9 0.6 0.7 0.4 0.9 1.0 0.4 0.2 0.5 - 0.2 0.2

         

         

         

         

         

148 70 78 68 80 494 236 258 253 241 466 204 262 238 228 804 327 477 436 368

         

16.9 35.7 - 17.6 16.3 11.1 20.8 2.3 11.5 10.8 18.0 40.7 0.4 19.3 16.7 1.2 2.4 0.4 1.8 0.5

16.2 32.9 1.3 11.8 20.0 15.2 29.2 2.3 16.6 13.7 6.7 15.2 - 7.1 6.1 1.1 2.4 0.2 1.4 0.8

4.1 7.1 1.3 5.9 2.5 14.8 27.1 3.5 15.0 14.5 8.2 17.2 1.1 9.2 7.0 14.4 35.2 0.2 16.3 12.2

10.8 7.1 14.1 13.2 8.8 11.5 12.3 10.9 11.5 11.6 6.9 14.7 0.8 7.1 6.6 7.1 17.4 - 7.3 6.8

13.5 2.9 23.1 13.2 13.8 11.5 4.2 18.2 11.5 11.6 4.7 1.0 7.6 5.5 3.9 4.9 11.6 0.2 4.4 5.4

30.4 10.0 48.7 29.4 31.3 10.5 1.3 19.0 7.5 13.7 11.2 2.5 17.9 11.8 10.5 4.5 10.4 0.4 4.6 4.3

5.4 4.3 6.4 7.4 3.8 7.9 2.1 13.2 8.3 7.5 10.9 2.9 17.2 9.2 12.7 7.5 13.8 3.1 7.6 7.3

1.4 - 2.6 1.5 1.3 5.3 1.3 8.9 5.5 5.0 4.3 1.5 6.5 2.9 5.7 26.6 4.6 41.7 24.5 29.1

1.4 - 2.6 - 2.5 3.6 0.4 6.6 3.6 3.7 4.7 1.0 7.6 5.9 3.5 27.9 1.2 46.1 25.7 30.4

- - - - - 7.7 0.4 14.3 8.7 6.6 23.6 2.9 39.7 20.6 26.8 4.0 - 6.7 5.3 2.4

- - - - - 0.8 0.8 0.8 0.4 1.2 0.9 0.5 1.1 1.3 0.4 0.9 0.9 0.8 1.1 0.5
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日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

【ａで「１ 休んだ（休んでいる）」と答えた人に】 

  ｃ 〔カード６〕その休みは、どのような制度の利用ですか。あ

てはまるものをすべてあげてください。(Ｍ.Ａ.)       

     

該当数 327 199 128 167 160 130 61 69 65 65

    

     １ 有給休暇、病気休暇（有給）、夏期休暇（有給）など 50.8 69.8 21.1 53.9 47.5 12.3 23.0 2.9 15.4 9.2

     ２ 出産休暇（有給） 20.2 7.5 39.8 19.8 20.6 26.9 13.1 39.1 23.1 30.8

     ３ 父親向け出産時休暇（有給） 3.1 5.0 - 3.6 2.5 24.6 52.5 - 21.5 27.7

     ４ 育児休暇（有給） 6.4 1.5 14.1 6.0 6.9 1.5 - 2.9 1.5 1.5

     ５ 欠勤（無給） 8.3 4.5 14.1 7.8 8.8 0.8 - 1.4 1.5 -

     ６ 育児休暇（無給） 9.5 2.5 20.3 9.0 10.0 6.9 3.3 10.1 6.2 7.7

     ７ 自由業・自営業のため自分で仕事日を調整した 13.5 12.6 14.8 13.2 13.8 26.9 9.8 42.0 32.3 21.5

     ８ その他（具体的に              ） 3.1 2.5 3.9 3.6 2.5 - - - - -

       ＮＡ 0.6 0.5 0.8 - 1.3 1.5 - 2.9 - 3.1

       回答計 115.3 106.5 128.9 116.8 113.8 101.5 101.6 101.4 101.5 101.5

     

       有給の休み（計） 70.6 79.4 57.0 71.9 69.4 63.8 86.9 43.5 60.0 67.7

     

       無給の休み（計） 17.4 6.5 34.4 16.2 18.8 7.7 3.3 11.6 7.7 7.7

     

     

問10 〔カード７〕     さんが生まれてからこれまでに、 

      さんの世話をしたのは、どんな人たちですか。世

話をした人を、何人でもお答えください。(Ｍ.Ａ.)      

     

     １ 配偶者／パートナー 95.3 99.3 92.2 95.5 95.0 89.7 97.2 82.1 87.7 92.1

     ２ 子どものきょうだい 29.9 28.8 30.8 27.8 32.1 11.3 11.5 11.1 12.5 9.9

     ３ 一緒に住んでいる自分や配偶者／パートナーの 

       親やきょうだい 39.7 41.6 38.3 39.1 40.3 23.9 22.5 25.2 24.5 23.2

     ４ 離れて住んでいる自分や配偶者／パートナーの 

       親やきょうだい 57.5 57.8 57.2 58.0 56.9 29.0 29.4 28.6 27.8 30.5

     ５ ベビーシッター・お手伝いさん 2.1 2.3 1.9 2.1 2.0 2.5 2.8 2.2 2.4 2.6

     ６ 保育園などの保育士 28.6 27.4 29.6 30.4 26.9 31.0 30.4 31.6 29.3 33.0

     ７ 幼椎園の先生 33.0 32.0 33.7 34.8 31.1 31.7 32.0 31.4 32.4 30.9

     ８ 子育て支援施設の指導員（学童クラブ、子育て支援

       センターの指導員） 7.2 7.5 7.0 8.0 6.4 0.5 0.6 0.4 0.6 0.4

     ９ 家庭福祉員（保育ママ） 0.3 - 0.5 0.4 0.2 - - - - -

     10 近所の人・子育て仲間（育児サークルなど） 22.3 17.8 25.7 20.8 23.8 6.6 5.9 7.4 7.0 6.2

     11 自分のみ（人に手伝ってもらったことはない） 1.0 - 1.7 0.8 1.2 5.3 1.2 9.3 6.1 4.3

       ＮＡ - - - - - 0.1 0.2 - - 0.2

       回答計 316.8 314.4 318.6 317.7 315.8 231.6 233.8 229.4 230.2 233.3

     

       世話をした人がいる（計） 99.0 100.0 98.3 99.2 98.8 96.5 99.6 93.4 96.3 96.8

     

     

     

     

     

     

     

     

     



－253－ 

 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

148 70 78 68 80 494 236 258 253 241 466 204 262 238 228 804 327 477 436 368

         

27.0 41.4 14.1 26.5 27.5 36.8 60.2 15.5 38.3 35.3 3.0 2.9 3.1 3.8 2.2 18.5 24.5 14.5 18.8 18.2

33.8 - 64.1 29.4 37.5 20.6 0.4 39.1 17.8 23.7 33.5 3.9 56.5 32.8 34.2 54.9 0.3 92.2 52.1 58.2

9.5 20.0 - 5.9 12.5 4.7 7.2 2.3 4.7 4.6 31.8 70.1 1.9 34.5 28.9 33.7 81.7 0.8 34.6 32.6

5.4 5.7 5.1 5.9 5.0 2.2 4.7 - 2.0 2.5 27.7 12.7 39.3 24.8 30.7 12.3 15.9 9.9 11.0 13.9

13.5 15.7 11.5 16.2 11.3 21.7 15.3 27.5 21.7 21.6 5.2 3.4 6.5 2.5 7.9 4.6 4.0 5.0 4.6 4.6

6.8 5.7 7.7 7.4 6.3 11.5 4.2 18.2 11.1 12.0 2.6 3.9 1.5 2.9 2.2 1.7 1.5 1.9 1.6 1.9

10.8 14.3 7.7 13.2 8.8 10.3 9.7 10.9 11.5 9.1 1.9 2.5 1.5 2.9 0.9 2.4 3.4 1.7 2.8 1.9

- - - - - 2.4 3.0 1.9 2.4 2.5 2.8 5.9 0.4 2.9 2.6 2.2 2.1 2.3 3.0 1.4

- - - - - 0.6 0.4 0.8 0.8 0.4 0.9 1.0 0.8 1.7 - 0.4 0.3 0.4 0.5 0.3

106.8 102.9 110.3 104.4 108.8 110.9 105.1 116.3 110.3 111.6 109.2 106.4 111.5 108.8 109.6 130.7 133.6 128.7 128.9 132.9

         

71.6 64.3 78.2 66.2 76.3 60.5 69.9 51.9 59.3 61.8 90.1 88.2 91.6 90.3 89.9 97.5 95.4 99.0 96.8 98.4

         

19.6 21.4 17.9 22.1 17.5 32.6 19.1 45.0 32.0 33.2 7.7 7.4 8.0 5.5 10.1 6.1 5.5 6.5 6.0 6.3

         

         

         

         

         

         

84.7 93.9 75.6 85.0 84.4 89.5 95.6 83.9 88.6 90.6 84.1 94.6 75.0 84.7 83.5 89.4 92.4 87.2 89.4 89.4

9.9 7.9 11.9 8.5 11.2 23.4 21.5 25.1 22.5 24.4 20.0 14.4 24.9 19.5 20.5 19.5 17.0 21.2 19.7 19.2

         

32.9 35.2 30.7 32.7 33.1 19.4 19.9 19.0 19.5 19.3 11.2 10.7 11.6 10.5 11.9 11.9 13.0 11.1 11.4 12.5

         

23.7 24.6 22.8 23.3 24.0 55.6 55.0 56.1 55.7 55.5 42.8 44.0 41.7 44.6 40.7 52.6 51.5 53.4 53.4 51.7

3.6 4.0 3.2 4.0 3.3 41.3 42.9 39.8 38.8 44.1 17.1 18.7 15.7 16.5 17.7 11.5 9.9 12.6 12.5 10.4

3.0 3.0 3.0 2.9 3.1 25.7 25.9 25.5 25.5 25.9 18.0 20.2 16.1 19.2 16.7 67.9 62.9 71.5 65.9 70.1

18.5 17.2 19.8 19.6 17.5 32.6 28.9 36.0 32.5 32.8 45.7 45.9 45.4 45.8 45.5 42.3 40.4 43.6 39.9 45.0

         

0.2 0.2 0.2 - 0.4 10.1 9.8 10.3 11.3 8.8 14.5 14.8 14.2 15.7 13.2 36.0 34.8 36.8 35.2 36.8

0.1 - 0.2 - 0.2 5.6 4.6 6.5 5.4 5.8 9.6 10.7 8.6 9.8 9.4 12.0 10.2 13.3 12.1 11.9

4.4 4.0 4.8 3.5 5.2 31.3 29.5 33.0 30.0 32.8 11.2 9.9 12.3 9.8 12.7 16.5 14.2 18.1 16.8 16.2

7.2 1.6 12.7 7.3 7.1 4.7 0.8 8.2 4.7 4.7 8.9 2.1 14.8 7.5 10.4 1.8 1.7 1.8 1.5 2.0

- - - - - 0.1 0.2 - 0.2 - 0.9 0.4 1.3 0.4 1.5 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

188.2 191.7 184.8 186.9 189.4 339.3 334.7 343.5 334.7 344.5 283.8 286.5 281.5 283.9 283.7 361.5 348.2 370.8 357.9 365.4

         

92.8 98.4 87.3 92.7 92.9 96.6 99.4 94.1 96.4 96.8 94.1 98.7 90.1 95.0 93.1 98.1 98.1 98.0 98.3 97.8

         

         

         

         

         

         

         

         

         



－254－ 

 
 

日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

問11 〔カード８〕     さんを育てていて、この１ヶ月ほど

の間に、あなたは次のようなことがどのくらいありました

か。それぞれについて、教えてください。     

     

  ａ 家事・育児などの負担が重いと感じた     

     

     １ 何度もあった 7.1 4.1 9.4 7.4 6.8 11.5 4.5 18.5 12.9 9.9

     ２ ときどきあった 19.4 10.7 26.1 19.6 19.2 37.7 27.3 48.1 36.5 39.1

     ３ ごくまれにあった 24.2 19.2 28.0 24.5 23.8 31.3 39.1 23.5 32.2 30.3

     ４ まったくなかった 48.9 65.5 36.2 48.1 49.7 18.5 27.7 9.3 17.3 20.0

       ＮＡ 0.4 0.5 0.3 0.4 0.4 1.0 1.4 0.6 1.1 0.9

     

  ｂ 職場での仕事の負担が重いと感じた     

     

     １ 何度もあった 8.1 10.7 6.1 8.8 7.4 5.5 5.3 5.6 6.1 4.7

     ２ ときどきあった 13.1 16.0 11.0 13.0 13.2 19.9 28.1 11.7 19.7 20.2

     ３ ごくまれにあった 14.7 21.5 9.6 14.4 15.0 23.7 34.4 12.9 21.9 25.8

     ４ まったくなかった 34.2 49.5 22.4 35.0 33.3 18.1 31.2 5.0 17.1 19.3

     ５ 職業についていない 27.6 0.5 48.3 25.9 29.5 32.3 0.8 64.0 34.8 29.4

       ＮＡ 2.3 1.8 2.6 2.9 1.6 0.5 0.2 0.8 0.4 0.6

     

  ｃ 仕事のために家族と一緒に過ごす時間がとれないと感じ

た     

     

     １ 何度もあった 10.3 16.4 5.6 10.7 9.8 16.7 21.9 11.3 16.9 16.3

     ２ ときどきあった 17.5 26.7 10.4 17.9 17.0 27.2 41.9 12.3 24.9 29.8

     ３ ごくまれにあった 18.5 25.3 13.2 17.3 19.6 14.2 20.8 7.6 13.3 15.2

     ４ まったくなかった 24.3 29.9 20.0 25.5 23.0 9.1 14.2 4.0 9.6 8.6

     ５ 職業についていない 27.6 0.5 48.3 25.9 29.5 32.3 0.8 64.0 34.8 29.4

       ＮＡ 1.9 1.1 2.4 2.7 1.0 0.6 0.4 0.8 0.6 0.6

     

  ｄ 家庭生活のために仕事に費やす時間がとれないと感じた     

     

     １ 何度もあった 2.4 3.2 1.7 2.9 1.8 2.6 1.2 4.0 2.9 2.1

     ２ ときどきあった 8.7 10.3 7.5 8.6 8.8 14.3 15.6 12.9 13.4 15.2

     ３ ごくまれにあった 13.0 16.2 10.6 14.0 12.0 29.6 46.2 12.9 27.4 32.2

     ４ まったくなかった 46.3 68.5 29.4 45.9 46.7 20.4 35.6 5.2 20.3 20.6

     ５ 職業についていない 27.6 0.5 48.3 25.9 29.5 32.3 0.8 64.0 34.8 29.4

       ＮＡ 2.0 1.4 2.4 2.7 1.2 0.8 0.6 1.0 1.1 0.4

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     



－255－ 

 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

         

         

8.9 7.1 10.7 8.5 9.2 14.5 7.3 21.1 14.8 14.1 16.0 7.3 23.6 16.3 15.7 13.4 12.1 14.3 13.0 13.7

26.9 22.6 31.1 28.5 25.4 33.5 25.3 41.0 32.6 34.5 31.0 24.2 36.8 29.1 33.0 39.1 35.0 42.0 39.3 38.9

11.8 11.7 11.9 12.9 10.8 22.2 25.1 19.5 21.2 23.3 21.2 23.6 19.1 22.2 20.0 26.3 27.7 25.4 24.0 28.8

52.4 58.6 46.3 50.0 54.6 28.0 41.0 16.1 29.5 26.3 31.3 44.8 19.4 32.4 30.1 19.7 23.6 16.9 22.3 16.8

- - - - - 1.8 1.3 2.3 1.9 1.7 0.6 - 1.1 - 1.3 1.6 1.7 1.5 1.3 1.8

         

         

         

4.5 4.2 4.8 5.2 3.8 17.0 19.0 15.1 15.6 18.6 15.7 21.5 10.7 17.6 13.6 14.4 15.8 13.4 13.0 16.0

16.3 18.8 13.9 15.4 17.1 30.7 38.1 23.9 31.5 29.8 28.4 32.8 24.5 28.7 28.0 32.9 32.6 33.2 29.8 36.4

11.7 11.5 11.9 12.3 11.2 15.0 16.5 13.6 14.4 15.6 15.2 15.5 15.0 13.4 17.1 22.3 23.9 21.2 23.3 21.3

52.8 62.0 43.8 52.9 52.7 20.5 22.8 18.4 22.7 18.0 25.2 26.2 24.3 24.7 25.7 18.2 18.4 18.1 21.8 14.3

14.7 3.4 25.7 14.2 15.2 16.0 3.3 27.6 15.0 17.1 15.6 4.1 25.6 15.5 15.7 12.1 9.2 14.1 12.1 12.1

- - - - - 0.8 0.2 1.3 0.8 0.9 - - - - - - - - - -

         

         

         

         

3.2 4.0 2.4 2.5 3.8 18.4 19.7 17.2 18.0 18.8 14.2 17.6 11.2 16.1 12.1 27.5 29.3 26.2 26.3 28.8

16.4 18.0 14.9 17.7 15.2 31.6 40.6 23.4 30.4 33.0 24.2 29.4 19.6 24.7 23.6 29.7 32.6 27.7 30.2 29.2

13.1 13.3 12.9 13.8 12.5 14.8 18.8 11.1 15.4 14.1 16.1 18.0 14.4 15.3 16.9 14.5 14.4 14.6 12.1 17.2

52.6 61.2 44.2 51.9 53.3 18.2 16.7 19.5 20.1 16.1 30.0 30.9 29.2 28.4 31.7 16.2 14.4 17.4 19.4 12.7

14.7 3.4 25.7 14.2 15.2 16.0 3.3 27.6 15.0 17.1 15.6 4.1 25.6 15.5 15.7 12.1 9.2 14.1 12.1 12.1

- - - - - 1.0 0.8 1.1 1.1 0.9 - - - - - - - - - -

         

         

         

2.0 2.2 1.8 1.9 2.1 2.6 2.5 2.7 2.8 2.4 2.3 1.9 2.6 2.7 1.9 5.0 5.0 5.0 4.7 5.3

13.0 13.9 12.1 14.0 12.1 9.4 12.3 6.7 8.4 10.5 8.7 9.2 8.2 9.4 7.9 17.8 20.8 15.8 17.7 18.0

11.4 11.9 10.9 12.3 10.6 19.0 25.5 13.0 17.1 21.2 18.3 21.2 15.7 19.0 17.5 21.7 23.4 20.6 19.4 24.3

58.9 68.5 49.5 57.7 60.0 51.9 55.0 49.0 55.7 47.5 55.1 63.5 47.9 53.4 57.0 43.3 41.6 44.4 46.2 40.1

14.7 3.4 25.7 14.2 15.2 16.0 3.3 27.6 15.0 17.1 15.6 4.1 25.6 15.5 15.7 12.1 9.2 14.1 12.1 12.1

- - - - - 1.1 1.3 1.0 0.9 1.3 - - - - - 0.1 - 0.2 - 0.2

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         



－256－ 

 
 

日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

問12 〔カード９〕あなたは     さんを育てながら、次のよ

うなことに関して悩みや問題を感じることがありますか。次

の中からあてはまるものをすべてあげてください。(Ｍ.Ａ.)     

     

     １ 教育費の負担が大きい 25.8 23.5 27.5 28.4 23.0 52.6 50.6 54.7 54.1 50.9

     ２ 家が狭い 20.7 20.3 21.0 21.2 20.2 25.9 24.1 27.6 27.4 24.0

     ３ 子どもと接する時間が短い 26.7 41.3 15.5 26.8 26.5 37.8 49.0 26.4 37.9 37.6

     ４ 子育てと職業との両立が難しい 13.3 9.4 16.3 13.6 13.0 17.6 13.8 21.5 17.7 17.6

     ５ 子どもの学校または幼稚園などでの生活が心配 18.2 15.3 20.3 19.1 17.2 21.2 18.2 24.3 23.2 18.9

     ６ 子どもの病気や障害が心配 18.9 18.9 18.8 19.6 18.0 32.3 28.3 36.4 33.0 31.5

     ７ 子どもの発達が遅れているのではないか不安 5.2 4.6 5.7 6.0 4.4 18.5 14.6 22.5 19.2 17.8

     ８ 子どもの身の安全の不安 46.9 41.3 51.1 42.4 51.5 18.1 14.8 21.5 18.8 17.4

     ９ 受験や進学問題 16.5 13.7 18.6 17.9 15.0 22.0 20.6 23.5 23.8 20.0

     10 周りからのいじめや差別 12.8 10.3 14.8 13.0 12.6 16.2 15.0 17.3 14.9 17.6

     11 その他（                 ） 0.5 0.7 0.3 1.0 - 0.1 0.2 - 0.2 -

     12 特にない 19.7 18.7 20.5 19.6 19.8 14.4 14.2 14.5 13.8 15.0

       回答計 225.2 218.0 230.6 228.8 221.4 276.7 263.4 290.1 284.0 268.2

     

       悩みがある（計） 80.3 81.3 79.5 80.4 80.2 85.6 85.8 85.5 86.2 85.0

     

     

問13 〔カード10〕     さんを育てながら心配なことや困っ

たことが起こった時、あなたは誰に相談していますか。ふだ

ん相談をしている人・相談先をすべてあげてください。(Ｍ.

Ａ.)      

     

     １ 配偶者／パートナー 87.3 89.0 85.9 87.4 87.2 95.3 96.2 94.4 94.8 95.9

     ２ 自分の親やきょうだい 60.1 48.4 69.0 59.7 60.5 30.8 26.5 35.2 30.4 31.3

     ３ 配偶者／パートナーの親やきょうだい 28.2 26.0 29.9 28.8 27.7 12.5 10.1 14.9 13.4 11.4

     ４ 医師、または助産師、看護師、保健師 13.4 12.3 14.3 12.5 14.4 5.5 3.0 8.0 5.5 5.4

     ５ 学校、幼稚園の先生または保育園の保育士、または

       家庭福祉員（保育ママ） 23.4 14.4 30.3 23.5 23.2 13.7 8.9 18.5 13.6 13.7

     ６ 友だち 43.4 22.4 59.5 44.6 42.3 22.9 19.0 26.8 24.5 21.0

     ７ 子育て仲間、育児サークルの人 11.0 3.4 16.7 8.9 13.0 13.3 6.5 20.1 14.4 12.0

     ８ 近所の人 11.7 4.6 17.2 11.7 11.8 17.3 9.1 25.6 19.2 15.2

     ９ カウンセラー、または育児支援の相談員 2.2 1.1 3.0 2.5 1.8 1.3 1.0 1.6 1.1 1.5

     10 育児書、育児雑誌 5.4 3.4 7.0 5.3 5.6 5.3 1.4 9.1 6.1 4.3

     11 テレビ・ラジオ 2.5 0.9 3.7 2.1 2.8 4.9 2.2 7.6 5.3 4.3

     12 インターネットのサイト 4.6 4.6 4.7 4.7 4.6 9.6 7.9 11.3 10.5 8.6

     13 宗教関係者（聖職者、僧侶、司祭、牧師など） 1.0 0.9 1.0 1.6 0.4 4.1 2.8 5.4 3.3 4.9

     14 相談できる人はいない 0.1 0.2 - - 0.2 0.3 0.4 0.2 0.4 0.2

     15 心配なことや困ったことはない 3.6 5.7 1.9 3.7 3.4 - - - - -

       ＮＡ - - - - - 1.7 1.2 2.2 1.7 1.7

       回答計 297.9 237.4 344.0 296.9 299.0 238.4 196.0 280.9 244.2 231.5

     

       相談する人がいる（計） 96.3 94.1 98.1 96.3 96.4 98.0 98.4 97.6 98.0 98.1

     

     

     

     

     

     

     



－257－ 

 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

45.9 41.2 50.5 47.1 44.8 43.6 40.8 46.2 43.3 43.9 21.9 18.7 24.7 24.5 19.0 2.3 3.3 1.7 2.2 2.5

19.8 17.0 22.6 22.7 17.1 27.1 24.1 29.9 24.8 29.8 17.9 18.9 17.0 21.5 14.0 20.5 22.0 19.4 19.9 21.1

16.8 17.8 15.8 20.6 13.3 34.8 37.2 32.6 33.8 36.0 30.2 36.9 24.3 32.8 27.3 41.3 44.7 39.0 40.4 42.3

14.6 9.9 19.2 15.6 13.7 28.9 20.5 36.6 30.4 27.2 25.1 27.7 22.8 28.2 21.7 26.0 24.6 27.0 25.9 26.2

27.2 22.4 31.9 26.9 27.5 36.4 34.3 38.3 38.3 34.3 37.5 33.7 40.7 39.3 35.5 26.7 25.8 27.4 30.7 22.3

48.7 44.0 53.3 49.0 48.5 27.0 25.1 28.7 29.1 24.6 35.3 32.4 37.8 35.8 34.7 24.1 24.6 23.7 25.9 22.1

20.9 17.4 24.4 22.1 19.8 8.5 7.7 9.2 10.9 5.8 19.4 17.4 21.1 22.4 16.1 4.4 5.2 3.8 5.6 3.1

72.6 66.9 78.2 72.7 72.5 50.7 47.9 53.3 50.5 51.0 42.6 38.8 45.8 41.4 43.8 33.0 33.1 33.0 35.2 30.7

32.2 27.5 36.8 34.0 30.6 11.4 9.6 13.0 12.4 10.3 12.9 11.4 14.2 13.4 12.3 7.2 6.6 7.6 9.1 5.1

27.4 24.4 30.3 26.5 28.3 20.9 18.0 23.6 23.1 18.4 15.3 14.6 15.9 17.6 12.7 34.6 32.9 35.8 37.1 31.9

0.3 0.6 - 0.4 0.2 0.8 0.8 0.8 0.6 1.1 0.6 0.4 0.7 0.6 0.6 3.1 3.3 3.0 3.0 3.3

10.6 12.3 8.9 10.4 10.8 13.4 15.3 11.7 15.2 11.3 19.5 21.0 18.1 17.4 21.7 19.1 18.4 19.6 18.2 20.0

337.0 301.4 371.9 347.9 326.9 303.5 281.4 323.8 312.2 293.6 277.9 271.9 283.2 294.8 259.5 242.4 244.4 241.0 253.3 230.5

         

89.4 87.7 91.1 89.6 89.2 86.6 84.7 88.3 84.8 88.7 80.5 79.0 81.9 82.6 78.3 80.9 81.6 80.4 81.8 80.0

         

         

         

         

         

         

         

79.1 79.8 78.4 79.6 78.7 77.1 82.8 71.8 76.9 77.3 68.2 73.4 63.7 69.2 67.2 81.2 85.1 78.4 82.3 80.0

34.3 32.3 36.2 33.5 35.0 63.6 54.4 72.0 63.4 63.8 36.8 30.7 42.1 35.8 37.8 55.5 46.3 61.9 55.1 55.8

13.1 13.7 12.5 12.9 13.3 29.4 30.1 28.7 30.0 28.7 13.1 13.5 12.7 11.1 15.2 22.3 24.1 21.1 24.0 20.4

13.1 12.7 13.5 12.9 13.3 38.3 31.0 45.0 40.3 36.0 33.2 31.1 35.0 33.5 32.8 38.9 34.5 42.0 38.4 39.5

         

8.6 8.1 9.1 8.8 8.5 29.4 21.1 37.0 31.9 26.6 26.4 24.5 28.0 27.2 25.5 39.2 35.5 41.8 38.2 40.3

7.3 6.3 8.3 6.9 7.7 20.9 14.9 26.4 20.5 21.4 8.5 7.1 9.7 8.2 8.8 37.9 31.2 42.6 37.6 38.2

1.9 1.4 2.4 1.7 2.1 42.3 31.8 51.9 44.5 39.8 18.9 15.2 22.1 18.8 19.0 31.0 27.4 33.5 30.4 31.7

10.8 8.9 12.7 12.5 9.2 9.3 6.9 11.5 11.1 7.3 3.4 3.4 3.4 3.8 2.9 7.1 5.0 8.6 8.0 6.1

0.2 - 0.4 0.2 0.2 11.8 9.8 13.6 12.6 10.9 7.3 5.2 9.2 6.9 7.7 3.1 2.6 3.5 2.6 3.7

3.5 2.8 4.2 2.9 4.0 24.6 19.5 29.3 25.5 23.6 7.5 4.5 10.1 8.0 6.9 24.6 21.7 26.5 25.1 23.9

3.5 2.0 5.0 2.9 4.0 8.7 6.7 10.5 8.3 9.2 5.8 5.6 6.0 6.1 5.4 13.6 11.8 14.9 13.8 13.5

0.4 0.4 0.4 0.2 0.6 11.7 11.7 11.7 12.6 10.7 3.1 3.4 2.8 4.2 1.9 11.6 10.9 12.1 11.4 11.9

0.1 - 0.2 - 0.2 17.6 14.4 20.5 18.6 16.5 0.9 0.2 1.5 0.6 1.3 2.8 4.5 1.7 1.9 3.9

1.7 1.4 2.0 1.3 2.1 0.8 0.6 1.0 0.9 0.6 0.8 - 1.5 0.6 1.0 0.3 0.2 0.3 0.6 -

6.1 8.3 4.0 5.4 6.7 3.3 3.6 3.1 3.9 2.6 13.5 15.7 11.6 13.2 13.8 3.2 3.5 3.0 3.0 3.5

- - - - - 0.3 0.2 0.4 0.2 0.4 - - - - - 0.1 - 0.2 - 0.2

183.7 178.2 189.1 181.7 185.6 389.1 339.5 434.5 401.1 375.4 247.3 233.5 259.3 247.3 247.2 372.4 344.4 392.0 372.3 372.6

         

92.2 90.3 94.1 93.3 91.2 95.6 95.6 95.6 94.9 96.4 85.7 84.3 86.9 86.2 85.2 96.4 96.2 96.5 96.5 96.3

         

         

         

         

         

         

         



－258－ 

 
 

日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

問14 〔カード11〕     さんを育てる上で、あるとよいと思

われるもの、またはもっと充実して欲しいと思うものにはど

んなものがありますか。次の中であてはまるものをいくつで

もあげてください。(Ｍ.Ａ.)     

     

     １ 子どもが友だちと自由に遊べる場所 67.6 65.1 69.6 66.7 68.5 70.7 70.2 71.2 70.0 71.5

     ２ 子育てについての相談や学習ができる場所   25.0 20.8 28.2 23.2 26.9 42.0 39.7 44.3 44.9 38.6

     ３ 子どもを安心してあずけられる施設 38.0 30.6 43.7 38.1 37.9 55.7 55.1 56.3 54.9 56.7

     ４ 父母どちらでもとれる育児休暇制度 25.5 22.4 27.8 26.8 24.0 27.8 26.7 29.0 28.9 26.6

     ５ 親が子育てに充分関われる時間がとれるような 

       職場環境 32.3 27.6 35.8 33.3 31.3 38.1 36.6 39.6 39.0 36.9

     ６ 子育てや子どもの教育のための経済的援助 48.5 44.5 51.5 52.5 44.3 70.1 67.6 72.6 70.0 70.2

     ７ 特にない／わからない 9.7 12.1 7.8 8.4 11.0 4.0 4.9 3.0 4.4 3.4

       回答計 246.5 223.1 264.3 249.0 243.9 308.3 300.8 315.9 312.2 303.9

     

問15 〔カード12〕あなたは、親になる前に（妊娠中も含む）、小

さい子どもの世話の仕方を経験したり教わったりしたこと

がありますか。次にあげるもののうち、あてはまるものをい

くつでもあげてください。(Ｍ.Ａ.)     

     

     １ 小さい弟や妹の世話をした 18.2 14.6 20.9 19.5 16.8 4.9 3.6 6.2 4.6 5.2

     ２ 親戚や知人の小さい子どもの世話をした 28.6 21.7 33.9 29.6 27.7 14.2 10.3 18.1 13.6 14.8

     ３ よその家のベビーシッターをした 1.4 - 2.4 1.6 1.2 0.9 0.2 1.6 0.7 1.1

     ４ 学校の授業で学んだ 6.6 1.8 10.3 7.8 5.4 5.7 2.2 9.3 6.3 5.2

     ５ 地域で開かれている学級・講座に参加した 10.9 4.3 15.8 11.7 10.0 3.4 1.6 5.2 3.5 3.2

     ６ 育児の本を読んだ 29.9 11.6 43.8 31.1 28.7 25.0 9.3 40.8 25.2 24.7

     ７ テレビやラジオなどで学んだ 11.3 5.5 15.7 11.1 11.4 14.8 8.1 21.5 14.4 15.2

     ８ 自分の親から教えてもらった 29.4 16.7 39.1 28.8 30.1 11.2 4.7 17.7 9.6 13.1

     ９ 特に学んだり経験したりしたことはない 35.5 52.5 22.6 33.7 37.5 56.8 74.1 39.4 56.5 57.1

     10 ＮＡ 0.2 0.5 - 0.4 - 1.0 1.8 0.2 0.9 1.1

       回答計 172.0 129.2 204.5 175.1 168.7 137.8 115.8 159.8 135.4 140.6

     

       経験がある（計） 64.3 47.0 77.4 66.0 62.5 42.2 24.1 60.4 42.5 41.8

     

     

問16ａ 〔カード13〕（     さんが６歳以上の場合） 

      さんが５歳の時、次のようなことを１人ででき

ましたか。できたものをいくつでもあげてください。 

 (Ｍ.Ａ.)     

 （     さんが５歳以下の場合）６歳までの間に次のよ

うなことを1人でできると思いますか。できると思うものを

いくつでもあげてください。(Ｍ.Ａ.)     

     

     １ 行儀よく食事ができる 69.3 65.3 72.3 67.3 71.3 70.8 69.6 72.0 68.7 73.2

     ２ 日常のあいさつができる 83.0 82.4 83.5 82.5 83.6 85.3 83.6 87.1 85.5 85.2

     ３ 身体を清潔に保つことができる（顔を洗う、歯を磨

       くなど） 78.4 75.3 80.7 77.4 79.4 73.8 75.7 72.0 71.8 76.2

     ４ 遊んだ後の片づけができる 68.5 61.0 74.3 65.8 71.3 64.1 60.5 67.8 62.4 66.1

     ５ ＮＡ 4.2 4.6 4.0 4.3 4.2 3.4 4.5 2.2 3.5 3.2

       回答計 303.5 288.6 314.8 297.3 309.8 297.4 293.9 301.0 291.9 303.9

     

     

     



－259－ 

 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

         

55.5 60.8 50.3 56.0 55.0 53.6 47.7 59.0 51.4 56.1 48.5 48.9 48.0 50.6 46.1 38.0 38.1 38.0 38.7 37.2

37.5 36.2 38.8 38.1 36.9 13.0 9.4 16.3 12.9 13.1 18.4 16.3 20.2 18.6 18.2 11.6 9.0 13.4 12.1 11.0

51.7 48.3 55.0 50.2 53.1 42.3 41.0 43.5 40.0 45.0 40.3 41.2 39.4 42.1 38.2 23.9 26.7 21.9 24.6 23.1

22.5 22.4 22.6 22.7 22.3 20.1 19.5 20.7 20.1 20.1 20.7 24.5 17.4 19.7 21.7 12.0 14.7 10.1 12.5 11.5

         

30.2 30.7 29.7 32.5 28.1 34.6 31.2 37.7 33.4 36.0 27.5 26.2 28.6 26.6 28.4 47.6 45.6 48.9 47.9 47.2

62.8 57.8 67.7 64.4 61.3 37.1 31.6 42.1 37.1 37.0 45.7 41.0 49.7 45.8 45.5 33.9 29.1 37.3 36.1 31.5

5.4 7.1 3.8 6.0 4.8 21.4 25.1 18.0 21.4 21.4 21.2 21.9 20.6 19.9 22.5 21.4 23.2 20.2 20.9 22.1

265.6 263.2 267.9 270.0 261.5 222.1 205.4 237.4 216.3 228.7 222.1 220.0 223.9 223.4 220.7 188.4 186.3 189.9 192.7 183.6

         

         

         

         

         

         

32.4 33.9 30.9 31.5 33.3 36.0 28.2 43.1 34.7 37.5 28.1 18.9 36.1 27.8 28.4 31.7 26.7 35.2 30.7 32.7

35.1 31.9 38.2 35.4 34.8 39.2 30.3 47.3 38.5 40.0 19.3 9.4 27.9 18.8 19.8 38.8 30.0 44.9 37.2 40.5

5.0 3.6 6.3 4.2 5.8 37.7 16.7 56.9 36.6 39.0 18.8 3.6 32.0 18.2 19.4 36.5 24.8 44.6 36.3 36.6

1.0 0.4 1.6 1.3 0.8 13.2 6.3 19.5 13.5 12.8 4.2 1.3 6.7 4.2 4.2 19.3 11.8 24.5 18.8 19.8

0.6 0.2 1.0 0.6 0.6 11.4 8.6 14.0 10.3 12.6 2.0 1.7 2.2 1.5 2.5 19.8 17.5 21.4 19.9 19.6

11.4 4.6 18.0 10.8 11.9 25.5 15.9 34.3 25.5 25.5 15.5 7.5 22.4 13.8 17.3 31.1 22.2 37.3 31.7 30.5

8.0 3.6 12.3 7.7 8.3 10.8 6.9 14.4 11.4 10.1 6.3 2.8 9.3 5.7 6.9 11.2 8.0 13.4 10.6 11.9

23.1 15.6 30.5 22.7 23.5 54.6 48.7 60.0 53.8 55.5 27.4 21.0 32.9 28.4 26.3 38.7 36.4 40.3 39.7 37.6

29.6 37.0 22.4 30.4 28.8 17.5 27.2 8.6 19.5 15.2 38.6 58.2 21.5 38.1 39.0 19.0 26.2 13.9 19.6 18.4

- - - - - 0.5 0.6 0.4 0.2 0.9 0.3 - 0.6 0.2 0.4 0.1 - 0.2 0.2 -

146.2 130.9 161.2 144.6 147.7 246.4 189.5 298.5 244.1 249.0 160.3 124.5 191.6 156.7 164.3 246.1 203.8 275.8 244.7 247.6

         

70.4 63.0 77.6 69.6 71.2 83.1 73.4 92.0 81.1 85.4 62.6 43.3 79.4 63.4 61.8 80.9 73.8 85.9 80.3 81.6

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

93.7 93.9 93.5 94.4 93.1 87.3 86.0 88.5 85.7 89.1 89.8 91.0 88.8 89.7 90.0 89.6 86.5 91.7 89.4 89.8

96.5 95.6 97.4 97.1 96.0 87.0 85.4 88.5 85.6 88.7 92.3 93.6 91.2 93.1 91.4 90.4 88.7 91.7 90.3 90.6

         

94.8 94.3 95.2 95.0 94.6 86.0 84.3 87.5 86.3 85.7 75.2 77.5 73.3 74.5 76.0 84.9 81.1 87.6 82.9 87.1

82.4 82.6 82.2 81.9 82.9 81.9 78.7 84.9 82.2 81.6 67.1 68.2 66.2 68.0 66.2 69.3 61.5 74.8 69.6 68.9

0.1 - 0.2 0.2 - 3.5 4.8 2.3 3.2 3.9 3.5 1.9 4.9 2.9 4.2 3.1 3.8 2.7 2.2 4.1

367.5 366.5 368.5 368.5 366.5 345.7 339.1 351.7 343.0 348.8 328.0 332.2 324.3 328.2 327.8 337.3 321.5 348.4 334.5 340.5

         

         

         



－260－ 

 
 

日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

  ｂ 〔カード14〕では、     さんが15歳の時には、次の

ようなことを１人でできると思いますか。できると思うもの

をいくつでもあげてください。(Ｍ.Ａ.)      

     

     １ 家族のための食事を作る 54.9 50.7 58.1 41.4 68.7 38.5 34.4 42.5 30.6 47.6

     ２ 身の回りの整理整頓をする 89.7 89.0 90.3 88.3 91.2 93.5 93.5 93.4 92.3 94.8

     ３ 時と場所に応じたマナーを守る 85.8 85.4 86.1 86.4 85.2 91.4 91.5 91.3 91.9 90.8

     ４ 働いて報酬を得る（手伝い、アルバイトを含む） 14.9 14.8 15.0 15.4 14.4 7.1 5.7 8.5 7.7 6.4

     ５ ＮＡ 1.7 1.8 1.6 1.6 1.8 0.9 1.0 0.8 1.3 0.4

       回答計 247.0 241.8 251.0 233.1 261.3 231.3 226.1 236.6 223.8 240.1

     

問17 〔カード15〕     さんが15歳くらいになった時、どの

ような子になって欲しいと期待しますか。次にあげる項目につ

いて、あなたがお子さんに期待する程度を、お答えください。     

     

  ａ 学校でよい成績をとる     

     

     １ 強く期待する 11.9 13.5 10.8 12.5 11.4 21.5 19.4 23.7 19.2 24.2

     ２ 少し期待する 61.2 58.9 63.0 59.1 63.3 67.5 67.4 67.6 70.5 63.9

     ３ あまり期待しない 24.2 25.6 23.1 25.5 22.8 10.4 12.5 8.3 9.6 11.4

     ４ まったく期待しない 2.3 1.8 2.6 2.5 2.0 0.3 0.4 0.2 0.2 0.4

     ５ ＮＡ 0.4 0.2 0.5 0.4 0.4 0.3 0.4 0.2 0.6 -

     

       期待する（計） 73.1 72.4 73.7 71.6 74.7 89.0 86.8 91.3 89.7 88.2

     

       期待しない（計） 26.5 27.4 25.7 28.0 24.8 10.7 12.8 8.5 9.8 11.8

     

  ｂ 親のいうことを素直にきく     

     

     １ 強く期待する 29.6 31.3 28.3 27.8 31.5 36.6 36.4 36.8 36.3 36.9

     ２ 少し期待する 56.6 55.5 57.4 56.4 56.7 59.6 60.1 59.0 60.0 59.0

     ３ あまり期待しない 12.8 12.3 13.2 14.4 11.2 3.6 3.4 3.8 3.5 3.6

     ４ まったく期待しない 0.9 0.9 0.9 1.4 0.4 0.2 - 0.4 - 0.4

     ５ ＮＡ 0.1 - 0.2 - 0.2 0.1 0.2 - 0.2 -

     

       期待する（計） 86.2 86.8 85.7 84.2 88.2 96.1 96.4 95.8 96.3 95.9

     

       期待しない（計） 13.7 13.2 14.1 15.8 11.6 3.8 3.4 4.2 3.5 4.1

     

  ｃ 自分の意見をハッキリ述べる     

     

     １ 強く期待する 69.3 67.6 70.6 71.4 67.1 59.0 60.7 57.3 57.3 60.9

     ２ 少し期待する 28.7 30.4 27.5 26.3 31.3 39.3 37.5 41.2 41.4 36.9

     ３ あまり期待しない 1.6 1.6 1.6 1.9 1.2 1.7 1.8 1.6 1.3 2.1

     ４ まったく期待しない 0.1 0.2 - 0.2 - - - - - -

     ５ ＮＡ 0.3 0.2 0.3 0.2 0.4 - - - - -

     

       期待する（計） 98.0 97.9 98.1 97.7 98.4 98.3 98.2 98.4 98.7 97.9

     

       期待しない（計） 1.7 1.8 1.6 2.1 1.2 1.7 1.8 1.6 1.3 2.1

     

     

     



－261－ 

 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

85.2 87.1 83.4 82.3 87.9 78.3 75.7 80.7 72.8 84.6 56.7 56.4 57.0 49.0 65.1 84.3 83.0 85.2 81.0 87.9

98.1 97.8 98.4 97.9 98.3 92.2 91.6 92.7 91.9 92.5 92.6 92.1 93.1 92.5 92.7 85.9 86.3 85.6 83.8 88.1

97.4 98.0 96.8 98.3 96.5 95.2 94.8 95.6 95.1 95.3 93.9 93.6 94.2 93.7 94.2 97.0 96.9 97.0 95.9 98.2

42.8 43.8 41.8 46.5 39.4 81.3 79.7 82.8 80.7 82.0 34.3 34.1 34.4 35.4 33.0 49.3 48.5 49.9 49.0 49.7

0.1 - 0.2 0.2 - 1.9 2.7 1.1 1.9 1.9 0.7 0.4 0.9 0.8 0.6 - - - - -

323.6 326.7 320.6 325.2 322.1 348.9 344.6 352.9 342.4 356.3 278.2 276.6 279.6 271.5 285.6 316.5 314.7 317.7 309.7 323.9

         

         

         

         

         

         

         

28.9 26.7 31.1 28.1 29.6 72.7 71.3 73.9 70.4 75.4 70.1 71.9 68.6 69.3 71.0 45.9 41.6 48.9 45.4 46.4

49.9 50.5 49.3 48.8 51.0 25.1 26.4 23.9 26.8 23.1 29.1 27.0 30.8 29.5 28.6 49.7 51.8 48.3 51.4 47.9

16.4 17.4 15.4 18.5 14.4 1.0 1.3 0.8 1.1 0.9 0.8 1.1 0.6 1.1 0.4 4.1 6.4 2.5 3.0 5.3

4.8 5.5 4.2 4.6 5.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 - - - - - 0.3 0.2 0.3 0.2 0.4

- - - - - 1.0 0.8 1.1 1.5 0.4 - - - - - - - - - -

         

78.8 77.2 80.4 76.9 80.6 97.8 97.7 97.9 97.2 98.5 99.2 98.9 99.4 98.9 99.6 95.6 93.4 97.2 96.8 94.3

         

21.2 22.8 19.6 23.1 19.4 1.2 1.5 1.0 1.3 1.1 0.8 1.1 0.6 1.1 0.4 4.4 6.6 2.8 3.2 5.7

         

         

         

52.5 54.9 50.1 53.3 51.7 75.2 74.1 76.2 75.4 74.9 80.1 80.7 79.6 78.9 81.4 59.6 52.7 64.5 60.5 58.7

40.7 40.0 41.4 40.8 40.6 22.3 23.2 21.5 21.8 22.9 19.5 19.1 19.8 20.7 18.2 38.3 44.0 34.3 38.0 38.7

5.5 3.6 7.3 5.2 5.8 0.6 0.8 0.4 0.9 0.2 0.4 0.2 0.6 0.4 0.4 1.9 3.1 1.2 1.5 2.5

1.3 1.4 1.2 0.6 1.9 0.1 0.2 - 0.2 - - - - - - 0.1 0.2 - - 0.2

- - - - - 1.8 1.7 1.9 1.7 1.9 - - - - - - - - - -

         

93.2 94.9 91.5 94.2 92.3 97.5 97.3 97.7 97.2 97.9 99.6 99.8 99.4 99.6 99.6 98.0 96.7 98.8 98.5 97.3

         

6.8 5.1 8.5 5.8 7.7 0.7 1.0 0.4 1.1 0.2 0.4 0.2 0.6 0.4 0.4 2.0 3.3 1.2 1.5 2.7

         

         

         

35.2 32.9 37.4 37.7 32.9 65.0 62.8 67.0 61.4 69.2 54.3 56.2 52.7 52.9 55.9 70.9 66.0 74.3 70.0 71.8

55.5 58.2 52.9 53.1 57.7 29.3 31.6 27.2 32.3 25.9 41.3 39.7 42.6 43.1 39.2 27.8 31.4 25.2 28.9 26.6

8.5 8.1 8.9 9.2 7.9 3.8 3.8 3.8 3.9 3.6 4.1 3.9 4.3 3.8 4.4 1.4 2.6 0.5 1.1 1.6

0.8 0.8 0.8 - 1.5 0.5 0.8 0.2 0.6 0.4 0.3 0.2 0.4 0.2 0.4 - - - - -

- - - - - 1.4 1.0 1.7 1.9 0.9 - - - - - - - - - -

         

90.7 91.1 90.3 90.8 90.6 94.3 94.4 94.3 93.6 95.1 95.6 95.9 95.3 96.0 95.2 98.6 97.4 99.5 98.9 98.4

         

9.3 8.9 9.7 9.2 9.4 4.3 4.6 4.0 4.5 4.1 4.4 4.1 4.7 4.0 4.8 1.4 2.6 0.5 1.1 1.6

         

         

         



－262－ 

 
 

日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

問17（つづき） 

  ｄ 他人と協調できる     

     

     １ 強く期待する 67.9 67.4 68.3 69.5 66.3 55.8 55.5 56.1 54.7 57.1

     ２ 少し期待する 29.9 30.4 29.6 28.2 31.7 42.4 42.3 42.5 43.6 41.0

     ３ あまり期待しない 1.7 1.8 1.6 1.8 1.6 1.7 2.0 1.4 1.5 1.9

     ４ まったく期待しない 0.4 0.5 0.3 0.6 0.2 - - - - -

     ５ ＮＡ 0.1 - 0.2 - 0.2 0.1 0.2 - 0.2 -

     

       期待する（計） 97.8 97.7 97.9 97.7 98.0 98.2 97.8 98.6 98.3 98.1

     

       期待しない（計） 2.1 2.3 1.9 2.3 1.8 1.7 2.0 1.4 1.5 1.9

     

  ｅ 自分の人生の目標を持つ     

     

     １ 強く期待する 56.6 57.5 55.8 56.8 56.3 64.2 64.4 64.0 64.1 64.4

     ２ 少し期待する 35.8 33.1 37.9 34.8 36.9 31.8 31.0 32.6 32.0 31.5

     ３ あまり期待しない 7.0 9.1 5.4 7.6 6.4 3.2 3.8 2.6 2.9 3.4

     ４ まったく期待しない 0.4 0.2 0.5 0.6 0.2 0.1 0.2 - 0.2 -

     ５ ＮＡ 0.2 - 0.3 0.2 0.2 0.7 0.6 0.8 0.7 0.6

     

       期待する（計） 92.4 90.6 93.7 91.6 93.2 96.0 95.5 96.6 96.1 95.9

     

       期待しない（計） 7.4 9.4 5.9 8.2 6.6 3.3 4.0 2.6 3.1 3.4

     

  ｆ 男の子は男らしく、女の子は女らしくする     

     

     １ 強く期待する 35.1 44.5 28.0 41.4 28.7 46.7 51.0 42.3 52.3 40.1

     ２ 少し期待する 41.2 37.4 44.0 39.1 43.3 42.9 41.5 44.3 41.1 45.1

     ３ あまり期待しない 19.9 16.4 22.6 16.5 23.4 9.6 6.9 12.3 6.4 13.3

     ４ まったく期待しない 3.5 1.6 4.9 2.5 4.4 0.7 0.6 0.8 - 1.5

     ５ ＮＡ 0.3 - 0.5 0.4 0.2 0.1 - 0.2 0.2 -

     

       期待する（計） 76.3 82.0 72.0 80.5 71.9 89.6 92.5 86.7 93.4 85.2

     

       期待しない（計） 23.4 18.0 27.5 19.1 27.9 10.3 7.5 13.1 6.4 14.8

     

  ｇ 困っている人を見たら助けてあげる     

     

     １ 強く期待する 67.3 66.4 68.0 68.7 65.9 54.6 55.3 53.9 55.6 53.4

     ２ 少し期待する 29.7 30.4 29.2 28.0 31.5 42.9 41.5 44.3 42.7 43.1

     ３ あまり期待しない 2.7 3.2 2.3 2.9 2.4 2.2 2.8 1.6 1.5 3.0

     ４ まったく期待しない 0.1 - 0.2 0.2 - - - - - -

     ５ ＮＡ 0.2 - 0.3 0.2 0.2 0.3 0.4 0.2 0.2 0.4

     

       期待する（計） 97.0 96.8 97.2 96.7 97.4 97.5 96.8 98.2 98.3 96.6

     

       期待しない（計） 2.8 3.2 2.4 3.1 2.4 2.2 2.8 1.6 1.5 3.0

     

     

     

     

     



－263－ 

 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

53.6 52.5 54.7 57.3 50.2 72.1 68.8 75.1 70.0 74.5 64.2 66.1 62.6 60.0 68.9 78.2 72.3 82.3 78.6 77.7

43.7 44.0 43.4 40.2 46.9 26.5 29.3 23.9 28.3 24.4 33.5 32.2 34.6 38.3 28.2 20.9 26.0 17.2 20.7 21.1

2.1 3.0 1.2 2.5 1.7 0.5 0.8 0.2 0.4 0.6 2.2 1.5 2.8 1.5 2.9 0.8 1.4 0.3 0.6 1.0

0.6 0.4 0.8 - 1.2 0.2 0.4 - 0.4 - 0.1 0.2 - 0.2 - 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

- - - - - 0.7 0.6 0.8 0.9 0.4 - - - - - - - - - -

         

97.3 96.6 98.0 97.5 97.1 98.6 98.1 99.0 98.3 98.9 97.7 98.3 97.2 98.3 97.1 99.0 98.3 99.5 99.3 98.8

         

2.7 3.4 2.0 2.5 2.9 0.7 1.3 0.2 0.8 0.6 2.3 1.7 2.8 1.7 2.9 1.0 1.7 0.5 0.7 1.2

         

         

         

38.6 36.0 41.2 41.7 35.8 69.8 63.6 75.5 66.6 73.4 74.7 76.0 73.6 71.5 78.3 74.2 66.7 79.4 73.0 75.5

49.5 49.9 49.1 48.3 50.6 25.8 30.8 21.3 28.0 23.3 23.8 22.1 25.2 27.2 20.0 19.9 24.8 16.4 20.5 19.2

10.1 12.7 7.5 8.5 11.5 2.8 3.8 1.9 3.4 2.1 1.3 1.5 1.1 1.0 1.7 5.2 7.1 3.8 5.6 4.7

1.8 1.4 2.2 1.5 2.1 0.3 0.4 0.2 0.4 0.2 0.2 0.4 - 0.4 - 0.8 1.4 0.3 0.9 0.6

- - - - - 1.3 1.5 1.1 1.7 0.9 - - - - - - - - - -

         

88.1 85.9 90.3 90.0 86.3 95.6 94.4 96.7 94.6 96.8 98.5 98.1 98.9 98.7 98.3 94.1 91.5 95.9 93.5 94.7

         

11.9 14.1 9.7 10.0 13.7 3.1 4.2 2.1 3.8 2.4 1.5 1.9 1.1 1.3 1.7 5.9 8.5 4.1 6.5 5.3

         

         

         

59.5 58.8 60.2 72.3 47.7 62.2 59.8 64.4 62.3 62.1 39.2 42.3 36.4 36.0 42.6 11.5 11.6 11.4 13.4 9.4

31.0 32.5 29.5 23.1 38.3 22.6 25.5 19.9 22.7 22.5 37.6 35.8 39.1 37.5 37.6 25.8 29.1 23.5 26.4 25.2

6.4 5.1 7.7 3.1 9.4 11.3 11.3 11.3 11.1 11.6 18.9 17.0 20.6 21.5 16.1 49.6 45.2 52.7 47.1 52.4

3.1 3.6 2.6 1.5 4.6 1.8 1.3 2.3 1.9 1.7 4.4 4.9 3.9 5.0 3.8 13.0 13.9 12.3 12.8 13.1

- - - - - 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 - - - - - 0.1 0.2 - 0.2 -

         

90.5 91.3 89.7 95.4 86.0 84.8 85.4 84.3 85.0 84.6 76.7 78.1 75.5 73.6 80.2 37.3 40.7 35.0 39.9 34.6

         

9.5 8.7 10.3 4.6 14.0 13.1 12.6 13.6 12.9 13.3 23.3 21.9 24.5 26.4 19.8 62.6 59.1 65.0 60.0 65.4

         

         

         

43.8 40.6 46.9 49.6 38.5 79.6 76.8 82.2 79.4 79.9 48.8 48.3 49.2 49.8 47.6 80.6 77.8 82.6 84.2 76.7

51.9 55.2 48.7 45.6 57.7 18.9 21.1 16.9 19.3 18.4 46.2 45.7 46.5 46.2 46.1 18.4 20.8 16.7 15.3 21.9

3.5 4.0 3.0 4.4 2.7 0.7 1.3 0.2 0.2 1.3 4.9 5.6 4.3 4.0 5.8 0.8 1.2 0.5 0.4 1.2

0.8 0.2 1.4 0.4 1.2 0.3 0.6 - 0.4 0.2 0.2 0.4 - - 0.4 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

- - - - - 0.5 0.2 0.8 0.8 0.2 - - - - - - - - - -

         

95.7 95.8 95.6 95.2 96.2 98.5 97.9 99.0 98.7 98.3 94.9 94.0 95.7 96.0 93.7 99.0 98.6 99.3 99.4 98.6

         

4.3 4.2 4.4 4.8 3.8 1.0 1.9 0.2 0.6 1.5 5.1 6.0 4.3 4.0 6.3 1.0 1.4 0.7 0.6 1.4

         

         

         

         

         



－264－ 

 
 

日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

問17（つづき） 

  ｈ リーダシップがとれる     

     

     １ 強く期待する 21.4 29.2 15.5 26.3 16.4 54.9 56.1 53.7 57.6 51.7

     ２ 少し期待する 49.8 47.9 51.1 49.8 49.7 40.7 39.7 41.7 38.9 42.9

     ３ あまり期待しない 26.9 21.5 31.0 22.4 31.5 4.2 4.0 4.4 3.5 4.9

     ４ まったく期待しない 1.9 1.4 2.3 1.6 2.2 0.1 - 0.2 - 0.2

     ５ ＮＡ 0.1 - 0.2 - 0.2 0.1 0.2 - - 0.2

     

       期待する（計） 71.2 77.2 66.6 76.1 66.1 95.6 95.8 95.4 96.5 94.6

     

       期待しない（計） 28.7 22.8 33.2 23.9 33.7 4.3 4.0 4.6 3.5 5.2

     

  ｉ 他人との競争に勝てる     

     １ 強く期待する 11.5 15.3 8.7 13.6 9.4 29.5 31.6 27.4 31.1 27.7

     ２ 少し期待する 46.9 48.9 45.4 48.8 44.9 56.9 54.0 59.8 56.2 57.7

     ３ あまり期待しない 36.1 31.5 39.7 31.9 40.5 12.7 13.2 12.1 12.2 13.3

     ４ まったく期待しない 5.1 4.3 5.7 5.3 5.0 0.5 0.8 0.2 0.2 0.9

     ５ ＮＡ 0.3 - 0.5 0.4 0.2 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4

     

       期待する（計） 58.4 64.2 54.1 62.5 54.3 86.4 85.6 87.3 87.3 85.4

     

       期待しない（計） 41.3 35.8 45.4 37.2 45.5 13.2 14.0 12.3 12.3 14.2

     

問18 〔カード16〕あなたは、     さんにどの学校まで行っ

て欲しいと思っていますか。     

     

     １ 中学校 0.1 0.2 - - 0.2 - - - - -

     ２ 高等学校 23.6 21.9 24.9 26.8 20.2 - - - - -

     ３ 専門学校 7.1 5.3 8.5 5.6 8.6 - - - - -

     ４ 高等専門学校（高専） 2.4 1.8 2.8 2.7 2.0 - - - - -

     ５ 短期大学 10.1 11.4 9.0 0.2 20.2 - - - - -

     ６ 大 学 44.7 45.7 44.0 51.6 37.7 - - - - -

     ７ 大学院 2.1 2.5 1.7 2.9 1.2 - - - - -

     ８ どれでもよい 10.0 11.2 9.0 10.1 9.8 - - - - -

     ９ ＮＡ - - - - - - - - - -

     

問19 〔カード17〕次にあげる生き方について、あなたが親として将

来     さんにして欲しいと期待しますか。それぞれにつ

いて、あなたがお子さんに期待する程度を、お答えください。     

     

  ａ 高い収入を得ること     

     

     １ 強く期待する 5.9 6.6 5.4 8.8 3.0 21.1 19.4 22.9 22.3 19.7

     ２ 少し期待する 44.0 44.3 43.8 52.7 35.1 66.8 67.8 65.8 67.2 66.3

     ３ あまり期待しない 43.9 41.6 45.7 35.6 52.5 11.3 11.9 10.7 9.9 12.9

     ４ まったく期待しない 6.1 7.5 5.0 2.9 9.4 0.3 0.6 - 0.2 0.4

     ５ ＮＡ - - - - - 0.5 0.4 0.6 0.4 0.6

     

       期待する（計） 50.0 50.9 49.2 61.5 38.1 87.9 87.2 88.7 89.5 86.1

     

       期待しない（計） 50.0 49.1 50.8 38.5 61.9 11.6 12.5 10.7 10.1 13.3

     



－265－ 

 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

38.9 39.0 38.8 45.6 32.7 65.6 61.5 69.3 64.4 67.0 33.6 39.5 28.4 33.7 33.4 21.7 20.6 22.6 21.6 21.9

44.5 45.1 44.0 40.4 48.3 28.6 32.2 25.3 28.1 29.1 43.0 39.1 46.4 43.7 42.2 48.0 47.8 48.1 46.0 50.1

14.3 13.7 14.9 12.1 16.3 4.1 5.2 3.1 5.1 3.0 20.9 18.9 22.6 20.3 21.5 28.5 30.0 27.4 30.5 26.2

2.3 2.2 2.4 1.9 2.7 0.3 0.4 0.2 0.4 0.2 2.6 2.6 2.6 2.3 2.9 1.9 1.7 2.0 1.9 1.8

- - - - - 1.4 0.6 2.1 2.1 0.6 - - - - - - - - - -

         

83.4 84.0 82.8 86.0 81.0 94.2 93.7 94.6 92.5 96.1 76.5 78.5 74.8 77.4 75.6 69.7 68.3 70.6 67.6 72.0

         

16.6 16.0 17.2 14.0 19.0 4.4 5.6 3.3 5.4 3.2 23.5 21.5 25.2 22.6 24.4 30.3 31.7 29.4 32.4 28.0

         

         

21.6 22.0 21.2 24.2 19.2 43.8 43.5 44.1 44.3 43.3 36.1 41.0 31.8 36.8 35.3 8.4 10.9 6.6 9.5 7.2

51.6 52.3 50.9 50.8 52.3 35.8 37.7 34.1 35.3 36.4 43.4 40.6 45.8 45.0 41.5 22.9 26.0 20.7 22.2 23.7

21.5 20.2 22.8 20.2 22.7 17.5 15.9 19.0 17.3 17.8 17.6 15.7 19.3 15.7 19.6 52.3 49.4 54.4 52.0 52.8

5.3 5.5 5.1 4.8 5.8 1.1 1.3 1.0 0.9 1.3 2.9 2.6 3.2 2.5 3.3 16.3 13.5 18.2 16.2 16.4

- - - - - 1.8 1.7 1.9 2.3 1.3 0.1 0.2 - - 0.2 0.1 0.2 - 0.2 -

         

73.2 74.3 72.1 75.0 71.5 79.6 81.2 78.2 79.5 79.7 79.4 81.5 77.6 81.8 76.8 31.3 36.9 27.4 31.7 30.9

         

26.8 25.7 27.9 25.0 28.5 18.6 17.2 19.9 18.2 19.1 20.5 18.2 22.4 18.2 23.0 68.6 62.9 72.6 68.2 69.1

         

         

         

         

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

         

         

         

         

         

         

         

36.8 33.9 39.6 39.4 34.4 44.0 42.3 45.6 45.0 42.8 54.5 55.6 53.6 55.0 54.1 21.4 20.8 21.9 22.9 19.8

42.3 43.8 40.8 40.2 44.2 39.2 39.7 38.7 38.5 40.0 42.5 41.4 43.4 42.0 43.0 31.5 31.2 31.7 31.7 31.3

14.2 13.5 14.9 12.5 15.8 14.6 15.3 14.0 13.9 15.4 2.7 2.6 2.8 2.9 2.5 41.0 41.1 41.0 39.5 42.7

6.7 8.7 4.8 7.9 5.6 1.7 2.1 1.3 2.3 1.1 0.3 0.4 0.2 0.2 0.4 5.9 6.6 5.5 5.8 6.1

- - - - - 0.5 0.6 0.4 0.4 0.6 - - - - - 0.1 0.2 - 0.2 -

         

79.1 77.8 80.4 79.6 78.7 83.2 82.0 84.3 83.5 82.9 97.0 97.0 97.0 96.9 97.1 52.9 52.0 53.6 54.6 51.1

         

20.9 22.2 19.6 20.4 21.3 16.3 17.4 15.3 16.1 16.5 3.0 3.0 3.0 3.1 2.9 47.0 47.8 46.4 45.3 48.9

         



－266－ 

 
 

日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

問19（つづき） 

  ｂ 有名になること 

    

     

     １ 強く期待する 1.0 1.1 0.9 1.0 1.0 11.5 11.9 11.1 12.3 10.5

     ２ 少し期待する 13.1 18.0 9.4 16.1 10.0 47.3 47.8 46.7 47.7 46.8

     ３ あまり期待しない 67.1 63.2 70.1 68.9 65.3 38.5 37.7 39.2 36.5 40.8

     ４ まったく期待しない 18.8 17.6 19.7 14.0 23.6 2.1 2.2 2.0 2.6 1.5

     ５ ＮＡ - - - - - 0.7 0.4 1.0 0.9 0.4

     

       期待する（計） 14.1 19.2 10.3 17.1 11.0 58.8 59.7 57.9 60.0 57.3

     

       期待しない（計） 85.9 80.8 89.7 82.9 89.0 40.5 39.9 41.2 39.0 42.3

     

  ｃ 高い地位につくこと     

     

     １ 強く期待する 1.6 2.5 0.9 2.3 0.8 15.6 14.8 16.3 17.9 12.9

     ２ 少し期待する 19.3 22.8 16.7 26.5 12.0 52.3 54.3 50.3 49.9 55.2

     ３ あまり期待しない 64.2 60.3 67.1 62.3 66.1 30.9 29.4 32.4 30.6 31.3

     ４ まったく期待しない 14.8 14.2 15.3 8.8 21.0 0.7 0.8 0.6 1.1 0.2

     ５ ＮＡ 0.1 0.2 - 0.2 - 0.5 0.6 0.4 0.6 0.4

     

       期待する（計） 20.9 25.3 17.6 28.8 12.8 67.9 69.2 66.6 67.8 68.0

     

       期待しない（計） 79.0 74.4 82.4 71.0 87.2 31.6 30.2 33.0 31.7 31.5

     

  ｄ 人のためにつくすこと     

     

     １ 強く期待する 28.5 30.8 26.8 29.0 28.1 49.7 51.4 47.9 49.0 50.4

     ２ 少し期待する 59.3 56.2 61.7 58.6 60.1 48.3 46.6 49.9 49.5 46.8

     ３ あまり期待しない 10.4 10.7 10.1 10.7 10.0 2.0 1.8 2.2 1.3 2.8

     ４ まったく期待しない 1.8 2.3 1.4 1.8 1.8 - - - - -

     ５ ＮＡ - - - - - 0.1 0.2 - 0.2 -

     

       期待する（計） 87.9 87.0 88.5 87.5 88.2 97.9 98.0 97.8 98.5 97.2

     

       期待しない（計） 12.1 13.0 11.5 12.5 11.8 2.0 1.8 2.2 1.3 2.8

     

  ｅ 幸せな家庭をきずくこと     

     

     １ 強く期待する 83.0 80.1 85.2 80.2 86.0 79.3 78.9 79.7 79.0 79.6

     ２ 少し期待する 15.3 18.5 12.9 17.5 13.0 20.5 21.1 19.9 20.8 20.2

     ３ あまり期待しない 1.1 0.9 1.2 1.6 0.6 0.2 - 0.4 0.2 0.2

     ４ まったく期待しない 0.5 0.5 0.5 0.6 0.4 - - - - -

     ５ ＮＡ 0.1 - 0.2 0.2 - - - - - -

     

       期待する（計） 98.3 98.6 98.1 97.7 99.0 99.8 100.0 99.6 99.8 99.8

     

       期待しない（計） 1.6 1.4 1.7 2.1 1.0 0.2 - 0.4 0.2 0.2

     

     

     

     

     



－267－ 

 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

21.2 21.2 21.2 25.0 17.7 6.3 5.6 6.9 6.4 6.2 6.7 7.5 6.0 7.1 6.3 3.1 4.0 2.5 4.3 1.8

42.0 43.8 40.2 41.0 42.9 8.6 9.4 7.9 7.9 9.4 24.3 24.0 24.5 26.1 22.3 7.0 7.8 6.5 7.3 6.7

24.5 22.2 26.7 21.9 26.9 46.4 48.1 44.8 46.7 46.0 38.8 38.6 38.9 36.8 40.9 48.9 49.6 48.4 49.9 47.9

12.3 12.7 11.9 12.1 12.5 37.4 35.6 39.1 37.7 37.0 30.3 29.8 30.7 30.1 30.5 40.9 38.5 42.6 38.5 43.6

- - - - - 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 - - - - - - - - - -

         

63.2 65.1 61.4 66.0 60.6 14.9 15.1 14.8 14.3 15.6 31.0 31.5 30.5 33.1 28.6 10.1 11.8 9.0 11.5 8.6

         

36.8 34.9 38.6 34.0 39.4 83.8 83.7 83.9 84.4 83.1 69.0 68.5 69.5 66.9 71.4 89.9 88.2 91.0 88.5 91.4

         

         

         

23.9 23.2 24.6 27.7 20.4 15.6 10.9 19.9 15.4 15.8 37.3 37.3 37.2 38.5 35.9 9.4 9.0 9.6 10.4 8.2

41.5 41.6 41.4 40.6 42.3 25.3 27.6 23.2 25.7 24.8 52.6 53.6 51.8 50.6 54.9 18.1 21.3 15.9 17.9 18.4

23.5 23.2 23.8 20.4 26.3 38.4 42.9 34.3 38.5 38.3 8.8 7.5 9.9 9.8 7.7 48.7 48.2 49.1 47.9 49.7

11.1 11.9 10.3 11.3 11.0 19.2 16.7 21.5 18.8 19.7 1.3 1.5 1.1 1.1 1.5 23.7 21.5 25.2 23.8 23.5

- - - - - 1.5 1.9 1.1 1.7 1.3 - - - - - 0.1 - 0.2 - 0.2

         

65.4 64.8 65.9 68.3 62.7 40.9 38.5 43.1 41.1 40.7 89.9 91.0 89.0 89.1 90.8 27.5 30.3 25.5 28.3 26.6

         

34.6 35.2 34.1 31.7 37.3 57.6 59.6 55.7 57.2 58.0 10.1 9.0 11.0 10.9 9.2 72.4 69.7 74.3 71.7 73.2

         

         

         

36.3 37.8 34.9 39.2 33.7 82.1 79.1 84.9 80.3 84.2 28.6 31.5 26.0 28.4 28.8 64.0 58.9 67.7 67.0 60.7

57.4 56.8 58.0 55.6 59.0 16.3 18.8 14.0 18.0 14.3 59.9 56.4 63.0 61.3 58.5 29.6 32.9 27.4 28.3 31.1

5.3 4.8 5.7 4.2 6.3 0.8 1.0 0.6 0.9 0.6 10.4 10.7 10.1 9.2 11.7 5.5 7.1 4.3 4.3 6.7

1.0 0.6 1.4 1.0 1.0 0.2 0.2 0.2 0.4 - 1.1 1.3 0.9 1.1 1.0 0.8 1.2 0.5 0.4 1.2

- - - - - 0.6 0.8 0.4 0.4 0.9 - - - - - 0.1 - 0.2 - 0.2

         

93.7 94.5 92.9 94.8 92.7 98.4 97.9 98.9 98.3 98.5 88.5 88.0 89.0 89.7 87.3 93.7 91.7 95.0 95.3 91.8

         

6.3 5.5 7.1 5.2 7.3 1.0 1.3 0.8 1.3 0.6 11.5 12.0 11.0 10.3 12.7 6.2 8.3 4.8 4.7 8.0

         

         

         

69.6 67.3 71.9 72.1 67.3 93.9 93.5 94.3 93.1 94.9 92.5 91.8 93.1 91.6 93.5 84.7 79.9 88.1 87.0 82.2

27.2 30.7 23.8 25.4 28.8 4.9 5.0 4.8 5.6 4.1 6.7 6.7 6.7 7.3 6.1 13.6 18.2 10.4 11.9 15.5

2.6 1.6 3.6 2.3 2.9 0.5 - 1.0 0.8 0.2 0.7 1.3 0.2 1.0 0.4 1.4 1.7 1.2 1.1 1.6

0.6 0.4 0.8 0.2 1.0 0.2 0.4 - 0.2 0.2 0.1 0.2 - 0.2 - 0.1 0.2 - - 0.2

- - - - - 0.5 1.0 - 0.4 0.6 - - - - - 0.2 - 0.3 - 0.4

         

96.8 98.0 95.6 97.5 96.2 98.8 98.5 99.0 98.7 98.9 99.2 98.5 99.8 98.9 99.6 98.3 98.1 98.5 98.9 97.8

         

3.2 2.0 4.4 2.5 3.8 0.7 0.4 1.0 0.9 0.4 0.8 1.5 0.2 1.1 0.4 1.5 1.9 1.2 1.1 1.8
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問19（つづき） 

  ｆ 仕事よりも趣味・余暇を楽しむこと 

    

     

     １ 強く期待する 11.5 13.5 10.1 10.9 12.2 28.8 31.4 26.2 27.6 30.3

     ２ 少し期待する 49.4 52.3 47.1 45.9 52.9 61.9 58.7 65.2 61.5 62.4

     ３ あまり期待しない 35.3 30.4 39.1 39.1 31.5 8.9 9.7 8.2 10.7 6.9

     ４ まったく期待しない 3.8 3.9 3.7 4.1 3.4 - - - - -

     ５ ＮＡ - - - - - 0.3 0.2 0.4 0.2 0.4

     

       期待する（計） 60.9 65.8 57.2 56.8 65.1 90.8 90.1 91.5 89.1 92.7

     

       期待しない（計） 39.1 34.2 42.8 43.2 34.9 8.9 9.7 8.2 10.7 6.9

     

問20 〔カード18〕次にあげる生活のうち、あなたが親として将来

      さんにして欲しくないと思うものはどれでしょ

うか。いくつでもお答えください。(Ｍ.Ａ.) 

    

     

     １ 一生独身でいる 69.9 73.7 67.0 67.5 72.3 90.5 92.5 88.5 91.9 88.8

     ２ 婚姻届けをしないで男女が一緒に暮らす 45.9 48.6 43.8 40.7 51.3 91.8 92.5 91.1 90.6 93.1

     ３ 仕事の関係で夫婦が別居する 47.7 51.1 45.0 43.2 52.3 75.1 74.3 75.9 76.4 73.6

     ４ 子どもを持たない 60.5 59.6 61.2 56.6 64.5 87.1 88.3 85.9 88.6 85.4

     ５ 養子など血縁関係のない子どもを育てる 26.0 29.7 23.1 22.6 29.5 64.6 67.2 62.0 63.7 65.7

     ６ 同性愛カップルで共同生活をする 76.0 79.5 73.4 77.2 74.7 96.5 96.6 96.4 97.1 95.9

     ７ 自分と     さん夫婦が一緒に暮らす 14.6 13.7 15.3 14.0 15.2 41.8 39.1 44.5 38.9 45.3

     ８      さんが配偶者の親と一緒に暮す 14.8 13.7 15.7 13.6 16.0 43.4 41.1 45.7 42.7 44.2

     ９ 子どもがいて離婚する 69.0 70.5 67.8 69.8 68.1 92.9 93.9 91.8 92.8 92.9

     10 子どもを連れて再婚する 33.1 34.7 31.8 32.5 33.7 79.1 81.0 77.1 79.0 79.2

     11 未婚で子どもを持つ 62.3 59.6 64.3 56.6 68.1 93.5 93.5 93.4 92.8 94.2

     12 １つもない 5.0 3.7 6.1 5.1 5.0 - - - - -

     13 ＮＡ 0.2 0.2 0.2 0.4 - 0.5 0.6 0.4 0.6 0.4

       回答計 525.0 538.4 514.8 499.8 550.9 856.8 860.7 852.9 855.1 858.8

     

問21 〔カード19〕あなたは、     さんのこれまでの成長に

ついて、どの程度満足していますか。 

    

     

     １ 満 足 58.5 60.7 56.9 56.4 60.7 74.0 77.7 70.4 72.6 75.8

     ２ やや満足 38.6 37.4 39.5 39.5 37.7 21.1 19.4 22.9 22.1 20.0

     ３ やや不満 2.6 1.6 3.3 3.5 1.6 4.3 2.6 6.0 4.8 3.6

     ４ 不 満 0.3 0.2 0.3 0.6 - 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4

     ５ ＮＡ - - - - - 0.2 - 0.4 0.2 0.2

     

       満 足 （計） 97.1 98.2 96.3 95.9 98.4 95.1 97.0 93.2 94.7 95.7

     

       不 満 （計） 2.9 1.8 3.7 4.1 1.6 4.7 3.0 6.4 5.2 4.1
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13.6 14.3 12.9 14.6 12.7 12.4 12.8 12.1 13.1 11.6 12.9 13.9 12.0 11.7 14.2 44.1 40.2 46.8 42.8 45.4

52.1 52.9 51.3 55.2 49.2 33.1 32.8 33.3 31.3 35.1 36.1 37.8 34.6 34.1 38.2 26.3 30.3 23.5 25.9 26.8

22.2 19.8 24.6 17.9 26.2 35.0 37.9 32.4 34.9 35.1 36.7 34.1 38.9 37.9 35.3 23.9 23.9 23.9 25.1 22.5

12.1 12.9 11.3 12.3 11.9 15.7 13.2 18.0 17.6 13.5 13.6 12.9 14.2 15.5 11.5 5.4 5.4 5.3 5.6 5.1

- - - - - 3.8 3.3 4.2 3.0 4.7 0.8 1.3 0.4 0.8 0.8 0.4 0.2 0.5 0.6 0.2

         

65.7 67.3 64.2 69.8 61.9 45.5 45.6 45.4 44.5 46.7 49.0 51.7 46.5 45.8 52.4 70.4 70.4 70.3 68.7 72.2

         

34.3 32.7 35.8 30.2 38.1 50.7 51.0 50.4 52.5 48.6 50.2 47.0 53.1 53.4 46.8 29.2 29.3 29.2 30.7 27.6

         

         

         

         

         

77.4 76.0 78.8 79.0 76.0 65.5 65.3 65.7 65.3 65.7 53.9 52.6 55.1 54.0 53.9 86.1 85.6 86.4 86.0 86.1

70.9 68.5 73.3 62.5 78.7 45.4 43.9 46.7 44.3 46.7 6.6 6.0 7.1 5.7 7.5 7.0 8.3 6.1 7.3 6.7

66.1 62.0 70.1 63.3 68.7 60.8 60.7 60.9 60.4 61.2 22.2 22.7 21.7 22.4 21.9 35.9 36.9 35.2 36.5 35.2

69.2 64.6 73.7 67.3 71.0 57.9 57.1 58.6 57.2 58.7 53.4 48.7 57.6 51.1 55.9 67.3 67.6 67.0 67.2 67.3

69.5 65.5 73.5 68.5 70.4 6.2 7.5 5.0 5.8 6.6 4.6 5.2 4.1 4.2 5.0 3.4 5.2 2.2 3.0 3.9

87.8 84.6 90.9 88.8 86.9 65.2 65.3 65.1 66.6 63.6 36.5 39.9 33.5 38.3 34.4 32.2 40.4 26.4 35.6 28.4

23.0 21.2 24.8 24.8 21.3 49.6 50.2 49.0 48.6 50.7 41.8 39.5 43.7 41.4 42.2 74.2 73.5 74.6 74.5 73.8

35.4 35.2 35.6 36.5 34.4 50.4 49.6 51.1 50.5 50.3 42.7 40.1 44.9 41.0 44.5 68.9 67.6 69.8 68.5 69.3

74.7 71.7 77.6 73.8 75.6 61.2 61.3 61.1 61.0 61.5 27.1 26.0 28.0 25.5 28.8 51.1 57.2 46.8 52.5 49.5

63.5 59.4 67.5 60.2 66.5 22.7 24.7 20.9 22.3 23.1 4.4 3.9 4.9 3.4 5.4 15.3 20.3 11.8 14.3 16.4

66.0 64.0 67.9 59.2 72.3 61.6 61.3 61.9 57.8 66.0 5.1 4.1 6.0 3.8 6.5 17.6 22.2 14.4 20.3 14.7

3.9 5.9 2.0 4.0 3.8 10.5 10.7 10.3 10.1 10.9 17.1 17.8 16.4 17.0 17.1 3.6 3.8 3.5 4.3 2.9

- - - - - 2.0 2.1 1.9 1.7 2.4 - - - - - - - - - -

707.4 678.6 735.6 687.7 725.6 559.0 559.6 558.4 551.6 567.5 315.3 306.4 323.0 308.0 323.2 462.5 488.7 444.1 470.0 454.2

         

         

         

         

82.4 81.6 83.2 81.3 83.5 89.6 91.8 87.5 87.6 91.9 74.5 76.8 72.5 70.7 78.7 89.1 87.9 89.9 86.0 92.4

12.9 14.3 11.5 13.8 12.1 8.9 6.9 10.7 10.5 7.1 24.5 23.0 25.8 28.4 20.3 10.6 11.8 9.8 13.4 7.6

4.2 3.8 4.6 4.4 4.0 1.3 1.0 1.5 1.5 1.1 0.8 0.2 1.3 1.0 0.6 0.2 0.2 0.2 0.4 -

0.5 0.2 0.8 0.6 0.4 0.1 0.2 - 0.2 - - - - - - - - - - -

- - - - - 0.1 - 0.2 0.2 - 0.2 - 0.4 - 0.4 0.1 - 0.2 0.2 -

         

95.3 96.0 94.7 95.0 95.6 98.5 98.7 98.3 98.1 98.9 99.0 99.8 98.3 99.0 99.0 99.7 99.8 99.7 99.4 100.0

         

4.7 4.0 5.3 5.0 4.4 1.4 1.3 1.5 1.7 1.1 0.8 0.2 1.3 1.0 0.6 0.2 0.2 0.2 0.4 -
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問22 あなたは理想としては、何人のお子さんを持ちたいと思いま

すか。     

     

     １ １人だけ 4.2 4.6 4.0 3.3 5.2 8.1 7.3 8.9 7.7 8.6

     ２ ２ 人 46.9 49.5 44.9 46.3 47.5 50.2 52.8 47.7 51.4 48.9

     ３ ３ 人 41.5 39.5 43.0 42.4 40.5 30.7 30.6 30.8 31.7 29.6

     ４ ４ 人 5.3 4.6 5.9 5.4 5.2 8.2 5.9 10.5 6.6 10.1

     ５ ５人以上 1.8 1.8 1.7 1.9 1.6 2.5 3.4 1.6 2.4 2.6

     ６ ＮＡ 0.3 - 0.5 0.6 - 0.2 - 0.4 0.2 0.2

       平均 2.53 2.50 2.56 2.56 2.51 2.47 2.45 2.48 2.44 2.49

     

     

問23 〔カード20〕あなたは、子育てに関する次のような表現を、

どのように思いますか。それぞれについて、お答えください。     

     

  ａ 子どもを育てるのは楽しい     

     

     １ とてもそう思う 46.0 44.7 47.0 45.3 46.7 58.9 66.6 51.1 57.3 60.7

     ２ ややそう思う 44.8 44.7 44.9 44.7 44.9 38.9 32.2 45.5 40.0 37.6

     ３ あまりそう思わない 8.4 10.0 7.1 9.1 7.6 2.2 1.0 3.4 2.6 1.7

     ４ 全くそう思わない 0.7 0.5 0.9 0.8 0.6 0.1 0.2 - 0.2 -

     ５ ＮＡ 0.1 - 0.2 - 0.2 - - - - -

     

       そう思う（計） 90.8 89.5 91.8 90.1 91.6 97.7 98.8 96.6 97.2 98.3

     

       そう思わない（計） 9.1 10.5 8.0 9.9 8.2 2.3 1.2 3.4 2.8 1.7

     

  ｂ 子どもは家族の結びつきを強める     

     

     １ とてもそう思う 74.0 72.8 75.0 72.0 76.2 82.1 83.4 80.7 82.1 82.0

     ２ ややそう思う 24.1 25.6 23.0 25.1 23.0 17.6 16.0 19.3 17.7 17.6

     ３ あまりそう思わない 1.5 1.4 1.6 2.3 0.6 0.3 0.6 - 0.2 0.4

     ４ 全くそう思わない 0.3 0.2 0.3 0.4 0.2 - - - - -

     ５ ＮＡ 0.1 - 0.2 0.2 - - - - - -

     

       そう思う（計） 98.1 98.4 97.9 97.1 99.2 99.7 99.4 100.0 99.8 99.6

     

       そう思わない（計） 1.8 1.6 1.9 2.7 0.8 0.3 0.6 - 0.2 0.4

     

  ｃ 子どもを育てるにはお金がかかる      

     

     １ とてもそう思う 63.0 57.3 67.3 64.6 61.3 79.0 76.9 81.1 80.3 77.5

     ２ ややそう思う 30.6 33.3 28.5 28.4 32.9 19.0 20.8 17.3 17.9 20.4

     ３ あまりそう思わない 6.2 9.1 4.0 6.8 5.6 1.9 2.2 1.6 1.8 1.9

     ４ 全くそう思わない 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.2 - - 0.2

     ５ ＮＡ - - - - - - - - - -

     

       そう思う（計） 93.6 90.6 95.8 93.0 94.2 98.0 97.6 98.4 98.2 97.9

     

       そう思わない（計） 6.4 9.4 4.2 7.0 5.8 2.0 2.4 1.6 1.8 2.1
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13.8 9.7 17.8 12.1 15.4 10.6 10.9 10.3 11.1 10.1 9.8 10.7 9.0 12.3 7.1 4.0 3.5 4.3 3.4 4.7

58.8 59.0 58.6 60.6 57.1 41.0 43.9 38.3 41.7 40.3 41.6 44.8 38.7 39.1 44.3 46.6 50.8 43.6 46.9 46.2

20.9 23.6 18.2 21.7 20.2 25.2 23.6 26.6 23.8 26.8 28.9 27.0 30.5 28.0 29.9 35.0 30.7 38.0 34.3 35.8

3.6 4.6 2.6 3.3 3.8 10.3 9.0 11.5 9.0 11.8 11.9 11.2 12.5 12.1 11.7 9.5 9.0 9.8 10.2 8.6

2.9 3.0 2.8 2.3 3.5 9.2 9.0 9.4 9.4 9.0 6.5 4.7 8.0 7.5 5.4 4.7 5.4 4.1 4.8 4.5

- - - - - 3.7 3.6 3.8 5.1 2.1 1.4 1.5 1.3 1.1 1.7 0.3 0.5 0.2 0.4 0.2

2.23 2.32 2.14 2.23 2.23 2.65 2.60 2.70 2.62 2.69 2.63 2.54 2.72 2.63 2.63 2.64 2.62 2.66 2.66 2.62

         

         

         

         

         

         

         

21.4 22.2 20.6 19.2 23.5 66.6 64.9 68.2 65.5 67.9 60.0 57.7 62.1 58.4 61.8 58.2 60.0 56.9 56.4 60.1

35.2 38.6 31.9 35.6 34.8 31.1 33.1 29.3 31.1 31.0 36.6 38.8 34.6 38.5 34.4 37.8 35.9 39.1 39.7 35.8

28.5 26.7 30.3 31.0 26.2 1.9 1.5 2.3 2.8 0.9 3.2 3.0 3.4 3.1 3.3 3.2 3.3 3.2 3.7 2.7

14.9 12.5 17.2 14.2 15.6 0.3 0.4 0.2 0.4 0.2 0.1 0.2 - - 0.2 0.7 0.7 0.7 0.2 1.2

- - - - - 0.1 0.2 - 0.2 - 0.1 0.2 - - 0.2 0.1 - 0.2 - 0.2

         

56.6 60.8 52.5 54.8 58.3 97.7 97.9 97.5 96.6 98.9 96.6 96.6 96.6 96.9 96.2 96.0 96.0 96.0 96.1 95.9

         

43.4 39.2 47.5 45.2 41.7 2.2 1.9 2.5 3.2 1.1 3.3 3.2 3.4 3.1 3.5 3.9 4.0 3.8 3.9 3.9

         

         

         

83.7 80.6 86.7 81.9 85.4 81.5 79.5 83.3 81.8 81.2 55.7 56.7 55.0 54.8 56.8 79.5 81.8 77.9 78.0 81.2

15.0 18.2 11.9 16.9 13.3 15.3 16.9 13.8 14.6 16.1 33.6 34.5 32.7 35.1 31.9 15.9 13.9 17.2 17.1 14.5

1.1 1.0 1.2 1.0 1.2 2.3 2.7 1.9 2.4 2.1 7.7 6.0 9.2 6.9 8.6 2.9 2.6 3.2 3.4 2.5

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.4 0.2 0.6 0.8 - 2.9 2.6 3.2 3.3 2.5 1.6 1.7 1.5 1.3 1.8

- - - - - 0.5 0.6 0.4 0.4 0.6 0.1 0.2 - - 0.2 0.1 - 0.2 0.2 -

         

98.7 98.8 98.6 98.8 98.7 96.8 96.4 97.1 96.4 97.2 89.3 91.2 87.7 89.8 88.7 95.4 95.7 95.2 95.2 95.7

         

1.3 1.2 1.4 1.3 1.3 2.7 2.9 2.5 3.2 2.1 10.6 8.6 12.3 10.2 11.1 4.5 4.3 4.6 4.7 4.3

         

         

         

60.9 53.3 68.3 61.9 60.0 93.9 93.9 93.9 94.7 92.9 45.7 43.3 47.7 46.4 44.9 49.3 50.1 48.8 45.6 53.4

26.6 31.3 22.0 26.9 26.3 5.1 5.0 5.2 4.5 5.8 40.4 42.7 38.3 40.2 40.5 18.1 19.9 16.9 19.0 17.2

11.4 13.3 9.5 10.6 12.1 0.7 0.6 0.8 0.8 0.6 11.2 10.3 12.0 9.8 12.7 12.0 11.6 12.3 13.8 10.0

1.1 2.0 0.2 0.6 1.5 0.1 - 0.2 - 0.2 2.7 3.4 2.1 3.6 1.7 20.1 17.7 21.7 21.2 18.8

- - - - - 0.2 0.4 - - 0.4 0.1 0.2 - - 0.2 0.5 0.7 0.3 0.4 0.6

         

87.5 84.6 90.3 88.8 86.3 99.0 99.0 99.0 99.2 98.7 86.0 86.1 86.0 86.6 85.4 67.4 70.0 65.7 64.6 70.6

         

12.5 15.4 9.7 11.3 13.7 0.8 0.6 1.0 0.8 0.9 13.9 13.7 14.0 13.4 14.4 32.1 29.3 34.0 35.0 28.8
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問23（つづき） 

  ｄ 子どもは老後の精神的な支えになる     

     

     １ とてもそう思う 41.0 38.4 43.0 38.7 43.3 34.2 33.2 35.2 33.1 35.4

     ２ ややそう思う 37.8 36.5 38.8 37.5 38.1 46.3 42.9 49.7 46.4 46.1

     ３ あまりそう思わない 19.2 21.7 17.2 21.4 16.8 17.5 20.8 14.3 18.6 16.3

     ４ 全くそう思わない 2.1 3.4 1.0 2.3 1.8 1.4 2.4 0.4 1.7 1.1

     ５ ＮＡ - - - - - 0.6 0.8 0.4 0.2 1.1

     

       そう思う（計） 78.8 74.9 81.7 76.3 81.4 80.5 76.1 84.9 79.6 81.5

     

       そう思わない（計） 21.2 25.1 18.3 23.7 18.6 18.9 23.1 14.7 20.3 17.4

     

  ｅ 子どもは老後の経済的な支えになる     

     

     １ とてもそう思う 6.1 6.6 5.7 5.4 6.8 7.8 8.9 6.8 7.0 8.8

     ２ ややそう思う 20.5 19.6 21.2 20.8 20.2 31.5 26.9 36.2 35.2 27.3

     ３ あまりそう思わない 59.7 59.6 59.8 60.1 59.3 49.8 53.6 45.9 47.0 53.0

     ４ 全くそう思わない 13.5 14.2 13.0 13.4 13.6 10.3 9.7 10.9 10.9 9.7

     ５ ＮＡ 0.1 - 0.2 0.2 - 0.6 1.0 0.2 - 1.3

     

       そう思う（計） 26.7 26.3 27.0 26.3 27.1 39.3 35.8 42.9 42.2 36.1

     

       そう思わない（計） 73.2 73.7 72.9 73.5 72.9 60.1 63.2 56.9 57.8 62.7

     

問24 〔カード21〕あなたは、次のような意見についてどのように

思いますか。     

     

  ａ 愛情があれば、子どもを叩
たた

いてもよいと思う     

     

     １ そう思う 29.7 33.8 26.6 32.1 27.3 52.6 49.4 55.9 55.4 49.4

     ２ ややそう思う 42.9 39.7 45.4 44.4 41.5 41.2 44.1 38.4 39.4 43.3

     ３ あまりそう思わない 21.9 21.0 22.6 19.5 24.4 4.8 5.3 4.2 4.4 5.2

     ４ 全くそう思わない 5.3 5.5 5.2 4.1 6.6 1.4 1.2 1.6 0.7 2.1

     ５ ＮＡ 0.1 - 0.2 - 0.2 - - - - -

     

       そう思う（計） 72.7 73.5 72.0 76.5 68.7 93.9 93.5 94.2 94.8 92.7

     

       そう思わない（計） 27.2 26.5 27.8 23.5 31.1 6.1 6.5 5.8 5.2 7.3

     

  ｂ 子どものわがままは、許される     

     

     １ そう思う 2.2 2.7 1.7 1.8 2.6 9.2 9.7 8.7 8.7 9.9

     ２ ややそう思う 26.0 26.7 25.4 26.5 25.5 12.5 11.5 13.5 13.4 11.4

     ３ あまりそう思わない 52.9 50.7 54.6 55.1 50.7 34.6 35.0 34.2 30.8 39.1

     ４ 全くそう思わない 19.0 19.9 18.3 16.7 21.2 43.7 43.9 43.5 47.1 39.7

     ５ ＮＡ - - - - - - - - - -

     

       そう思う（計） 28.1 29.5 27.1 28.2 28.1 21.7 21.1 22.3 22.1 21.2

     

       そう思わない（計） 71.9 70.5 72.9 71.8 71.9 78.3 78.9 77.7 77.9 78.8
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タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

81.7 76.2 87.1 81.7 81.7 60.1 57.1 62.8 59.7 60.6 34.7 33.7 35.5 34.3 35.1 64.0 62.4 65.2 63.5 64.6

16.2 21.4 11.1 16.0 16.3 30.8 31.6 30.1 30.4 31.3 50.5 50.2 50.8 52.5 48.4 27.1 28.6 26.0 26.1 28.2

1.9 2.2 1.6 2.1 1.7 5.5 6.9 4.2 5.8 5.1 11.7 13.3 10.3 11.1 12.3 6.6 5.9 7.1 8.0 5.1

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 1.2 1.5 1.0 1.5 0.9 2.8 2.4 3.2 1.9 3.8 2.2 3.1 1.7 2.4 2.0

- - - - - 2.4 2.9 1.9 2.6 2.1 0.3 0.4 0.2 0.2 0.4 - - - - -

         

97.9 97.6 98.2 97.7 98.1 90.9 88.7 92.9 90.1 91.9 85.2 83.9 86.4 86.8 83.5 91.1 91.0 91.2 89.6 92.8

         

2.1 2.4 1.8 2.3 1.9 6.7 8.4 5.2 7.3 6.0 14.5 15.7 13.5 13.0 16.1 8.9 9.0 8.8 10.4 7.2

         

         

         

53.4 51.9 54.9 55.0 51.9 21.6 19.5 23.6 23.1 19.9 8.8 7.7 9.7 9.2 8.4 6.5 7.3 6.0 6.9 6.1

27.8 31.7 24.0 25.6 29.8 28.8 28.0 29.5 30.4 27.0 25.5 27.0 24.1 23.2 28.0 15.4 15.8 15.1 18.2 12.3

15.4 13.1 17.6 15.6 15.2 33.7 35.1 32.4 32.1 35.5 39.6 38.6 40.4 43.9 34.9 28.3 31.2 26.2 27.2 29.4

3.4 3.2 3.6 3.8 3.1 10.8 11.5 10.2 9.6 12.2 25.9 26.2 25.6 23.6 28.4 49.8 45.6 52.7 47.7 52.1

- - - - - 5.1 5.9 4.4 4.9 5.4 0.3 0.4 0.2 0.2 0.4 - - - - -

         

81.2 83.6 78.8 80.6 81.7 50.4 47.5 53.1 53.5 46.9 34.3 34.8 33.8 32.4 36.3 21.9 23.2 21.1 25.1 18.4

         

18.8 16.4 21.2 19.4 18.3 44.5 46.7 42.5 41.7 47.8 65.4 64.8 66.0 67.4 63.3 78.1 76.8 78.9 74.9 81.6

         

         

         

         

         

         

68.6 66.1 71.1 69.4 67.9 11.3 10.5 12.1 11.8 10.7 6.0 6.4 5.6 7.5 4.4 1.3 1.2 1.3 1.5 1.0

24.2 24.8 23.6 24.2 24.2 19.8 20.5 19.2 20.6 18.8 22.5 22.7 22.2 23.2 21.7 2.0 2.6 1.7 2.0 2.0

5.2 6.1 4.4 5.0 5.4 22.3 23.8 20.9 22.1 22.5 33.8 31.1 36.1 33.7 33.8 3.1 4.3 2.3 3.2 3.1

2.0 3.0 1.0 1.5 2.5 44.9 43.9 45.8 44.1 45.8 37.8 39.7 36.1 35.6 40.1 93.6 92.0 94.7 93.3 93.9

- - - - - 1.7 1.3 2.1 1.3 2.1 - - - - - - - - - -

         

92.8 90.9 94.7 93.5 92.1 31.1 31.0 31.2 32.5 29.6 28.5 29.2 27.9 30.7 26.1 3.3 3.8 3.0 3.5 3.1

         

7.2 9.1 5.3 6.5 7.9 67.2 67.8 66.7 66.2 68.3 71.5 70.8 72.1 69.3 73.9 96.7 96.2 97.0 96.5 96.9

         

         

         

9.2 9.1 9.3 9.2 9.2 22.0 20.9 23.0 24.2 19.5 3.7 3.2 4.1 3.6 3.8 48.6 49.2 48.3 48.0 49.3

21.7 21.8 21.6 22.5 21.0 34.0 37.4 30.8 31.1 37.3 27.6 28.5 26.7 27.0 28.2 35.5 33.6 36.8 36.5 34.4

36.6 37.0 36.2 35.8 37.3 22.4 23.4 21.5 21.6 23.3 36.5 35.8 37.0 36.4 36.5 11.1 11.8 10.6 10.4 11.9

32.5 32.1 32.9 32.5 32.5 18.2 15.7 20.5 19.1 17.1 32.3 32.4 32.1 33.0 31.5 4.6 5.0 4.3 4.8 4.3

- - - - - 3.4 2.5 4.2 3.9 2.8 - - - - - 0.2 0.5 - 0.2 0.2

         

30.9 30.9 30.9 31.7 30.2 56.0 58.4 53.8 55.3 56.7 31.3 31.8 30.8 30.7 31.9 84.1 82.7 85.1 84.5 83.6

         

69.1 69.1 69.1 68.3 69.8 40.6 39.1 42.0 40.7 40.5 68.7 68.2 69.2 69.3 68.1 15.7 16.8 14.9 15.3 16.2
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日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

問24（つづき） 

  ｃ 小学校の先生も、子どもをしつけてほしい     

     

     １ そう思う 32.9 37.7 29.2 32.7 33.1 79.6 78.9 80.3 82.5 76.2

     ２ ややそう思う 45.8 40.9 49.6 45.5 46.1 19.9 20.8 19.1 16.8 23.6

     ３ あまりそう思わない 19.1 19.9 18.4 20.2 17.8 0.4 0.2 0.6 0.6 0.2

     ４ 全くそう思わない 2.3 1.6 2.8 1.6 3.0 - - - - -

     ５ ＮＡ - - - - - 0.1 0.2 - 0.2 -

     

       そう思う（計） 78.7 78.5 78.8 78.2 79.2 99.5 99.6 99.4 99.3 99.8

     

       そう思わない（計） 21.3 21.5 21.2 21.8 20.8 0.4 0.2 0.6 0.6 0.2

     

  ｄ ５歳以下の子どもを一人にして出かけてはいけない     

     

     １ そう思う 67.0 67.1 67.0 65.0 69.1 72.6 73.9 71.4 73.3 71.9

     ２ ややそう思う 24.1 22.6 25.2 26.1 22.0 20.5 19.6 21.5 19.3 21.9

     ３ あまりそう思わない 7.7 8.7 7.0 7.8 7.6 4.4 4.3 4.4 4.8 3.9

     ４ 全くそう思わない 1.2 1.6 0.9 1.2 1.2 2.5 2.2 2.8 2.6 2.4

     ５ ＮＡ - - - - - - - - - -

     

       そう思う（計） 91.1 89.7 92.2 91.1 91.2 93.2 93.5 92.8 92.6 93.8

     

       そう思わない（計） 8.9 10.3 7.8 8.9 8.8 6.8 6.5 7.2 7.4 6.2

     

  ｅ 近所で悪いことをしている子どもを見つけたら他人の子

どもでも叱るのがよい     

     

     １ そう思う 53.7 54.6 53.0 52.9 54.5 57.0 57.3 56.7 58.7 54.9

     ２ ややそう思う 39.2 38.6 39.7 39.5 38.9 39.2 38.7 39.8 38.3 40.3

     ３ あまりそう思わない 6.4 6.6 6.3 7.4 5.4 3.5 3.4 3.6 2.8 4.3

     ４ 全くそう思わない 0.5 0.2 0.7 - 1.0 0.2 0.4 - 0.2 0.2

     ５ ＮＡ 0.2 - 0.3 0.2 0.2 0.1 0.2 - - 0.2

     

       そう思う（計） 92.9 93.2 92.7 92.4 93.4 96.2 96.0 96.4 97.1 95.3

     

       そう思わない（計） 6.9 6.8 7.0 7.4 6.4 3.7 3.8 3.6 2.9 4.5

     

     

問25ａ 〔カード22〕子育てと職業のバランスについて、あなた自

身はどのようにしたいと思いますか。職業についていない方

もお答えください。      

     

     １ 子育てよりも職業を優先したい 13.9 28.8 2.6 13.6 14.2 14.2 25.5 2.8 13.4 15.0

     ２ 両方とも同じくらい関わりたい 51.1 64.4 41.0 54.7 47.5 37.6 49.2 25.8 36.5 38.8

     ３ 職業より子育てを優先したい 34.8 6.6 56.3 31.5 38.3 47.2 24.5 70.0 49.0 45.1

     ４ ＮＡ 0.1 0.2 - 0.2 - 1.1 0.8 1.4 1.1 1.1
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タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

73.5 69.5 77.4 75.0 72.1 38.1 36.2 39.8 37.1 39.2 21.7 21.2 22.1 21.8 21.5 61.8 64.5 59.9 64.4 58.9

25.4 28.7 22.2 23.5 27.1 36.3 37.4 35.2 38.1 34.3 47.0 45.9 47.9 48.1 45.7 28.1 23.6 31.2 26.4 29.9

0.7 1.2 0.2 0.8 0.6 14.6 15.9 13.4 13.9 15.4 18.7 20.6 17.0 18.0 19.4 5.5 5.2 5.6 4.8 6.1

0.4 0.6 0.2 0.6 0.2 9.1 9.4 8.8 9.2 9.0 12.7 12.2 13.1 12.1 13.4 4.7 6.6 3.3 4.3 5.1

- - - - - 1.9 1.0 2.7 1.7 2.1 - - - - - - - - - -

         

98.9 98.2 99.6 98.5 99.2 74.4 73.6 75.1 75.2 73.4 68.6 67.2 69.9 69.9 67.2 89.9 88.2 91.0 90.9 88.8

         

1.1 1.8 0.4 1.5 0.8 23.7 25.3 22.2 23.1 24.4 31.4 32.8 30.1 30.1 32.8 10.1 11.8 9.0 9.1 11.2

         

         

         

83.6 81.8 85.3 82.7 84.4 96.7 97.5 96.0 95.9 97.6 81.6 81.3 81.9 78.7 84.8 93.8 93.6 93.9 93.5 94.1

13.1 15.6 10.7 12.9 13.3 1.7 1.5 1.9 2.3 1.1 14.6 14.2 15.0 17.0 11.9 4.3 4.3 4.3 3.9 4.7

1.3 0.8 1.8 1.7 1.0 0.3 0.4 0.2 0.4 0.2 2.5 3.0 2.1 3.8 1.0 0.7 0.9 0.5 1.1 0.2

2.0 1.8 2.2 2.7 1.3 0.8 0.4 1.1 0.9 0.6 1.3 1.5 1.1 0.4 2.3 1.3 1.2 1.3 1.5 1.0

- - - - - 0.5 0.2 0.8 0.6 0.4 - - - - - - - - - -

         

96.7 97.4 96.0 95.6 97.7 98.4 99.0 97.9 98.1 98.7 96.2 95.5 96.8 95.8 96.7 98.1 97.9 98.2 97.4 98.8

         

3.3 2.6 4.0 4.4 2.3 1.1 0.8 1.3 1.3 0.9 3.8 4.5 3.2 4.2 3.3 1.9 2.1 1.8 2.6 1.2

         

         

         

         

49.5 52.1 46.9 52.3 46.9 23.8 20.7 26.6 23.8 23.8 37.9 37.3 38.3 36.8 39.0 78.8 76.8 80.3 79.7 77.9

33.9 34.9 32.9 31.9 35.8 36.8 40.0 33.9 35.3 38.5 42.8 43.8 41.9 44.8 40.5 17.6 17.7 17.6 17.1 18.2

10.7 9.1 12.3 10.6 10.8 21.0 21.8 20.3 21.4 20.6 14.9 14.4 15.3 15.1 14.6 2.6 4.3 1.5 2.2 3.1

5.9 3.8 7.9 5.2 6.5 15.9 15.1 16.7 17.6 13.9 4.4 4.3 4.5 3.3 5.6 0.8 0.9 0.7 0.7 0.8

- - - - - 2.5 2.5 2.5 1.9 3.2 0.1 0.2 - - 0.2 0.1 0.2 - 0.2 -

         

83.4 87.1 79.8 84.2 82.7 60.6 60.7 60.5 59.1 62.3 80.6 81.1 80.2 81.6 79.5 96.5 94.6 97.8 96.8 96.1

         

16.6 12.9 20.2 15.8 17.3 36.9 36.8 37.0 39.0 34.5 19.3 18.7 19.8 18.4 20.3 3.4 5.2 2.2 3.0 3.9

         

         

         

         

         

         

4.1 5.5 2.8 4.2 4.0 3.5 6.1 1.1 3.6 3.4 2.9 4.5 1.5 3.6 2.1 0.9 0.9 0.8 0.9 0.8

61.8 73.5 50.3 63.1 60.6 48.4 66.3 32.0 49.0 47.8 63.3 74.0 54.0 64.9 61.6 43.8 51.5 38.3 43.0 44.6

34.1 21.0 46.9 32.7 35.4 46.1 26.2 64.4 45.2 47.1 33.4 21.2 43.9 31.2 35.7 55.1 47.3 60.5 55.5 54.6

- - - - - 2.0 1.5 2.5 2.3 1.7 0.4 0.2 0.6 0.2 0.6 0.3 0.2 0.3 0.6 -
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日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

問25（つづき） 

  ｂ 〔カード23〕あなたのパートナー／配偶者には「子育てと

職業」のバランスをどのようにとってほしいと思いますか。

パートナー／配偶者が職業についていない方もお答えくだ

さい。     

     

     １ 子育てよりも職業を優先してほしい 13.3 3.7 20.7 14.0 12.6 10.5 1.6 19.5 10.3 10.7

     ２ 両方とも同じくらい関わってほしい 55.0 37.2 68.5 53.9 56.1 40.5 28.1 53.1 41.6 39.3

     ３ 職業より子育てを優先してほしい 27.1 57.1 4.3 27.0 27.3 47.6 69.4 25.6 46.6 48.7

     ４ 配偶者／パートナーはいない 3.8 1.6 5.6 4.5 3.2 0.4 0.2 0.6 0.4 0.4

     ５ ＮＡ 0.7 0.5 0.9 0.6 0.8 1.0 0.8 1.2 1.1 0.9

     

     

問26 〔カード24〕あなたは、「男は外で働き、女は家庭を守るべ

きである」という意見に賛成ですか、反対ですか。     

     

     １ 賛 成 12.1 15.8 9.4 11.5 12.8 21.5 25.7 17.3 22.3 20.6

     ２ どちらかといえば賛成 44.6 46.8 43.0 46.3 42.9 35.9 37.7 34.0 34.3 37.8

     ３ どちらかといえば反対 22.7 22.8 22.6 24.1 21.2 21.0 19.2 22.9 22.5 19.3

     ４ 反 対 11.8 7.5 15.1 9.9 13.8 19.3 15.2 23.5 19.3 19.3

     ５ わからない 8.7 7.1 9.9 8.2 9.2 2.3 2.2 2.4 1.7 3.0

     

       賛 成 （計） 56.8 62.6 52.3 57.8 55.7 57.4 63.4 51.3 56.5 58.4

     

       反 対 （計） 34.6 30.4 37.7 34.0 35.1 40.3 34.4 46.3 41.8 38.6
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タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

         

         

8.2 3.6 12.7 7.5 8.8 5.9 2.3 9.2 5.6 6.2 3.3 2.1 4.3 3.1 3.5 1.4 0.9 1.7 1.9 0.8

58.6 60.0 57.2 59.2 58.1 53.1 44.8 60.7 52.5 53.7 62.3 56.2 67.7 62.5 62.2 50.4 50.4 50.4 49.9 50.9

30.7 34.5 26.9 31.0 30.4 31.1 47.3 16.3 31.3 30.8 23.3 37.1 11.2 23.6 23.0 36.0 38.5 34.2 36.9 35.0

2.5 1.8 3.2 2.3 2.7 7.3 3.8 10.5 7.1 7.5 10.2 3.6 15.9 10.2 10.2 11.7 9.7 13.1 11.0 12.5

- - - - - 2.6 1.9 3.3 3.4 1.7 0.9 0.9 0.9 0.8 1.0 0.6 0.5 0.7 0.4 0.8

         

         

         

         

         

45.5 43.4 47.5 47.3 43.8 22.9 20.3 25.3 21.6 24.4 8.8 10.1 7.7 10.5 6.9 2.6 2.1 3.0 3.2 2.0

13.5 16.0 11.1 12.1 14.8 34.0 34.5 33.5 35.1 32.8 22.5 26.2 19.3 23.6 21.3 5.9 5.9 6.0 5.0 7.0

15.3 15.8 14.9 15.6 15.0 20.4 23.2 17.8 20.5 20.3 27.4 25.5 29.0 26.1 28.8 5.9 6.6 5.5 6.0 5.9

25.7 24.8 26.5 25.0 26.3 18.8 18.2 19.3 18.2 19.5 35.2 31.3 38.5 33.1 37.4 84.3 83.7 84.7 84.9 83.6

- - - - - 3.9 3.8 4.0 4.7 3.0 6.2 6.9 5.6 6.7 5.6 1.2 1.7 0.8 0.9 1.4

         

59.0 59.4 58.6 59.4 58.7 56.9 54.8 58.8 56.7 57.2 31.3 36.3 26.9 34.1 28.2 8.6 8.0 9.0 8.2 9.0

         

41.0 40.6 41.4 40.6 41.3 39.2 41.4 37.2 38.6 39.8 62.5 56.9 67.5 59.2 66.2 90.3 90.3 90.2 90.9 89.6
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【フェイス・シート】 
 

日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

これから、あなたご自身・ご家族のことについて、お伺いします。     

     

Ｆ１【調査対象者の性別：調査員記入】     

     

    １ 男 43.2 100.0 - 44.4 42.1 50.1 100.0 - 48.6 51.9

    ２ 女 56.8 - 100.0 55.6 57.9 49.9 - 100.0 51.4 48.1

     

Ｆ２ ところで、あなたご自身は何人きょうだいですか。亡くなっ

た方も含めてお答えください。（自分も含む） 

    

     

    １ 自分１人だけ 6.5 4.6 8.0 5.8 7.2 1.7 2.0 1.4 1.8 1.5

    ２ ２ 人 47.8 49.5 46.4 47.1 48.5 11.4 13.0 9.7 11.2 11.6

    ３ ３ 人 34.2 35.4 33.2 35.6 32.7 24.1 21.7 26.4 22.7 25.8

    ４ ４ 人 8.2 8.0 8.3 7.8 8.6 25.2 25.5 24.9 26.3 23.8

    ５ ５ 人 1.3 0.9 1.6 1.8 0.8 18.9 21.1 16.7 19.5 18.2

    ６ ６ 人 0.9 0.2 1.4 0.6 1.2 9.9 7.9 11.9 9.8 10.1

    ７ ７ 人 0.7 0.5 0.9 0.6 0.8 5.6 5.1 6.0 5.0 6.2

    ８ ８人以上 0.3 0.5 0.2 0.6 - 3.1 3.6 2.6 3.7 2.4

    ９ ＮＡ 0.2 0.5 - 0.2 0.2 0.2 - 0.4 - 0.4

      平均 2.57 2.56 2.58 2.59 2.54 4.16 4.13 4.19 4.18 4.13

     

Ｆ３ 現在、あなたと一緒にお住まいの方は何人ですか。あなたご

自身を含めてお答えください。 

    

     

    １ ２ 人 0.8 0.2 1.2 1.0 0.6 0.8 0.4 1.2 0.7 0.9

    ２ ３ 人 20.2 18.3 21.7 17.3 23.2 26.0 25.1 26.8 26.2 25.8

    ３ ４ 人 36.4 35.8 36.9 39.5 33.3 53.8 54.2 53.5 53.2 54.5

    ４ ５ 人 22.7 22.8 22.6 23.0 22.4 13.4 14.4 12.3 13.8 12.9

    ５ ６ 人 12.5 14.4 11.1 11.7 13.4 4.4 4.2 4.6 4.2 4.5

    ６ ７ 人 5.4 5.9 5.0 5.4 5.4 1.4 1.4 1.4 1.5 1.3

    ７ ８人以上 1.9 2.5 1.4 2.1 1.6 0.3 0.4 0.2 0.4 0.2

    ８ ＮＡ - - - - - - - - - -

      平均 4.50 4.61 4.41 4.52 4.47 4.00 4.03 3.97 4.01 3.99

     

Ｆ４ 〔カード25〕では、あなたとご一緒にお住まいの方はどなた

とどなたですか。別居中や単身赴任中のご家族は含めないで

お答えください。(Ｍ.Ａ.) 

    

     

    １ 子ども 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

    ２ 配偶者／パートナー 93.2 97.3 90.1 92.0 94.4 97.9 98.4 97.4 97.8 98.1

    ３ あなたの父または母 17.2 25.3 11.0 16.1 18.2 6.4 9.7 3.2 5.9 7.1

    ４ 配偶者／パートナーの父または母 12.1 6.2 16.7 11.5 12.8 4.8 1.4 8.2 5.7 3.6

    ５ あなたの兄弟姉妹 1.4 1.1 1.6 1.4 1.4 1.3 1.2 1.4 1.3 1.3

    ６ 配偶者／パートナーの兄弟姉妹 1.1 0.2 1.7 1.2 1.0 1.3 1.4 1.2 1.5 1.1

    ７ その他の親族 1.2 2.1 0.5 1.4 1.0 0.9 1.6 0.2 0.7 1.1

    ８ その他（具体的に               ） - - - - - - - - - -

    ９ ＮＡ - - - - - - - - - -

      回答計 226.2 232.2 221.6 223.5 228.9 212.6 213.6 211.5 212.9 212.2

     

     

     

     



－279－ 

 
 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

49.5 100.0 - 48.3 50.6 47.8 100.0 - 49.9 45.4 46.6 100.0 - 50.8 42.0 41.2 100.0 - 43.8 38.4

50.5 - 100.0 51.7 49.4 52.2 - 100.0 50.1 54.6 53.4 - 100.0 49.2 58.0 58.8 - 100.0 56.2 61.6

         

         

         

         

2.9 2.2 3.6 2.7 3.1 4.7 4.6 4.8 3.9 5.6 8.2 8.6 7.9 7.3 9.2 7.3 7.6 7.1 9.3 5.1

12.0 11.5 12.5 12.9 11.2 25.2 26.6 23.9 23.6 27.0 25.4 22.7 27.7 24.5 26.3 38.1 37.8 38.3 38.4 37.8

16.4 15.8 17.0 15.2 17.5 27.5 27.0 28.0 28.3 26.6 25.9 25.8 26.0 26.6 25.1 29.2 28.4 29.9 28.7 29.9

16.3 17.4 15.2 16.5 16.2 19.8 20.5 19.2 20.8 18.6 15.2 15.9 14.6 14.6 15.9 13.1 12.3 13.6 11.5 14.7

14.8 15.6 14.1 14.6 15.0 10.2 8.8 11.5 10.1 10.3 11.1 12.0 10.3 13.2 8.8 6.2 6.9 5.8 6.5 5.9

11.6 11.3 11.9 11.7 11.5 4.6 4.6 4.6 4.9 4.3 5.8 6.2 5.4 6.5 5.0 3.3 3.8 3.0 2.6 4.1

6.9 6.7 7.1 6.9 6.9 3.4 3.3 3.4 3.6 3.2 2.2 2.8 1.7 2.5 1.9 0.9 1.4 0.5 1.1 0.6

19.1 19.6 18.6 19.6 18.7 4.0 3.8 4.2 3.9 4.1 6.1 5.8 6.4 4.6 7.7 1.9 1.9 1.8 1.9 1.8

- - - - - 0.6 0.8 0.4 0.8 0.4 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 - - - - -

4.86 4.91 4.81 4.88 4.84 3.53 3.49 3.58 3.59 3.47 3.52 3.59 3.47 3.55 3.50 2.96 3.00 2.93 2.89 3.02

         

         

         

         

1.1 0.6 1.6 1.3 1.0 2.7 1.5 3.8 3.4 1.9 5.3 3.2 7.1 5.6 5.0 6.1 5.9 6.3 5.8 6.5

19.1 19.8 18.4 20.6 17.7 24.9 24.1 25.7 25.5 24.2 29.1 31.3 27.1 28.2 30.1 28.0 29.1 27.2 27.6 28.4

30.2 29.3 31.1 26.9 33.3 32.4 32.6 32.2 31.3 33.6 36.9 39.1 35.0 37.7 35.9 42.4 42.8 42.1 43.9 40.7

22.2 21.4 23.0 22.3 22.1 25.8 28.9 23.0 27.2 24.2 19.2 17.2 20.9 17.6 20.9 18.2 16.3 19.6 19.0 17.4

11.3 13.9 8.7 10.8 11.7 8.5 8.2 8.8 7.3 9.9 7.2 7.3 7.1 8.2 6.1 3.6 3.8 3.5 2.8 4.5

8.1 7.5 8.7 10.6 5.8 3.8 3.1 4.4 3.4 4.3 1.5 1.5 1.5 1.7 1.3 0.9 1.2 0.7 0.2 1.6

8.0 7.5 8.5 7.5 8.5 1.3 1.3 1.3 1.7 0.9 0.9 0.4 1.3 1.0 0.8 0.7 0.9 0.5 0.7 0.6

- - - - - 0.6 0.4 0.8 0.2 1.1 - - - - - 0.1 - 0.2 - 0.2

4.80 4.81 4.79 4.83 4.77 4.29 4.33 4.26 4.27 4.32 4.02 4.00 4.04 4.04 4.00 3.91 3.90 3.91 3.89 3.92

         

         

         

         

         

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

88.7 93.5 84.0 89.4 88.1 83.2 91.0 76.1 82.7 83.7 85.5 93.3 78.7 86.0 85.0 81.1 84.2 78.9 81.2 81.0

26.4 24.2 28.5 25.4 27.3 3.7 2.7 4.6 3.6 3.9 1.1 0.9 1.3 1.0 1.3 0.3 0.5 0.2 0.2 0.4

12.8 15.4 10.3 13.3 12.3 1.4 2.1 0.8 1.3 1.5 0.1 - 0.2 - 0.2 0.1 - 0.2 - 0.2

14.7 15.2 14.3 13.3 16.0 1.5 0.6 2.3 1.3 1.7 0.7 0.9 0.6 1.0 0.4 0.1 - 0.2 0.2 -

5.9 6.5 5.3 6.7 5.2 0.7 1.0 0.4 0.9 0.4 0.2 0.2 0.2 0.4 - 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

21.7 20.6 22.8 21.3 22.1 2.9 2.3 3.4 3.2 2.6 0.9 1.3 0.6 0.8 1.0 0.3 0.2 0.3 - 0.6

0.2 0.4 - 0.4 - 1.6 1.3 1.9 1.3 1.9 0.8 0.6 0.9 0.6 1.0 0.9 0.9 0.8 0.9 0.8

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

270.4 275.8 265.1 269.8 271.0 195.0 201.0 189.5 194.4 195.7 189.3 197.2 182.4 189.7 188.9 182.9 186.1 180.8 182.7 183.2
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日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

【現在、配偶者／パートナーと同居していない方に（Ｆ４で２に○

がつかなかった人）】 

    

     

Ｆ４－１ 〔カード26〕あなたの配偶者／パートナーの方はどうな

さいましたか。別居中ですか。離婚なさったのですか。そ

れともお亡くなりになったのですか。 

    

     

  該当数 69 12 57 41 28 21 8 13 12 9

    

    １ 別居している（単身赴任なども含む） 23.2 16.7 24.6 22.0 25.0 47.6 25.0 61.5 41.7 55.6

    ２ 離婚した 63.8 66.7 63.2 68.3 57.1 28.6 50.0 15.4 41.7 11.1

    ３ 亡くなった 10.1 16.7 8.8 7.3 14.3 23.8 25.0 23.1 16.7 33.3

    ４ その他（具体的に               ） 1.4 - 1.8 2.4 - - - - - -

    ５ ＮＡ 1.4 - 1.8 - 3.6 - - - - -

     

（全員に）     

Ｆ５ 〔カード27〕     さんは、あなたとの続き柄でいうと、

どういう方でしょうか。(1つだけ) 

    

     

    １ 夫婦の実子 97.4 98.6 96.5 97.1 97.8 98.3 98.4 98.2 98.3 98.3

    ２ 配偶者／パートナーの実子（自分の実子ではない） 0.5 0.2 0.7 0.4 0.6 0.6 0.6 0.6 0.7 0.4

    ３ 自分の実子（配偶者／パートナーの実子ではない） 1.7 0.5 2.6 2.3 1.0 0.7 0.6 0.8 0.7 0.6

    ４ 養 子 0.1 0.2 - 0.2 - 0.1 - 0.2 - 0.2

    ５ その他（具体的に               ） - - - - - - - - - -

    ６ ＮＡ 0.3 0.5 0.2 - 0.6 0.3 0.4 0.2 0.2 0.4

     

【配偶者やパートナーのいる方に（Ｆ４で２に○がついた人、また

はＦ４-１で１に○の人）】 

あなたとあなたの配偶者やパートナーについてお伺いします。

【ａ、ｂについてそれぞれ】 

【配偶者やパートナーのいない方に】 

あなたについてお伺いします。【ａについてのみ】 

    

     

Ｆ６ａ 〔カード28〕あなたのお年は、次の区分のどこに該当しま

すか。 

    

     

    １ ～19歳以下 0.1 - 0.2 - 0.2 - - - - -

    ２ 20～24歳 2.5 1.1 3.5 2.1 2.8 0.4 - 0.8 0.4 0.4

    ３ 25～29歳 9.6 7.1 11.5 10.3 8.8 5.1 2.2 8.0 5.0 5.2

    ４ 30～34歳 23.6 19.4 26.8 23.5 23.6 30.8 20.4 41.4 28.9 33.0

    ５ 35～39歳 30.1 26.9 32.5 30.9 29.3 33.4 36.0 30.8 34.3 32.4

    ６ 40～44歳 21.7 26.3 18.3 20.8 22.6 24.6 33.6 15.5 24.7 24.5

    ７ 45～49歳 10.0 14.8 6.3 9.5 10.4 5.3 6.9 3.6 6.3 4.1

    ８ 50～54歳 1.9 3.0 1.0 1.8 2.0 0.3 0.6 - 0.4 0.2

    ９ 55～59歳 0.6 1.4 - 1.0 0.2 0.1 0.2 - 0.2 -

    10 60歳以上 - - - - - 0.1 0.2 - - 0.2

    11 ＮＡ - - - - - - - - - -

      平均 36.96 38.67 35.66 36.92 36.99 36.74 38.31 35.15 36.95 36.48

     

     

     

     

     

a 

あなた
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タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

         

         

         

113 32 81 51 62 168 43 125 92 76 145 31 114 73 72 194 67 127 101 93

         

38.9 37.5 39.5 35.3 41.9 24.4 25.6 24.0 27.2 21.1 51.0 32.3 56.1 54.8 47.2 49.0 49.3 48.8 47.5 50.5

32.7 34.4 32.1 37.3 29.0 33.9 37.2 32.8 31.5 36.8 33.1 32.3 33.3 30.1 36.1 39.2 43.3 37.0 38.6 39.8

26.5 28.1 25.9 27.5 25.8 6.5 4.7 7.2 8.7 3.9 10.3 25.8 6.1 8.2 12.5 3.6 4.5 3.1 4.0 3.2

1.8 - 2.5 - 3.2 32.1 23.3 35.2 29.3 35.5 3.4 3.2 3.5 4.1 2.8 8.2 3.0 11.0 9.9 6.5

- - - - - 3.0 9.3 0.8 3.3 2.6 2.1 6.5 0.9 2.7 1.4 - - - - -

         

         

         

         

         

84.9 85.7 84.2 84.2 85.6 88.1 89.1 87.2 87.6 88.7 95.3 95.5 95.1 94.4 96.2 87.0 87.2 86.9 86.2 87.9

0.5 0.6 0.4 0.6 0.4 2.7 5.0 0.6 2.6 2.8 1.0 1.5 0.6 1.1 0.8 2.6 4.0 1.7 2.6 2.7

0.9 0.6 1.2 1.3 0.6 4.3 2.5 5.9 4.5 4.1 2.4 1.5 3.2 3.1 1.7 8.7 7.1 9.8 9.5 7.8

1.6 1.6 1.6 2.1 1.2 2.5 2.1 2.9 2.6 2.4 0.5 0.6 0.4 0.4 0.6 1.1 1.2 1.0 1.1 1.0

12.1 11.5 12.7 11.9 12.3 0.9 0.4 1.3 1.1 0.6 0.4 0.6 0.2 0.2 0.6 0.4 - 0.7 0.4 0.4

- - - - - 1.5 0.8 2.1 1.5 1.5 0.4 0.2 0.6 0.8 - 0.2 0.5 - 0.2 0.2

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

1.3 0.2 2.4 1.7 1.0 0.7 0.4 1.0 1.3 - 0.1 - 0.2 - 0.2 - - - - -

6.5 4.6 8.3 6.3 6.7 5.7 4.6 6.7 6.2 5.1 2.2 1.3 3.0 2.9 1.5 2.4 1.7 3.0 2.6 2.2

11.6 10.5 12.7 10.6 12.5 12.0 9.4 14.4 10.9 13.3 11.5 8.6 14.0 10.9 12.1 11.0 9.9 11.8 10.8 11.2

19.0 18.0 20.0 18.8 19.2 21.8 20.7 22.8 21.6 22.1 26.2 25.1 27.1 24.9 27.6 23.1 20.3 25.0 25.1 20.9

24.0 23.4 24.6 25.0 23.1 25.7 28.7 23.0 26.6 24.6 28.5 26.8 29.9 27.8 29.2 27.0 27.4 26.7 25.0 29.2

15.3 16.2 14.5 15.6 15.0 21.7 22.4 21.1 21.6 21.8 17.4 18.7 16.3 17.4 17.3 23.0 21.3 24.2 25.0 20.9

8.3 9.9 6.7 6.7 9.8 8.4 8.8 8.0 7.5 9.4 9.8 12.0 7.9 10.9 8.6 9.6 12.8 7.5 8.9 10.4

5.1 5.5 4.8 6.5 3.8 2.4 3.1 1.7 2.4 2.4 3.7 6.0 1.7 4.0 3.3 2.6 4.3 1.5 1.9 3.5

4.0 5.3 2.8 3.8 4.2 0.9 1.3 0.6 0.9 0.9 0.7 1.5 - 1.1 0.2 0.8 1.4 0.3 0.2 1.4

4.9 6.5 3.4 5.2 4.6 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 - - - - - 0.4 0.9 - 0.6 0.2

- - - - - 0.3 0.2 0.4 0.6 - - - - - - - - - - -

37.97 39.47 36.50 38.13 37.82 36.28 37.07 35.56 36.13 36.46 36.74 38.03 35.61 37.03 36.42 37.13 38.22 36.37 36.86 37.44
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日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

Ｆ６ｂ あなたの配偶者／パートナーのお年は、次の区分のどこに

該当しますか。 

    

     

  該当数 960 428 532 482 478 998 500 498 536 462

     

    １ ～19歳以下 - - - - - - - - - -

    ２ 20～24歳 2.1 2.3 1.9 1.9 2.3 0.8 0.8 0.8 1.1 0.4

    ３ 25～29歳 7.8 8.9 7.0 9.3 6.3 4.7 6.8 2.6 4.7 4.8

    ４ 30～34歳 24.2 26.2 22.6 23.0 25.3 28.1 34.4 21.7 24.6 32.0

    ５ 35～39歳 29.5 33.9 25.9 31.3 27.6 39.5 40.8 38.2 39.4 39.6

    ６ 40～44歳 23.1 21.7 24.2 21.8 24.5 20.2 15.2 25.3 22.4 17.7

    ７ 45～49歳 9.5 5.4 12.8 8.3 10.7 5.6 1.4 9.8 6.3 4.8

    ８ 50～54歳 2.9 1.2 4.3 3.1 2.7 0.9 0.2 1.6 1.3 0.4

    ９ 55～59歳 0.2 - 0.4 0.2 0.2 0.1 0.2 - - 0.2

    10 60歳以上 0.2 0.2 0.2 0.4 - - - - - -

    11 ＮＡ 0.5 0.2 0.8 0.6 0.4 0.1 0.2 - 0.2 -

      平均 37.33 36.30 38.16 37.16 37.50 36.73 35.45 38.02 37.08 36.33

     

Ｆ７ａ 〔カード29〕あなたの最終学歴は、次の中でどれにあては

まりますか。 

    

【調査員注：中退は一つ前の段階にする 大学中退→高等学校卒業】     

    １ 中学校 3.4 4.6 2.4 2.7 4.0 - - - - -

    ２ 高等学校 45.9 39.5 50.8 46.1 45.7 - - - - -

    ３ 専門学校 12.3 10.7 13.6 13.8 10.8 - - - - -

    ４ 高等専門学校（高専） 3.1 4.6 1.9 2.7 3.4 - - - - -

    ５ 短期大学 12.5 1.8 20.7 10.9 14.2 - - - - -

    ６ 大 学 21.4 36.1 10.3 22.6 20.2 - - - - -

    ７ 大学院 0.9 2.1 - 0.8 1.0 - - - - -

    ８ その他（具体的に        ） - - - - - - - - - -

    ９ ＮＡ 0.5 0.7 0.3 0.4 0.6 - - - - -

     

Ｆ７ｂ あなたの配偶者／パートナーの最終学歴は、次の中でどれ

にあてはまりますか。 

    

     

  該当数 960 428 532 482 478 - - - - -

     

    １ 中学校 3.5 2.1 4.7 3.9 3.1 - - - - -

    ２ 高等学校 46.5 50.0 43.6 44.6 48.3 - - - - -

    ３ 専門学校 9.6 11.2 8.3 12.2 6.9 - - - - -

    ４ 高等専門学校（高専） 3.1 2.6 3.6 2.7 3.6 - - - - -

    ５ 短期大学 9.7 20.1 1.3 10.6 8.8 - - - - -

    ６ 大 学 25.0 12.4 35.2 23.7 26.4 - - - - -

    ７ 大学院 1.5 0.5 2.3 1.2 1.7 - - - - -

    ８ その他（具体的に        ） 0.1 0.2 - - 0.2 - - - - -

    ９ ＮＡ 1.0 0.9 1.1 1.0 1.0 - - - - -

     

     

     

     

     

     

     

     

b 

配偶者/ﾊﾟｰﾄﾅｰ

a 

あなた

b 

配偶者/ﾊﾟｰﾄﾅｰ
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タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

931 475 456 447 484 873 446 427 466 407 930 445 485 489 441 927 389 538 484 443

         

0.9 0.8 0.9 1.1 0.6 0.5 0.4 0.5 0.6 0.2 - - - - - - - - - -

7.7 9.7 5.7 6.9 8.5 4.9 6.3 3.5 4.5 5.4 2.0 3.6 0.6 2.0 2.0 1.9 3.3 0.9 1.4 2.5

13.3 17.7 8.8 13.0 13.6 10.7 13.0 8.2 9.9 11.5 8.7 12.1 5.6 8.4 9.1 10.4 13.6 8.0 10.5 10.2

18.6 19.8 17.3 18.3 18.8 19.1 22.2 15.9 20.2 17.9 24.4 28.5 20.6 22.9 26.1 21.6 23.4 20.3 23.1 19.9

23.4 22.5 24.3 23.0 23.8 24.7 26.9 22.5 25.5 23.8 26.9 28.8 25.2 27.0 26.8 26.5 27.0 26.2 28.3 24.6

16.2 13.3 19.3 16.3 16.1 19.9 15.9 24.1 19.3 20.6 18.2 16.9 19.4 18.0 18.4 16.7 15.9 17.3 15.9 17.6

7.6 5.9 9.4 8.1 7.2 9.2 7.6 10.8 7.5 11.1 8.5 6.7 10.1 9.4 7.5 10.2 7.7 12.1 9.5 11.1

5.2 3.8 6.6 5.6 4.8 2.5 1.6 3.5 3.2 1.7 1.9 0.9 2.9 2.7 1.1 3.7 1.3 5.4 2.7 4.7

3.5 3.8 3.3 3.1 3.9 0.5 0.2 0.7 0.6 0.2 0.5 0.2 0.8 0.4 0.7 0.8 0.5 0.9 0.6 0.9

3.5 2.7 4.4 4.5 2.7 0.5 0.2 0.7 0.6 0.2 0.5 - 1.0 0.6 0.5 0.3 - 0.6 0.2 0.5

- - - - - 7.6 5.6 9.6 7.9 7.1 8.3 2.2 13.8 8.6 7.9 7.9 7.2 8.4 7.6 8.1

37.30 35.85 38.80 37.66 36.96 36.62 35.37 37.98 36.66 36.56 36.87 35.48 38.32 37.19 36.52 37.25 35.74 38.36 36.88 37.65

         

         

         

         

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

         

         

         

         

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

         

         

         

         

         

         

         

         

         



－284－ 

 
 

日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

Ｆ８ａ 〔カード30〕あなたは現在、どのような仕事についておら

れますか。この中では、どれにあたりますか。ひとつだけ選

んでください。     

     

    １ 常勤、正規雇用 40.2 78.5 11.0 40.9 39.5 36.1 61.1 10.9 36.5 35.6

    ２ 非常勤、臨時雇用 16.5 1.6 27.8 17.3 15.6 5.7 3.6 8.0 5.0 6.7

    ３ 事業を経営している（30人以上） 0.1 0.2 - - 0.2 0.9 1.4 0.4 1.1 0.6

    ４ 事業を経営している（30人未満） 6.7 14.6 0.7 6.8 6.6 19.9 29.4 10.3 17.1 23.2

    ５ 家業を手伝っている 4.3 2.3 5.9 3.9 4.8 2.0 0.4 3.6 1.7 2.4

    ６ 家で仕事をしている 1.9 2.3 1.6 1.8 2.0 3.1 3.4 2.8 3.9 2.1

    ７ 学 生 0.1 - 0.2 0.2 - - - - - -

    ８ 専業主婦・主夫 29.2 - 51.5 28.2 30.3 31.9 - 64.0 34.1 29.4

    ９ 無 職 1.0 0.5 1.4 1.0 1.0 0.4 0.8 - 0.7 -

    10 ＮＡ - - - - - - - - - -

     

      ＊勤め人（計） 56.7 80.1 38.8 58.2 55.1 41.8 64.6 18.9 41.4 42.3

     

      ＊自営業・家で仕事（計） 13.0 19.4 8.2 12.5 13.6 25.9 34.6 17.1 23.8 28.3

     

      ＊仕事をしていない（計） 30.3 0.5 53.0 29.4 31.3 32.3 0.8 64.0 34.8 29.4

     

     

Ｆ８ｂ あなたの配偶者／パートナーは、現在、どのような仕事に

ついておられますか。この中では、どれにあたりますか。ひ

とつだけ選んでください。     

     

該当数 960 428 532 482 478 998 500 498 536 462

    

    １ 常勤、正規雇用 53.3 14.7 84.4 52.9 53.8 40.3 15.2 65.5 42.4 37.9

    ２ 非常勤、臨時雇用 12.1 25.7 1.1 14.1 10.0 6.5 10.0 3.0 5.8 7.4

    ３ 事業を経営している（30人以上） 0.6 - 1.1 0.4 0.8 1.3 0.8 1.8 1.3 1.3

    ４ 事業を経営している（30人未満） 5.0 0.5 8.6 5.0 5.0 17.2 8.8 25.7 16.0 18.6

    ５ 家業を手伝っている 4.2 6.3 2.4 4.1 4.2 1.7 2.4 1.0 2.1 1.3

    ６ 家で仕事をしている 0.6 0.7 0.6 0.6 0.6 2.7 3.4 2.0 3.4 1.9

    ７ 学 生 - - - - - 0.1 - 0.2 0.2 -

    ８ 専業主婦・主夫 22.7 50.9 - 21.6 23.8 29.7 59.2 - 28.4 31.2

    ９ 無 職 0.7 0.7 0.8 0.6 0.8 0.3 - 0.6 0.4 0.2

    10 ＮＡ 0.7 0.5 0.9 0.6 0.8 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

     

      ＊勤め人（計） 65.4 40.4 85.5 67.0 63.8 46.8 25.2 68.5 48.1 45.2

     

      ＊自営業・家で仕事（計） 10.4 7.5 12.8 10.2 10.7 22.9 15.4 30.5 22.8 23.2

     

      ＊仕事をしていない（計） 23.4 51.6 0.8 22.2 24.7 30.1 59.2 0.8 28.9 31.4

     

     

     

     

     

     

     

     

     

a 

あなた

b 

配偶者/ﾊﾟｰﾄﾅｰ



－285－ 

 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

14.9 19.2 10.7 13.5 16.2 59.3 79.7 40.6 59.1 59.5 60.0 81.1 41.7 58.4 61.8 47.1 62.9 36.0 48.8 45.2

11.9 15.8 8.1 11.3 12.5 10.8 1.9 19.0 9.4 12.4 12.9 2.8 21.7 12.1 13.8 25.0 13.7 32.8 24.0 26.0

0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.5 0.6 0.4 0.6 0.4 1.2 1.7 0.7 1.1 1.3 0.6 0.5 0.7 0.7 0.4

14.1 19.6 8.7 14.6 13.7 6.7 10.3 3.4 7.9 5.4 3.3 5.8 1.1 4.0 2.5 4.5 7.1 2.7 4.7 4.3

5.2 5.1 5.3 5.4 5.0 1.4 1.3 1.5 1.9 0.9 1.7 1.9 1.5 2.1 1.3 0.4 0.2 0.5 0.2 0.6

33.9 35.2 32.7 34.0 33.8 2.7 2.1 3.3 2.3 3.2 1.0 1.3 0.7 1.5 0.4 1.4 1.2 1.5 1.5 1.2

- - - - - 0.9 0.8 1.0 0.9 0.9 0.1 - 0.2 - 0.2 9.1 4.7 12.1 7.3 11.0

17.7 2.2 32.9 18.5 16.9 13.0 1.0 23.9 12.6 13.5 14.6 1.1 26.4 14.9 14.2 5.4 3.5 6.6 5.0 5.7

1.9 2.6 1.2 2.3 1.5 4.3 2.3 6.1 4.9 3.6 4.8 4.1 5.4 5.4 4.2 6.7 6.1 7.1 7.8 5.5

- - - - - 0.4 - 0.8 0.6 0.2 0.4 0.2 0.6 0.4 0.4 - - - - -

         

26.8 34.9 18.8 24.8 28.7 70.1 81.6 59.6 68.5 71.9 72.9 83.9 63.4 70.5 75.6 72.0 76.6 68.8 72.8 71.2

         

53.6 60.2 47.1 54.4 52.9 11.3 14.2 8.6 12.6 9.9 7.2 10.7 4.1 8.8 5.4 6.8 9.0 5.3 7.1 6.5

         

19.6 4.8 34.1 20.8 18.5 18.2 4.2 31.0 18.4 18.0 19.5 5.2 32.0 20.3 18.6 21.2 14.4 25.9 20.1 22.3

         

         

         

         

         

         

931 475 456 447 484 873 446 427 466 407 930 445 485 489 441 927 389 538 484 443

         

24.8 16.6 33.3 21.0 28.3 59.5 41.7 78.0 57.3 61.9 59.0 44.0 72.8 55.0 63.5 60.0 48.8 68.0 59.9 60.0

14.9 12.4 17.5 15.7 14.3 9.2 17.0 0.9 9.4 8.8 11.5 22.5 1.4 12.1 10.9 9.9 19.5 3.0 10.7 9.0

0.2 - 0.4 0.2 0.2 1.1 0.2 2.1 1.5 0.7 1.3 1.1 1.4 1.6 0.9 1.0 0.8 1.1 1.2 0.7

13.3 14.5 12.1 12.8 13.8 5.7 3.8 7.7 6.2 5.2 3.0 1.1 4.7 3.3 2.7 7.3 3.6 10.0 7.6 7.0

5.7 5.1 6.4 5.8 5.6 1.5 2.2 0.7 2.1 0.7 1.6 1.3 1.9 1.4 1.8 0.5 0.5 0.6 0.2 0.9

29.3 30.5 28.1 31.3 27.5 1.4 2.0 0.7 1.5 1.2 0.8 1.3 0.2 0.6 0.9 1.0 1.0 0.9 0.8 1.1

- - - - - 0.6 1.1 - 0.4 0.7 0.1 0.2 - 0.2 - 3.9 5.9 2.4 3.7 4.1

10.6 19.2 1.8 12.1 9.3 11.9 22.6 0.7 11.4 12.5 10.6 21.6 0.6 12.1 9.1 3.5 5.9 1.7 2.5 4.5

1.1 1.7 0.4 1.1 1.0 4.0 6.1 1.9 4.3 3.7 4.0 4.5 3.5 5.3 2.5 5.0 6.7 3.7 5.6 4.3

- - - - - 5.2 3.1 7.3 5.8 4.4 8.1 2.2 13.4 8.4 7.7 8.0 7.2 8.6 7.6 8.4

         

39.7 29.1 50.9 36.7 42.6 68.6 58.7 78.9 66.7 70.8 70.5 66.5 74.2 67.1 74.4 69.9 68.4 71.0 70.7 69.1

         

48.5 50.1 46.9 50.1 47.1 9.7 8.3 11.2 11.4 7.9 6.7 4.9 8.2 7.0 6.3 9.8 5.9 12.6 9.9 9.7

         

11.7 20.8 2.2 13.2 10.3 16.5 29.8 2.6 16.1 17.0 14.7 26.3 4.1 17.6 11.6 12.3 18.5 7.8 11.8 12.9

         

         

         

         

         

         

         

         

         



－286－ 

 
 

日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

【Ｆ８ａで「１」～「６」と答えた、本人が働いている人に】 

Ｆ９ａ あなたのお仕事は、具体的にはどのようなお仕事ですか

［日本のみ］     

     

     

     

  該当数 706 436 270 363 343 683 502 181 354 329

     

    １ 専門・技術・自由業 16.3 17.0 15.2 17.9 14.6 15.2 15.1 15.5 15.5 14.9

医師、教員（大学・小中高学校）、法律家、看護師、

栄養士、保育士、エンジニア、デザイナー、俳優、

職業スポーツ家、習い事の先生、インストラクター、

宗教家、著述家，司書など     

    ２ 管 理 3.5 5.5 0.4 3.9 3.2 4.7 6.0 1.1 4.2 5.2

会社・官庁・団体の役員、課長以上の管理職、議員、

首長（市長、町長、助役など）     

    ３ 事 務 24.8 25.0 24.4 25.1 24.5 30.0 32.9 22.1 29.4 30.7

事務系会社員・公務員、営業社員、事務機器の操作

員、集金人 など     

    ４ 販 売 14.7 11.2 20.4 14.3 15.2 20.5 15.9 33.1 20.3 20.7

小卸売店主、販売店員、セールス、外交員、商品の

仕入れ人 など     

    ５ サービス 10.8 5.7 18.9 10.7 10.8 15.4 14.1 18.8 15.3 15.5

飲食店店主・店員、理美容師、ホームヘルパー、家

政師、調理師、ウェイター、客室乗務員、旅館・ホテ

ルの案内係、パチンコ店の店員、クリーニング職など     

    ６ 農林漁業 2.7 2.1 3.7 3.0 2.3 3.8 4.2 2.8 4.2 3.3

農林漁業（自営・雇われ人）、植木職人・造園師（自

営・雇われ人） など     

    ７ 技能・作業 25.4 31.2 15.9 24.2 26.5 8.5 10.6 2.8 8.8 8.2

運転手、大工、職人、工員、土木作業者、清掃員、

守衛、倉庫労働者 など     

    ８ 保 安 1.0 1.6 - 0.6 1.5 0.6 0.8 - 0.6 0.6

警察官・消防士・自衛官     

    ９ その他 0.6 0.5 0.7 0.3 0.9 1.3 0.4 3.9 1.7 0.9

    10 ＮＡ 0.3 0.2 0.4 - 0.6 - - - - -

     

【Ｆ８ｂで「１」～「６」と答えた、配偶者が働いている人に】     

Ｆ９ｂ あなたの配偶者／パートナーのお仕事は、具体的にはどのよ

うなお仕事ですか［日本のみ］     

  該当数 728 205 523 372 356 696 203 493 380 316

     

    １ 専門・技術・自由業 13.7 19.0 11.7 14.0 13.5 17.5 20.2 16.4 16.8 18.4

    ２ 管 理 3.6 - 5.0 4.0 3.1 5.7 0.5 7.9 4.7 7.0

    ３ 事 務 29.9 30.2 29.8 28.0 32.0 29.7 20.7 33.5 31.1 28.2

    ４ 販 売 13.0 19.5 10.5 11.3 14.9 17.4 24.1 14.6 16.6 18.4

    ５ サービス 6.5 11.7 4.4 7.0 5.9 11.1 23.6 5.9 10.3 12.0

    ６ 農林漁業 2.5 1.5 2.9 2.7 2.2 4.2 7.4 2.8 5.0 3.2

    ７ 技能・作業 29.0 17.6 33.5 31.5 26.4 12.6 2.0 17.0 13.9 11.1

    ８ 保 安 1.2 - 1.7 1.1 1.4 1.0 - 1.4 1.3 0.6

    ９ その他 0.3 0.5 0.2 0.3 0.3 0.6 1.0 0.4 - 1.3

    10 ＮＡ 0.3 - 0.4 0.3 0.3 0.1 0.5 - 0.3 -

     

a 

あなた 

b 

配偶者/ﾊﾟｰﾄﾅｰ



－287－ 

 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

         

         

804 471 333 380 424 814 458 356 432 382 802 441 361 414 388 809 362 447 429 380

         

3.1 1.9 4.8 2.9 3.3 30.0 28.4 32.0 29.2 30.9 13.5 12.9 14.1 12.8 14.2 30.4 25.7 34.2 31.7 28.9

         

         

         

         

3.0 4.2 1.2 3.4 2.6 12.9 16.4 8.4 13.4 12.3 10.7 14.3 6.4 10.9 10.6 6.8 9.7 4.5 7.2 6.3

         

         

7.6 7.2 8.1 7.4 7.8 11.9 2.6 23.9 10.0 14.1 24.7 13.6 38.2 22.0 27.6 17.3 11.9 21.7 15.6 19.2

         

         

14.6 12.5 17.4 15.8 13.4 8.4 8.5 8.1 7.6 9.2 8.0 7.5 8.6 9.4 6.4 7.5 6.9 8.1 7.9 7.1

         

         

9.6 5.1 15.9 8.4 10.6 10.6 6.6 15.7 11.1 9.9 11.5 4.5 19.9 12.3 10.6 12.7 9.1 15.7 11.7 13.9

         

         

         

37.8 42.5 31.2 37.6 38.0 3.2 5.0 0.8 3.9 2.4 2.0 2.9 0.8 2.7 1.3 1.2 1.4 1.1 0.7 1.8

         

         

23.0 24.8 20.4 23.4 22.6 17.0 27.1 3.9 18.3 15.4 27.8 42.2 10.2 28.5 27.1 16.1 26.2 7.8 17.0 15.0

         

         

1.4 1.7 0.9 1.1 1.7 2.0 2.8 0.8 1.4 2.6 0.6 0.9 0.3 0.5 0.8 0.6 1.1 0.2 0.5 0.8

         

- - - - - 3.2 2.0 4.8 3.7 2.6 0.7 0.9 0.6 0.7 0.8 7.3 8.0 6.7 7.7 6.8

- - - - - 1.0 0.7 1.4 1.4 0.5 0.5 0.2 0.8 0.2 0.8 - - - - -

         

         

         

         

822 376 446 388 434 684 299 385 364 320 718 318 400 362 356 739 289 450 390 349

         

3.5 1.9 4.9 3.6 3.5 33.5 40.1 28.3 34.6 32.2 10.7 14.5 7.8 9.9 11.5 21.9 28.0 18.0 22.8 20.9

3.2 2.4 3.8 2.3 3.9 15.1 13.0 16.6 15.1 15.0 11.8 7.2 15.5 10.5 13.2 12.6 9.0 14.9 12.1 13.2

12.0 10.6 13.2 11.6 12.4 11.3 22.1 2.9 11.8 10.6 27.2 44.7 13.3 29.0 25.3 13.4 15.9 11.8 12.6 14.3

12.2 15.7 9.2 13.9 10.6 7.7 9.0 6.8 7.1 8.4 7.5 7.9 7.3 7.2 7.9 6.0 6.2 5.8 6.4 5.4

6.2 8.5 4.3 5.2 7.1 7.9 10.7 5.7 8.5 7.2 9.6 15.7 4.8 10.2 9.0 9.1 15.9 4.7 8.5 9.7

33.9 42.0 27.1 36.3 31.8 4.4 1.0 7.0 3.0 5.9 1.8 1.3 2.3 1.9 1.7 2.4 2.1 2.7 2.8 2.0

27.7 18.4 35.7 26.5 28.8 15.9 1.3 27.3 15.1 16.9 29.1 8.2 45.8 29.3 28.9 25.0 11.1 34.0 25.9 24.1

1.2 0.5 1.8 0.5 1.8 1.9 0.3 3.1 1.9 1.9 1.0 - 1.8 0.3 1.7 1.2 1.0 1.3 1.0 1.4

- - - - - 1.5 1.0 1.8 1.6 1.3 1.0 0.3 1.5 1.4 0.6 6.9 8.0 6.2 6.9 6.9

- - - - - 0.9 1.3 0.5 1.1 0.6 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 1.5 2.8 0.7 1.0 2.0

         



－288－ 

 
 

日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

【Ｆ８ａで「１」～「６」と答えた、本人が働いている人に】     

Ｆ10ａ では、あなたは平均すると、１週間に何時間くらい働いて

いますか。昼休みなどの休み時間は除いて、実働時間をお答

えください。     

     

  該当数 706 436 270 363 343 683 502 181 354 329

     

    １ １時間以上15時間未満 4.8 0.9 11.1 5.0 4.7 2.9 2.0 5.5 3.1 2.7

    ２ 15時間以上35時間未満 17.6 0.7 44.8 16.0 19.2 6.0 3.0 14.4 5.6 6.4

    ３ 35時間以上43時間未満 20.7 17.0 26.7 23.1 18.1 19.6 18.7 22.1 19.8 19.5

    ４ 43時間以上49時間未満 20.4 27.1 9.6 19.6 21.3 23.6 23.3 24.3 22.3 24.9

    ５ 49時間以上60時間未満 21.0 30.7 5.2 23.1 18.7 19.0 21.3 12.7 20.1 17.9

    ６ 60時間以上 15.0 22.7 2.6 12.7 17.5 28.6 31.7 19.9 28.8 28.3

    ７ ＮＡ 0.6 0.9 - 0.6 0.6 0.3 - 1.1 0.3 0.3

      平均 42.16 48.92 31.34 42.05 42.28 47.21 48.78 42.82 47.29 47.13

     

【Ｆ６ｂで「１」～「６」と答えた、配偶者が働いている人に】     

Ｆ10ｂ あなたの配偶者／パートナーは、平均すると、１週間に何

時間くらい働いていますか。昼休みなどの休み時間は除い

て、実働時間をお答えください。     

     

  該当数 728 205 523 372 356 696 203 493 380 316

    

    １ １時間以上15時間未満 3.2 10.2 0.4 3.8 2.5 2.7 3.0 2.6 2.6 2.8

    ２ 15時間以上35時間未満 13.0 42.4 1.5 14.5 11.5 6.0 14.8 2.4 5.3 7.0

    ３ 35時間以上43時間未満 19.5 25.4 17.2 19.1 19.9 16.7 20.2 15.2 15.8 17.7

    ４ 43時間以上49時間未満 23.4 14.1 27.0 22.0 24.7 25.1 24.1 25.6 24.7 25.6

    ５ 49時間以上60時間未満 23.5 4.9 30.8 23.1 23.9 20.5 15.3 22.7 22.1 18.7

    ６ 60時間以上 17.0 2.0 22.9 16.9 17.1 28.2 21.2 31.0 28.4 27.8

    ７ ＮＡ 0.4 1.0 0.2 0.5 0.3 0.7 1.5 0.4 1.1 0.3

      平均 44.21 32.00 48.95 43.66 44.77 47.47 44.11 48.84 47.83 47.04

     

【Ｆ８ａで「１」～「６」と答えた、本人が働いている人に】     

Ｆ11ａ あなたの通勤時間は片道でどれくらいかかりますか。     

     

  該当数 706 436 270 363 343 683 502 181 354 329

     

    １ ０分（通勤していない） 10.3 10.1 10.7 9.6 11.1 6.6 4.6 12.2 6.5 6.7

    ２ ～５分 13.5 8.5 21.5 12.4 14.6 17.4 15.7 22.1 19.2 15.5

    ３ ～15分 25.5 19.3 35.6 26.2 24.8 29.0 27.1 34.3 27.7 30.4

    ４ ～30分 27.8 29.6 24.8 28.1 27.4 25.5 27.3 20.4 25.1 25.8

    ５ ～１時間 17.0 24.3 5.2 16.5 17.5 15.8 18.5 8.3 15.5 16.1

    ６ ～２時間 4.4 6.2 1.5 5.2 3.5 5.0 6.0 2.2 5.6 4.3

    ７ ～３時間 - - - - - 0.1 0.2 - - 0.3

    ８ ３時間以上 0.3 0.5 - 0.3 0.3 0.4 0.4 0.6 0.3 0.6

    ９ ＮＡ 1.3 1.6 0.7 1.7 0.9 0.1 0.2 - - 0.3

      平均 21.73 26.76 13.68 22.47 20.95 21.92 24.24 15.50 21.71 22.14

     

     

     

     

     

     

a 

あなた

b 

配偶者/ﾊﾟｰﾄﾅｰ

a 

あなた



－289－ 

 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

         

804 471 333 380 424 814 458 356 432 382 802 441 361 414 388 809 362 447 429 380

         

11.7 7.0 18.3 12.4 11.1 4.7 0.7 9.8 4.6 4.7 2.1 0.9 3.6 2.7 1.5 3.2 2.2 4.0 3.7 2.6

10.7 10.0 11.7 11.3 10.1 16.7 5.7 30.9 16.7 16.8 29.2 15.9 45.4 28.7 29.6 35.8 22.4 46.8 34.5 37.4

19.3 17.6 21.6 18.4 20.0 40.2 34.9 46.9 39.8 40.6 50.7 59.4 40.2 49.8 51.8 46.8 53.6 41.4 48.0 45.5

18.3 20.6 15.0 19.5 17.2 19.8 29.9 6.7 19.0 20.7 11.3 15.4 6.4 10.1 12.6 8.5 13.5 4.5 8.6 8.4

25.1 30.1 18.0 26.3 24.1 13.4 21.4 3.1 15.5 11.0 4.5 6.3 2.2 5.8 3.1 3.6 6.4 1.3 3.5 3.7

14.9 14.6 15.3 12.1 17.5 4.3 6.3 1.7 3.2 5.5 1.6 2.0 1.1 2.2 1.0 1.4 1.7 1.1 1.4 1.3

- - - - - 1.0 1.1 0.8 1.2 0.8 0.5 - 1.1 0.7 0.3 0.6 0.3 0.9 0.2 1.1

41.25 43.44 38.15 40.57 41.86 39.38 44.19 33.21 39.35 39.41 36.38 39.30 32.78 36.44 36.32 34.70 37.71 32.26 34.77 34.63

         

         

         

         

         

         

822 376 446 388 434 684 299 385 364 320 718 318 400 362 356 739 289 450 390 349

         

10.6 6.4 14.1 11.1 10.1 2.6 5.7 0.3 3.8 1.3 1.8 3.5 0.5 1.7 2.0 2.0 4.5 0.4 1.3 2.9

8.4 9.8 7.2 8.0 8.8 14.8 30.1 2.9 13.5 16.3 27.0 48.4 10.0 28.7 25.3 15.7 28.0 7.8 17.4 13.8

19.2 17.8 20.4 20.6 18.0 43.4 45.5 41.8 44.0 42.8 54.3 43.4 63.0 53.6 55.1 56.8 48.8 62.0 57.4 56.2

17.5 19.9 15.5 19.1 16.1 20.3 11.4 27.3 20.1 20.6 10.6 4.1 15.8 10.8 10.4 14.5 12.8 15.6 14.1 14.9

29.8 32.7 27.4 29.1 30.4 12.7 5.4 18.4 12.6 12.8 3.8 0.6 6.3 3.3 4.2 6.5 2.1 9.3 6.7 6.3

14.4 13.3 15.2 11.9 16.6 5.6 1.0 9.1 5.5 5.6 2.2 - 4.0 1.9 2.5 2.3 0.3 3.6 1.3 3.4

0.1 - 0.2 0.3 - 0.6 1.0 0.3 0.5 0.6 0.3 - 0.5 - 0.6 2.2 3.5 1.3 1.8 2.6

42.26 43.61 41.12 41.69 42.77 40.55 35.03 44.80 40.32 40.81 36.82 31.94 40.71 36.52 37.11 38.95 35.24 41.29 38.72 39.21

         

         

         

         

804 471 333 380 424 814 458 356 432 382 802 441 361 414 388 809 362 447 429 380

         

20.4 15.9 26.7 17.6 22.9 6.8 5.7 8.1 6.0 7.6 7.9 4.3 12.2 8.2 7.5 5.4 3.9 6.7 5.8 5.0

17.9 17.6 18.3 22.6 13.7 13.5 10.7 17.1 13.7 13.4 11.6 10.2 13.3 12.1 11.1 17.7 16.0 19.0 16.6 18.9

24.5 27.2 20.7 22.4 26.4 29.2 25.5 34.0 29.2 29.3 28.8 29.0 28.5 28.5 29.1 36.0 35.9 36.0 38.2 33.4

23.9 25.3 21.9 24.5 23.3 33.9 39.3 27.0 33.3 34.6 33.0 34.0 31.9 31.6 34.5 25.6 27.6 23.9 23.3 28.2

8.7 8.9 8.4 8.2 9.2 13.8 15.5 11.5 14.4 13.1 14.6 17.0 11.6 15.9 13.1 12.6 13.5 11.9 13.3 11.8

2.7 3.2 2.1 2.6 2.8 1.5 1.5 1.4 2.3 0.5 2.6 3.6 1.4 1.9 3.4 2.0 2.5 1.6 1.6 2.4

0.4 0.4 0.3 0.5 0.2 0.1 0.2 - - 0.3 0.1 0.2 - 0.2 - 0.1 0.3 - 0.2 -

1.5 1.5 1.5 1.6 1.4 0.1 0.2 - 0.2 - 0.7 1.1 0.3 0.7 0.8 0.4 0.3 0.4 0.7 -

- - - - - 1.1 1.3 0.8 0.9 1.3 0.6 0.5 0.8 0.7 0.5 0.2 - 0.4 0.2 0.3

18.11 19.25 16.49 18.22 18.01 19.26 21.27 16.70 20.14 18.27 21.42 24.44 17.71 21.22 21.62 18.36 19.67 17.31 18.78 17.89

         

         

         

         

         

         



－290－ 

 
 

日    本 韓    国 

 
全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

【Ｆ６ｂで「１」～「６」と答えた、対象者が働いている人に】     

Ｆ11ｂ あなたの配偶者／パートナーの通勤時間は片道でどれく

らいかかりますか。     

     

  該当数 728 205 523 372 356 696 203 493 380 316

     

    １ ０分（通勤していない） 7.1 9.3 6.3 6.2 8.1 5.5 11.8 2.8 4.5 6.6

    ２ ～５分 10.0 19.0 6.5 11.6 8.4 9.9 18.2 6.5 9.7 10.1

    ３ ～15分 23.1 37.6 17.4 20.7 25.6 27.3 28.6 26.8 29.5 24.7

    ４ ～30分 30.4 26.3 31.9 31.5 29.2 28.0 24.1 29.6 28.4 27.5

    ５ ～１時間 23.5 5.9 30.4 23.9 23.0 23.0 14.8 26.4 22.6 23.4

    ６ ～２時間 5.1 1.0 6.7 5.1 5.1 4.6 2.0 5.7 3.9 5.4

    ７ ～３時間 0.3 - 0.4 0.5 - 0.3 - 0.4 0.3 0.3

    ８ ３時間以上 - - - - - 0.7 - 1.0 0.3 1.3

    ９ ＮＡ 0.5 1.0 0.4 0.5 0.6 0.7 0.5 0.8 0.8 0.6

      平均 25.29 14.03 29.67 25.96 24.58 25.86 17.47 29.33 24.58 27.41

     

Ｆ12 〔カード31〕あなたのご家庭の去年1年間の収入は税込みで

いくらでしたか。臨時収入、副収入、ご家族の収入を含めて、

次のリストから1つだけお答えください。     

     

    １ 200万円未満 2.9 1.6 3.8 2.9 2.8 - - - - -

    ２ 200～300万円未満 5.1 4.6 5.6 4.7 5.6 - - - - -

    ３ 300～400万円未満 10.0 8.7 11.0 10.5 9.4 - - - - -

    ４ 400～500万円未満 14.3 13.9 14.6 11.7 17.0 - - - - -

    ５ 500～600万円未満 12.3 13.0 11.8 13.4 11.2 - - - - -

    ６ 600～700万円未満 10.7 12.1 9.6 9.9 11.4 - - - - -

    ７ 700～800万円未満 9.0 10.3 8.0 8.8 9.2 - - - - -

    ８ 800～900万円未満 4.4 5.5 3.7 5.3 3.6 - - - - -

    ９ 900～1,000万円未満 2.6 2.5 2.6 2.9 2.2 - - - - -

    10 1,000万円以上 5.2 6.8 4.0 4.3 6.2 - - - - -

    11 答えたくない 14.7 16.9 13.0 14.8 14.6 - - - - -

    12 わからない 8.8 4.1 12.3 10.9 6.6 - - - - -

      平均 572.58 603.18 547.90 574.08 571.12 - - - - -

     

Ｆ13 〔カード32〕あなたの収入は、お宅の世帯の総収入のうちの

何パーセントになりますか。次の中であてはまるものをお答

えください。     

     

    １ ０ ％ 28.9 0.5 50.6 28.4 29.5 30.2 0.6 60.0 32.2 27.9

    ２ １～24％ 14.7 0.5 25.6 15.0 14.4 4.4 0.4 8.3 4.6 4.1

    ３ 25～49％ 7.0 3.2 9.9 7.0 7.0 8.9 2.6 15.3 7.4 10.7

    ４ 50％ 4.8 6.4 3.7 5.4 4.2 10.5 11.5 9.5 11.2 9.7

    ５ 51～74％ 6.5 13.7 1.0 8.0 5.0 8.4 15.0 1.8 9.0 7.7

    ６ 75～99％ 13.5 30.1 0.9 13.0 14.0 6.6 12.8 0.4 5.5 7.9

    ７ 100％ 21.3 44.7 3.5 20.2 22.4 30.1 56.9 3.2 29.3 31.1

    ８ ＮＡ 3.2 0.9 4.9 2.9 3.4 0.8 0.2 1.4 0.7 0.9

      平均 45.56 84.81 14.41 45.18 45.95 50.74 84.46 16.40 49.08 52.67

     

     

     

     

 

b 

配偶者/ﾊﾟｰﾄﾅｰ



－291－ 

 

タ    イ ア メ リ カ フ ラ ン ス スウェーデン 

全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児 全体 父親 母親 男児 女児

         

         

         

         

822 376 446 388 434 684 299 385 364 320 718 318 400 362 356 739 289 450 390 349

         

13.7 17.6 10.5 13.7 13.8 2.9 3.7 2.3 3.8 1.9 5.2 7.9 3.0 5.0 5.3 3.8 3.8 3.8 2.3 5.4

15.0 14.9 15.0 16.5 13.6 11.4 16.7 7.3 11.5 11.3 11.8 18.6 6.5 12.2 11.5 14.3 16.6 12.9 14.9 13.8

26.3 30.1 23.1 24.2 28.1 28.2 31.1 26.0 31.0 25.0 25.5 26.7 24.5 26.0 25.0 31.0 30.1 31.6 33.1 28.7

25.8 23.4 27.8 25.0 26.5 38.0 37.5 38.4 34.9 41.6 35.0 31.4 37.8 35.1 34.8 29.5 29.1 29.8 29.5 29.5

11.7 9.0 13.9 10.8 12.4 14.9 7.7 20.5 14.6 15.3 18.1 12.9 22.3 18.5 17.7 16.1 14.9 16.9 15.1 17.2

3.9 2.9 4.7 4.1 3.7 2.3 1.0 3.4 2.2 2.5 2.2 2.2 2.3 1.4 3.1 2.2 2.1 2.2 3.1 1.1

0.6 0.3 0.9 1.0 0.2 - - - - - 0.1 - 0.3 - 0.3 0.4 - 0.7 - 0.9

2.7 1.6 3.6 4.1 1.4 0.4 - 0.8 0.3 0.6 1.7 0.3 2.8 1.7 1.7 0.5 0.3 0.7 0.5 0.6

0.4 0.3 0.4 0.5 0.2 1.8 2.3 1.3 1.6 1.9 0.4 - 0.8 0.3 0.6 2.2 3.1 1.6 1.5 2.9

23.58 18.86 27.57 26.35 21.11 21.90 16.99 25.67 20.84 23.10 24.42 18.81 28.91 23.65 25.20 21.56 20.00 22.54 21.36 21.78

         

         

         

         

         

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

         

         

         

         

         

17.5 4.8 29.9 18.3 16.7 10.9 1.0 19.9 10.3 11.6 7.5 1.7 12.5 8.2 6.7 1.0 - 1.7 0.7 1.2

9.1 5.1 13.1 8.8 9.4 16.3 7.5 24.3 16.3 16.3 7.2 1.7 12.0 6.5 7.9 7.0 3.3 9.6 6.7 7.4

12.2 9.9 14.5 11.7 12.7 13.0 8.8 16.9 12.0 14.1 19.5 7.7 29.7 18.6 20.5 33.1 19.4 42.8 33.1 33.1

33.6 40.6 26.7 32.7 34.4 10.1 11.9 8.4 10.5 9.6 14.8 17.6 12.3 14.6 15.0 13.3 12.3 13.9 12.5 14.1

10.8 16.4 5.3 10.6 11.0 14.0 24.3 4.6 14.4 13.5 19.8 35.6 6.0 19.3 20.3 20.8 37.4 9.1 22.5 18.8

5.6 8.5 2.8 5.0 6.2 11.0 16.5 5.9 12.6 9.2 11.8 17.8 6.5 12.3 11.3 7.5 11.3 4.8 6.5 8.6

11.2 14.7 7.7 12.9 9.6 20.8 27.2 14.9 19.3 22.5 15.2 13.9 16.3 17.0 13.2 16.9 16.3 17.2 17.3 16.4

- - - - - 3.9 2.7 5.0 4.5 3.2 4.3 3.9 4.7 3.4 5.2 0.5 - 0.8 0.6 0.4

45.37 57.06 33.92 45.77 45.01 53.25 68.93 38.54 53.59 52.85 55.84 66.33 46.62 56.87 54.69 56.55 63.47 51.65 56.88 56.18

         

         

         

         

 



－292－ 

 
 

全体 父親 母親 男児 女児

問３ｃ どこに通っているか    

（韓国） N＝ 1009 506 503 543 466

1 乳児院、ノリバン、子供の家 15.9 14.8 16.9 16.2 15.5

2 幼稚園 12.0 12.5 11.5 11.4 12.7

3 小学校 47.9 51.4 44.3 48.6 47.0

4 中学校 0.5 0.6 0.4 0.2 0.9

5 どこにも通っておらず、家にいる 22.1 19.0 25.2 21.5 22.7

6 家以外で親戚等が面倒をみている 1.4 1.2 1.6 1.7 1.1

7 その他 0.2 0.4 - 0.4 -

ＮＡ 0.1 0.2 - - 0.2

    

（タイ） N＝ 1000 495 505 480 520

1 育児施設／保育園 4.4 5.7 3.2 4.2 4.6

2 幼稚園 19.8 19.0 20.6 18.8 20.8

3 小学校 48.0 47.7 48.3 50.0 46.2

4 中学校前期・中学校後期 1.7 1.0 2.4 1.3 2.1

5 その他 - - - - -

6 常時家にいる 26.1 26.7 25.5 25.8 26.3

ＮＡ - - - - -

    

（アメリカ） N＝ 1000 478 522 533 467

1 託児所 6.7 7.3 6.1 6.4 7.1

2 保育園 4.6 2.5 6.5 5.8 3.2

3 幼稚園 7.2 6.9 7.5 7.1 7.3

4 小学校 43.9 44.8 43.1 42.8 45.2

5 中学校 9.2 8.2 10.2 8.8 9.6

6 家で親やベビーシッターがみる 23.8 25.5 22.2 24.0 23.6

7 家以外でべビーシッターなどがみる 3.4 4.0 2.9 3.8 3.0

8 その他 1.1 0.8 1.3 1.3 0.9

ＮＡ 0.1 - 0.2 - 0.2

    

（フランス） N＝ 1001 466 535 522 479

1 保育園 3.5 4.9 2.2 3.8 3.1

2 保育ママ 5.9 6.2 5.6 6.5 5.2

3 幼稚園 22.9 23.4 22.4 23.9 21.7

4 小学校 41.2 41.6 40.7 40.4 42.0

5 中学校 12.3 11.8 12.7 12.3 12.3

6 親、ベビーシッターが自宅保育 12.4 11.6 13.1 11.5 13.4

7 その他 - - - - -

ＮＡ 1.9 0.4 3.2 1.5 2.3

    

    

    

    

    

    

    

    



－293－ 

 
 

全体 父親 母親 男児 女児

（スウェーデン） N＝ 1026 423 603 537 489

1 保育園 29.6 26.7 31.7 29.4 29.9

2 就学準備クラス 8.2 8.0 8.3 8.2 8.2

3 小学校（１年生～６年生） 45.7 44.2 46.8 45.3 46.2

4 中学校（７年生～９年生） 0.4 0.7 0.2 0.6 0.2

5 保育ママ 2.8 2.6 3.0 3.0 2.7

6 子育て支援センター 0.7 0.7 0.7 0.7 0.6

7 その他 4.2 6.4 2.7 4.1 4.3

8 上記に当てはまらない 8.2 10.4 6.6 8.4 8.0

ＮＡ 0.2 0.2 0.2 0.4 -

    

    

問 18 希望する進学先    

（韓国） N＝ 1009 506 503 543 466

1 中学校 - - - - -

2 高等学校 0.9 1.0 0.8 1.1 0.6

3 職業／技術学校 0.4 0.2 0.6 0.6 0.2

4 専門大学 1.6 1.6 1.6 1.1 2.1

5 大 学 56.2 58.1 54.3 56.4 56.0

6 大学院 27.3 24.9 29.6 26.7 27.9

7 どれでもよい 13.4 13.8 12.9 13.8 12.9

ＮＡ 0.3 0.4 0.2 0.4 0.2

    

（タイ） N＝ 1000 495 505 480 520

1 中学校前期修了 0.8 0.6 1.0 1.0 0.6

2 中学校後期修了 8.2 8.3 8.1 7.1 9.2

3 職業学校前期修了 1.5 2.0 1.0 2.3 0.8

4 職業学校後期修了 4.7 4.6 4.8 5.0 4.4

5 単科大学准学士修了 1.3 1.0 1.6 1.0 1.5

6 総合大学学士修了 52.2 52.5 51.9 52.1 52.3

7 総合大学修士もしくは博士修了 17.0 15.6 18.4 15.0 18.8

8 その他 14.3 15.4 13.3 16.5 12.3

ＮＡ - - - - -

    

（アメリカ） N＝ 1000 478 522 533 467

1 中学校 - - - - -

2 高等学校 3.4 2.7 4.0 4.3 2.4

3 専門学校 1.7 1.7 1.7 0.9 2.6

4 高等専門学校 2.0 2.9 1.1 2.4 1.5

5 短期大学 3.7 1.9 5.4 3.4 4.1

6 ４年制大学 48.9 52.1 46.0 48.6 49.3

7 大学院 32.7 29.9 35.2 31.1 34.5

8 どれでもよい 6.8 7.7 5.9 8.1 5.4

ＮＡ 0.8 1.0 0.6 1.1 0.4

    

    

    

    



－294－ 

 
 

全体 父親 母親 男児 女児

（フランス） N＝ 1001 466 535 522 479

1 中学卒業試験 0.2 0.4 - 0.2 0.2

2 職業適性証書、職業教育修了 2.6 1.5 3.6 3.6 1.5

3 大学入学資格（高校卒業） 17.0 13.7 19.8 16.1 18.0

4 大学一般課程修了、高等技術者証書 13.4 13.7 13.1 12.1 14.8

5 技術短期大学卒業 3.4 3.9 3.0 4.6 2.1

6 学士号取得またはそれ以上 8.8 9.4 8.2 8.6 9.0

7 グランゼコール卒業 24.9 28.8 21.5 25.9 23.8

8 どれでもよい 29.8 28.5 30.8 28.9 30.7

ＮＡ - - - - -

 
   

（スウェーデン） N＝ 1026 423 603 537 489

1 ４年生から９年生まで 0.5 0.7 0.3 0.9 -

2 高 校 23.8 22.7 24.5 26.3 21.1

3 大学・短大 55.3 55.8 54.9 53.3 57.5

4 大学院 4.4 5.7 3.5 3.5 5.3

5 学歴は関係ない 15.8 14.9 16.4 15.6 16.0

ＮＡ 0.3 0.2 0.3 0.4 0.2

    

    

Ｆ７ａ 親の最終学歴    

（韓国） N＝ 1009 506 503 543 466

1 中学校卒業 2.8 3.4 2.2 3.1 2.4

2 高校卒業 44.6 36.0 53.3 45.1 44.0

3 職業／技術学校卒業 0.5 0.8 0.2 0.4 0.6

4 専門大学卒業 12.5 12.1 12.9 12.9 12.0

5 大学卒業 36.4 43.9 28.8 36.3 36.5

6 大学院卒業 2.9 3.6 2.2 2.0 3.9

7 その他 0.1 - 0.2 - 0.2

ＮＡ 0.3 0.4 0.2 0.2 0.4

    

（タイ） N＝ 1000 495 505 480 520

1 学校に行っていない 1.3 0.6 2.0 0.8 1.7

2 小学校 48.5 47.3 49.7 47.5 49.4

3 中学校前期修了 18.5 19.0 18.0 19.6 17.5

4 中学校後期修了 12.6 13.3 11.9 13.5 11.7

5 職業学校前期修了 5.5 5.9 5.1 4.6 6.3

6 職業学校後期修了 3.9 4.2 3.6 5.2 2.7

7 単科大学准学士修了 0.8 0.8 0.8 1.0 0.6

8 総合大学学士修了 8.0 7.9 8.1 6.7 9.2

9 総合大学修士もしくは博士修了 0.9 1.0 0.8 1.0 0.8

10 どれでもよい - - - - -

ＮＡ - - - - -
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全体 父親 母親 男児 女児

（アメリカ） N＝ 1000 478 522 533 467

1 中学校 4.2 4.0 4.4 4.5 3.9

2 高等学校 32.3 30.1 34.3 33.8 30.6

3 専門学校 7.4 6.5 8.2 7.3 7.5

4 高等専門学校 5.8 6.9 4.8 5.8 5.8

5 短期大学 14.7 13.4 15.9 13.1 16.5

6 ４年制大学 25.0 26.2 23.9 26.6 23.1

7 大学院 9.8 12.6 7.3 8.4 11.3

8 その他 0.8 0.4 1.1 0.4 1.3

ＮＡ - - - - -

    

（フランス） N＝ 1001 466 535 522 479

1 中学卒業試験 9.4 7.3 11.2 10.7 7.9

2 職業適性証書、職業教育修了 39.4 42.3 36.8 38.5 40.3

3 大学入学資格（高校卒業） 18.1 14.8 20.9 18.6 17.5

4 大学一般課程修了、高等技術者証書 14.1 13.7 14.4 13.6 14.6

5 技術短期大学卒業 1.4 2.4 0.6 1.9 0.8

6 学士号取得 6.1 5.6 6.5 4.8 7.5

7 学士号取得以上、高等教育機関卒業 8.6 11.6 6.0 9.2 7.9

8 その他 2.7 1.9 3.4 2.3 3.1

ＮＡ 0.3 0.4 0.2 0.4 0.2

    

（スウェーデン） N＝ 1026 423 603 537 489

1 ４年生から９年生まで 5.1 5.7 4.6 5.0 5.1

2 高 校 40.5 42.1 39.5 40.8 40.3

3 大学・短大 44.3 42.6 45.6 43.2 45.6

4 大学院 2.4 3.5 1.7 2.8 2.0

5 その他 6.6 5.4 7.5 7.3 5.9

ＮＡ 1.0 0.7 1.2 0.9 1.0

    

    

Ｆ７ｂ 配偶者の最終学歴    

（韓国） N＝ 998 500 498 536 462

1 中学校卒業 2.2 3.4 1.0 2.8 1.5

2 高校卒業 41.7 49.4 33.9 41.8 41.6

3 職業／技術学校卒業 0.7 1.2 0.2 0.6 0.9

4 専門大学卒業 13.5 13.4 13.7 13.8 13.2

5 大学卒業 37.8 30.4 45.2 36.8 39.0

6 大学院卒業 3.5 1.6 5.4 3.7 3.2

7 その他 0.1 - 0.2 - 0.2

ＮＡ 0.5 0.6 0.4 0.6 0.4
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全体 父親 母親 男児 女児

（タイ） N＝ 931 475 456 447 484

1 学校に行っていない 1.0 0.8 1.1 1.1 0.8

2 小学校 48.3 50.7 45.8 51.7 45.2

3 中学校前期修了 19.2 20.0 18.4 17.0 21.3

4 中学校後期修了 11.5 10.5 12.5 11.0 12.0

5 職業学校前期修了 3.8 3.6 3.9 4.0 3.5

6 職業学校後期修了 5.2 4.2 6.1 5.1 5.2

7 単科大学准学士修了 1.1 1.3 0.9 1.1 1.0

8 総合大学学士修了 9.0 7.8 10.3 8.3 9.7

9 総合大学修士もしくは博士修了 1.0 1.1 0.9 0.7 1.2

10 どれでもよい - - - - -

ＮＡ - - - - -

    

（アメリカ） N＝ 873 446 427 466 407

1 中学校 2.4 3.1 1.6 2.1 2.7

2 高等学校 32.3 35.0 29.5 32.8 31.7

3 専門学校 5.3 3.8 6.8 4.7 5.9

4 高等専門学校 5.2 3.1 7.3 5.4 4.9

5 短期大学 13.3 18.2 8.2 12.2 14.5

6 ４年制大学 25.9 24.0 27.9 26.0 25.8

7 大学院 9.6 9.2 10.1 9.4 9.8

8 その他 0.3 - 0.7 0.4 0.2

ＮＡ 5.7 3.6 8.0 6.9 4.4

    

（フランス） N＝ 930 445 485 489 441

1 中学卒業試験 7.1 8.5 5.8 8.0 6.1

2 職業適性証書、職業教育修了 35.8 29.7 41.4 35.0 36.7

3 大学入学資格（高校卒業） 20.4 26.1 15.3 21.9 18.8

4 大学一般課程修了、高等技術者証書 11.8 14.2 9.7 11.2 12.5

5 技術短期大学卒業 1.8 1.8 1.9 2.2 1.4

6 学士号取得 6.0 7.9 4.3 5.1 7.0

7 学士号取得以上、高等教育機関卒業 6.8 6.7 6.8 6.7 6.8

8 その他 1.9 2.5 1.4 1.2 2.7

ＮＡ 8.3 2.7 13.4 8.6 7.9

    

（スウェーデン） N＝ 927 389 538 484 443

1 ４年生から９年生まで 5.4 5.4 5.4 5.2 5.6

2 高 校 48.0 42.9 51.7 48.6 47.4

3 大学・短大 32.9 39.8 27.9 31.4 34.5

4 大学院 2.3 2.3 2.2 2.7 1.8

5 その他 3.0 2.3 3.5 3.5 2.5

ＮＡ 8.4 7.2 9.3 8.7 8.1
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全体 父親 母親 男児 女児

Ｆ12 世帯収入    

（韓国） N＝ 1009 506 503 543 466

1 2000 万ウォン未満 10.1 9.7 10.5 10.5 9.7

2 2000 万～3000 万ウォン未満 26.1 29.1 23.1 25.8 26.4

3 3000 万～4000 万ウォン未満 27.3 26.3 28.2 28.5 25.8

4 4000 万～5000 万ウォン未満 15.3 15.0 15.5 14.5 16.1

5 5000 万～6000 万ウォン未満 7.4 8.3 6.6 6.6 8.4

6 6000 万～7000 万ウォン未満 4.5 4.3 4.6 4.2 4.7

7 7000 万～8000 万ウォン未満 1.7 1.8 1.6 2.2 1.1

8 8000 万～9000 万ウォン未満 1.1 1.2 1.0 1.1 1.1

9 9000 万～１億ウォン未満 0.5 0.2 0.8 0.6 0.4

10 １億ウォン以上 1.3 1.4 1.2 0.9 1.7

11 答えたくない 2.8 1.6 4.0 3.1 2.4

ＮＡ 2.1 1.2 3.0 1.8 2.4

    

（タイ） N＝ 1000 495 505 480 520

1 2000 バーツ未満 0.6 0.8 0.4 0.8 0.4

2 2000～ 2999 バーツ未満 2.3 2.2 2.4 2.7 1.9

3 3000～ 3999 バーツ未満 6.8 6.7 6.9 7.3 6.3

4 4000～ 4999 バーツ未満 9.2 9.1 9.3 9.6 8.8

5 5000～ 5999 バーツ未満 8.7 8.7 8.7 8.8 8.7

6 6000～ 7999 バーツ未満 12.5 12.1 12.9 12.9 12.1

7 8000～ 9999 バーツ未満 9.4 10.9 7.9 9.4 9.4

8 10000 ～12499 バーツ未満 14.3 13.1 15.4 13.5 15.0

9 12500 ～14999 バーツ未満 4.0 3.6 4.4 3.5 4.4

10 15000 ～17499 バーツ未満 7.1 6.5 7.7 6.5 7.7

11 17500 ～19999 バーツ未満 1.6 1.6 1.6 1.5 1.7

12 20000 ～24999 バーツ未満 7.4 7.5 7.3 7.9 6.9

13 25000 ～29999 バーツ未満 2.4 3.2 1.6 2.3 2.5

14 30000 ～34999 バーツ未満 5.3 6.1 4.6 4.8 5.8

15 35000 ～39999 バーツ未満 1.0 0.8 1.2 1.3 0.8

16 40000 ～44999 バーツ未満 1.6 1.0 2.2 2.1 1.2

17 45000 ～49999 バーツ未満 0.3 0.4 0.2 0.2 0.4

18 50000 ～54999 バーツ未満 1.5 1.2 1.8 1.3 1.7

19 55000 ～59999 バーツ未満 0.4 0.2 0.6 0.6 0.2

20 60000 バーツ以上 3.2 3.8 2.6 2.9 3.5

21 答えたくない 0.3 0.4 0.2 0.2 0.4

ＮＡ - - - - -
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全体 父親 母親 男児 女児

（アメリカ） N＝ 1000 478 522 533 467

1 ２万ドル未満 9.5 5.4 13.2 11.1 7.7

2 ２万ドル～３万ドル未満 6.1 5.0 7.1 5.6 6.6

3 ３万ドル～４万ドル未満 8.5 7.7 9.2 7.1 10.1

4 ４万ドル～５万ドル未満 10.6 10.3 10.9 9.8 11.6

5 ５万ドル～６万ドル未満 10.0 10.0 10.0 9.2 10.9

6 ６万ドル～７万ドル未満 7.7 9.2 6.3 9.4 5.8

7 ７万ドル～８万ドル未満 8.7 10.0 7.5 8.6 8.8

8 ８万ドル～９万ドル未満 6.3 7.5 5.2 5.8 6.9

9 ９万ドル～１０万ドル未満 5.5 6.3 4.8 5.3 5.8

10 １０万ドル～１５万ドル未満 10.0 10.5 9.6 9.9 10.1

11 １５万ドル～２０万ドル未満 2.8 3.3 2.3 2.1 3.6

12 ２０万ドル以上 1.6 1.3 1.9 1.5 1.7

13 答えたくない 10.4 12.6 8.4 11.6 9.0

ＮＡ 2.3 0.8 3.6 3.0 1.5

    

（フランス） N＝ 1001 466 535 522 479

1 7200 ユーロ未満 2.7 0.9 4.3 2.1 3.3

2 7200～  10800 ユーロ未満 4.4 2.6 6.0 5.0 3.8

3 10800 ～14400 ユーロ未満 5.1 3.4 6.5 5.7 4.4

4 14400 ～18000 ユーロ未満 8.1 8.6 7.7 9.0 7.1

5 18000 ～22800 ユーロ未満 10.0 10.7 9.3 9.8 10.2

6 22800 ～30000 ユーロ未満 15.1 17.0 13.5 13.2 17.1

7 30000 ～36000 ユーロ未満 7.2 8.4 6.2 7.3 7.1

8 36000 ～45600 ユーロ未満 7.5 8.2 6.9 9.0 5.8

9 45600 ～72000 ユーロ未満 3.5 3.6 3.4 3.1 4.0

10 72000 ～108000 ユーロ未満 0.8 0.6 0.9 1.0 0.6

11 108000 ユーロ以上 0.4 0.4 0.4 0.2 0.6

12 答えたくない 28.8 29.8 27.9 27.8 29.9

ＮＡ 6.5 5.8 7.1 6.9 6.1

    

（スウェーデン） N＝ 1026 423 603 537 489

1 １０万クローネ未満 1.9 0.5 3.0 3.4 0.4

2 １０万～２０万クローネ未満 9.7 9.2 10.1 8.2 11.5

3 ２０万～３０万クローネ未満 13.6 13.5 13.8 12.8 14.5

4 ３０万～４０万クローネ未満 18.8 19.6 18.2 19.6 18.0

5 ４０万～５０万クローネ未満 23.8 26.5 21.9 24.0 23.5

6 ５０万～６０万クローネ未満 11.9 11.6 12.1 11.9 11.9

7 ６０万～７０万クローネ未満 6.8 7.6 6.3 7.3 6.3

8 ７０万～８０万クローネ未満 3.6 3.5 3.6 3.4 3.9

9 ８０万～９０万クローネ未満 1.3 1.7 1.0 0.9 1.6

10 ９０万クローネ以上 1.5 2.1 1.0 1.7 1.2

11 答えたくない 1.8 1.7 1.8 1.5 2.0

12 わからない 5.3 2.6 7.1 5.4 5.1
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２．各国調査票 
 

（１）韓国 
 
SQ 1) 귀하는 결혼하셨습니까? 
 
┌── 1. 기혼 
├── 2. 이혼/사별 
│ 3. 미혼 →  면접 종료  
│ 
↓ 
SQ 2) 귀하는 자녀가 있습니까? 
 
┌── 1. 있다 
│ 2. 없다 →  면접 종료  
│ 
↓ 
SQ 3) 귀하와 함께 살고 있는 자녀 중 만12세 이하 자녀가 
 있습니까? 
 
┌── 1. 있다 
│ 2. 없다 →  면접 종료  
↓ 
☞ 면접원 
 이상으로 응답자 선정 질문이 끝났습니다. 
 해당 대상자에게만 다음 페이지부터 질문해 주십시오. 
 
 
문 1) 현재 귀하와 함께 살고 있는 자녀는 몇 명입니까?  
 그 밖에 따로 살고 있는 자녀도 있습니까? 
 (있다면) 몇 명입니까? (각각 하나씩 ○표) 
 

 
함께 살고  있는 

자녀 수 
--------------- 

11 

따로 살고 있는 
자녀 수 

--------------- 
12 

 

0.  없다  0 → 면접 종료 0   

1.  1명  1   1   

2.  2명  2   2   

3.  3명  3   3   

4.  4명  4   4   

5.  5명  5   5   

6.  6명 이상  6   6   

 
 
문 2a) 귀하와 함께 살고 있는 자녀들의 연령을 모두 말씀해 
 주십시오. (해당되는 것은 모두 ○표) 
 
13  0. 만0세(돌 이전) 
14  1. 만 1세 

 

 

 

 

15  2. 만 2세 
16  3. 만 3세 
17  4. 만 4세 
18  5. 만 5세 
19  6. 만 6세 
20  7. 만 7세 
21  8. 만 8세 
22  9. 만 9세 
23 10. 만 10세 
24 11. 만 11세 
25 12. 만 12세 
26 13. 만 13세 이상 
27 14. 만 12세 이하 자녀가 한명도 없다 → 면접 종료  
 
 
문 2b) 이 조사는 귀하의 자녀들 중 한 명의 자녀에 대해서만 
 질문하게 됩니다. 그 한 명을 결정하기 위한 
 질문입니다만, 귀하와 함께 살고 있는 만 12세 이하의 
 자녀들 중 오늘 □월 □일에 가장 생일이 가까운 
 자녀는 누구입니까? 그 자녀는 올해 만으로 
 몇 살입니까?  이름은 어떻게 됩니까? 
 
 연령 : 만__________세  28-29 
 이름 :  ___________(□□) 
 
 

지금부터 □□에 대해서 질문 하겠습니다. 

 
문 3a) □□는 아들입니까? 아니면 딸입니까? (하나만 ○표) 
30 
 1. 아들 
 2. 딸 
 
 
문 3b) □□는 형제 중에서 맏이입니까? 아니면 막내입니까? 
31 (면접원 : 자녀가 한 명밖에 없는 경우는 1번에  
   ○표할 것) 
 
 1. 맏이/자녀가 한 명인 경우도 포함 
 2. 막내 
 3. 기타(중간) 
 ----------------------------- 
 9. 모르겠다 
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문 3c) (보기 1 제시) 
32 □□는 현재 어디에 다니고 있습니까? 
 다음 중에서 해당되는 것을 말씀해 주십시오. 
 (하나만 ○표) 
 
 1. 유아원/놀이방/어린이집 
 2. 유치원 
 3. 초등학교 
 4. 중학교 
 5. 아무데도 다니지 않고 부모나 친척, 
  혹은 보모와 함께 집에 있다 
 6. 집이 아닌 다른 장소에서 친척 혹은 보모가 
  돌봐주고 있다 
 7. 기타(적을 것:___________________) 
 ------------------------------------- 
 9. 모르겠다 
 
문 4) (보기 2 제시) 
 귀하는 □□와 함께 시간을 보낼 때 어떤 일들을 함께 
 하십니까? 다음 중에서 자주 하시는 것들을 모두 
 말씀해 주십시오. (해당되는 것은 모두 ○표) 
 
33  1. 함께 식사를 한다 
34  2. 옷을 입혀준다/입을 옷을 챙겨준다 
35  3. 함께 놀아준다 
36  4. 대화를 한다 
37  5. 함께 TV를 본다 
38  6. 가사를 가르친다/ 같이 한다 
39  7. 가사 이외의 일을 가르친다/함께 한다 
40  8. 공부를 가르친다/공부를 시킨다 
41  9. 운동을 가르친다/함께 한다 
42 10. 취미를 가르친다/함께 한다 
43 11. 유치원, 어린이집/학교에 아이를 데려다 주거나 
   마중간다 
44 12. 함께 외출한다 
45 13. 같은 방에서 잔다 
46 14. 목욕시킨다/함께 목욕한다 
47 15. 아이가 보이는 곳에 있는다 
48 16. 기타(적을 것:___________________) 
 ---------------------------------------- 

49 99. 모르겠다 
 
문 5) 귀하는 □□와 하루 평균 어느 정도의 시간을 함께 
 보내십니까? 평일을 기준으로 잠자는 시간은 
 제외하고 말씀해 주십시오. 
 
 평균 ______시간  ______분 정도 

50-51                    52-53 
 ----------------------------- 
 99. 모르겠다 
  

문 6) 최근, 귀하는 같이 살고 있는 가족 모두와 함께 
 일주일에 다음과 같은 일을 몇 번 정도 
 하셨습니까? 
 (면접원 : a, b를 번갈아 읽어줄 것) 
 

a) 가족 모두가 저녁 식사를  
 함께 한다 
----------------------- 
99. 모르겠다 

일주일에 _____번 54-55 

b) 가족 모두가 여가 생활을 
 함께 한다 
----------------------- 
99. 모르겠다 

일주일에 _____번 56-57 

 
문 7) (보기 3 제시) 
 □□를 위하여 다음과 같은 일들을 하는 사람은 
 누구입니까? 주로 ‘본인’입니까?  
 ‘배우자/파트너’입니까? 아니면 ‘둘 다’ 입니까? 
 (면접원 : a~d 각각을 읽어줄 것) 
 

구   분 주로 
본인 

주로 
배우
자 

/파트
너 

둘 다 

하지 
않는
다 

/필요 
없다 

모르 
겠다  

a. 식사하는 
 것을 도와 
 준다 

1 2 3 4 9 58 

b. 예의 범절을 
 가르친다 1 2 3 4 9 59 

c. 유치원/ 
 학교의 
 학부모 
 모임에 
 참석한다 

1 2 3 4 9 60 

d. 생활비를 
 부담한다 1 2 3 4 9 61 

 
 
(여성에게만 질문) 
문 8) □□가 태어날 때, □□의 아버지(친부)가  
62 출산(분만)실에 함께 들어가셨습니까? 
 
 1. 예 
 2. 아니오 
 3. 해당사항 없음(입양, 의붓 자녀 등) 
 ----------------------------- 
 9. 모르겠다 



 

－301－ 

(남성에게만 질문) 
 □□가 태어날 때, 귀하는 출산(분만)실에 함께 
 들어가셨습니까? 
 
 1. 예 
 2. 아니오 
 3. 해당사항 없음(입양, 의붓 자녀 등) 
 ------------------------------- 
 9. 모르겠다 
 
문 9a) (보기 4 제시) 
63 귀하는 □□가 태어나서 만 3세가 될 때까지 출산이나 
 육아를 위해 직장을  쉰 적이 있습니까? 
 혹은 현재 직장을 쉬고 계십니까? 
 
┌── 1. 직장을 쉬었다(현재 직장을 쉬고 있다) 
│ 2. 직장을 쉬지 않았다(현재 직장을 쉬고 있지 않다) 
│ 3. 직장을 그만두었다 
│ 4. 직장에 다니지 않았다 
│ 5. 해당 사항 없음(입양, 의붓 자녀 등) 
│ --------------------------------------- 
│ 9. 모르겠다 
│ 
│ 
│ [문 9a에서 ‘직장을 쉬었다/현재 직장을 쉬고 
│ 있다’는 응답자에게만 질문] 
↓ 
문 9b) (보기 5 제시) 
64-65 귀하께서 직장을 쉰 기간은 전부 어느 정도입니까? 
 
  1. 3일 이내 
  2. 1주일 이내 
  3. 2주일 이내 
  4. 1개월 이내 
  5. 2개월 이내 
  6. 3개월 이내 
  7. 6개월 이내 
  8. 1년 이내 
  9. 2년 이내 
 10. 2년 초과 
 --------------- 
 99. 모르겠다 
 
문 9c) (보기 6 제시) 
66-74 직장을 쉬는 동안, 어떤 형태의 휴가를 내셨습니까? 
 해당되는 것을 모두 말씀해 주십시오. 
 (해당되는 것은 모두 ○표) 
 
 1. 유급휴가, 병가휴가(유급), 여름휴가(유급) 등 
 2. 출산휴가(유급) 
 3. 아버지의 출산휴가(유급) 
 4. 육아휴가(유급) 
 5. 결근(무급) 
 6. 육아휴가(무급) 
 7. 프리랜서/자영업이기 때문에 일하는 시간을 
  조정할 수 있었다 
 8. 기타(적을 것:___________________) 
 --------------------------------------- 
 9. 모르겠다 

[모두에게 질문] 
 
문10) (보기 7 제시) 
 □□가 태어난 날부터 지금까지 □□를 돌봐준 사람은 
 누구입니까? 돌봐준 사람을 모두 말씀해 주십시오. 
 (해당되는 것은 모두 ○표) 
 
75  1. 배우자/파트너 
76  2. 자녀의 형제자매 
77  3. 함께 살고 있는 본인 또는 배우자/파트너의  
   부모나 형제자매 
78  4. 떨어진 곳에 살고 있는 본인 또는 
   배우자/파트너의 부모나 형제자매 
79  5. 가정부/유모 
80  6. 어린이집 혹은 유아원/놀이방 교사 
81  7. 유치원 교사 
82  8. 양육 지원시설 지도원 
   (양육 지원센터 지도원) 
83  9. 행정기관이 인정한 (공적인) 복지사 
84 10. 이웃사람, 아이를 기르고 있는 친구들 
   (육아 모임 등) 
85 11. 본인(다른 사람의 도움을 받은 적이 없다) 
 ------------------------------------- 
86 99. 모르겠다 
 
문11) (보기 8 제시) 
 지난 한달 동안 □□를 키우시면서 다음과 같은 일을 
 얼마나 자주 경험하셨습니까? 
 (면접원 : a~d 각각을 읽어줄 것) 
 

구   분 자주 
있음 

가끔 
있음 

별로 
없음 

전혀 
없음 

직업
이 

없다 

모르 
겠다  

a. 가사와 
 육아가 
 부담스럽다 

1 2 3 4 * 9 87 

b. 직장 업무가 
 부담스럽다 1 2 3 4 5 9 88 

c. 직장일 
 때문에 
 가족과 
 함께 하는 
 시간을 
 빼앗긴다 

1 2 3 4 5 9 89 

d. 가정 생활로 
 인해 
 직장일을 
 할 시간을 
 빼앗긴다 

1 2 3 4 5 9 90 
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문12) (보기 9 제시) 
 귀하는 □□를 키우시면서 다음과 같은 일들에 대해 
 고민하거나 문제가 생긴 적이 있으십니까? 
 다음 중 해당되는 것을 모두 지적해 주십시오. 
 (해당되는 것은 모두 ○표) 
 
91  1. 교육비가 부담스럽다 
92  2. 집이 좁다 
93  3. 자녀와 함께 하는 시간이 적다 
94  4. 육아와 직업(일)과의 양립이 어렵다 
95  5. 자녀의 학교 또는 유치원 생활이 걱정된다 
96  6. 자녀의 건강(병이나 장애)이 걱정된다 
97  7. 자녀의 성장 속도가 느리지 않을까 걱정된다 
98  8. 자녀의 신체적 안전이 불안하다 
99  9. 학교 성적이나 입시 문제 
100 10. 주변으로부터의 차별/따돌림 
101 11. 기타(적을 것:___________________) 
102 12. 특별히 없다 
 --------------------------------------- 
103 99. 모르겠다 
 
문13) (보기 10 제시) 
 □□를 키우면서 걱정되는 일이나 문제가 생겼을 때 
 귀하는  누구와 의논하십니까? 
 평소 의논하는 사람을 모두 말씀해 주십시오. 
 (해당되는 것은 모두 ○표) 
 
104  1. 배우자/파트너 
105  2. 본인의 부모나 형제자매 
106  3. 배우자/파트너의 부모나 형제자매 
107  4. 의사, 조산원, 간호사 혹은 보건소 의료진 
108  5. 학교, 유치원, 어린이집 등 교사 
109  6. 아이를 키우고 있는 친구들/육아 모임에서 만난 
   사람들 
110  7. 친구들 
111  8. 이웃 
112  9. 육아 지원의 전문 상담원 또는 카운셀러 
113 10. 육아서, 육아잡지 
114 11. TV/라디오 프로그램 
115 12. 인터넷 사이트 
116 13. 종교 관계자(승려,사제,목사 등) 
117 14. 상담을 할 수 있는 사람이 없다 
118 15. 걱정되는 일이나 문제가 전혀 없다 
 --------------------------------------- 
119 99. 모르겠다 
 
문14) (보기 11 제시) 
 □□를 키우면서, 있으면 좋겠다고 느끼시는 것이나 

 보다 충실해졌으면 하고 바라시는 것에는 어떤 것들이 
 있습니까?  
 다음 중에서 해당되는 것을 모두 말씀해 주십시오. 
 
120 1. 자녀가 친구와 자유롭게 놀 수 있는 장소 
121 2. 자녀양육에 대해서 상담하거나 배울 수 있는 
  장소 
122 3. 자녀를 안심하고 맡길 수 있는 시설 
123 4. 부모 중 누구라도 이용할 수 있는 육아휴가제도 
124 5. 부모가 충실하게 양육할 수 있는 시간이 
  주어지는 직장 환경 
125 6. 자녀 양육과 교육을 위한 경제적 지원 
126 7. 특별히 없다 
127 8. 모르겠다 
 
문15) (보기 12 제시) 
 귀하는 부모가 되기 전(임신기간도 포함)에 
 어린 아이들을 돌보는 경험을 하거나, 
 배운 적이 있습니까?  
 다음 중에서 해당되는 것을 모두 말씀해 주십시오. 
 
128  1. 어린 동생을 돌봐 주었다 
129  2. 친척이나 친구, 이웃의 어린 아이를 돌봐 주었다 
130  3. 다른 집 아이를 보수를 받고 돌봐 주었다 
   (베이비 시터 등) 
131  4. 학교 수업에서 배웠다 
132  5. 지역 생활 강좌에 참가했다 
133  6. 육아관련 책을 읽었다 
134  7. 텔레비전이나 라디오 등을 통해 배웠다 
135  8. 부모에게 배웠다 
136  9. 특별히 배우거나 경험한 적이 없다 
 --------------------------------------- 
137 99. 모르겠다 
 
문16a) (보기 13 제시) 
 [ 자녀가 만 6세 이상인 경우 ] 
 □□가 만 5세 때 다음과 같은 것들을 혼자서 할 수  
 있었습니까? 할 수 있었던 것을 모두 지적해 
 주십시오.(해당되는 것은 모두 ○표) 
 
 [ 자녀가 만 5세 이하인 경우 ] 
 □□가 만 6세가 되기까지 다음과 같은 것들을 할 수 
 있을 것으로 생각하십니까? 
 할 수 있다고 생각되는 것을 모두 지적해 주십시오. 
 (해당되는 것은 모두 ○표) 
 
138 1. 예의 바르게 식사를 할 수 있다 
139 2. 예의 바르게 인사를 할 수 있다 
140 3. 몸을 청결하게 유지할 수 있다(세수나 양치질 등) 
141 4. 놀이 후 정리정돈을 할 수 있다 
 ---------------------------------------- 
142 9. 모르겠다 
 
문16b) (보기 14 제시) 
 그렇다면 □□가 15세가 되면 어떤 것들을 혼자서 
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 할 수 있을 것이라고 생각하십니까? 
 다음 중에서 할 수 있다고 생각되는 것을 모두 말씀해 
 주십시오. 
 
143 1. 가족을 위해서 식사를 준비한다 
144 2. 주변을 정리정돈한다 
145 3. 시간, 장소, 상황에 맞는 예의를 지킨다 
146 4. 아르바이트 등을 해서 보수를 받는다 
 ---------------------------------- 
147 9. 모르겠다 
 
문17) (보기 15 제시) 
 귀하는 □□가 15세 정도가 되었을 때 어떻게 
 성장하여 있기를 기대하십니까? 
 다음의 각 항목에 대해서 귀하가 기대하고 계신 
 정도를 ‘크게 기대한다’, ‘어느정도 기대한다’, 
 ‘별로 기대하지 않는다’, ‘전혀 기대하지 않는다’로 
 말씀해 주십시오. 
 

구   분 
크게 
기대 
한다 

어느 
정도 
기대 
한다 

별로 
기대 
하지 
않는
다 

전혀 
기대 
하지 
않는
다 

모르 
겠다  

a. 학교 성적이 
 우수하다 1 2 3 4 9 148 

b. 부모의 말을 
 잘 듣는다 1 2 3 4 9 149 

c. 자기의견을 
 명확히 
 말한다 

1 2 3 4 9 150 

d. 다른 
 사람들과 
 협조를 
 잘한다 

1 2 3 4 9 151 

e. 자기 인생의 
 목표가 있다 1 2 3 4 9 152 

f. 남자는 
 남자답게 
 여자는 
 여자답게 
 행동한다 

1 2 3 4 9 153 

g. 어려움에 
 처한 사람을 
 보면 
 도와준다 

1 2 3 4 9 154 

h. 리더쉽이 
 있다 1 2 3 4 9 155 

i. 다른 
 사람들과의 
 경쟁에서 
 이긴다 

1 2 3 4 9 156 

 
 

문18) (보기 16 제시) 
157 귀하가 기대하시는 □□의 학력은 어디까지입니까? 
 (하나만 ○표) 
 
 1. 중학교 
 2. 고등학교 
 3. 직업/기술학교 
 4. 전문대학(2/3년제) 
 5. 대학교(4년제) 
 6. 대학원 
 7. 어느 학교라도 괜찮다 
 ------------------- 
 9. 모르겠다 
 
문19) (보기 17 제시) 
 귀하는 부모로서 □□의 삶과 관련하여 다음의 
 각 항목을 어느 정도 기대하십니까? 
 (면접원 : a~f를 각각 물을 것) 
 

구   분 
크게 
기대 
한다 

어느 
정도 
기대 
한다 

별로 
기대 
하지 
않는
다 

전혀 
기대 
하지 
않는
다 

모르 
겠다  

a. 높은 수입을 
 얻는 것 1 2 3 4 9 158 

b. 유명해지는 
 것 1 2 3 4 9 159 

c. 높은 지위에 
 오르는 것 1 2 3 4 9 160 

d. 사람들에게 
 도움이 
 되는 일을 
 하는 것 

1 2 3 4 9 161 

e. 행복한 
 가정을 
 꾸리는 것 

1 2 3 4 9 162 

f. 일보다는 
 취미나 
 여가 시간을 
 즐기는 것 

1 2 3 4 9 163 

 
문20) (보기 18 제시) 
 다음의 여러 가지 생활 형태 중에서 귀하가 부모로서 
 □□가 장래 선택하지 않기를 바라시는 것은 
 어떤 것입니까? 해당되는 것을 모두 말씀해 주십시오. 
 
164  1. 평생 독신으로 지낸다 
165  2. 혼인신고를 하지 않고 동거한다 
166  3. 직장(일)관계 등으로 부부가 떨어져 산다 
167  4. 아이를 갖지 않고 산다 
168  5. 혈연관계가 없는 양자를 키운다 
169  6. 동성애 커플로 산다 
170  7. 본인과 □□의 부부가 함께 산다 
171  8. □□의 배우자 부모와 □□의 부부가 함께 산다 
172  9. 자녀가 있는데 이혼을 한다 
173 10. 자녀를 데리고 재혼을 한다 
174 11. 미혼으로 아이를 갖는다 
175 12. 해당되는 것이 없다 
 --------------------------------------- 
176 99. 모르겠다 
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문21) (보기 19 제시) 
177 귀하는 □□의 지금까지의 성장에 대해서 
 어느 정도 만족하고 계십니까? 
 
 1. 만족한다 
 2. 약간 만족한다 
 3. 약간 불만이다 
 4. 불만이다 
 --------------- 
 9. 모르겠다 
 
문22) 현재의 자녀수, 앞으로의 자녀 계획과 상관없이 
178 귀하가 생각하시는 이상적인 자녀수를 
 말씀해 주십시오  
 
 1. 한명만 
 2. 2명 
 3. 3명 
 4. 4명 
 5. 5명 이상 
 ----------- 
 9. 모르겠다 
 
문23) (보기 20 제시) 
 자녀를 키우는데 있어서 다음과 같은 사항들에 대해 
 어느 정도 동의하십니까? 혹은 동의하지 않으십니까? 
 (면접원: a~e를 각각 읽어줄 것) 
 

구   분 

전적 
으로 
동의
함 

부분 
적 

으로 
동의 
함 

별로 
동의 
하지 
않음 

전혀 
동의 
하지 
않음 

모르 
겠다  

a. 자녀를 
 키우는 것은 
 즐겁다 

1 2 3 4 9 179 

b. 자녀는 
 가족간 
 유대를 
 강화시켜 
 준다 

1 2 3 4 9 180 

c. 자녀를 
 키우는 
 데에는 
 돈이 든다 

1 2 3 4 9 181 

d. 자녀는 
 노후에 
 정신적으로 
 의지가 된다 

1 2 3 4 9 182 

e. 자녀는 
 노후에 
 경제적으로 
 의지가 된다 

1 2 3 4 9 183 

 

문24) (보기  21 제시) 
 귀하는 다음의 각 의견에 대해서 어느 정도 
 동의하십니까? 혹은 동의하지 않으십니까? 
 (면접원 : a~e를 각각 읽어줄 것) 
 

구   분 

전적 
으로 
동의
함 

부분 
적 

으로 
동의 
함 

별로 
동의 
하지 
않음 

전혀 
동의 
하지 
않음 

모르 
겠다  

a. 애정이 
 있다면 매를 
 들어도 된다 

1 2 3 4 9 184 

b. 자녀가 
 제멋대로 
 행동하는 
 것은 용인할 
 수 있다 

1 2 3 4 9 185 

c. 초등학교 
 교사도 
 자녀에게 
 예의 범절을 
 가르치길 
 원한다 

1 2 3 4 9 186 

d. 5세 이하의 
 자녀를 집에 
 혼자 두고 
 외출해서는 
 안된다 

1 2 3 4 9 187 

e. 주변에서 
 나쁜 행동을 
 하는 아이를 
 보면, 
 내 아이가 
 아니더라도 
 야단치는 
 것이 옳다 

1 2 3 4 9 188 

 
문25a) (보기 22 제시) 
189 귀하는 육아와 직장간의 비중을 어떻게 두고 
 싶으십니까? 
 (모든 사람에게 물을 것, 직업이 없는 경우도 해당) 
 
 1. 자녀 양육보다 직장을 우선으로 한다 
 2. 자녀 양육과 직장에 같은 비중을 둔다 
 3. 직장보다 자녀 양육을 우선으로 한다 
 -------------------------------- 
 9. 모르겠다 
 
문25b) (보기 23 제시) 
190 귀하는 귀하의 배우자/파트너가 육아와 직장 간의 
 비중을 어떻게 두기를 바라십니까? 
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 (모든 사람에게 물을 것, 배우자/파트너가 직업이 
 없는 경우도 해당) 
 
 1. 배우자/파트너가 자녀 양육보다 직장을 
  우선시하길 원한다 
 2. 배우자/파트너가 자녀 양육과 직장에 같은  
 비중을 두기를 원한다 
 3. 배우자/파트너가 직장보다 자녀 양육을 
  우선시하길 바란다 
 4. 배우자/파트너가 없다  
 ---------------------------------------- 
 9. 모르겠다 
 
문26) (보기 24 제시) 
191 ‘남자는 밖에서 일하고, 여자는 집에서 가족을 돌봐야 
 한다’는 말에 동의하십니까? 혹은 반대하십니까? 
 
 1. 동의한다 
 2. 반대보다는 동의하는 편에 가깝다 
 3. 동의보다는 반대하는 편에 가깝다 
 4. 반대한다 
 5. 모르겠다 
 
 
 

지금부터 귀하 자신에 대해서 묻고자 합니다. 

 
F 1. 성별([조사 대상자의 성별 : 면접원 기입]) 
192 
 1. 남 
 2. 여 
 
 
F 2. 귀하의 형제는 몇 명입니까? 
193 본인과 돌아가신 형제까지 포함해서 말씀해 주십시오. 
 
 1. 1명 
 2. 2명 
 3. 3명 
 4. 4명 
 5. 5명 
 6. 6명 
 7. 7명 
 8. 8명 이상 
 ----------- 
 9. 모르겠다 
 
F 3. 현재 귀하와 함께 살고 있는 사람은 몇 명입니까? 
194 귀하 자신까지 포함하여 말씀해 주십시오. 

 
 1. 2명 
 2. 3명 
 3. 4명 
 4. 5명 
 5. 6명 
 6. 7명 
 7. 8명 이상 
 ----------- 
 9. 모르겠다 
 
 
F 4. (보기 25 제시) 
 귀하와 함께 살고 계신 분들은 다음 중 
 누구 누구입니까? 별거중이나 직장(일, 학교)등으로 
 떨어져 살고 있는 가족은 빼고 말씀해 주십시오. 
 (복수응답) 
 
195 1. 자녀 
196 2. 배우자/파트너  
197 3. 본인의 아버지 또는 어머니 
198 4. 배우자/파트너의 아버지 또는 어머니 
199 5. 본인의 형제 또는 자매 
200 6. 배우자/파트너의 형제 또는 자매 
201 7. 그 외의 친척 
202 8. 기타(적을 것:_________________) 
 ---------------------------------- 
203 9. 모르겠다 
 
 
☞ 현재 배우자/파트너와 동거하지 않는 경우에만 질문 
 (즉 F4에서 2번에 ○표하지 않은 사람) 
 
F 4-1) (보기 26 제시) 
204 귀하는 배우자/파트너와 별거중입니까? 

이혼하셨습니까? 혹은 사별하셨습니까? 
 
 1. 별거중이다 
  (일 때문에 떨어져 사는 경우 등도 포함) 
 2. 이혼했다 
 3. 사별했다 
 4. 기타(적을 것:_________________) 
 ----------------------------------

 9.   모르겠다 
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☞ 응답자 모두에게 질문 
 
F 5) (보기 27 제시) 
205 ○○는 귀하와 어떤 관계입니까? 다음 중에서 

해당되는 것을 하나만 말씀해 주십시오. 
 
 1. 부부의 친자녀 
 2. 배우자/파트너의 친자녀 
  (본인의 친자녀가 아니다) 
 3. 본인의 친자녀 
  (배우자/파트너의 친자녀가 아니다) 
 4. 양자 
 5. 기타(적을 것:_________________) 
 ---------------------------------------- 
 9. 모르겠다 
 
☞ F6b)~ F8b)은 배우자/파트너가 있는 경우만 질문할 것 
 (F4의 2번이나 F4-1의 1번 응답자만 해당) 
 
F 6a) (보기 28 제시) 
 귀하의 연세는 올해 만으로 어떻게 되십니까? 
 다음 중 해당되는 것을 말씀해 주십시오. 
 
F 6b) 귀하의 배우자/파트너의 연세는 올해 만으로 어떻게 
 되십니까? 
 

구   분 

F 6a 
본인 

 
------- 
206-207 

F 6b 
배우자 
/파트너 
-------- 
208-209 

 1. 만 19세 이하 1 1 

 2. 만 20~24세 2 2 

 3. 만 25~29세 3 3 

 4. 만 30~34세 4 4 

 5. 만 35~39세 5 5 

 6. 만 40~44세 6 6 

 7. 만 45~49세 7 7 

 8. 만 50~54세 8 8 

 9. 만 55~59세 9 9 

10. 만 60세 이상 10 10 

------------------------------------------ 

99. 모르겠다 99 99 

   

 
 
 

F 7a) (보기 29제시) 
 귀하의 최종 학력은 어떻게 되십니까? 
 다음 중 해당되는 것을 말씀해 주십시오. 
 (단 중퇴는 졸업에 포함하지 않음) 
 
F 7b) 귀하의 배우자/파트너의 최종 학력은 어떻게 
 되십니까? 
 

구   분 

F 7a 
본인 

 
------- 

210 

F 7b 
배우자 
/파트너 
-------- 

211 
 1. 중학교 졸업 1 1 

 2. 고등학교 졸업 2 2 

 3. 직업/기술학교 졸업 3 3 

 4. 전문대학 졸업 4 4 

 5. 대학교 졸업 5 5 

 6. 대학원 졸업 6 6 
 7. 기타(적을 것 : _______) 7 7 

----------------------------------------- 
 9. 모르겠다 9 9 

 
F 8a) (보기 30 제시) 
 귀하는 현재 어떤 일을 하고 계십니까? 
 다음 중에서 해당되는 것을 하나만 말씀해 주십시오. 
 
F 8b) 귀하의 배우자/파트너는 현재 어떤 일을 하고 
 계십니까? 

구   분 

F 8a 
본인 

 
----- 
212-213 

F 8b 
배우자 
/파트너 
-------- 
214-215 

 1. 정사원, 정규종업원, 
  공무원 
  (상근, 정규고용) 

1 1 
피고 
용직  2. 파트 타임제, 

  아르바이트 등 
  (비상근, 임시고용) 

2 2 

--------------------------------------------- 

 3. 사업체 경영 
  (종업원 30명 이상) 3 3 

 4. 사업체 경영 
  (종업원 30명 미만) 4 4 

 5. 가업을 돕고 있다 5 5 

자영업 
/ 

재택 
근무 

 6. 집에서 일하고 있다 
  (자유업 등) 6 6 

--------------------------------------------- 
 7. 학생 7 7 

 8. 전업주부 
  (남성이 주부 
  역할을 하는 경우도 
  포함) 

8 8 
일을 
하지 

않는다 

 9. 무직 9 9 

─┬→ F12로  
│ 갈 것 
│ 

─┤  
│ 
│ 

─┘ 
--------------------------------------------- 

 99. 모르겠다 99 99 
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F 9a) (보기 31 제시) 
 귀하가 하고 계신 일은 구체적으로 어떤 일입니까? 
 다음 보기 중에서 해당되는 것을 하나만 말씀해 
 주십시오. 
 
F 9b) 귀하의 배우자/파트너가 하고 계신 일은 구체적으로 
 어떤 일입니까? 

구   분 

F 9a 
본인 

 
------- 
216-217 

F 9b 
배우자 
/파트너 
-------- 
218-219 

 1. 전문직, 기술직, 자유업 
  – 의사, 교수/교사, 
   정보기술전문가, 
   ・판 검사, 간호사, 
   영양사, 보육사, 기술자, 
   디자이너, 배우, 
   직업스포츠인, 
   학원 강사, 헬스 클럽 
   강사/에어로빅 강사, 
   종교인, 작가, 시인, 
   변호사, 회계사, 사서 등 

1 1 

 2. 관리직 
  - 회사/관청/단체 임원, 
   과장 이상의 관리직, 
   의원, 지자체장 
   (시장,구청장,군수,읍장, 

면장 등을 보좌하는 
상급 공무원 등) 

2 2 

 3. 사무직  
  – 사무직 회사원/공무원, 
   영업사원, 사무기기 
   관리자, 수금원 등 

3 3 

 4. 판매 종사자  
  – 소매업자, 판매원, 
   세일즈맨, 상품 매입 등 

4 4 

 5. 서비스업 
  – 음식점 주인/종업원, 
   이발사, 미용사, 가정부, 
   요리사, 웨이터, 
   웨이트리스, 객실승무원, 
   호텔 안내원, 오락실 
   종업원, 세탁업자 등 

5 5 

 6. 농림어업 
  – 농업, 임업, 어업 
   (자영/고용된 사람), 
   원예사 
   (자영/고용된 사람) 등 

6 6 

 7. 기능 등 
  – 운전기사, 목수, 
   공장노동자, 
   건축노동자, 청소부, 
   경비원, 창고노동자 등 

7 7 

 8. 군대/ 치안 
  – 경찰, 소방관, 군인 8 8 

 9. 기타 9 9 

------------------------------------------- 

99. 모르겠다 99 99 

 
F10a) 귀하는 1주일에 평균 몇 시간 정도 일하십니까?  
 점심 시간 등 휴식 시간을 제외하고 일주일 간의 
 실제 노동 시간을 말씀해 주십시오. 
 
F10b) 귀하의 배우자/파트너는 1주일에 평균 몇 시간 정도 
 일하십니까? 점심 시간 등 휴식 시간을 제외하고 
 일주일 간의 실제 노동 시간을 말씀해 주십시오. 

구   분 

F10a 
본인 

 
------- 

220 

F10b 
배우자 
/파트너 
-------- 

221 

 1. 1시간 이상 15시간 미만 1 1 

 2. 15시간 이상 35시간 미만 2 2 

 3. 35시간 이상 43시간 미만 3 3 

 4. 43시간 이상 49시간 미만 4 4 

 5. 49시간 이상 60시간 미만 5 5 

 6. 60시간 이상 6 6 

------------------------------------------ 

 9. 모르겠다 9 9 

 
문11a) 귀하의 통근 시간은 얼마나 걸립니까? 
 (편도로 말씀해 주십시오) 
 
문11b) 귀하의 배우자/파트너의 통근 시간은 얼마나 
 걸립니까? 
 (편도로 말씀해 주십시오) 
 

구   분 

F11a 
본인 

 
------- 

222 

F11b 
배우자 
/파트너 
-------- 

223 

 1. 0분(통근하지 않는다) 1 1 

 2. 5분 미만 2 2 

 3. 15분 미만 3 3 

 4. 30분 미만 4 4 

 5. 1시간 미만 5 5 

 6. 2시간 미만 6 6 

 7. 3시간 미만 7 7 

 8. 3시간 이상 8 8 

------------------------------------------ 

 9. 모르겠다 9 9 
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F12) (보기 32 제시) 
224-225 현재 함께 살고 계시는 가족 모두의 지난 
 한해(2004년) 수입은 얼마 정도입니까? 
 (상여금, 이자, 임대소득, 저축 등 모두 포함)   

 
  1. 2000만원 미만 
  2. 2000~3000만원 미만  
  3. 3000~4000만원 미만 
  4. 4000~5000만원 미만 
  5. 5000~6000만원 미만 
  6. 6000~7000만원 미만 
  7. 7000~8000만원 미만 
  8. 8000~9000만원 미만 
  9. 9000~10000만원 미만 
 10. 10000만원 이상 
 11. 응답 거절 
 12. 잘 모르겠다 
 
F13) (보기 33 제시) 
226 귀하의 수입은 귀댁의 총 수입 중 몇 퍼센트 정도를 
 차지합니까? 다음 중 해당되는 것을 말씀해 주십시오. 
 
 1. 0% 
 2. 1~24% 
 3. 25~49% 
 4. 50% 
 5. 51~74% 
 6. 75~99% 
 7. 100% 
 ------------- 
 9. 모르겠다 
 
 

♠  끝까지 성심껏 설문에 응해 주셔서 대단히 감사합니다 ♠  
 

면  접  후  기  록 

응 답 자  성 명  

응 답 자  주 소  

전  화   번  호  

조  사   일  시 
_____월  _____일 _____시 _____분부터 
_____시  _____분까지 (         )분 

협  조   정  도 1. 상        2. 중        3. 하 

응 답  신 뢰 도 1. 상        2. 중        3. 하 

면  접   장  소 
1. 방        2. 응접실 
3. 마루  4. 기타 

면 접 원  성 명  ID 
227-229

에디터 검증원 슈퍼바이저 

  
230-232 
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（２）タイ 

 

Q1a ผูสัมภาษณ - ถาไมมีเด็กอาศัยอยูในบานเลย (โคด 7 Q1a) ใหปดการสัมภาษณ 
คุณมีลูกที่อาศัยอยูดวยกันกับคุณทั้งหมดก่ีคน แลวมีลูกที่ไมไดอาศัยอยูกับคุณอีกก่ีคน (รวมถึงลูกบุญธรรมและลูกเล้ียง) 
[คําตอบเดียวแตละขอ] 
 

  Q1a 
  จํานวนลูกที่อาศัยอยูกับคุณ จํานวนลูกที่ไมไดอาศัยอยูกับคุณ 
  (128) (129) 

 1 คน 1 1 
    

 2 คน 2 2 
    

 3 คน 3 3 
    

 4 คน 4 4 
    

 5 คน 5 5 
    

 6 คน หรือมากกวา 6 6 
    

 
ไมม ี 0 

ใหปดการสัมภาษณ 
0 

 
            C 01 
Q2 ขอทราบอายุของลูกทุกคนที่อาศัยอยูกับคุณ[หลายคําตอบ] 

  
รหัส / โคด 

 
เสนทาง 

 นอยกวา 1 ป 0  (130)  
 1 ป 1  (131)  
 2 ป 2  (132)  
 3 ป 3  (133)  
 4 ป 4  (134)  
 5 ป 5  (135)  
 6 ป 6  (136)  
 7 ป 7  (137)  
 8 ป 8  (138)  
 9 ป 9  (139)  
 10 ป 0  (140)  
 11 ป 1  (141)  
 12 ป 2  (142)  
 13 ป หรือ มากกวา 3  (143)  
 ไมมีลูกที่มีอายุ 12 ป หรือ นอยกวา 4  (144) ใหปดการ

สัมภาษณ 



－310－ 

 
Q2b เพ่ือใหบรรลุวัตถุประสงคของการสัมภาษณในครั้งน้ี ขอถามคําถามเก่ียวกับลูกที่อาศัยอยูกับคุณเพียงคนเดียว 

โดยเราจะเลือกลูกที่มีอายุ 12 ปหรือนอยกวาน้ัน ซึ่งมีวันเกิดที่ใกลกับวัน ___________________________ (เอยวัน/เดือน 
ที่ทําการสัมภาษณ) มากที่สุด 
ขอทราบช่ือลูกที่อาศัยอยูกับคุณที่มีอายุ 12 ปหรือนอยกวาน้ัน และมีวันเกิด 
ใกลกับวันน้ีมากท่ีสุด(ใชวันเกิดเปนเกณฑไมตองนับปเกิด  เชน  นองก.เกิดวันที่2 มกราคม 2543  นองข.เกิดวันที่15 พฤษภาคม 
2545  สมมติวาวันสัมภาษณคือวันที่1 มิถุนายน  ใหเลือกนองข.) และขอทราบอายุของนอง _____________ (ช่ือเด็ก)  
 
ช่ือ ________________________ 
 
 อายุ (ป)   (145-146) 

 
ตอไปน้ีจะขอสัมภาษณเก่ียวกับตัวนอง ______________ (ช่ือเด็ก) เทาน้ัน 
  
 
Q3a นอง ______________ (ช่ือเด็ก) เปนเพศชายหรือเพศหญิง [คําตอบเดียว] 

  
รหัส / 
โคด 
(147) 

เสนทาง 

 เพศชาย 1  
 เพศหญิง 2  
 
Q3b แลวนอง ______________ (ช่ือเด็ก) เปนลูกคนโต หรือ ลูกคนสุดทอง(ผูสัมภาษณ ถา นอง 

______________ (ช่ือเด็ก) เปนลูกคนเดียว ใหวงโคด 1 ลูกคนโต)[คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(148) 

เสนทาง 

 ลูกคนโต/ลูกคนเดียว 1  
 ลูกคนสุดทอง 2  
 อื่นๆ 3  
 
Q3c แสดงการด-๑ 

ในปจจุบัน นอง ______________ (ช่ือเด็ก)ในชวงกลางวันของวันธรรมดามักจะอยูที่ใด [คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(149) 

เสนทาง 

 สถานรับเลี้ยงเด็ก/โรงเรียนเนิรซเซอรี ่ 1  
 โรงเรียนอนุบาล 2  
 โรงเรียนประถม 3  
 โรงเรียนมัธยม 4  
 อื่น ๆ (ระบุ...) 5  
 อยูที่บานตลอด 6  
            (150) 
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            C 01 
Q4 แสดงการด-๒ 

ตอนที่คุณอยูกับนอง ______________ (ช่ือเด็ก) คุณมักทํากิจกรรมอะไรรวมกัน 
กรุณาเลือกกิจกรรมตาง ๆ ที่คุณทําบอย ๆ ทุกอยาง จากการดน้ี [หลายคําตอบ] 
  

รหัส / โคด 
 

เสนทาง 

 รับประทานอาหารดวยกัน 1  (151)  
 คุณชวยเตรียมเสื้อผาและเปล่ียนเสื้อผาให 2  (152)  
 เลนดวยกัน 3  (153)  
 พูดคุยกัน 4  (154)  
 ดูทีวีดวยกัน 5  (155)  
 สอนใหลูกทํางานบาน/ทํางานบานดวยกัน 6  (156)  
 สอนใหลูกทํางานอื่นนอกเหนือจากงานบาน/ทํางานอื่นดวยกัน 7  (157)  
 สอนหนังสือใหลูก/ดูแลลูกใหเรียนหนังสือ 8  (158)  
 สอนวิธีเลนกีฬาใหลูก/เลนกีฬาดวยกัน 9  (159)  
 สอนงานอดิเรกใหลูก/ทํางานอดิเรกดวยกัน 0  (160)  
 ไปรับ-สงที่โรงเรียน/ โรงเรียนอนุบาล / โรงเรียนเนิรซเซอรี ่ 1  (161)  
 ไปที่ตาง ๆ ดวยกัน 2  (162)  
 นอนหองเดียวกัน 3  (163)  
 อาบนํ้าให/อาบนํ้าดวยกัน 4  (164)  
 คุณอยูในที่ที่สามารถเห็นลูกไดตลอด 5  (165)  
 อื่นๆ 6  (166)  
            (167) 
 
Q5 ตามปกติ คุณใชเวลาอยูกับนอง ______________ (ช่ือเด็ก) นานเทาไรในวันธรรมดา ในที่น้ีไมรวมเวลานอน  

  

 
โดยเฉล่ีย / ประมาณ   ช่ัวโมง 

(168-169) 

 
   นาที 

(170-171) 
 
Q6 ระยะน้ี คุณทํากิจกรรมที่จะเอยตอไปน้ีพรอมกับสมาชิกในครอบครัวทุกคนที่อาศัยอยูในบานหลังเดียวกันกับคุณ โดยประมาณ 

อาทิตยละก่ีครั้ง 
  

 

รับประทานอาหารคํ่าดวยกัน   (ครั้งตอ 
อาทิตย) 

(172-173) 

 

ใชเวลาวางรวมกัน   (ครั้งตอ 
อาทิตย) 

(174-175) 
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Q7 แสดงการด-๓ 

ใครเปนผูที่ดูแลสิ่งตอไปน้ีใหนอง ______________ (ช่ือเด็ก) เปนตัวคุณเองโดยสวนใหญ คูสมรส/แฟนโดยสวนใหญ 
หรือทั้งสองคน [คําตอบเดียวแตละขอ] 
  

 ตัวคุณเองโดย
สวนใหญ 

คูสมรส/แฟน
โดยสวนใหญ 

ทั้งคู ไมไดทํา 
กิจกรรมน้ี/ 
ไมจําเปน 

  (176)    
 ดูแลเรื่องอาหารการกิน 1 2 3 4 

  (177)    
  อบรมเรื่องมารยาทและการใชชีวิต 1 2 3 4 

  (178)    

 
เขารวมกิจกรรมของสมาคมผูปกครอง หรือประชุมกับครูที่โรงเรียน 

/โรงเรียนอนุบาล / โรงเรียนเนิรซเซอรี ่
1 2 3 4 

  (179)    
 หาเล้ียงครอบครัว 1 2 3 4 

 
            C 02 
Q8 ถามเฉพาะผูหญิง 

ตอนคุณคลอดนอง ______________ (ช่ือเด็ก) คุณพอแทๆของนอง ______________ (ช่ือเด็ก) 
อยูกับคุณตอนที่คุณคลอดลูกดวยหรือไม [คําตอบเดียว] 
 

 ถามเฉพาะผูชาย 
ตอนภรรยา/แฟน คุณคลอดนอง ______________ (ช่ือเด็ก) คุณอยูกับภรรยา/แฟนตอนที่ภรรยา/แฟนคลอดลูกดวยหรือไม 
[คําตอบเดียว] 
  

   
 หญิง ชาย 
 (207) (208) 

อยู 1 1 
ไมอยู 2 2 

ไมใชที่กลาวมา (เด็กเปนลูกบุญธรรม / ลูกติดเปนตน) 3 3 
 
Q9a แสดงการด-๔ 

ชวงที่นอง ______________ (ช่ือเด็ก) เกิดจนกระทั่งนองมีอายุ 3 ป คุณไดลางาน 
เพ่ือไปคลอดลูกหรือเลี้ยงดูลูกหรือไม หรือตอนน้ีคุณกําลังลางานเพื่อเลี้ยงดูลูก/คลอดลูกอยู 
กรุณาเลือกคําตอบจากการดน้ี  
[คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(209) 

เสนทาง 

 ไดลางาน/ตอนน้ีลางานอยู 1 Q9a 
 ไมไดลางาน 2 Q10 
 ลาออกจากงาน 3 Q10 
 ไมไดทํางาน 4 Q10 
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Q9a แสดงการด-๔ 
ชวงที่นอง ______________ (ช่ือเด็ก) เกิดจนกระทั่งนองมีอายุ 3 ป คุณไดลางาน 
เพ่ือไปคลอดลูกหรือเลี้ยงดูลูกหรือไม หรือตอนน้ีคุณกําลังลางานเพื่อเลี้ยงดูลูก/คลอดลูกอยู 
กรุณาเลือกคําตอบจากการดน้ี  
[คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(209) 

เสนทาง 

 ไมใชที่กลาวมา (เด็กเปนลูกบุญธรรม / ลูกติดเปนตน) 5 Q10  
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ถาม Q9b และ Q9cถาผูใหสัมภาษณตอบวา "ไดลางาน/ตอนนี้ลางานอยู" โคด 1 ในขอ Q9a  
  
            
Q9b แสดงการด-๕ 

คุณไดลางานเพ่ือไปคลอดลูก/เล้ียงดูลูกเปนระยะเวลารวมทั้งหมดนานเทาไร [คําตอบเดียว] 
  

รหัส / โคด 
(210-211) 

เสนทาง 

 3 วันหรือ นอยกวาน้ัน 01  
 4 วัน ถึง 1 อาทิตย 02  
 มากกวา 1 อาทิตย ถึง 2 อาทิตย 03  
 มากกวา 2 อาทิตย ถึง 1 เดือน 04  
 มากกวา 1 เดือน ถึง 2 เดือน 05  
 มากกวา 2 เดือน ถึง 3 เดือน 06  
 มากกวา 3 เดือน ถึง 6 เดือน 07  
 มากกวา 6 เดือน ถึง 1 ป 08  
 มากกวา 1 ป ถึง 2 ป 09  
 มากกวา 2 ป 10  
 
Q9c แสดงการด-๖ 

ตอนคุณลางาน เพ่ือไปคลอดลูก/เล้ียงดูลูก คุณใชการลาแบบใดจากการดน้ี [หลายคําตอบ] 
  

รหัส / โคด 
 

เสนทาง 

 ลางานโดยยังไดรับเงินเดือน, ลาปวยโดยยังไดรับเงินเดือน, 
ลาพักรอนโดยยังไดรับเงินเดือนเปนตน 

1  (212)  

 ลาคลอดโดยยังไดรับเงินเดือน (เฉพาะผูหญิง/แม) 2  (213)  
 ลาเพ่ือดูแลบุตร โดยยังไดรับเงินเดือน (เฉพาะผูชาย/พอ) 3  (214)  
 ลาเพ่ือดูแลบุตร โดยยังไดรับเงินเดือน 4  (215)  
 ลางานโดยไมไดรับเงินเดือน 5  (216)  
 ลาเพ่ือดูแลบุตรโดยไมไดรับเงินเดือน 6  (217)  
 ประกอบอาชีพอิสระ (ฟรีแลนซ) / เปนเจาของธุรกิจของตัวเอง 

จึงสามารถเลือกวันทํางานที่ตองการได 
7  (218)  

 อื่นๆ (ระบุ _____________________) 8  (219)  
            (220-230) 
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Q10 ถามทุกคน 

แสดงการด-๗ 
ชวงเวลาต้ังแตนอง ______________ (ช่ือเด็ก) เกิดจนถึงปจจุบันน้ี ใครเปนผูดูแล / ผูเล้ียงนองคะ 
กรุณาระบุคนที่เล้ียงนองทั้งหมดเลยนะ [หลายคําตอบ] 
  

รหัส / โคด 
 

เสนทาง 

 คูสมรส / แฟน 1  (231)  
 พ่ีนอง ของนอง______________ (ช่ือเด็ก) 2  (232)  
 พอแมพ่ีนองของคุณหรือของคูสมรส/ แฟนคุณ ที่อาศัยอยูดวยกัน 3  (233)  
 พอแมพ่ีนองของคุณหรือของคูสมรส/ แฟนคุณ  ที่ไมไดอาศัยอยูดวยกัน 4  (234)  
 พ่ีเล้ียงเด็ก/คนรับใชที่บาน 5  (235)  
 พ่ีเล้ียงเด็กในโรงเรียนเนิรซเซอรี่ 6  (236)  
 คุณครูในโรงเรียนอนุบาล 7  (237)  
 พนักงานหรือเจาหนาที่ที่สถานท่ีตางๆที่ชวยดูแลเด็กหรือที่รับดูแลเด็ก 8  (238)  
 อาสาสมัครสังคมสงเคราะหหรือเจาหนาที่สังคมสงเคราะหเรื่องการเล้ียงดูเด็ก 9  (239)  
 เพ่ือนบาน / เพ่ือนที่กําลังเล้ียงลูกอยู (เชน เพ่ือนในชมรมพอแมเล้ียงเด็กในชุมชนท่ีคุณอาศัยอยู) 0  (240)  
 ตัวคุณเองคนเดียว (ไมไดรับความชวยเหลือในการเลี้ยงลูกจากผูอื่น) 1  (241)  
            (242) 
 
Q11 แสดงการด-๘ 

ใน 1 เดือนที่ผานมาคุณประสบปญหาในการเลี้ยงนอง ______________ (ช่ือเด็ก) ในเรื่องตางๆ เหลาน้ีบอยมาก-นอยเพียงใด  
[คําตอบเดียวแตละขอ] 
(ผูสัมภาษณอานใหฟงทีละขอ) 
  

 บอยครั้ง บางครั้ง ไมคอยบอย ไมเคยเลย วางงาน 
  (243)     

a รูสึกวางานบาน และการเลี้ยงดูลูกเปนภาระ 1 2 3 4 * 
  (244)     

b รูสึกวาการทํางานในที่ทํางานเปนภาระ 1 2 3 4 5 
  (245)     

c 
รูสึกวาการทํางานทําใหคุณไมสามารถแบงเวลาให

กับครอบครัวได 
1 2 3 4 5 

  (246)     

d 
รูสึกวาชีวิตครอบครัวทําใหคุณไมสามารถแบงเวล

าใหกับการทํางานได 
1 2 3 4 5 
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Q12 แสดงการด-๙ 

ในระหวางการเล้ียงนอง ______________ (ช่ือเด็ก) 
คุณเคยกังวลใจหรือรูสึกเปนปญหาในการเลี้ยงนองเรื่องใดบางตอไปน้ี [หลายคําตอบ] 
 

รหัส / โคด 
 

เสนทาง 

 คาใชจายในเรื่องการศึกษาสูง 1  (247)  
 บานมีขนาดเล็กเกินไป 2  (248)  
 ไมไดใชเวลากับลูกอยางพอเพียง 3  (249)  
 การเล้ียงลูกและทํางานไปดวยเปนเรื่องที่ยาก 4  (250)  
 กังวลเรื่องชีวิตในโรงเรียน / โรงเรียนอนุบาลของลูก 5  (251)  
 กังวลเรื่องโรคภัยและเรื่องพิการของลูก 6  (252)  
 กังวลวาลูกมีการพัฒนาการการเติบโตชาเกินไปหรือเปลา 7  (253)  
 กังวลเรื่องความปลอดภัยของลูก 8  (254)  
 กังวลเรื่องสอบเขาหรือเรื่องการศึกษาตอของลูก 9  (255)  
 กังวลวาลูกจะโดนกลั่นแกลงจากคนรอบขางหรือโดนดูถูก 0  (256)  
 อื่นๆ (ระบุ ______________________) 1  (257)  
 ไมมีเปนพิเศษ 2  (258)  
            (259-280) 
 
            C 03 
Q13 แสดงการด-๑๐ 

เวลาคุณประสบปญหาหรือมีความกังวลในการเล้ียงนอง ______________ (ช่ือเด็ก) 
โดยปกติคุณไปปรึกษาใครบาง กรุณาระบุคนที่คุณไปปรึกษาทั้งหมด[หลายคําตอบ] 
 

รหัส / โคด 
 

เสนทาง 

 คูสมรส / แฟน 1  (307)  
 พอแมพ่ีนองของคุณ 2  (308)  
 พอแมพ่ีนองของคูสมรส / แฟนของคุณ 3  (309)  
 หมอ/ผดุงครรภ/พยาบาล/เจาหนาที่สาธารณสุข 4  (310)  
 ครูที่โรงเรียน / โรงเรียนอนุบาล, พ่ีเล้ียงเด็กในโรงเรียนเนิรซเซอรี่, 

เจาหนาที่สังคมสงเคราะหเรื่องการเลี้ยงดูลูก 
 

5  (311) 
 

 เพ่ือน 6  (312)  
 เพ่ือนที่กําลังเลี้ยงลูกอยู (เชน เพ่ือนในชมรมพอแมเล้ียงเด็กในชุมชนที่คุณอาศัยอยู) 7  (313)  
 เพ่ือนบาน 8  (314)  
 ที่ปรึกษาทางดานจิตวิทยา,เจาหนาที่ใหคําปรึกษาในเรื่องการเล้ียงดูลูก 9  (315)  
 หนังสือหรือนิตยสารเก่ียวกับการเลี้ยงดูลูก 0  (316)  
 รายการทีวีหรือรายการวิทยุ 1  (317)  
 อินเตอรเนต 2  (318)  
 นักบวชศาสนาตางๆ (เชน พระ/บาทหลวงเปนตน) 3  (319)  
 ไมมีใครท่ีคุณสามารถปรึกษาได 4  (320)  
 ไมกังวลหรือมีปญหาในการเลี้ยงดูลูก 5  (321)  
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Q14 แสดงการด-๑๑ 

สิ่งใดจากการดน้ีที่คุณอยากใหมีในการเล้ียงนอง ______________ (ช่ือเด็ก) 
คุณสามารถเลือกไดเทาที่คุณตองการ[หลายคําตอบ] 
  

รหัส / โคด 
 

เสนทาง 

 สถานท่ีที่ลูกและเพ่ือนๆสามารถเลนกันไดอยางมีอิสระ 1  (323)  
 สถานท่ีที่คุณสามารถปรึกษาหรือเรียนรูในการเล้ียงดูลูก 2  (324)  
 สถานท่ีที่คุณรูสึกวางใจในการท่ีจะฝากลูกไว 3  (325)  
 สวัสดิการวันลาเพ่ือเลี้ยงดูบุตรที่ทั้งพอและแมสามารถขอลาได 4  (326)  
 สภาพแวดลอมในที่ทํางานท่ีทําใหคุณสามารถใชเวลาอยูกับลูกไดพอเพียง 5  (327)  
 สวัสดิการความชวยเหลือดานการเงินสําหรับเลี้ยงดูลูกหรือใหการศึกษาลูก 6  (328)  
 ไมมีเปนพิเศษ/ไมทราบ 7  (329)  
            (330) 
 
Q15 แสดงการด-๑๒ 

กอนที่คุณจะเปนพอ/แม (รวมถึงระยะเวลาตั้งครรภ) คุณเคยมีประสบการณในการเล้ียงดูเด็กเล็ก 
หรือไดเรียนรูเก่ียวกับการเลี้ยงดูลูกหรือไม [หลายคําตอบ] 

รหัส / โคด 
 

เสนทาง 

 เคยเลี้ยงนองชาย/นองสาวของคุณ 1  (331)  
 เคยเลี้ยงลูกของญาติ/คนรูจัก 2  (332)  
 เคยเปนพ่ีเล้ียงเด็กใหผูอื่น 3  (333)  
 เคยเรียนวิธีการเล้ียงเด็กจากโรงเรียน 4  (334)  
 เขารวมช้ันเรียนที่จัดโดยชุมชนเพ่ือเตรียมตัวการเลี้ยงลูก 5  (335)  
 อานจากหนังสือเล้ียงลูกตางๆ 6  (336)  
 เรียนจากรายการทีวีหรือวิทยุ 7  (337)  
 เรียนจากพอ/แมของคุณ 8  (338)  
 ไมเคยเรียนหรือมีประสบการณในการเล้ียงเด็กมากอน 9  (339)  
            (340) 
 
Q16a แสดงการด-๑๓ 

ผูสัมภาษณ: ถานอง___(ชื่อเด็ก)อายุ 6 ปหรือมากกวา 
ตอนนอง ______________ (ช่ือเด็ก) อายุ 5 ป นองสามารถทําสิ่งใดจากการดน้ีดวยตัวเองได[หลายคําตอบ] 

 แสดงการด-๑๓ 
ผูสัมภาษณ: ถานอง___(ชื่อเด็ก)อายุ 5 ปหรือนอยกวา 
คุณคิดวากอนที่นอง ______________ (ช่ือเด็ก) จะมีอายุครบ 6 ป นองจะสามารถทําสิ่งใดจากการดน้ีดวยตัวเองได  
[หลายคําตอบ] 

   
 6 ปหรือมากกวา 5 ปหรือนอยกวา 
   

รับประทานอาหารอยางเรียบรอย 1  (341) 1  (346) 
สวัสดี/ทักทายผูอื่นไดถูกกาลเทศะ 2  (342) 2  (347) 

รักษาความสะอาดรางกาย เชน ลางหนา, แปรงฟน ฯลฯ 3  (343) 3  (348) 
สามารถเก็บของไดเรียบรอยหลังจากเลนเสร็จ 4  (344) 4  (349) 
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Q16b แสดงการด-๑๔ 

คุณคิดวาเมื่อนอง ______________ (ช่ือเด็ก) อายุ 15 ป 
นองจะสามารถทําสิ่งใดจากการดน้ีดวยตัวเองไดบาง [หลายคําตอบ] 
  

รหัส / โคด 
 

เสนทาง 

 เตรียมอาหารใหครอบครัว 1  (351)  
 สามารถดูแลสิ่งของของตัวเองที่ใชประจําวันไดอยางเปนระเบียบเรียบรอย 2  (352)  
 รูจักกาลเทศะ 3  (353)  
 สามารถทํางานหาเงินได (รวมถึง ทํางานพิเศษ / รับจาง) 4  (354)  
 
Q17 แสดงการด-๑๕ 

เมื่อนอง_______(ช่ือเด็ก) อายุ 15 ป คุณมีความคาดหวังตอแตละเรื่องในการดน้ี มากนอยเพียงใด [คําตอบเดียวในแตละขอ] 
 

 คาดหวังมาก คาดหวังบาง คาดหวัง 
ไมมาก 

ไมคาดหวัง 
เลย 

  (356)    
a เรียนไดคะแนนดี 1 2 3 4 

  (357)    
b เช่ือฟงพอแม 1 2 3 4 

  (358)    

c 
แสดงความคิดเห็นของตนเองอยางมั่นใจ 

 
1 2 3 4 

  (359)    
d สามารถเขากับผูอื่นได 1 2 3 4 

  (360)    
e มีเปาหมายในชีวิตของตนเอง 1 2 3 4 

  (361)    

f 
ถาเปนผูชายก็มีความเปนชายชาตรี ถาเปนผูหญิงก็มีความเปน 

กุลสตรี 
1 2 3 4 

  (362)    
g ใหความชวยเหลือผูอื่นเมื่อผูอื่นตองการความชวยเหลือ 1 2 3 4 

  (363)    
h มีความเปนผูนํา 1 2 3 4 

  (364)    
i ไดชัยชนะเมื่อแขงขันกับผูอื่น 1 2 3 4 
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Q18 แสดงการด-๑๖ 

คุณอยากใหนอง ______________ (ช่ือเด็ก) ไดรับการศึกษาสูงสุดระดับใด[คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(365) 

เสนทาง 

 มัธยมตน 1  
 มัธยมปลาย 2  
 อาชีวะศึกษาระดับตน (ปวช.) 3  
 อาชีวะศึกษาระดับสูง (ปวส.) 4  
 วิทยาลัย-อนุปริญญา 5  
 มหาวิทยาลัย-ปริญญาตร ี 6  
 ปริญญาโท / เอก 7  
 ระดับใดก็ได 8  
 
Q19 แสดงการด-๑๗ 

ในแตละขอความที่จะอานใหคุณฟงตอไปน้ี ในฐานะพอ/แม คุณคาดหวังให นอง__________ (ช่ือเด็ก) 
ไดสิ่งตอไปน้ีในอนาคตมาก-นอยเพียงใด กรุณาเลือกคําตอบจากการดน้ี [คําตอบเดียวแตละขอ] 
  

 คาดหวังมาก คาดหวังบาง คาดหวัง 
ไมมาก 

ไมคาดหวัง 
เลย 

  (366)    
a ไดรายไดสูง 1 2 3 4 

  (367)    
b มีช่ือเสียง 1 2 3 4 

  (368)    
c มียศ/ตําแหนงสูง 1 2 3 4 

  (369)    
d เสียสละชวยเหลือผูอื่น 1 2 3 4 

  (370)    
e สรางครอบครัวที่มีความสุข 1 2 3 4 

  (371)    
f ใหความสําคัญกับงานอดิเรก / การใชเวลาวางมากกวางานประจํา 1 2 3 4 

 
            C 04 
Q20 แสดงการด-๑๘ 

จากการดน้ีมีสิ่งใดบางในฐานะพอแมที่คุณไมอยากให นอง _________ (ช่ือเด็ก) ทําในอนาคต 
[หลายคําตอบ] 
 

รหัส / โคด 
 

เสนทาง 

 อยูเปนโสดตลอดชีวิต 1  (407)  
 อยูกับแฟนโดยไมไดแตงงานตามกฎหมาย 2  (408)  
 แยกกันอยูกับคูสมรสเนื่องจากหนาที่การงาน 3  (409)  
 ไมมีลูก 4  (410)  
 ขอลูกคนอื่นมาเล้ียง 5  (411)  
 อยูกินฉันสามีภรรยากับคนเพศเดียวกัน 6  (412)  
 สมรสแลว แตยังอาศัยอยูกับคุณ 7  (413)  
 สมรสแลว แตยังอาศัยอยูกับพอแมของคูสมรส 8  (414)  
 หยาโดยที่มีลูก 9  (415)  
 แตงงานใหมโดยที่เล้ียงลูกที่เกิดมาจากการแตงงานครั้งกอน 0  (416)  
 มีลูกโดยไมไดสมรส 1  (417)  
 ไมมีเลย 2  (418)  
            (419) 
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Q21 แสดงการด-๑๙ 

นับถึงปจจุบัน คุณพอใจมาก-นอยเพียงใดในการพัฒนาการการเติบโตของนอง ______________ (ช่ือเด็ก) 
[คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(420) 

เสนทาง 

 พอใจ 1  
 คอนขางพอใจ 2  
 ไมคอยพอใจ 3  
 ไมพอใจ 4  
 
Q22 ตามอุดมคติของคุณ คุณอยากมีลูกทั้งหมดก่ีคน[คําตอบเดียว] 

  
รหัส / 
โคด 
(421) 

เสนทาง 

 คนเดียว 1  
 2 คน 2  
 3 คน 3  
 4 คน 4  
 5 คนหรือมากกวา 5  
 
Q23 แสดงการด-๒๐ 

คุณเห็นดวยมาก-นอยเพียงใดกับขอความท่ีจะอานใหคุณฟงเก่ียวกับการเล้ียงดูลูก[คําตอบเดียวแตละขอ] 
  

 เห็นดวย 
อยางย่ิง 

คอนขาง 
เห็นดวย 

ไมคอย 
เห็นดวย 

ไมเห็นดวย 
เลย 

  (422)    
a การเล้ียงลูกเปนสิ่งที่สนุก 1 2 3 4 

  (423)    
b ลูกเปนผูที่ทําใหสายใยของครอบครัวแนนแฟน 1 2 3 4 

  (424)    
c การเล้ียงลูกตองใชเงินมาก 1 2 3 4 

  (425)    
d ลูกเปนที่พ่ึงทางใจใหแกพอแมยามแกเฒา 1 2 3 4 

  (426)    
e ลูกเปนที่พ่ึงทางเศรษฐกิจใหแกพอแมยามแกเฒา 1 2 3 4 
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Q24 แสดงการด-๒๑ 

จากขอความท่ีจะอานใหคุณฟงตอไปน้ี คุณเห็นดวยกับแตละขอความมาก-นอยเพียงใด[คําตอบเดียวแตละขอ] 
  

 เห็นดวย 
อยางย่ิง 

คอนขาง 
เห็นดวย 

ไมคอย 
เห็นดวย 

ไมเห็นดวย 
เลย 

  (427)    
a การตีลูกสามารถทําไดถาตีดวยความรัก 1 2 3 4 

  (428)    
b การเอาแตใจตัวเองของลูกเปนสิ่งที่ยอมรับได 1 2 3 4 

  (429)    
c ครูช้ันประถมก็นาจะอบรมมารยาทและการใชชีวิตใหกับลูกดัวย 1 2 3 4 

  (430)    
d ไมควรท้ิงเด็กอายุ 5 ปหรือตํ่ากวาใหอยูบานคนเดียว 1 2 3 4 

  (431)    

e 
เปนเรื่องดีที่จะวากลาวตักเตือนลูกคนอื่นที่อยูละแวกบาน 

เมื่อเด็กคนน้ันทําสิ่งไมดี 
1 2 3 4 

 
Q25a ผูสัมภาษณ - ถามทุกคน ไมวาจะมีงานทําหรือไมก็ตาม 

แสดงการด-๒๒ 
คุณอยากใหความสําคัญในการเล้ียงลูกกับงานของคุณอยางไร [คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(432) 

เสนทาง 

 ใหความสําคัญกับงานมากกวาการเลี้ยงลูก 1  
 ใหความสําคัญกับงานเทาๆกับการเลี้ยงลูก 2  
 ใหความสําคัญกับการเล้ียงลูกมากกวางาน 3  
 
Q25b ผูสัมภาษณ - ถามทุกคน ไมวา คูสมรส/แฟนจะมีงานทําหรือไมก็ตาม 

แสดงการด-๒๓ 
แลวคุณอยากใหคูสมรส/แฟนของคุณ ใหความสําคัญในการเล้ียงลูกกับงานอยางไร [คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(433) 

เสนทาง 

 ใหความสําคัญกับงานมากกวาการเลี้ยงลูก 1  
 ใหความสําคัญกับงานเทาๆกับการเลี้ยงลูก 2  
 ใหความสําคัญกับการเล้ียงลูกมากกวางาน 3  
 ไมมีคูสมรส/แฟน 4  
 
Q26 แสดงการด-๒๔ 

คุณเห็นดวยหรือไมกับขอความท่ีวา "ผูชายควรทํางานนอกบาน ในขณะที่ผูหญิงควรดูแลบาน"  
[คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(434) 

เสนทาง 

 เห็นดวย 1  
 คอนขางเห็นดวย 2  
 ไมคอยเห็นดวย 3  
 ไมเห็นดวย 4  
 ไมทราบ 5   
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ไบโอ-ดาตา (Face  Sheet) 
ในสวนตอไปน้ีจะถามขอมูลสวนตัวของคุณ 
 
F1 บันทึกเพศ 

  
รหัส / 
โคด 
(435) 

เสนทาง 

 ชาย 1  
 หญิง 2  
 
F2 คุณมีพ่ีนองทั้งหมดก่ีคน กรุณานับรวมคนที่เสียชีวิตไปแลวดวย [คําตอบเดียว] 

  
รหัส / 
โคด 
(436) 

เสนทาง 

 ตัวคุณเองคนเดียว 1  
 2 2  
 3 3  
 4 4  
 5 5  
 6 6  
 7 7  
 8 หรือมากกวา 8  
 
F3 อยากทราบวา ในปจจุบัน ในบานหลังน้ีมีสมาชิกในครอบครัวทั้งหมดก่ีคน รวมทั้งตัวคุณเองดวย 

 [คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(437) 

เสนทาง 

 2 คน 1  
 3 คน 2  
 4 คน 3  
 5 คน 4  
 6 คน 5  
 7 คน 6  
 8 คน หรือมากกวา 7  
 
F4 แสดงการด-๒๕ 

แลวใครบางที่อาศัยในบานหลังน้ี 
ไมรวมผูที่ไมไดอาศัยอยูที่บานในปจจุบันหรือผูที่ยายจากบานเน่ืองจากตองไปทํางานที่อื่น[หลาย
คําตอบ]  

รหัส / โคด 
 

เสนทาง 

 ลูก 1  (438)  
 คูสมรส / แฟน 2  (439)  
 พอแมของคุณ 3  (440)  
 พอแมของคูสมรส / แฟนของคุณ 4  (441)  
 พ่ีนองของคุณ 5  (442)  
 พ่ีนองของคูสมรส / แฟนของคุณ 6  (443)  
 ญาติคนอื่น 7  (444)  
 อื่นๆ (ระบุ ________________________) 8  (445)  
            (446-451) 
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F4-1 แสดงการด-๒๖ 
ขอทราบสถานภาพการสมรสของคุณ[คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(452) 

เสนทาง 

 แยกกันอยู (รวมถึงกรณีคูสมรส / แฟนตองไปทํางานท่ีอื่นดัวย) 1  
 หยาราง 2  
 เสียชีวิต 3  
 อื่นๆ(ระบุ ________________________) 4  
 
F5 ถามทุกคน 

แสดงการด-๒๗ 
แลวนอง ______________ (ช่ือเด็ก) มีความสัมพันธกับคุณแบบใด [คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(453) 

เสนทาง 

 เปนลูกของคุณที่เกิดกับคูสมรส/แฟนปจจุบันของคุณ 1  
 เปนลูกติดของคูสมรส/ แฟนปจจุบันของคุณ 2  
 เปนลูกติดของคุณแตไมไดเกิดกับคูสมรส/แฟนปจจุบันของคุณ 3  
 เปนลูกบุญธรรมนอกเหนือจากที่กลาวมาขางตน 4  
 อื่นๆ(ระบุ ________________________) 5  
 
ผูสัมภาษณ-สําหรับผูใหสัมภาษณที่มีคูสมรส/แฟน (ตอบโคด 2 F4) หรือ (ตอบโคด 1 F4-1) 
ถามขอมูลของทั้งผูใหสัมภาษณและขอมูลของคูสมรส/แฟน(ถามท้ังF6a F6b  F7a  F7b  F8a  F8b) 
    สําหรับผูใหสัมภาษณที่ไมมีคูสมรส/แฟน (ถามเฉพาะ F6a  F7a  F8a เทาน้ัน) 
 
F6a แสดงการด-๒๘ 

คุณอายุเทาไร[คําตอบเดียว] 
รหัส / 
โคด 

(454-455) 

เสนทาง 

 19 ปหรือนอยกวา 01  
 20-24 ป 02  
 25-29 ป 03  
 30-34 ป 04  
 35-39 ป 05  
 40-44 ป 06  
 45-49 ป 07  
 50-54 ป 08  
 55-59 ป 09  
 60 ป หรือมากกวา 10  
 



－324－ 

 
F7a ผูสัมภาษณ: ถาหากเปนกรณีเรียนไมจบ เลือกชั้นตํ่ากวาระดับหน่ึง 

เชนผูใหสัมภาษณเรียนมหาวิทยาลัยไมจบ ก็เลือก”มัธยมศึกษาตอนปลาย” 
แสดงการด-๒๙ 
คุณสําเร็จการศึกษาขั้นสูงสุดช้ันใด [คําตอบเดียว] 

รหัส / 
โคด 
(456) 

เสนทาง 

 สําเร็จการศึกษาระดับมัธยมศึกษาตอนตน 1  
 สําเร็จการศึกษาระดับมัธยมศึกษาตอนปลาย 2  
 สําเร็จการศึกษาระดับอาชีวะตอนตน (ปวช.) 3  
 สําเร็จการศึกษาระดับอาชีวะตอนปลาย (ปวส.) 4  
 สําเร็จการศึกษาระดับวิทยาลัย-อนุปริญญา 5  
 สําเร็จการศึกษาระดับมหาวิทยาลัย-ปริญญาตรี 6  
 สําเร็จการศึกษาระดับปริญญาโท / เอก 7  
 อื่นๆ (ระบุ _______________________) 8  
            (457) 
 
F8a แสดงการด-๓๐ 

ขอทราบอาชีพของคุณ[คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(458) 

เสนทาง 

 ลูกจางประจํา / รับราชการ 1  
 ลูกจางช่ัวคราว - ทํางานนอกเวลา/พารทไหม 2  
 ทําธุรกิจสวนตัวที่มีลูกจาง 30 คนขึ้นไป 3  
 ทําธุรกิจสวนตัวที่มีลูกจางนอยกวา 30 คน 4  
 ชวยเหลือธุรกิจของครอบครัว 5  
 ทํางานที่บาน (อาชีพอิสระเปนตน) 6  
 นักเรียน/นักศึกษา 7  
 แมบาน  / พอบาน (พอที่ทํางานบานเทาน้ัน) 8  
 วางงาน 9  
            (459) 
 
ผูสัมภาษณ - เฉพาะผูใหสัมภาษณท่ีอยูกับคูสมรส /แฟน (ตอบโคด 2 F4) หรือผูท่ีแยกกันอยู (ตอบโคด 1 F4-1)ถามขอF6b ถึง  F7b 
 
F6b แสดงการด-๒๘ 

แลวคูสมรส / แฟนของคุณอายุเทาไร[คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 

(460-461) 

เสนทาง 

 19 ปหรือนอยกวา 01  
 20-24 ป 02  
 25-29 ป 03  
 30-34 ป 04  
 35-39 ป 05  
 40-44 ป 06  
 45-49 ป 07  
 50-54 ป 08  
 55-59 ป 09  
 60 ป หรือมากกวา 10  
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F7b ผูสัมภาษณ: ถาหากเปนกรณีเรียนไมจบ เลือกชั้นตํ่ากวาระดับหน่ึง เชนคูสมรส / 
แฟนของผูใหสัมภาษณเรียนมหาวิทยาลัยไมจบ ก็เลือก”มัธยมศึกษาตอนปลาย” 
แสดงการด-๒๙ 
แลวคูสมรส / แฟนของคุณสําเร็จการศึกษาขั้นสูงสุดช้ันใด [คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(462) 

เสนทาง 

 สําเร็จการศึกษาระดับมัธยมศึกษาตอนตน 1  
 สําเร็จการศึกษาระดับมัธยมศึกษาตอนปลาย 2  
 สําเร็จการศึกษาระดับอาชีวะตอนตน (ปวช.) 3  
 สําเร็จการศึกษาระดับอาชีวะตอนปลาย (ปวส.) 4  
 สําเร็จการศึกษาระดับวิทยาลัย-อนุปริญญา 5  
 สำเร็จการศึกษาระดับมหาวิทยาลัย-ปริญญาตรี 6  
 สําเร็จการศึกษาระดับปริญญาโท / เอก 7  
 อื่นๆ (ระบุ _______________________) 8  
            (463) 
 
F8b แสดงการด-๓๐ 

ขอทราบอาชีพของคูสมรส/ แฟนคุณดวย[คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(464) 

เสนทาง 

 ลูกจางประจํา / รับราชการ 1  
 ลูกจางช่ัวคราว-ทํางานนอกเวลา/พารทไหม 2  
 ทําธุรกิจสวนตัวที่มีลูกจาง 30 คนขึ้นไป 3  
 ทําธุรกิจสวนตัวที่มีลูกจางนอยกวา 30 คน 4  
 ชวยเหลือธุรกิจของครอบครัว 5  
 ทํางานที่บาน (อาชีพอิสระเปนตน) 6  
 นักเรียน/นักศึกษา 7  
 แมบาน / พอบาน (พอที่ทํางานบานเทาน้ัน) 8  
 วางงาน 9  
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ผูสัมภาษณ-ถา F8a ตอบ 1-6(หมายความวาผูใหสัมภาษณทํางานอยู)  ถาม F9a เทาน้ัน  
 / F8b(หมายความวาคูสมรส/แฟนของผูใหสัมภาษณทํางานอยู)  ตอบ 1-6  ถาม F9b  
 
F9a คุณทํางานประเภทใด  กรุณาอธิบายงานของคุณโดยละเอียด 

ตัวอยาง-เปนคนปดฉลากกระปองในโรงงานทําปลากระปอง, เปนพนักงานขายเครื่องสําอางตามบาน 
ทําบัญชีในบริษัทขายรถยนต,เปนหัวหนากองในหนวยงานราชการ 
ทํานาปลูกขาว 

คําตอบ_____________________________________________________________________ 
  

F9b คูสมรส / แฟนของคุณทํางานประเภทใด  กรุณาอธิบายงานของคูสมรส / แฟนของคุณโดยละเอียด 
ตัวอยาง-เปนคนปดฉลากกระปองในโรงงานทําปลากระปอง, เปนพนักงานขายเครื่องสําอางตามบาน 

ทําบัญชีในบริษัทขายรถยนต,เปนหัวหนากองในหนวยงานราชการ 
ทํานาปลูกขาว 

คําตอบ_____________________________________________________________________ 
 
ผูสัมภาษณเปนผูตัดสินใจเลือกประเภทอาชีพของผูใหสัมภาษณและประเภทอาชีพของคูสมรส/แฟน 
ของผูใหสัมภาษณจากตัวเลือกดานลาง 

 F9a F9b 
 ผูใหสัมภาษณ คูสมรส/  

แฟนของผูให 
สัมภาษณ(ถามี) 

 (465) (467) 
วิชาชีพ/อาชีพอิสระ เชน แพทย พยาบาล ครู/อาจารย เจาหนาที่คอมพิวเตอร ผูพิพากษา 

วิศวะกร ดีไซนเนอร นักแสดง นักกีฬาอาชีพ นักเขียน ทนายความ หรือ นักบัญชี เปนตน 
1 1 

ผูบริหาร เชน ประธานบริษัท รองประธานบริษัท ผูจัดการ ผูอํานวยการ ผูจัดการ 
หัวหนาหนวยงาน/หัวหนาแผนก, เจาของบริษัท ขาราชการระดับสูง หรือ ผูที่ไดมาจากการเลือกต้ัง 

เชน ส.ส. / สมาชิกอบต, เปนตน 

2 2 

พนักงานทั่วไป เชน พนักงานบริษัท เลขา พนักงานดานธุรการ เสมียน หรือ ขาราชการระดับลาง 
เปนตน 

3 3 

พนักงานขายทั่วไป/เซลลแมน / เจาของรานขายปลีก / พอคากลางในตลาด เปนตน 4 4 
งานดานบริการ เชน เจาของรานอาหาร/บาร พนักงานในรานอาหาร/บาร เสริมสวย กุก 
พนักงานบริการบนเครื่องบิน พนักงานเสิรฟ แมบานที่รับทํางานบาน พนักงานซักรีด, 

พนักงานบริการกระเปา, รถรับ/สงตามโรงแรม เปนตน 

5 5 

งานดานเกษตรกรรม, ปาไม เชน ชาวประมง ชาวนา-ชาวสวน หรือ ตกแตงสวน (ทั้งรับจาง และ 
เปนเจาของ รวมท้ังสมาชิกครอบครัวที่ทําในลักษณะลูกจาง) 

6 6 

งานฝมือ/ก่ึงฝมือ หรือ ใชแรงงาน เชน พนักงานขับรถ ชางไม คนในโรงงาน ชางกอสราง 
พนักงานทําความสะอาด พนักงานรักษาความปลอดภัย ผูใชแรงงานในโกดัง, กระเปารถเมล เปนตน 

7 7 

ตํารวจ/ทหาร/พนักงานดับเพลิง 8 8 
อื่นๆ (ระบุ______________________________) 9 9 

(466) (468) 
 

ผูสัมภาษณ-ถา F8a ตอบ 1-6(หมายความวาผูใหสัมภาษณทํางานอยู)  ถาม F10a เทาน้ัน  
 / F8b(หมายความวาคูสมรส/แฟนของผูใหสัมภาษณทํางานอยู)  ตอบ 1-6  ถาม F10b  
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F10a โดยเฉล่ียแลวคุณทํางานก่ีช่ัวโมงตอสัปดาห ไมรวมเวลาพักเที่ยง [คําตอบเดียว] 

  
F10b โดยเฉล่ียแลวคูสมรส / แฟนของคุณทํางานก่ีช่ัวโมงตอสัปดาห ไมรวมเวลาพักเที่ยง[คําตอบเดียว] 

  
 F10a F10b 
 ผูใหสัมภาษณ คูสมรส/ 

แฟนของ 
ผูใหสัมภาษณ 

(ถามี) 
 (469) (470) 

1 ช่ัวโมง - นอยกวา 15 ช่ัวโมง 1 1 
15 ช่ัวโมง - นอยกวา 35 ช่ัวโมง 2 2 
35 ช่ัวโมง - นอยกวา 43 ช่ัวโมง 3 3 
43 ช่ัวโมง - นอยกวา 49 ช่ัวโมง 4 4 
49 ช่ัวโมง - นอยกวา 60 ช่ัวโมง 5 5 

60 ช่ัวโมง หรือมากกวา 6 6 
 
ผูสัมภาษณ-ถา F8a ตอบ 1-6(หมายความวาผูใหสัมภาษณทํางานอยู)  ถาม F11a เทาน้ัน  
 / F8b(หมายความวาคูสมรส/แฟนของผูใหสัมภาษณทํางานอยู)  ตอบ 1-6  ถาม F11b  
 
F11a คุณใชเวลาในการเดินทางไปทํางานนานเทาไร นับเที่ยวเดียว [คําตอบเดียว] 

  
F11b แลวคูสมรส / แฟนของคุณใชเวลาในการเดินทางไปทํางานนานเทาไร นับเที่ยวเดียว [คําตอบเดียว] 

  
 F11a F11b 
 ผูใหสัมภาษณ คูสมรส/  

แฟนของผูใหสัม
ภาษณ(ถามี) 

 (471) (472) 
0 นาที (ไมไดเดินทางไปทํางาน) 1 1 

ไมเกิน 5 นาที 2 2 
ไมเกิน 15 นาที 3 3 
ไมเกิน 30 นาที 4 4 
ไมเกิน 1 ช่ัวโมง 5 5 
ไมเกิน 2 ช่ัวโมง 6 6 
ไมเกิน 3 ช่ัวโมง 7 7 
มากกวา 3 ช่ัวโมง 8 8 
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F12 แสดงการด-๓๑ 

รายไดครัวเรือนของคุณตอเดือนกอนหักภาษีในปที่แลว (พ.ศ. 2547) อยูในชวงใดจากการดน้ี 
กรุณารวมรายไดจากทุกแหลงของทุกคนในครัวเรือน รวมถึงรายไดจากทํางานนอกเวลา / 
รายไดเสริมดัวย [คําตอบเดียว] 
  

รหัส / โคด 
(473-474) 

เสนทาง 

 นอยกวา 2,000 บาท 01  
 2,000-2,999 บาท 02  
 3,000-3,999 บาท 03  
 4,000-4,999 บาท 04  
 5,000 - 5,999 บาท 05  
 6,000 - 7,999 บาท 06  
 8,000 - 9,999 บาท 07  
 10,000 - 12,499 บาท 08  
 12,500 - 14,999 บาท 09  
 15,000 - 17,499 บาท 10  
 17,500 - 19,999 บาท 11  
 20,000 - 24,999 บาท 12  
 25,000 - 29,999 บาท 13  
 30,000 - 34,999 บาท 14  
 35,000 - 39,999 บาท 15  
 40,000 - 44,999 บาท 16  
 45,000 - 49,999 บาท 17  
 50,000 - 54,999 บาท 18  
 55,000 - 59,999 บาท 19  
 60,000 บาทหรือมากกวา 20  
 ปฏิเสธ 21  
 ไมทราบ 22  
 
F13 แสดงการด-๓๒ 

รายไดสวนตัวของคุณคิดเปนสัดสวนเทาใดของรายไดทั้งหมดในครอบครัว [คําตอบเดียว] 
  

รหัส / 
โคด 
(475) 

เสนทาง 

 0% 1  
 1-24% 2  
 25-49% 3  
 50% 4  
 51-74% 5  
 75-99% 6  
 100% 7  
 
ขอบคุณมากท่ีใหความรวมมือ 
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（３）アメリカ 

INTERNATIONAL COMPARATIVE SURVEY ON CHILD-RAISING AND FAMILY LIFE 2005 
 
Q1. How many of your children live with you now?  Do you have any other children that are not 

living with you?  Please give me the numbers (INCLUDE ADOPTED OR STEP CHILDREN) 
(SINGLE ANSWER FOR EACH) 

 
Number of children living with you Number of children not living with you 

 
0.  None – TERMINATE INTERVIEW 0.  None 
1.  1 1.  1 
2.  2 2.  2 
3.  3 3.  3 
4.  4 4.  4 
5.  5 5.  5 
6.  6 or more 6.  6 or more 

 
Q2a. Please tell me the ages of all of your children that live with you (MULTIPLE ANSWER) 
 

0.  Less than 1 year old 8.  8 years old 
1.  1 year old 9.  9 years old 
2.  2 years old 10.  10 years old 
3.  3 years old 11.  11 years old 
4.  4 years old 12.  12 years old 
5.  5 years old 13.  13 years old or older 
6.  6 years old 99.  None 12 years old or younger 
7.  7 years old  (TERMINATE INTERVIEW) 

 
Q2b. For the purpose of this interview, we would like to ask you about one of your children.  In order 

to do so, we would like to decide on one child.  Of your children 12 years or under who live 
with you, which child’s birthday is closest to (INSERT MONTH/DAY OF INTERVIEW)?  
How old is that child?  What is her/his name? 

 
 years old Name: __________________ 

 
 I’m now going to ask about (NAME OF CHILD). 
 
Q3a. Is (NAME OF CHILD) a boy or a girl?  (SINGLE ANSWER) 
 

1.  Boy 2.  Girl 
 
Q3b. Is (NAME OF CHILD) the oldest among her/his brothers and/or sisters?  The youngest?  (TO 

THE INTERVIEWER: IF (NAME OF CHILD) IS AN ONLY CHILD, THE ANSWER IS "1") 
 

1.  Oldest child/only child 3.  Other 
2.  Youngest child 9.  Don’t know (VOL) 
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[HAND R CARD ‘A’] 
Q3c. Where does (NAME OF CHILD) go during the day?  [CHOOSE THE SINGLE ANSWER 

THAT MOST OFTEN DESCRIBES WHERE THE CHILD GOES.  (SINGLE ANSWER)] 
 

1.  Childcare center 6.  Stays at home with parent, 
2.  Nursery school      relative or babysitter 
3.  Kindergarten 7.  Stays with relative or babysitter 
4.  Elementary school      outside of the home, family daycare 
5.  Middle school/ 8.  Other ___________________________ 
     high school  [PLEASE SPECIFY] 
 9.  Don’t know (VOL) 

 
[HAND R CARD ‘B’] 
Q4. When spending time with (NAME OF CHILD), what sort of things do you do?  Choose from 

the following options all of the things that you do often.  (MULTIPLE ANSWER) 
 

1.  We have meals together 
2.  I help her/him get changed/I get her/his clothes ready for changing 
3.  We play together 
4.  We talk 
5.  We watch the same TV programs 
6.  I teach about housework/we do housework together 
7.  I teach about work other than housework/we do it together 
8.  I help with schoolwork/I help her/him study 
9.  I teach sports/we do sports together 

10.  I teach hobbies/we do hobbies together 
11.  I drop off and pick her/him up at childcare center/school 
12.  We go places together 
13.  We sleep in the same room 
14.  I bathe her/him/we bathe together 
15.  I am in a place where I can see her/him 
16.  Other 
17.  Don’t know (VOL) 

 
Q5. About how much of a single day do you spend with (NAME OF CHILD)?  Answer for 

weekdays.  Please exclude time spent sleeping. 
 

 About   hours and   minutes 
 
Q6. Recently, how many times a week have you done the following with all members in the family 

who live with you at present?  (READ ITEMS FROM LIST) 
 

 Ate evening meal together time(s) a week 
 
 

 Spent free time together time(s) a week 
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[HAND R CARD ‘C’] 
Q7. Which person takes care of the following matters for (NAME OF CHILD)?  Is it mainly you?  

Or is it mainly your spouse/partner?  Or both of you?  (Answer for each of the following.  
(SINGLE ANSWER FOR EACH) 

 
  Mainly Both  
  My Spouse/ Don’t Do/ Don’t 
 Mainly Spouse/ Partner Not Know 
   Me   Partner  And I  Necessary (VOL) 
a. Providing meals/feeding 1 2 3 4 9 
b. Disciplining 1 2 3 4 9 
c. Going to parents association or 
   teacher meetings at school 1 2 3 4 9 
d. Earning living expenses 1 2 3 4 9 

 
[ASK WOMEN ONLY] 
Q8. When (NAME OF CHILD) was born, was the (biological) father of (name of child) present at the 

birth? 
 

1.  Yes 3.  Not applicable (adopted or stepchild, etc.) 
2.  No 9.  Don’t know (VOL) 

 
[ASK MEN ONLY] 
 When (NAME OF CHILD) was born, were you present at the birth? 
 

1.  Yes 
2.  No 
3.  Not applicable (adopted, or stepchild, etc.) 
9.  Don’t know (VOL) 

 
[HAND R. CARD ‘D’] 
Q9a. During the period after (NAME OF CHILD) was born to when (NAME OF CHILD) reached 

three years of age, did you take time off from work or are you taking time off from work for 
childbirth or childcare now? 

 
1.  I took time off from work (I am taking time off from work now) 
2.  I did not take time off from work (I am not taking time off from work now) 
3.  I gave up my job 
4.  I did not have a job 
5.  Not applicable (adopted, or stepchild, etc.) 
9.  Don’t know (VOL) 
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[ASK Q’s. 9b AND 9c IF R ANSWERED “TOOK TIME OFF FROM WORK/I AM TAKING 
TIME OFF FROM WORK NOW” IN Q. 9a] 
 
[HAND R CARD ‘E’] 
Q9b. How much time did you take off in total? 
 

1.  3 days or less 
2.  4 days to one week 
3.  More than 1 week to 2 weeks 
4.  More than 2 weeks to 1 month 
5.  More than 1 month to 2 months 
6.  More than 2 months to 3 months 
7.  More than 3 months to 6 months 
8.  More than 6 months to 1 year 
9.  More than 1 year to 2 years 

10.  More than 2 years 
99.  Don’t know (VOL) 

 
[HAND R CARD ‘F’] 
Q9c. When you took time off from work, what type of leave did you take?  Please choose all items 

that apply.  (MULTIPLE ANSWER) 
 

1.  Paid leave, sickness leave (paid), summer vacation leave (paid), etc. 
2.  Maternity leave (paid) 
3.  Paternity leave (paid) 
4.  Parental leave (paid) 
5.  Absence from work (unpaid) 
6.  Parental leave (unpaid) 
7.  Freelance/self-employed, so arranged work days to suit myself 
8.  Other ___________________________________________________________ 
                     [PLEASE SPECIFY] 
9.  Don’t know (VOL) 

 
[ASK EVERYONE] 
[HAND R CARD’G’] 
Q10. From the time of (NAME OF CHILD)’s birth until now, who have taken care of (NAME OF 

CHILD)?  List all of the people, as many as you want, who have taken care of (NAME OF 
CHILD).  (MULTIPLE ANSWER) 
 
1.  Spouse/partner 
2.  Child’s brothers and/or sisters 
3.  My/spouse’s parents, brothers and/or sisters who live with us 
4.  My/spouse’s parents, brothers and/or sisters who live separately from us 
5.  Babysitter or housekeeper 
6.  Staff at childcare center or other facility 
7.  Nursery school/kindergarten teacher 
8.  Staff at extended care facility or after-school program 
9.  Family daycare staff ("Day Mother") 

10.  Neighbors, friends who are raising children themselves (play group, etc.) 
11.  Only me (have never been helped by anyone) 
99.  Don’t know (VOL) 
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[HAND R CARD ‘H’] 
Q11. During the past month, how often have you experienced any of the following while raising 

(NAME OF CHILD) – many times, sometimes, very infrequently  or never?  Please reply to 
each item.  (READ FIRST ITEM AND REPEAT FOR EACH) 

 
   Very  Do Not Don’t 
 Many Some- Infre-  Have Know 
 Times times quently Never A Job (VOL) 
a. Burdened by your housework and 
   childcare duties, etc. 1 2 3 4 NA 9 
b. Burdened by the duties of your 
   Workplace 1 2 3 4 5 9 
c. Felt that your work prevented you 
   from spending enough time with 
   your family 1 2 3 4 5 9 
d. Felt that your family life prevented 
   you from spending enough time on 
   your work 1 2 3 4 5 9 

 
[HARD R CARD ‘I’] 
Q12. While raising (NAME OF CHILD), do you ever have concerns or problems about the issues on 

the card?  Choose as many concerns or problems as apply.  (MULTIPLE ANSWER) 
 

1.  Education expenses cost too much 
2.  Our house is too small 
3.  I don’t spend enough time with my child 
4.  Having a child and a job is difficult 
5.  I’m concerned about how my child will fare at school 
6.  I’m concerned about my child getting sick or disabled 
7.  I’m concerned that my child is slow to develop 
8.  I worry for my child’s safety 
9.  Problems related to taking examinations or graduation/advancement at school 

10.  Bullying or discrimination my child encounters from others 
 
11.  Other ___________________________________________________________ 
                            [PLEASE SPECIFY] 
12.  Nothing in particular 
99.  Don’t know (VOL) 
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[HAND R CARD ‘J’] 
Q13. When worries or problems have arisen in the course of raising (NAME OF CHILD), who have 

you gone to for advice?  List all of the people/sources you go to for advice.  (MULTIPLE 
ANSWER) 

 
1.  Spouse/partner 
2.  My parents, brothers and/or sisters 
3.  My spouse’s parents, brothers and/or sisters 
4.  Doctor, midwife, nurse or public health official 
5.  Teachers at school or daycare center staff or family daycare staff 
6.  Friends who are also raising children/people in a play group 
7.  Other friends 
8.  Neighbors 
9.  Counselors, childcare support advisor or psychologist 

10.  Books and magazines on child-rearing 
11.  TV and/or radio programs 
12.  Internet site 
13.  Person in official religious capacity (minister, priest, pastor, rabbi, etc.) 
14.  There is no one I can go to for advice 
15.  I don’t have any worries or problems 
99.  Don’t know (VOL) 

 
[HAND R CARD’K’] 
Q14. For raising (NAME OF CHILD), what sort of things do you wish were available or were more 

readily available?  Choose as many things as apply.  (MULTIPLE ANSWER) 
 

1.  Places where child and friends can play freely 
2.  Places where I can get advice and learn about child-rearing 
3.  Facilities where I can feel comfortable leaving my child 
4.  A system of parental leave available to either parent 
5.  A working environment that allows parents to spend ample time involved in child-rearing 
6.  Financial aid for raising and educating children 
7.  Nothing in particular 
9.  Don’t know (VOL) 

 
[HAND R CARD ‘L’] 
Q15. Before becoming a parent (including the period during pregnancy), did you have any experience 

caring for small children?  Did you take any classes or study about children? (Choose all that 
apply).  (MULTIPLE ANSWER) 

 
1.  Took care of a small/younger brother and/or sister 
2.  Took care of small children of relatives, friends or neighbors 
3.  Was a babysitter at other people’s home 
4.  Learned at school 
5.  Participated in a class offered locally 
6.  Read books on child-rearing 
7.  Learned from TV and/or radio programs 
8.  Learned from my own parents 
9.  Had never really learned or had any experience 

99.  Don’t know (VOL) 
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[HAND R CARD ‘M’] 
[IF CHILD IS 6 OR OLDER] 
Q16a. When (NAME OF CHILD) was five years old, was he/she capable of doing the following things 

alone?  List as many as she/he was capable of.  (MULTIPLE ANSWER) 
 
[IF CHILD IS 5 OR UNDER] 
Do you think she/he will be capable of doing the following things alone before turning six?  List as 
many as she/he will be capable of.  (MULTIPLE ANSWER) 
 

1.  Be able to eat with good manners 
2.  Be able to greet people properly 
3.  Be able to keep herself/himself clean (wash face, brush teeth, etc.) 
4.  Be able to clean up after playing 
9.  Don’t know (VOL) 

 
[HAND R CARD ‘N’] 
Q16b. And when (NAME OF CHILD) is fifteen years old, what do you think she/he will be capable of 

doing alone?  List as many as you think she/he will be capable of.  (MULTIPLE ANSWER) 
 

1.  Prepare meals for family 
2.  Be able to keep surroundings clean and tidy 
3.  Observe rules appropriate for the time, place, and occasion 
4.  Earn money by doing a part-time job or by helping others 
9.  Don’t know (VOL) 

 
[HAND R CARD ‘O’] 
Q17. What kind of child do you expect (NAME OF CHILD) to be when she/he is about fifteen years 

old?  For each of the following attributes, how strong are your expectations? 
 

   I I 
   Don’t Care Don’t Care Don’t 
 Very Somewhat Too Much About That Know 
 Strong  Strong  About That At All     (VOL) 
a. Gets good marks at school 1 2 3 4 9 
b. Is obedient to his/her parents 1 2 3 4 9 
c. Clearly states his/her own 
   Opinions 1 2 3 4 9 
d. Is able to work harmoniously 
   with others 1 2 3 4 9 
e. Has own goals in life 1 2 3 4 9 
f. Is masculine (male) or 
   feminine (female) 1 2 3 4  9 
g. Is concerned about others and 
   will help a person in need 1 2 3 4 9 
h. Is willing to accept 
   responsibility and be a leader 1 2 3 4 9 
I. Is successful when competing 
   against others 1 2 3 4 9 
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[HAND R CARD ‘P’] 
Q18. How far in school do you want (NAME OF CHILD) to go?  (SINGLE ANSWER)  
 

1.  Middle school/junior high school 
2.  High school 
3.  Vocational/trade/technical school 
4.  Advanced vocational/trade/technical school 
5.  Junior/community college 
6.  4-year college/university 
7.  Graduate or professional school (post college) 
8.  Any level is fine with me 
9.  Don’t know (VOL) 

 
[HAND R CARD ‘Q’] 
Q19. As a parent, how strongly do you wish each of the following things in life for (NAME OF 

CHILD)?  (READ EACH ITEM AND RECORD RESPONSE FOR EACH) 
 

   I Don’t I Don’t 
   Care Care About Don’t 
 Very Somewhat Too Much That Know 
 Strongly  Strongly  About That   At All   (VOL) 
a. High earnings 1 2 3 4 9 
b. Fame or celebrity 1 2 3 4 9 
c. High status 1 2 3 4 9 
d. Willingness to help others 1 2 3 4 9 
e. A happy home 1 2 3 4 9 
f. Put more emphasis on hobbies 
   and leisure than work 1 2 3 4 9 

 
[HAND R CARD ‘R’] 
Q20. As her/his parent, which of the types of lives on the card do you not wish for (NAME OF 

CHILD) in the future?  Choose as many as you like.  (MULTIPLE ANSWER) 
 

1.  To remain single for life 
2.  To live with a member of the opposite sex without formally marrying 
3.  To live apart from her/his spouse because of her/his career 
4.  To have no children 
5.  To raise an adopted child, stepchild or child otherwise not related by blood 
6.  To live with a same-sex partner as a homosexual couple 
7.  To live with me and her/his spouse 
8.  To live with the parents of her/his spouse 
9.  To divorce while raising a child 

10.  To remarry while raising a child from a previous marriage 
11.  To have a child out of wedlock 
12.  None of the above 
99. Don’t know (VOL) 
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[HAND R CARD ‘S’] 
Q21. How satisfied are you with the development of (NAME OF CHILD) thus far? 
 

1.  Satisfied 3.  Somewhat dissatisfied 
2.  Somewhat satisfied 4.  Dissatisfied 
 5.  Don’t know (VOL) 

 
Q22. In terms of your ideal, how many children would you like to have altogether?  (SINGLE 

ANSWER) 
 

1.  Only 1 4.  4 
2.  2 5.  5 or more 
3.  3 6.  Don’t know (VOL) 
 

[HAND R CARD ‘T’] 
Q23. To what extent do you agree or disagree with the following statements in relation to bringing up a 

child?  (READ EACH STATEMENT) 
 

  I I Don’t I Don’t Don’t 
 I Partly Really Agree Know 
 Agree Agree Agree At All (VOL) 
a. Raising children is fun 1 2 3 4 9 
b. Children strengthen family bonds 1 2 3 4 9 
c. Raising children costs money 1 2 3 4 9 
d. Children will be an emotional support 
   in your old age 1 2 3 4 9 
e. Children will be an economic support 
   in your old age 1 2 3 4 9 

 
[HAND R CARD ‘T’ AGAIN] 
Q24. To what extent do you agree or disagree with (READ EACH OPINION) 
 

  I I Don’t I Don’t Don’t 
 I Partly Really Agree Know 
 Agree Agree Agree At All (VOL) 
a. It’s okay to hit a child, as long as you  
   do it with love 1 2 3 4 9 
b. It’s acceptable for a child to behave 
   Willfully 1 2 3 4 9 
c. I want my child’s elementary school 
   teacher to take a hand in teaching my 
   child manners 1 2 3 4 9 
d. Children aged 5 or under should not be 
   left alone at home 1 2 3 4 9 
e. If I see a child doing something bad in 
   the neighborhood, it’s good to scold that 
   child, even if that child is not my own 1 2 3 4 9 
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[HAND R CARD ‘U’] 
Q25a. How do or would you yourself wish to manage the balance between raising a child and work?  

(ASK EVERYONE, EVEN IF NOT WORKING) 
 

1.  I want to/would give precedence to work rather than child-rearing 
2.  I want to/would involve myself in both equally 
3.  I want to/would give precedence to child-rearing rather than work 
9.  Don’t know (VOL) 

 
[HAND R CARD ‘V’] 
Q25b. How do or would you wish your spouse/partner to manage the balance between raising a child 

and work?  (ASK EVERYONE, EVEN IF SPOUSE/PARTNER IS NOT WORKING) 
 

1.  I want/would want him/her to give precedence to work rather than child-rearing 
2.  I want/would want him/her to involve himself/herself in both equally 
3.  I want/would want him/her to give precedence to child-rearing rather than work 
4.  I do not have a spouse/partner 
9.  Don’t know (VOL) 

  
[HAND R CARD ‘W’] 
Q26. Are you in agreement with the idea that “men should work outside the home, while women 

should look after the family,” or are you opposed? 
 

1.  I agree 
2.  I’m more in agreement than opposed 
3.  I’m more opposed than in agreement 
4.  I’m opposed 
9.  Don’t know (VOL) 

 
I’m now going to ask you questions about yourself. 
 
F1. Respondent’s gender:  (RECORD, BUT DON’T ASK)  (SINGLE ANSWER) 
 

1.  Male 2.  Female 
 
F2. How many children were there in your own family?  Include even the deceased and yourself in 

your answer.  (SINGLE ANSWER) 
 

1.  Only myself 5.  5 
2.  2 6.  6 
3.  3 7.  7 
4.  4 8.  8 or more 
 9.  Don’t know (VOL) 

 
F3. How many people are currently living with you?  Include yourself in the total number (SINGLE 

ANSWER) 
 

2.  2 6.  6 
3.  3 7.  7 
4.  4 8.  8 or more 
5.  5 9.  Don’t know (VOL) 
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[HAND R CARD ‘X’] 
F4. And who are the people who live with you?  Don’t include in your answer family members who 

currently live away from home or have been transferred away on business?  (MULTIPLE 
ANSWER) 

 
1.  Children 5.  Your brothers and/or sisters 
2.  Spouse/partner 6.  Spouse’s brothers and/or sisters 
3.  Your father and/or mother 7.  Other family relatives 
4.  Spouse’s father and/or mother 8.  Other __________________________ 
              [PLEASE SPECIFY] 
 9.  Don’t know (VOL) 

 
[ASK Q. F4-1 IF SPOUSE/PARTNER (#2) WAS NOT SELECTED IN Q. F4] 
[HAND R CARD ‘Y’] 
F4-1. What has happened to your spouse/partner?  Are you separated?  Are you divorced?  Or has 

that person passed away?  (SINGLE ANSWER) 
 

1.  Separated 3.  Deceased 
2.  Divorced 4.  Other 
 9.  Don’t know (VOL) 

 
[ASK EVERYONE] 
[HAND R CARD ‘Z’] 
F5. How is (NAME OF CHILD) related to you?  (SINGLE ANSWER) 
 

1.  Our biological child 
2.  Biological child of my spouse/partner (not my biological child) 
3.  My biological child (not biological child of my spouse/partner) 
4.  Adopted child 
5.  Other 
6.  Don’t know (VOL) 

 
[QUESTIONS F6b THROUGH F8b ARE FOR THOSE LIVING WITH THEIR 
SPOUSE/PARTNER, I.E., THOSE FOR WHOM EITHER “2”WAS CIRCLED IN RESPONSE 
TO F4 OR “1’ WAS CIRCLED IN RESPONSE TO F4-1] 
 
[HAND R CARD ‘AA’] 
F6a. Which of the following age groups does your age correspond to?  (SINGLE ANSWER) 
 
F6b. How old is your spouse or partner?  (Choose the age groups that apply from the card). 

 
 Q. F6a Q. F6b 
  Self  Spouse/Partner 
1.  19 or under 1.  19 or under 
2.  20 to 24 2.  20 to 24 
3.  25 to 29 3.  25 to 29 
4.  30 to 34 4.  30 to 34 
5.  35 to 39 5.  35 to 39 
6.  40 to 44 6.  40 to 44 
7.  45 to 49 7.  45 to 49 
8.  50 to 54 8.  50 to 54 
9.  55 to 59 9.  55 to 59 
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10.  60 or over 10.  60 or over 
99.  Don’t know (VOL) 99.  Don’t know (VOL) 

 
[HAND R CARD ‘BB’] 
F7a. What is the highest level of school on the card you last graduated from?  (SINGLE ANSWER) 
 
F7b. And is the highest level of school that your spouse or partner graduated from?  (SINGLE 

ANSWER) 
 

 Q. F7a Q. F7b 
  Self  Spouse/Partner 
1.  Middle school/junior high school 1.  Middle school/junior high school 
2.  High school 2.  High school 
3.  Vocational/trade/technical school 3.  Vocational/trade/technical school 
4.  Advanced vocational/trade/ 4.  Advanced vocational/trade/ 
     technical school      technical school 
5.  Junior college/community college 5.  Junior college/community college 
6.  4-year college/university 6.  4-year college/university 
7.  Graduate or professional school 7.  Graduate or professional school 
     (post college)      (post college) 
8.  Other _________________________ 8.  Other _________________________ 
            [PLEASE SPECIFY]              [PLEASE SPECIFY] 
9.  Don’t know (VOL) 9.  Don’t know (VOL) 

 
[HAND R CARD ‘CC’] 
F8a. What kind of work are you doing now?  Please choose one response from the card. 
 
F8b. What kind of work is your spouse or partner doing?  Please choose one response from the card. 
 

 Self Spouse/Partner 
Employed by someone else Employed by someone else 
1.  Full-time 1.  Full-time 
2.  Part-time/temporary 2.  Part-time/temporary 

Self-employed/working at home Self-employed/working at home 
3.  Run a business (30 or  3.  Run a business (30 or ASK 

     more employees)      more employees) Q’s. 
4.  Run a business (fewer  4.  Run a business (fewer  F9- 

     than 30 employees)      than 30 employees) F11 
5.  Help with family 5.  Help with family 

     business      business 
6.  Work at home 6.  Work at home 

Not employed Not employed 
7.  Student 7.  Student SKIP 
8.  Full-time homemaker 8.  Full-time homemaker TO 
9.  Unemployed 9.  Unemployed Q. F12 

99.  Don’t know (VOL) 99.  Don’t know 
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[ASK Q’s. 9a-11b IF 01-06 IN Q’s. F8a, F8b] 
[HAND R CARD ‘DD’] 
F9a. What sort of work do you do?  Choose one answer from the card. 
 
F9b. What sort of work does your spouse or partner do?  Choose one answer from the card.  

                                                               Spouse/Partner 
                                                    Self        (If Applicable) 
1.  Professional/freelance: physician, teacher 
     (university, elementary school, junior high 
     school, high school), information technology 
     specialist, judge, nurse, dietitian, nursery 
     teacher, engineer, designer, actor, 
     professional athlete, religious occupation, 
     writer, librarian, lawyer, accountant, etc. 
2.  Managerial: president, manager, director, 
     section or division head, vice president, 
     company owner, high-ranking civil servants, 
     elected official, etc. 
3.  Clerical: office worker, office machine 
     operator, bill collector, secretary, 
     administrative assistant, clerk, lower level 
     civil servant, etc. 
4.  Sales: retailer, wholesaler, salesperson, 
     agent, buyer 
5.  Service industry, bar/restaurant owner, 
     employee at bar/restaurant, barber, beautician, 
     home-care worker, cook, waiter, cabin 
     attendant, superintendent, etc. 
6.  Agriculture, forestry or fisheries; 
     self-employed or employed in agriculture, 
     forestry or fisheries, farmer (including 
     family members who are employees) and 
     landscape gardener (self-employed or 
     employees), etc. 
7.  Craft/operation: driver, carpenter, craftsman 
     factory laborers, construction worker, janitor, 
     security guards, warehouse laborers, 
     transportation worker, electrician, plumber, 
     etc. 
8.  Armed forces/security: police, firefighter, 
     military 
9.  Others 

99.  Don’t know (VOL) 
 
F10a. On the average, about how many hours a week do you work?  Give the net number of hours of 

work, excluding time for your lunch break.  (SINGLE ANSWER) 
 



－342－ 

F10b. On the average, about how many hours a week does your spouse or partner work?  Give the net 
number of hours of work, excluding time for his/her lunch break.  (SINGLE ANSWER) 
                                                   Spouse/Partner 
                                      Self          (If Applicable) 
1.  1 hour to less than 15 hours 
2.  15 hours to less than 35 hours 
3.  35 hours to less than 43 hours 
4.  43 hours to less than 49 hours 
5.  49 hours to less than 60 hours 
6.  60 hours or more 
7.  Don’t know (VOL) 

 
F11a. About how long does it take you to get to work one way?  (SINGLE ANSWER) 
 
F11b. About how long does it take your spouse or partner to get to work one way?  (SINGLE ANSWER) 
 

 Q. F11a Q. F11b 
 Self Spouse/Partner 
  (If Applicable) 
1.  0 minutes (don’t commute) 1.  0 minutes (don’t commute) 
2.  Not more than 5 minutes 2.  Not more than 5 minutes 
3.  Not more than 15 minutes 3.  Not more than 15 minutes 
4.  Not more than 30 minutes 4.  Not more than 30 minutes 
5.  Not more than 1 hour 5.  Not more than 1 hour 
6.  Not more than 2 hours 6.  Not more than 2 hours 
7.  Not more than 3 hours 7.  Not more than 3 hours 
8.  More than 3 hours 8.  More than 3 hours 
9.  Don’t know (VOL) 9.  Don’t know (VOL) 

 
[HAND R CARD ‘EE’] 
F12. What was the total income before taxes of your household for 2004?  Please include occasional 

income, additional income, and family income, and choose one of the categories on the card. 
 

1.  Under $20,000 8.  $80,000-$89,999 
2.  $20,000-$29,999 9.  $90,000-$99,999 
3.  $30,000-$39,999 10.  $100,000-$149,999 
4.  $40,000-$49,999 11.  $150,000-$199,999 
5.  $50,000-$59,999 12.  $200,000 or more 
6.  $60,000-$69,999 98.  Refused (VOL) 
7.  $70,000-$79,999 99.  DK (VOL) 

 
[HAND R CARD ‘FF’] 
F13. What percentage of your total household income does your personal income comprise?  (Choose 

the category from the card) 
 

1.  0% 5.  51-74% 
2.  1-24% 6.  75-99% 
3.  25-49% 7.  100% 
4.  50% 9.  Don’t know (VOL) 

 
 

THANK YOU VERY MUCH FOR YOUR PATIENCE AND CO-OPERATION 
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（４）フランス 
 
S1: Quelle est l’ âge exact du chef de ménage ? (VERIFIEZ VOS QUOTAS) 
Noter l’âge en clair puis recoder :  /___/___/ ans 
 
15- 17 ans 1 STOP INTER 
18-20 ans 2  
21-24 ans 3  
25-34 ans 4  
35-49 ans 5  
50 ans et plus 6  
 
S2 : Quelle est la profession du chef de ménage ? (VERIFIEZ VOS QUOTAS) 
 
Noter la profession en clair puis recoder : 
/_________________________________________________/ 
 
Agriculteurs exploitants 1 
Artisans, comerçants et chefs d’entreprise 2 
Cadres et professions intellectuelles supérieures 3 
Professions intermédiaires 4 
Employés 5 
Ouvriers 6 
Retraités/ Autres inactifs 7 
 
 
1a.   Combien d’enfants vivent actuellement avec vous (quelque soit leur age, et en 
comptant tous les enfants, qu’ils soient les votres ou non) ?  
 
1b. Avez-vous d’autres enfants qui ne vivent pas avec vous ? 
 
 Nb d’enfants vivant 

actuellement avec vous 
1a 

Nb d’enfants ne vivant pas 
avec vous 

1b 
Aucun - 0 
Un seul 1 1 
Deux 2 2 
Trois 3 3 
Quatre 4 4 
Cinq 5 5 
Six ou plus 6 6 
 
 
2a.   Quel âge ont les enfants qui vivent avec vous ? (PLUSIEURS REPONSES POSSIBLES) 
 
Moins d’un an 0.  
Un an 1.  
Deux ans 2.  
Trois ans 3.  
Quatre ans 4.  
Cinq ans 5.  
Six ans 6.  
Sept ans 7.  
Huit ans 8.  
Neuf ans 9.  
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Dix ans 10.  
Onze ans 11.  
Douze ans 12.  
Treize ans ou plus 13.  
 
 
Posez Q2a1 si plus d’un enfant en Q1a (2 enfants ou plus) 
2a1. Combien d’enfants de moins de douze ans vivent avec vous ? 
Un seul 1  Poser 2b1 
Deux ou plus 2 
 
2b. Pour les besoins de cette enquête, nous voudrions vous interroger plus 
particulièrement au sujet d’un seul de vos enfants âgés de moins de 12 ans. Pour cela, 
nous allons décider en fonction de sa date anniversaire. Parmi les enfants de moins de 12 
ans qui vivent avec vous, lequel à sa date anniversaire la plus proche d’aujourd’hui ? 
 
Noter la date anniversaire : /___/___/___/___/___/___/  Quel est son prénom ? 
__________________ 
 
2b1 Quel âge a-t-il précisément?  
  ____________ ans  
 
 
Nous allons parler maintenant de (prénom de l’enfant) 
 
3a.  Est-ce que (NOM DE L’ENFANT) est un garçon ou une fille ?  (NE POSER QUE 
SI LE PRENOM EST MIXTE. SINON CODER DIRECTEMENT) 
 
  1.  Garçon     2.  Fille 
 
3b.  Est-ce que (NOM DE L’ENFANT) est l’aîné(e) de ses frères et soeurs, le/la plus 
jeune, ou  entre les deux ? (SI (NOM DE L’ENFANT) EST ENFANT UNIQUE, CODER "1") 
 

1. Aîné/enfant unique  2.  Le plus jeune                         3  .Entre les deux 
 
 
Montrer carton A 
3c.  Pendant la semaine, en dehors du mercredi, où (NOM DE L’ENFANT) se 
trouve-t-il habituellement dans la journée?  [UNE SEULE REPONSE ] 
Crèche 1 
Assistante maternelle (nourrice) 2 
École maternelle 3 
Ecole élémentaire/primaire 4 
Collège 5 
Est gardé à la maison par des parents, une baby-
sitter 

6 

Autre réponse. Préciser 
/____________________/ 

7 

 
 
Montrer carton B 
4.  Lorsque vous passez du temps avec (NOM DE L’ENFANT), que faites-vous ? 
Choisissez parmi les propositions suivantes tout ce que vous faites souvent.  (PLUSIEURS 
REPONSES POSSIBLES) 
 

1. Nous mangeons ensemble 
2. Je l’aide à s’habiller/ Je prépare ses affaires pour qu’il/elle s’habille 
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3. Nous jouons ensemble 
4. Nous parlons 
5. Nous regardons les mêmes émissions  à la télévision 
6. Je l’initie  aux travaux ménagers /nous les faisons ensemble 
7. Je l’initie à autre chose que les travaux ménagers  ( travaux fermiers...) 
8. Je l’aide dans son travail scolaire/je le lui fais faire ses devoirs 
9. Nous faisons du sport ensemble/je lui apprends un sport 
10. Nous faisons des activités(hobbies, loisirs etc) ensemble / je lui apprends des 

activités(hobbies, loisirs etc) 
11. Je l’accompagne et vais le/la chercher à la crèche ou à l’école  
12. Nous sortons ensemble 
13. Nous dormons dans la même pièce 
14. Je lui donne son bain/nous prenons le bain ensemble 
15. Je reste là où je ne le/la perds pas de vue 
16. Autres (Préciser    -----------------------------------------------) 

 
 
5.  Environ combien de temps passez-vous par jour avec (NOM DE L’ENFANT)?  
Répondez pour les jours de semaine uniquement, sans compter le temps passé à dormir. 
 
   Environ _________ heures et __________ minutes 
 
 
6.  Récemment, combien de fois par semaine avez-vous fait les choses suivantes 
avec TOUS les membres de votre foyer (tous ceux qui vivent avec vous en ce moment)?  
(LIRE) 
 

a) Prendre le repas du soir ensemble  ____fois par semaine 
 
b) Passer du temps libre ensemble  ____ fois par semaine 

 
 
Montrer carton C 
7.  Quelle personne prend principalement en charge les choses suivantes pour 
(NOM DE L’ENFANT)?  Est-ce principalement vous ? Ou bien votre 
conjoint(e)/compagnon/compagne ? Ou bien tous les deux ? (UNE SEULE REPONSE PAR 
LIGNE) 
 
 Principalement 

moi 
Principalement 

mon/ma 
conjoint(e) 

Les deux Quelqu’un 
d’autre/Ne fait 

pas/ 
Pas de nécessité

Préparer les 
repas/donner à 
manger 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

Assurer la 
discipline 

1 2 3 4 

Assister aux 
réunions de 
parents d’élèves  

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

Gagner l’argent 
des dépenses 
courantes du 
foyer 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 
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A POSER AUX FEMMES SEULEMENT 
8.  Lorsque (NOM DE L’ENFANT) est né, est-ce que son père a assisté à la 
naissance ? 
 

1.        Oui 
2.        Non 
3.        Ne s’applique pas (enfant adopté, enfant d’un autre lit, de votre conjoint(e)…) 
 

 
A POSER AUX HOMMES SEULEMENT 
8.  Lorsque (NOM DE L’ENFANT) est né, avez-vous assisté à la naissance? 
 

1.               Oui 
2.        Non 
3.       Ne s’applique pas (enfant adopté, enfant d’un autre lit, de votre conjoint(e)…) 

 
Montrer carton D 
9a.  Entre la naissance de (NOM DE L’ENFANT) et ses trois ans, avez-vous pris un 
congé pour sa naissance ou pour vous en occuper à un moment ou à un autre ? 

1. J’ai pris un congé / je suis actuellement en congé 
2. Je n’ai pas pris de congé / je ne prends pas de congé 
3. J’ai quitté mon travail 
4. Je n’avais pas d’activité professionnelle 
5. Ne s’applique pas (enfant adopté, enfant d’un autre lit, de votre conjoint(e)…) 

 
 
 
POSEZ Q9b ET Q9c SI REPONSE 1 EN Q9a  
 
Montrer carton E 
9b.  Combien de temps au total avez-vous pris ? 
 

1.  3 jours ou moins 
2.  4 jours à moins d’une semaine 
3.  1 semaine à moins de 2 semaines 
4.  2 semaines à moins d’ 1 mois 
5.  1 mois à moins de 2 mois 
6.  2 mois à moins de 3 mois 
7.  3 mois à moins 6 mois 
8.  6 mois à  moins d’1 an 
9. 1an à moins de 2 ans 
10. 2 ans ou plus 

 
Montrer carton F 
9c.  De  quel(s) type(s) de congé(s) s’agissait-il ?? (PLUSIEURS REPONSES 
POSSIBLES) 
 

1. Congé maladie  
2. Congé maternité (rémunéré) 
3. Congé paternité (rémunéré) 
4. Congé parental (rémunéré) 
5. Congé sans solde (non rémunéré) 
6. Autre congé  (non rémunéré) 
7. Je suis freelance/à mon compte, et je me suis organisé 
8. Autre (précisez)_____________________________________________ 

                    [ 
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A TOUS 
Montrer carton G 
10.  Depuis la naissance de (NOM DE L’ENFANT) et aujourd’hui, qui s’en est 
occupé? Citer autant de personnes que vous le souhaitez  (PLUSIEURS REPONSES 
POSSIBLES) 
 

1. Conjoint(e)/compagne/compagnon 
2. Frères et soeurs de cet enfant 
3. Mes parents ou beaux-parents, mes frères et soeurs ou beaux-frères /belles soeurs 

qui vivent avec nous 
4. Mes parents ou beaux-parents, mes frères et soeurs ou beaux-frères /belles soeurs 

qui ne vivent pas avec nous 
5. Une babysitter ou une nourrice à domicile 
6. Le personnel de la crèche ou d’autres structures de garde 
7. Les instituteurs de l’école maternelle / du primaire/ collège 
8. Le personnel des centres de loisirs ou de garderie après la classe 
9. Crèche  familiale (nourrice qui garde les enfants chez elle) 
10. Des voisins ou des amis qui élèvent des enfants eux-mêmes  
11. Moi seul(e) Je n’ai jamais été aide(e) par qui que ce soit 

 
 
Montrer carton H 
11.  Au cours du mois écoulé, en élevant (NOM DE L’ENFANT), à quelle fréquence 
avez-vous expérimenté chacune des situations suivantes. Est-ce souvent, quelquefois, 
rarement, ou jamais ? (UNE REPONSE PAR LIGNE) 
 
 Souvent Quelquefois Rarement Jamais Sans 

profession 
Etre débordé(e) 
par les travaux 
domestiques et 
les soins aux 
enfants 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
* 

Etre débordé(e) 
par les contraintes 
professionnelles 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

Avoir le sentiment 
que votre vie 
professionnelle 
empiétait sur votre 
vie familiale 

 
 

1 

 
 

2 

 
 

3 

 
 

4 

 
 

5 

Avoir le sentiment 
que votre vie 
familiale empiétait 
sur votre vie 
professionnelle 

 
 

1 

 
 

2 

 
 

3 

 
 

4 

 
 

5 

 
 
Montrer carton I 

 12. En élevant (NOM DE L’ENFANT), vous arrive-t-il d’avoir des soucis ou des 
problèmes du type de ceux listés sur ce carton ? (PLUSIEURS REPONSES 
POSSIBLES) 

 
 

1. Les dépenses de scolarité sont trop chères 
2. Notre logement est trop petit 
3. Je ne passe pas assez de temps avec mon/ mes enfants 
4. Il est difficile de concilier l’activité professionnelle  et l’ éducation de l’enfant 
5. Je suis préoccupé(e) par la réussite scolaire de mon enfant  
6. Je suis inquiet(e) à l’idée que mon enfant puisse tomber malade ou être handicapé 
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7. Je suis inquiet(e) à l’idée que mon enfant puisse être en retard par rapport aux 
autres 

8. Je suis inquièt(e) pour la sécurité de mon enfant 
9. Les problèmes liés aux examens, concours, progression à l’école 
10. Intimidation ou discrimination envers mon enfant 
 
11. Autres _______________________________________________ 

                      [PRECISER] 
12. Rien en particulier 

 
 
Montrer carton J 
13.  Lorsque des soucis ou des problèmes surviennent dans l’éducation de (NOM 
DE L’ENFANT), vers qui vous tournez-vous pour demander conseil ? Citer toutes les 
personnes possibles à qui vous êtes susceptibles de demander conseil  (PLUSIEURS 
REPONSES POSSIBLES) 
 

1. Epoux(se)/compagnon/compagne 
2. Parents, frères ou soeurs 
3. Beaux-parents, beaux-frères ou belles-soeurs 
4. Pédiatre, médecin, sage-femme, infirmier(e) ou autre personnel médical 
5. Instituteurs(trices), ou personnel de la crèche ou d’autres structures de garde, , 

nourrice  
6. Ami(e)s qui élèvent aussi des enfants ou associations pour garde d’enfants 
7. Autres Ami(e)s  
8. Voisins 
9. Conseillers familiaux,  psychologues 
10. Livres et magazines spécialisés dans l’éducation des enfants 
11. Emissions de télé ou de radio 
12. Sites Internet 
13. Personnes du domaine religieux (prêtres, pasteurs, rabbin, ….) 
14. Il n’y a personne à qui je peux demander conseil 
15. Je n’ai pas de soucis ou de problèmes 

 
 
Montrer carton K 
14.  Parmi les propositions suivantes, quelles sont celles que vous souhaiteriez 
voir disponibles ou plus facilement disponibles pour élever (NOM DE L’ENFANT) ? 
Choisissez autant de choses que vous voulez.  (PLUSIEURS REPONSES POSSIBLES) 
 

1. Des endroits où les enfants et leurs amis puissent jouer librement 
2. Des endroits où je pourrais demander conseil et apprendre des choses sur 

l’éducation des enfants 
3. Des structures où je pourrais confier mon enfant en toute sécurité 
4. Un système de congé parental accessible aux deux parents 
5. Un environnement professionnel permettant aux parents de s’impliquer davantage 

dans l’éducation de leurs enfants   
6. Des aides financières pour élever et éduquer ses enfants 
7. Rien en particulier/ je ne sais pas 
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Montrer carton L 
15.  Avant de devenir parent (y compris pendant la période de grossesse), vous 
est-il arrivé de vous occuper de jeunes enfants, ou de suivre des cours ou des conférences 
sur les enfants ?  Parmi les propositions suivantes, citez toutes celles qui vous 
correspondent (PLUSIEURS REPONSES POSSIBLES) 
 

1. Je me suis occupé(e) de mes frères ou soeurs plus jeunes 
2. Je me suis occupé(e) de jeunes enfants d’amis, de relations et de voisins 
3. J’ai fait du baby-sitting dans d’autres familles 
4. Je l’ai appris à l’école/ j’ai suivi des cours 
5. J’ai participé à des réunions ou des conférences organisées localement 
6. J’ai lu des livres sur l’éducation des enfants 
7. J’ai appris grâce à des émissions à la télé ou à la radio 
8. J’ai appris de mes propres parents 
9. Je n’ai jamais vraiment appris ou eu des expériences 

 
 
Lire libellé de  Q16a1 si l’enfant a 6 ans ou plus. Lire libellé de  Q16a2 si l’enfant a moins de 
6 ans 
 
 
Montrer carton M 
16a1.  Lorsque (NOM DE L’ENFANT) avait 5 ans, était il/ elle capable de faire les 
choses suivantes tout(e) seul(e) ?  Citez autant de choses qu’il/elle était capable de faire  
(PLUSIEURS REPONSES POSSIBLES) 
 
 
16a2.  Pensez-vous qu’il/elle sera capable de faire les choses suivantes tout(e) 
seul(e) avant six ans ? Citez autant de choses qu’il/elle sera capable de faire  (PLUSIEURS 
REPONSES POSSIBLES) 
 

1. Bien se tenir à table 
2. Saluer ou dire bonjour à quelqu’un correctement 
3. Faire sa toilette (se brosser les dents, se laver le visage,…) 
4. Ranger après avoir joué 

 
 
Montrer carton N 
16b.  Et lorsque (NOM DE L’ENFANT) aura 15 ans, sera-t-il capable à votre avis de 
faire tout(e) seul(e) les choses suivantes ?  Citez autant de choses qu’il/elle sera capable de 
faire (PLUSIEURS REPONSES POSSIBLES) 
 

1. Préparer les repas pour toute la famille  
2. Etre capable de ranger, d’avoir de l’ordre 
3. Avoir un comportement adapté en fonction du lieu ou des circonstances. 
4. Gagner de l’argent  
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Montrer carton O 
17.  Quel(le) genre d’adolescent(e) souhaiteriez-vous que (NOM DE L’ENFANT) 
devienne quand il/elle aura 15 ans ? Pour chacune des choses suivantes, vous me direz si 
vous le souhaitez très fortement, vous le souhaitez assez, ou si cela vous est assez égal ou 
tout à fait égal. 
 
 Souhaite très 

fortement 
Souhaite assez M’est assez égal M’est tout à fait 

égal 
Qu’il ait bonnes notes 
à l’école 

1 2 3 4 

Qu’il obéisse à ses 
parents 

1 2 3 4 

Qu’il affirme 
clairement ses 
opinions 

1 2 3 4 

Qu’il soit capable de 
travailler en harmonie 
avec d’autres 
personnes 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

Qu’il ait ses propres 
buts dans la vie 

1 2 3 4 

Qu’il soit viril (pour un 
garçon) /qu’elle soit 
féminine (pour une 
fille) 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

Qu’il soit concerné par 
les autres et 
susceptible d’aider 
quelqu’un qui en a 
besoin 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

Qu’il soit prêt à 
accepter des 
responsabilités et être 
un leader 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

Qu’il réussisse en 
situation de 
concurrence/ 
compétition 

1 2 3 4 

 
 
Montrer carton P 
18.  Quel niveau scolaire souhaiteriez-vous que (NOM DE L’ENFANT) atteigne ?  
(UNE SEULE REPONSE)  
 
Brevet, BEPC 1 
CAP/ BEP 2 
Bac 3 
Bac + 2 DEUG/ BTS 4 
DUT, Dimplôme IUT 5 
Licence (Bac + 3)  6 
Minimum Bac + 4 ou Diplôme Grande Ecole 
(ingénieur HEC, Ecole de Commerce, Sciences Po..) 

7 

Peu importe 8 
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Montrer carton Q 
19.  Dites-moi pour chacune des propositions suivantes, si, en tant que parent, 
vous espérez que, dans la vie, cela arrive à (nom de l’enfant) très fortement, un peu, vous 
n’espérez pas trop, vous n’espérez pas du tout  (LIRE CHAQUE ITEM ET ENREGISTRER 
LES REPONSES POUR CHACUN) 
 
 Très fortement Un peu Pas  trop Pas du tout 
Des hauts revenus 1 2 3 4 
La gloire ou la 
célébrité 

1 2 3 4 

Un statut social élevé 1 2 3 4 
Qu’il se consacre aux 
autres 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

Un foyer heureux 1 2 3 4 
Qu’il fasse passer ses 
loisirs, ses hobbies, 
avant son travail 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
 
Montrer carton R 
20.  En tant que parent, lesquels des styles de vie suivants ne souhaitez-vous pas 
pour (NOM DE L’ENFANT) dans le futur ?  Choisissez-en autant que vous le souhaitez.  
(PLUSIEURS REPONSES POSSIBLES) 
 

1. Rester célibataire toute sa vie 
2. Vivre avec quelqu’un du sexe oppose sans être officiellement marié 
3. Vivre séparé(e) de son époux(se) pour des raisons professionnelles 
4. Ne pas avoir d’enfant 
5. Elever un enfant sans lien du sang (enfant adopté, enfant du conjoint) 
6. Vivre avec un partenaire du même sexe (couple homosexuel) 
7. Vivre avec moi et son époux(se) 
8. Vivre avec ses beaux-parents  
9. Divorcer alors qu’il y a des enfants à élever 
10. Se remarier alors qu’il a un enfant d’un précédent mariage 
11. Avoir un enfant sans être marié(e) 
12. Rien de tout cela 

 
 
Montrer carton S 
21.  Dans quelle mesure êtes-vous jusqu’ici satisfait(e) du développement de 
(NOM DE L’ENFANT)? 
 

1. Satisfait(e)     
2. Plutôt satisfait(e) 
3. Plutôt pas satisfait(e) 
4. Pas satisfait(e) du tout  

 
 
22.  Idéalement, combien d‘enfants souhaiteriez-vous avoir ?  (UNE SEULE 
REPONSE) 
 

1. Un seul   
2. 2   
3. 3 
4. 4 
5. 5 ou plus     
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Montrer carton T 
23.  Qu’est-ce que vous pensez des expressions  suivantes concernant le fait 
d’avoir et d’élever des enfants? Etes-vous tout à fait d’accord, plutôt d’accord, plutôt pas 
d’accord, ou pas du tout d’accord ?  (LIRE CHAQUE PROPOSITION) 
 Tout à fait 

d’accord 
Plutôt d’accord Plutôt pas 

d’accord 
Pas du tout 

d’accord 
Elever des enfants, 
c’est un plaisir 

1 2 3 4 

Les enfants resserrent 
les liens familiaux 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

Elever des enfants 
coûte cher 

1 2 3 4 

Les enfants sont un 
soutien psychologique 
lorsqu’ on est  âgé 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

Les enfants 
soutiennent 
financièrement leurs 
parents t lorsqu’ils 
sont âgés 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
 
Laisser carton T 
24.  Dans quelle mesure êtes-vous d’accord ou pas d’accord avec les phrases 
suivantes ? (LIRE CHAQUE PROPOSITION) 
 Tout à fait 

d’accord 
Plutôt d’accord Plutôt pas 

d’accord 
Pas du tout 

d’accord 
Il est acceptable de  
frapper un enfant, si 
c’est pour son bien 

 
 

1 

 
 

2 

 
 

3 

 
 

4 
Il est acceptable qu’un 
enfant fasse des 
caprices 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

Je compte aussi sur 
les instituteurs/trices 
de mon enfant pour 
qu’ils lui enseignent 
les bonnes manières 

1 2 3 4 

Il ne faut pas laisser 
les enfants de moins 
de 6 ans seuls à la 
maison.  

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

Il faut réprimander un 
enfant qui fait quelque 
chose de mal dans le 
quartier même si ce 
n’est pas le sien.  

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
 
Montrer carton U 
Q.25a. Quel équilibre, aimeriez-vous avoir entre l’éducation de votre enfant et votre vie 
professionnelle ? (A POSER A TOUS, MEME SI LA PI NE TRAVAILLE PAS) 
 

1. Je veux/je voudrais donner la priorité à ma vie professionnelle plutôt qu’à 
l’éducation des enfants 

2. Je veux/voudrais m’impliquer autant dans les deux  
3. Je veux/je voudrais donner la priorité à l’éducation des enfants plutôt qu’à ma vie 

professionnelle  
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Montrer carton V 
25b.  Quel équilibre aimeriez-vous que votre époux(se)/partenaire ait entre 
l’education de votre enfant et sa vie professionnelle ? (A POSER A TOUS, MEME SI LE/LA 
CONJOINT(E) DE LA PI NE TRAVAILLE PAS) 
 

1. Je veux/je voudrais qu’il/elle donne la priorité à sa vie professionnelle plutôt qu’à 
l’éducation des enfants 

2. Je veux/voudrais qu’il/elle s’implique autant dans les deux  
3. Je veux/je voudrais qu’il/elle donne la priorité à l’éducation des enfants plutôt qu’à 

sa vie professionnelle 
4. Je n’ai pas d’époux(se)/partenaire 

 
 
Montrer carton W 
26.  Etes-vous d’accord avec l’idée que c’est aux hommes de travailler et aux 
femmes de s’occuper de la famille?  
 

1. Je suis tout à fait d’accord 
2. Je suis plutôt d’accord  
3. Je suis plutôt opposé(e)  
4. Je suis tout à fait opposé(e) 
5. Je ne sais pas 

 
Je vais maintenant vous poser quelques questions sur vous-même 
 
F2.  Combien étiez-vous d’enfants dans votre propre famille, en vous comptant 
vous-même ainsi que ceux qui sont éventuellement décédés.   
 

1. Seulement moi     
2. 2       
3. 3       
4. 4   
5. 5 
6. 6 
7. 7 
8. 8 ou plus     

 
 
Montrer carton X 
F4a.  Et qui sont les gens qui vivent avec vous ? N’incluez pas dans votre réponse 
les membres de votre famille qui vivent en général loin de la maison ou qui ont été mutés 
pour raisons professionnelles    
 

1. Enfants 
2. Epoux(se)/partenaire/conjoint 
3. Votre mere et/ou votre père 
4. Votre belle-mère et/ou votre beau-père 
5. Vos frères et/ou sœurs 
6. Vos beaux-frères et/ou belles-sœurs 
7. D’autres membres de la famille 
8. D’autres personnes (Précisez) /____________________________/ 
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POSER F4b SI LA PI NE VIT PAS AVEC SON EPOUX(SE)/PARTENAIRE 
Montrer carton Y 
F4-b.  Que s’est-il passé avec votre époux(se)/partenaire ? Etes-vous séparé, 
divorcé, ou est-il/elle décédé(e)(UNE SEULE REPONSE) 
 

1. Séparé (raisons professionnelles inclues) 
2. Divorcé(e) 
3. Décédé(e) 
4. Autre(Précisez________________________) 

 
 
A TOUS 
Montrer carton Z 
F5.  Est-ce que (NOM DE L’ENFANT) est…?  (UNE SEULE REPONSE) 
 

1. Votre enfant biologique (de votre époux(se) et de vous-même) 
2. L’enfant biologique de votre époux(se)/partenaire (mais pas votre enfant biologique) 
3. Votre enfant biologique (mais pas l’enfant biologique de votre époux(se)/partenaire) 
4. Un enfant adopté 
5. Autre(Précisez) /______________________________/ 

 
 
LES QUESTIONS F6b, F7b, F8b SONT A POSER A CEUX QUI ONT UN CONJOINT 
(REPONSE 2 EN F4a OU 1 EN F4-b  
LES AUTRES NE POSER QUE LES QUESTIONS F7a, F8a 
 
Montrer carton AA 
 
F6a.  Dans quelle tranche d’âge vous situez-vous ? (UNE SEULE REPONSE) 
 
F6b.  Quel âge a votre époux(se) ou conjoint ? (UNE SEULE REPONSE) 
 

Q. F6b                                                    Q. F6b 
Epoux(se)/Partenaire                  Epoux(se)/Partenaire 

1. 19 ans ou moins                              1. 19 ans ou moins 
2. 20 à 24 ans                                      2. 20 à 24 ans 
3. 25 à 29 ans                                      3. 25 à 29 ans 
4. 30 à 34 ans                                      4. 30 à 34 ans 
5. 35 à 39 ans                                      5. 35 à 39 ans 
6. 40 à 44 ans                                      6. 40 à 44 ans 
7. 45 à 49 ans                                      7. 45 à 49 ans 
8. 50 à 54 ans                                      8. 50 à 54 ans 
9. 55 à 59 ans                                      9. 55 à 59 ans 
10. 60 ans ou plus                               10. 60 ans ou plus 
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Montrer carton BB 
F7a.  Quel niveau d’études avez-vous atteint ? (UNE SEULE REPONSE) 
 
F7b.  Et quel niveau d’étude votre époux(se) ou partenaire a t-il/elle atteint ?  (UNE 
SEULE REPONSE) 
 
                  Q. F7a           
   Vous-même        

1. Brevet, BEPC 
2. CAP/ BEP 
3. Bac 
4. Bac + 2, DEUG/ BTS 
5. DUT, Diplôme IUT 
6. 
7. 

Licence (Bac + 3) 
Minimum Bac +4, ou Diplôme Grande École (Ingénieur, HEC, école de 
commerce, Sciences-Po...) 

8. Autre (Préciser                                                              ) 
                  
 Q. F7b 
                                 Epoux(se) /Partenaire 

1. Brevet, BEPC 
2. CAP/ BEP 
3. Bac 
4. Bac + 2, DEUG/ BTS 
5. DUT, Diplôme IUT 
6. 
7. 

Licence (Bac + 3) 
Minimum Bac +4, ou  Diplôme Grande École (Ingénieur, HEC, école de 
commerce, Sciences-Po...) 

8. Autre (Préciser                                                              ) 
 
 
Montrer carton CC 
F8a.  Quel est votre statut professionnel actuel ?(Une seule réponse) 
 
F8b.  Quel est le statut professionnel actuel de votre époux(se) ou partenaire ?(Une 
seule réponse) 
 

Vous-même votre époux(se) ou partenaire 
Salarié Salarié 
1. A plein temps 1. A plein temps 
2. A temps partiel 2. A temps partiel 
Patron/Travailleur indépendant/free-
lance/travaille à la maison 

Patron/Travailleur indépendant/free-
lance/travaille à la maison 

3. Dirige une entreprise 
d’au moins 30 salariés 

3. Dirige une entreprise 
d’au moins 30 salariés 

4. Dirige une entreprise 
de moins de 30 salariés

4. Dirige une entreprise 
de moins de 30 salariés

5. Travaille pour 
l’entreprise familiale 

5. Travaille pour 
l’entreprise familiale 

6. Free-lance/travaille à la 
maison 

6. Free-lance/travaille à la 
maison 

Ne travaille pas Ne travaille pas 
7. Etudiant 7. Etudiant 
8. Femme/homme au 

foyer  
8. Femme/homme au 

foyer 
9. Autre sans emploi 9. Autre sans emploi 
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SI CODES 1 A 6 EN F8a/ F8b, POSER QF9 A QF11 
SI CODES 7 A 9 EN F8a/ F8b PASSER EN QF12 
 
 
Montrer carton DD 
F9a.  Parmi les propositions suivantes, quelle est celle qui décrit le mieux votre 
activité professionnelle ?  
 
F9b.  Et quelle est celle qui décrit le mieux l’activité professionnelle de votre 
époux(se)/partenaire ?  
                                                                   
 Vous-même Epoux(se)/pertenaire
 
Profession libérale/ Spécialiste:  Médecin,Enseignant 
ou Instituteur(École primaire, Collège, Lycée, Enseignement 
supérieur), Juriste,Infirmier,Diététicien,Puériculteur, Éducateur, 
Ingénieur,Dessinateur, Créateur, Acteurs, Sportif professionnel, 
Moniteur,Religieux,Écrivain, Bibliothécaire etc.  1 1 
 
Cadre: Administrateur, Président, Directeur, Cadre de l’Entreprise, de  
Bureau de l’administration ou de la Collectivité, Parlementaire, 
Conseiller etc. 2 2 
 
Employé : Employé de bureau, Fonctionnaire, Commercial, Opérateur  
De machines de bureau, Caissier  etc. 3 3 
 
Vente/Commerce: Gérant de commerce de détail ou grossiste, Vendeur  
Représentant etc. 4 4 
 
Services: Gérant de restaurant, café ou bar, Serveur, Coiffeur, 
Assistant  médical, Aide-ménagère, Femme de ménage, Cuisinier,  
Steward ou hôtesse de l’air, Teinturier etc.  5 5 
 
Agriculteur/Pêcheur : Agriculteur, Sylviculteur ou Pêcheur 
(Employeur ou Employé), Jardinier ou Paysagiste (Employeur 
 ou Employé) etc.  6 6 
 
Téchnicien/ Ouvrier : Conducteur, Chauffeur, Menuisier 
Artisan,  Ouvrier, Éboueur, Gardien etc. 7 7 

 
Sécurité/ Militaire :Policier, Pompier, Militaire etc. 8 8 
 
Autres:      Notez en clair     /_______________________________/  9 9 
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F10a.  En moyenne, combien de temps par semaine travaillez-vous ? (donnez-moi le 
temps réel, sans tenir compte des trajets et du temps de repas) 
 
F10b.  ET en moyenne, combien de temps par semaine travaille votre époux(s)/ 
partenaire ? (donnez-moi le temps réel, sans tenir compte des trajets et du temps de repas) 
 
 Vous-même Epoux(se)/partenaire 
Entre 1 heure et moins de 15 
heures 

1 1 

Entre 15 heures et moins de 
35 heures 

2 2 

Entre 35 heures et moins 43 
heures 

3 3 

Entre 43 heures et moins de 
49 heures 

4 4 

Entre 49 heures et moins de 
60 heures 

5 5 

60 heures ou plus 6 6 
 
 
F11a.  Combien de temps environ mettez-vous pour aller travailler (ne compter que 
le temps de trajet pour UN aller) ? 
 
F11b.  Et combien de temps environ met votre époux(se)/partenaire pour aller 
travailler ? (ne compter que le temps de trajet pour UN aller) 
 
 Vous-même Epoux(se)/partenaire 
Pas de trajet 1 1 
Pas plus de 5 minutes 2 2 
Pas plus de 15 minutes 3 3 
Pas plus de 30 minutes 4 4 
Pas plus d’une heure 5 5 
Pas plus de 2 heures 6 6 
Pas plus de 3 heures 7 7 
Plus de 3 heures 8 8 
 
 
Montrer carton EE 
F12.  Quel a été le revenu total de votre foyer en 2004 ? nous parlons de revenu 
brut, incluant toutes les ressources, allocations, pensions…de tous les membres de votre 
foyer 
  

1. Moins de 7200 Euros 
2. De 7200 à moins de 10800 Euros 
3. De 10800 à moins de 14400 Euros 
4. DE 14400 à moins de 18000 Euros 
5. De 18000 à moins de 22800 Euros 
6. De 22800 à moins de 30000 Euros 
7. De 30000 à moins de 36000 Euros 
8. De 36000 à moins 45600 Euros 
9. De 45600 à moins de 72000 Euros 
10. De 72000 à moins de 108000 Euros 
11. 108000 Euros ou plus 
12. Refus 
13. Ne sait pas 
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Montrer carton FF 
F13.  Quel pourcentage votre revenu personnel représente t-il par rapport à ce 
revenu total? 
 

1. 0%      5. 51-74% 
2. 1-24%      6. 75-99% 
3. 25-49%     7. 100% 
4. 50% 

 
 
F14: Etes-vous le chef de ménage?  
 

1. Oui 
2. Non 
 

 
 
 
F15: Region RECODEZ PAR RAPPORT A VOTRE FEUILLE DE MISSION 
 
 
BPE 1 
BPO 2 
Est 3 
Nord 4 
Ouest 5 
IDF 6 
Rhônes Alpes 7 
Sud-Est/ MM 8 
Sud-Ouest 9 
 
 
 
F15: HABITAT RECODEZ PAR RAPPORT A VOTRE FEUILLE DE MISSION 
 
 
Rural 1 
Moins de 20 000 habitants 2 
De 20 000 à 100 000 habitants 3 
100 000 et plus 4 
Agglo Paris 5 
 
 

 
Code postal du lieu d’interview : /___/___/___/___/___/ 

 
 

 
 

 
MERCI BEAUCOUP DE VOTRE PATIENCE ET DE VOTRE COOPERATION 
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（５）スウェーデン 
 

Sverige internationell studie om "hem och utbildning" 
Undersökning av barn och familjesituation 2005 

 
Q1 Hur många barn bor hemma hos dig nu? Har Du några fler barn, som inte bor hemma hos 

dig? Hur många? (Ett svar för varje) col 11 / col 12 
 

Antal barn som bor hos dig 
 
0. Inget – avsluta intervjun 
1. 1 
2. 2 
3. 3 
4. 4 
5. 5 
6. 6 eller fler 

Antal barn som inte bor hos dig 
 
0. Inget 
1. 1 
2. 2 
3. 3 
4. 4 
5. 5 
6. 6 eller fler 

 
Q2a Hur gamla är de barn, som bor hos dig. (Flera svar möjliga) col 13-27 
 

0. Yngre än 1 år 
1. 1 år 
2. 2 år 
3. 3 år 
4. 4 år 
5. 5 år 
6. 6 år 
7. 7 år 

8. 8 år 
9. 9 år 
10. 10 år 
11. 11 år 
12. 12 år 
13. 13 år eller äldre 
14. Inget barn som är 12 år eller yngre 

(avsluta intervjun)
 
Q2b Syftet med den här intervjun är att vi skall fråga om ett av dina barn eller barnen du lever 

med. För att kunna göra det vill vi att Du bestämmer dig för ett barn. Av barnen som är 
12 år eller yngre som bor med dig, vilket barn fyller år ett datum som ligger närmast 
dagens datum (månad/dag)? Hur gammalt är det barnet?  
Vad heter det barnet? Col 28-29 
 

ålder:           Namn:                               
 
Jag skall nu ställa frågor om (namn). 
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Q3a Är (namn) en pojke eller flicka? (Ett svar) 
Markera om möjligt utan att fråga om det är en flicka eller en pojke col 30 
 

1. Pojke 2. Flicka 
 
Q3b Bland syskonen i familjen, är (namn) äldst eller yngst? (Till intervjuaren: Om namn är 
enda barnet, är svaret ”1”) col 31 

1. Äldsta barnet/enda barnet 
2. Yngsta barnet 
3. Annat 

Kort A 
Q3c Var går (namn) för närvarande på dagen? Välj det svar som beskriver var ditt barn oftast 

går. (Endast ett svar) col 31 
                    

1. Dagis             
2. Förskoleklass          
3. Lågstadiet/Mellanstadiet            
4. Högstadiet 
5. Familjedaghem 

    6. Öppen förskola   
    7. Annat (specificera:____________________________________) 
    8. Går inte på någon av ovanstående 
Kort B 
Q4 När Du är tillsammans med (namn), vad gör ni ofta tillsammans? (Flera svar möjliga) col 

33-49 
 

1. Vi äter tillsammans 
2. Jag hjälper till vid påklädning/tar fram kläder  
3. Vi leker tillsammans 
4. Vi samtalar/resonerar om olika saker 
5. Vi tittar på samma TV-program 
6. Jag lär ut hushållsarbete/vi gör hushållsarbete tillsammans 
7. Jag lär ut arbete förutom hushållsarbete/vi gör det tillsammans 
8. Jag hjälper till med läxor/studier och/eller lär ut studieteknik 
9. Jag lär ut idrott/vi sportar 
10. Jag lär ut hobbys/vi utövar en hobby ihop 
11. Jag lämnar och hämtar på dagis/skolan/föreningsverksamhet 
12. Vi gör utflykter tillsammans 
13. Vi sover i samma rum 
14. Jag badar honom/henne/vi badar ihop 
15. Jag finns någonstans där jag har uppsikt över barnet 
16. Annat 
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Q5 Ungefär hur många timmar per dag tillbringar Du med (namn)? Svara för vardagar, inte 
lediga dagar. Räkna inte in den tid ni sover. (Vänligen specificera) col 50-53 

 
Ungefär              timmar och              minuter 

 
Q6 Hur många gånger i veckan har Du nyligen gjort följande med alla familjemedlemmar som i 

nuläget bor med dig?  
 

a) Har ätit kvällsmat tillsammans                     gång(er) per vecka col 54-55 
b) Tillbringat ledig tid tillsammans                  gång(er) per vecka col 56-57 

 
Kort C 
Q7 Vem är det som huvudsakligen ansvarar för (namn)? Är det huvudsakligen Du? 
   Eller är det huvudsakligen din make/maka/partner? Eller båda? Svara för varje av följande. 
                                                         (Ett svar för varje) 
 
 Huvudsaklig

en jag 
Huvudsakligen min 
make/maka 

Båda Ingen / inte 
nödvändigt

a. Matlagning? Matning col 58 1 2 3 4 
b. Uppfostran col 59 1 2 3 4 
c. Går på föräldramöten,  på 
dagis/skolan col 60 

1 2 3 4 

d. Att betala för olika saker col 61 1 2 3 4 
 
Q8 (Till kvinnor) När (namn) föddes, var den (biologiska) fadern till (namn) närvarande vid 
födseln? (Till män) När (namn) föddes, var Du närvarande vid födseln? Col 62 
 

1. Ja 
2. Nej 
3. Inte applicerbart (barnet är adopterat, eller avkomma från tidigare äktenskap, etc.) 

 
Kort D 
Q 9a Under perioden efter (namn) föddes fram till när (namn) nått tre års ålder, tog Du/tar Du 

ledigt från jobbet för barnafödsel eller barnomsorg? Col 63 
 
1. Jag tog ledigt från jobbet. (Jag tar ledigt från jobbet.) 
2. Jag tog inte ledigt från jobbet. (Jag tar inte ledigt från jobbet.) 
3. Jag slutade arbeta. 
4. Jag hade inte ett arbete. 
5. Inte applicerbart (barnet är adopterat, eller avkomma från tidigare äktenskap, etc.) 
Kort E 
[För dem som valde “1” Jag tog ledigt från jobbet. (Jag tar ledigt från jobbet.) i 9a] 
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Q9b Hur mycket tid tog Du ledigt? Col 64-65 
1. 3 dagar (maximalt)    
2. 1 vecka (maximalt) 
3. 2 veckor (maximalt) 
4. 1 månad (maximalt) 
5. 2 månader (maximalt) 
6. 3 månader (maximalt) 
7. 6 månader (maximalt) 
8. 1 år (maximalt) 
9. 2 år (maximalt) 
10. Mer än 2 år 
 
Kort F 
[För dem som valde “1” Jag tog ledigt från jobbet. (Jag tar ledigt från jobbet.)” i 9a] 
Q9c  När Du tog ledigt, vilken sorts ledighet tog Du då? Vänligen välj alla som passar. (Flera 
svar möjliga)   col 66-74 

 
1. Betald ledighet, sjukledigt (betald), semesterledighet (betalt), etc.  
2. Mammaledighet (betald) exkluderar mammamånad 
3. Pappaledighet (betald) exkluderar pappamånad 
4. Barnomsorgsledighet (betald)(inkluderar mammamånad och pappamånad) 
5. Frånvaro från arbetet (obetald) (t.o.m. 60 sekunder per dag anses som obetalt) 
6. Barnomsorgsledighet (obetald) (t.o.m. 60 sekunder per dag anses som obetalt) 
7. Frilans/självanställd, arbetsdagar ordnade för att passa mig 
8. Annat (Vänligen ge detaljer.) 
 
Kort G 
Q 10 Från det att (namn) föddes fram till nu, vem är det som har tagit hand om (namn)? Om 
fler än en, välj flera svar. (Flera svar möjliga) col 75-86 

1. Make/Maka/Partner 
2. Barnets syskon 
3. Mina/min make/maka/partners föräldrar, bröder och/eller systrar som bor med oss 
4. Mina/min make/maka/partners föräldrar, bröder och/eller systrar som inte bor hos oss 
5. Barnvakt eller hushållerska  
6. Personal vid dagis eller annan anläggning 
7. Förskolelärare 
8. Personal på fritids/fritidsgård  

   9. Personal för familjeservice (“dagmamma”)                                                  
10. Grannar, vänner som själva uppfostrar barn (barnomsorgsgrupper, etc.) 
11. Bara jag (har inte fått hjälp av någon) 
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Kort H 
Q11 När Du uppfostrat (namn), hur ofta har Du upplevt något av följande, under den gångna 
månaden? (Ett svar per påstående) 
 
Först, (a) Hur ofta har Du upplevt att hushålls- och barnavårdsarbete etc. är en börda? 
[Till intervjuaren: Vänligen läs upp frågorna från (b) till (d) en efter en.] 
 
 Många 

gånger
Ibland 
 

Mycket 
sällan 

Inte 
alls/ald
rig 

Har inte ett 
yrkesarbete 

(a) Hur ofta har Du upplevt att 
hushålls- och barnavårdsarbete 
etc. är en börda? Col 87 

 
 
1 

 
 
2 

 
 
3 

 
 
4 

 
 
5 

(b) Hur ofta har Du upplevt att 
dina uppgifter på din arbetsplats 
är en börda? Col 88 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

(c) Hur ofta har Du känt att ditt 
arbete hindrat dig från att 
spendera tillräckligt med tid med 
din familj? Col 89 

 
 
1 

 
 
2 

 
 
3 

 
 
4 

 
 
5 

(d) Hur ofta har Du känt att ditt 
familjeliv hindrat dig från att 
lägga tillräckligt med tid på ditt 
arbete? Col 90 

 
 
1 

 
 
2 

 
 
3 

 
 
4 

 
 
5 

 
Kort I 
Q12 När Du uppfostrar (namn), har Du någonsin en känsla av oro eller problem med följande 

saker? Ange allt som passar in. (Flera svar möjliga) col 91-103 
1. Utbildningsavgifter kostar för mycket 
2. Vårt hus/bostad är för litet/en 
3. Jag har inte tillräckligt med tid för mitt barn 
4. Att ha barn och ett jobb är svårt 
5. Jag är orolig för hur mitt barn kommer att klara sig i skolan/på dagis 
6. Jag oroar mig för att mitt barn skall bli sjukt eller handikappat 
7. Jag är orolig för att mitt barn utvecklas långsamt 
8. Jag är orolig för mitt barns säkerhet 
9. Problem som hör till examination eller framsteg i skolan 
10. Mobbning eller diskriminering från andra 
11. Annat (Vänligen ge detaljer) 
12. Inget speciellt  
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Kort J 
Q13 När problem eller farhågor har dykt upp i samband med uppfostran av (namn), vem vände 

Du dig då till för råd? Räkna upp alla personer Du normalt vänder dig till för råd. (Flera 
svar möjliga) col 104-119 

 
1. Make/maka/partner  
2. Mina föräldrar, och/eller syskon 
3. Min partners föräldrar, och/eller syskon 
4. Läkare, barnmorska, sjuksköterska, eller distriktsköterska 
5. Lärare i skola eller personal på dagis eller "dagmamma" 
6. Vänner 
7. Vänner som själva uppfostrar barn, barnomsorgsgrupper 
8. Grannar 
9. Studie- eller barnavårdskonsulenter  
10. Böcker och tidskrifter om barnuppfostran 
11. TV och/eller radioprogram 
12. Internet 
13. Person inom kyrkan (präst, pastor etc.) 
14. Det finns ingen som jag kan vända mig till för att få goda råd 

  15. Jag har ingen oro/farhågor 
 

Kort K 
Q14 För att uppfostra (namn), vad för slags saker önskar Du vore tillgängliga i större 

utsträckning än idag? Ange så många alternativ som Du vill. 
(Flera svar möjliga) col 120-127 

 
1. Ställen där barnet och dess vänner kan leka fritt 
2. Ställen där jag kan få råd och lära mig mer om barnuppfostran 
3. Ställen där jag kan lämna mitt barn och känna mig trygg 
4. Ett system med ledighet från barnuppfostran tillgänglig för varje förälder 
5. En arbetssituation som tillåter föräldrar att lägga ned gott om tid på barnuppfostran 
6. Barnbidrag/ekonomisk hjälp för att uppfostra barn 
7. Inget speciellt/vet ej 
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Kort L 
Q15 Innan Du blev förälder (inklusive perioden under graviditeten), hade Du då någon 

erfarenhet av att ha hand om småbarn? Gick Du några kurser eller studerade Du om barn? 
Välj alla som passar från följande alternativ. (Flera svar möjliga) col 128-137 

 
1. Tog hand om liten yngre bror och/eller syster 
2. Tog hand om släktingars, vänners eller grannars småbarn 
3. Var barnvakt hos någon annan person 
4. Lärde mig i skolan 
5. Deltog i en grupp som fanns lokalt 
6. Läste böcker om barnuppfostran 
7. Lärde mig från TV och/eller radioprogram 
8. Lärde mig från mina egna föräldrar 
9. Hade inte lärt mig eller haft någon erfarenhet 

 
Kort M 
Q16a (Om barnet är sex år eller mer) När (namn) var fem år gammal, vilka slags saker var 

han/hon kapabel att utföra själv? Lista så många saker han/hon kunde utföra. (Flera svar 
möjliga) 
(Om barnet är fem år eller yngre) Anser Du att han/hon kommer att själv kunna utföra 
följande saker innan han/hon blir sex år gammal? Lista så många saker han/hon kommer 
kunna utföra. (Flera svar möjliga) col 138-142 

 
1. Äta med bra bordsskick 
2. Hälsa artigt 
3. Hålla sig ren (tvätta ansiktet, borsta tänderna, etc.) 
4. Städa upp efter lek 
 
Kort N 

Q16b När (namn) är 15 år, vilka slags saker tror Du han/hon kommer att kunna göra själv?   
Lista så många saker han/hon kommer kunna utföra. (Flera svar möjliga) col 143-147 
 
1. Laga mat till familjen 
2. Hålla rent och prydligt omkring sig 
3. Vara medveten om regler passande för en tid, plats och tillfälle 
4. Arbeta och tjäna pengar (inklusive tillfällig hjälp, deltidsjobb) 
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Kort O 
Q17 Vi skulle vilja veta hur viktigt Du tycker följande saker är för (namn) när han/hon är 

ungefär 15 år? Ange dina förväntningar för var och en av följande variabler. (Ett svar för 
varje) 

 Mycket 
viktigt 

Ganska 
viktigt 

Inte särskilt 
viktigt 

Inte 
viktigt 
alls 
 

(a) Få bra betyg i skolan Col 148 1 2 3 4 
(b) Lyder sina föräldrar Col 149 1 2 3 4 
(c) Tydligt framhäva sin egen åsikt Col 150 1 2 3 4 
(d) Arbeta harmoniskt med andra Col 151 1 2 3 4 
(e) Har egna mål i livet Col 152 1 2 3 4 
(f) Vara maskulin (om pojke)/feminin (om 
flicka) Col 153  

1 2 3 4 

(g) Hjälpa en person i nöd Col 154 1 2 3 4 
(h) Kan ta ledarskap Col 155 1 2 3 4 
(i) Kan vinna vid tävlan med andra Col 156 1 2 3 4 
     
Kort P 
Q18 Hur lång utbildning vill Du att (namn) skall ha? (Ett svar) col 157 

1. Mellanstadium/Högstadium 
2. Gymnasium 
6. Universitet/Högskola 
7. Doktorsexamen/Licentiatexamen/Mastersexamen 
8. Nivån spelar ingen roll 
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Kort R 
Q19 I vilken grad hoppas Du som förälder på att (namn) kommer att göra några av följande 
saker i sitt liv? Välj det som passar och markera hur mycket Du hoppas på det.  

Först, a) Hoppas Du att (namn) kommer att få en hög inkomst? 
[Till intervjuaren: Läs upp frågorna från (b) till (f) en efter en.]  

 
 Höga 

förväntnin
gar. 

För- 
väntar 
bara litet
 

Inga speciella 
förväntningar 
 

Inga 
förväntning
ar alls 
 

(a) Hoppas Du att (namn) kommer 
att få en hög inkomst? Col 158 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

(b Hoppas Du att (namn) kommer 
att bli berömd? Col 159 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

(c) Hoppas Du att (namn) kommer 
att få hög status? Col 160 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

(d) Hoppas Du att (namn) kommer 
att hjälpa andra? Col 161 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

(e) Hoppas Du att (namn) kommer 
att skapa ett lyckligt hem? Col 162 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

(f) Hoppas Du att (namn) kommer 
att njuta mer av hobbys och ledig tid 
än av sitt arbete? Col 163 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
Kort S 
Q20 Som hans/hennes förälder, vilka av följande livsstilar skulle Du INTE önska att (namn) 

följde I framtiden? Ange så många som Du själv vill. (Flera svar möjliga) col 164-176 
 

1. Leva ensam hela livet 
2. Vara sambo med en person av motsatta könet utan att vara gifta 
3. Bo på annat håll än make/maka p.g.a. arbete 
4. Leva utan barn 
5. Uppfostra ett adopterat barn, styvbarn eller barn som inte är biologisk släkting 
6. Leva med stadigvarande homosexuell partner 
7. Leva tillsammans med mig och hans/hennes maka/partner 
8. Leva tillsammans med make/maka/partners föräldrar 
9. Skilja sig när han/hon har barn 
10. Att gifta om sig och uppfostra barn från tidigare äktenskap 
11. Att få utomäktenskapliga barn 
12. Inget av ovanstående 
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Kort T 
Q21 Hur nöjd är Du med utvecklingen av (namn) så här långt? Col 177 

(Ett svar) 
 

1. Nöjd 
2. Relativt nöjd 
3. Relativt missnöjd  
4. Missnöjd 

 
Q22 Hur många barn skulle Du vilja ha totalt, vilket antal anser Du vara idealiskt? Col 178 
 

1. Endast 1 (Ett svar) 
2. 2 
3. 3 
4. 4 
5. 5 eller fler 

 
Kort U 
Q23 Vad tycker Du om följande åsikter i relation till barnuppfostran? Vänligen svara på alla 

frågor. 
Först, a) Uppfostra barn är roligt. 

[Till intervjuaren: Vänligen läs också frågorna från (b) till (e) en efter en.] 
 
 Jag 

håller 
med. 

Jag 
håller 
delvis 
med. 
 

Håller delvis 
inte med. 
 

Håller inte 
alls med. 
 

(a) Uppfostra barn är roligt. Col 179 1 2 3 4 
(b) Barn stärker familjebanden. Col 180 1 2 3 4 
(c) Uppfostra barn kostar pengar. Col 181 1 2 3 4 
(d) Barn blir ett själsligt stöd när man blir 
gammal. Col 182 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

(e) Barn blir ett ekonomiskt stöd när man 
blir gammal. Col 183 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 
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Kort U igen 
Q24 Vad tycker Du om följande åsikter? 

Först, a) Det är okej att slå ett barn, så länge det görs med kärlek. 
[Till intervjuaren: Vänligen läs också frågorna från (b) till (e) en efter en.] 

 
 Jag 

hålle
r 
med.

Jag 
håller 
delvis 
med. 
 

Håller delvis 
inte med. 
 

Håller inte 
alls med. 
 

(a) Det är okej att slå ett barn, så länge det 
görs med kärlek. Col 184 

1 2 3 4 

(b) Egensinnighet hos barn är tillåtet Col 185 1 2 3 4 
(c) Jag vill att mitt barns låg- och 
mellanstadielärare ska vara delaktig i att lära 
mitt barn hyfs och att uppföra sig. Col 186 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

(d) Barn som är 5 år eller yngre skall inte vara 
ensamma hemma. Col 187 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

(e) Om jag ser ett barn som gör något dåligt i 
kvarteret, är det bra att tillrättavisa det 
barnet, även om det inte är mitt barn. Col 188

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
Kort V 
Q25a Hur vill Du hantera balansen mellan omhändertagandet av ett barn och ditt arbete?  

Be även de som inte har ett arbete att svara. Col 189 
 
1. Jag vill prioritera arbete framför att ta hand om barn 
2. Jag vill vara delaktig i båda i samma utsträckning 
3. Jag vill prioritera att ta hand om barn framför arbete  
 
Kort W 
Q25b Hur skulle Du vilja att din make/maka/partner hanterar balansen mellan att ta hand om 
ett barn och arbete? Om din make/maka/partner inte arbetar, svara ändå.  Col 190 

 
1. Jag vill att han/hon prioriterar arbete framför att ta hand om barn 
2. Jag vill att han/hon är delaktig i båda i samma utsträckning 
3. Jag vill att han/hon prioriterar att ta hand om barn framför arbete  
4. Jag har inte en make/maka/partner 
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Kort X 
Q26 Håller Du med eller håller Du inte med om påståendet att “män skall arbeta utanför 

hemmet, medan kvinnor skall se efter familjen”? Col 191 
1. Jag håller med 
2. Jag håller med i större utsträckning än jag inte håller med 
3. Jag håller inte med i större utsträckning än jag håller med 
4. Jag håller inte med 
5. Jag vet inte 
  
Nu kommer jag ställa några frågor om dig. 
F1  (Respondentens kön: fylls i av intervjuaren) (Ett svar) col 192 
 

1.Man 2. Kvinna 
 
F2 Hur många barn fanns i din egen familj? (Hur många syskon har du?) Räkna även in 

avlidna i svaret. (Ett svar) Col 193 
 

1. Endast ett (bara Dig själv)  
2. 2 
3. 3 
4. 4 
5. 5 

5. 5 
6. 6 
7. 7 
8. 8 eller fler 

 
[ Fråga alla] 
F3 Hur många personer bor i nuläget tillsammans med dig? Inkludera dig själv i siffran. (Ett 
svar) col 194 
 

1. 2 
2. 3 
3. 4 
4. 5 

6. 6 
7. 7 
8. 8 eller fler 

 
Kort Y 
F4 Och vilka är de som bor tillsammans med dig? Räkna inte med de familjemedlemmar som 

för tillfället inte bor hemma eller bor någon annanstans. (Flera svar möjliga) col 195-203 
 

1. Barn 
2. Make/maka/partner 
3. Min far och/eller mor 
4. Partners far och/eller mor 

5. Mina bröder och/eller systrar 
6. Partners bröder och/eller systrar 
7. Andra släktingar 
8. Annat (Beskriv i detalj)___________ 
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[Det här är en fråga för dem som inte bor med sin nuvarande make/maka/partner: dvs. de som 
inte ringade in ’2’ som svar i fråga F4] 
 
Kort Z 
F4-1 Vad har hänt med din make/maka/partner? Har ni separerat? Är ni skilda? Eller har den 

personen avlidit? (Ett svar) col 204 
 

1. Separerat/flyttat isär 
2. Skilda 
3. Avlidit 
4. Annat (Beskriv i detalj)__________________________________ 
 

(TILL ALLA) 
Kort AA 
F5 Vad har Du för relation till (namn)? (Ett svar) col 205 
 

1. Vårt biologiska barn 
2. Min makes/makas/partners biologiska barn (inte mitt) 
3. Mitt biologiska barn (inte min makes/makas/partners) 
4. Adopterat barn 
5. Annat (Beskriv i detalj)___________________________________ 

 
[Frågorna F6b till och med 8b är för dem som bor med sin make/maka/partner, dvs. för dem som 
svarade antingen ’2’ i fråga F4 eller som svarade ’1’ fråga F4-1] 
 
Kort BB 
F6a Hur gammal är Du? (Ett svar) col 206-207 
F6b Hur gammal är din make/maka/partner? Från följande åldergrupper, välj den som passar. 

(Ett svar) col 208-209 
 

1. 19 eller yngre 
2. 20 till 24 
3. 25 till 29 
4. 30 till 34 
5. 35 till 39 

6. 40 till 44 
7. 45 till 49 
8. 50 till 54 
9. 55 till 59 
10. 60 eller äldre 

 
   a                     b         
   Du_____________      Din make/maka/partner____________________ 
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Kort CC 
F7a Vilken skola var den senaste som Du gick i? (Ett svar) col 210 
F7b Vilket av följande stämmer överens med den skola som din make/maka/partner senast gick 

i? (Ett svar) col 211 
                       

1. Mellanstadium/Högstadium 
2. Gymnasium 
6. Universitet/Högskola 
7. Doktorsexamen/Licentiatexamen/Mastersexamen 
8. Annat (specificera) 

 
   a                     b         
   Du_____________      Din make/maka/partner____________________ 
 
Kort DD 
F8a Beskriv din nuvarande sysselsättning. Välj det alternativ som passar bäst. Endast ett 
alternativ (Ett svar) col 212-213 
F8b Vad för slags arbete sysslar din make/maka/partner med? Välj det alternativ som passar 
ihop med ditt yrke. Endast ett alternativ (Ett svar) col 214-215 
 
Anställd 
1. Heltid  
2. Deltid/tillfälligt 
Egen företagare/arbetar hemma         F9-F11 
3. Egen företagare (30 eller fler anställda)  
4. Egen företagare (upp till 30 anställda)  
5. Hjälper till i familjeföretag  
6. Arbetar hemma/frilans 
Ej arbetande 
7. Student 
8. Hemmafru/hemmaman på heltid    F12 
9. Arbetslös 
 
   a                     b         
   Du_____________      Din make/maka/partner____________________ 
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Kort EE 
(Frågorna F9 till F11 ställs till arbetande respondenter) 
F9a Vad har Du för arbete? (Välj ett svar från kortet)  col 216-217 
F9b Vad har din make/maka/partner för arbete? (Välj ett svar från kortet) col 218-219 
 
1. Akademiker/frilans: läkare, lärare (universitet, gymnasium, grundskola), IT-specialist, 
domare, sjuksköterska, dietist, förskolelärare, ingenjör, designer, skådespelare, 
professionell idrottare, lärare i kulturlektioner, instruktör, religiöst arbetande, författare, 
bibliotekarie, advokat, etc. 
2. Chef: Ordförande, förman, chef, sektions- eller divisionschef vid större kontor, 
företagsägare, högt uppsatt byråkrat, riksdagsledamot, andra politiska uppdrag (vid 
kommun eller landsting) 
3. Tjänsteman (anställd): kontorsanställd, operatör av kontorsmaskiner, indrivare, 
sekreterare, chefsassistent, kommuntjänsteman  
4. Säljare: detaljhandlare, grossist, säljare, ombud, köpare 
5. Serviceinriktning: bar/restaurangägare, anställd på bar/restaurang, frisör,  
skönhetsterapeut, hemtjänstarbetare, licensierad kock, servitör, kabinpersonal, portvakt, 
tvätterianställd 
6. Jord- och skogsbruk eller fiskerier: egen företagare inom skog, fiske och lantbruk, Har en 
gård (inklusive familjemedlemmar som är anställda), trädgårdsmästare och landskaps 
trädgårdsmästare (egen företagare eller anställda)   
7. Hantverkare/operatör: chaufför, snickare, hantverkare, fabriksarbetare, byggarbetare,  
städare, säkerhetsvakt, anställd på lager, transportarbetare 
8. Militär/Säkerhet: polis, brandman, anställd inom försvaret 
9. Annat 
 
   a                      b         
   Du_______________________    Din make/maka/partner____________________ 
 
F10a Ungefär hur många timmar per vecka arbetar Du i snitt? Ange antalet nettotimmar, 

exklusive lunch etc. (Ett svar) col 220 
F10b Ungefär hur många timmar per vecka arbetar din make/maka/partner? Ange antalet 

nettotimmar, exklusive lunch etc. (Ett svar) col 221 
 

1. 1 timme upp till 15 timmar 
2. upp till 35 timmar 
3. upp till 43 timmar 
4. upp till 49 timmar 
5. upp till 60 timmar 
6. 60 timmar eller mer 

   a                     b         
   Du_____________      Din make/maka/partner____________________ 
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F11a Ungefär hur lång tid tar det för dig att åka till jobbet, alltså i ena riktningen? (Ett svar) 
col 222 
F11b Ungefär hur lång tid tar det för din make/maka/partner att åka till jobbet, i ena 
riktningen? (Ett svar) col 223 
 

1. 0 minuter (Jag pendlar inte) 
2. upp till 5 minuter 
3. upp till 15 minuter 
4. upp till 30 minuter 

5. upp till 1 timme 
6. upp till 2 timmar 
7. upp till 3 timmar 
8. 3 timmar eller mer 

 
   a                     b         
   Du_____________      Din make/maka/partner____________________ 
 
Kort FF 
F12 Vad var hushållets totala inkomst (före skatt) under förra året? Inkludera tillfällig, 
ytterligare och familjeinkomst. (Ett svar) col 224-225 
                           

1. Under 100.000 kronor 
2. 100.000 till 200.000 kronor 
3. 200.000 till 300.000 kronor 
4. 300.000 till 400.000 kronor 
5. 400.000 till 500.000 kronor 
6. 500.000 till 600.000 kronor 
7. 600.000 till 700.000 kronor 
8. 700.000 till 800.000 kronor 
9. 800.000 till 900.000 kronor 
10. Mer än 900.000 kronor 
11. Vägran/vill ej uppge 
12. Vet ej 

 
Kort GG 
F13 Vilken procent av ditt hushålls totala inkomst består din inkomst av? Svara utifrån 

följande. (Ett svar) col 226 
 

1. 0% 
2. 1~24% 
3. 25~49% 
4. 50% 

5. 51~74% 
6. 75~99% 
7. 100% 

 
Weight value col 227-232 

 
Tack så mycket för ditt tålamod och hjälp 
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３．各国の人口と年齢３区分別人口割合 

 
表Ⅲ－１ 各国の人口と年齢３区分別人口割合（％） 

人口割合（％）  人口 
（千人） 0～14歳 15～64歳 65歳以上 

日 本 
（ 2 0 0 3 年） 127,619 14.0 66.9 19.1 

韓 国 
（ 2 0 0 2 年） 47,640 20.6 71.5 7.9 

タ イ 
（ 2 0 0 2 年） 63,482 24.9 69.0 6.2 

ア メ リ カ 
（ 2 0 0 2 年） 288,369 21.0 66.6 12.4 

フ ラ ン ス 
（ 2 0 0 2 年） 59,486 18.1 65.0 16.0 

スウェーデン 
（ 2 0 0 2 年） 8,925 18,1 64,7 17.2 

 
資料出所：日本は、総務省統計局「人口推計年報」 

            日本以外の５ヶ国は、UN, Demographic Yearbook  による 
 

４．各国の合計特殊出生率 

 
表Ⅲ－２ 各国の合計特殊出生率の最近約 10 年間の変化 

日 本 1.46（1993年） 1.38（1998年） 1.28（2004年） 

韓 国 1.67（1993年） 1.47（1998年） 1.16（2004年） 

タ イ 2.2（1991年） － 1.8（2002年） 

ア メ リ カ 2.05（1993年） 2.06（1998年） 2.05（2004年） 

フ ラ ン ス 1.65（1993年） 1.76（1998年） 1.90（2004年） 

スウェーデン 1.99（1993年） 1.51（1998年） 1.75（2004年） 

 
資料出所：国立社会保障・人口問題研究所『人口統計資料集』 

韓国は、Korea National Statistical Officeの KOSISより 
タイは、National Statistical Officeの http://web.nso.go.th/eng より 
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５．各国の女性の年齢別労働力率 

表Ⅲ－３ 各国の女性の年齢別労働力率 

 15
～

19
歳 

20
～

24
歳

25
～

29
歳

30
～

34
歳

35
～

39
歳

40
～

44
歳

45
～

49
歳

50
～

54
歳

55
～

59
歳 

60
～

64
歳 

65
歳

以

上

日 本 

( 2 0 0 4 年 ) 
16.3 68.9 74.0 61.4 62.4 70.4 73.0 68.4 59.6 39.7 12.9

            

 15
～

19
歳 

20
～

24
歳

25
～

29
歳

30
～

34
歳

35
～

39
歳

40
～

44
歳

45
～

49
歳

50
～

54
歳

55
～

59
歳 

60
～

64
歳 

65
歳

以

上

韓 国 

( 2 0 0 3 年 ) 
11.3 61.5 60.5 49.8 58.2 64.0 61.5 55.5 49.0 42.7 21.5

            

 15
～

19
歳 

20
～

24
歳

25
～

29
歳

30
～

34
歳

35
～

39
歳

40 
～ 

49 
歳 

50 
～ 

59 
歳 

60 
歳 

以 

上 
タ イ 

( 2 0 0 4 年 ) 
25.4 64.3 79.9 84.3 85.2 82.2 70.3 28.1 

            

 15
～

19
歳 

20
～

24
歳

25
～

29
歳

30
～

34
歳

35
～

39
歳

40
～

44
歳

45
～

49
歳

50
～

54
歳

55
～

59
歳 

60
～

64
歳 

65
歳

以

上

ア メ リ カ

( 2 0 0 4 年 ) 
43.8 70.5 73.1 74.0 74.5 76.7 74.5 45.4 65.0 45.4 11.1

            

 15
～

19
歳 

20
～

24
歳

25
～

29
歳

30
～

34
歳

35
～

39
歳

40
～

44
歳

45
～

49
歳

50
～

54
歳

55
～

59
歳 

60
～

64
歳 

65
歳

以

上

フ ラ ン ス 

( 2 0 0 3 年 ) 
8.1 51.7 78.8 78.6 80.4 84.2 81.4 75.6 55.5 15.8 0.9

            

 16
～

19
歳 

20
～

24
歳

25
～

29
歳

30
～

34
歳

35
～

39
歳

40
～

44
歳

45
～

49
歳

50
～

54
歳

55
～

59
歳 

60
～

64
歳 

65
歳

以

上

スウェーデン

( 2 0 0 4 年 ) 
32.9 62.2 78.5 83.7 86.0 87.9 87.5 84.2 79.5 58.1 - 

 
資料出所：日本は、総務省統計局,2005『労働力調査年報（平成 1６年）』 
日本を除く５ヶ国は、ILO, Year Book of Labour Statistics 
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